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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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クイズだよ♪　クイズだよ♪

平和な神しん殿でんが怪かい神じんテューポーンに襲おそわれたとき、多くの神々が逃にげ出した。

でも女め神がみアテネーだけが踏ふみとどまって戦った。どーして戦えたのかな？

Ａ☆最強の盾たてを持っていたから。

Ｂ☆最強の軍勢を率いていたから。

Ｃ☆妖よう精せいたちが守ってくれたから。






「さあ、答えはどーれ、かな？」

　螢ホタルが言った──愛あい嬌きようたっぷりのお澄すまし顔／ミント色の瞳ひとみ／赤いおかっぱ髪がみのギリシャ人。

　彼女が口を開くとみなが耳を傾かたむける──大人も子供も／彼女が好きか嫌きらいかも関係なく。

　赤毛のギリシャっ子がもたらす導き──泥どろ沼ぬまからの逃げ方／大人たちを出し抜ぬく方法／願いを叶かなえるすべ／願いを忘れずに持ち続けるすべ。

　最低の現実と戦うための悪オイレふンシユざピーけゲル──〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉で大切な髪を剃そらせない言い訳／訓練コースの内容を事前に暴あばく方法／検けん閲えつされずに届く手紙の出し方／外出許可のぶんどり方。

　気づけば誰だれもが螢の言葉を真ま似ねした──〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉／機械化児童施し設せつ／訓練学校／嫌いやなことだらけの現実を的確に表す言い回しフレーズ──〝おはよう、私の悪夢〟〝天使のガレージセールは悪運でいっぱい〟〝やれやれ神様、可能Ａ．な限りＳ．さっＡ．さとＰ．お願いします〟

　一度だけ、そんな螢を大人たちが厳しく叱しかる場面を見た──〝お前は優すぐれたリーダーとしての素質を悪用している〟〝能力がある者の責任逃のがれだ〟〝国に救われた恩を忘れるな〟

　大人しく拝はい聴ちようする螢＝赤毛のギリシャっ子の強情タフネス／抜け目なさ＝大使館勤めだった死んだ両親譲ゆずり──叱られた数時間後には労働訓練から逃げ出す方法を別の子供に教えていた──〝私の中の彼女が精神科医の診しん断だん書を欲しがってるって言うんだ、いいね〟

「あたしはＢだぜ、螢。きっと沢たく山さんの兵隊がいて、女神様専用の戦せん闘とう機とか持ってたんだぜ」

　皇スメラギが言った──いたずらげというより本気でそう信じていそうな快活さ／ボーイッシュな短い金きん髪ぱつ／萌もえ葱ぎ色の目／すらりと背が高い野性的なジプシーロマの美び貌ぼう。

　戦争で一族が離り散さん──難民弁護団により与えられた国こく籍せき／漢キヤ字ラク名ター／機械の身体からだ──九死に一生を得たにもかかわらずさして感謝せず──〝もらえるものは何でももらっておけ〟

〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉始まって以来の問題児として名を馳はせる──螢のアイディアをすぐさま実行に移す最高の相棒／規則破りの常習者／少女ギャング／昼ひる寝ねの天才／悪いことだと思わないどころか人生に必要な糧かてだと信じる悪行の数々。

　男子も女子も皇の悪童ぶりには一目置いた──その堂々たる精神力／野生児の生命力。

　不安と悲しみで不ふ眠みんや拒きよ食しよくに陥おちいる子供たち──いつでもどこでも熟じゆく睡すい／何でもかんでもたらふく食べ尽つくす──そのくせちっとも太らない。

　皇の評価診断書──〝腐ふ敗はいガスをまき散らす腐くさったリンゴなみの悪習の源たる児童〟──最低点がずらりと並ぶそれを自じ慢まんげに見せびらかしてみんなを絶句させる天然百％の悪たれ。

〈子キン供ダー工ヴエ場ルク〉で煙草たばこを吸う子供がわらわら現れたのは皇のせいだ──喫きつ煙えんグループの親玉。

　そのくせ本人はあっさりその悪習を捨て去った──煙草嫌いの少女と仲良くなったから。

〝悪たれ〟の生き真面目まじめさ──〝泣き虫おフロ嬢イラ様イン〟をいつも率そつ先せんして守ってくれた／優やさしくからかった／力強く生きることを教えてくれた。

「Ｃではないですかしら……。女神が沢山の妖精たちを生み出したのですもの」

　鳳アゲハが言った──短い髪／傷一つ無い綺き麗れいな顔立ち／いつも相手の顔色をうかがう／二人の陰かげに隠かくれる／気弱な泣き虫──だが、こうと決めたことに対しては常じよう軌きを逸いつして頑がん固こな少女。

　当初は機械化を完全に拒絶──ただ一つの願いは天国で家族と再会すること。

　だが、ある偉えらい博士が生きる希望を与えてくれた──少女自身気づいていなかった内なる強きよう烈れつな願い／訓練学校でもただ一人の志願──〝警察への道〟。

　救えなかった妹弟／狂くるった大人たちの犠ぎ牲せいにされる子供たち／振ふり返ってもらえない子供たち／都市に大勢いる彼らに手を差し伸のべるのだ──闇やみ雲くもで悲劇的ですらある、ちっぽけな〝泣き虫お嬢様〟の決意／大いに笑いものにされた──だが最初に皇がその願いを真面目に理解してくれた／次に螢が一いつ緒しよに戦うと誓ちかってくれた──少女の願いは三人の願いになった。

　螢の喪そう失しつ＝キプロス紛ふん争そう──オーストリア人の父とギリシャ人の母と己おのれの肉体を喪失。

　皇の喪失＝砂さ漠ばくの国の戦争──国も一族も消え失うせた／己の命すら諦あきらめかけた保護難民。

　少女が二人に灯ともしびを与えた──少女の透とう明めいな願い／救済のための行動。それまで螢も皇も空っぽだった／機械仕じ掛かけの体／失われた家族／空くう洞どうの心──それら全すべてを乗り越こえる灯。

　灯はやがて火になった／火を消すための火／三つで一つの火──戦う焱ほのおへ。

「おっと、そうだ」皇＝にやり──何か悪いことを思いついた顔。「賭かけようぜ、おフロ嬢イラ様イン。あたしが正解だったら、お前のあのバッジくれよ」

　鳳の胸むな元もとを飾かざる青い馬のバッジ──本物の軍の品／泣き虫お嬢様の自慢の逸品／訓練学校で最も優ゆう秀しゆうな成績を収めた証あかし。

「い……嫌です」鳳＝おどおど──せっかくの品を本気で取られるんじゃないかと不安げ。

「お前が正解だったら、あたしのこれやるよ。中身を付けてもいいんだぜ」腰こしのポシェットをぽんぽん叩たたく──スマートな皇によく似合う大人っぽいデザイン。

　中に九ミリ拳けん銃じゆう──皇の得意分野＝携けい帯たいを特別に許されるほどの天才的腕うで前まえ／教官たちの度ど肝ぎもを抜くオールＡ／本人は支給される弾だん丸がんを闇で売れないか思案中。

　鳳──誘ゆう惑わくにかられる／大人っぽい品／〝とっても素す敵てき〟＝顔に出る──理性が拒否＝〝もし賭けに負けたら、とっても頑張ってブラウン博士に誉ほめてもらった思い出の品を失う〟

「絶対に、い・や・で・す！」

「お前が勝つかもだぜ」皇＝にやにや／誘惑続行。「これ、他ほかじゃ手に入んねーぞぉ」

「う……」鳳＝紅潮／ぐらつく。「い……いやです……」

「おいおい、出題者は誰だい？」螢＝助け船／すまし顔。「賭けるんなら、胴どう元もとの私に一割寄よ越こすんだね」

「わかったわかった」皇＝放ほう棄き──鳳が嫌がるのも構わず頭をくしゃくしゃする。「残念だけど賭けはなしだぜ、おフロ嬢イラ様イン。あいつに一割やると、結局、全部持ってかれちまうからな」

「あたくしは最初から嫌だと言ってます」鳳＝全力で皇の手から脱だつ出しゆつ──髪を撫なでつける／ウェーブがかった地毛／毎日丁てい寧ねいにブラッシング──螢みたいなストレートな髪になりたくて。

「ところで、答えはちゃんと三つのうちのどれかなんだろうな？」皇──きなくさそうに。

　螢の悪あく癖へき──人の意表を突つくためにルールの適用をぎりぎりまで広げる／答えが一つとは限らない／ときにはクイズの中に四つ目の回答まで隠し込む。

「もちろんさ」螢──にっこり／そのくせ顔を左右に振る／ギリシャ人の謎なぞめいた仕草。

　彼女の故郷の習慣＝かぶりを振るのは〝イエス〟／逆にうなずくのは〝ノー〟──ただし螢は急にその仕草を逆にする／根っからの惑わく乱らん者。

　初めてその仕草を見たとき鳳は恐きよう怖ふを覚えた──全く同じ仕草を強要されていたから／神の国に至る集団生活／狂った大人たちの世界。螢はその恐怖を理解してくれた／恐怖から逃げ出す方法を教えてくれた──もう忘れてしまった方法。

「やれやれ、うちの小隊長ときたらこの世で一番信用ならないぜ」皇──ポシェットからケースを取り出す／香かおりつきの絆ばん創そう膏こう＋星座の印。「二人とも、おまじないをしてやるよ。死んだ婆ばあさん仕込みだ。良く効くおまじないだぜ」

　螢＝乙女おとめ座／リンゴの香り──皇＝天てん秤びん座／オレンジの香り──鳳＝獅し子し座／ブドウの香り──首筋にぺたり。

　儀ぎ式しき──絆お創まじ膏ない／クイズ──他愛ない遊び＝無事にみんなで帰るという願いを込こめて。

「さあ、行こう。これがＭＳＳ要よう撃げき小隊〈炎フオイのエル・妖スプ精ライト〉の初うい陣じんだ」螢が立つ──高さ百三十七メートルのシュテファン寺院南なん塔とう──宙に手を差し伸べる。「転送を開かい封ふう」

　螢＝小隊長たる迎撃手セプター──銀灰色の特甲トツコー／ホフアイタアフルライの羽／両腕に連結式チエーン爆雷・マイン／電子戦では灰色の皮ひ膜まくが溶とけ最高の絶ぜつ縁えん物質に＝見るも艶つややかな黄金の甲──〝黄金の火ゴルト〟の飛ひ翔しよう。

　後を追う皇＝命知らずの伏アン撃ブツ手シユ──翡ひ翠すい色の特甲／イグラナスホツゴパーの羽／灼刃ヒート機能ブレイド付きの腕／透過防ぼう壁へきの発生装置である羽が機能を発揮＝みるみる色しき彩さいを失う／姿がぼやける／目に見えない切り裂さき魔まへ変貌──〝水晶クリスの火タル〟の飛翔。

　そして少女が飛ぶ──背後で消える塔／広がる闇──広がり続けるノイズのイバラ。

　二人はもういない──灰になった黄金／砕け散った水すい晶しよう。

　暗闇のまっただ中──慌あわてて二人を捜す／金切り声。「二人とも、どこにいますの!?」

　少女の使命＝要サプ撃ライ手ザー──しんがり／敵の追い込み地点に回り込む／とどめを刺さす──守る。

　自分こそ女神の盾イージスだ──女神が誕生させた妖スプ精ライト──最強の軍勢イージス。

　その思いを心の中で握にぎりしめる少女──森を足早に進む。

　暗く深い森にバラの香り──いや、これもまた胡バタ蝶フライのドリ夢ームの一つだ。（答えはどーれかな？）

　虚きよ構こうの自分──機械仕掛けの人格／生きるために造られた／造ってもらった心。

　聖地の暗闇──振り返った／振り返るしかなかった／振り返ることで出口を失った。

　答えの代だい償しよう──ようやくこのときがきた／さまよい続けた──やっと辿たどり着いた。

　報復のとき──炎ほのおの記き憶おく──今がそうだと告げている。

（そうだ、皇、おフロ嬢イラ様イン。事故死じゃない。カラス博士もブラウン博士もポラック博士も、誰かに殺されたんだ）

　炎、炎、炎──（神の申し子、ここは神の家）──（天地創造の主にして全能の父）（終わりのない世界が）（終末の果てにあることを）（信じます）──何もかも燃えて塵ちりになる。

　森にこだまする過去──あの爆グラウ心ンド・地ゼロ──信者たちの自じ爆ばく／消えた弟と妹／狂った大人たち／みな灰に──いや、そうではない。（螢！　螢！　螢！）

　消えたことにされたのだ──（……博士）（おいおい、なんでここに？）

　少女の悲鳴──博士の頭──無毛／額の後ろ・耳の後ろ・後頭部・大脳が消失。

　脳を失った博士の微笑ほほえみ──声。（おやすみ、子供たち。揺ゆりかごの中で眠ねむりなさい）

　特甲開発のあらゆる成果──全てをまとめたプラン構築者。（皇、おフロ嬢イラ様イン、彼を捕つかまえろ！）

（彼が）黒い特甲児童が鍵かぎ──彼女の中に存在するものを──手に入れろ。（裏切り者だ）

　広がり続けるノイズの群──悪意のイバラ──何もかもおかしくなる。（お二人とも返事をして下さい！　お願い！　どこにいるの──！）

（来るな、おフロ嬢イラ様イン！）あのとき飛び出してきた少女──真っ黒い弾丸のように──彼女だけが立ち続けた。（撃うてーっ！　陽炎カゲロウ！　撃てっ！　あたしを撃てっ！）

　炎、炎、炎──そればかり繰くり返されるならいっそ炎と一つになってしまえばいい──炎をもたらす者をみな焼き尽くすために──機械仕掛けの魂たましいのささやき。

「二人は、どこですか？」少女が尋たずねる／相手は答えない──ぎいぎい軋きしんでいる／吊つるされている／奇き妙みような果実／血みどろの教祖の死体──こだまする声。《九人目が判明！》《鳳さんを止めて！　お願いだから止めてよ！　誰か止めてよ！》

「あたくしの弟と妹はどこですか？」自分が銃を握っていることに気づく／九ミリ拳銃／皇の遺品──ポシェットとともに／初出撃の現場にゆいいつ遺のこされた仲間の品。

　代わりに失った青い馬のバッジ──死を振りまくことを神から許された黙もく示し録ろくの馬の紋もん章しよう。

　心に迫せまる──（見よ青白い馬が現れる）──（またがる者の名は「死」）（これに黄よ泉みが従う）──さあ──（人を滅ほろぼす権けん威いが与あたえられた）──今が報復のときだ。

《鳳さん！　鳳さん！　鳳さん！》少年の叫さけび──ノイズがかき消す／遠ざける。

「ありがとう、お嬢フロイさんライン」ささやき──緑の目／顔に火傷やけど跡あと──男の笑み。「これで〈九姉妹〉が完成する。〈外げ典てん〉の新たな編へん纂さんのときだ」

　ノイズが広がる──心に別の男の姿──ブラウン博士／メンデル博士＝鏡合わせの博士。

「黄泉の国にようこそエウエウリリデデイィケーチエ。今、君の心がいる場所には、決して誰だれも入れない。冥めい府ふの三頭犬が経路を塞ふさいでいるのだから。三人の特トツコ甲ー・ヤ猟ークトコ兵マンドーたちの脳内チップが」

　風景が変わる──頭からずぶ濡ぬれ／降り注ぐ血／素手でえぐり出された教祖の脳。

（外的解離性ビジョン）使命──要撃手として──報むくいられざること一つとしてなからん。（決して従ってはならない。だが無視してもいけない。対決する以外に解決の道はない）

　やっと血のぬめりが消えた──体を洗った／教団の施し設せつ／浄きよめの風ふ呂ろ／死の準備のための。

　機械時計の音楽が聞こえる──ボーン、ボーン、ボーン──人形たちが踊おどり出す／一つずつ歌う／焼けただれる／倒たおれる──最初にＭＰＢの接続官コーラスが倒れた／レベル４の闇に落ちた／この自分が焼いた／いや／違ちがう──そうではない。

（どこにいるの……？）最初に倒れたのは自分だ──とっくの昔に／初出撃のときに。

　そう──炎とともに消えた心──また風景が変わる／どこかのレールの上を漂ただよっている。

　線路──炎の羽をひるがえして飛翔／自分の手はどこへいったのか／足がどこにあるかわからない──代わりに炎の羽が拡ひろがる／立ち塞がる軍用機体──またたく間に塵に還かえした。

《鳳さん！》突とつ然ぜんの声──炎を貫つらぬく／構築される経路／ありえない呼び声──複数。

《鳳！》一人／《鳳ぁ……》また一人／《小隊長！》さらに一人／《小隊長さん》さらに一人／《おフロ嬢イラ様イン》さらに一人／《泣き虫おフロ嬢イラ様イン》さらに一人──途と方ほうもない電子のフルコーラス。

　そして──異様な轟とどろき。

　しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ、ボーッ！

　蒸気溜りゆうから吹ふき出す圧縮蒸気＝強きよう烈れつな汽笛──レールを驀ばく進しんする漆しつ黒こくの鉄てつ塊かい。

　都市内のあらゆる電子機器が支配されたにもかかわらず完全に独立したエネルギーで荷を運びながら長ちよう距きよ離り移動を成し遂とげた巨きよ大だいな鋼鉄の列。

　車両の先頭──黒くろ髪かみの少女＝煙突のそば／傷だらけ／アザだらけ／こっぴどく殴なぐられた顔／敢かん然ぜんたる笑み──くわえ煙草をぷっと吹き捨てた。

　少女に届く──目に映る──はっきり／この上なく。

《よう──あたくし様》
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（──おい、あたくし様）

　鏡に映る自分と向き合った途と端たん、あの黒髪の少女を思い出してしまった。

〈アンタレス事件〉の勃ぼつ発ぱつ前に見たＭＰＢの特甲児童たち──そのキャンペーン任務。

　あの子のスレンダーな肢し体たい──しなやか／軽かろやか／スポーティ／モデル体型の理想的で健康的な折せつ衷ちゆうスタイルといった姿──エキゾチックな切れ長の黒シユいヴア瞳ルツ／乳製品めいた滑なめらかな肌はだ／しかもその上／あろうことか──さらさらのストレートの髪。

　鏡の中＝まさに対極──いかにも欧おう風ふうな容姿／再生治ち療りようで色素変異した深デイ紫ープ・のパー瞳プル／左目の上から頰ほおへ走る海かい賊ぞく傷──そして／いかんともしがたいウェーブ×ロングヘア。

　身体ボデイ格マス指数＝二十強──ウエスＷト対ＴヒップＨ率＝〇．七強──推すい奨しよう数値にきっちり適合する肢体／飛行型の特甲児童としての最適体格を生き真面目まじめに維い持じ──健全コークボトル体形。

　そして／だがしかし──長年の忌いむべきコンプレックス──マスターサーバーが示す最適な胴体トルソバランスをキープするせっかくの肩かた・ウエスト・腹・ヒップの比率が台無し──と言ってしまっては酷こくな話だが──控ひかえめに言っても粉ふん砕さいしているというか突出している──実に厄やつ介かいで心かき乱すしろもの──極きよく端たんなバスト数値。

　努力してそれを克こく服ふく──とまではいかないにしても堂々と振ふる舞まえていたはず──自分は自分だと開き直れていた──なのに／今になって──大いに動どう揺ようをもたらす品が到とう来らい。

　電子戦の演習用着衣──接続カプセルに入るための服＝驚きよう愕がくのバンドゥ式モノキニ形状。

　前から見るとワンピース水着／後ろから見ると完全にビキニ──もはやビーチファッションと呼ぶべきたわけた小面積。

　ノイズ防止のための絶ぜつ縁えん布──演習で〈フエ羽デー〉ルのみ転送するゆえ肩かた紐ひもが外せるバンドゥ式に──男子のように上半身裸はだかになれないため背が露ろ出しゆつするモノキニ形状に──信じがたい有様。

　アンダーの左腰にプリント──隊員ＩＤ＝『鳳アゲハ・エウリディーチェ・アウスト／二〇〇〇年八月十六日生まれ／十五歳』

　第三十ジーク五区ムントにある〈ミリオポＭリス公安Ｓ高機動隊Ｓ〉本部ビル地下──その一角にある更こう衣い室。

　特大の三面鏡＝普ふ段だんは戦術班が使用──銃／ホルスター／防ぼう弾だん着／機き甲こう／通信機──装着にぬかりがないか鏡面チェックする小部屋──自分の姿を念入りに見せつけられる鏡地じ獄ごく。

　部屋の外＝車両エリア──ガレージ／兵器テスト区画／臨検用サーバー室。

　行き交かう大勢の大人たち──隊員／解かい析せき官／事務官／エンジニア／医師／兵器業者。

　対情報汚お染せんの新システムが予定より早く納品──現場の特甲児童による演習が急きゆう遽きよ決定。

　お陰で、二〇一六年七月三日日曜日という今日の予定を──あの少年の誕生日に一いつ緒しよに出かけるという約束の時刻を──大おお幅はばに変へん更こうせざるをえず。

　お陰で──普段は長い髪と制服でさりげなく隠かくす身体的特とく徴ちようを直視せざるをえず。

　お陰で──世のファッション誌が示し唆さする教訓が去来──胸が大きすぎないことが着こなしには／普段着であれ／制服であれ／はたまた水着であれ──それなりに重要であり、胸が大きければ大きいほど、しなやか／軽やか／スポーティ／モデル体型といった印象からかけ離はなれていくのは論を俟またないという現実に衝しよう突とつ。

　お陰で──（あたくし様）──黒髪の少女の記憶がちらつく──なんとも的確に自分のコンプレックスを刺し激げきされる肢体──全力で心から叩たたき出す／蹴けり出す──消し去る。

　自分は自分と言い聞かせる──赤毛のギリシャっ子に教わった呪文マントラ＝心の鎧よろいの作り方。

　とはいえ／心からほっとすることに──その姿のまま人が大勢いる区画へ出るわけではない──部屋のドアにハンガー＝絶縁布でできたレインコートじみた丈たけの長い上着。

　男女問わずセクハラ根絶を唱える屈くつ強きような解析課の課長が用意させた品──隊員への配はい慮りよ。

　これなしではバスタオルでも羽織るほかなし──ますます場違いなビーチガールにならずに済む支給品に心から感謝──手に取る／袖そでを通す／プラスチック製のファスナーを上げる。

　つっかえる──ぽかんとなる＝ぴったりした上着／胸が邪じや魔までファスナーが閉じられない。

　押し込む／せり出す／押し込む＝己おのれの双胸と格かく闘とう──前代未み聞もんの事態。

「くっ……」歯を食いしばる──もはや梱こん包ぽう作業／恥はずかしさと焦しよう燥そうで身み悶もだえしそう／必死に押さえつけてファスナーの引きスライ手ダーを喉のど元もとまで上げる──深い溜ため息いき。「ふう……」

　ばつんという音──多少の体積超ちよう過かは圧あつ迫ぱく耐たい久きゆうしてしかるべき務エレ歯メントが砕くだける／弾はじける／嚙かみ合わせが全解放──ファスナーのスライダーが吹っ飛とんで視界から消えた。

　三面鏡に当たるカン・カンという音──左ひだり頰ほほにヒット──衝しよう撃げき＝コンプレックスゆえに閉じこめたはずの鏡に映る自分が反逆して見えない手で現実の自分の頰を引っぱたいたかのよう。

　思わず頰を押さえる＝呆然──ころんと転がるファスナーのスライダー。

（泣き虫おフロ嬢イラ様イン）揶や揄ゆする声──誰の声か／以前の仲間たちか──あの黒髪の少女の声か。

　自然と零こぼれ出す諦てい念ねんの吐と息いき──閉じるというきわめて重要な機能が死んだ上着／丈長の裾すそをだらんと垂らしたまま棒立ち──うっかりその場で膝ひざを抱かかえて泣きそうになってしまった。
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（楽しい楽しい楽しいなあ──）ワニの笑い声──鏡に映る自分のどこからか響ひびく。

　何もかも消せと煽あおる心の声／ワニに食べられるということは虚きよ無むの腹の中で永遠に守られるということだ／いつ悲ひ惨さんなことになるかわからない現実の世界／いっそ自分の手で何もかも消してやれ──パパとママみたいにひどい目に遭あって死んでしまう前に。

　胸の中で響き続ける声──音＝チクタク・チクタク＝機械仕じ掛かけの心臓──まるで時限爆ばく弾だんのタイマーの音／いつ暴発するか知れない自分／いつ牙きばを剝むくか分からないこの世界。

　これまで少女の無意識に秘ひめられていた心象──日に日に意識にのぼるように。

　耳を澄すませばいつでも聞こえるワニの笑い声／チクタク音──そして／それどころか／はっきり現実の世界に現れたもの──ワニの目。

〈戦犯法ほう廷てい事件〉で敵に潰つぶされた右目の再生治療──色素変異＝しばしば起こる現象／それまでの目の色からかけ離れた色に──鮮あざやかな黄色／ほぼ金色の瞳ひとみ＝光こう彩さい。

　瞳どう孔こうすらやや縦長に＝まるきりハ虫類──医者たちは偶ぐう然ぜんの産物と説明／望むなら再治療も可能／ただし現状でも視力に問題はなし──少女はそのままでいることを選んだ。

　いつ現れるかわからないよりいい──いつでも対決できる／対たい峙じすべきものを見み据すえていられる／その方が安心する──嫌いやなことだらけの現実が少女に備えさせた迫撃的精神。

　左目＝鮮やかな蒼スカいイ・眼ブルー──見る者によっては神秘的と受け取る左右オツド異瞳・アイ──ただし生まれつき左右の瞳の色が違ちがう動物は／犬も猫も人間も／高確率で聴ちよう覚かくに障害を持つ──難なん聴ちようか聾ろう啞あに／現実の音は聞こえず──心の声で生きる。

　ワニが自分の中から現れた──ワニの声でいっぱいになって何も聞こえなくなるか／それを押さえつけて正しい自分になれるか──今が瀬せ戸と際ぎわだという実感。

　ふんと鼻を鳴らす──いつかビデオデータでやり取りしたＭＰＢの小隊長の精せい悍かんな笑えみをちょっと真ま似ねしてみる──もうナマクラは嫌だ／ワザモノになれ──切なる願望／自分を激げき励れい。

　籠かごに放ほうり込んだ服のポケットからロリポップを取る──開かい封ふう＝ガリっと囓かじる。

　ドアのハンガーからレインコートじみた上着を取る──肩にかける／水着そのものの出いで立ちでスリッパを履はく──そのまま／すたすた／更衣室を退去。

　通路へ──大人たちが呆あつ気けに取られる／立ち止まる／道を空ける／立ち話をしていた女性職員がたまたま綺き麗れいな生き物に遭そう遇ぐうしたとでもいうような遠えん慮りよのない歓かん声せいを上げる。

　アンダーにプリントされたＩＤ＝『乙ツバメ・アリステル・シュナイダー／二〇〇二年三月五日生まれ／十四歳』

　鋭えい角かく的ツインテール／すらりとした肢体／あどけなさ＝八歳で脊せき椎ついを破は壊かいされたため再生治療後の成長がやや遅おくれるも身長に比べマスターサーバーが統計的に〝長い〟と分類した機械化義ぎ肢し＝手・腕うで・太もも・ふくらはぎ・足首の比率が適合──すらりとした胴体トルソバランス。

　そのしなやかさを発揮する歩み＝猫科の生物が生まれながらに備えるたぐいの直進能力──ふらつかず一本の線の上をぴたりと進める才能──ファッションショーのランキヤツトウエイウオークをゆくモデルの歩み／落ちれば即そく死しするような高所に設置された細いキヤツト高架通路ウオークでも同じように歩ける天性のバランス感覚／恐きよう怖ふもためらいも排はい除じよできる精神力。

　軽快にスリッパを鳴らして試験用ガレージへ──運び込まれた大きなトレーラー。

　隣となり──硬こう化かガラスと蛇じや腹ばらシャッターで区分けされた特とく殊しゆ兵科の試験運転場＝ガシャン・ガシャンと派手な音──米軍が開発した二足歩行型の〝着るロボット〟が歩行試験中。

〈戦犯法廷事件〉で市内に持ち込まれた白兵戦兵器──ＭＳＳも導入／最さい新しん鋭えい機きを一機だけ。

　青く塗ぬられた装甲／全高二メートル超／二本の角──国連都市で武装犯が使用したものに比べ防ぼう御ぎよ力・機動力・運うん搬ぱん力のそれぞれの要素で向上──前まえ屈かがみ／のっそりした姿勢／意外なほど俊しゆん敏びん／まるで二本足で立つ青い水牛──〈ミノタウロス〉式アームスーツ。

「あっは！　カッコイーっしょ！」乙──回れ右──シャッター脇わきの小扉とびらから隣の区画へ。

　戦術班員たち──試運転を見守る／囃はやす／笑う。「牛ちゃん、こちら」「手の鳴る方へ」

　さっと数える＝七名──戦術班は全員で十六名＝半数が出動中──外出する長官を護衛。

　アームスーツの歩行ライン脇に若い男＝戦術班のリーダー＝いつもの制服／瑠璃サフア色のイア・瞳ブルー／ブロンドの長ちよう髪はつ／整った白はく皙せきのおもて／甘いマスクと鷹おう揚ような微笑ほほえみに秘ひめた戦術班一の喧けん嘩かっ早さ──ホルスト・御ミ影カゲ・ブレネンデリーベ＝新兵科の導入にご満まん悦えつ／にもかかわらず悔くやしげ。「くそ、なかなか上手うまいな。遠慮無く転んでも構わんぞ。私の方がポイントが上になるからな」

　どうやら操縦担当を巡めぐって競争中──試験運転には班長と副長が同席する決まり。

　乙＝操縦者が誰だれか悟さとる──アームスーツへ／恐おそれ知らずの足取り／跳ちよう躍やく──助走なし。

　機械仕掛けの脚きやく力りよく──鋼鉄の牛の分厚い肩にひらりと跳とび乗る／スリッパのまま／一方の手に上着／他方の手で角をつかむ／操縦している男へ呼び掛ける。「ねー、歩いてよ、日向ヒナタ」

　言われずともライン上を歩むアームスーツ──アクシデントを受容／頭上へ手を伸のばす／捕つかまえようとする──恐ろしく狭せまい足場で器用にかわす乙。「あっはは、こっちこっち！」

「いいぞ、乙くん」御影＝乱入を歓かん迎げい──げらげら笑う陽気な戦術班員たち。「牛の上で可愛い小鳥が踊おどってるぞ」「彼女専用の牛車を作りゃいい」「牛冥みよう利りに尽つきるってもんだ」

　完全に「目隠ブラインし牛ド・カウ」遊び──だが振り落とそうとしない／むしろ乙が落ちないよう気を遣つかう歩み方──立ち止まる／しゃがみ込む／膝をつく──テスト完かん了りよう／お遊び終了。

「くそ」御影＝本気で悔しげ。「操縦ミスが皆かい無むだと？　面おも白しろみのない偏へん屈くつ者め」

　アームスーツの手首が伸びる＝補助機能──なんとなくあえて逃げない乙／巨きよ大だいな鋼鉄の両手で抱だき上げられた／ちょっとびっくりするくらい優やさしいつかみ方──大人が子供を肩かた車ぐるましてやった後で注意深く下ろしてやるように──機械の手なのに温ぬくもりさえ感じそう。

　床ゆかへ戻もどる＝手が離れる／振り返る──アームスーツの胸部装甲が開いて男が現れる。

「遊びじゃないぞ」憮ぶ然ぜんと見下ろす精悍なクルド人──白い布で束ねたコルク色の髪／分厚い体たい軀くにフィットした試験用スーツ／いつも不ふ機き嫌げんそうな顔／だがいかなる異変においても冷静沈ちん着ちやくたる戦術班副長──ロルフ・日向・アナベル＝ぼそりとつけ加える。「坊やスーサー」

　乙＝あんぐり──ロリポップを落としかける／慌あわててキャッチ／我ながら不思議なほどむきになる。「おっかしーっしょ、その呼び方！　オレ、こんな格好してんのにさ！」

「おいおい、日向」御影＝茶々入れ。「そちらの小さクラなごイネ・婦人ダーメに失礼だぞ」

　親や学校の先生が小学生をからかうような呼び方──戦術班員の朗々たる笑い／むかつく／ロリポップを嚙みつつ無意識に腰こしに手を当て背伸び。「鳳のことはおフロ嬢イラ様インとか呼ぶくせにさ」

「ここはビーチじゃない」日向＝にべもなく。「上着を着ろ、アリス。必要があって支給されたはずだ」

　完全に定着してしまった日向の呼び方──大人になったときの名前／パパとママが乙を呼んでいた名前＝ミドルネームのアリステル──その略りやく称しよう＝二人のときは抵てい抗こうなし／他ほかに誰かいるときの恥ずかしさはいまだ消えてくれず──顔が赤らむ／拗すねた調子でごまかす／言い訳っぽく／周囲にも聞こえるように主張。「その呼び方やだって言ってんのにさ。乙って呼んでよ」

「発音しにくい」日向＝とことん無愛想──顎あごをしゃくる。「お前の上司が来たぞ」

「遊んでいるな貴様ら」鞭むちのような叱しつ責せき──かつかつ響く硬こう質しつな足音／純白のスーツ／短い黒くろ髪かみ／切れ長の漆しつ黒こくの眸ひとみ／冴さえやかな美び貌ぼう──トルコ系美女の魅み力りよくをかえって存分に発揮している男装＝ＭＳＳ一の忠勤かつ短気な副官──ニナ・潮音シオン・シュニービッテン。

　その手に握にぎる計算機モードの携帯端末ＰＤＡ──今まで治安機構の御ご用よう達たしである兵器業者と値段交こう渉しよう／首しゆ尾び良く〝業者と顧こ客きやくの同時ＷＩＮ‐利得ＷＩＮ〟たる金額の一いつ致ちに到とう達たつ──長官への忠誠を誓ちかう勤勉者の怒り。「ヘルガ長官ご自身がわざわざ書類を作成して下さった備品のテストだぞ」

「そちらのおフロ嬢イラ様インにも協力を乞こうて念入りにテストしていたところだ、潮音」御影＝涼すずやかに流す／言い分を口にする。「なんとも素す晴ばらしいオモチャだぞ。最新の兵科が一つだけとは残念でならん。我らが白シユニ雪ービツ姫テンの卓たく越えつした交渉力をもってしても手に入らないのか？」

　乙＝せっかくおフロ嬢イラ様インと呼ばれたのに誰も反応せず／ニナが来たことで妙みように気き後おくれ／戦術班全員の視線がニナに集まるのがわかる──日向もニナの方を見ている。

「成人前の名で呼ぶな。誰がお前たちのだ」ニナ＝いつもの否定／ついで叱責。「米軍が公表を渋しぶっていた機体だ。手に入れるのに長官がどれほどご尽じん力りよくなされたと思う」

　我らが＝戦術班の誰もがニナを慕したう／敬う／アイドル並みの扱あつかい──日向のそういうところは見たことないけど多分きっと御影や他の隊員と同じように大切に思っている。

　なんとなく上着を肩から下ろす／なんとなく袖に腕を通す／なんとなくファスナーを喉元まで閉じる──すぐ隣にいるニナと比ひ較かくされたくなくて＝現実にモデルだったことがある女性。

　ニナの隣で小さクラなごイネ・婦人ダーメに過ぎない／誰も相手にしない／日向も／だったらさっさと立ち去ればいい／到底かなわないんだし──なのになんで馬鹿みたいにここに立ってるんだろう？　こんなの全然自分らしくない──なんか変なの。

　男どもをびしびし叱るニナ──なんとはなしに日向を見た──日向もこっちを見ていた。

　ごくさりげなく肩をすくめてみせる日向／憮然とした顔にもしかすると浮かんでいたかもしれない小さな笑み──やれやれこのお小言から逃げ出すすべはないものかと無言で問いかけるかのように小さく肩をすくめる──少女を対等とみなしてそうしたのかもしれない仕草。

　チクタク・チクタク＝自分の鼓こ動どう──急に速まった気がした／とくんとくん／妙な響き。

　びっくり──ロリポップを嚙みつつ反射的にそっぽを向いた／またぞろ赤らむ頰ほお／何これ訳わかんない──ちらりと目だけで様子を窺うかがう──日向は当然のようにニナの方を見ていた。

　だが男の頰に浮かんだかすかな笑み──すぐ消えた／記き憶おくに残った／理由もわからず。

　無む性しように恥ずかしい──ちょっと今のなしもう一回お願いと言いたい気分／そのくせ胸がすっとするような達成感──かつてない心の惑わく乱らんに途と方ほうに暮れる思い。

　宙を見る＝どこかに漂ただよっているはずの答えを探すように──本当になんなんだろう、これ。
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　ガレージのトレーラー＝四室構成──運転席／解かい析せきルーム／接続ルーム／検査ルーム。

　一番後ろの検査ルーム──背もたれのないキャスター付き回転椅い子すの上で携帯端末ＰＤＡを握り膝を抱えて縮こまる少女──アンダーのプリント＝『雛ヒビナ・イングリッド・アデナウアー／二〇〇三年一月十四日生まれ／十三歳』

　自じ称しよう〝男の子〟──だが水着そのものである被ひ験けん用の着衣をさして意に介かいさず／そんなことよりトレードマークたるノイズ・キャンセリング・ヘッドホンを取り上げられたことで精神不安定に──電子戦演習では使用禁止／自閉に欠くべからざる防ぼう壁へきを喪そう失しつ。

　頭からかぶった上着──強きよう烈れつな日射から隠かくれるように／だが世界に満ちるノイズは遮れず。

　かろうじて持ち込みを許されたＰＤＡでリラクセーション効果が期待される曲をダウンロード──シューベルトのピアノソナタ二十番イ長調──とにかく長いため〝大ソナタ〟と呼ばれる曲に没ぼつ頭とう＝音色とともに空気のように消えてしまいたいと虚きよ心しんに願うも叶かなわず。

　焦しよう点てんを失った琥珀アンバ色のー・瞳ライト／金色ショートヘア／膝ひざを抱かかえたまま絶ぜつ妙みような重心移動──曲に合わせてゆっくり椅子を回転＝右回り／さながら店頭ディスプレイ中の高級白磁人形／細い手足／華きや奢しやと繊せん細さいを絵に描かいたような胴体トルソバランス──〝点火用の携けい帯たい電話を握りしめた自じ爆ばくテロ五秒前のいたいけな少女〟を題材にしたマイセン人形かリヤドロ社の陶とう器き人形かスワロフスキー社のクリスタルがあればこのようであろうと思わせる冗じよう談だんごとでは済まされない危険な可か憐れんさ。

　きいきい鳴る椅子──三十八周目＝第二楽章へ／ふいに部屋が明るくなる／隣りん室しつとの仕切りであるガラスが透とう明めいに＝電気式遮しや蔽へいガラス／スイッチ一つで鏡にもなる便利な軍事品。

　ガラス越ごし＝接続ルーム──接続用カプセル／配線のアラベスク／壁かべ一面に設置されたＡＩスロット──何やら話している少年二人。

　雛＝きいと椅子が鳴る／回転停止／声は聞こえず／少年たちの口元──驚きよう異いの読どく唇しん術じゆつで会話を見て取る。

〝本当に大だい丈じよう夫ぶ、水無月くん？　アル課長に言って延期してもらえば……〟

〝こんな黙もく示し録ろく的な日が二度と訪おとずれるものか。心配ない。少しばかり、めまいと吐はき気が動どう悸きと一いつ緒しよに来ただけだ〟

〝治ち療りようフロアで検査する？〟

〝馬鹿いえ〟

〝無理しない方がいいよ〟

　解析課の白い制服姿の少年──柔やわらかな金髪／瑞みず々みずしい碧あおい瞳／立ち上がったばかりの子こ鹿じかを連想させるというレアメタル的に希少な純真さを豊富に埋まい蔵ぞうしていることが窺える少年＝胸のタグ＝就労許可証＝『冬トウ真マ・ヨハン・メンデル／二〇〇〇年七月三日生まれ／十五歳』──雛の情報では本日めでたく十六歳に。

　他方＝サイズオーバーの白衣を羽織る少年──色々へし折れた白しら鷺さぎを思わせるorz姿勢／はしばみヘイゼル色のくせっ毛＆目／いつもは取り澄すました調子の接続官コーラス＝特甲トツコー少年──上半身裸はだか／下は接続時の白ズボン／首にプラスチック製の鎖くさり紐ひも＝接続官コーラスＩＤのタグ＝『水ミ無ナ月ヅキ・アドルフ・ルックナー／二〇〇〇年二月十日生まれ／十六歳』

〝くっ……あの子と接続用カプセルに密閉されるだと。しかもあのふざけた接続服はなんだ。ビーチでバーベキュー・パーティでも開かせる気か。オーストリアに海はないぞ〟

〝嫌いやなの？〟

〝いいや。君の師であるバロウ神父風に言うならつい今しがた神の計画を理解したところだ。この日のために僕は生まれたと神は言っている。教会の出し物であるだろう。キリストがはりつけになる前夜の。頭から香こう油ゆを浴びたキリストが、準備はできたとかなんとか言うやつ〟

〝それって……何か問題があるってこと？〟

〝僕みたいな人間は幸せに弱いんだ。はっきり言ってストレスすら感じる。他ほかならぬ運命に、自分の人間性を否定される感じだ。そういえばわかってくれるか〟

〝まあ、なんとなくわかるよ〟

〝噓うそつけ。偽ぎ善ぜん者め〟

〝ひどいな。心配してるのに〟

〝それは悪かった。むしろ、お前のような幸せ者は隕いん石せきに当たって死んでしまえと言ってくれ。お前を殺した石を水無月ストーンと名付けてネット・オークションで高値で売ってやると〟

〝言って欲しいの？〟

〝いや。君みたいな悪あしき正直者に言われたらさしもの僕ですら傷つくだろうな。さあ、行け。検査は終わったんだろう。僕はベートーベンの第五番でも流して運命が腹痛を抱えてトイレのドアをノックする音でも聴きくとしよう〟

〝ここ、音楽なんて聴けるの？〟

〝脳内チップでな。接続の前後はいつも同じ曲を聴くことにしている。秩ちつ序じよだった旋せん律りつの記憶は、接続酔よいを抑おさえる効果があるんだ〟

〝へえ、知らなかった〟

〝朝起きたらなんとなく接続官コーラスになりたくなっていたときに役立つ情報だぞ。まあ今この場で役目を果たすべきは僕であって、たとえ親友であろうとも君に譲ゆずる気はないがな〟

〝じゃ、あっちでモニターしてるから。本当に気分が悪くなったら教えてよ〟

〝ああ。幸せで絶命しそうなときは遺ゆい言ごんを託たくすから、僕が死んだ後で開かい封ふうしてくれ〟

〝お墓に刻むよ〟

〝君も言うようになったじゃないか。ともかく演習の成功を祈いのってろよ〟

〝なんだ。やっぱり成功させたいんだ〟

〝あの子を守る切り札になるからな。さあ行け〟

〝うん。頑がん張ばって──〟

　カプセル台の上で膝をついて祈る水無月＝目を閉じて運命を甘かん受じゆ／合がつ掌しよう。

　冬真がドアへ向かう──ガラス越しに見つめる雛に気づかず／どうやら車両チェックの一いつ環かんでマジックミラー・モードに／雛からしか見えず──ドアが閉まり少年が見えなくなる。

　冬真──おそらく狭い通路を通りトレーラー前方の解析ルームへ。

　接続ルームと解析ルームの間の鏡面──きっとここと同じマジックミラー・モード。

　向こう側の鏡面から見つめ返す自分──大ソナタ第二楽章＝ベートーベン交こう響きよう曲第五番〝運命〟によく似たモチーフがあらわれる──何かが心のドアをノックし始める。

　自分の口が動く／声もなく──自分の唇くちびるを読む──〝おアレ誕ス・生グー日テ・おツムめ・ゲでブアとツタうーク、冬真〟

　鏡の中の自分が代わりに伝えてくれる気がして──鏡の向こうにいる少年に。

　今はまだ言えないから／先に言うべきなのは自分ではないから／冬真が本当に喜ぶ相手はお前じゃないんだ残念だけど──鏡の中の自分がそう言っている気がするから。
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　解析ルーム──休日返上の課長と部下たち＝しゃかりき／データ入力／機能チェック。

　演習準備中──戦争でも始まったような熱気／乱打されるキー／時間との戦い。

　壁に張り紙──極ごく太ぶとの字＝『デジタル戦士たちよ、サイバーワールドの平和を守れ!!　アルフォンス・浄キヨ崇タカ・ディーゼル解析課課長』

　冬真＝あまりの熱気にやや面食くらう。「ディーゼル課長、接続官コーラスの最終検査を終えました」

「アルだよ、冬真くん」ぬっと立ち上がる課長──ブルーライト軽減サングラス／どうやって車内に入ったか尋たずねたくなる巨きよ漢かん／筋肉で張り詰つめた制服／いつも古い映画に登場する未来から送り込まれた殺人機械を連想──炎を浴びれば鋼はがねの骨格だけで歩き出しそう。「水無月くんはやれそうかい？　モニターでは、だいぶ具合が悪そうな格好をしていたが」

「はい、アル課長。検査に問題はありませんでした。ちょっと、緊きん張ちようしているみたいです」

「わかるよ」サングラスをとる──寝ね不ぶ足そくのつぶらな碧へき眼がんが早くも潤うるむ／声だけでバーベルを持ち上げられそうな感動に震ふるえるバリトン。「彼は決して臆おく病びよう者じゃない。それはいつも近くで見ている僕たちがよく知っていることだ。彼はいつも命懸がけでサイバーワールドの平和を守っている。必要とはいえ、急にこんな演習が始まれば、そんな彼でも恐おそれを抱いだいて当然だ」

「は、はい……」男泣きにうっかり同調しかける。「でも、大丈夫みたいです」

「では、彼女たちの検けん診しんも頼たのむよ」

「え？」

「最前線で戦う特甲少女たちとはいえ、電子戦はほとんど経験していない。サイバーワールドは銃じゆう弾だんとは異なる危険が光の速さで飛び交かう異世界だ。その恐ろしさを想像して、きっと不安になっているだろう。彼女たちを勇気づけてあげて欲しい」

「僕が……ですか？」なぜか動どう揺よう──あの子と接続用カプセルに密閉されるだと／マジックミラー・モードの検査ルーム／そこで彼女と二人きりになるところを想像した途と端たんに想像が続かなくなる──少年が含がん有ゆうする天性の純真さがあらぬ想像を相そう殺さい。

「メーターでの簡単な特甲チェックだ。本来は脳内チップとマスターサーバーの情報だけで十分だけど、できるだけ彼女たちを安心させてあげたいんだ」サングラスを再びかける──巨大な手で冬真の肩かたをつかむ／水無月とは異なる悲ひ壮そう感。「頼むよ」

「わかりました」気け圧おされる──仕切りガラスを見る／接続官コーラスルーム／床で死んだふりの水無月の向こう──回転椅子の上で微び動どうだにせず膝を抱える少女の姿にぎょっとなる。

　鏡面ではない──ガラスのモニターが映し出す映像。

　少女からこちらは見えないはず／だがなぜかこちらを見ている──目が合う。

　少女の口が動く／はっきりと／鏡の向こう──〝冬真〟──そう呼ばれた気がした。
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　雛──大ソナタ第二楽章／しんみり寂さびしい曲想／回転再開／部屋が回り出す／きいきい鳴る椅子──ふいにドアが開いて少年が出現。「おはよう、雛さん」

　突とつ然ぜんの笑え顔がお──雛の回転停止／思考停止／なぜか連想──純白の無む煙えん爆薬ニトロセルロースになった自分──手品の種としても使われる爆薬／灰も残さず一いつ瞬しゆんで燃えあがる。

「シューベルト？」少年が近づく──答えを知っている顔。「教会でたまにかけるんだ」

　雛──反応できず／心が猛もう烈れつにヘッドホンを欲しがる──少年の生の声／耳の内側で響ひびき出す自分の鼓こ動どう音。

「お邪じや魔まだったかな。簡単なチェックをしたらすぐ出るから」冬真──雛の無反応を迷めい惑わくがっていると解かい釈しやく／いつも茫ぼう洋ようとしている少女ゆえあまり追つい及きゆうせず──壁のロッカーを開く。

　何かが黄色く染まる──ぶんぶん・ぶんぶん──どこからか響く蜂はちの羽音。

　ロッカー＝クリップメーター／パッドメーター／検査器具一式──冬真が自分を検査するのだと理解した瞬間、何かが心の中で、ぽん、と音を立てて爆はぜた。

　ニトロセルロースを主成分とする炸さく薬やくでもって発射された目に見えない弾丸に心臓を撃うたれた気分──そのまま仰あお向むけに倒たおれる自分を想像──実際はさらに硬こう直ちよく／息を潜ひそめる。

「えっと」立ちつくす冬真──頭から上着をかぶり完全に人形と化して物言わぬ雛にちょっと途方に暮れる。「課長に言われて来たんだけど……やっぱり僕じゃなくて、ちゃんとした検査医に来てもらった方がいいかな？」

「うぇ？」雛──初めて声を上げる／顔を上げる／ほとんど無意識にかぶりを振ふる──かぶっていた上着がするすると背を滑すべる／床に落ちる。

　肩も背もあらわになる──だが冬真は別の点に注目。「あ、ヘッドホン」

　雛＝きょとん──冬真＝ずばり気づいてくれる／無言で自分の耳を指さす／そこが覆おおわれていないとは大変だ／いつもの怖おじ気づいた態度を通り越こして放心に陥おちいるのも無理からぬことだ──と理解を示す冬真のジェスチャーだと少なくとも雛の心は受け取った。

　冬真が一方の手でメーターを持ち上げてみせる──いいかな？　と無言で問う。

　雛──上目遣づかい／またぞろ目に見えないものの炸裂を警けい戒かい──こくんとうなずいた。

　ほっとした顔の冬真──雛の背後へ＝左の肩けん胛こう骨こつの辺りにぺたりとパッドを貼る／右の同じ位置に貼る／さらに何枚かぺたぺた貼る／上じよう腕わんに一いつ対つい／大だい腿たい部ぶに一対。

　前に回る──雛の右の人差し指にクリップメーターをつける／機械化義ぎ肢しの検査──ああ、なのに、この人は血が通っている生身の手足とまったく同じように扱あつかっているのだ。

　ひどく気持ちが和やわらぐ──黄色いのか黄色くないのかよくわからない／ぶんぶん鳴っていた蜂たちが眠りにつく／きっと鳳もこれと同じ安心を与えられたのだと心のどこかがささやく。

　また連想──この人自身は劇的な状態にならない／まるで触しよく媒ばいみたい／物質を変化させるくせにそれ自体は安定を保つ物質。

　プラチナのかけらに水素を吹ふき付けると点火するように／プラチナ自体は消しよう耗もうしない／水素と酸素を反応させるだけの触媒──プラチナみたいな少年という喩たとえになぜか胸がときめく。

　だが／ということは／黄色く染まるのもぶんぶん鳴るのもこの人がふれるものであり、現時点ではまさにそれはこの自分ということだろうか──ぼんやり考えるも結論は出さず。

　結論を出せば何かの誘ゆう爆ばくに至るような気がして──心が予想外に点火する予感に怯おびえて。

　冬真──データの転送完かん了りよう／右手でＯＫサイン──二人とも水中にいるかのように無言。

　検査器具を外す／上着を拾って雛の肩にかける──無意識の仕草＝ぽんと雛の肩を叩たたく。

「終わったのぉ？」雛──自然と言葉を発する／名残なごり惜おしい気分がそうさせる。

「うん。異常なし」冬真──すんなり相手に合わせる／ふと思い出す。「雛さん、さっき呼ばなかった？」

「ふぇ？」何かが急激に黄色くなる予感におののく。「誰だれを？」

「僕かな」自信なげ／頭をかく／首を傾かしげて笑う。「解かい析せきルームにいるときに、雛さんがこっちを見て呼んだ気がしたんだ。このモニター越ごしに」

「モニター？」

「うん。僕もガラスだと思ってたけど。モニターみたい。接続官コーラスルームにいたときは鏡に見えたけど、解析ルームからはこの部屋が見えたから」

　心が狂くるおしいまでにヘッドホンを欲ほつする──ひどく衝しよう撃げき的な少年の生の声──天然の爆弾魔的な冷静さで耐たい久きゆう。

「見てないもん」雛──茫洋を超ちよう越えつした瞑めい想そう的ですらある透明な眼まな差ざし。「呼んでないもん」

「そうなんだ」冬真──笑ってごまかす。「ごめん。僕の勘かん違ちがいだね」

　黄色く染まる／ぶんぶん鳴る／本当のことを言いたくなる──心が点火する予感に怯える。

　そこへ勢いよく入室＝乙──あっけらかんと。「あれ？　冬真が検査すんの？」

「うん」あっさり冬真の視線が雛から外れる。「簡単な検査だからすぐ終わるよ」

「ふーん」囓かじり終わったロリポップの棒を甘あま嚙がみ──ためらいなく上着のファスナーを開く／脱ぬいで冬真に押しつける。「立ったまんまやんの？」

「ちょっと待って」上着を抱かかえて収納を開く──雛と同じ椅い子すを引っ張り出す。「どうぞ」

「ありがとダンケ」着席──からかいモード／胸の布地を引っ張る。「これも脱ぐの？」

「え……？」狼ろう狽ばい──二人に背を向け乙の上着をロッカーへ。「まさか。そのままでいいよ」

「別にいいっしょ。な、雛？」

　雛──無表情／冬真が振り返る／目が合う／仲間の乱入で怯えが消える。「脱ぐの？」

「いいです」即そく否定──いつ三人目が現れて大だい喝かつされるか気が気ではない様子／ささっと乙を検査／メーター固定／数値を検出──データ転送＝すんなり終了。「はい。異常なし」

「もー終わり？」上着を受け取る──肩にかける＝からかい足りず不満顔／すらっとした脚を組みつつ椅子を左右に回転。「他ほかの検査とかしないの？」

「接続テストはあっちの部屋でやるから」やんわり仕事を果たす。「初めての演習で不安だと思うけど、解析課のみんなでフォローするから安心して」

「別に怖こわくねーし」「黄色くないし」あっけらかん──ふいにまたドアが開かれる＝冬真の背後。「お二人とも、電子戦を甘く見てはいけません」

　冬真──目に見えてどきっとした顔／努めて穏おだやかに振り返る。「おはよう、鳳さ──」

「ごきげんよう、冬真さん」鳳＝抑よく制せいされた笑え顔がおでドアを閉める──上着を閉じていないのはその必要がないからであって他ほかに理由はない／ファスナーが壊こわれたなどということはない／検査をするのが冬真であることに動揺などしていない／なんであれ気き後おくれすることは決してない──これらのことがらに関して異論は一いつ切さい受け付けないという気配をみなぎらせて入室。

　その歩みに合わせて忠実に右から左へ動く冬真の目／顔──堂々たる様子で進む鳳──どこまで行く気だろうと純じゆん粋すいに興味をもって見守る乙＋雛。

　壁かべ際ぎわで立ち止まる──重大な何かに気力で耐たえる／振り返る／リピート。「ごきげんよう」

「お、おはよう。椅子を出すね」収納扉とびらへ駆かけ寄る──うつむき加減で椅子を設置。

「ご親切にありがとう」レストランでウェイターが椅子を引いてくれたかのように優ゆう雅がに着席──前ぜん傾けい姿勢／体を九十度回転／顔だけ振り返る──さもリラックスしているというように左ひだり膝ひざを立てる／その上に左手を置く／なんとなくこうすると落ち着くだけという様子で左手の上に右みぎ肘ひじを置く／腕うでで胸元を隠かくす／ちょっとそうしたいだけという風に右みぎ脚あしをたたむ。

　冬真＋乙＋雛の既き視し感かん──大英博物館にある有名な『うずくまるアフロディテ像』に瓜うり二ふたつの警戒体勢──三人とも指し摘てきせず／僅わずかな振しん動どうで爆発を起こすニトログリセリンがこの少女と同じ体積だけ存在していてどちらかといえば表面が波立っているといった認にん識しきを暗あん黙もくのうちに共有──決して、大きいとか豊かとか膨らみとかそういった単語を口にしてはならない。

「じゃ……上着を──」

「ええ」迅じん速そくに脱ぐ──丸める／抱える／元の姿勢に。「どうぞ準備が出来ましたわ」

「すぐ終わるから」冬真＝穏やかに──命乞ごいに似た声こわ音ね。「本当にすぐ終わるよ」

「ええ」鳳＝微び笑しよう──一秒が永遠に感じられてたまらないという声の響き。「メーターでの簡易な検査でしょうから。きっとすぐに終わりますわね」

　冬真＝同意も反論もせず──素す早ばやくパッドを貼る／鳳の複雑な姿勢に文句も言わず／指に装着／データ読み込み／転送──発揮される穏やかさ＝少年の触媒力。

　見るからに鳳が穏やかに──爆発よりよほどびっくり＝乙＋雛。

「とんだ日になりましたわね」くすくす笑い──何かの暗号のよう。「せっかくの日に」

「午前中だけだよ。問題がなければ、すぐ終わるから」

「そうですわね。お昼までかかるとは思えませんし。すぐ終わりますわね」

　お互たがいにだけわかる会話のつもりらしい二人──〝今日何か約束している〟ことが丸わかり＝わからないふりをしたまま傍ぼう観かんを余よ儀ぎなくされる乙＋雛。

「異常なしだよ、鳳さん」冬真──器具を外す／片付ける／きわめて自然に鳳が抱える上着を受け取る／広げる／鳳が腕を通すのを手伝う＝本当に親切なウェイターのよう。

「ありがとう、冬真さん」いつもの笑顔──警戒解除／心が鎧よろいを脱いだ自然さ──少年の賜たま物もの。

　雛──茫洋とした目によぎる影かげ＝心に兆きざす何か──あるとき触媒という物質の特性を発見したスウェーデンの科学者がその力を命名したときのエピソードを思い出す。

〝触カタリーテ媒イツシエ力・クラフト〟の語源──〝私はカタス壊すトロフ〟──何かが黄色くなる予感／何かがぶんぶん鳴っている──心に兆す不ふ穏おんな点火。（鳳とかいなくなっちゃえばいいのに）

　ぽかんとなった瞬間には記き憶おくごと消去──ボク何も考えなかった／心の声なんか聞かなかった／誰かが存在するせいで何かが壊れるとかそういうことはなんにも思わなかった。

「じゃ……あっちでモニターしてるから。大変な演習だけど頑がん張ばって。何かあったらすぐにみんなでフォローするから」冬真──素早く器具を片付ける／軽く会え釈しやく。

「では、その……のちほど」鳳──本人はそれとなく口にしているつもり。

「うん。また……後で」冬真──同じく。

　乙──〝これ終わったら二人でどっか出かけんの？〟＝かろうじて発言の欲よつ求きゆうを抑おさえる／ロリポップの棒をがじがじ嚙む／退たい屈くつに耐えられない猫ねこそのもの。

　雛──ＰＤＡの曲を停止／運命の動機モチーフが停止／今の安定を崩くずしてはいけない／失ってはならない──それだけ記憶にとどめ冬真を見送る。

　鳳──冬真の退室／二人を振り返る／堂々たる小隊長の顔──二人を守るという使命に裏打ちされた存在感。「さ、お二人とも。演習が始まりますわ。ノイズになるので、おまじないはできませんけれど、ご安心なさい。冬真さんがおっしゃるように、何があろうとも解析課のみなさんと接続官コーラスさんが、しっかりあたくしたちを守って下さいますわ」




　　　　２




　第インネ一レシユ区タツト＝フリードリッヒ・シュミット広場──堂々とそびえ立つ瀟しよう洒しやかつ頑がん健けんな建物＝ゴシック的／バロック様式／リバイバル・ゴシック風──ミリオポリス＝ウィーン市庁舎。

　十九世紀半ばにオーストリア帝てい国こく政府がウィーンを大改造／城じよう壁へきを壊して環かん状じよう道路に／道沿いに豪ごう華か施し設せつを建設＝ウィーン大学／宮きゆう廷てい劇場／議事堂──のちに〝美しシエーネい指輪・リング〟と呼ばれる一大観光地に──市庁舎はその中で、ただ一つ、帝国ではなくウィーン市が独自に建てた建物。

　ときの皇こう帝ていフランツ・ヨーゼフから〝近きん隣りんの教会より高くしないように〟と命じられた設計者フリードリッヒ＝シュミットは、近くの教会より一メートル低い九十八メートルに設計──しかるのち三メートル以上もある騎き士し像に五メートルを超こえる旗を持たせて塔とうの上に設置──てっぺんに屹きつ立りつする騎士像＝通つう称しよう〝市庁ラート舎のハオス男マン〟により一帯ではぶっちぎりに高い建物に。

　帝国とのせめぎ合いの中で自治を貫つらぬいた市政の牙が城じよう──その裏手。

　市の果か敢かんな〝悪オイレふンシユざピーけゲル〟たる騎士像のレプリカがある区画の隣となり──広場を訪おとずれる観光客×物売り×ホームレス×麻ま薬やく中毒者が入らないよう巧こう妙みようにフェンスと植え込みで覆った一角。

　ＶＩＰ用・地下駐ちゆう車しや場ゲート＝検問×スキャン×二重シャッター──ＭＳＳ公用車が通過。

　軍用機体〝カブトケーフムシエル〟×四台が近接護衛──×四台が広場を哨しよう戒かい＝ニナの命令。

「到とう着ちやくよ、ニナ。これからも私一人に戦術班を半分もつける気？」後部座席──ＰＤＡを手にくすくす笑う女性＝制服／長官バッジ／アップの金きん髪ぱつ／愛くるしくまばたく藍あい色いろの目──お堅かたい装よそおいでも溢あふれる華はなやぎ＝ＭＳＳ長官ヘルガ・不知火シラヌイ・クローネンブルク。「護まもられているというより連行されている気分よ？」

《ご容よう赦しや下さい》きりっとした調子。《ここ数日でマスターサーバーの都市通信サーチ網もうが、要警戒対象のメッセージを多数検出。中でも〈サイクロプス〉と呼ばれる人物が、〈戦犯法廷事件〉に関かかわった政治家や治安関係者を攻こう撃げきするため、武器を提供したという暗号化メッセージが解読されました。〈憲法擁Ｂ護テロＶ対策局Ｔ〉も我々に警戒指令を出しています》

「ＢＶＴは単に私たちの動きを封ふうじたいだけ。〈戦犯法廷事件〉の責任を誰かに背負わせて片付けてしまいたいときに、まだ事件が続いているという印象を諸外国に与えたくないのよ」

《ですが、過去に長官を狙ねらった者がいたのは事実です》ニナ＝抗こう弁べん。

「あのときと今では状じよう況きようが違うわ。市民を守るための武装を、自分を守るために使うなんておかしな話よ。それに、もし本当に、攻撃対象が一いつ般ぱん市民でも重要人物でもなく、まさにこの私であるというなら、むしろ望むところね」

《私は決して望みません》恐きよう怖ふ／早口──〈戦犯法廷事件〉で証人の暗殺を防げなかった痛つう恨こん／右手の人差し指の指輪＝亡なきミッターマイヤーの遺品／〈Ｎ・Ｏ〉＝〝高貴ノブレスゆえ・オブリの義務ージエン〟＝果たせなかった使命を思い出し続けるための刻印。《そのような事態を防ぐのが私の務めです》

「もちろん、あなたたちを信じてのことよ」宥なだめる──お詫わびの言葉。「特にあなたを。私の騎士ナイトさん」

《はい》きりっと返す──天にも昇のぼる気持ちを辛からくも自制。《なお、アームスーツ一機とマスターユニット車両〈トリアイナ〉の購こう入にゆう契けい約やくを完了。演習を兼かねた最終臨検に入ります》

「さすがね、ニナ。これほど早く対情報汚お染せんの新しいカードを手に入れられるなんて。戻もどったら成果を聞かせてちょうだい。そうね、一いつ緒しよにランチでもどうかしら？」

《よっ……喜んで》きりっと返せず──トーンが上がる。《でっ……では、失礼します》

　通話オフ──停車／戦術班員が軍用機体を降りる／ドアを開く。「どうぞ長官」

「ありがとう」優雅に降車＝周囲を固める男たち──エレベーター＝二階・執しつ務むフロア。

　狙そ撃げき×侵しん入にゆう防止──建物の外からはホールすら位置を特定しにくい設計。

　廊ろう下かにポスター──あえて貼はったまま／国際戦犯法廷の必要を訴うつたえる言葉／写真の群。

　待合室に入らず──記者／レポーター／党員／各業者／各委員がいる部屋とは別のドア。

　議会用の秘書室──ミリオポリスは市であると同時にウィーン州でもあるゆえ市長すなわち州知事であるものの、なぜか市議会と州議会が存在──両方の議会に備える部屋。

「お待ちしておりました、クローネンブルク様」有能な秘書たちの出で迎むかえ──すっきりした秘書室を通って奥へ──執務室へ通じる重じゆう厚こうなドア。

「失礼します、州知事」秘書がノックしつつ入る──重厚なデスク／重厚な客用テーブル／重厚なソファ／重厚な書類棚だな／重厚な調度品の数々──秘書たちが仕えるあるじを正しく表現したような品々。「クローネンブルク様がいらっしゃいました」

　デスクで男が顔を上げる──褐かつ色しよくの肌はだ／分厚い胸むな板いた／重厚だが鈍どん重じゆうな印象なし／引き締しまった体たい軀く／黒いスーツに社会党のバッジ／軍出身のサラブレッドたる政治家──エドワルト・オヴェロン・メッサーシュミット州知事＝太い万年筆でサインした書類を『決定』と記された飾かざり箱に入れる──力強い微笑。「優ゆう秀しゆうな妹が、私の職務怠たい慢まんを見張りに来たぞ」

「勤勉なお兄様をいたわりに来たつもりよ」微笑み返すヘルガ──秘書の一人が紅茶セットを載のせたキャスター付きの台を設置して退室／戦術班四名も秘書室で待機。

　デスクを回るエドワルト／紅茶セットへ歩み寄るヘルガ──カップに紅茶を注ぐ／紅茶が苦くなったときのためのミルクが入った小こ瓶びん×角砂糖×スプーン×茶ちや菓が子しをカップ皿に添そえる。

　自分のカップをテーブルへ──ソファに座る／紅茶を味わう──二人ほぼ同時。

　肌／目／髪かみ＝何もかも違いながら息の合った兄きよう妹だい──自宅にいるようなくつろぎ。

「ＢＶＴから護衛を増やすよう勧かん告こくされた」エドワルト──ご存じの通りという調子。「どうやら私に、〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉のときのような危機を思い出せと言いたいらしい」

「私も勧告されたわ。先日、シュピッテラウのゴミ焼しよう却きやく場で不ふ審しん物スキャンに引っかかった単一モノラ回線イン・の衛サテライ星電話トフオンを、区の警察がＢＶＴに提出したそうよ。回線は消しよう滅めつしていたものの、数件の暗号化テキストの再構築に成功。〈サイクロプス〉と名乗る人物が、〈戦犯法廷事件〉に関かん与よした政治家および治安関係者への攻撃計画を立てている──とのこと」

「その〈サイクロプス〉が、あの幽霊ダミー企き業ぎようたるテロ支し援えん組織プリンチップ社のエージェントである可能性は？　表と裏の二つダブル・の顔フエイスならぬ、第二セカンドの男・マンという信じがたい偽装でもって今もどこかで自由に動き回っているリヒャルト・トラクルたちを意味するわけではないのか？」

「残念ながら可能性は低いわね。〈リヒャルト・トラクル〉という名前がいわばテロ支援や武器密輸の合い言葉のようなもの。彼らが築き上げたブランドを捨て、今さら新しい商標を設定する意味などないのですもの」

「ではもし〈サイクロプス〉が、操あやつる側ではなく、操られている側ならば、ますます〈山ヴイルト猫カツツエ〉たちを思い出すな。プリンチップ社のエージェントに操られて死んだ軍人たちを」

「あるいは、〈アンタレス事件〉で敵集団を指揮したロートヴィルトや、〈戦犯法廷事件〉で憎にくみ合う二つの部隊を同時に指揮したホイテロートのような、戦術指導者の可能性もあるわ。〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉でいえば、額に電子義眼を持つという電子犯罪者チェイス＝ザ・サードアイを連想させるわね。〈サイクロプス〉は額に一つ目を持つ、独眼の巨きよ人じんのことですもの」

「奈な落らくの檻おりから釈しやく放ほうされた神話の巨人だな。自由の身でいる代わり、神々に武器を提供する存在だ。私たちを抹まつ殺さつするための武器を。さて。果たしてこれは、国際法廷を推進した私の責任を追つい及きゆうしたい多くの敵対的な政治家たちにとって、喜ぶべきことだろうか？」

「州知事であるお兄様を亡なき者にしたい人にとって、短期的には歓かん迎げいすべきこと。でも、長期的には大いなる障害になりかねないといったところね」

「ふむ。各政党が連合を組んで私を追い落とそうとしているこのときに、他ほかならぬこの私が、まるで殉じゆん教きよう者のごとく反社会的存在の手で殺されてしまっては、かえって私と私の政党や、ひいては戦犯法廷そのものへの市民の同情と共感を呼び起こしかねない、というわけだ」

「私とお兄様の片方がそうなった場合、生き残った方は、市民の応おう援えんという不確かだけれど強力な政治的支援を獲かく得とくするかもしれない。もしそうなれば、お兄様に対たい抗こうする政治家たちにとって最悪の事態になりかねない」

「幸運にも両方が生き残った場合も、不幸にも両方が人生の終わりを迎むかえた場合も、同じだろう。殉教者ほど人を感動させるものはないからな。もしかすると私たち二人が攻撃されることで、あの戦犯法廷が作った変革の流れが、世界的な潮流へ変へん貌ぼうするかもしれない。もし私たちが、そのような殉教精神を持ち合わせているとしたらだがな」

「あら、持ってないとは言わせないわ」

「ふむふむ。それが私たちの合い言葉であり、周知のことがらであり、さらに言えば、誰だれがどういう分ぶん析せきを行ったかはわからないにしろ、私たちに敵対する政治家や攻撃的なテロリズム信しん奉ぽう者たちにとっても、十分に自明であるとしたら？」

「発見された衛星電話そのものが偽装でありブラフであり脅しであるということ。私たち二人とも、警護という名の拘こう束そくで、自由に動けないようにしたい。暗殺という精神的プレッシャーを与あたえ、私たちをあらゆる局面で撤てつ退たいさせたい」

「つまり、私に敵対する誰もが、〈サイクロプス〉であり得るわけだ。そしてこの人物は、暗殺をほのめかし、脅きよう迫はくによって相手を追い詰つめることを好むという、私がこの世で最も軽けい蔑べつし、何の恐れも抱く必要がないとみなす手合いである、ということになるな」

　微笑ほほえむエドワルト／微笑むヘルガ＝とことん息の合った兄妹──味が濃こくなった紅茶にミルクと砂糖を入れつつ菓子を口にする。

「今月中にも、州議会で私の不信任案が提出される。国民党が主導しているように見せているが、票集めに躍やつ起きになっているのが未来党であることは、それこそ見え透すいている」

「深刻なのね」

「市議会はどうとでもなる。州議会も。だが国会となり、ことが国連の諮し問もん委員会に及およべば、そう、確かに深刻だ。未来党は、戦犯法廷で亡くなったミッターマイヤー氏が、この国の皇族であるということ、ヘルムート・オイラー現大統領の友人であったということを、最大限に利用している。私のせいでミッターマイヤー氏が死んだと大統領に吹ふき込んでいるそうだ。もちろん大統領と持ちつ持たれつの関係にある者は、私が属する社会党にも大勢いる。いざ不信任案決議となったとき、大統領のちょっとした言動で、他ならぬ社会党員たちが、私をいけにえにし、悲ひ惨さんな事件の記き憶おくごと私を政界から葬ほうむることで結束しかねない」

「私が知っているお兄様は、対抗手段もないまま、ご自分の不利を語りはしないわ」

「さて」紅茶の苦みと甘みを味わう──微笑みが消える。「むろん打開策は用意している。それと、アダー神父も、私を助けてくれている。キプロスでともに戦った、マルティン・フォルクマール軍ぐん曹そうもな」

「黒人街のアダー・ガウス神父と、フォルクマール氏ね」カップを置く──微笑みを保つ。「その二人が、お兄様にとってどれほど重要な人物か、わかっているつもりよ。でも、信用すべきかどうかは別問題だと言わせてちょうだい」

「アダー神父について、また調べさせたのかね？」

「こんな職業ですもの」制服を見せつけるように肩かたをすくめる。「何度調べさせても、びっくりするくらい綺き麗れいに洗い流した跡あとが見えるわ。本当なら跡形もなく消せるけど、まるでわざと痕こん跡せきだけうっすら残すのが趣しゆ味みだというよう。何の痕跡かお知りになりたい？」

「それには及ばない。どうせこの都市の──特に黒人街に蔓まん延えんする多種多様な犯罪のスクラップ・ブックといったところだろう。私自身、まさか彼のような人物を迎え入れ、あまつさえ非公式のブレーンとして意見を仰あおぐようになるとは思ってもいなかった。だが一つだけお前に言っておくべきことがあるとすれば、それは、彼が、悪いことを良いことに変える、という点に関して、私以上の殉教精神の持ち主だということだ」

「あの神父を調べるたびにお兄様にそう言われるんですもの」子供のような溜ため息いき──これみよがし。「なんだか妬やけてくるわ」

「もし万が一、お前が彼のように悪の沼地を進む道を選ぶと口にしたら、私はお前をこの都市から連れ去り、そのような考えなど微み塵じんも抱く余地のない場所へ閉じこめてしまうだろうな」

「あらあら」まんざらでもなさそう。「そこまでおっしゃるなら、これ以上アダー神父については何も申しませんわ。代わりに一つ、私も打開策をほのめかしてもよろしい？」

「もちろんだ。聞こう」

「国民党のイグナツ・フォン・エアラッハ上院議員」

「お前が〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉で得た、この上なく重要な政治的パイプだ。エアラッハは各政党の調整役であり、過激化や右う傾けい化とは無む縁えんで、幅はば広ひろいネットワークを持ち、いずれ必ず入閣する。つまり、お前にとっての切り札であって、私のために使うべきではないということだ」

「まったく、エド兄様ときたら」ＭＳＳでは決して見せない不満顔──頑がん固こな肉親を前にして身み悶もだえんばかりに打つ手なしの腹立たしさ。「どうしてそんなに聞き分けがないのかしら。社会党が切り崩くずされようとしているこのときに、国民党内にお兄様を支援する人がいるかもしれないというだけで、どれほど有利になるか、おわかりのはずでしょう？」

「お前と私の父母の、長所と短所を受け継ついだのだろうな」涼すずしい顔。「それに、クローネンブルクも、自分の婚こん約やく者がこの世の人とは思えぬほど強ごう情じようだと、よく私に愚ぐ痴ちっていたぞ。さも嬉うれしそうにな。ところで一つ、私からも言わせてもらえるかな？」

「ええ」白旗を揚あげるように両手を宙にひらひらさせる──これまたＭＳＳでは見せることのない態度。「なんなりとおっしゃって、お兄様」

「お前まで〈戦犯法ほう廷てい事件〉の責任を背負う必要はない。それは私の務めだ。州議会の証人喚かん問もんや、ＢＶＴ内務調査室の追及に対し、こう答えるといい。リヒャルト・トラクルを拘束したのも、ひいては釈放せざるを得ない事態に陥おちいり、国家の治安体制を揺るがしかねない状じよう況きようを招いたのも、全ては〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉で勝手に捜そう査さに参加した、元軍人の州知事の要よう請せいによるものであり、自分は彼の意見に従っただけだと──」

「答えはおわかりよね？」にっこり遮さえぎる──すさまじい刺とげ々とげしさ／ニナが見たら卒そつ倒とうしそうなほどの棘とげを全放出。「州議会であろうとＢＶＴであろうと、私にそう言わせたい人たちの言いなりになれなどということは、たとえお兄様であっても二度と口にしない方がよくてよ」

「やれやれ」深い溜息──これみよがし／両手を宙にひらひらさせて降伏。「メッサーシュミット家きっての才さい媛えんときたら……どうしてこんなに聞き分けがないのだ？　クローネンブルク亡き今、お前のその頑がん迷めいで固こ陋ろうな態度を変えさせることができる人物はこの世にいるのか？」

「さあ」涼しげに紅茶を味わう──とことん息の合った兄妹の語らい。「私たちの父母の、良いところと悪いところを両方とも受け継いだのではないかしら」
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　ＭＳＳ本部ビル地下──エレベーターから出てトレーラーに歩み寄る新たな三人。

　司祭服＝トマス・ルートヴィヒ・バロウ神父──見事な白しら髪が／灰色の目／深く刻まれた皺しわ／厳冬に立つ老オークの風ふ情ぜい──寝ね不ぶ足そくの顔＝ほっとして。「どうやら臨検に間に合ったな」

　全身ブランド武装＝アデライード・白ハク堊ア・ファーレンハイト──見事な長身／アラブ系／青みがかった瞳ひとみ／きめきめウェーブの黒髪──寝不足の顔＝自じ慢まんげ。「ほら神父様、シュタイア社の製品は納入が早いって言ったでしょー？」

　古色蒼そう然ぜんロングスカート＝クラリッサ・灰ハイ叢ムラ・ディーゼル──驚きよう異いの童顔／イギリス系／絵に描かいたような金きん髪ぱつ碧へき眼がん×編み上げ髪──寝不足の顔＝不信感。「早い、安い、下ま手ずいは設計への冒ぼう瀆とくよ。注文通りの仕様じゃなかったら一分ごとにクレームを送ってやるわ」

　トレーラーに入る──冬真の出で迎むかえ＝解析ルーム前──心配そうにねぎらう。「おつかれさまです神父様、アデライードさん、クラリッサさん。今までずっと例のレポートを？」

「どうにか形になったよ」誰であれ安心させる微笑み。「二人が力を尽くしてくれたお陰かげだ。ＢＶＴでの合同会議に間に合わせることができる」

「アイディアはほとんどバロウ神父様のものですけれどねー」アデライード＝悔くやしげ。「ほーんと、兵器開発局に戻もどって下さる気はないんですかー？」

「まさか。アイディアをもとに、理論構築に漕こぎ着けたのは君たち二人だよ」

「ご謙けん遜そんを」クラリッサ＝じと目。「私たちだけで〝ターミナル・ユニット〟理論を構築できたとお思いですか？　過去に確かく認にんされた全すべての情報汚お染せんに共通する追つい跡せき不能性。敵性の特甲トツコーを転送させる不可視のシステム。私たちだけでは、歯が立ちませんでした」

「時間をかければ二人とも気づいていたはずだ。私はほんの少しばかり年の功があって、これは内部に浸しん透とうした何者かが一時的にシステムを書き換かえているのではないとわかっただけだ」

「普ふ通つー、そんなの、わっかりませーん」諸もろ手てを挙げて降参。

「通常のシステム監かん視し手法からかけ離はなれた発想です」拳こぶしを握にぎって悔しがる。

「実は私も、ある人物のレポートがヒントになってね。君たちもよく知る、ヴェルナー・フォン・ブラウン博士の〈ガラテア・コンプレックス〉だよ」

「あー、あの交通管理局に依い頼らいされたってやつですか？」ますます降参気味。「結局、完成しないまんまだったじゃないですかー」

「数百万台の車両ＡＩをつなぐ多重システム」さらに悔しがる。「つながりあうことで、どこにもないけれど、事実上は存在しているユニット。私たちが虫眼鏡で木の葉を見ている間に、独自の目で森を見ているなんて。元開発顧こ問もんの方々はいつでもそうなんだから」

「そんな理論があるんですね」冬真＝興味津しん々しん。「ブラウン博士は、特甲の設計顧問だった方ですよね」今は亡なき博士の名──かつて鳳が憧あこがれていたという人物。「交通管理システムまで構築しようとしていたなんて驚おどろきました。車の設計をしていた僕の父も、同じようなシステム構築の仕事をしていましたから」

「ああ……そうだったね」「狭せまい世界だからねー」「色んな人の研究が似るのはよくあることよ」三人＝受け流す／かわす／言い繕つくろう──ブラウン博士と冬真の父親＝よく似ているどころか実のところ同一人物であるのだとは言えず。

　守秘事じ項こう──ブラウン博士の願い／バロウ神父の気き遣づかい／ＭＳＳの原則──特甲の開発顧問たちが次々に謎なぞの死を遂とげたゆえに／遺族に危険が及ばないように／遺族が疑念を抱いて勝手に機密事項を調べたりしないように──遺族には顧問の正体を隠かくしておかねばならない。

「そのレポート、僕にも読めますか？」無む邪じや気きな探求心／向学心／もしかすると対抗心。

「政府の管かん轄かつだ。閲えつ覧らんできるよう頼たのむだけ頼んでみるよ」バロウ神父＝やんわりかわす。

　そこへ助け船＝解析ルームのドアが開く──ニナ＝性急。「お疲つかれのところ、ありがとうございます、バロウ神父様。二人とも、よく来てくれた。さ、準備はできています。ただちに車両の最終臨検を兼かねた電子戦演習を実行し、昼までに三人とも終わらせましょう」

「彼女たちの状態次し第だいだよ、ニナ」やんわり諭さとす。「一度で適応できるとは限らないのだから」

「なーによ、誰かと約束でもしてるわけー？」的確に邪推。

「ランチでも一いつ緒しよにとか言われたのかしら？」的確な勘かん繰ぐり。

「長官が報告をお待ちだ」噓うそではない言い分──バロウ神父へ。「妖スプ精ライトたちのコンディションに問題はありません」

「わかった。入らせてもらおう」先頭に立って入室──二人／冬真が続く。

　ドアを閉めるニナ。「演習の監かん督とくである三人が到とう着ちやくした。課長、さっそく始めてくれ」

「了解ヤヴオですール、ニナ副官」アル課長──膨ぼう張ちようする前ぜん腕わん二頭筋。「神父様、アデライード、姉さん、どうか見守って下さい。サイバー戦士たちの旅立ちを」

「安全な進行を心がけて欲しい」「じゃー、始めますかー」「まあ、アルったら。少し瘦せたんじゃないの？　ちゃんと食べてる？」

「きわめて健康さ。それより始めるよ」

「お姉ちゃんの目はごまかせないわよ──」むきになるクラリッサ──ひっつかむアデライード。「いー加減、弟から卒業しなさい。アルの体力テストに来たんじゃないでしょ」

「接続官コーラスの体調は良いのかね？」バロウ神父──ガラスの向こう＝水無月／青い顔／ひざまずいて合がつ掌しよう。

「検けん診しんでは問題ありませんでした」アル課長──神父と少年を振ふり返る。「冬真くんによれば、少なからず緊きん張ちようしているようです」

「大だい丈じよう夫ぶだと思います」フォロー＝悪友のため。「本人は演習を成功させたがってますし」

「問題が生じた際は、瞬しゆん間かん的に停止できるよう調整済みです。どうぞ、神父様。こちらでモニターして下さい」アル課長──自分の席に招く／座らせる──モニター＝数値の万まん華げ鏡きよう。

「確かに問題はないな」バロウ神父＝モニターを一いち瞥べつして状態を把は握あく。「彼女たちはどこに？」

「検査ルームにいます」アル課長＝太い指で接続官コーラスルームの向こうの鏡面をさす。「待機中のプライバシーを重視して、モニターをミラー化しています。こちらの様子をあちらに見せることも、モニターを分割して複数の画面を映し出すことも可能です」

「ファイバーグラス・タペストリーか」一発で見み抜ぬく。「ガラスに見えるが、構造と製造の面から定義すれば、これはモニター機能を有し、かつ強化ガラスのようになる、光学繊せん維いの布だ」

「おっしゃる通りです」実演＝タブレット操作──目の前のガラスの上部に別画面が出現／検査ルームと三人の少女たち／彼女たちの目もこちらを向く／二つの部屋をつなぐ双そう方ほう向こうカメラ×モニター＝マイク×スピーカー。「みんな、お待たせしたね。これよりマスターユニット車両〈トリアイナ〉の最終臨検テストを兼ねた、対情報汚染演習を始める。まずはおさらいだ。君たちの〈フエ羽デー〉ルはご存じの通り虫の羽をモデルに開発された多機マルチ能型・プロ装備パテイだ。虫の羽はもともと飛ぶためのものじゃない。それは体温を調節するためのものであり、光や音など環かん境きようの変化を感知して敵の接近を知るためのものであり、あるいは敵への威い嚇かくを行う器官だった。高度な飛行能力は、進化の末に虫の羽が獲かく得とくした最新機能だ。君たちの〈フエ羽デー〉ルも同じように、飛ぶこと以外の機能と構造を有している」

「使い手の脳力次第で、発揮される機能は増えるってことよー」アデライード＝注ちゆう釈しやく──黙だまっているのが苦手な設計者。「どの機能が優位になるかも脳力者の特性によるってわけ」

「〈フエ羽デー〉ルは主に四種類の成エレ分メントから出来ているわ。その成分割合を変えることで、同時に発揮される機能を調節するの」クラリッサ＝さらに注釈──根っからの喋しやべりたがり。「どの成分が発現するかは、やってみてのお楽しみね」

「目的は君たちに電子戦ＥＷへの電子対策を備えてもらうこと、そしてある程度、特甲の転送を自分たちの側で調整できるようにすることだよ」アル課長──二人の女性が演習を夏の自由実験教室に変えてしまわないよう予防。「これまで接続官コーラスが全面的に担になってきたサイバー戦術の一部を、現場の君たちにも学んでもらう。我々解析官と接続官コーラスが誘ゆう導どうするから、可能な限り従って欲しい。では、小隊長。一番バッターだ。接続官コーラスルームへ移動して欲しい」
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「了りよう解かいですわ」鳳＝起立──二人＝ヒマと落ち着かなさを持てあます。「あー、早く終わんねーかな、これ」「ねぇ、まだお部屋に帰れないのぉ？」

「まだ始まってもいません。早く終わらせたいなら辛しん抱ぼう強く待ち、迅じん速そくに行動し、的確にこなしなさい」言い含ふくめる──ドアを開く。「では、行って参りますわ」

「行ってらー」「行ってらっしゃーい」

　通路へ──上着の前を閉じようとする手をあえて垂らす／堂々たる心の鎧よろいをまとう。

　入室＝接続ルーム──カプセル台へ歩み寄る。「ごきげんよう、水無月さん」

「やあ、おはよう、おフロ嬢イラ様イン」悟さとり澄すました賢けん者じやのように出迎える──合掌する手が力む／汗あせがにじむ／うわずる。「ろくでもない電子犯罪の捜査現場にして審しん問もん所へようこそ。情報ネットでは誰だれもが自由に踊おどれるが、いつの間にか誰かに踊らされていることになりかねない。そうならないためのノウハウを少しばかり知ってもらおう」

「ご指導よろしくお願いしますわ。リードをお願いします、と言った方がよろしいかしら」

「う……うむ。では接続姿勢をとってくれたまえ。昔やったことがあるだろう？」

「そうでしたかしら？」首を傾かしげる。

「いや……まあいい」かすかな悲しみの影かげ。「毎日が訓練漬づけだったからな。忘れたとしても問題ない。通信障害を起こしそうなものは台の外に置いて、ここに膝ひざをついてくれ」

「了解ですわ」早はや業わざ──躊ちゆう躇ちよすれば心の鎧が崩くずれ去るというように／上着を脱ぬぐ／台の外へ置く／水無月の前で同じように膝をつく。「用意できましたわ」

　解析ルーム──アデライード＋クラリッサ＝しげしげと。「あらー、被ひ験けん服を特注した甲か斐いがあるわねー。よく見えるわー」「まあ、また実ってるわ。末すえ恐おそろしい子」

　元げん凶きようを悟る冬真＋アル課長──あえて何も言わず／水無月に導入を任せる。

　水無月──怖おじ気づいたように両手を上げてみせる。

「さて……手を握り合おう。片方の特甲が不具合を起こした場合、もう片方がメリアー体に干かん渉しようしてフォローできる」だから他意はないと言外に主張──たぷたぷ揺れるニトログリセリンを扱あつかう慎しん重ちようさ。「これも規則なんだ。本当だ」

「本当にダンスみたいですわね」あっさり手を握る──辛抱強く迅速に的確にこなす。

「今度からワルツでもかけてもらおう」軽口を叩たたく──生なま唾つばを飲む／緊張を吞のみ込む。「で、では……二人でカプセルに入る場合、互たがいの頭部を安定させるという、よくわからない規定がある。つまり、お互いの額をつけ合うことになっている」

「そうですのね」躊躇せず──だがふと止まる。「何か……急に思い出した気がしますわ。以前、同じ事をしたことがあるような……」

「君はどんな訓練でも受けたがったからな」どこか哀かなしげ。「いつもそうだった。なに……きっと大した記き憶おくじゃないさ。体が自然と覚えていたという程度だろう」

「そうかしら……」自然と目を閉じる──いつの間にか浮うかぶ微笑ほほえみ。「ではお願いしますわ」

「う、うむ」少女の顔を見つめる──額を寄せる／目を閉じる。「接続官コーラステストを開始する。解析官へ。カプセルを下ろしてくれ」

　本当に何かのダンスが始まりそうな姿勢──透とう明めいな防磁素材のカプセルが頭上で展開──二人を覆おおう／透明な檻おりで密閉する。

　解析ルーム──冬真＝鳳が現れた瞬間から動どう悸き／胸に痛み／落ち着かなさ／悔しさ／自分はあんな風に鳳に近づけない／あの場には決して立てない──今まさに鳳に近づき手を握り額をふれあわせている水無月の存在に苦しいほど心ざわめく──なんだろう、これ／こんな気分になるなんて／まるで大切な何かを目の前で奪うばわれた気分──そんなわけないのに。

「ポート準備完了」課長＝号令。「電子Ｅ戦演Ｗ習Ｍスタート」

　接続ルーム──ガラスの中の少年と少女＝ぴたりと息を合わせて。「転送を開かい封ふう」

　まばゆい輝かがやき＝緑×紫むらさき──キリギリスの羽×アゲハチョウの羽──他の特甲トツコーなし／肩けん胛こう骨こつでメリアー体が反応／二種類の羽が現れる／広がる／振しん動どうする──電子の協奏を開始。

　アル課長＝車両と特甲児童の両方のチェック項こう目もくを確認／タブレットに入力。「車両を通してマスターサーバーとのリンクを開始。ゲートウェイ・クリア。接続障害なし。接続官コーラスの誘導でマルチエージェントの形成まで一気に進行しました」

「よし」ニナ＝腕うで時計──クロノグラフ／ストップウォッチ。「予定より早くクリアした」

「さっすがー、水無月くん。良いリードねー」アデライード＝ちらちら横目で冬真を見る。

「鳳の扱い方を心得てるわ。彼がいてこその演習ね」クラリッサ＝冬真の横顔を覗のぞき見。

「う……」冬真＝自分でも訳が分からず傷心／うなだれ気味──二人＝ひそひそ。「あらあら冬真くんたら、もしかして？」「まあまあ、若いって良いわねえ」

「さすがだな」バロウ神父＝背後の雑音を聞いてもおらず。「水無月は、あの初出撃で鳳を生せい還かんさせた優ゆう秀しゆうな接続官コーラスだ。鳳も以前の訓練が記憶に残っているのだろう。だが鳳は接続時には無意識型だ。現場で意識を失うことは致ち命めい的てきな危険を招く」

「そのための演習です」アル課長＝ここからが本番だと宣言。「接続官コーラスへ。誘導の第二段階を開始。彼女を、夢見たまま夢の中で目覚めさせろ」

《オーケー、ボス》水無月の電子音声＝本人は目を閉じたまま／接続時の夢遊状態に。《すぐにおフロ嬢イラ様インの意識をこちらへ──》

　そして異変＝前兆なし──突とつ如じよとして鳳の羽が巨きよ大だい化──カプセル一いつ杯ぱいに広がる紫の輝き。

　解かい析せきルーム総員が啞あ然ぜん──茫ぼう然ぜん──紫の羽がひるがえる／包み込む／自分の体／少年の体。

　キャベツの葉のように閉じる羽──吞のみ込まれる緑の輝き／へし折れるキリギリスの羽。

　にわかに輝く紫の塊かたまり＝まるで繭まゆ──振動／さながら鼓こ動どう／表面がみるみる硬こう化かしてゆく。

「鳳が誘導を拒こばんだ」バロウ神父──紫の羽を見み据すえて。「〈フエ羽デーＣル・〉ツエーが現れたか」

《よせ、おフロ嬢イラ様イン》紫の輝きに包み込まれた少年／みしりという音／少女ともども紫に輝く繭に閉とざされる／ぐしゃり／握にぎり込まれる。《おう、なんてことだ》

「接続官コーラスのための軀く体たいプラン〈ＳＡＮＡＧＩ〉よ！」アデライード＝冬真の肩かたをつかんで身を乗り出す。「ブラウン博士が立案したプラン〝サナギプツペ〟を、私が設計したのよー！」

「接続構造の担当者はこの私！」クラリッサ＝負けじと別サイドから冬真の肩をつかむ。「〈肢バイン〉と〈フエ羽デー〉ルの両方に最適な閉じ込みのベクトル。電子情報面においては羽や手足に体が従うという、ブラウン博士の偉い大だいな発想の逆転を実現したのよ！」

「あ、あの……」香こう水すいの匂におい／両肩に胸の感かん触しよく／息が詰つまる／身を縮める。「それで……水無月くんは大丈夫なんですか？」

《こんなことが》ごきり／ぼきり《息が》ごきん／ばきん《おう、神の国が見える》

「中断だ」ニナ＝無念そうに課長を振り返る。「ただちにカプセルを開け」

「いいえ、副官どの。我らがサイバー戦士は無事です」アル課長＝自信たっぷり。

「水無月は冷静だ、ニナ」バロウ神父＝モニターから離はなさぬ目──感かん嘆たん。「鳳との協同的ブレークアウトを実行した。完了まであと五秒……四……いや、さらに加速した」

　にわかに展開──紫の羽が開く／解き放つ／元の形へ戻もどってゆく──まるで逆回しの映像。

　二人が現れる──目を閉じた鳳×力ずくで抱だきしめられた水無月──豊かな双胸に顔を挟まれた水無月＝両手を握られたまま背後へ回され変な角度に曲がった少年の両腕／鳳の包容力で全ての関節が外れた両りよう脚あし／日本の折り紙のように様々な角度に折れ曲がったキリギリスの羽。

　鳳が手を開く──解放される水無月／どさり／床ゆかで痙けい攣れん／白目／大量の鼻血がどくどく溢あふれる──ストローの包装紙をくしゃくしゃにして捨てたような有様。

「水無月くん!?」ガラスに駆かけ寄る──少年心が強きよう烈れつな羨せん望ぼうと心配の狭はざ間まで大いに狼ろう狽ばい。

《あら？》唐とう突とつな電子音声＝車内スピーカー──冬真が黙る／みなが頭上のスピーカーを見る／まるでいきなり鳳がそこから顔を出したとでもいうよう。

《接続官コーラスさんは、いったいどこへ？》鳳＝電子音声──みなの視線が戻る／鳳本人は目を閉じて膝をついたまま／夢の中で覚かく醒せい／電子の世界から現実を認にん識しき。《なんですの、これ。全すべての部屋が同時に見えますわ。これは車内カメラの映像？　あたくしどうなって──》

《互いの協同的ブレークアウトに成功》水無月の電子音声──悲ひ惨さんな本人はさておき力強い声／何か晴れ晴れとした調子。《接続時における君を無意識型から、意識型に誘導した。羽の成分も変わっているはずだ》

《水無月さん？　まあ……なんてひどい姿。いったい何が──》

《少々見苦しいが、気にしないでくれ。よくあることだ。むしろこれが僕の人生だと再認識できて、ほっとしているくらいだ》

《接続官コーラスの仕事は本当に大変なのですね。あたくし知りませんでしたわ》

《悔くいがあろうはずもない。さて、僕を通してマスターサーバーとＡＩ群に接続できるか？》

《ええ、できると思いますわ》鳳＝背で翻ひるがえる羽──かすかな振動音。《本当に不思議な感覚。夢だとわかって見ている夢のよう。なのに現実の自分もこうして認識できるなんて》

《脳内チップを持つ者にのみ見ることを許された電子の夢さ。意外に良い気分だろう？　ただし、目覚めたときにとんでもない接続酔よいに襲おそわれたくなければ、それ以上は深く潜もぐるな。いや、君の感覚で言い直せば、あまり高く飛んで行ってはいけない》

《了解しましたわ》浮き立つような電子音声──羽が輝く／震ふるえる／はためく／モニターの数値がめまぐるしく変わる。《沢たく山さんの小さな夢が生まれていくのを感じます。どれもが、あたくしであって、あたくしでない。まるで胡こ蝶ちようの夢のように──》

「特甲の状態が安定」アル課長＝几き帳ちよう面めんにチェック項目に入力。「〈フエ羽デーＣル・〉ツエーを還送。電子探査用〈フエ羽デーＢル・〉べー約四二％、飛行用〈フエ羽デーＡル・〉アー約五八％の比率で両エレメントが均きん衡こう」

「素す晴ばらしい誘導ねー水無月くん」「扱いを心得てるわねえ」二人＝また冬真の肩をつかむ／にやにや／くすくす。「鳳ったら楽しそうねー」「素敵な時間を過ごしてるって感じ」

「う……」冬真＝またぞろ意気消しよう沈ちん／水無月への羨望／無力感──悄しよう然ぜん。

「ＭＳＳ解析フロアのＡＩ群をマルチエージェント化しました」アル課長＝タブレットからバロウ神父が見るモニターを操作＝数値を表示──気き遣づかい＝進行性のリウマチを抱かかえたバロウ神父が手を使わずに済むように。

「ありがとう、アル課長」バロウ神父＝演習の結果を見る／微笑む。「素晴らしい。ＡＩ群のＨＡ連結クラスタと、代理人格の待機構成に成功だ。汚お染せん時には切りフエイ替えルオー機能バーにより代理人格が通信と探査を維い持じし、接続官コーラスとの協働を継けい続ぞくする。これならば特甲の転送も保たれる」

「たった今、仮想情報汚染をレベルＥで食い止めました」アル課長＝みなぎる力こぶ。「〈トリアイナ〉を通して接続官コーラスが敵の発信源を特定。現場の特甲児童は、転送を維持しながら、独自に電子防護を実行しつつ発信源へ向かい、これを制圧する行こう為いが可能です」

「電子の鎧の重さで、羽の機能処理が遅おくれ、飛べなくなるということもない。ＡＩ群による冗じよう長ちよう化の恩おん恵けいを自分のものにしている」バロウ神父＝リウマチで痛む手をさする／兵器にふれるときの癖くせ／自分の手が血で汚よごれているというように──ニナを振ふり返る。「鳳の素質も、この車両の性能も、確認できた。もういいだろう」

「はい、神父様」ニナ＝通信マイクをつかむ／全室へ通信／てきぱき急がせる。「〈紫アメテ火ユスト〉の演習を終了する。接続を解除し、検査ルームへ戻れ。〈青ザー火フイア〉、接続官コーラスルームへ移動しろ。それと、悪いが冬真、水無月の血を拭ふいてやってくれ」

　アル課長＝パネルのマイクへ／接続中の少年に呼び掛かける。「もういいよ、水無月くん。鳳くんと一いつ緒しよに、接続を解除し、待機状態に戻ってくれ」

《了りよう解かい、ボス。さ、帰るぞ、おフロ嬢イラ様イン》水無月の呼び掛け──羽×四し肢し＝エメラルドの輝き。

《もう終わりですのね》残念そう──羽が輝く／粒りゆう子し化／消えてゆく。《どこまでも飛んでいけそうな気分でしたのに》

《慣れれば誰よりも自由に飛べるさ。君はいつだってそうだったんだから》ささやき──少女がもう忘れてしまった代わりに自分がいつまでも覚えているというように。

　還送──元の姿へ／二人が目を開く／まだ半ば夢見るような眼まな差ざしの鳳──復活して身を起こす水無月へ目を向ける。「ありがとう、水無月さん。いつもこうして、あたくしたちを守って下さっていたのですね。改めて理解しましたわ」

「大したことじゃない。危険な場所にいるのはいつでも君の方なんだから」うつむいて拳こぶしで鼻血を拭ぬぐう／ちらりと見る／近きん距きよ離りで直視／慌あわててまた鼻を押さえる──ドアが開く。

「お邪じや魔ましまーす」乙＝感心。「すげーっしょ、鳳が抱だきつくなんて。そんな怖こわいのこれ？」

「抱き……」鳳＝絶句／強こわばる／改めて自分の出いで立ちを思い出す。

「水無月、死んだと思ったし」あっけらかんと笑う／上着を放ほうる。「でっかい胸で顔挟まれてさ。すげー死に方。それともあれって、水無月がやらせたとか？」

　鳳＝ますます絶句／硬こう直ちよく／赤面──部屋に入ってきた冬真に気づく。

　冬真＝手にタオル／目が合う／ぎくっとなる。「あの……」

　鳳＝そんな姿をあそこにいる大人たちならまだしもこの人に見られたのだというやり場のない羞しゆう恥ち心しんが噴ふん出しゆつする先を求めて変へん貌ぼう──憤ふん怒ぬ／殺気／燃え盛さかる激情へ──冬真＋乙＝啞然。

　水無月＝遠い目／吐と息いき／やはりこれが自分の人生だと悟さとり澄すました顔──目に見えないが確かにそこにいる運命へ小さく敬礼／穏おだやかに鳳を振り返る。「僕も礼を言おう。死に方を選べる者は少ないが、もし叶かなうならば、もう一度君を誘導してあの夢見る臨死体験を所しよ望もうする」

「せーの」鳳＝にっこり──目の前に鬱うつ憤ぷんの受け皿となる適切な相手がいることに感謝する顔。

　予備動作なし／一いつ瞬しゆんの理性もなし／切れ味鋭するどい強烈なハイキック──水無月の側頭部。

　演習の要かなめであり情報汚染から少女たちを守る防ぼう壁へきを自認する少年──その真の献けん身しん。

　吹ふっ飛ぶ／転がる／壁かべに跳はね返される／カプセル台のそばへ帰き還かん──満ち足りた顔。

　解析ルーム＝あんぐり──接続官コーラスルーム＝あんぐり──検査ルーム＝あんぐり。

「セクハラ接続官コーラスさんに天てん誅ちゆうですわ」足を床へ戻す／上着を取る／素早く着る──冬真と乙へにっこり会え釈しやく。「それでは乙さん、頑がん張ばって下さい。冬真さん、後はお願いしますわ」
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《鳳！　後で私のデスクに来い！》ニナの怒ど号ごう。《演習中止など、長官に報告できるか！》

　水無月＝大の字／虚うつろな眼差し／怪あやしい笑い。「ふふふふふ」

「すげー」乙＝心から賛さん嘆たん。「まだ生きてるし」

「大だい丈じよう夫ぶ!?」駆け寄る冬真──水無月の顔の前で手を振る／目で追わせる／意識を失わないか本気で心配する。「あんなこと言わなくていいのに。担たん架かで医い療りようフロアへ……」

「わかってないな。この程度は僕が属する貴族界ではむしろ神の恩おん寵ちようだ。御ご褒ほう美びだ。というか彼女が本気だったら首から上だけ飛んで、残りは立ったままだったろう。それよりセコンドとして君が言うべきことはこうではないか？　リングに上がって戦え」

「一度、お医者さんに診みてもらいなよ」

「それは皮肉か？」

「真面目まじめだって」タオルでごしごし頰ほおの血を拭ってやる。

「いいから行ってくれ。本当にダメならとっくにあの大男が、ここと僕の接続を切っている」

　鏡面を振り返る冬真──視線を察したらしいアル課長の声＝続行を決断した男泣きの顔が目に浮うかぶ。《戻るんだ、冬真くん。彼はやる気だ。サイバー戦争の過か酷こくな戦場に立つ彼を誰だれも止められはしない》

　過酷なのは現実世界での一いち撃げきなのではとは問い返せず──躊ちゆう躇ちよしつつ退室。「……頑張って」

「ああ」手を振る──カプセル台へ戻る＝大っぴらに呟つぶやく。「だいたい三人分終えない限り、彼女との接続が許可されないからな」

「オレも乗るの？」乙＝半眼／腰こしに手を当てる──からかい半分／疑念半分。「なんか、やらしーこと考えてんじゃない？」

「君が僕のストライクゾーン内なら可能性はあるだろう。だが残念なことに、君はスコアボード後方の場外売店辺りに位置する」真面目な顔──膝ひざをつく。「ほら、やるぞ」

「なにそれ、悪口？」むっとなって台に上がる──相手に合わせて膝をつく／少しはあるぞと主張するように胸を張る。「鳳みたいにでっかくないとダメってことっしょ？」

「ときに命を賭かける理由くらいにはなるだろうが、さすがにそういう問題じゃない」手を上げる。「ほら。鳳の演習を見てただろ」

「なんか面おも白しろくないの」むすっと手を握る──目を閉じる。「こーすんの？」

「そうだ。接続準備はこっちでやる。君はほとんど演習経験がないからな」ぞんざいに額をつける──目を閉じる。「課長、始めてくれ」

　頭上でカプセルが展開──降りる／覆おおう──電子の揺ゆりかごに二人を閉じこめる。

　ガラスの中で上がる声──ぴったり同時。「転送を開かい封ふう」

　輝かがやき──緑×青──乙＝青いトンボの羽──スピーカーから音＝ｌｕｌｕｌｕ……と歌うような響ひびき。

　高速飛行・揚よう力りよく増加のための低周波──一部の虫が持つ歌う羽──はばたきもせず振しん動どう。

《やっぱり無意識型だ》やれやれという感じ。《脳内チップを通して呼び掛ける》

　解かい析せきルーム──アル課長。「頼たのむ。彼女たちは飛行型の特甲トツコー児童だ。どうしても無意識型になりやすい。〈フエ羽デー〉ルが彼女たちの脳に夢を見ることを命令しているようなものだからね」

「夢を？」冬真──よくわからず。「特甲が無意識型になれと命じているんですか？」

「結果的に、そう誘導されやすいということだ」バロウ神父──設計専門の二人を見る。「空を飛ぶ道具を、体の一部として認識させるための、兵器開発局の発明だよ」

「人間の脳は、空を飛ぶための器官を意識できないのよー」アデライード＝両手を鷲わしの影かげ絵えの形に／鳥の羽のようにぱたぱた動かす。「だって生まれたときに羽がついてないでしょー？」

「そもそも人間の神経系は、立って歩いて走ることを前提に発達したの」クラリッサ＝右手の二本の指を下へ向ける／左ひだり腕うでの上を歩くように動かす／ぴょんと跳とぶ。「人間が道具を使って空を飛ぶことを経験してから二百年足らず。意識しろといっても根本的に無理なはず」

「でもなぜか、それができるときがあるのよねー」アデライード＝飛び立ったクラリッサの手に翼つばさを重ねる。「夢の中でね。人は、脳が学習したはずのない経験であるにもかかわらず、自分が空を飛んでいると夢の中で認識することがあるのよ」

「脳の夢を見る機能を応用して、脳内チップの接続拡張を実現するプランが提出されたの。心理開発部門による、〈魂〉プシケーのレポートよ」クラリッサ＝アデライードの翼とともに飛ぶ右手／もう歩かず／翼に身を委ゆだねる。「プシケーはギリシャ神話に登場する娘むすめの名前。人間の身でありながら神になる運命を生き抜ぬく女性。絵画ではよく、蝶ちようの羽を持つ姿で描えがかれるわ。神話において蝶は地を離はなれるものの象しよう徴ちよう──すなわち魂の化け身しん」

「心理開発顧こ問もんだったフィッシャー・フォン・ポラック博士の研究だ」バロウ神父＝亡なき同どう僚りようを懐なつかしむ顔。「彼は脳機能を象徴面から解き明かそうとした。接続官コーラスの理論を体系化したのは彼のチームだ。その成果は様々な局面で活用された。その一つが、飛ぶ特甲の実現だ。特甲が脳内チップを通して脳に働きかけ、羽という別次元の器官を受け入れさせる」

「つまり〈フエ羽デー〉ルは、飛ぶ夢を見ることで機能している……」驚きよう嘆たんの顔。「すごい発想ですね」

「眠ねむりながら電子の世界で目覚める接続官コーラスとは逆ってわけよ。目覚めながら現実世界で夢を見るのが飛行型の特甲児童。まー、でも、最初にレポートを見たときは何がなんだか、さっぱりだったわよー」アデライード＝ひらひら手を動かす／高く飛んでいく。「フロイト的には、空飛ぶ夢って欲よつ求きゆう不満を意味するじゃない。セクハラと勘かん違ちがいするところだったっての」

「ユングの解かい釈しやくは違うわ」クラリッサ＝身長差──アデライードの翼に置いていかれる／届かず／諦あきらめて親指を下へ向ける＝〝落ちろ〟サイン。「現実における理想、あるいは反発が夢に現れる。なんであれ飛ぶ夢は、現実と地続きであり、恒こう常じよう的な学習が可能なビジョンよ」

「よく設計に導入できましたね」冬真＝そこはかとない対たい抗こう心。「ブラウン博士の力ですか？」

　はたと黙だまる三人──咳せき払ばらい／咳払い／咳払い──話を逸そらす。「むろん発案課の力も大きかった。特にテオ・カラス博士が構築した〈ブリリアント・モデル〉があったからこそだ」

　アデライード＝飛ひ翔しよう中止／少年の興味を誘導。「心理・設計・製造のおおもとを司つかさどる部署よ。沢たく山さんの研究成果の正しい連結クラスタである理想モデルの構築が仕事ってわけ。ちなみに、ブリリアント・カットは、ダイヤモンドを美しく輝かせるカット法の一つ。完成された五十八面体。その研究用に、宝石で有名なシュタイン社から、特大のダイヤモンドを借りたらしいわ」

　クラリッサ＝手をグッジョブサインに／さらに誘導。「ブリリアント・カットは、受けた光を全て内部で反射し、光を受けた場所から再び放つことができる多面体。様々な応用が可能な、完かん璧ぺきな角度の連結クラスタよ。マスターサーバーの記録用高密度光デバイスにも人工ダイヤモンド半導体が使われていて極ごく小しようのブリリアント・モデルが採用されているわ。ちなみに五十八は、二から十七までの七つの素数を足した数よ。サーバー用の暗号のうち五十八を法としたものを兵器開発局ではブリリアント暗号なんて呼んでるわ。五十八という数字自体、半素数ですしね」

「ちなみに」珍めずらしくバロウ神父も仕事中なのに雑談参戦。「人間の頭ず蓋がい骨こつを構成する骨の数え方は何パターンかあるが、二十九個とする数え方を、兵器開発局ではブリリアント・ナンバーと呼んでいる。そして二十九の倍数である五十八は、人の頭部マッピングの基き礎そ数値でもある。脳内チップ移植時に重要となる数字だ」

「そうなんですか」見事に誘導される──と思いきや別角度から舞まい戻もどる。「父も素数は重要だと言ってました。父の場合、二十三を中心に大事だと考えていたみたいです。そういえば、二十三の次の素数は二十九ですね、バロウ神父様」

「ふむ。そうだね」バロウ神父の微び笑しよう＝やんわり流す──二人がまたもや黙る。

「なんだか父の仕事って、開発顧問の方々とよく似ている気が──」

　声を唐とう突とつに遮さえぎる音──ｌｕｌｕｌｕという音が変貌／可か聴ちよう域に／増ぞう幅ふくせずとも聞こえる／カプセルが震ふるえ出す──ギャリギャリギャリギャリ何かを激しくひっかくような騒そう音おんに。

「今度は何だ！」ニナ＝苛いら立だち／舌打ち。「意識型への誘導はどうした。接続官コーラスの脳が演習に不適な状態であれば中止だ」

「水無月くんは大丈夫です。乙くんが誘導を強きよう硬こうに拒きよ絶ぜつしました」アル課長＝緊きん迫ぱくの顔。「乙くんが無意識に高度兵装の転送を要よう請せい。接続官コーラス権限で転送を中断させています」

《解除レジストキーを承認》突然の声──水無月ではない／乙でもない／室内の全員に恐きよう怖ふをもたらす──ＡＩ群を通したマスターサーバーの声。《第一メリアー体の造換既き定てい値を拡大》

　バロウ神父＝切迫。「まずい。演習のため部分的に許可が下りた。〈フエ羽デーＤル・〉デーが転送される」

　二人＝仰ぎよう天てん。「ちょっと、特甲レベル３の羽よ!?」「止めなさい、アル！　今すぐに！」

　ガラスの向こうを見る冬真──ふいに乙が目を開いた──右目だけ。

　左は閉じたまま──無意識のまま／金色に変貌した目で夢を見ている／特甲が見せる夢。

　ぞっとなる冬真──嫌いやな予感／危機感／〈戦犯法ほう廷てい事件〉での乙の暴走がよみがえる。

《転送ルートに〈ヒドラ〉が設定された》水無月──呻うめくように。《ＡＩ群に変成複写プログラムを実行させて転送を中止させない気か。僕との接続中に、やってくれるじゃないか》

　エメラルドの閃せん光こうが辺りを照らす──転送＝一秒余──乙の背に青い刃やいばのごとき羽×八。

　はばたかない四対ついの羽──半分が変形＝乙の顔・肩かた・腕・胸・腹・腰・脚あしに巻きつき硬化。

　鋭するどいサファイアの煌きらめき＝まるで刃を束ねて作った甲かつ冑ちゆう──小さな隙すき間まから覗のぞくワニの目。

　水無月の腕にまで青い羽が巻きつく──食い込む／突つき刺ささる。

　残り半分の羽が乱らん舞ぶ＝刃は渡わたり二メートル余のミキサー──そこら中に火花が散る。

　床ゆかを抉えぐる／カプセル内面を削けずる──水無月の胸に浅い切り傷／肩に切り傷／胸に切り傷──いつ八つ裂ざきにされるかわからず。

「何をしている、演習中止だ！」ニナの怒号。「水無月が死ぬぞ！　接続を遮しや断だんしろ！」

「いいえ、副官」アル課長＝サングラスを外す／かっと見開いた目／盛せい大だいな男泣き。「我らがサイバー戦士が、彼女の特甲を食い止めているのです」

《ここは僕の舞ぶ台たいだぞ》水無月＝不敵な電子音声。《僕の許可なしで自由にできると思うなよ》

　恐おそるべき鋭えい利りな羽が縦横に走る──どれも水無月に届かず／外れる／外される／宙を薙なぐ。

「乙との協同的ブレークアウトを実行」バロウ神父＝安あん堵ど／賛嘆。「彼は優ゆう秀しゆうだよ、ニナ」

　鋭利な羽がぴたりと停止──いきなり凍こおりついたよう／ギャリギャリギャリギャリ騒音を放つ／軋きしむ／震える／だが動けず──にわかに亀き裂れつ──砕くだけ散る。

　壁にガラスのコップを叩たたきつけたような、パーンという音──甲冑の崩ほう壊かい／細かな破は片へんへ／さらに粒りゆう子しへ／羽がエメラルドの輝きとともに消える＝置ち換かん──還送。

「水無月くん……すごい」冬真──無意識に拳こぶしを握にぎる／遅おくれて悔くやしさが湧わく／自分には真ま似ねすることも出来ない接続官コーラスの務め──とことん相手を守る／身を挺ていする／正しい方向へ導く。

「レベル３を消した……」ニナ＝瞠どう目もく。「あれは現場でも可能なのか？」

「遮断された環かん境きようで、ああしてしっかり手を握っていればねー」アデライード＝ほっと脱だつ力りよくした様子。「銃じゆう撃げき戦せんの最中にできるとは思えないけど」

「メリアー体に干かん渉しようしての強制還送。接続官コーラスだからこその荒あら技わざよ」クラリッサ＝冷や冷や。

　乙──虚ろに開いた両目／焦しよう点てんのない眼まな差ざし／握り合ったままの手／ふれたままの額。

　再転送＝通常の羽──覚かく醒せい＝夢の中。《……なに、これ？　ワニの腹の中？》

《目が覚めたかい、切り裂さきジャックくん》水無月＝からかうように。《このシステムに僕を攻こう撃げきするような凶きよう器きの持ち込みは厳禁だ。君がワニと呼んでいるらしい衝しよう動どう的ビジョンにもご退場いただいた。もう少しまともで人間味のある代理人格をＡＩに構成させるんだな》

《こう？》羽が輝く──スピーカーから笑い声＝複数。《あっは！》《ははっ！》《あっはは！》

《賑にぎやかな代理人格だな。よし。ＡＩ群のＨＡ連結クラスタに成功。仮想情報汚お染せんの制圧を開始》

《チクタク鳴ってる》乙──すっと目ま蓋ぶたが閉じる／夢の中ではっきり目覚める。《止まった》

　解析ルーム──うなずくバロウ神父。「情報汚染への攻勢項こう目もくを全すべてクリアした。電子防護を形成。仮想敵だけでなく、自分自身をも抑よく制せいしている」

「特甲が安定」サングラスを再びかけるアル課長。「電子探査用〈フエ羽デーＢル・〉べー約三八％、飛行用〈フエ羽デーＡル・〉アー約六二％の比率で均きん衡こう」

　ニナ＝安堵の吐と息いき／腕時計を見る。「長官にゆいいつの接続官コーラスが永遠に欠員になったなどと報告せずに済んだな。演習終しゆう了りよう。〈青ザー火フイア〉、接続を解除。〈黄火トパス〉、交代で部屋に入れ」

　特甲の還送──エメラルドの輝き＝通常の姿へ──立ち上がる水無月＝切り傷だらけ。

　乙＝覚醒／目を開く──血がにじむ水無月の胸や頰ほおを見上げる。「それ、オレのせい？」

「どこかの不ふ機き嫌げんな猫ねこに引っかかれたらしい」肩をすくめる。「頭を撫なでてやろうとしたら、攻撃だと勘違いされたんだ。接続を侵しん入にゆうと判断して拒きよ否ひされる。よくあることさ」

「ごめんなさい」うつむく──膝をついたまま／しょんぼり肩を落とす。「オレ……きっとまた、ワニに負けた。ワニに食われそうになった」

「ワニの中でチクタク鳴ってた」水無月──止血＝冬真が持ってきたタオルで傷を押さえる。

「……え？」ぽかんとなって顔を上げる──聞き返す。「今、なんて言ったの？」

「ワニに食われた君の心臓が見えた。君のビジョンが共有されたんだ。ワニの正体が何かは知らないが、取り返すべきだろうな。ワニの腹の中で時計みたいな音を立てる君の心臓を」

　ぽかんとなる──ここまで的確に言われるとは思わず／どうせ理解できないとしか思っておらず／ちゃんと理解してくれたのは死んだ日本人の男だけ／気き遣づかってくれるのは仲間だけ。

「……どうすればいいの？」思わず質問──心細くて。「教えてよ」

「さあ？」あっさり突き放される。「ワニが君自身の一部だと思っているならそれは間違いだ。接続官風に言うなら、外的心傷が恒常化した、外的解かい離り性ビジョンというやつさ。心という鏡に映ったまま消えなくなった精神的ショック、嫌な記き憶おく、恐怖心、絶望……。なんであれ鏡像であって、君の心そのものじゃない。爆ばく弾だんの破片が体の中に入り込んだまま取れなくなって、神経に痛みを与あたえ続けるのと同じだ。ワニのビジョンは、脳内チップが君の不具合を修正しようとして作りだした幻まぼろしに過ぎない。正体が分かれば消える」

「よくわかんない」情けなさそうに──ますますしょんぼりとなる。

「結論を言えば、君自身がワニの正体を判明させない限り、消し方はわからない」乙の上着を拾う──ばさっと頭にかぶせる＝とことんぞんざい。「演習は終了だ。仲間の所へ戻るんだな」

「水無月って……偉っそう」むかつく──すっくと立ち上がる／頭から上着をかぶったまま。

　両手で上着を握り合わせて怒おこったように足早に退室──通路へ／後ろ手でドアを閉める。

　急に涙なみだがにじんだ──なんでだろう／なんで自分はいつまでもこうなんだろう。

　いつワニが現れるかわからない／現れてもどうにもできない／こんなんじゃ仲間からも怖こわがられる──誰だれからも信じてもらえなくなる＝急激な意気阻そ喪そう。「オレ……ナマクラだ」

「乙ちゃん」不安そうな声──いつの間にか通路へ出ていた雛。

「ん？」両手で目元を拭ぬぐう──上着から顔を出す／からっと返す。「なんか、いつもと違って変な演習だしさ。調子狂くるうっしょ。頑がん張ばれよ、雛ぁ」

　雛＝こくんとうなずく／怯おびえ／不安／心細さ／何かを怖がっている──怖いのは演習ではなくこの自分なのだと悟さとる＝ぽつんと。「オレのこっちの目……黄色い感じするか？」

　またこくんとうなずく。「ぶんぶん鳴ってる」

「オレには笑い声が聞こえる」右目を閉じる──左目だけで見る／雛の頭をぽんと優やさしく叩いてわしゃわしゃする。「ほら、行きな。水無月ってむかつくけど仕事は一生懸けん命めいなのな。なんかあっても、あいつに任せときゃ大だい丈じよう夫ぶっしょ」

　狭せまい通路ですれ違う──右目をつむったまま／雛が接続ルームへ入る／検査ルームの前で立ち止まる──また涙がにじんで両目とも閉じた。

　どうしようもなくこぼれる涙なみだ声ごえ。「ワニがなんなのかなんて……オレにもわかんないよ」




　　　　†




　ボロボロの水無月／ボロボロのカプセル台──納品されたばかりの品が傷だらけ。

　音楽とか欲しいけど聞こえるのはコンピュータの起動音だけ──茫ぼう々ぼうと眺ながめる／棒立ち。

「凶器は持ち込んでないだろうな」水無月＝警けい戒かい──空港の警備員みたい。「はっきり言って、君が最も危険だ。密閉された空間でお得意の品を使用してみろ。二人とも木こっ端ぱ微み塵じんだ」

「持ってないよ」虚うつろに返答。「ヘッドホン欲しい」

「脳内チップを通して聴ちよう覚かく野で直接聴きく方法を教えてやる」水無月──手招き／ぞんざい／投げやり。「接続官コーラスの規則では禁止されているけどな。悪意を持つ誰かに侵入されたら拷ごう問もんに利用される恐れがある。脳に直接、大音量の音を流し込むんだ。あっという間に気が狂うだろうな。……どうした？　なぜ遠ざかる？　演習を見てただろ。ここに来て早いところ片付けよう」

　警戒気味の上うわ目め遣づかい／上着を脱ぬぐ／床に置く／ぼんやり歩み寄る──カプセル台へ。

　相手と一いつ緒しよに膝ひざをつく──手を握る／目を閉じる／額をつけ合う──カプセルが降りる。

　密閉──ひどく落ち着く／ノイズ遮断／電磁波遮断／意外に快適──ここ、いいかも。

「よし、始めようか。ボス、演習を開始して──」

「転送を開かい封ふう」

「待て──」

　いきなり輝かがやき──水無月＝完全に出で遅おくれる／やれやれという顔／目を閉じる／慌あわてもせず。

「転送を開封」

　時間差＝緑×黄──キリギリスの羽×スズメバチの羽──振しん動どう開始。

《ぶんぶんぶんぶん》いきなり声＝スピーカー──朗ほがらかですらあるＡＩ群の合唱。《ぶぶぶんぶぶぶん》《ぶんぶん鳴ってる》《ぶんぶん》《ぶぶぶぶ》《ぶぶぶぶぶーん》

「接続官コーラスとほぼ同タイミングでＡＩ群をマルチエージェント化」アル課長＝項目チェック──これまでより段だん違ちがいに忙せわしげ。「接続官コーラスに追つい随ずいして〈トリアイナ〉と同期、独自ＩＰ追加。マスターサーバーと仮認にん証しようでオリジナル・リンクを開始」

　モニターする解かい析せき官たち＝感心／口笛。「ＨＡ連結クラスタによる代理人格を待機構成」「協同的ブレークアウトののち情報汚染への攻勢項目を全すべてクリアしました」「〈フエ羽デー〉ルエレメント、飛行用五十％、探査用五十％。相そう似じバランスで安定しています」「さらに捜そう査さ用サーバーへのアクセスを要請。建物の外──グローバルエリアへ出ようとしています」

「どうする、ニナ？」バロウ神父＝やらせてはどうかと言外に。「彼女の意外な素質を見てみるかね？」

「長官への良き報告が増えるのは好ましいことです」ニナ＝ちゃっかり同意。「アルフォンス課長、仮の権限を設定してくれ。捜査中の項目からどれでも適当に選ばせていい」

「了りよう解かいです、副官」ぶっとい手でさくさく入力──解析官たちが追随／設定完了＝実行。

　手慣れた解析官たち。「接続官コーラスの誘ゆう導どう下で妖スプラ精イト・Ｃツエーがグローバルエリアへアクセス」「計十六台のＡＩがエージェント設定で自律開始」「マスターサーバーによるコントロールのもと電子捜査を実行。総務省の許可証をファイリング。ＩＤ仮登録で対たい抗こうプログラムの使用を許可」

《ぶんぶんぶん》やや剣けん吞のん／楽しげ──モニター＝せっせと何かの情報を収集。《ぶーん》

　接続を安定させる二人──〝仲の良い兄妹みたい〟──見る者全員の所感。

「ちょっとぉー、いくら接続官コーラスに誘導してもらってるからって、初演習でここまで出来た子なんて過去に一人しかいないわよー？」アデライード＝しげしげ。

「螢・ヘレン・トローベル。電子戦と現場指揮を同時にこなした過去ゆいいつの特甲トツコー児童。まさかまさかの再来かしらー？」クラリッサ＝わくわく。

「雛くんの特甲コーティング、〈黄金の火ゴルト〉に変えちゃおっかなー」勝手に設計変へん更こうを思案。

「絶ぜつ縁えん仕様による対電子戦用ならプラズマ・サーキットも使えるわね」やる気満々。

「そこまでの素質かまだわからん」ニナ＝副官として冷静に自制。「もし本当なら長官も大変喜ばれるに違いないが……」

《爆弾がいっぱい》虚ろな電子音声＝夢の中で何かを探さぐり当てる──ＡＩ群のささやき。《衛星電話は〈炎ほのおの巨きよ人じん〉が捨てた。〈サイクロプス〉に命令されて》

《なんの捜査をしてるんだ？》水無月＝子供の遊びを見守る年長者のような調子。《……ゴミ焼しよう却きやく場で発見された衛星電話？　そんなデータの断だん片ぺんをどこから見つけ出した？》

「これは……」アル課長＝はっとなる──モニターへ身を乗り出す。「管区の警察から提出された例の〝不ふ審しんな衛星電話〟に、モサド・ナンバーが仕込まれていたようです」

「モサドって……」冬真＝きょとん「イスラエルの諜ちよう報ほう機関ですよね？　イスラエル製の電話ということでしょうか？」

「イスラエルだけではない。国家間の機密スパイウェアだ」バロウ神父＝ひたとモニターを見すえて。「世界中の製造業者に要よう請せいし、ＣＰＵの製造時にロック解除ナンバーをあらかじめ埋うめ込んで出しゆつ荷かさせるのだ。犯罪者が知らずに買って使用すれば、いつでも解除ナンバーで遠えん隔かく操作し、盗とう聴ちようや追つい跡せきができる」

「アメリカのＦＢＩやＣＩＡも関かん与よしている〝トロイの木馬〟作戦の一種です」アル課長＝予想外の進展に昂こう揚よう──制服が張り裂けそうな力こぶ。「本来ならナンバーの特定は不可能ですが、総務省の許可に基づき、ＢＶＴのサーバーを通して照会しています」

「ＢＶＴだと？」ニナ＝険しい顔。「また我々に情報を渡わたさずにいたわけか。しかし、仮登録で勝手にサーバーに入り込めるものなのか？」

「それが……」口ごもるアル課長。

「ちょっとー勝手にクラッキングして入ってるわよー？」「情報監かん督とく官の個人データから推測して入り込んだのよ」二人＝幼い子供がデパートの商品を勝手に開封するのを見たような〝困ったわねえ〟という顔──〝別に自分は親ではないし〟という余よ裕ゆうの態度。「これ、ＢＶＴから猛もう抗こう議ぎされるわよー」「監督官ともあろう者が、こんな簡単な防護措そ置ちをするのが悪いのよ」

「く……」ニナ＝苦々しく。「ヘルガ長官には私から謝罪しておく」

《なんだ……ファーストフード店？》水無月＝雛が何をしようとしているかさっぱりわからず──子供の遊びに付き合いきれず。《第レオポル二トシユ区タツトの四番街のビルにある、マニア向けのゲーム用無線の設置店だ。さっきの〈炎の巨人〉が店主らしい。常連客リストの名前が〈ワイバーン〉に〈ワタリガラス〉に〈サイクロプス〉に〈大魔ま術じゆつ師し〉……？　導かれしマニアたちがファンタジー世界でバーガーセットを食べる店か？》

《盗ぬすまれたグリムゲルデを探してる》ＡＩたちの情報収集──雛＝さながら働きバチの群を統すべる女王バチ／巣を構築／防ぼう壁へき用ＡＩの連結クラスタ＝ハニカム構造。《〈九姉妹〉が逃にげた……〈時の王〉の娘むすめたち》《黄よ泉みの地図を持って……みんな魂たましいを奪うばわれたまま》《〈光の巨人〉に死の呪のろいをかけられた……〈大魔術師〉の魔法の品があれば解ける》《〈偉い大だいな龍りゆう王おう〉の命令で……〈盾たての巨人〉が……〈ジークフリート〉を……〈オーディン〉が支配──》

「これが、ただのゲームかどうか調べろ」ニナ＝いつの間にか捜査モードに。「〈炎の巨人〉とやらが例の衛星電話の使用者だという確証をつかめ。客のリストを洗い、〈サイクロプス〉を重点的に追跡。正体を暴あばけ」

「優先リストを更こう新しん」アル課長＝ますます力が入る──ふと演習であることを思い出す。「ところで雛くんは電子捜査に慣れていません。あまり長く続けると、接続酔よいの不安が……」

「む……そうか。では、今の解析が終わり次し第だい、解析課で捜査を引き継ついで──」

《最高にいかすＢＹＣＭバイシムを入力しろ》複数のＡＩが突とつ然ぜん斉せい唱しよう──何かに強ごう引いんに干かん渉しよう。《ぶんぶんぶんＢ》《ＢＹＣＭバイシムを》《ぶーんＹ》《入力しろ》《ぶぶＣぶぶぶ》《ぶぶんＭ──》

「何をしている？」ニナ＝困こん惑わく──アル課長＝困惑。「例の衛星電話内のアクセス履り歴れきから、何かの解析を始めたようです」

　色相表示──Ｂ＝ブラック、Ｙ＝イエロー、Ｃ＝シアン、Ｍ＝マゼンタ──オフセット印刷の基本の数値──四つの色相／範はん囲いは理論上無限／正しい色がパスワード。

　雛＝唐とう突とつに思い出す──なぜか知っている／強きよう烈れつな黄色い記憶──ＢＹＣＭの意味。

　いつか──母に離り婚こんされて鬱うつ屈くつする父──どこか──部屋中にナチスの鉤かぎ十字／大量の拳けん銃じゆう／ボロアパートに集つどう父の仲間たち／白人至上主義者の群──増大する危険。

　大人たちが話していた／秘密の合い言葉──憎ぞう悪おを爆発させる品を手に入れるための数字。

　Ｂ＝０──Ｙ＝１００──Ｃ＝０──Ｍ＝０──純然たる黄色を示す色相。

　記憶──『プリンチップ株式会社の自作爆弾のホームページへようこそ!!』──その扉とびらの鍵かぎ。

　純じゆん粋すいな黄色が電子の世界に広がる──まるで夕焼け空みたいに輝く危険な警告アンバー黄色・ライト。

「この子、また何かこじ開けたわよー？」「今度はどこ？　内務省？　軍？　どこかの民間企き業ぎよう？」二人＝お気楽──ニナ＝苦い顔。「どこだろうと後で私が謝罪──」

《何をしている》水無月＝慌て気味──公園で遊ぶ子供が急に道路へ駆かけ出したよう。《課長、ＡＩじゃない。彼女を見ろ。解析課のサーバーから何か引っ張り出しているぞ》

　解析官が揃そろって呆ぼう然ぜん／仰ぎよう天てん──アル課長の叫さけび。「攻こう撃げき的コード構築！　ＭＳＳが把は握あくする全ての強制デリート・プログラムおよび破は壊かい的干渉コードをフルダウンロード。攻撃的データ書き換かえプログラムで電子武装しようとしています」

「軍の電子戦術と同じ火力だ」バロウ神父──言外に中止を促うながす。「どうするかね？」

「さ……さすがにまずいか？」ニナ＝動どう揺よう──咄とつ嗟さに判断できず。「仕様を確認するだけの武装なら特に問題はないが……」

《勘かん弁べんしてくれ、雛くんが何か一つでも実行すれば僕が巻き添ぞえだ。こら、どこへ行く。こっちに来い》水無月＝諦あきらめ気味──全力で走り回る子供を相手に疲つかれ果てた感じ。《いったい何をしてるんだ君は。どこかの国に宣戦布告でもする気か？》

《きっと触さわっちゃったから》怯え声。《急にぶんぶん鳴り始めたの》

《馬ば鹿かいえ。あんなファーストフード店のセキュリティなんか大したことない──》

　突とつ如じよとして勃ぼつ発ぱつ──電子の絶ぜつ叫きよう。

《アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイイ!!》

　解析ルームの面々＝愕がく然ぜん／慄りつ然ぜん──検査ルームの鳳＋乙＝飛び上がる／耳を塞ふさぐ／遮さえぎれず──無線通信を通して直接脳のう裏りに流れ込む電子の狂きよう騒そう音。

「情報汚お染せんだ!!」怒ど号ごう＝アル課長。「これは演習ではない！　電子防護を実行！　接続官コーラスと妖スプラ精イト・Ｃツエーを緊きん急きゆう保護！　ビル内システムに入れるな！」

　即そく応おう＝解析官。「通つう信しん網もうへ攻撃的アクセス、経路不アン明ノウン！」「当車両への敵性ブレークアウトが試みられています！」「スパイプログラム〈テューポーンの黒い舌〉を確認！」

　響ひびき渡る電子の絶叫＝侵しん入にゆう──無線通信／ＡＩ群／ゲート／ノード──またたく間。

「水無月くん！」アル課長の叫び──即応＝水無月＝フランス語。《万事トウ・問題ヴア・なしだビヤン、ボス。どれだけバージョンアップしようと中身は解析済みの古くさいプログラムだ。レベルＣで防げた。どこかのＡＩ任せのトラップだ。仕し掛かけたやつは──》

　さらに絶叫が到とう来らい。《アアアアアアアアアアアアアアアアアイイイイイイイ──!!》

《くそっ、冬真！》水無月の叫び──ぽかん＝冬真＝はっと予備の端たん末まつに飛びつく──過去の事件で水無月が見せ続けた役割＝全てを引き受ける生きた〈盾〉アイギス。「課長、車両の通信を全て水無月くんに帰属させます」

「ありがとう、冬真くん」アル課長＝背を向けたまま／作業を続けたまま。「完全遮しや断だんの用意はできている。ぎりぎりまで経路解析を続けよう」

「やぶから蛇へびが出たな」ニナ＝ようやく冷静に。「これは良い報告ができそうだ」

「トラップが切り替かわった。ＡＩではない」バロウ神父＝検出データの洪こう水ずいを俯ふ瞰かん──正しいものを見み抜ぬく眼まな差ざし。「二九式インプラント・コーディングルールだ。気をつけろ、脳内チップを移植した何者かによる操作が始まった」

「脳内チップ？」ニナ＝意表を突つかれる──ぞっとなる。「まさか、敵性の特甲児童？」

「ちょっとー、これってアメリカ製じゃないの？」アデライード＝壁かべモニターを指さす。「ほら、頭ず蓋がい骨こつの数をそのまんま使った二九式。しばらく前のナルキッソス・シリーズよ」

「ナルシシスト数を法とした脳内チップ用セキュリティ」クラリッサ＝思案げに腕うで組ぐみ。「自然数のうち各桁けたの数を桁数だけ乗算した和が、元の数に等しい鏡像たる素数。全部で八十七個しか存在しないそれらの数字を、二十九個のインプラント指数に三つずつ当てはめた仕様。そんな国家機密じみたプロトタイプの装備で電子戦を行う人間なんて世界でも限られているわ」

《ボス──!?》叫び＝水無月──アル課長が振ふり返る／だが今の課長を呼んだのではない／水無月がボスと呼ぶもう一人の人物。《まさか、そこにいるのか、ボス──！》

　異変＝キリギリスの羽──振しん動どうが弱まる／輝かがやきを失う／軋きしむ／目に見えない手につかまれたよう──苦痛の声。《くそっ……僕の脳内チップの一部指数を推測変へん換かんで読み取られた！　何があっても僕だけは遮断させない気だ！》

「遮断させない？　どういうことだ？」ニナ＝理り屈くつがわからず／アル課長を振り返る。

「予想外の事態です。アクセスを遮断して敵を追い出せば、水無月くんだけ敵とつながったまま一いつ緒しよに追い出されて孤こ立りつしてしまいます。彼の脳内チップの仕様を何もかも知り尽つくした人物による仕し業わざに違いありません」

「まさか……」息を吞のむニナ──脳裏に元同どう僚りようの顔／裏切り者の笑み。

「元ＭＳＳ解析課課長シャーリーン・巫カンナギ・フロイト、元アメリカＣＩＡチェイス＝ザ・サードアイ。二人の攻撃に備え、水無月くんの脳内チップに修正を施ほどこしたはずでした」怒いかりの口調＝痛つう恨こんの響き。「修正を読まれたのならば……私の責任です」

「さらに侵入された。まずい」バロウ神父＝立ち上がる──冬真のそばへ。「五十八あるインプラント指数を全すべて読み取られれば敵性ブレークアウトで脳内チップを支配される。段階的に彼の通信遮断を実行し、敵と我々の両方から、水無月を解放するしかない──」

《ぶんぶんぶん》突然割り込むＡＩ群──剣吞たる響きが急激に増大。《ぶぶぶぶーん》

　カプセル内＝激しいはばたき／輝き──自じ爆ばく数秒前といった感じの泣き声。《うぇ……》

《ま……待て》水無月＝焦あせり／茫ぼう然ぜん／呆あきれ返る──何ともつかぬ調子。《よせ、思いとどまれ。きっとどうにかなる。君は僕の後ろにいろ……、おい……まさか……なんだとっ!?》

　全員が接続ルームを注視──夕焼けのごとく黄色い輝き──スズメバチの羽の輝き＝発信。

　情報汚染にも負けずに響き渡る電子の絶叫。《いじめないで────ッ!!》

　接続されざる者にはまったくもって知るすべのない電子の爆ばく轟ごう──光速で現実に反映。

　車内モニターが全て黄色に──仕切りガラスも黄色に──どの部屋も別の部屋が見えず。

　爛らん々らんたる黄色の輝き──機能停止のホワイト・アウトではない／電力停止のブラック・アウトではない／全データ消去デリートの火か炎えん──イエロー・アウト──さながら黄金の輝き。

　検査ルーム＝鳳の瞠どう目もく──輝きが目を打つ／火の記き憶おく／何もかも正しく消し去る炎。

　消えてはならないものだけ確実に残す──計算され尽くした電子の爆炎。

　電子戦の天才が得意とした炎ほのお──（昔やったことがあるだろう？）──小隊長たる迎撃手セプター。

　金に輝く特甲・羽／螢・ヘレン・トローベル──（忘れたとしても）──（来るな、おフロ嬢イラ様イン！）

　あのとき全てが消え去った／電子の炎が焼き払はらった──仲間を守るために。

　鳳＝黄色く輝くガラスに両手を当てる──（螢！）──みしりとガラスが軋む。

　傍かたわらで乙がぎくっとなる。「鳳？」

　乙の声も届かず／その様子に気づかず──行ってしまう──データごと仲間が消える。

　透とう明めいになれる仲間／したたかな伏アン撃ブツ手シユ──その場にいる全員を守るために──どこかにいるはずの本当の敵を探し出して報むくいをもたらすために／全ての汚染を引き受けた螢のために。

（行かないで皇！　お願い置いて行かないで！）──炎の向こうの暗くら闇やみへ飛び去ってしまう。

　鳳＝機械仕掛けの腕わん力りよく──手を離はなす／拳こぶしを叩たたきつける──一発でガラス仕切りを粉ふん砕さいした。

　接続カプセルが見える──まばゆいエメラルドの輝き──一いつ瞬しゆんで黄色い輝きをかき消した。

《もういい雛！》水無月の絶叫。《やつらが手を引いた！》

　パーン、と硬かたくて薄うすいものが砕くだけ散る音──特甲トツコー還送＝最後まで務めを果たす接続官コーラス。

　水無月×雛──元の姿へ──二人の羽が無数の輝きと化して消える／消えずに残った二人。

「雛さん……良かった」たまらない安あん堵ど──直後に疑問＝自分は何をしているのか／何か思い出した気がする──だが何も思い出せない。「あら……あたくし……何を……」

「はー……すっげ」乙＝感心顔──ガラス／接続ルーム。「買ったばっかでボロっボロ」

　ばちばち火花／もくもく消火──過負ふ荷かで焦こげる接続用ＡＩ／消火装置が消火剤ざいを噴ふん霧む。

　灰色になったガラスの仕切り──大人たちがいる解かい析せきルームの様子は見えず。

　接続カプセル＝亀き裂れつ／焦げ跡あと──軋みながら収納＝天てん井じよう──雛がぱちりと目を開く。

　目の前でぐらりと傾かしぐ水無月──倒たおれ込む／手が離れる──支えようとする雛。

　自分よりずっと背の高い少年──力が入らず＝接続酔い──押し倒された。「ふぇ」

「手足が痺しびれる……接続酔いだ」水無月＝痙けい攣れん／歯を食いしばる／痛みに耐たえている。「障害を修正……ちょっと待ってろ……。くそ……バスターコード並みの全階層デリート実行だと、自爆マニアめ。統計的に爆ばく弾だん魔まは男であって女は存在しないことになってるんだぞ……」

「ボク、男の子だよ」下した敷じき＝もぞもぞ動く／息ができる体勢を確保／接続酔いが治まるまで待機──少年の重み／裸はだかの胸の温ぬくもり／切り傷からにじむ血＝鉄の匂におい。

「この呪のろわしい体勢で実に慰なぐさめになる言葉だ」動けず──ぐすっと洟はなをすする。

「泣いてるのぉ？」相手の顔を見ようとする／見えず──顔を背そむけられる。

「馬鹿いえ」

「あれって、シャーリーン？」

「ああ……きっとな」何かを我が慢まんする声こわ音ね──我慢できずこぼれ出す。「くそ……僕を殺そうとしやがった。母親みたいに……僕を……」

「うん」あっさり同意──同情なし／なのになんとなく相手の背へ手を回す／少年の羽があった場所──まるで羽をもがれて痛いに違ちがいないとでもいうようにちょっと撫なでてやる。「水無月、ボクの親友になってもいいよ」

「頼たのんだ覚えはない。親友の称しよう号ごうを与あたえるのは僕の方だ。君から申しん請せいしたら考えてやる」

「うん」

　仕切りが砕け散った隣りん室しつ＝鳳＋乙──声をかけられず／雛が泣くならまだしも／少年の頰ほおを流れ落ちる涙なみだなどどうしていいかわからず──雛に一任。

　解析ルーム＝ようやく再起動──仕切りガラスが透明化／呆然とした人々の顔。

「二人とも無事です。良かった」冬真＝安堵──ガラス越ごしに察する。「水無月くん……」

「何がどうなった？」ニナ＝虚きよ脱だつ──目の前のモニター群がのきなみ初期化を表示中。「なぜ今、初期化を始める？　データはどこへ行った？」

「演習データは消えました、副官」断言──アル課長＝サングラスの下からぶわっと溢あふれる男泣きの涙。「あの二人のお陰です。敵性プログラムを断だん片ぺんたりと残さぬ完全消去。水無月くんが盾たてとなって汚染を引き受け、雛くんが槍やりとなって敵を撃退したのです。それが可能だったのも雛くんの素質に加え、この車両があったからこそ。神話の海神が持つ最強の武器。ふれるもの全て撃うち砕くという、三つ叉またの槍〈トリアイナ〉の名にふさわしい新兵科です」

　解析官たち＝休日返上で調整したものが白紙に──頭も真っ白になった顔。

「せーっかくのデータごと撃ち砕いちゃったわよ」アデライード＝解析官の代弁。「敵性ユニットを解明できる絶好のチャンスだったのにー」

「見た目もひどい有様ね」クラリッサ＝しみじみ──ニナへ。「接続用ＡＩは全ぜん滅めつよ。修理に幾いくらかかるのかしら。兵科用の保険には入ってる？」

「くっ……」呻うめき──ヘルガへの報告／抗こう議ぎされた際の言い訳／保険金を受け取るために必要な証しよう拠こ──肝かん心じんのデータが消滅。「どうしていいか、まるでわからん」

「成果はあった」バロウ神父──穏おだやかに励はげます／慰める。「妖スプ精ライトたち全員が電子戦への備えを得たばかりか、一人はたった今、実戦を経験し、見事に切り抜ぬけた。私も、この現場の再構成に協力しよう。我々の記憶まで消えたわけではない」

「痛み入ります」ニナ＝手に通信マイク──徒労に耐えて。「演習は終しゆう了りようだ。解析官は、ここで見聞きしたものを今すぐ文書にまとめろ。接続官コーラスと妖スプ精ライトたちは退席。規定通り検査を受け、問題ないと判断されたら休きゆう暇かへ入っていい。みな……ご苦労だった。……いや待て。鳳、お前は検査後、私のデスクに来い。貴重な人的資源の扱あつかい方について話すことがある」
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　検査終了／着き替がえ終了──ずっと右目をつむっていたら検査医が眼帯をくれた。

〝光に過か敏びんなときだけつけること〟＝片目を塞ぐと視力が偏かたよって両目とも悪くなるから。

　乙──更こう衣い室の鏡の前＝ワニの目／自分の目──ロリポップをがりっと囓かじる／鏡の中の自分を睨にらむ／甘かん味みがもたらす昂こう揚よう感も役には立たず──（ぶんぶん鳴ってる）──哀かなしくなる。

　右目を閉じて眼帯で覆おおった──ワニを隠かくした──他にどうすることもできなくて／誰だれも怖こわがらせたくなくて──その場しのぎ＝自分の中で笑うワニはそんなの無む駄だだといっている。

　きびすを返す──仲間はおらず／鳳も雛もお出かけ──二人ともどこへ行くか明言せず。

　訊きくのも億おつ劫くう──男の子と約束なんかしちゃってさ──冬真も水無月もお出かけ／自分の部屋でゲームでもしてよっと／ごろごろオンライン三ざん昧まい──と思ったところへふいに無線通信。

《私だ》ニナの携けい帯たい端たん末まつ。《まだビル内にいるな？》

《いるよ》なんとなくひやっとする──検査の後で鳳がさんざん叱しかられていた／オレもなんか叱られることしたっけ。《なに？　オレ、休んでいいんでしょ？》

《そうだ。仕事ではないから断ってもいい》

《どーいうこと？》

《お前に会いたいと言っている者がいる。数日前に面会願いの書類が提出された。今しがた身元調査が完了し、ヘルガ長官の許可も下りた》

《お客さん？　オレに？》書類／調査／許可──民間人がＭＳＳの特甲児童の存在を知って会いたがっている／面めん倒どうな手続きをしてまで／びっくり／興味が湧わく。

《会うなら、規則で誰かを同席させねばならない。私はこれからヘルガ長官をお迎むかえに行かねばならないので、代わりに日向をつける》

「え？」思わず地声が出た──胸を衝つかれたような感じ／哀しさが和やわらぐ／退たい屈くつが遠ざかる。

《嫌いやなのか？　お前と気が合うと思っていたが……別の者をつけることもできる》

《ううん》なぜか急いで遮さえぎる──なぜかぞんざいに返す。《別にいーよ、日向のあんちゃんで》

《ふ……》変な声──ニナに笑われた？　なんで？　なぜか妙みように恥はずかしい気分──かと思えばいつもの調子のニナ。《面会時刻は一三〇〇だ。まだ時間がある。適当に日向と合流しろ》

《うん》なぜか急に楽しくなってくる──明るく質問。《そんで、誰に会えばいーの？》

《山ヤマ本モト……ジンイロー……ジンジローか。いや日本人の読み方なら、真シン士ジ郎ローかもしれん》

《日本人？》またびっくり──連想／自分のワニを理解してくれた男の名／モリサン。

《以前、〈アンタレス事件〉で、何も知らずに爆弾を運ばされていた日本人の青年だ。私が彼を現場で確保した。危険人物ではない。書類の記き載さいには、彼が所属する日本人青年会〈希望の会〉が管理する文化財の一つであり、モリサンの遺品であるカタナを、お前に譲ゆずりたいとある》
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「もうッ──どこにいますの!?」ありったけの怒ど鳴なり声──途と方ほうに暮れた呼び声。「返事をして下さいったらっ！」

　鳳──とんでもない人混ごみ／傍らにいるべき冬真がいない／完全に見失う／空むなしく見回す。

　なんてことだろう──冬真＝無線通信なし／脳内チップなし／ＰＤＡもつながらず──つい仲間と同じように送り出してのち通信手段がないことにはたと気づく──生身の少年。

　第レオポル二トシユ区タツト＝ウィーン北駅──家族連れ／カップル／観光客／集つどい合う鉄道マニアの群──鳳が予想だにしなかった混雑。

《ミリオポリス市の新たな文化委い託たく財産！》駅のスピーカー＝繰くり返し大音量で解説。《十二両編成〈Ｄ１０１エンデミオン号〉です！》

　そして轟とどろき──しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ、しゅっ、ボーッ！

　強きよう烈れつな汽笛──駅のホームに鎮ちん座ざする漆しつ黒こくの蒸気機関車＋十一両の豪ごう華か客車。

　演習ののち──検査後の叱しつ責せき／説教／指導＝ニナ。（相手の目を気にしすぎだ）（自分が変だから見られていると思うから動どう揺ようする）（あえて見せることも重要だ）（休暇を楽しめ）

　ニナのアドバイス＝油断のない身み繕づくろい／顔の傷をさりげなく隠す鍔つば広の帽ぼう子し。

　親しみを示すアクセサリー──右手＝銀のブレスレット＝〈チャンチエンピオンピオン〉の文字。

　ゲームの景品／鳳の戦利品──いったんは拒きよ否ひしたそれを冬真が与えてくれた大切な品。

　自分がこれから渡わたす品も同じように大切に持ち歩いて欲しいと暗に告げるため──ニナの指導＝それとなく自分の気持ちを伝えることが出来る誕生日プレゼント。

　ともに外出──ＭＳＳ本部ビル最も寄よりの駅へ／まずは第二十ドナウシ二区ユタツトへ──国連都市UNO-CITY。

　ともに祈いのる──〈戦犯法ほう廷てい事件〉の死者たちの慰い霊れい碑ひ──ポシェットにシスター・アーレから受け取ったロザリオ／自分の九ミリ拳けん銃じゆう／シスターならその二つが一いつ緒しよに入っていてもあっさり許してくれると思うから／どちらも自分にとって大事なものだから。

　犠ぎ牲せい者しやへの哀あい悼とう──冬真と一緒に／花を献ささげる／犠ぎ牲せいになった六人の証人たち。

　厳げん粛しゆくな気持ちに──改めて冬真をお祝いする気持ちに／自分を助けてくれる少年への感謝。

　その日にたまたま公開されるものを見るため駅へ移動──珍めずらしく冬真から希望。

　ウィーン北駅に蝟い集しゆうする人々──冬真＝嬉うれしげ。（すごい！　本物だ！）

　なぜだろう──最新の電子技術を駆く使しする解析課で働く少年が、古くさい鋼鉄の蒸気機関に大喜びする理由が全く理解できず／なんとか合わせる。（そ……そうですわね）

　やがて〝機関車に乗って記念撮さつ影えい会〟が開かい催さい──子供連れが優先／慣れた様子で後ろに並ぶマニアたち／並びたがる様子が丸わかりの冬真──鳳が行かせた／冬真の笑え顔がおが見たくて。

　そして笑顔どころか群衆に吞まれて姿が消失──本当になんてことだろう／せっかくの日に／朝から予想外の事態ばかりで疲ひ労ろうに襲おそわれる──呼ぶのをやめる──何かが心をよぎる。

　炎の幻まぼろし──国連都市で哀悼を献げたからだろうか／ふいに何もかも遠のいてゆく／群衆が人間ではなく沢たく山さんの物体が動いているようにしか感じられなくなる──心の揺ゆりかご。

　かすかな理性の声＝気をつけろ／演習であの炎を見たせいだ／情報汚お染せんのせいだ──炎／夜の森／振ふり返ってしまった暗闇──何もかも黄色く輝く。

（外的解かい離り性ビジョン──）声──自分を導く／生きる意志を与えてくれた博士──記き憶おく。（決して従ってはならない。だが無視してもいけない。対決する以外に解決の道はない）

　急激に現実感が消える／夢の中から現実を見る気分／別の誰かが見る夢が今の自分であるという感覚──まるで胡こ蝶ちようの夢のように──大切なもの全て夢のように消えていく。

　心の身代わり──ああ、きっと彼も消えるのだ──心がねじれる／軋きしんでいく。

　ふと聞こえる──《３、７──》《２、９──》《２、３──》──つながろうとする声。

　誰かが送信している声＝信号──虚うつろに見回す──送信者は見えない／だが聞こえる。

《１、３──》暗闇に魂たましいを献げた博士が書き換かえてしまった魂の旋せん律りつ──プシケーの秘密。

《１、１──》〝ブリリアント〟の輝きも──完成すべき〈五〇一コード〉も消えた。

《７》──つながり合うことで成り立つガラテア・コンプレックスを変へん貌ぼうさせた／仲間同士で殺し合うプログラムに──レベル４を成り立たせないために。

　二十九個の骨のパーツ／五十八面体の宝石／八十七個の鏡面──それらから抜き取られてしまったもの──もう一つの二十九。

（いいかい、皇、おフロ嬢イラ様イン。足すと二十九になる四つの素数、２、３、５、１９だ。特にその四つがないことが私には気になるんだよ。素数っていうのはね、電子的セキュリティの重要な鍵かぎなんだ。そして何者かが、私たちの脳内チップから、幾つもの数字を抜き去ってしまった。私はそう思うんだ。もちろん最初からなかった可能性もある。でもね、私たちのインプラント指数は〈五〇一コード〉と呼ばれているんだ。最初の十八個の素数を全て足した数が五百一なんだよ。なのに幾つも素数がないのは変だってわけ。どうやって調べるかって？　おいおい、忘れちゃいけないよ。証拠は私たち全員の中にあるんだ。ここに、この頭の中の脳内チップに。私の特甲トツコーで、私自身に侵しん入にゆうして、私の頭の中身をコピーするんだ。自分の姿を鏡で見るようにね）

　ふと駅の電子掲けい示じ板ばんを見る──黄色く輝く数字の列──どの表示も同じ数を示している。

　３７２９２３１７１３１１７

　出発のときを告げている──素数の列／幾つも素数を抜かれた虚きよ無むの数──変化のときを。

　きーんと耳鳴り／世界が遠ざかる／ねじれる──心を守るため〈身ズユ代ンデわンボりツク〉が選せん択たくされる。

　かすかな意識──人格改変化プログラムが実行される──なぜ今このときに？

　情報汚染──あの電子の騒そう音おんが引き金になった／暗い森の道／自分をおかしくさせるビジョン──だが博士たちが成果を分かち合っていた頃ころの改変化プログラムが守ってくれている。

　だがしかし守られる代わりに──失われるのだ。

　ぶつんと音を立てて千切れた──何かが消えた──大声で悲鳴を上げたのだと思った。

　実際は掠かすれ声がこぼれただけ──助けて──先ほどにも増して周囲の風景が遠ざかる。

　心が冷たくなる──（君はもう、とっくに心をなくして）（そんなにも飢うえている）──何が失われようとも心に響ひびかなくなる／虚無が忍しのび寄る／魂が失われた器うつわだけの存在になる──

「鳳さーん！」少年の声──息を吞のむ／一いつ斉せいに黄色い輝きが消える／一いつ瞬しゆんで現実が戻もどる。

　なぜか目に涙がにじむ──あの人を失ってはならないという思い／捜した──汽車の上。

　考えてみれば当たり前──記念撮影のため／いずれ必ずそこに立つ──当然の帰結。

　しかも／驚おどろいたことに──古式ゆかしい駅員帽子／駅員制服／駅員手て袋ぶくろ──貸衣い装しよう。

　がん、と何かに正面からぶつかったかのような衝しよう撃げき──古い制服を着た素敵な男の子。

　鳳の中でそれまで自覚されなかった何か途方もなく胸がときめくポイントを直撃──可愛いというべきか／凛り々りしいというべきか／とっておいて飾かざっておきたくなる姿／男の子ユンゲが若ユー者ゲントになる寸前の未熟なみずみずしさ──だが冬真の視線がさまよう／自分を捜している。

　素す早ばやくＰＤＡを取り出す／構える──カメラ目線で撮とりたいという無視できない衝動。

「こっちを向いて下さいったら！」他方の手で帽子を取る／丸める＝メガホン──大きく息を吸って大だい喝かつ。「こっちを向いて下さいッ！」

　冬真がぎくっとこちらを見る──周囲の人々がぎくっとなる／そばで黒くろ髪かみの少女がぎくっと首をすくめる──構わず叫さけぶ。「右へ一歩ッ！　そうッ！　動かないッ！　まだですッ！　動かないッ！」

　ＰＤＡのカメラ＝フルオート──連写／掃写／乱写──何十枚も撮影。「終わりましたわ！」

　冬真＝汽車を降りる／制服を脱ぬいで返す／動かずにいれば少年の方から来てくれる安心感。

　鳳＝撮影データを閲えつ覧らん──どれも捨てがたい──ひと通り保存／うち一枚／冬真らしい優やさしい笑顔／どこか大人っぽい顔／大人になったときの顔が見たくなる──現場検証用に設定された最高画質で保存。

「うふふ」自然と笑い声がこぼれる──ＰＤＡをたたむ──ふと銀のブレスレットをしていることに気づく。

　首を傾かしげた──何かが消えたという思いがよぎる──思いごと消える。

　疑問が湧く──こんなものをいつ買ったのだろう──ニナの助言に従って購こう入にゆうした服ふく飾しよく品の一つだろうか──高価そう／男物っぽい／しかも変な刻印／〈チャンチエンピオンピオン〉──意味不明。

　わざわざ選んで身につけたことは思い出せる／だがなぜそれを選んだか思い出せない──こんな女の子らしくないものを選ぶなんて何を考えていたんだろう。

　ブレスレットを外そうと思う／なぜか身につけているべきだと思う──不思議な逡しゆん巡じゆん。

　戸と惑まどいつつそのままにしておくことに決めた──少年を捜して目を上げる／群衆の向こう／こちらへ手を振ってくれた──嬉しい予感＝今日はなんだかとっても良い日になりそう。

　思わずまた笑いがこぼれそうになったとき──いきなり衝撃。

「よう──あたくし様じゃないか」

　聞き覚えのある声こわ音ね／口調──仰ぎよう天てんするほどすぐ近く。

　振り向く／出くわす／呆ぼう然ぜん──さらさらの黒髪の少女＝切れ長の黒シユいヴア瞳ルツ。

　記憶／想像／かけ離はなれた姿──縁ふちなし眼鏡／メッシュのリュック／気楽なパンツルック。

　休きゆう暇か中の治安組織の人間という感じは一いつ切さいなし／休日を楽しむ女学生といった姿／なんたる民間人らしさ──なぜか衝撃／羨せん望ぼう／自分にはないものを見せつけられる気分。

「あー、あたしの声、聞き覚えあるだろ？」少女＝この遭そう遇ぐうにいささかも動じず。「えー、忘れたか？　こないだの事件の電話相手だよ。涼スズ月ツキ・ディートリッヒ・シュルツだ」

　むろん忘れもしない相手／声／名前──だが言葉にならず＝慌あわてて何度もうなずく。

「あー、奇き遇ぐうだな。そっちもあの……なんとか号の、見学に付き合ってんのか？」

　咄とつ嗟さに理解できず──付き合い──そっちも。

　混雑に揉もまれながら現れる少年×二──ほぼ同時。「鳳さーん！」「涼月ちゃーん！」

　振り返る二人。「冬真さん」「おう、吹雪フブキ」

　鳳＝少女に目を戻す──喫驚びつくり／まじまじ／異性と一緒など想像もしなかった。

「あー、あれが、あたしのつれだ」少女＝どこか言い訳するように／どう説明していいか迷う顔。「えーと、ＭＰＢの接続官コーラスなんだ。あっちは？　ＭＳＳの接続官コーラスだったりするのか？」

「い……いえ……」鳳＝やっと声が出る。「ＭＳＳの解かい析せき課の方ですわ……」

　冬真と少年──目を丸くする／ＭＰＢ？／ＭＳＳ？／顔を見合わせる──邂かい逅こう。

　二人の少年──どちらも金きん髪ぱつ／碧へき眼がん──だが異なる風ふう貌ぼう／生おい立ち──生身／機械化。

「えっと……」冬真＝率そつ先せんして自己紹しよう介かい。「ＭＳＳ解析課所属、冬真・ヨハン・メンデルです」

「メンデル……」少年＝驚きの顔。「ＭＰＢの接続官コーラス、吹雪・ペーター・シュライヒャーです」

　微笑ほほえみ合う少年たち──なんとなく／ぎこちなく──手を差し出す／握あく手しゆ。

　鳳＝なんてことだろう──よく似たカテゴリーに属するが何もかも違ちがう少年二人／同じ特甲児童でありながらとことん真逆という意味で鏡写しの少女──同じ仲間／なのに／何を話せばいいかさっぱりわからない──それどころか、仲良くなれるとすら、まったく思わなかった。




　　　　†




　第二十ドナウシ二区ユタツト──国連都市／慰い霊れい碑ひ／戦犯法廷の正当性を訴うつたえるポスター／弔ちよう問もんする人々。

　祈り／悲しみ──それらを政治的意図に変えようと叫ぶ政治団体。

　茫ぼう々ぼうと眺ながめる雛──ヘッドホン／喪も服ふくめくゴスッ気たっぷり・ふりふり・白黒ワンピ／ロングの手袋／ぴかぴかの黒いエナメル靴ぐつ──しっかり武装＝演習の反動。

　胸むな元もとを飾る白紙のコイン──鎖くさりで吊つるされた金きん縁ぶち銀貨／中心に小さなダイヤ／外がい縁えんに『ＷＧ』の文字＝世ワール界ド・政ガバ府メント──祈りの言葉──ここで死んだ一人から預かった品。

　鳳は、彼がどのようにして死んだか、あまり話してくれない──二名の重要人物を殺害した銀行家／なぜそのような行こう為いに及およんだか今も不明／残された未来の貨か幣へいは何も語らず／もし本当に世界が一つになってもコインを返すこともできず。

「さて、ここに二人がいたことは確かだ」水無月＝パンク衣い裳しよう──刺とげ々とげしく整えた髪／ジャケット×ブーツ＝スパイク・ラメ・鉄てつ鋲びよう・チェーン──休暇ルック＝無断外出時と違いＭＳＳビルの金属探知機に引っかかりまくる装そう飾しよく。「冬真も鳳も、ＭＳＳの電子パスで電車に乗ってここまで来ているが、その後の支し払はらいデータがない。若者らしく徒歩で移動したんだろう。けちらず交通機関を使えばいいものを」

　ＰＤＡで冬真を追つい跡せき中──展開する画面の隅すみに別のデータ＝シャーリーンを追跡／彼女が消えてからの水無月の習慣──攻こう撃げきされたのに／また攻撃されるかもしれないのに。

　あるいはだからこそ頻ひん繁ぱんに追跡して挑ちよう発はつしようとしている──逆探知されたがっている／また攻撃して欲しがっている／今度こそ捕つかまえるために──たとえ殺されても。

　なんだろう、これ──ぼんやりとした意図的に焦しよう点てんを持たない瞳ひとみに映る──伝わってくる。

　水無月だけではない──そこらを行き交かう人々のちょっとした仕草や目つきや姿勢や動き方から伝わってくる情報──気分／感情／思案／心──大して危険ではない何か。

　黄色くないものなんて全部無視してたのに／興味も湧わかなかったのに──勝手に伝わってくる人々の心の断だん片ぺん──ちょっとくらくらする／もしかして演習のせいだろうか。

　かすかな理解──接続脳力の副産物である高度な情報処理──脳内チップがもたらすもの。

　機械の身体からだを自分の一部として認にん識しきする力──その発展／拡張──周りにあるもの全すべて片っ端ぱしから自分の一部として認識する／取り込んでいく──良いものも悪いものも全部。

　いや──きっとこの力がものすごく発達したなら──どんな悪いものも自分の中で良いものに変えてしまえるかもしれない／自分にとって良いものに。

　でも──もしこの力が幾いくつも集まって互たがいに影えい響きようを与あたえ合ったら──誰だれかにとって良いものでも別の誰かにとっては悪いものに変わってしまうかも──たとえばフロー状態のように。

　接続時にビジョンが共有されるのはいい──あれはただ相手の一部が見えるだけ／マスターサーバーや解析課のフォローで守られている／ちゃんと自分と他人の間に壁かべがある／相手の一部が同時に自分の一部になってしまうなんてことはない。

　だが──この力は壁を消してしまう／沢たく山さんの人を一つの複コン合プレツ体クスにしてしまう／お互いの心の連結クラスタ──そんな力に正しい使用法なんてあるんだろうか／誰にとっても安全で役に立つなんてことがあるんだろうか。

　疑問──どうしてボクこんなこと考えてるの？

　そっと額にふれる──何かが加速する／何かが黄色くなる──誰かがどこかで改変化の一つである〈身ズユ代ンデわンボりツク〉を選択したから──これはその余波だ／警告的な防護だ／変通抑よく制せいプログラムの効果がないほどのフロー状態に備えて／悪意ある接続に吞み込まれるなという警告。

　唐とう突とつな理解──ああ、だから盾が必要なのだ──堰せき止める力／フロー状態を防ぐ冗じよう長ちよう性／悪意の侵しん蝕しよくを引き受けてくれる存在／失われた記き憶おくをよみがえらせる復号力──そう、だからこそ、特甲開発において心理課の顧こ問もんたちはまず何よりも接続官コーラスの理論を構築したのだ。

　水無月を振ふり返る／想像する──この少年が致ち命めい的てきな電子的攻撃で死んだ姿。

　きっと困る──大変なことになる／開発顧問の誰かが接続官コーラスに託たくしたコードが消失する。

　どこか遠い宇宙の彼方かなたから飛来する重大な危機感──ひょいと手を伸のばして横から水無月のＰＤＡの拡張画面をオフにした。

「何をする」水無月＝怪け訝げん／眉み間けんに皺しわ。「なんだ？　何か名案が閃ひらめいたのか？」

「うぇ？」雛＝ぽかん──たった今自分が何を考えていたのか全然思い出せない／だがひしひしと迫せまる何か／今のうちに備えないといけないという気分。「水無月、帰ろう」

「なんだと？　帰るというのはつまり、休暇を自ら放ほう棄きし、本部ビルに戻って待機態勢に戻るということか？」

「そう」雛＝茫ぼう洋よう──反射的な返答／自分が何を言っているのか誰かに教えて欲しい。

「ここまで来て諦あきらめるのか？　それとも二人が本部ビルに戻ったという確信でもあるのか？」

「水無月、休んだ方がいいよぉ？」ぽつっと忠告。

「おいおい」呆あつ気けに取られた顔。「よもや君ともあろう人が、僕を心配しているのか？　そんな機能が君にあったとは驚きよう愕がくだ。言うまでもないが、あの程度の演習は大したことない。確かに攻撃はあったが、誰かさんの自じ爆ばくじみた真ま似ねのお陰かげで、結果的にレベルＣで防いだ。むしろ接続酔よいの影響を消す上でも、ぶらぶら歩き回って現実世界にふれていた方がいいんだ」

　雛＝反論できず──どう説明していいかわからず。「なんか変なの。黄色くないのに」

「さては怖おじ気づいたか。恐きよう怖ふを感じれば感じるほど逆に恐おそろしいことをしでかすのが君だから、むしろ頼たのもしい限りだ。いいか、危険なのは冬真だ。なんと今日は、やつのお誕生日だ。そんな特別な日に二人が親密にならないわけがない。あの鳳ですら何かの品を通つう販はんで購入したことは、ＭＳＳビルの郵便物受け取り記録で確認済みだ」

「そうなんだ」雛＝やっぱりという気分──タイミングを考えすぎて渡わたし損そこねなければいいけど＝年長者の短所を把は握あくする年下の視点。

「そうだ。ぜひとも偶ぐう然ぜんを装よそおって乱入し、素敵なプレゼントの受け渡し現場を、友達同士がお祝いする平へい凡ぼんで痛快なひとときに変えてくれよう。問題は、二人がどこにいるか、まったく見当がつかないということだけだ」

「どうするの？」首を傾かしげる。

「冬真に電話して、応答した瞬しゆん間かんに位置を特定したいところだが、位置を読んだことを読まれて場所を変えられるかもしれない。警けい戒かいされた場合、追跡手段はほとんどなくなる」

「そうなったら帰るの？」雛＝そうしたいのかそうしたくないのか自分でもわからず。

「馬ば鹿かな」握にぎり拳こぶし／ＰＤＡを再展開──力強い雄お叫たけび。「諦めるなどという選択肢はない」

　拡張画面＝ＭＳＳの隊員管理システムへアクセス──緊きん急きゆう時の召しよう集しゆう用回線／ＩＤ管理／ＩＤ登録されたＰＤＡの位置・使用・受信データを把握。

「ふふふ」怪あやしい笑い。「こんなこともあろうかとやつのＩＤを追跡中だ」

「なんか黄色い感じするよ？」そんな格好じゃ風邪かぜを引くよというような警告口調──水無月が何かにアクセスすることに胸むな騒さわぎ──早く帰れ／心がささやく／危機に備えろ。

「つまり赤信号になる前に急いで渡れと……」声が尻しりすぼみに──目をみはる／ぎょっとなる／後ずさる──雛ではない──他の誰かを見ている。

　雛＝水無月の視線を追う──慰霊碑とポスターの群を背にして立つ少女。

　薄うす桃もも色いろのワンピース／目を奪うばうほど鮮あざやかな白プラテ金イーンの・ブ髪ロント／透とう明めいな青ブラオい・オ瞳イギヒ──悟さとり澄すましたのとは違う、全てを見通すような、澄み切った眼まな差ざし・表情・佇たたずまい──見覚え。

　ビデオレター＝〈戦犯法ほう廷てい事件〉の後──鳳から聞いた／ＭＰＢの特甲トツコー少女／戦せん闘とう機に乗って現れた／自分は飛べないのに──特甲猟りよう兵へいから最後の証人を守るため飛んだ少女。

「あ……〝青あお馬うまモレンツ〟」水無月＝恐怖におののく──鳳に怒おこられるときとは違う怯おびえ／この少女に何かしでかした／そのせいで報復を恐れている。

　首を傾げる少女＝水無月を見つめる──顔が元の位置に戻もどる──何かを思い出した顔。

「水無月──」ぽんと手を叩たたく。「学校で夕ユウ霧ギリを殺そうとした男の子」

「ち……違う」ＰＤＡごと両手を振る──命乞ごいのよう。「訓練学校の演習だぞ？　実じつ弾だん以外なら何でも使えたし、本当に殺すためにトラップを仕し掛かけたわけじゃない。だいたい殺されかけたのは僕の方だ。こっちだって必死だったんだ。十三人抜ぬきの得点を叩き出した君みたいな怪かい物ぶつを相手に、死力を尽つくして生き残ろうとしただけだ」

「ふーん」少女＝半眼──疑っている／思い出そうとしている／断片化されてしまった記憶に少女自身が確信を持てずにいる──また手を叩く／ちょっと意地の悪い笑み＝にやにや・うふふ。「そーいえば、水無月、女の子と話せるようになったんですねー♪」

「う……うるさい」珍めずらしく顔が赤くなる──女性不信／女性嫌ぎらい／母親のせいでそうなった。

　ああ、そうなんだ──雛＝自然と心に入ってくる答え──鳳の存在が、水無月の心と体に深い傷を負わせた母親のどす黒い影かげを消してくれた。

「ふーん」少女＝雛と水無月を見比べる──からかい顔／にやにや。「デートですかー♪　いーなー、水無月♪」

「そうじゃない」頭痛がするというような顔。「むしろ妨ぼう害がいするための共犯的行動だ。君こそ誰かと待ち合わせか？　それとも休きゆう暇か中は単独行動をするのがポリシーか？」

「太タイ公コン望ワンさんのお祈いのりに来たんです」少女の微び笑しようが透明な悲しみを帯びる。

「……例の戦闘機か」水無月＝神しん妙みよう／余計なことを口にしたら殺されると本気で怖こわがっている。

〈空港占せん拠きよ事件〉で現れた戦闘機──これも鳳が教えてくれた／アフリカの名前もわからない子供たちの脳をつなぎ合わせた犠ぎ脳のう体たい兵器／自じ我がを持ち／救いを求め──この都市に来た。

　法廷の証人として──喋しやべる物的証拠として。

　情報提供後に廃はい棄き──その哀あい悼とうのために訪おとずれた少女＝今度は雛に目を向けた。

　雛も見つめ返した──少女の目＝乙の水色に近い目とは違う／また別の深い青。

　琥こ珀はくの目×青い目──まるで青空と夕焼け空──黙だまって見つめ合った。

　自然と伝わるもの──お互いへの共感／同じ事件を別の場所で共きよう闘とうしたという思い。

　あるいはそれ以上の何か──絆きずなと呼んでいいもの──接続脳力がもたらす透明な認識。

（内的導引性ビジョン）不思議な青さが伝わってくる──天国ヒンメルの青・ブラオ──危険の中でも正しい道を示す色。（逆らってはならない、しかし吞のみ込まれてもいけない──）

　言葉にならない／でも信しん頼らいできる／これは良いものだと確信できる──ビジョンの共有。

「ふんふんふふーん♪」少女＝ハミング──小さくステップ／一いつ緒しよに踊おどろうというように。

「ぶんぶんぶぶーん」雛＝応じる／鏡像のように──水無月がびくつく／何か恐ろしい危険が迫っていると勘かん違ちがい。

　共有＝自分が今このヘッドホンで聴きいている音楽──その旋せん律りつ／リズムが少女に伝わる。

　音楽＝雛の防ぼう壁へき──でもこの少女は違う／音楽は浮うき浮きするための揚よう力りよく／翼つばさが風を受けるように／この人は音楽に乗って飛ぶ──あるいは／自然と伝わるもの。

　音楽を食べるイメージ──凍こごえそうな悲しみの中でも愛いとしさを抱だいて踊り続けるために。

　少女＝にっこり──お誘さそい。「プラーター公園に行こうと思うんです。色んな音楽が聴けて楽しいですよ。とっても好きな場所なんです。雛さん、水無月と一緒に来ませんか？」

　ビデオメッセージで告げた名前を覚えてくれていた──無言のうちに仲間と認めてくれた。

　水無月＝ぽかん──雛を見る。

　雛＝読どく唇しん術じゆつで少女の言葉を見て取る──うなずきたい／でもかぶりを振る──水無月が鳳と冬真がいる場所に行きたがっているから／できれば今すぐＭＳＳ本部ビルに帰りたいから。

　少女──あなたの気持ちはわかったという顔／さながら読心能力／また水無月の方を向く。「水無月、もう弾ひかないの？」

「なに？」意表を突つかれた顔。「僕が……？　何を？」

「チェロ」

　水無月＝絶句／虚きよ脱だつ──ショックを受けている──察する雛＋少女。

「さあ……多分、忘れたんだろう。そんなもの……弾いていた記憶自体、ないんだから」

　少女＝うなずく／確信に満ちて──悲しみも怯えも不安も必要ないよと励はげますように。「水無月なら、きっと思い出せるよ」

　水無月＝否定も肯こう定ていもせず──ピピッと音＝ＰＤＡにデータ／さっと見る／疑わしげ。「む……？　スシバーだと？　あの子は生ものが苦手なんだぞ」

　少女＝雛に目を戻す／また会おうという無言の約束──そのときは一緒に歌おう／踊ろう。

　お互いの良いものを交こう換かんし合おう──どこまでも不思議な共感＝何よりも信じられる。

「それではー、ごきげんよう♪　水無月、雛さん♪」ぱっときびすを返す少女──手を振る／背を向ける／嬉うれしげなステップ──ハミング＝去ってゆく。

「あの死に神と会うとは」冷や汗あせを拭ぬぐう。「よく平気だな。あれは黄色くないのか？」

「うん」ヘッドホンにふれる──外す──水無月が目を丸くする。

　ざわめき──消去していた雑音に囲まれる／なんとなくそうしたくて。

「青馬ってなぁに？」地声で訊きいた──なぜか大事なことのような気がして。




　　　　†




　ＭＳＳ本部ビル一階ロビー──空港並みの検査ゲート／エントランス／入館許可待ちの人たちのためのベンチに座って待っている乙──大して待たずに日向がゲートから現れた。

　いつもの憮ぶ然ぜんとした顔──目がこちらを向く／怪訝そう／歩み寄りながら訊いてきた。「演習で怪け我がをしたのか？」

「怪我？」咄とつ嗟さに意味がわからず──くわえたロリポップの棒を上下させながら。「なんか痛がってるよーに見える？」

「右目はどうした？」

「あ……」そっか──これってそう思われるんだ。「えっと……光にカビンだからつけてろって、医者がさ」ちょっとした噓うそ──だが逡しゆん巡じゆん／この男の前ならつけなくていいかも／この男なら怖がらないかも。「でも、大だい丈じよう夫ぶだと思ったら、取っていいってさ」

「そうか」やや首を傾かしげる──少女の言葉の裏をＸ線みたいに見み抜ぬく目。「カビンじゃなくなったら外した方がいい。お前の年ねん齢れいで片目を塞ふさぐのは良いことじゃない。両方の目が悪くなる」

「うん、医者もそう言ってた」素す直なおに応じる──なぜか安心／俺はお前の目を怖がったりしないと言われている気分。

「食事はまだか？」

「うん」ひらりと立ち上がる。「日向は？」

「まだだ。一緒に来るか？　チームの連中が行く店でいいならな」当然のように誘ってくれる──少女を仲間として認めてくれている。

「うん。行く」自然と顔がほころぶ──男とともにビルの外へ。「どんなところ？」

「騒さわがしいが良い店だ」歩道を歩く──無造作なくせに滑なめらかな歩み／厳しい訓練の賜たま物もの／虎とらが歩いてるみたい＝乙の感想──二人して直進能力に長たけた歩み方／ぴったり合うリズム。

　出動時とは違う気楽さ──男の日常に入り込んでいるという実感／そんなの面おも白しろいことじゃないのに／なぜか浮き浮きする／ガリガリ囓かじるロリポップがいつもより甘く感じられる。

「いつもつけているのか？」日向──ちらりと乙の胸むな元もとを見て。

　大きなダイヤモンドのネックレス──〈戦犯法廷事件〉の前にブリギッテさんからもらったもの／普ふ段だんはベッドの枕まくら元もとの壁かべにピンで留めて吊つるしてある──ロザリオのように／お守り／自分の心を綺き麗れいにしてくれる気がして／勇気をくれる気がして。

「変？」そういえばなんでつけてきたんだろう──鳳のお洒落しやれ癖へきがうつったのかな／子供には似合わないと思われたかな。

「いや」淡たん々たんとした返答──なのになぜか似合っていると誉ほめられた気分／そう思ってくれていることが自然と伝わる気がする。

　後はなんの会話もないまま──でも妙みように落ち着く／なんか伸び伸びする。

　赤信号＝並んで立ち止まる──すぐそばに日向のがっしりした腕うで／以前、いなくなった雛を探し回ったときのことを回想──接クツ続シヨ部ンの不具合で抱だっこされた恥はずかしさ／心地ここちよさ。

　なぜか頰ほおが赤くなる──なんで今さら／本当、なんか変なの。

　本部ビルから徒歩数分のところにあるレストラン＝〈お母さんムツターにお任せ〉──実際の店長はヒゲもじゃの陽気なおっさん／入り口に万ばん国こく旗き／国際都市ならではの何でもありのメニュー／様々な宗教的制約に配はい慮りよした料理を提供。

　奥のテーブル＝戦術班の面子メンツが独どく占せん──御影が二人を見てグラスをフォークで叩く／メンバーの注目。「野や郎ろうども。我らの牛使いが、可愛らしいおフロ嬢イラ様インを連れてきたぞ」

　陽気な戦術班の歓かん声せい──今度こそ良い気分にさせられた。

　日向──イスラムの人のためのランチセット。

　乙──甘ったるいハニーソースのカツレツ。

　御影たち──ノンアルコール・ビール／からかい／ちょっかい。「日向が晴れて乙くん専属の牛使いになったぞ」「牛車の臨検テストはいつだ？」「あのアームスーツの警告音、〝モーモー〟に設定しようぜ、副長」「おフロ嬢イラ様インが引っ張りやすいよう鼻輪はつけたらどうだい」

　日向＝じろりと見返すだけ／それだけでどっと笑いが起こる／チームメイトの固い絆。

　賑にぎやかな楽しさ──日向と二人だったら多分ろくに会話にならない／でもまあそれでも良かったけど──日向の場合は無理に会話をする必要がないから。

　余計なことをいちいち見抜かれるけど──でもその分、安心してむすっとしていられるから。

　変なの／それって何が楽しいんだろう──でも／確かにその方が良かったかも──好きなときに甘えられるから。

　こちらが見やすいよう左ひだり隣どなりに座ってくれた日向──ワニの声は聞こえない／聞こえるのは悪意のない陽気な笑いだけ。

　なんとなく眼帯を外した──ポッケに入れた／日向に気づかれた／目をぱちぱちさせて視界を慣らす／両目で見返す。「カビンじゃなくなったみたい」

「そうか」うなずく──それだけ／他ほかには何も言わない。

　でもなんだか嬉しくなって真っ白い歯を見せてにっこり笑い返した──胸元のダイヤも楽しそうにキラキラ光ってくれる気がした。

　昼食終しゆう了りよう──名残なごり惜おしい気分で本部ビルへ。

　御影たちはニナの命令で捜そう査さへ──雛の電子捜査の裏付け。

　一階の面会室で待機──調書を取るための沢たく山さんの小部屋の一つ＝出入り口に警備員／マジックミラー／ステンレスのテーブル／手て錠じようを付けられるフック／録音録画の設備。

　なんとも殺さつ伐ばつ──日向が三人分のカフェを用意させてくれた／ちょっとでも和なごむように。

　お客さんが姿を現す──書類にサインし終えて入館／入室。

　和服姿の青年が来訪──まるで今日が何か大切な日であるかのような民族衣い装しよう。

　いかにも純じゆん朴ぼくな様子──だがどこか翳かげり／怯おびえ／多分〈アンタレス事件〉のせいで。

　その胸元に抱かかえた品──布で覆おおわれた細長いもの──カタナ。

　乙の鼓こ動どう＝どくん──モリサンの最さい期ごの笑みの記き憶おく──日向がちらりと乙を見た。

「初めまして。山ヤマ本モト真シン士ジ郎ローです」流ちょうなドイツ語／丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎ──作法にのっとった様子で布で覆われた品をテーブルの上に置く／またお辞儀。「ＭＳＳの皆みな様さまとシュニービッテン捜査官には命を救っていただき、心から感謝しております。電話で捜査官とはお話ししましたが、改めてお二人に御お礼れいを申し上げます」

　心底丁寧──スポーツ観戦で必ずゴミを持ち帰ることで有名な日本人／行ぎよう儀ぎが悪いというだけで商談がダメになるというちょっとびっくりするくらいの潔けつ癖ぺきさ。

「こんちは……初めまして」なんとなく相手に合わせる／上目遣づかいで小さく頭を下げる／お辞儀ってどうやればいいんだろう。「乙・アリステル・シュナイダーっす……です」

「ＭＳＳ戦術班副長のロルフ・日向・アナベルだ」こちらは握あく手しゆ──いつも通りの調子。「副官が外出中のため、自分が同席した。あの地下鉄で死傷者が出なくて良かった」

「はい。本当に」知らずに爆ばく弾だんを背負わされた青年──すっかりトラウマになったような怯えた笑み／日向でなくとも見抜ける手の震ふるえ。「こちらが……ご連れん絡らくした品です。どうか、お受け取り下さい」

　躊ちゆう躇ちよ──布の構造がわからず／どう受け取ってどう開かい封ふうすればいいかわからず／行儀が悪いとみなされたら渡わたさずに持って帰ってしまいそうで不安にさせられる。

　青年──シンジローが察したように微笑ほほえむ／ゆっくり布をほどく／開き方を教えるように。

　白い杖つえのようなものが現れる──シンジローが布を取り払はらう／水平に構える／訓練の経験があることが窺うかがえる手つき／左手は鞘さやに／右手は柄つかに／右手ではなく左手の親指で柄をずらす。

　すっ──と音もなく刃はの一部が現れた／驚おどろくほどの静かさ／鮮あざやかな刃の輝かがやき。

　ぱちん──今度は音を立てて刃を納めた／柔やわらかに持ち替かえる／長い柄がどこにもぶつからない動き／日向がかすかに感かん嘆たんの吐と息いきをこぼした／カタナの扱あつかい方に秘ひめられた一国の歴史の重みといったものを感じた。

　柄が乙へ向けられる──シンジローの微笑み／まるですがるように。

　自然と伝わるもの──頼むから受け取ってくれという思い／不思議なほどの必死さ。

　柄を握にぎった──自然と両手で抱きかかえた──覚えていた＝ああ、モリサンのカタナだ。

　それからシンジローの真ま似ねをした──柄がテーブルや日向や青年にぶつからないよう、やたら慎しん重ちようになって水平に握ってみせた。

「こう？」抜ぬき方を間ま違ちがえるんじゃないかと不安に──シンジローがうなずく──すっと抜いた／刃が現れた／その美しさに息を吞んだ／するする抜けてゆく／三十センチほどで止めた。

　刃を見つめた──吸い込まれそうな気分──自分までもが鋼鉄になる感覚──心まで。

　日向とシンジローがはっと息を吞む気配──刃に感動したんじゃない／遅おくれて悟さとる。

「アリス」日向の声──かすかな切せつ迫ぱく／まるで乙を呼び戻もどそうとするように。

　いつの間にかワニの目だけで刃を見ていた──左目は眠ねむるように閉じていた／ワニが刃から見つめ返してくる／にやにや笑みを浮かべて──右目のささやき＝（楽しい楽しい楽しいなァ）

　鼓動音＝どくん──ぞっとなった──慌あわてて刃を納めた／左目を開いた／手が震えた。

　首の産うぶ毛げがちりちり逆立っている──ああ、ダメだ──そう思った途と端たん、今朝の演習のときの悲しみが何倍にもなって溢あふれ出した。

「オレ……受け取れない」言葉と一いつ緒しよに涙なみだが流れた──両目から／止まらない。「オレ、ナマクラだから……ごめんなさい。本当にごめんなさい」

　呆あつ気けに取られた様子のシンジロー──まざまざと浮うかぶ失望の色／なんとか説得したがっている／少女の様子に半ば諦あきらめかけている／それでも失わない礼れい儀ぎ正しさ。「……そうですか」

　そっとカタナをテーブルに置いた──〝刃は物ものになれるってのは、お前さんの素質だぜ〟

　記憶の中から語りかける優やさしい声──モリサンのささやき。〝刃物に曖あい昧まいさはねえのさ。善の善になるか、悪の悪になるか〟

　ワニは悪の悪の悪くらいの悪なんだよ、モリサン──後から後から涙が溢れた。

　柄を持っていた右手でブリギッテさんのダイヤに触ふれた／モリサンもブリギッテさんも守れなかった／自分の善さえ守れない自分──申し訳なくて／悲しくて／たまらなかった。

　チクタク・チクタク＝機械仕じ掛かけの心臓が痛い──胸が痛い／ワニに吞のまれるのが怖こわい。

　怖くてたまらない。

　沈ちん黙もく──言葉を失う男たち──ぽたぽた涙をこぼしながらうつむいて弱々しく繰くり返した。「ごめんなさい……、オレ……、ごめんなさい……」







　　　　†




　ああ、なんてことだろう──よりにもよって、この自分が。

　第レオポル二トシユ区タツト──駅のすぐそばスシバー＝ありとあらゆる生ものを売りにした日本食店。

　鳳の苦手な食べ物──生肉・生魚──生卵などは細さい菌きんの塊かたまりであり、食中毒の代名詞にほかならない、というひと昔前のヨーロッパの常識を頑かたくなに信じるフレッシュ嫌ぎらいの調理主義。

　メニュー＝生・生・生・生──気が遠くなるほどの生々しいしろもの。

　テーブルに四人──鳳＋冬真──ＭＰＢの彼女＋接続官コーラスの少年＝涼月さん＋吹雪さん。

　あまりに予想外──二人の少年がもたらしたシチュエーション／まごつく鳳をよそに握手を交かわした冬真と少年／何かが流れ合ったかのような共感の雰ふん囲い気き／やり取り／予定確かく認にん。

　ちょっと待って──と言う間もなく四人による行動を促うながされる／従わざるを得ない空気。

　本当なら今いま頃ごろは第インネ一レシユ区タツト辺りのニナ推すい薦せんのお店で冬真に今日という特別な日のプレゼントを渡して喜ばれているはず──なのに──苦手な食べ物／苦手なあの黒くろ髪かみの少女／苦手なざわざわ騒がしい場所になぜか囲まれるはめに──なのに──どうしたことか、とにかく楽しい。

　少女二人だけならいかんともしがたいほど嚙かみ合わなかったであろう何かが、少年二人という外的要因によって、ぴったりはまる／回り出す／次々に反応を起こす──まるで触しよく媒ばい。

「お前ら、あんな汽車の何が面おも白しろいわけ？」少女＝いささかも遠えん慮りよせず。

「まったくですわ。お二人とも最さい新しん鋭えいの電子機器に囲まれていますのに」鳳＝駅に着いてからずっと言いたくて言えなかったことがすらすら出てくる。

「だって涼月ちゃん──」「それはね鳳さん──」少年二人──むきになって反論／少女たちの共感を引き出そうと躍やつ起きに／さしたる効果なし。「──ね、涼月ちゃんもわかるでしょ」「──ということなんだよ、鳳さん」

　鳳＋少女──顔を見合わせる／少年たちに見せつけるためにあえて二人とも苦く笑しよう／心地ここちよい共感──〝さっぱりわかりません〟

　本当に、なんてことだろう──議論好きな分だけ結論が迷めい走そうする少年／さっさと結論づけてしまう少女／寛かん容ような分だけ優ゆう柔じゆう不断な冬真／なんであれ強ごう引いんに決断してしまう鳳。

　話が尽きない──話せば話すほど次の話が出てくる／一緒にいるだけで楽しくなってくる。

　生まれて初めて自分から生魚の切り身などというものにトライ──美味おいしいとすら思った。

　唐とう辛がら子しをどばどばかけて食べるいつもの癖くせ──他の三人の話の種にされた。

「みなさんもお試ためしになったらどうですの」強気に勧すすめる──食べさせる／三人の呻うめき声。

　少女の手荷物＝受験勉強のため／少女の意外な日常／奮ふん闘とう──素す直なおに感心させられた。

「ま、試験に受かったらどうするかなんて決めてないけどな。あたしはただドアが開いてるか確かめたいんだ」突とつ撃げき手らしい言い分──目前の目標にとことん全力を尽くす。

　自分にはないものを見せられる気分──だからこそ話したくなった。

　乱暴だが決して無思し慮りよではない少女──だからこそ生き残れた。

　自分の将来を切り開こうとする意志──子供工場で〝警察への道〟を決意した自分／普ふ通つうの児童としての生活を示し唆さする少女──全然違うのに二人してずっと同じ目標に向かって頑がん張ばってきたかのような気持ちになった──多分、彼女も。

　自然と伝わってくる共感──負けたくない──境きよう遇ぐう／凄せい惨さんな事件／空っぽになりそうになる心──全すべてに。

　短い時間──それでも沢山のことを話した／仕事以外のことを／日常のあれこれ／この国の制度と自分たちについて。

　もっと話していたい──誰だれも異論を唱えず／食後の予定──〝全員でプラーター公園へ〟

　善は急げとばかりにさっそく会計を済ませて外へ──駅へ／ふと背後で二人が足を止める。

　振ふり返る鳳＋冬真──立ち止まって宙を見ている少年＋少女＝見えない誰かに呼ばれた顔。

「あ……お仕事が入っちゃった」少年が悲しげに言った。

「無線通信？」冬真＝すぐに理解──うなずく少年／残念そうにうなずき返す冬真。

「事件が？」鳳＝遅れて反応──そんなのって／こちらには何の連絡もないのに。

「まーな」少女＝残念がっている──でも顔には出さない／笑えない冗じよう談だんを笑い飛ばすようなタフそのものの笑み。「やれやれだ。そっちは連絡なしか？」

「は……はい」

「なら大した事件じゃないさ」肩かたをすくめてみせる──〝気にせずお前は休きゆう暇かを楽しめ〟と言ってくれている／こちらの名な残ごり惜おしさをわかってくれた上で。「じゃ……またな。今度は仲間もつれて、飯でも食おうぜ」

　ああ、本当に、なんてことだろう──仲間──まさに目の前にいる彼女がそうなのだという激しい思いが込み上げてくる。

「必ず」応じながら悔くやしさが湧わいた──今このとき、ともに現場へ行けないことが。

　少女が手を伸のばす──こちらの肩を、ぽん、と叩たたいた。

　すぐそばで別れの握手をする少年二人──同じことをする必要はないだろう？　と少女の笑みが告げている／とっくに築かれている絆きずな／共感──信しん頼らい。

　さっと背を向ける少女／後を追う少年──振り返らず彼らの現場へ向かった。

　見送った──二人が曲がり角へ／大通りに出て車に乗るため──見えなくなってもその場に立ち続けた。

「楽しかったね」冬真＝同じように二人が去った方を見ている。

「ええ」うなずく──二人が去った方へ背を向ける／見ていることが辛つらくて。「本当に」

　さあ、あたくしたちは休暇に戻りましょう──そう口にしようとしたのに／自分たちも立ち去るべきなのに／改めて冬真と過ごすべきなのに──どうしてもできなくて振り返った。

「鳳さん？」ちょっと驚いたような調子──鳳が今すぐ駆かけ出してしまいそうだというよう。

「あたくし……」言い淀よどむ──どう言うべきか自分でもわからず。「せっかくの日ですし、あたくしたちは、このまま……。ただ……同じ治安組織の者として、何があったかを……」

「うん。僕も知りたい」同意してくれる──すんなりと／彼の特別な日なのに／ＰＤＡを開いて確認。「やっぱり出動命令はないや……解かい析せき課のサーバーで照会してみるね」

「あの……涼月さんが、どこへ向かったかわかれば……」

「あ、多分これかも」ＰＤＡを見せる──指さす。「囚しゆう人じん護送バスが襲しゆう撃げきされたって」

「囚人護送バス……ですか」明らかに警察と憲兵の仕事──国家レベルで影えい響きようをおよぼすような、きわめて重大な犯罪が組織的に行われていた、というのでない限りＭＳＳの出番はなし。「この報告では、襲撃犯は重火器を使用していますわ」

「う、うん……」お互たがいの顔がすぐそばに＝意識する少年／それどころではない少女。「でも、鳳さんたちが出動しなければいけないようなことはないみたい」

「なら、きっと、大だい丈じよう夫ぶですわよね……」言いつつ報告データの〝重大性〟がいきなり跳はね上がるのではないかと思っている自分に気づく／そんなことを期待してはいけないのに／しいて顔を遠ざける。「あたくしたちが行かねばならないわけでは、ありませんものね……」

「行ってみる？」だしぬけ──冬真らしからぬ提案。

「え？」

「きっと現場は封ふう鎖さされているし、大きな事件なら、もうじき生なま中ちゆう継けいが始まると思うけど」

「でも……」驚き／申し訳なさ／感謝──ごっちゃになってますます自分がどうすべきなのかわからなくなる。「今日は……せっかくの……」

「このまま遊びに行っても、きっと僕も鳳さんも気分が落ち着かないだろうから。それにＭＰＢが出動するなら、短時間で決着すると思う。涼月さんたちが無事に仕事を終わらせた後で、改めて出かけてもいいんじゃないかな」

「あの……」驚きが消える／申し訳なさが増す／感謝が大きく膨ふくらむ──なぜか顔を真っ赤にしながら泣き出しそうになる／なぜか右手のブレスレットに目が行く──この人を失ってはならないという思い／それだけは忘れてはならない。「ありがとう……冬真さん」

「行こう」微笑み＝ＰＤＡの拡張画面を展開──情報を集める。

「はい」感謝を込こめて歩み出す──仲間が戦う場へ──二人で／導かれるように。
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　やっと落ち着く──やっと涙が止まる。

　乙──日向とシンジローの雑談を聞いていた／日向の気き遣づかい／シンジローの期待／乙が考え直してカタナを受け取る可能性はまだあると二人とも考えている。

「今日が、その蒸気機関車のお披ひ露ろ目めなんです。ミッテ駅は大混雑ですよ」シンジロー＝哀かなしい微笑み。「コーヒー豆の輸入ルートというのは石炭や鋼材とほとんどセットなんです。これで、良質な鋼はがねの優先価格が崩くずれます。もう僕たちには手が届かない。販はん売ばい形態が変わってしまって安く手に入れることはできませんから。こういった優すぐれたカタナは、僕たちには製造できなくなるでしょう。もちろん、これからもずっと、造り方は伝承しますが」

「造れなくなるのに、どうして譲ゆずろうと決めた？」

「前の事件のせいです。日本人会そのものがＢＶＴからにらまれてしまって。こういうカタナは、資金源とみなされます。高価な売り物になりますから。近々、文化委い託たくの名目で、このカタナをふくめた多くの品が市の所有物になります。せめてモリサンの遺品は、大切に扱あつかってくれる人のものであって欲しかったんです。市のものになるのではなく」

　切々とした口調──心に響ひびいた／でもだからこそ受け取れなかった／大切に扱うべき品──間ま違ちがってもワニに食わせたくはなかった。

　シンジロー＝出されたカフェをきっちり飲み干す──何か吞み込みにくいものを何とかして吞み込んだという顔／短時間で激しい葛かつ藤とうを乗り越こえたというように──静かな微び笑しよう。

「お手間を取らせてしまい申し訳ありませんでした」

　退室の言葉──これ以上は未練を抱いだいてはいけないといった様子／立ち上がる／カタナをつかんで両りよう腕うでに抱く。

　日向──ちらりと乙を見る／少女の心が変わっていないことを察する／シンジローにうなずきかける。「時間はかかるが、委託された物品の所有権を取り戻もどすことは可能だ」

「ええ」ほとんど望みはないと知っている顔。「最後のチャンスに賭かけてみます」

　お見送り──ロビー／ゲートを一緒にくぐる／三人でロビーの外へ／玄げん関かんへ。

「本当にごめんなさい」空むなしい詫わびの言葉──また涙が出そうになる。

「いいえ。お会いできて嬉うれしかったです」真面目まじめな顔──何かを確信したように。「選せん択たくに誤りはなかった。あなたや、そちらのアナベヘル・ルさんアナベルのような方になら、託すことができる。今は受け取ってもらえなくても」

　握あく手しゆ──日向と／乙と──さらに綺き麗れいにお辞じ儀ぎして玄関を出て行った。

　通りを進むシンジロー──日向と一いつ緒しよにその背を見送り続けた／道路へ踏ふみ出すんじゃないかというくらい歩道の端はしっこを歩く青年──ふと立ち止まる／振り返る。

　玄関に立つ乙と日向の視線を感じていたというように──遠目に微笑んでいるのが見える。

　きっと日本人らしく、最後にまた一つ、ぺこりとお辞儀するのだと思った。

　だがシンジローはそのまま空を見上げた──真っ青な空／目を閉じた／何かに祈いのるように。

　乙＝目を見開く──何かが急激に迫せまってくる。

　自然と伝わってくるもの──黄色い色──空がまるで夕焼け空のように危険な色に染まる。

　ばん！

　次の瞬しゆん間かん、シンジローの頭が破は裂れつしたようになり、顔の右側が粉々に砕くだけ散った。
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　時間が止まったような感覚──頭の右半分がぽっかり消失したまま佇たたずむシンジロー。

　実際は一秒と経たたず倒たおれた──引っ張られるように斜ななめ前へ／両手でしっかりカタナを抱いたまま──引っ張られたのではない／撃うち倒された／頭を貫つらぬいた──遠えん距きよ離り狙そ撃げきの弾丸。

「狙撃だ！　伏ふせろ！」日向の怒ど号ごう──警備／来客／通りの人々──一いつ斉せいに身を伏せた／日向も柱の陰かげへ／制止の叫さけび。「よせ、アリス！」

　乙──飛び出した／シンジローに向かって走った／死なないで、死なないで、死なないで。

　だが倒れた青年──噴ふき出す血／歩道から道路へ／道路の排はい水すい溝こうへ／カタナの布は綺麗なまま──まるで最さい期ごまで日本人らしく自分の血の汚よごれさえ自分で片付けようというように。

「あ──っ！」悲痛／怒いかり／一個の刃やいばになる素質のままに──叫んだ。「転送を開かい封ふう！」

　エメラルドの輝かがやき＝一秒余──青い羽が猛もう然ぜんとはばたく──飛んだ／怒りに満ちて。

　羽が探知──レーザー光線／照準器／死の眼まな差ざし──数百メートル先のビル屋上。

　シンジローを殺したやつがいる──なんで？　誰が？　あんな遠くからどうやって？　答えを求めて飛んだ──この犯人を殺してはいけないと自分に言い聞かせながら／殺せば理由もなにもわからなくなるから／でも殺さずに済むかどうか全然わからないまま。

　四つの関節を持つ長大な腕──灼刃ヒート機能ブレイド／燃え盛さかる怒りの刃──ぎらぎら輝く。

《アリス！》通信＝日向──心に届かず。

　迫撃手モータルの本領──燃え盛る怒りの刃を両腕に輝かせて──途と方ほうもない速度で迫った。

　青い輝きの飛来──おかしい／誰もいない──がらんとした屋上に何かがある。

　レーザー照準器──だが射手はいない／いたとも思えない──しまった！

　囮おとりだ──まんまと引っかかった──とことんナマクラな自分。

　旋せん回かい──あてもなく／振りかざした刃の空むなしさ／嘲あざ笑わらうワニの声が耳の奥でこだまする。

　叫び──闇やみ雲くもに。「どこにいるんだよっ！　出てこいよっ！　卑ひ怯きよう者ーっ！」
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　ビル屋上──給水塔とう／フェンス／衛星アンテナの陰──膝ひざ立ち姿勢の射撃手。

　フルフェイスのヘルメット──ばしゃっと音を立てて開く──ぎらぎら剣けん吞のんな顔の少年。

「なー、あんちゃんら～。あの特甲トツコー児童も撃ってえーのんか～？」

「よせやー、剣ツルギよ～」少年の口が別の声を放つ。「撃ち始めたら止まらんやっちゃのー、ほんま～。今日は他ほかに撃つもんがぎょーさん、あるじゃろーが。なあ、陸リク王オウ兄ちゃんよ～」

「秋シユウ水スイの言う通りじゃ～」さらに別の声──一人の口／次々に喋しやべる三つの人格。「日本人のガキなんざ～予定にない余計な仕事じゃけ～。その上あんなァはしっこいのと遊んどったら時間かかるじゃろーがァ。さっさとホイテロートのとこ行くどォ」

「ＭＳＳもヤるーゆーたじゃァないか～」剣──残念そうに。「あんなぁ光ミツ葉バが目ぇ潰つぶしたゆー娘むすめじゃろォ～きっと」

「なら光葉に任せときゃァえーんじゃァ、このボケがァ」秋水＝苛いら々いら。

「えーにしとけーやァ、剣」陸王＝苛々。「おどれ一人、この後ず～っと見学にしたるどォ」

「わかった、わかったけー、怒おこらんでやー、兄ちゃんら～」

　青あお銅がね色の特甲──左腕＝一体化した特大ライフル／銃じゆう口こうを下げる／ヘルメットを閉じる。

　きびすを返す──駆く動どう車輪つきの足／静音モード／屋上を滑かつ走そう──跳ちよう躍やく。

　向かいのビル──壁かべを蹴ける／蹴る／落下速度を殺す──着地。

　雑居ビルの裏──あらかじめ開いておいたマンホール──地下道へ飛び込む。

　水路脇わきの通路──車輪をフル回転＝ぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ──暗くら闇やみを疾しつ走そう。

「もっと速はよォ～せ～や～」秋水＝苛々急せかす。

「ゆーても、秋水兄ちゃんみたいにゃ～速く移動できんわい」剣＝呆あきれ声。

「喋っとらんで走らんかい。とっくに囚人どものバスが例の店に到とう着ちやくしとるど。どかんとやるんを見み逃のがすじゃろーが、のォ」陸王＝嬉き々きとして。

　疾走＝代わる代わる三つの声を上げながら──またたく間に闇へ消え去った。
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「狙撃だと!?」ニナ＝驚おどろき／怒り──果か敢かんに。「一帯を封鎖。監かん視しカメラを解析。戦術班と捜そう査さ官チームで取り囲め。我々の本ほん拠きよ地ちでふざけた真ま似ねをした犯人を決して逃のがすな」

　ＭＳＳ公用車──後部座席に座るニナ＋ヘルガ──事件発生＝平和なランチタイムを切り上げて本部へ帰き還かん。

　モニター＝分割画面──アル課長《了りよう解かいです》──日向《アリスがダミーを見つけた。周しゆう到とうな罠わなだ。あの日本人青年の身元を再調査した方がいい》

「日向、お前が指揮をとれ。乙を暴走させるな」

《了解。いったん切るぞ》日向＝言いつつ駆かけ出している──通話が保留に。

《セーフガード車両の出動準備が整いました》アル課長＝寝ね不ぶ足そくを押しての出動態勢。《くだんのファーストフード店をＭＰＢが包囲。間もなく戦場と化します》

「よし、現場周辺で捜査中の戦術班と合流しろ。戦せん闘とうはＭＰＢに任せ、武装犯へ電子的侵しん入にゆうを行い、今朝の情報汚お染せんとの因果関係を探さぐれ。ＢＶＴへの言い訳はこちらで用意する」

《了解です》アル課長──通話切り替かえ／ＰＤＡからセーフガード車両の回線に。

　ヘルガ──艶つやめく微笑／好戦的な眼まな差ざし。「やぶをつついて毒どく蛇へびが出たようね」

「本部ビル周辺の封鎖が解除されるまで、移動し続けましょう」

「日本のキモノ姿の男性が撃たれたのよ、ニナ。私と間違えて狙撃したとは思えないわ」

「ですが、誰だれが何の目的で動いているかわかりません」

「だからこそ、こちらは目的をもって対処すべきよ。食事も途と中ちゆうだし。本部の食堂で何か用意してもらって、私のオフィスで一緒に食べましょう。ついでに言えば、あなたとゆっくりドライブするなら、もっと穏おだやかな話題でくつろぎたいわ」

「わかりました」きりっと喜びを自重──携けい帯たい電話＝周囲を守る戦術班へ。「このまま本部へ帰還する。警けい戒かいを怠おこたるな」

　本部ビル──玄関前の混乱／現場封鎖／まだ遺体にシートもかけられておらず。

　走り回る現場の警官／ＭＳＳ専属捜査官／鑑かん識しき班──日向も乙も姿は見えない。

　混乱を迂う回かい──裏手＝緊きん急きゆう出動用の地下駐ちゆう車しや場ゲート。

　車を降りるヘルガ＋ニナ──戦術班がエレベーターまで護衛＝ニナの指令。「ここまででいい。周辺の捜査に参加しろ。場合によってはくだんのファーストフード店へ出動してもらう」

「了解」二つ返事の戦術班員たち──どかどか威い勢せいのいい足音／機体に戻る／再出動。

　エレベーター──ニナの携帯電話＝スピーカーモード／日向の声。《監視カメラの映像を解かい析せき課に分析させて狙撃地点を特定した。今、そのビル屋上にいる。狙撃手は逃にげた後だが、妙みようなものが残っている。小型の車輪の跡あとだ》

「屋上で車輪？」

《真っ直すぐ屋上の端はしへ向かっている。重量があるものを運んで落としたのかもしれん。隣となりのビルの壁も調べたい。両方のビルを封ふう鎖さしてくれ》

「わかった」通話切り替え──追加の封鎖指令／ついでに二人分の軽食を注文。

　八階＝長官室があるフロア──ヘルガのオフィスへ。

「ヘルガ長官」事務官の女性──小走り／手に黒い封ふう筒とう。「お届け物です」

「待て。開封は済んだか」ニナ＝かいがいしく／警戒厳重。

「もちろんです。規定の検査を済ませて持ってきました」事務官＝ちょっとむっとして。「ヘルガ長官にお届けするものは念入りにやっています」

「そうか、ご苦労」それでも先に自分が受け取ろうとする。

「ありがとう、二人とも」ヘルガ＝苦笑気味──自分の手で封筒を受け取る／にっこり。「お陰で深窓の令れい嬢じようか、囚しゆう人じんにでもなった気分よ」

　事務官＝嬉しげに敬礼──ニナ＝先にオフィスに入りお茶の用意。

　黒い光こう沢たくのある封筒──まるで豪ごう華かな招待状。

　開封済み／裏返す──息を吞のむ──送り主＝レオーベン刑けい務む収監施し設せつの囚人。

　電報──何度見ても見慣れない／虚きよを突つかれる／古めかしい流りゆう儀ぎ──メッセージの重大性を演出するためのゲームの一いつ環かん。

　オフィスに入らず──通路で封筒から厚紙を取り出す／電報の印字／ただの黒インクの色合いすら計算されている気がする。

　知らず知らずのうちに息を凝こらす──予期した名／予期し得ぬ内容──目をみはった。





　影かげを放し見つめることを選んだ雷らい火かの騎き士しに

　永遠の炎ほのおが呪のろわれし者たちを飲まんことを

〝かくて審さばき手の座したもうとき

　外げ典てんは黙もく示し録ろくとなりて顕あらわれ

　報むくいられざること一つとしてなからん〟

　鏡合わせの生者たちが照らす明るみの外で

　外典の落とす影が炎とともに生まれる

　影は触ふれることも閉じこめることもできない

　真実の鏡の持ち主だけがその目と手でとらえ

　羊の中に席をもうけた彼らを裁くことができる

　荊いばらの呪のろいをはびこらせてはならない

　それは都市を眠ねむらせ、兵士を毒で冒おかす

　夢見る蝶ちようは聖地の暗闇に招かれるだろう

　眠りながら目覚める者たちを失ってはならない

　火を分かち合え







カール・クラウス






　封筒に戻もどして制服の裏ポケットに滑すべり込ませる──一読してほぼ暗記してしまうほどに彼のメッセージが自分の中に入り込みやすくなっていることを自覚した。

　ニナ──片手に携帯電話／率そつ先せんして給仕。「お茶のご用意ができました。すぐにお食事も運ばせます」

　茶器／応客用ソファ／テーブル──部屋の主あるじを象しよう徴ちようするような華はなやかさ──微笑ほほえんで座る。「ありがとう、ニナ」

　温かい紅茶を口にふくみながら思案──〈アンタレス事件〉／〈戦犯法ほう廷てい事件〉──繰くり返される自分へのメッセージ・ゲーム。〈空港占せん拠きよ事件〉も〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉も見通す囚人──今まさに何らかの事件が進行しているという警告──いったいどうやって見通すのか？

　これまで疑問には思っていたが本気で解明しようとしなかった──おそらく／考えたくはないが／意図的なメッセージ・ゲームの影えい響きようで──目の前の事件に集中するあまり気づけばカール・クラウス本人を解明しようとする気をそがれている／いつも／誘ゆう導どうされていた。

「乙は戻ったか？」ニナ──スピーカーモードの携帯電話／日向。《今、俺の近くにいる。特甲も還送した。車輪の正体だが、機動装備だ。それを使って十六階のビルの屋上から飛び降りた。壁を蹴って速度を殺した跡がある》

「機械化義足か」ニナ＝にわかに昂こう揚よう／戦意の炎。「ホイテロートの可能性は？」

《わからん。だがこいつを仕し掛かけたのは最低でも二名だ。準備役の一名が、偽ぎ装そう、逃とう走そう経路、狙そ撃げき地点を設定した。だが実行したもう一名は、偽装など考えてもいない。マンホールが開きっぱなしだ。地下道を見たら同じ車輪の跡があった》

「罠の可能性もある。態勢を整えて追え。乙を大人しくさせておけ」

《了解》通話オフ──ヘルガと向かい合って座るニナ。「かなり特とく殊しゆな狙撃手のようです」

「そのようね」微笑む──脳のう裏りで目まぐるしい思案／そうさせられていると悟さとりながら。「私たちの接続官コーラスは今どこに？」

「水無月ですか？　休きゆう暇か中ですが、解析課に調べさせましょう」すぐに携帯電話を操作。「セーフガード車両に合流させますか？」

「ええ、そうしてちょうだい」思案──〝眠りながら目覚める者たちを失ってはならない〟

　たち──複数形／接続官たち──特甲児童を守る生ける盾たて──ＭＰＢの接続官コーラスのこと？

　これまでのメッセージと明らかに違う──〝鏡合わせの生者たち〟──〝火を分かち合え〟

　どれも複数形──連れん携けいしろと言っている？　いったいどこの誰と？　どうやって？

〝影を放し見つめることを選んだ雷火の騎士〟──リヒャルト・トラクルを撃うたずに見送った自分を再びけしかけようとしている。

〝永遠の炎〟──神が罪人を焼くための炎／悪あく魔まを退ける力──今度こそ撃てと？

〝真実の鏡〟──何かを見み抜ぬけと言っている？

〝羊の中に席をもうけた彼ら〟──最後の審しん判ぱんで許される者たち／審判手の右側／罪を免まぬかれ潔白とされた人々／またもや複数形──彼ら。

〝荊の呪い〟──情報汚染？

　落ち着いて考えろ──見抜け──だがそうすること自体、ゲームに乗ることを意味する。

「ヘルガ長官？」ニナ──微び動どうだにせず宙を見み据すえるヘルガへ心配そうに。「どうかなさいましたか？」

「なんでもないわ」無意識に思っていたことに気づく──あなたをこのゲームに巻き込みたくない／私が絡からめ取られてしまったときのために／あなたをメッセージから守る必要がある。

　コール──日向／自動的につながる／スピーカーモード。《地下道の最新の地図と照らし合わせた。車輪の持ち主は、ドナウ運河の古い大規模暗あん渠きよに向かっている。偶ぐう然ぜんかもしれんが、最短距きよ離りで例のファーストフード店の周辺に出るルートだ》

「なんだと？」

「戦術班に待機命令」ヘルガ＝だしぬけ／呆あつ気けに取られるニナ──〝兵士を毒で冒す〟──メッセージに動かされているとわかりながら。「用意が整うまで、いかなる兵科もＭＰＢが包囲中のファーストフード店へ行かせてはならないわ、ニナ」

「用意……？」

「一、接続官コーラスの居場所を特定し、ただちにセーフガード車両に乗せること。二、その上でセーフガード車両を、包囲中のファーストフード店周辺に位置させ、対電子措そ置ちを整えること。三、それまでは戦術班も特甲トツコー児童も可能な限り現場から遠ざけるか、セーフガード車両の保護下に置くこと。敵にはＭＳＳの電子戦を知り尽つくした人物がいるわ。くれぐれも、彼らの荊の毒で、私たちの兵科を冒させてはならない。いいわね」
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　第二十ドナウシ二区ユタツト──ヴィエナ・インターナショナル駅近くのクレパラチープンケン屋。

　メイン・スープ・デザート＝三品ランチセット──クレープは様々なジャム・チョコ・野菜ソースなどから三種を選せん択たく──野菜メインの水無月／酸っぱいものだらけの雛──二人とも肉なし／ベジタリアンなみ／結果的によく似たセットが並ぶ。

「青い馬のバッジは、訓練学校の実技試験で一番優ゆう秀しゆうな成績を収めた者に贈おくられる、文字通りの勲くん章しようだ。当時、内務省と国防省の機関が訓練学校の管かん轄かつを争ってた。そうだったってことを知ったのは卒業した後だ。内務省は国内の治安に機械化児童を使おうとしていた。国防省は海外派兵のために。君たちの代のときは内務省主導になってたろ？」

「ふうん」茫ぼう洋よう＝混こみ合う人気店──ざわざわ／がやがや／だけどヘッドホンは外したまま／沢たく山さんの雑音にまみれてちょっとくらくらする。「よく知らない」

「まあ僕たちもよくわかってなかった。施設全体が誰のどんな都合で出来上がってたか知ろうとしたところで、大人たち自身よくわかってなかったな。水面下では特甲開発が本格化してたし、そもそもこの国は包ほう括かつ的国土防衛とかいう、複雑なしろものを抱かかえてるんだ。国防省、内務省、通商産業省、教育文化省がテトリスのブロックなみに違う防衛計画を立てて首相官かん房ぼうがまとめてる。その四つの省が、機械化児童の訓練学校に関係してるし、相当な予算を注つぎ込んでる。逆に言えば、訓練学校は機械化児童の公務員コースの通過点で、四つの省が関係する機関のどれでも就職できる可能性があるんだ。ただし、あみだくじみたいな決定方法で。どんな大人たちの都合で自分たちの将来が決まるか誰だれにもわからない。そんな環かん境きようで、青い馬のバッジは自由の象徴だった。だって一番優秀なんだから、どんな職業でも自由に選択できるはずだ。みんながそう思ってた。でも、実際は違った。軍が──国防省の誰かが、訓練学校を自分たち好みの施設にするための施し策さくに過ぎなかった」

「好みって？」

「訓練学校を効率的な徴ちよう兵へいのための機関にしたかったのさ。必死に青い馬のバッジを手に入れた結果、自由を得るどころか、軍の所有物みたいに扱あつかわれて海外の戦場に送り込まれる。それがわかるのは、バッジを手に入れた後だ。黙示録に出てくる〝青ざめた馬〟の勲章をな。その馬に乗る騎士の名は〝死〟──黄よ泉みを引き連れ、地上の人々に死をもたらす権限を与あたえられる──とかなんとか。要は、ますます立派な人殺しになって、送り込まれた土地の人間からペスト菌きんなみに恐おそれられろってわけだ」

「ふうん」雛＝国内でほぼ同じことをさせられているため特に何も感じず──だがふと記き憶おくがよぎる＝〈戦犯法廷事件〉──バイオリンを手にした少年／特甲猟りよう兵へい／青い馬のバッジ。

　少年が奏かなでる冷え冷えとした音色を思い出して寒けがした──空っぽの心／回転するミキサーの刃はが歌っているような音／何もかも引き裂さいて吞み込もうとする爆ばく風ふうじみた精神。

　自由になろうとして頑がん張ばって一番になったのに外国の戦場に送られてあんな風になってしまったんだろうか──そう思うと、自分の方がずっとましな境きよう遇ぐうである気がしてほっとなった。

「水無月は、そのバッジをもらって何になりたかったのぉ？」なんとなく答えを察しつつ。

「別に……自由になれるなら、なんでもよかった。それに、鳳がバッジを手に入れたからな。鳳は警察官になりたがってた。それも面おも白しろそうだなと思ったんだ」

「ふうん」なんとなく伝わってくるもの──鳳の存在が水無月から母親の幻げん影えいを消してくれた／鳳の目的が水無月にも目的を与えてくれた──警察＝対決の道。

　どす黒い悪と──母親と──犯罪そのものとの対決──鳳が教えてくれた道を追う水無月。

「鳳、バッジをもらったの？」遅おくれて疑問──そんなの聞いたことない。「軍人だったの？」

「いや。訓練学校の体制が変わって、問答無用で兵隊にされることはなくなったんだ。国防省が人材を独どく占せんすることに他の省が反対したのさ。特甲児童の開発顧こ問もんたちは誰も軍属じゃなかったのも影響したんだろう。女子の特甲児童は原則的に海外派兵には選せん抜ばつされないことになってるけど、多分、開発顧問の誰かがそうしてくれたんだ。接続官コーラスという職業を作ってくれたのも開発顧問だし……。どの博士が何をしてくれたんだったけ……よく覚えてないな」

「その博士に、接続官コーラスになれって言われたのぉ？」

　黙だまり込む水無月──ＭＰＢの少女に問われたときと同じ表情──チェロ／忘れた／思い出せない。

「人格改変化プログラムか……？」自問──かすかな記憶をたぐり寄せようとする。「僕だって以前は飛べたんだ。でも、飛べなくなった。いや……飛ぶことをやめたんだ。誰かに頼たのまれて……きっと螢が……あの子を守るために。なんだったかな。多分……初出撃のときだ」

　雛＝ぼんやり想像──きっと接続官コーラスとして働いたせいでそうなった／記憶の欠けつ如じよ／飛べなくなった羽──もしかすると脳内チップへの打撃のせいで──鳳や昔の仲間を守るために。

「やれやれだ」肩かたをすくめる──記憶の断だん片ぺんを放ほうり出す。「僕らの世代の特甲児童は、もの忘れがちょっとばかり激しいんだ。それがセ・ラ人生・ヴイ、それがセ・ラ戦争・ゲールってやつさ。戦争をやる人間は、敵を殺すことで生き残るわけじゃないって誰かが言ってたな。殺したことを忘れることで生き残るのさ。忘れないとやってられないから」

「うん」また相づちを打つ──そろそろさすがに耳が寂さびしくなる／首から下げたヘッドホンを手に取る／装着する前にふと口をついて出る。「水無月、飛べなくなって悲しい？」

　意表を突つかれた顔──答えるまでもないというように。「いや」

　鳳が生きていたんだから当然だというように──鳳はきっと知らない／あるいは忘れてる／水無月が飛べなくなったこと／水無月は何も言わない。

　着信音──ＰＤＡ＝苦い顔の水無月。「くそっピユタン、合流指示だ。セーフガード車両が近くに来てる。現場の情報汚お染せん対策に駆かり出されるらしい。やれやれ……君には命令なしか？」

「うん」もぞもぞヘッドホンを装着──音楽の防ぼう壁へきにひたる／水無月が保護されることに安心を覚える／脳内チップを通してＭＳＳのサーバーにアクセス。「一人で現場に近づくなって、ニナからメッセージが来てる」

「僕が現場行きか。いつもと逆だな」金属装そう飾しよくをじゃらじゃら鳴らせて立ち上がる。「冬真のところへ行くなら追つい跡せきデータを転送してやる。まあ、冬真ときたら、鳳が最も嫌きらう店をチョイスするという大失態を犯おかした後だから、きっと気まずいことになっているだろう。そんな現場に参加するのはさすがに気が引けていたところだ。もしかすると、いつかの大おお喧げん嘩かのときのように二人が別行動をしている可能性もある。行って慰なぐさめてやるか？」

「行かないよ？」質問口調で応答／この人を失ってはいけないという不思議な使命感──席を立つ。「水無月と一いつ緒しよに行く」

「それほど電子戦に興味が？　単独で追跡できるようスキルを磨みがいておこうという腹か？」

「うん」別にそういうことでいいですという態度。

「抜ぬけ駆がけはなしだぞ。親友というのは共犯関係の産物だ。お互たがいの自じ縄じよう自じ縛ばくだ──」

　ぐいと引っ張った──水無月のジャケット＝チェーン。

「きゅう」変な声＝チェーンで首が絞しまる──自縄自縛。

　変な角度で傾かたむいた水無月──額がちょうどいい高さに／頭を両手でつかんで固定。

　何かの印でもつけるように額の真ん中に唇くちびるを押しつけた。

　そうしながら自問──ボクなんでこんなことしてるんだろう？

　ふと記憶──雛のママ／遠い昔にしてもらったキス／よくやったと誉ほめてくれたママ。

　自答──水無月にはママがいなかったから／優やさしく誉めてくれるママ／頑張っても傷ついても誉めてもらおうとはしない水無月／誰かの盾になって満足してあっさり死なないように。

「水無月、ボクの親友になってもいいよ」そうなることでこの少年を保護できる気がして。

「は、放せ」もがく水無月──雛＝ぱっと手を離す／ひっくり返りそうになる／それこそ殺されかけたといわんばかりに狼ろう狽ばい。「何をするんだ。今のは何かの呪じゆ術じゆつか？」

「おまじない」ぼんやり──だが断定的。「そのままだと水無月、死んじゃうから」

「失敬な。こう見えて僕はしぶといんだ」むっとした顔──額にふれる。「人前でするもんじゃない。母親にさえされたことないんだ」

「うん」茫ぼう々ぼうとうなずく──やっぱりそうなんだ／しぶといという言葉が本当であって欲しいと思いながら──鳳と鳳の昔の仲間たちも同じように願ったのだと思いながら。

　おまじない──失わないように／失われないように──祈いのりが届くように。
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　まさに紛ふん争そう地帯──〝この都市は安全です〟と繰くり返し主張する政府と市の広報努力を唾だ棄きする有様＝〈ロケットの街〉のありがたくない面目躍やく如じよ。

　人口二千五百万のうち月間の銃じゆう死し者しや数がたった六百四十八人である──と何年も前に、政府の広報がうっかり口を滑すべらせたせいで各国メディアがこの都市を揶や揄ゆ──古いロケット推進燃料たる過塩素酸アＡンモニウムＰの着火点が六百四十八Ｋケルビンであることから通つう称しよう〈ロケットの街〉に。

　第レオポル二トシユ区タツト──四番街にあるビルの一階──ファーストフード店。

　店の入り口──弾だん痕こんだらけの囚しゆう人じん護送バス＝バリケード──包囲するＭＰＢ部隊。

　四ブロック離れたビルの十四階／レストラン・フロア──窓辺に集まるビジネスマン／家族連れ／カップル──怖こわいもの見たさの野次馬──大半が携けい帯たい端たん末まつで撮さつ影えい中。

　野次馬に紛まぎれて現場を見下ろす鳳＋冬真──ＰＤＡでＭＳＳに入ってくる情報を閲えつ覧らん＝〝囚人護送バスを武装集団が襲しゆう撃げきしてのっとり、ファーストフード店に籠ろう城じよう〟〝人ひと質じちと思われた店員と店長は集団の仲間〟〝襲撃犯は〈ローデシア〉を自称。危険な白人至上主義者の集団として知られる〟〝ＡＰ爆弾と思われる起爆装置が確認されたことから周辺に退たい避ひ命令──〟

　冬真＝今朝の記憶。「あれって演習で雛さんが電子捜そう査さした店じゃ……」

　うなずく鳳＝目は遥はるか下の現場を見み据すえたまま。「四番街のビルですわ」

　突とつ然ぜんの轟ごう音おん──どかん！　入り口を塞ふさいでいたバスがいきなり動いた／殴って動かした──漆しつ黒こくの特甲児童──先ほどまで一緒に食事をしていた仲間＝涼月さん──果か敢かんに店内へ突撃。

　ＭＰＢ隊員たちが続く──裏口の方でも閃せん光こう弾だんの輝かがやき。

　鳳＝窓に両手を当てつつ懸けん命めいに自制──さすがに今朝の演習のように窓をぶち破って飛び出すわけにもいかず／ひたと遠方の騒そう乱らんを注視。

　ＰＤＡにコールサイン／コール音＝アル課長──慌あわてて出る。「冬真です」

《先ほどからアクセスしているね？》野太い声──慌てて音量ダウン／液えき晶しようを元の大きさに。

　鳳を置いて窓辺から離れる／野次馬から距離を取る──うっかりマスコミ関係者でもいて通話を聞かれようものなら一発でクビになりかねない。

「は……はい。たまたま通りがかりまして。今朝の演習で──」

《まさに雛くんが電子捜査を行った店だ》即そく答とう──宥なだめるように。《ただし今その現場は僕たちのものではないんだ。ＭＰＢが現場の全権を掌しよう握あくしているし、あそこの副長はヘルガ長官と親しい。制圧後に捜査情報は共有されるだろうから、くれぐれも手を出してはいけないよ》

「はい、わかりました課長」ふいに回線が切り替かわる──ＭＳＳ独自の暗号化ラインに。

《周囲でこの会話を聞いている者はいないね？》課長──声が急に力強くなる。

「はい」ホールの誰もいない方へ移動──音量をさらに下げる。

《今のは方便というやつさ。ＢＶＴにはさっきの会話の録音データを提出する。さて、現在、僕と解かい析せき班がセーフガード車両で現場に急行中だ。御影くんたち戦術班もね。僕たちはまず水無月くんを乗せるようヘルガ長官から指令を受けている。現場へは、対情報汚染の措そ置ちを講じるまで誰も近づいてはならないとのお達しだ。今すぐそこから遠ざかるか、さもなければ鳳くんと一緒に僕たちと合流して欲しい。とはいえ、せっかくの休きゆう暇かは大事にすべきだよ》

「合流します。お願いします」即答──ふと素そ朴ぼくな疑問＝なぜ鳳さんと一緒であることがわかったんだろう？　みんなにバレバレだとは露つゆとも思わない天然思考。「合流地点は──」

《アアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイイイイイイイイ──!!》

　にわかに異変が勃ぼつ発ぱつ──野次馬たちの携帯端末が一いつ斉せいに電子の絶ぜつ叫きようを放つ。

　パニック──大勢が端末を顔から遠ざける／振ふれば直るとでもいうように振り回す／投げ捨てる／襲撃犯がこっちに来ると勘かん違ちがいして腰こしを抜かす──大混乱。

　冬真のＰＤＡにもノイズ──拮きつ抗こう措置ゆえに通話を維い持じ＝アル課長が部下へ叫さけんでいる。《情報汚染だ！　電子防護を実行。ただちに追跡を──》

　冬真＝愕がく然ぜん──なんという侵しん入にゆう／近辺の通信アンテナをのっとった／憲兵の通つう信しん網もうごと周辺の通信機器を全すべて無力化した──どうしたらそんなことが可能なのか皆かい目もくわからず。

　鳳がきびすを返す──戻もどってきた冬真と目が合う／急いで近づく。

「鳳さん？」呆ぼう然ぜん──目が合った瞬しゆん間かんに止められないと悟さとる──決意に燃える少女の瞳ひとみ。

「ＭＰＢに情報汚染への対抗措置があるか不明です。おそらく、あたくしたちのような装備は持っていません」周囲の人々に聞かれないよう低い声──うわずる。「涼月さんは、あの建物から出てきていません。ＭＰＢの隊員が地下へ向かうのを見ました。もし敵がいる地下道などで、特甲トツコーの転送が阻そ害がいされたら──」

「こっちへ、鳳さん」冷や冷や──誰かに聞かれたらまずいことに／せっかくの課長の気き遣づかいが台無しに。「セーフガード車両が急行中なんだ」

　鳳が目をみはる──二人＝非常階段へ／扉とびらを開ける／無人の踊おどり場／やっと普ふ通つうに話せる。

「電子戦の用意が整うまで近づいてはいけないって、長官が命令を……」

「一刻を争うのです！」

「一分で用意する」上り階段を指さす──自分にはついて行くことができない場所。「鳳さんは行って。用意ができたら飛べるはず。課長には僕から報告する」

「冬真さん……」今日だけでもう何度目かもわからない感謝が溢あふれた──かつてなく勢いに任せる／小こ柄がらな少年を正面から抱だきしめる／機械の手を嫌いやがる人ではないという安心感。「ありがとうございます」

　冬真＝硬こう直ちよく──気の利きいたことも言えず／抱だき返すこともできず──さっと身を翻ひるがえして階段を駆け上がる少女を見送る──体に残る少女の香かおり／遅れてものすごい動どう悸きに襲おそわれた。

　慌てて用意に取りかかる──課長に連れん絡らく／鳳への優先的な電子防護／男気に満ちた大男の返答。《組織が違うからといって現場の隊員を見捨てるなんて僕にもできないよ。ヘルガ長官が納なつ得とくするような防護をただちに張り巡めぐらせる。手伝ってくれ。そこでも操作はできるね？》

「はい」ＰＤＡを床ゆかに置く──〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉で嫌けん疑ぎを晴らそうとしていたときを思い出す──キーボードを投映モードに／床に映し出されるキー／赤外線式／叩たたきまくる。

　三十秒経過──無線通信に用いられる電磁スペクトル拡散を巡る攻こう防ぼう──敵性スペクトルの遮しや断だん／味方のスペクトル防護──課長＋解析課の猛もう烈れつな頑がん張ばり。

　冬真──信号を受信できなくさせるノイズを特定／ＡＩと共同／ＡＩなみの速度で設定／鳳を守るためのノイズ掃そう除じ──四十秒経過──水無月が途と中ちゆう参戦。《やはり君はノイズ掃除の名人だな、ワトソンくん》

「鳳さんが飛ぶ気なんだ。仲間のために」冬真＝床に投映されたキーを叩き続けながら。

《いつだってそうさ》またたく間に準備が整ってゆく──少年二人の共同作業。《なかなか速いな、ワトソンくんのくせに。あの子の羽を守るのは僕の仕事だぞ》

「僕だって」対抗心──にじむ汗あせ──五十秒経過。「羽以外のものも守ってみせる」

《言うじゃないか。どうやらＭＰＢにも優ゆう秀しゆうな接続官コーラスがいるな。あちらの情報汚染がクリーンになってる。じきに通信が回復するだろう》

　吹雪くんだ──またもや対抗心──転送防護完かん了りよう／通信防護完了／侵入防護完了。

　六十秒ジャスト。《完了だ。現状確かく認にんされている情報汚染は全て封ふうじた。どうする？　家に帰るか？　こっちへ来るか？》

「行くよ。すぐに」ＰＤＡをたたむ──とても階段を駆け下りる自信はなし──ロビーへ。

　エレベーターへ走り込む──頭上を見上げる──今まさに飛び立ったはずの少女を想おもいながら地上へ──自分にもできることを求めて／息を切らせて走った。

　最上階──鳳＝ドア・施せ錠じよう・『立ち入り禁止』の文字──まとめて蹴けり飛ばして屋上へ。

　数えた──目を閉じて／風に煽あおられながら静かに待った／信しん頼らいで焦あせりを抑おさえた。

　六十秒──セーフガード車両から防護完了の報告──あの人が行けと言ってくれている──目を開いた。「転送を開封」

　エメラルドの輝き＝一秒余──鋼鉄の四し肢し／長大な重機関銃／揚よう力りよくに優すぐれたアゲハチョウの羽──紫むらさきの輝きをはためかせて屋上から宙へ。

　急降下──脳の血液が移動／視界が暗転／羽の探査で周囲を把は握あく。

　ＭＰＢの部隊が銃撃戦を行っている建物へ直進せず──現場から死角になるようビル陰かげを飛ひ翔しよう／側面支し援えん＝ドナウ運河の支流。

　コンクリートの川かわ縁べり──ぽっかり空いた地下道──飛び込んだ。

　暗くら闇やみへ──仲間がいる場所へ──引き寄せられるように。




　　　　†




　地下道──がしゃ・がしゃ・がしゃ・がしゃ──疾しつ駆くする機体。

　鋼鉄の青い水牛のごときアームスーツ──日向の操縦＝さっそく実戦使用。

　サーチライト付きの長大な銃器を携帯──軍用機体では入り込めない道を捜そう索さく／車輪の跡あとを追う／戦術班きっての追跡手＝本領発揮──確信に満ちた足取り。

　乙＝通常の姿──アームスーツの肩かたに腰こし掛かけている／片手で角をつかんで手すり代わりに／むっつりロリポップを囓かじる──自分は空で右往左往しただけ／日向に諭さとされ黙だまって従う。

　移動──ＭＳＳ本部ビルのある第三十ジーク五区ムント──隣となりの第十ジオン一区メリング──ドナウ運河へ。

　市の水門管理施し設せつ──トンネルを出てコンクリートの川縁に──両岸に高速アウト道路バーン。

　車輪の跡が途切れる──運河を渡わたったか迂う回かいしたか──対岸＝第レオポル二トシユ区タツト／別のトンネル。

　機体から日向の声。《ＭＰＢの通信をセーフガード車両が傍ぼう受じゆした。ＡＰ爆弾は偽ぎ装そうだったらしい。電子的な罠わなを仕し掛かけることが目的だったのかもしれん》

　言いつつ運河へ──浅あさ瀬せ／もし機体が停止して倒たおれたら溺おぼれ死ぬのに／恐おそれ知らずの歩み。

「鳳が飛んだ」乙──両目を向ける＝運河上流／数キロ先／機体の上で立つ。「オレも行く」

《落ち着いて支援に徹てつしろ。あの現場は俺たちのものじゃない。ヤマモトを撃うったやつは必ず見つけ出す》

「うん」信頼──言って欲しいことを全部言ってくれた男に追つい跡せきを任せる。「転送を開封」

　輝き──青い羽のはばたき／一瞬の浮ホバ遊リング／ほぼ予備動作なしで一挙に上じよう昇しよう──上空へ。

　脳内チップを通して情報を確認──セーフガード車両の防護──運河に沿って飛翔。

　白はく煙えん／銃声──目で確認＝ほんの一キロ先に騒乱状態のファーストフード店。

　にわかに探査──自分の下方──一瞬だけ浮うかび上がったレーザー光線＝狙そ撃げき手の眼まな差ざし。

　現場を包囲しているＭＰＢのものではない──包囲の外／包囲する者たちを狙ねらっている。

　旋せん回かい／滞たい空くう──さっきの狙撃手!?

　直後に音おん紋もん情報──狙撃手が撃った＝音がビル街に反はん響きよう／すぐには位置を特定できず。

　ヤマモトを撃った銃声データと照会──おそらく日向も聞きつけている音──一いつ致ちせず。

　違う狙撃手──そこへ新たな音／立て続け──また違う狙撃手!?

　もはや狙撃チームと呼ぶべき入念な敵の態勢──狡こう猾かつに居場所を隠かくした狙撃手たち。

　二発とも現場付近へ向かって発射──標的＝少女。

　探査情報──ＭＰＢの特甲児童／紅あかい髪のおねーさん／ビデオレターで見た。

　所属は異なるが仲間であり同どう胞ほうと呼ぶべき少女の窮きゆう地ち──二人の狙撃手に動きを封じられている／彼女の仲間たちとの連れん携けいを断たたれている／激しい情報汚お染せんに襲われている──もはや、めった打ちというべき状じよう況きよう。

　義ぎ憤ふんが湧わいた──それがあっという間に闇やみ雲くもな怒いかりに変へん貌ぼうしかける。

　ドキドキするだろう？　ワニの声──思い切り力を使ってやれ／こそこそ隠れているやつらに目にもの見せてやれ／探す必要なんかない／いるとわかっている一帯を焼き払はらってやれ。

　レベル３の炎ほのおで──そうしたらどんなに気分がすっとして清すが々すがしい気持ちになるだろう。

　自分がまたいつの間にか左目を閉じているという自覚──右目だけで世界を見つめる／ワニの腹に収めるために／羽に満ちるノイズ──セーフガード車両に傍受される。《おいおい、切り裂さきジャックくんが、またおかしな気分になってるようだぞ》

　なぜ？　痛切な疑問──どうしてこんな風に簡単にワニが出てくるようになったのか？　自分が自分ではなくなる感覚──（楽しい楽しい楽しいなァ！）──（外的解かい離り性ビジョン）

　原因がわからない／ワニがなんなのかなんて／落下する飛行機／炎が迫せまる／真っ二つにされる人々──パパとママ／ハイジャック犯に撃たれたママの胸から血が溢れ出して──なのに楽しそうに笑ってるなんて。

（──克服せよ）

　びくっとなった──左目が開いた──ごく自然に。

　ふいに現れるもの──紅い光点──現実じゃない／幻まぼろし──（内的導引性ビジョン）──空／ビル街／自分が向かうべき河岸／地下道への入り口──あちこちに光点／だが消えていく／最も優先すべき目標を選び出す──どこからともなく訪おとずれる静穏さとともに。

　最後に残った光点＝河岸──地下道へ向かうべき──敵の狙撃手たちは武装犯たちに睨にらみをきかせるためにいる／めちゃくちゃに暴れたがる武装犯たちを指揮するため／指揮に従わず作戦を阻害しかねない暴れ者は撃ち殺して排はい除じよするぞという脅おどし。

　戦術指揮──今はほぼ完了／武装犯たちは地下へ／狙撃は届かない。

　なのに狙撃態勢のままなのは──きっと武装犯たちが地下で何かしているから／それが終わるまでは包囲する憲兵隊を釘くぎ付づけにしておく必要があるから。

　食べ終わったロリポップの棒をぷっと吹ふき捨てた──飛んだ──かつてないほどすっきりした気分／思考──背後で三発目の狙撃。

　ＭＰＢのおねーさんは無事──これでいい、という思い──狙撃手たちは自分が地下へ向かうところを見るはず／それが狙撃手たちに撤てつ退たいを判断させる──潮時だと思わせるはず。

　地下で何をしているにせよ途中で投げ出さねばならなくなる可能性が生まれる。

　それが彼女の／現場の／地下に向かった仲間のためになる──（落ち着いて支援に徹しろ）

　敵を引き裂くことだけが支援じゃない──なんとも自分らしからぬ判断。

　心に満ちる静けさ／穏おだやかさ／何の迷いもなく──一個の刃やいばと化して地下道へ飛び込んだ。
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　現場から五百メートル──ＭＰＢの囲い込みエリア外／フロイデナウ通り／北にゴルフ場＝ノイズが少ない場所。

　セーフガード車両前部──猛烈に働くアル課長＋解かい析せき課人員。

　車両後部──水無月＝上半身裸はだか／背に羽／カプセルなしの電子戦モード／ひざまずいて電子の眠ねむりと覚かく醒せいの狭はざ間まに。

《やれやれノイズだらけだ。羽の掃除が大変だぞ》言外に冬真にやらせる気まんまん。

　雛＝ドアの窓にぺったり額をつけて外を見る──通りに現れる冬真＝息せき切って走る。

　ドアを開く雛──冬真が手を振る／微笑ほほえむ／ぜえぜえ言いつつ到とう着ちやく。「雛さ……、いや、雛くん……。鳳さんが……」

「うん」みなまで言わせず──冬真が来たお陰で安心が増す／きっと大だい丈じよう夫ぶ／いきなり水無月が死んだりする可能性はそんなに高くないはず。「転送を開封」

　輝かがやき──すぐさま飛翔／真っ直すぐ運河へ／鳳や乙が入ったのとは違う地下道。

　暗闇にじわじわ広がる黄色い何か──武器を持った人たちが地下で何かをやっている。

　音響探査にヒット──枝分かれするトンネルの一つ／アームスーツ一体＋武装した人々。

　羽が離はなれた場所で交かわされる声を拾う──（なにしやがる！　いいか、俺は自分の店を差し出したんだ！　俺は〈炎の巨きよ人じん〉だぞ！）（黙れ、間ま抜ぬけ）（情報の入った電話を公安に渡しやがって）（きっとこいつが爆ばく弾だんを盗ぬすんだんだ）（処しよ刑けいすべきだ）（死ね）

　ズガン！　地下道にけたたましく響ひびく銃じゆう声せい──（ぐわっ、耳が）（馬ば鹿か）（いきなり撃つな）

　トンネルへ飛び込む──なんだかもめているらしい大人たち──問答無用の奇き襲しゆう。

　アームスーツ目がけて連結式チエーン爆雷・マインを投げ放とうとした刹せつ那な──真っ赤な影かげが迫った。

　赤いアームスーツ──幅はばが広い角／細身の機体／どこか鹿しかっぽい──おそらく高度なセンサーで雛の到来を察知──仲間たちがごちゃごちゃやっているのをよそに迅じん速そくに迎げい撃げき。

　雛＝即そく応おう──右みぎ腕うでの火か炎えん放射器を向けた／肘ひじ関節をつかまれた／撫なでられるような感覚。

　一いつ瞬しゆん後、何がどうなったのか、上下がぐるんとひっくり返って宙に投げられるとともに右腕がへし折れ、そのまま盛せい大だいに濁だく流りゆうへ飛び込まされていた。

　連想──アイキ──〈アンタレス事件〉で捜そう査さ協力した日本人男性の魔ま術じゆつ的な技わざ／それをこの赤いアームスーツが使った？

　驚おどろきのあまり思考停止／意外に深い下水──飾り耳オーアが抗磁圧を発して顔を水から守った。

　慌あわてて水中ではばたく／羽が歪ゆがむ／濁流に逆らい姿勢制せい御ぎよ──水から顔を出す。

　水路脇わきの通路に這はい登る──折れた腕＋水で濡ぬれた羽──いったん還送／再転送。

　思考停止している間に十メートルほど流されていた──とっくに消えた武装犯たち。

　探査──奥のトンネル／一目散に逃とう走そうする人々／しんがりで後ろ向きに走るアームスーツ＝小こ脇わきに対空機き関かん砲ほう──雛が追いかけて飛べば狭せまい通路で掃そう射しやを浴びることになる。

　怖こわくて追えない──見事な迎撃／得体の知れない体術──遅おくれて涙なみだ目め。「うぇ……」

　投げ損そこねた爆雷をぶらぶら揺ゆらす／とぼとぼ歩み寄る──射殺体。

　先ほど撃ち殺されたらしい男──暗くて羽の探査だけではわからないがどうやら迷めい彩さい服姿／首に吊つるした携けい帯たい電話／背に自動小銃とヘルメット／綺き麗れいに刈かり込んだ逆Ｔ字ヒゲ。

　第一印象＝いかにも胸や背に鉤かぎ十字の刺青いれずみとか入れてそう──記き憶おく＝死んだ自分の父親。

　逃にげた大人たちも確かこんな感じだった──白人至上主義者たちの群。

　男の携帯電話をつかむ／首から紐ひもを外す──電話を使って逃げた連中を追えないか思案。

　そこへ突とつ如じよとして背骨が凍こおるような危機感──暗闇に満ちる夕焼けのような警告アンバーの黄色・ライト。

　あのアームスーツの使い手がこの死体を放置した理由を悟さとった──どうせ証しよう拠こは残らない／何もかも燃えるから／塵ちりに還かえるから／地上の爆弾はフェイク──本命は地下にあるから。

　爆弾魔の直感＝逃げろ──今すぐ──間もなくここは火の海になる。
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　羽の成エレ分メントを調整──演習の成果／過去の訓練の記憶──信号を探査。

《……助けて》透とう明めいな声──水路のどこか／暗闇から響く声。《お願い……》

　機銃を握にぎりしめて飛んだ──必ず助けるのだ／仲間を／もう誰だれも消えさせはしない。

　違い和わ感かん──信号を追うことで現場から遠ざかっていく。

　ふいに探査にヒット──アームスーツ／信号からやや離れた場所／別のトンネル。

　どちらへ進むべきか一瞬の思案──信号を優先。

　ひときわ大きな地下道へ入った瞬間、何かが一いつ斉せいに降ってきた。

　咄とつ嗟さにかわす／旋回／転回──閃ひらめく何か──弧こを描えがく・槍やりのように突つき出される・ぐねぐね蠢うごめく──刃の群と判断されるもの──こちらの羽を狙うそれらを辛からくも回かい避ひ。

　かと思いきや──機銃に絡からみつく／巻きつかれる／意外な重量──振ふり回した。

　機械仕掛けの腕わん力りよく──花粉まみれでも平然と飛ぶアゲハチョウの羽の揚よう力りよく。

　機銃に巻きついた相手を天てん井じように叩たたきつけた──相手が張りついて隠れていた場所。

　相手が離れる──下水道脇の通路で転てん倒とう／すぐさま起き上がる／身を低めて構える。

　滞空──ようやく冷静に彼らを認にん識しきした。

　灰色の中国服の男たち三名──蛇じや腹ばら型の機械化四し肢し＝蠢く刃の手足。

　データにヒット──〈空港占せん拠きよ事件〉でＭＰＢを襲おそった集団＝中国軍＝〈蟲チオン〉の兵士。

　理り屈くつがわからず──明らかな伏ふく兵へい──天井にへばりついて探査から隠れ、こちらが来るのを見計らって襲いかかってきた／なぜ？／武装集団と連携？／偶ぐう然ぜんここが彼らの縄なわ張ばりだった？

　ゆらゆらと手足をうねらせ間合いをはかる三人──こちらが掃射すると同時に飛び込んでくる／羽を狙ってくる／トンネルという閉所を最大限に利用して。

　空中機動を封ふうじられたに等しい状況──それならそれで、飛ばねばいいだけだった。

　すーっと下降──両りよう脚あしを地につける／羽をたたむ／機銃を構える──ぴたりと止まる三人。

「ご奉ダダダダ仕いダダダダたしダダダダますダダダダわーダダダっ！ダダダ！」掃射──線ではなく面になるように／手足をたたむ三人／火花・火花・火花──蛇腹の手足に亀き裂れつ・砕くだける・後退を余よ儀ぎなくされる。

　そこへ別の轟ごう音おん──どどどどど、と爆発的な唸うなりを上げる何かが三人の後ろの暗くら闇やみから飛び出した──こちらの掃射をものともせず直進＝ばかでかい盾たて。

　またもや意表を突かれる──すぐさま飛ぼうと羽を広げたところへ衝しよう撃げき。

　こちダダダダらのダダダ！十八ダダダダ番をダダダ！奪わダダダダれるダダダ！強烈ダダダダな弾ダダダ！丸のダダダ雨ダダ！──羽が引き裂かれる／機銃が砕ける／ガードした腕が凹へこむ・ひしゃげる・火花まみれに。

　データにヒット──驚きよう愕がく＝またもや〈空港占拠事件〉で現れた存在──黒くろ鉄がね色の特甲トツコー猟りよう兵へい。

　真っ黒いフルフェイスのヘルメット──動輪アクセ制御ルスロ式ツターの脚きやく部ぶ＝車輪つきの足で驀ばく進しん。

　右腕＝燃動キヤブ制御レーシ式ヨンチェーンアーム──電気ノコギリと多機能型ライフルのごたまぜ兵器。

　左腕＝重量バランスを取るための大きな盾──構えたまま突進。

　しまったと思ったときには遅おそかった──盾が抗磁圧を放った／目と鼻の先／再転送しかけた羽と四肢に打撃／飾り耳が抗磁圧を最大発揮して頭部を保護──それでも目の前が真っ暗に。

　どかん！　音が後から聞こえた──大きな地下道からもと来た道へ吹っ飛ばされた。

　転倒──きらめき＝燐りん晶しようの塵──羽を構成する特とく殊しゆな液晶素材が砕けて舞まい散った。

「余計な仕事ばっかじゃのォ～ほんまァー。着いたと思ーたら、脳なしは逃げとるわ～、爆弾は盗まれるわでよォ～、せっかくのお祭りじゃァゆーに、下水を走ってばっかじゃァー」

　よろめく／立ち上がる／再転送──いきなりまた衝撃──凄すさまじい火花。

　回転するノコギリで斬きりつけられた──左腕・肩かた・胸むな元もとの特甲に打撃──また後ろへ／壁かべに背を打ちつけた。

　視界が戻もどらない──羽が全すべて砕けたせいで探査がままならない。

　すぐ近くで低い呟つぶやき。「こんなぁ～……どーっかで見たことあんの～。こんな別べつ嬪ぴん、見たら忘れんはずじゃがのォ」

　かと思えばよく似た別の声。「虫じゃ、兄ちゃんら。虫がそこら中におるどォ」

　さらに似たような別の声。「剣の言う通りじゃァ兄ちゃん、そいつの足あし下もとから虫が出とる」

　いきなり痛み──機甲が砕けている／強化繊せん維い越ごし──右の胸をつかまれた／むしり取ろうとでもいうように／こね回された／いかんともしがたいコンプレックスの源──想像したこともない痛み／屈くつ辱じよく──笑い声。「おォーよ、でっかい巣をぶら下げとるどォ～」

　怒いかり／恐きよう怖ふ──だが一瞬だけ──ふっと体の力が抜ぬけた。

　視界が戻る──かさかさ・がさがさ──足下・壁・天井・目の前の特甲児童の体。

　そこかしこで蠢き這い回る黒いもの──自分の脚あしにも這い登ってくる。

　情報汚お染せんなみに流れ込んでくるもの──自然と伝わってくるもの──おぞましい虫の群。

　悲鳴を上げたのだと思った──だがその遥はるか手前で人格改変化プログラムが急激なフロー状態を回避すべくとっくに心を揺よう籃らん状態へ導引していた。

　見開かれた深デイ紫ープ・のパー瞳プル──冷たい虚きよ無むに目覚める／眠りの中で／炎ほのおの夢を見ながら。

「なんじゃ、こいつ──」ぱっと手が離れる。

「危険じゃ、兄ちゃんら！」切せつ迫ぱくの声──怒りの声。「虫じゃ、そいつから虫が──」

　燃えるようなエメラルドの輝き──焦しよう熱ねつに満ちた天使祝詞《一部バランサーの解除レジストキーを承認。第一メリアー体の造換規定値を拡大──》

　幻＝炎・炎・炎──黒い虫を焼き尽つくす／何もかもを／炎を手に／全て滅ほろぼせと告げる声。

《特トツ甲コーレ・ニベヴオルー・３ドライの部分転送を実行します》

　ばちん！　と激しい音──何かが破は裂れつした／吹っ飛んだ。

　じゅうじゅう・ばちばち──おどろおどろしい音を立てて何かが燃えている。

　冷たく虚うつろな目で見た──先ほど抗磁圧を放った盾／黒鉄色の左腕／溶とけて赤熱している。

　本体は焼き損そこなった──数メートルほど後方へ跳とんだ黒い特甲猟兵＝両足の強力な駆く動どう輪。

　危機を察知した瞬間、俊しゆん敏びんに退たい避ひ──焼き切られた左腕に輝き＝再転送。

　ばしゃっと音を立ててヘルメットが開く──ぎらぎらした笑みを浮うかべた少年。

　その目が見ているものを鳳も見た──変へん貌ぼうした己おのれの左腕──見たこともない特甲。

　部分転送──長く鋭するどい扁へん平ぺいな腕／尖とがった手／指全体が一本の爪つめのように／剝むき出しの骨格。

　腕の先＝光の輪が浮かんでいる──抗磁圧の輝き／対象を内側から燃やす抗磁線を放射。

「逃げェーや、兄ちゃんら！」声──また別の声。「陸王兄ちゃん、サードアイから通信じゃ。今、このあまっこと絶対やるなァ、ゆーとるどォ」

「油断したわァ」さらに声＝一人で三人分喋しやべっている。「蛭ツー雪シユエが手術台を見っけたァ、ゆーとるの～。まァー、逃げた脳なしは、この辺におるけェ、どーせ火に焼かれるじゃろ」

　三人の中国服たちが後ずさる──少年がすーっと車輪で後ろへ下がる＝歯を剝き出しにして笑む。「おどれも逃げんと焼け死ぬどォ～。次ィ会うときが楽しみじゃァ～ほんま～」

　ヘルメットが閉じる／Ｕターン──疾しつ走そう＝猟兵・中国服＝あっという間に闇やみへ消えた。

　エメラルドの激しい輝き──《鳳！》声──《鳳さん！》声──少年二人。

　はっとなった──特甲の還送／再転送──慌てて身構えた。「あたくし……何を……」

　背でひるがえる羽──にわかに探査──信号。

　敵はいない──無む我が夢中で撃退した／ぶすぶす焦こげている相手の腕／記憶が欠けている。

　飛んだ──《ぶんぶん鳴ってるの！》雛＝切迫／警告──《どこだよ、鳳ーっ！》乙＝すぐ近くにいる──応答。《あたくしの近くに仲間がいます！》

　信号を追った──ふいに声。《助けて……》

　激しい危機感──早く見つけなければ──火に焼かれる／焼け死ぬ。

　脳のう裏りに何かが迫せまる──１３。１１。７──ああ、ずっと信号を送っていたのだ／駅にいたときから／あのときすでに──１３。１１。７──自分は受け取っていたのだ。

　ふいに広がる何か──輝かがやき／天空ヒンメルの青・ブラオ／虚無の色──こっちへ来て、と言っている。

　トンネル──下水道／管理用通路／暗がりに──いた。

　羽の探査──倒たおれている／膝ひざを抱かかえている／患かん者じや服のような格好／裸足はだし──舞い降りた。

《助けて……》抱だきかかえた──自分と同年齢くらいの瘦やせた少女／虚ろな表情／意志と呼べるものを残らず失ったような眼まな差ざし。《……殺して》

　まじまじと見つめた──仲間だと思っていた相手／なぜそう思ったのかわからなかった。

　少女──失われたものの痕こん跡せき＝手術跡──後頭部／大脳全体がぽっかり消失──脳なし。

《お願い……》信号──得体の知れない声。《殺して……お姉ちゃん……》

　にわかに恐怖──森の記憶／炎の記憶／消えた妹弟──今度こそ本当に悲鳴を上げた。

　輝きが到来──少女と自分を照らす──青・黄の火。

　腕の中の少女ごと押し倒された──濁流の中へ／羽がひるがえる／広がる／咄嗟の防ぼう御ぎよ。

　三人の羽が重なり合って包み込む──鳳・乙・雛・脳を失った少女──巨きよ大だいなサナギへ。

　三つの羽が防ぼう壁へきに──そして暗闇のどこかでそれが起こった。

　ＡＰ爆ばく弾だんの炸さく裂れつ──地下トンネルを炎の渦うずが荒あれ狂くるい、周囲七ブロックにわたって広がるすさまじいまでの灼しやく熱ねつが、地下に逃げた者たちの痕跡をほとんど消し去ってしまった。
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「鳳くんたちは無事だ」アル課長＝後部車両へぬっと現れて。「君たちは大だい丈じよう夫ぶかい？」

　エメラルドの輝き──還送＝目を開いて息をつく水無月。「やばかったかもね、ボス。あの子が部分的とはいえレベル３を転送したのは確かだ」

「どういう状じよう況きようだったのか、まずは彼女たちの口から聞こう。とにかく、すごいノイズだったからね。君もふくめて全員すぐに再検査だ。水無月くんの特甲のメーターチェックをお願いできるかい、冬真くん。……冬真くん？　……どうかしたかい？」

「あ……いえ」慌あわてて顔を上げる。「了りよう解かいしました」

「大変な休きゆう暇かだったね」うんうんとうなずく。「そうそう。誕生日おめでとう、冬真くん」

「え……はい、ありがとうございます」

「おっと。こんな風に、ついでのように言うつもりはなかったんだ。戻ったら改めて祝いの言葉を述べさせてもらうよ」骨太の笑み──前部車両へ戻ってゆく。

「まったく、とんだ休暇になったもんだ」水無月＝さすがに疲つかれた顔──ソファに横よこ倒だおれ。

「うん……」生返事──ＰＤＡに目を戻す＝解かい析せきされたノイズの一部──十三桁けたの数字。

　３７２９２３１７１３１１７

〈戦犯法ほう廷てい事件〉のときに見たものとまったく同じもの──冬真がよく知る数字の列。

　自分個人の携けい帯たい電話を取り出す──待ち受け画面＝37　29　23　17　13　11　７。

　偶然ではない──何かが関係している／鳳さんを襲う何かと／だがいったい何なのか。

　七つの素数／幾つかの素数を抜いた数字の列。

　父が遺のこした数字──どんな意味があるのか聞く前に消えてしまった父。

　お前に解けるか──どこか冷たくて暗い場所からそう言われている気がした。
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　第インネ一レシユ区タツト──ＢＶＴビル十五階＝会議室──ずらりと並ぶ部屋の一つ。

　重要案件を扱あつかう部屋──盗とう聴ちようその他を封じる設備／外部と隔かく絶ぜつ／記録も通信も不能。

　完全な〝密室〟──集つどう四人。

「爆心地から七ブロック先まで被ひ害がいが及およんだ。近きん隣りんの高層ビルが倒とう壊かいしかねなかった。地上の人的被害がなかったことは奇き跡せきだ」黒ずくめの男──ＢＶＴ局長エゴン・ポリ＝瘦そう身しんが軋きしみ音を上げるような神経疲ひ労ろうに満ちた声／眼鏡の奥で小刻みに動く目／黒々としたクマ──冬が迫り死に瀕ひんしたカマキリのよう。

　部屋のモニター＝データ送受信不能の独立型が一つだけ──分割画面。

　画像──ＡＰ爆弾による惨さん状じよう／地上／地下／主犯格と目される人物の顔写真。

「何が本命で、何が陽動か、解明が困難な事件です」喋る内容を前もって秒単位で決めていそうなきちきちした口調──ＭＰＢ副長フランツ・利ト根ネ・エアハルト＝銀ぎん縁ぶち眼鏡のポーカーフェイス／広い人脈／情報網もう／計算高さ／権限獲かく得とくに必要な書類をたちまちもぎ取る・揃そろえる・網あみを張って奪う──通つう称しよう〝蜘く蛛もの巣すフランツ〟──ファーストフード店での戦せん闘とうで犯人の大半を逃にがした大失態にもかかわらずしらばっくれ。「囚しゆう人じんの脱だつ走そうと地下の爆弾テロに関かかわった者は、判明しているだけで六十二名。脱走囚人三十名。襲しゆう撃げき犯二十二名。彼らの仲間だったファーストフード店の店員三名。店長こと〈炎の巨人〉一名。地下で確認された特甲猟兵が一名。さらに中国系の新興結社であり、本体の中国人民解放軍から離り脱だつしたと見られる機械化工兵〈蟲チオン〉が三名。そして、包囲の外から狙そ撃げきを行った者が二名」

「もはや軍事行動というべき規模だ」呟き────ＢＶＴ内務調査課グスタフ・アードラー＝自分の発言に誰だれがどんな反応を見せるか観察する目／生きつ粋すいの調査官／軍と警察の両方の内務調査を担当──警察官と軍人を逮たい捕ほ・評価・更こう迭てつする〝公明正大な疫やく病びよう神がみ〟──その場にいるゆいいつの女性へ目を向ける。「ただし、ＭＳＳの特甲児童が、独断で強力な兵科を用いた事実を正当化するには、やや弱そうだが？」

「判明した六十二名に、あと二名ほど加える必要がありますわ」ヘルガ＝艶つやめく笑え顔がお──その程度の揺ゆさぶりは爽さわやかな春風のようなもの。「元ＣＩＡにして今や世界の電子犯罪者の筆頭たるチェイス＝ザ・サードアイ。その男に操作され、犯罪世界に引き込まれた元ＭＳＳシャーリーン・巫・フロイト。この二人が、演習中のＭＳＳ部隊へ電子攻こう撃げきを実行。また、ＭＳＳ本部ビルの前で狙撃事件が発生。報告によれば機械化義足の持ち主、あるいは特甲トツコー猟りよう兵へいによる狙撃であり、この二つに対処すべく、隊員が適切に行動した結果、偶ぐう然ぜんにもＭＰＢの利根先せん輩ぱいが担当する事件と結びついたのです」

「成人前の名で呼ぶな」苦い顔のフランツ。

「あら、この四人が集うからには、当時の呼び名の方がふさわしいのではありませんか？」優ゆう雅がにモニターを指さす。「私たち、元国際刑けい法ほう学研究メンバーにとって決して忘れ得ぬ者が、この都市に帰ってきたのですから」

　モニターの一角＝主犯格と目される男の顔写真──アメリカの人種差別集団ＫＫＫの白装しよう束ぞく／ナチス的な直立姿勢／紛ふん争そう地帯で荒あら稼かせぎしている傭よう兵へいといった迷めい彩さい柄のズボン──さながら世界のタブーを集めてケミストリーを起こそうというような正気を疑うファッション。

　坊ぼう主ず刈がりのブロンド／馬ば蹄てい形の口ひげ／胸むな元もとに構えた骨こつ董とう品のＰ３ピス８拳トーレ銃３８／愛あい嬌きように満ちた青い目／舌を盛せい大だいに突つき出す〝あっかんべー〟スマイル──写真にサイン＝『ハンス・Ｗ・クライン』──まるで有名俳優のサイン入り生写真。

　三人の男──家族の変わり果てた姿を見たとでもいうように目を逸そらす。

「クライン……とても本人とは思えん」エゴン＝写真に名前が書かれてあるにもかかわらず現実否定。「あれほど高潔だった人物が自らミドルネームにＷをつけ、道ハン化スヴル師ストなどと自じ称しようするとは信じられんことだ」

「まぎれもなく本人だ」グスタフ＝どんな場合でも現実を直視。「国法研で最も優秀だった男であり、若くして軍の調査部のトップに立ったにもかかわらず、〈クーデター事件〉で国に大打撃を与あたえ、姿をくらました国際指名手配犯だ」

「そして今、白人至上主義者の集団〈ローデシア〉の〝最高指導者〟となって再びこの都市を攻撃した」フランツ＝秘ひめた怒り。「そればかりか我々に帰ってきたことを告げるかのように、所属団員たちへ、このふざけたプロマイド写真を配りまくっているというわけですな」

　三人をさっと見比べるヘルガ──いったい誰なのだろうかと思いながら。

　エゴン──連発する大事件で心身ともに疲ひ弊へい／尻しり込ごみ／すっかり現実逃とう避ひ気味。

　グスタフ──鉄てつ壁ぺきの無表情でいることが日常に／内心を何一つ見せない。

　フランツ──三人の中で最も若手／平然とした顔／だが内に秘めた燃え盛さかる使命感。

〝火を分かち合え〟──この三人の誰かと連れん携けいしろということ？

〝外げ典てん〟──元の意味は、覆わアポれたクリものフア。

〝黙もく示し録ろく〟──元の意味は、覆いをアポとられカリたものプス。

〝報むくいられざること一つとしてなからん〟──隠いん蔽ぺいされた犯罪の暴ばく露ろ／裁き／報復。

　あるいは──過去の大事件のつながりを／目的を／背景を──全すべて解明しろというのか？

〝鏡合わせの生者たち〟──このメンバーのことか確信が持てない。

　危あやうい兆候──いちいちメッセージに従いたくなる／心の奥にしまい込む。

　グスタフ＝おもむろに三人を見み渡わたす。「今このとき、ハンス・クラインがこの国に現れたことに関係して、君らに話しておくべきことがある。先日、イギリスの王位継けい承しよう者の一人であるヘンリー王子が、訪問中のとある国で狙撃された事件は知っているな？」

「ソマリアだったか、コソボだったか」エゴン＝話を逸らしたがる。「なんであれ、外国の出来事だ」

「コソボですな」フランツ＝話を進めさせる。「まだ王子は生存しているのでは？」

「治ち療りようの甲か斐いなく亡なくなったそうだ。ちょうどここに来る途と中ちゆう、軍属時代に知り合った、さるイギリス諜ちよう報ほう機関員から連れん絡らくが来た」

「なぜグスタフ先輩に連絡が？」ヘルガ＝相手に負けず劣おとらず観察する眼まな差ざし。

「王子はコソボに広がろうとしていたミサイルビジネスの阻そ止しのためにあの国を訪おとずれていたそうだ。そして、王子狙撃の数日ほど前、国連平和維い持じ軍が封ふう印いんしていたミサイル用のロケット燃料が丸ごと消えた。さらにその大量の燃料が、この都市に運び込まれたというのだ」

「証しよう拠こはあるのか」エゴン＝そんな現実は絶対に受け入れないという態度。「昨日の今日でそんな調査が行えるわけがない」

「調査ではなく、どこかのグループに潜入したイギリス系の捜そう査さ官がいたのかしら？」ヘルガ＝さらに話を進めさせる。

「そういうことだ。そしてその捜査官が、この都市で消息を絶った。そのため、我々に情報を提供する代わり、捜査官の発見に協力して欲しいそうだ」

「燃料がＡＰ爆弾に化けたことを事前に察知していたのでしょうな」フランツ＝目が鋭するどくなる──肝かん心じんな点を質問。「それで、丸ごと消えたとは、具体的にどれほどの量なのですか？」

「先日の爆弾と同程度の破は壊かい力を持つ爆弾を、あと八つほど作れる量だ」

　三人＝呻うめき／瞠どう目もく／沈ちん黙もく──その八つが今しがた都市内で全て炸裂したかのような衝しよう撃げき。

「クラインが……コソボから爆弾の燃料を運んだとは思えない」エゴン＝弱々しい否定。

「ええ、明らかに複数の組織が連携していますわ」ヘルガ＝悪化する現実に立ち向かう。

「連続爆破テロの可能性が大ですな」フランツ＝平静を装よそおう／にじみ出る闘とう争そう心。「しかも敵には特甲猟兵がいます。各機関が連携し、万ばん全ぜんの態勢でのぞむべきでしょう」

「その件だが」グスタフ＝ぴたりと差し込む／調査官独特の虚きよを突くタイミング。「敵兵科に対たい抗こうするために用意された、君たちの兵科について指し摘てきしておきたいことがある」

「何か問題が、グスタフ先輩？」ヘルガ＝にっこり牽けん制せい。

「レベル３だ」構わず持論を押し通す構え。「先日も地下道でＭＳＳの特甲児童が使用した」

「マスターサーバーを通した、規定通りの使用ですわ」

「プロトコル……つまり過程における意思決定の問題ではない。その結果が問題なのだ。はっきり言うが、あれを都市の内だろうと外だろうと使うべきではない。国外に派兵された特甲猟兵の状態を見てもわかる通り、使用する兵士の精神状態をいちじるしく悪化させる」

「ＭＰＢでも、過去に何度かレベル３を使用しています」フランツ＝さらりと差し挟はさむ。「そちらの調査で、何か問題が見られたとは報告されませんでしたが」

　エゴンの目がちらりとグスタフを向く──グスタフ＝こっちを見るんじゃないと言わんばかりにエゴンを無視。「調査は完かん了りようしていない。君たちの特甲児童が現場にいる限り続く。二年前に彼女たちが初めてこの都市で出動して以来、調査は続いているのだ。あのとき現場にいた六名の特甲児童のうち二名が姿を消し、どちらも生存は絶望的だ。そんな事態を再び招くべきではない」

「同感ですわ」ヘルガ＝にっこり。

「おっしゃる通りですな」フランツ＝合わせる。「だからこそ彼女たちには常に最大限のバックアップを用意しています」

「それでも問題があると判断された場合、ただちに特甲転送のプロトコルは遮しや断だんされる。戦闘中にそのような状況になることがいかなる悲劇を招くか、よくよく想像して欲しい」

　とことん警告的な物言い──特甲児童を封ふうじ込こめにかかっている／封じるぞと脅おどしている。

〝鏡合わせの生者たち〟──グスタフをその候補から外したくなる。

「その件ではグスタフの言う通り、引き続き調査が行われる」エゴン＝腕うで時計を見る／あからさまに場をお開きにしたがる。「悪いが、私はこれから情報汚お染せんに関する合同会議に出席せねばならない。今後も不定期に招しよう集しゆうさせてもらう。最後に諸君の耳に入れておきたいことがある。今朝方、内務大臣の直接の指示で、特とく殊しゆ部隊の緊きん急きゆう出動が決定した。〈特殊コブラ憲兵・ユ部隊ニツト〉に加え、〈第二作戦部隊〉も投入される。いずれも内務省管かん轄かつであり、くれぐれも現場で彼らと対立するような真ま似ねは控ひかえねばならない」

「むろんですわ」ヘルガ＝涼すずやかに流す。

「頼たのもしい限りですな」フランツ＝他た人にん事ごと。

　グスタフは黙だまってうなずいただけ──事前に話を聞いている。

　エゴン＝亀き裂れつだらけといった感じの寝ね不ぶ足そくで血走った目。「なお燃料紛ふん失しつの件は、確たる証拠が発見されるまで保留かつ守秘事じ項こうだ。各機関ともトップのみが心にとどめ、情報の統制を心がけろ。空想的な捜査はいかなる場合においても厳に慎つつしまねばならない。いいな」
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「空想的とはな……彼の方がよほど空想の世界に逃げ込んでいるように見える」フランツ＝指先で眼鏡の角度をきちきち調整。「エゴン局長のああいう姿を見るのは辛つらいものがある」

　ＢＶＴビル＝エレベーター──ヘルガとフランツの二人を乗せて降下。

　エゴンは会議へ／グスタフは先に退室──二人でＭＳＳとＭＰＢについて何か話し合っているというヘルガの推測──半ば確信。

「あのクラインの姿も、愉ゆ快かいというにはほど遠いものがありますわね」

「ハンス・クライン……いや、今はハンス・Ｗ・クラインか。最も優秀だったというグスタフ調査官の言葉は疑問だな。私が知る限り、国法研でも軍でも最高の人物だったのは、クローネンブルクだ」ちらりとヘルガを見る──観察ではない／気き遣づかいの眼まな差ざし。「これまで何度も捜査資料を見直してきたが、やはりクラインこそ、クローネンブルク爆ばく殺さつの最有力容疑者だ」

「同感ですわ」微び笑しよう＝気遣いはいらないと告げる──〝雷らい火かの騎き士し〟──報復の意思。

「やつはこの手で必ず網にかける。生きたままな。クラインには、聞きたいことが多すぎるほどある」

「ええ。必ず」だがそう簡単にいくだろうかという思い──〝永遠の炎ほのお〟──悪あく魔まを焼け／影かげを消せ／その手で撃て──しいて振ふり払はらう。「ところでグスタフ先輩は、よほど私たちから特甲児童を奪うばいたがっているようですわね」

「我々から兵科を奪いたがっているのはエゴン局長だろうな。ＢＶＴ主導を押し通したいがため、我々の実行力を削そぎたいんだろう。グスタフ調査官は相変わらず本音が読めん人だが、彼の報告書を見る限り、未成年を戦闘に参加させることに反対しているとしか思えん。私とて気持ちはわかるし、正直なところ、まったくもって同感だ。しかし現実問題、彼女たちなくば、プリンチップ社がもたらす馬ば鹿かげた兵科に対抗するすべはないのだ。情けないことにな」

「レベル３を理由に特甲児童を封じようとしているのはグスタフ先輩だけかしら？　あの方の戦友であるヘルベルト大たい尉いも、調査に同行していますわ」

「あの大尉は、特甲猟兵を再び自分たちの支配下に置きたがっているだけだろう。グスタフ調査官とは逆だ。軍の意向もあって、都市内の特甲児童を、残らず国外へ派兵したがっている」

「封印より厄やつ介かいですわね」

「特甲児童の国外派兵など、それこそ私は大反対だ。なんであれ、今、我々が彼女たちを失うわけにはいかない」エレベーターが地上へ──タイミングを計算していたように〈開く〉ボタンを押す＝レディファースト。「敵の情報汚染、治安組織の圧力、軍の要望、それら全てから彼女たちを必ず守り通さねばならん」

　ロビーへ──フランツ＝軽い会え釈しやく／待機していた隊員たちと合流／ロータリーの車へ。

　ヘルガ＝にっこり見送る──適切な距きよ離りを心がけるニナと合流／地下駐ちゆう車しや場の公用車へ。

　ＭＰＢ副長たるフランツ──元学友／元同どう僚りよう／同じ死者を心に抱いだく／これからＭＰＢ隊員らへ指示と檄げきを飛ばす立場──自分がＭＳＳでそうするように／国法研メンバーで最も自分に近い存在。

　だが──〝鏡合わせの生者〟とは違ちがう予感。

「いかがでしたか？」ニナ＝予断を持たない忠実な副官の顔。

「ＢＶＴ局長は地面に穴を掘ほって、その中に閉じこもっていたいのだそうよ」艶えん然ぜんと容よう赦しやのない辛しん辣らつさ。「私たちは私たちに許された火を行使するのみよ、ニナ」

「はい、長官」にこりと果か敢かんな笑えみ──ヘルガと一心同体であろうとする女騎士。「犠ぎ脳のう体の少女は、ＭＳＳで厳重に保護した上で延命治療中です。囚しゆう人じん護送バスへの襲しゆう撃げき、籠ろう城じよう、ＡＰ爆ばく弾だん、狙そ撃げき、情報汚染、殺害された日本人青年、地下道で発見された犠脳体の少女、全て各員に捜査を命じました」

「ありがとう、ニナ」ふいに危き惧ぐ──〝夢見る蝶ちようは聖地の暗くら闇やみに招かれるだろう〟──メッセージは止めろともけしかけろとも告げていない。

　だが自明なこと＝レベル３──（使用する兵士の精神状態をいちじるしく悪化させる）

〝眠ねむりながら目覚める者たちを失ってはならない〟──必ず守り通さねばならない。

「鳳さんはどの捜査に組み込む気？」

「本人の願いもあり、犠脳体の少女に関する捜査に同行させます」

「鳳さんに入念な再検査を命じて、捜査から離はなれさせてちょうだい」

「は……」ニナ＝驚おどろき／戸と惑まどい。「それは……レベル３を転送したからですか？」

「まだわからないわ」だがそうだという確信──〝夢見る蝶〟──自分はどこまでメッセージに操あやつられているのだろうかという疑念を冷静に心に抱きながら。「きっと反発するでしょうから、どうにかして大人しくさせてちょうだい。何なら冬真くんを使ってでも、あらゆる捜査から彼女を外すのよ。それが、この事件を制圧する鍵かぎになるかもしれない。いいわね」
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　ＭＳＳ本部ビル六階＝医い療りようフロア──奥まった一角。

　保護・拘こう束そく・治療が同時に必要な者を収容する部屋の一つ──ベッドに横たわる少女。

　両手足に拘束ベルト──暴れる気配はまったくない／動き出す様子もない。

　ベッドの足側のパイプに名前・病状・アレルギー・緊急時に投とう与よする薬を記すタグ──完全に白紙。

　ベッドの周囲に生命維持装置・点てん滴てき・メーター・呼吸器──ありったけ／脳を失った者を生かそうとする努力／何度見てもまるでたちの悪い冗じよう談だん。

　収容して二十四時間が経過──少女は喋しやべらず／意思を示さず／虚うつろな目で宙を見るだけ。

　その顔をじっと見つめる鳳──ときおり少女の顔が動く／縦に／横に。

〝はい〟は顔を横に振る──〝いいえ〟は縦に顔を振る──ギリシャやルーマニアなど一部地域に残る風習／あるいはお互たがいが仲間であると認にん識しきするための秘密のサイン。

　少女の仕草がそうだという確証はない──だが根深い恐きよう怖ふが告げる／記き憶おくがよみがえる。

　少女の体からかすかにバラの匂におい──石せつ鹼けん／とある教団の特許商品／噓うそっぱちの健康商品。

　少女が着ていた服の鑑かん識しきデータ──襟えりに刺し繡しゆう＝二つの曲線とアルファベット。

〝魚〟のマークの腹に〝Ｉ〟の文字──宗教画にも描えがかれる〝イエイエススの・フイ魚ツシユ〟のシンボル。

〝Ｉ〟はイエス・キリストの頭かしら文字──ギリシャ語による秘密の暗号。

　ギリシャ語で「イエスΙΗΣΟΥΣ・キリストΧΡΙΣΤΟΣ・神のΘΕΟΥ・子ΥΙΟΣ・救い主ΣΩΤΗΡ」の頭文字を並べると「魚ΙΧΘΥΣ」という単語に──ローマ帝てい国こく時代にキリスト教が弾圧されていた頃ころの名な残ごり／帝国の監かん視しを逃のがれひそかにキリスト教徒であることを示すためのサイン。

　その勝手な流用──教団名〈インフィニティ〉の頭文字〝Ｉ〟であるとして〝魚〟のマークと一いつ緒しよに世界各国で勝手に商標登録を試みる──各地で大顰ひん蹙しゆく／教会から敵視されることに。

　不治の病を癒いやすと偽いつわり違い法ほうな投薬・手術を行い死者を出す──危険なカルト集団とみなされ裁判所から解散命令が出されることに。

　解散命令を国家権力による弾圧と主張──子供たちを連れて森の館やかたに籠城／武装／最後は強力な爆弾で自爆──信者全員が彼らの天国へ向かった──瀕ひん死しで発見された鳳を除いて。

　危険な大人たちの抵てい抗こうの印──鳳にとっては〝生きインフ地獄エルノ〟を意味する〝Ｉ〟の文字。

　思い出すほどに確信が揺ゆるぎないものになってゆく──この子もあの聖地から来たのだ。

　この少女は自分の仲間だ──かつて自分がいた場所／聖地とは名ばかりの悲ひ惨さんな地獄／幼い自分が振り返った場所／逃にげきれなかった暗闇／閉じこめられた家族。

　あってはならないことが起こった──あの教団が復活したのだ／都市のどこかで／かつては不可能だった犠脳手術をこうしてやってのけた──何かの目的のために。

　犠牲者への憐あわれみ／狂くるった大人たちへの怒いかり──このような少女こそ守るべきなのに。

　記憶──炎とともに消えた弟妹／助けを求める子供たち／無力な存在──彼らを守るために選んだ警察への職能コースではなかったのか。

　怒り／悲しみ／不ふ甲斐がいなさ──抱けば抱くほど、ひどく喉のどが渇かわいた。

　廊ろう下かの給水器に意識が行く──水が飲みたい／たっぷりと／ばい菌きんや化学兵器や人の血に汚よごされていない綺き麗れいな水が飲みたくて仕方ない──ついさっき実際にそうしたばかりなのに。

　ベッドの下から何かが這はい出る──かさかさという音／黒い虫／どこかに巣があるのだ。

　虫の巣を探さねばならない──その前にもう少しだけ／ほんの少しだけ／水が飲みたい。

《聞こえる、鳳さん？》ふいに無線通信──たちまち喉の渇きが消えてゆく。

《はい、冬真さん》少女に目を向けたまま応答──椅い子すから腰こしを上げかけた姿勢に気づく／座り直す／なぜ自分は立とうとしていたのだろうと首を傾かしげる。《聞こえていますわ》

《鳳さんが拾った信号だけど、解かい析せき課で結論が出たよ。全グロー地バル・球ポジシ測ヨニン位グ・シ網ステムの微び弱じやく信号。もともと微弱で、しかも地下だったから、たまたま鳳さんにしか電波が到とう達たつしなかったんだ》

《ＧＰＳですか？　でも、そのような機器を持っていたようには見えませんでしたわ》

《その……彼女の体のどこかに埋うめ込まれてるんだ。もうすぐ検査医が彼女を調べると思う》

　さらに怒りが込み上げてくる──位置発信器のインプラント／ペットや家か畜ちくのように／タグをつけられ監視されていた──囚とらわれの少女／どれほど必死に逃げ出したか想像を絶する。

《それと、鳳さんにも検査の指示が出ていて、僕から伝えろって言われた》

《検査？　あたくしが？》きょとんとなる──素そ朴ぼくな疑問。《なぜニナさんではなく、冬真さんからそのような指示が伝達されるのですかしら？》

《さあ……》困ったような声。《特甲トツコーのノイズが見つかったら僕が消すってことだと思う》

　咄とつ嗟さの想像──中世のどこかのお姫ひめ様が、執しつ事じとか召めし使つかいとかそういった立場の少年に体を綺麗に洗ってもらっている。

　顔が赤らむ──口元を手で覆おおう／いったい自分は何を想像しているのか／さすがにそんな想像が顔を出すなどとは思いもよらず／だがそこはかとない願望を感じてますます赤くなる。

　あるいは切せつ迫ぱくする何か──想像や願望とはまた別の無意識の危機感。

　早くノイズを除去せねば──フロー状態に陥おちいる遥はるか手前で綺麗にしなければ。

　心身の〝調レーゲル和メースイヒ〟──教団の噓っぱち商品であるバラの石鹼などではない本物の浄きよめ。

　さもなければ心の〝身代わり〟が起こり続ける／大切な記憶が一つまた一つと消えてゆく。

《鳳さん？　聞こえてる？》

《え……ええ。聞いておりますわ。それで、あたくし、どちらで検査を？》

《検査はそのフロアで行われるから、いつもの部屋で待機していてってニナさんから指示が来たところ。特甲に問題がありそうなら僕が補助としてそちらに行くね》

《そ……それには及およびませんわ。今朝方、問題ないと診しん断だんされたばかりですもの》

　検査中に冬真が来るかもしれないことに戸惑う──だが／なぜか／そうなって欲しいというおかしな気持ちが芽生える／混乱／あたくしったらいったい何を考えているのかしら。

《うん。でも何かあったらすぐに行くから》

《大だい丈じよう夫ぶですと申してますのに》苦笑──だが不思議な安心／心の奥底で明めい滅めつする危機感。

《ごめん。僕もそう思うけど、念のために》申し訳なさそうに。

《なんで謝るんです。あなたが謝る必要はありませんわ》いつものやり取り──立ち上がる。

《では、あたくしは待機ですのね》

《うん。あと、もし会議が先に始まったら、僕から鳳さんに内容を伝えるようにってニナさんに言われてるんだ》

　本当に秘書か執事みたい──ちょっとまんざらでもない気分。《なんだか、あたくし一人だけ遠ざけられている気分ですわ》

《そんなことはないよ。みんな鳳さんを大切に思ってるだけだよ》

《あら──》ではあなたはその中でもどのくらいこの自分をそう思ってくれているのかと聞き返したくなる──さすがに聞けず／赤面／混乱／なぜこうまで子供のように相手に甘えたくなるのかわからず。《わ……わかってますわ。みなさんには感謝しています》

《じゃ、後でまた連れん絡らくするね》

《ええ、では、ごきげんよう》かしこまって通話オフ──妙みような心細さに襲おそわれる。

　冬真の声が聞こえなくなった途と端たんに別の音──かさかさ／かさかさ／かさかさ／虫の音。

　目を戻もどす──少女が横たわるベッド／白紙のタグ──病状＝『脳の中の小人が狂くるい始める』

　じっと見つめた──意味がわからない／何の病名だろう？

　いや──そもそも先ほど見たときは何も書かれていなかったのではなかっただろうか。

　屈かがみ込んでタグに手を伸のばす──チャリチャリ／金属音／右手首にブレスレット。

　ぴたりと手が止まる──おかしい／今朝はこれを身につけた覚えはないのに。

〝チャンチエンピオンピオン〟と刻まれた品／そのはず／文字が数字に──『３７２９２３１７１３１１７』

　頭がぼんやりする──何の数字だろうか／たちまち元の文字が思い出せなくなる。

　得体の知れない危機感──急げ／ビジョンが生じているうちに／心が双そう方ほう向こう的な調和を保っているうちに。

　どうしろというのか？

　左手で額に触ふれる──そっと眉み間けんを揉もむ／目を閉じる／虫が這い回る音／喉が渇く。

　目を開く──右手を見るとブレスレットは消えていた。

　白紙のタグへ目を戻す──ひどくシンプルな解決策が書かれていた。

　緊きん急きゆう時に投与する薬の欄らん＝『冬真に助けを求めろ』

　安心が起こる──まだ大丈夫／命いのち綱づなはある／あの人なら助けてくれる／気にかけてくれる。

　呼び出し──脳内チップを通して──検査の指示。

　横たわる少女へ無言で誓ちかう──復活したであろう教団に必ず報むくいをもたらさねばならない。

　退室──検査へ／その前に給水器がある場所へ行って水を飲まねばならない／たっぷりと。

　できれば水以外のものもあればいいのに──感情が宿る何か／人の血肉に等しいもの／それを食べることで感情や記憶や消えてしまった思いが戻ってくるかもしれないから。
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　大型の会議室＝通つう称しよう〝教室〟──ＭＳＳ本部ビル三階に集合する各課の人員／長官／副官。

　要撃小隊の小隊長たる鳳だけが検査で欠席──乙＝足組み／腕うで組ぐみ／ロリポップを甘あま嚙がみ。

　妙な心境──いつもなら目の前で人が死んで犯人も捕つかまえ損そこなってむかむかしているのに／なぜか穏おだやか／なぜか確信／静けさこそ解決の力になる──変なの、なんだろう、これ。

　隣となりでこそこそＰＤＡをいじる雛──データ＝地下道で射殺された〈炎ほのおの巨きよ人じん〉こと店長。

　フリッツ・アッカーマン──四十六歳／独身／係けい累るいなし／暴行と窃せつ盗とうの犯歴／若い頃はバイト先のレジの金を盗ぬすむ常習者／大人になってからは売り上げをちょろまかす小細工を身につける──左ひだり肩かたに鉤かぎ十字の刺青いれずみ／過激グループと交流／白人至上主義に傾けい倒とう。

　その遺体──雛＝投げ損なった爆ばく雷らいを巻き付けて重り代わりにして下水に沈しずめた。

　お陰かげでＡＰ爆弾の炸さく裂れつの中でも無事だった遺体──指し紋もんから本人割り出し／司法解かい剖ぼう済み。

　遺体から回収した携けい帯たい電話は解析課が保管──そのデータにアクセス。

　厳重なロック／パスワード──ＡＩによる解読作業をよそに、さくさく入力。

　父親の記憶がどんどんよみがえる──危険な大人たちが交かわす秘密のサイン／幼い雛はその全すべてを頭に叩たたき込んだ／自分に危険が及ばないよう／必死に大人たちの考えていることを読み取った──恐怖の日々／自分が生き残れたのは安全を保つすべを必死に求めたから。

〈ローデシア〉の秘密のサイトへアクセス──父親みたいな人間が何十人も地下から湧わいて出るのだとしたら今すぐ彼らの行動を読んで退治するか逃げるか隠かくれるかしなければいけない。

「……以上が〈ローデシア〉の情報だ」ニナ＝果か敢かんな口調。「連中の指導者ハンス・Ｗ・クラインは必ず生かして捕とらえろ。また、ＢＶＴ内務調査官のグスタフ氏から提供された情報についてディーゼル課長から補足説明がある。課長、頼たのむ」

「はい、シュニービッテン副官」立ち上がる巨漢──モニター操作／イギリス系の男の顔写真が現れる。「イギリスのとある諜報機関から提示されたこの潜せん入にゆう捜そう査さ官ですが、私は彼に会ったことがあります。情報官としてロンドンで研修していた頃、同じくとある諜報機関からの依い頼らいで、特とく殊しゆ部隊員たちに電子戦の講義を行いました。そのときの聴ちよう講こう者の一人が彼です。名はトム・バード。イギリス陸軍・第二二ＳＡザ・レジＳ連隊メントに所属していた人物です」

「ほほう」御影＝真面目まじめな顔／軽口。「課長のその肉体は、かの高名な特殊部隊に所属していたときに培つちかわれたものだったか」

「いいえ」ディーゼル課長＝真面目な顔／力こぶ。「私は単に健康のため、家族から勧すすめられたトレーニングをこなしただけです。私ではなく、こちらの画面の人物がイギリスの特殊部隊員であり、かの国のとある諜報機関──つまるところイギリスの情ザ・報フア局ームと連れん携けいし、何らかの作戦に従事していたのでしょう」

　男の顔写真──こけた頰ほお／瘦やせ形／〝感情の抑よく制せい〟と額に書かれていそうな無表情さ。

　戦術班員＝班長に倣ならって軽口。「課長がＳＡＳで講義を受けたと言われた方が納なつ得とくする」「写真の男より課長の方が特殊部隊員に見えるな」「いつ課長は十七人目の戦術班員になるんだ？」

「静かにしろ貴様ら」ニナ＝一いつ喝かつ。「続けてくれ、課長」

「はい。提示された情報によれば、トム・バード隊員はこの都市でトルコ系過激派の情報を集めていたとのこと。イギリスにいる旧知の情報官に確かく認にんしたところ、事実だとの裏付けが取れました。なお、ＳＡＳが他国の機関に情報を開示するのはきわめて異例であり、背景にはイギリスの王子が狙そ撃げきで殺害された件があると思われます。現在、かの国のあらゆる機関が、事件の全ぜん貌ぼう解明に努め、犯人および関かん与よした全ての組織を一いち網もう打だ尽じんにする気でいます」

「ＳＡＳ隊員がこの国で過激派をマークしていた理由は？」ヘルガ＝疑わしげな調子。

「わかりません。ただ、戦場でもない土地で、ＳＡＳ隊員が完全に単独で諜報機関員のような働きをするのは不自然です。また、イギリス流の〝噓うそではないが真実から人を遠ざける〟話し方を考えますに、これはあくまで私の想像ですが、潜入捜査官は別にいる気がします」

「ほう」ニナ＝面おも白しろそうに。「そちらが本来の捜査官だと？」

「はい。その捜査官が危機を訴うつたえたため、ＳＡＳ隊員が秘密裏りにこの都市へ派は遣けんされた……しかし結局、その隊員までもが消息を絶った、というのが事実である気がしております」

「あなたの経験による推測は、十分に検討する価値があるわ」ヘルガ＝微び笑しよう──今度は自分が立ち上がる。「ありがとう、ディーゼル課長。座ってちょうだい」

「はい、長官」大男が滑なめらかに着席──隣の冬真＝せっせと会議の内容を整理／課長の指示／課と鳳へ転送するためのファイル作り。

「今のところ明白なのは、ＡＰ爆ばく弾だんが使用されたということのみ。情報収集力で他局を圧あつ倒とうするのがＭＳＳのはず。これは許しがたい事態と言わざるを得ないわ」ヘルガ＝珍めずらしいほど厳しい叱しつ咤た激げき励れい。「白人至上主義グループ〈ローデシア〉が、周しゆう到とうな計画のもとで爆破を実行。彼らが用いた武器のほぼ全てにプリンチップ社の刻印。現場でＭＰＢが確保したアームスーツの操縦者はクルド系過激派のメンバーだったわ。地下道では中国系の新興結社〈蟲チオン〉および、我が国の特甲トツコー猟りよう兵へいが、どうやら犠脳体の少女を捜していた。ＡＰ爆弾の材料は、過去にトルコ系過激派が都市内に持ち込んだ犠脳体兵器のパーツの流用であることが判明。〈炎の巨人〉を自称する人物が購こう入にゆうした衛星電話は、イタリア系マフィアの商品よ」

「訳のわからんネットワークですな」御影＝頭痛がするというように。「白人至上主義者とクルド系グループが連携し、爆弾製造をトルコ系グループが支し援えん、ついでに中国系結社とイタリア系マフィアが関与すると？　これらのグループはそもそも激しく対立していて、殺し合うことはあっても共同することなどありえない関係だったはず」

「〈戦犯法ほう廷てい事件〉と同じだ」日向＝ぼそりと──珍しく会議中に発言。「憎にくみ合う複数の集団が同時に指揮されていた。狙撃手は最低でも三人。現場に二人、ＭＳＳ本部ビルでヤマモトを撃うった一人。こいつらが対立する連中をまとめているのかもしれん──」

　そこへ突とつ然ぜんの音楽──てれってれってれってれー♪──電子音楽／軍の鼓こ笛てきじみた調子。

　全員が振ふり返る──乙が呆あきれ顔で雛の肩かたをこづく。「おい、雛ってば」

「うぇ？」雛＝顔を上げる──みなの視線に出くわす／ＰＤＡから流れる音楽に気づかず／ヘッドホンの功罪／うっかりアクセスしすぎたことを悟さとる──縮こまる。

「何をしている」ニナ＝怒いかりの形相。「さっさと音を止め……」

《我が〈ローデシア〉の兵士に告ぐ！》音楽とともに男の声＝サイト内動画──ものすごくヒトラーを連想させる喋しやべり方をするおかしな男がＫＫＫみたいな白装しよう束ぞくと傭よう兵へいみたいな迷めい彩さいズボン姿で喚わめき散らしている。《諸君らの勇ゆう敢かんな闘とう争そうにより、第一の天使ロスヴァイセは見事に永遠の炎となりて顕けん現げんしたもうた。〈九姉妹作戦〉は迅じん速そく不可止なる怒ど濤とうの攻こう勢せいであり、必ずやこの都市から汚けがれた人種を排はい撃げきし、清く美しい聖地となさしめるであろう──》

「クライン……」ヘルガ＝瞠どう目もく──雛へつかつか歩み寄る。

「バカ、雛」乙＝慌あわてて忠告。「早く閉じろって」

　御影＝勢いよく立ち上がる。「待て！　〈ローデシア〉の隠しサイトだ！」

　日向＝素す早ばやく雛の方へ進む。「よせ、アリス！　閉じさせるな！」

　ニナ＝ヘルガを追う。「どうやって解読した!?　待て、そのままにしろ！」

　アル課長＝冬真へ。「雛くんの通信をフォロー！　逆探知の防護措そ置ちを！」

　冬真＝大おお慌あわてで端たん末まつの画面を切り替かえ「は、はい……」

「う……」雛──呆ぼう然ぜん／硬こう直ちよく／みんなで自分を叱しかるのだと思ってＰＤＡをたたもうとする。

「よせ！」御影／日向／ニナ／アル課長──同時に叫さけぶ。

　ひょいとＰＤＡを取られた──ヘルガ＝燃えるような眼まな差ざし／画面で叫ぶ男を見み据すえる。「まさに道どう化け師しね」

　いかれた格好の男が両手を振り回して叫び続ける。《なお引き続き、作戦を遂すい行こうするために必要な〈炎の使徒〉を募ぼ集しゆうする。亡なき〈炎の巨人〉に代わり、〈炎の竜りゆう騎き士し〉が選せん抜ばつを担になう。火薬や爆薬、点火装置、時限爆弾の製造経験や知識を持つ者は、所定の洞窟ＤＥＮへ赴おもむき、〈炎の竜騎士〉の審しん査さを受け、〈炎〉のエンブレムを得るがいい──》

　ヘルガが掲かかげるＰＤＡを駆かけ寄ってきた全員が注視──御影＝にやり。「兵士の募集だと。なんとなんと、素晴らしい展開だぞ。潜入捜査だ。我々も人員をこの組織に送り込んでやろう」

「役目は爆弾作りか」ニナ＝思案げに。「ＡＰ爆弾の情報がつかめるかもしれんな」

「ロスヴァイセ……確か天使の名だったかしら？」ヘルガ＝画面の男から目を離はなさず。

「はい、長官」アル課長＝端末で検けん索さく。「ワーグナーの『ニーベルングの指環』に登場する九人のワルキューレの一人です。もしこれがＡＰ爆弾のことなら、〈九姉妹作戦〉は同様の爆弾による連続爆破テロを示しているのかもしれません」

「残り八つ」ヘルガ＝エゴンが止めた情報をあっさり隊員へ開示。「グスタフ氏から提供された情報通りの数よ」

「へー」乙＝感心──雛を見やる。「雛ぁ、なんか、お手て柄がらっぽいぞ」

「ふーん」雛＝茫ぼう洋よう──叱られなくて良かったとしか思わず。

「なんなら私が潜せん入にゆうしてもいい」御影＝是ぜ非ひともそうしたがっている。「連中の指揮系統をずたずたにし、ろくでなしどもの巣を内側から壊かい滅めつさせてやろう」

「潜入と破壊工作を一いつ緒しよにするな」ニナ＝呆れ顔。「戦術班の指揮はどうする」

「優ゆう秀しゆうな副長がいるから心配いらん」食い下がる。「考えてもみろ。連中に最も怪あやしまれないのは見るからに生きつ粋すいのアーリア人という感じの金きん髪ぱつで白い肌はだの人物だ。その上、爆弾に精通し、本部と通信を絶やさず、荒あらっぽく危険な現場を生き抜ぬける人員となると、そうそういないぞ」

「あら、いるわ」ヘルガ──ＰＤＡの持ち主を見る／にっこり微笑ほほえむ。「ここに」

　またもや集まる視線──雛＝ぼんやり見返す──なんでみんなボクを見てるんだろう？

「金髪で、爆弾が得意で、通信できて、危ない場所でも生き残れるって……」乙＝指折り数える──あっけらかんと仲間の運命を口にする。「それ、雛っしょ」
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　ＭＳＳ本部ビル地下四階──通信解かい析せきの中ちゆう枢すう／マスターサーバーの枝機関ユニットを中心に円形に配置された端末・デスク・ＡＩ・サーバー──新設備＝課長が導入した健康飲料の自じ販はん機き／そばの壁かべに戦術班のトレーニング施し設せつの空き状じよう況きようを自動更こう新しんしてくれる電子ペーパー。

〝健全な肉体こそ長時間にわたる電子戦に不可欠〟──部下の健康向上に余念のない課長。

　冬真──支給品のヘッドセットをかけて自分のデスクでお仕事／鳳に会議の内容を転送。

　鳳と通信できず──特甲トツコーを念入りに検査中／乙や雛には行われない処置／地下道でレベル３が転送されたという記録──だがどんな特甲か今の冬真の権限では閲えつ覧らん不可。

　解析補助要員に過ぎない自分／権限不足を認識するたび不ふ甲斐がいない気分──こっそり水無月に戦せん闘とう時の状況を教えてもらえないか思案。

　解析官のワークファイル＝課長が振り分けた仕事の内容を確認──ほとんど仕事なし。

　シフトを要よう請せいして帰宅しろと言わんばかり──先日の休きゆう暇か返上に対する課長の心こころ遣づかい？

　普ふ段だんなら教会に戻もどってバロウ神父のお手伝いをするか自分のための勉強をするところ──だがバロウ神父はＢＶＴ本部で会議に出席中／今は勉強より気き掛がかりなものがあった。

　自分個人の携帯電話を取り出す──待ち受け画面＝『３７２９２３１７１３１１７』

　デスクのモニターで同じ数字の列をノイズから割り出す──〈戦犯法廷事件〉で顕けん著ちよに検出されている／地下道での戦闘時も同様／あまりに特とく徴ちよう的なノイズパターン。

　十三桁けたの数字をしばし見つめる──やがて見当をつけて片っ端ぱしから検索。

　特甲へ変へん貌ぼうするメリアー体の構成要素を総ざらい／機械化義ぎ肢しの過去の検査を洗い直す／転送データベースを閲覧可能な限り調べまくる──全ての検索項こう目もくで同じ数字の列が出現。

「多すぎる……」思わず口に出す／途と方ほうに暮れる──データの海で進むべき針路を喪そう失しつ。

　どこか一項目にノイズが集中していれば原因が特定できるのに──あらゆる場所に現れる十三桁の数字／そもそも特甲の仕様なのだと言われたらあっさり納なつ得とくしてしまいそう。

　もしかして機械化義肢など精密電子機器の管理プログラムにおけるお約束か何かだったりして──エンジニア同士の暗あん黙もくの了りよう解かい／似たようなノイズを自動的にタグづけしてフィードバック／よりノイズが少ないスペクトルや素材やなんかの研究のために共有されているとか。

　十分あり得る──父が単に工業の道に進むなら知っておいた方がいいぞという程度の気分で教えてくれた数字かもしれない／鳳さんを守るとかそういったこととは無関係かもしれない。

　手がかりがなさ過ぎて諦あきらめたくなっている自分を自覚──だが放ほうり出してはいけないような気分／気づけば昼どきに／空腹──深々と溜ため息いき。

「どうしたのかね？」背後──慣れ親しんだ呼び声。

「あ、お帰りなさい、神父様」回転椅い子すをくるりと回して振り返る。「ちょっと調べものを」

「ふむ」バロウ神父──予定よりずいぶん遅おくれて帰き還かん／しげしげモニターを見る。「これは何の数字だね？」

「レベル３が転送された際に発生する特徴的なノイズなんです。製造部門で特甲を研究されていたときに、御ご覧らんになったことはありませんか？」

「特甲に関してこの数字を見た記き憶おくはないよ。一見して、七つの素数が並んでいるのはわかるが……コンピュータに調べさせれば、もしかすると桁数の乗算が元の数字に一いつ致ちするといった興味深い数字の特性がわかるかもしれない。とはいえ、どんな意味があるかは何ともいえない」

「偶ぐう然ぜんだと思うんですが……」携けい帯たい電話の待ち受け画面を見せる。「父が教えてくれた数字に似ているんです」

「メンデルが？」急に思案げに／冬真と数字を交こう互ごに見る／考え込むように宙を見る。「ふむ……私も調べてみよう」

「ありがとうございます」頼たのもしい言葉にほっとなる。「ＢＶＴでの会議はいかがでしたか？」

「ＢＶＴは、私たちが提唱するユニットの存在を認めないようだ」

「え？」さすがに呆あつ気けに取られた。「そんな……敵ユニット解明の切り札なのに？」

「何か理由があるのだろう」だがあえて探さぐろうとはしない様子──政治的な関かかわり合いから距きよ離りを置きたがるいつもの態度。「アデライードとクラリッサが、再提出のためのレポートをまとめてくれている。ところで、少しいいかね？　お前に渡わたしたいものがある」

　使い古した革かわ鞄かばん──バロウ神父が取り出す／差し出される──驚おどろいて受け取る。

　綺き麗れいに包装された箱──思わず相手を見上げる／柔にゆう和わな微笑みを返される。

「一日遅れてしまったが、誕生日おめでとう、冬真」

「あ……ありがとうございます」昨日の騒さわぎで完全に忘れていた──両親がいなくなってからこうした祝いごとについて考えないようにする癖くせがついていた。「すいません、こんな……」

「今年は私からだが、来年はお前の父から贈おくられる」

「え？」

「開けて御覧」

　言う通りにする──包装された箱を開かい封ふう＝黒いぴかぴかの革製品／車用のキーホルダー／小さな小銭入れ付き／むろんキーはなし。

「これは……？」面くらう──運転免めん許きよ証など持っておらず。

「年内に免許を取ることをお勧すすめするよ。来年、お前は両親の遺産を受け取る年ねん齢れいになる。その項目の一つに、メンデルが設計した車のファーストモデルがあってね。もう古い型になってしまったが、今でもマグナ・シュタイア社の倉庫にあって、研究モデルとしてきちんと整備されている。メンデルの遺ゆい言ごんと社の契けい約やくに従い、その所有権が、来年、お前のものになる」

　冬真＝ぽかん──マグナ・シュタイア社＝もともと銃じゆう器き・蒸気機関・装そう甲こう輸送車・スポーツカーなどなんでもござれのシュタイア社グループの一つ／かなり前にカナダのマグナ・インターナショナルの子会社に／世界最大規模の自動車委い託たく生産を誇ほこる製造施設／ミリオポリスから南にあるグラーツの街にメイン工場──その倉庫に並ぶ〝ファーストモデル〟は歴代の有名車両ばかりでコレクターやカーマニアにとっては垂すい涎ぜんの的。

　消えてしまった父親が設計した車──父親からのとびきりのプレゼント／玩がん具ぐ会社が模型にしたこともある父の自じ慢まんの作／そのキーホルダーを与あたえてくれたバロウ神父が本当に自分の家族で優やさしい祖父のように思えていた。

　涙なみだぐんだ──仕事場でなかったら感極きわまって抱だきついていたかもしれなかった。

「ありがとうございます……神父様」

「もう一つある」さらりと告げる──喜びで孫を泣かせるのを何より楽しむ祖父のように／革鞄から大きな封ふう筒とう／表に『ウィーン大学』のプリント。「お前の進級と推すい薦せんが決まった。お前の論文が認められたんだ。大学での最後の面接が残っているがね。来年からは、父が遺のこした車に乗って、大学に通うことになるだろう」

　受け取る──キーホルダーと一緒に抱きしめる／涙がこぼれて慌てて拭ぬぐった。「もう……戻らなくていいんですね。クロースターノイブルクの学生寮りように」

「ああ」どこまでも優しい微笑ほほえみ。「お前が自分の力で切り開いた道だ。よくやった、冬真」

　感極まって抱きつくどころではなかった──仕事場でなかったら我が慢まんできず大声で泣いてしまっていたに違ちがいなかった。

　だが今いる場所が心を堰せき止める──鳳さんを助けられる場所／戦いを見守り支し援えんすることができる仕事──それらに背を向け自分だけ平和に暮らせるだろうか／立ち去れるだろうか。

「じきに就労期間が終わる」冬真の悩なやみをすんなり見み抜ぬいた顔。「再更新するか、大学に進む準備をするか、もうしばらく時間をかけて考えるといい。ただし、ここで今以上の権限を得たいなら、学びの期間が必要だ。ディーゼル課長もロンドンをはじめ多くの国で学んできた」

「はい、神父様」素す直なおにうなずく──だが心は逆らう／彼女はここで戦っている／何年もかけて学んだ後で戻ってきたときにどうなっているかなんてわからない──今みたいに彼女を守れるとは限らない。

　ぽんと優しく肩かたを叩たたかれた──バロウ神父＝革鞄を閉じる／席につこうとせず。「私は先に教会に戻っているよ。ミサの準備をしないといけない」

「僕も手伝います。あの……ここを片付けたら、すぐに」

「そんなに大変な準備ではないよ」バロウ神父──気にするなと言ってくれている笑み。「ああ、そうそう、会議の後で思わぬ人物と再会した。ＭＰＢの特甲児童の、吹雪くんだ。お前によろしくと言っていたよ。いつ知り合ったんだね？」

「先日、たまたま出会ったんです。ミッテ駅の蒸気機関車の展示会で」

「お前と気が合うと言っていた。また会いたいそうだ。連れん絡らくしてあげるといい」

「はい、神父様」

　うなずいて歩み去るバロウ神父──ディーゼル課長に挨あい拶さつ／退室──姿が見えなくなる。

　大学の書類を自分のリュックに入れる──キーホルダーを上着のポケットに／なんだかものすごく力を得た気分／だがまずはきちんと進路を選せん択たくしなければいけないという現実感。

　どうにも集中できず──十三桁の数字を見つめる／あてもなく検索／空から振ぶり。

　本来の仕事はまったく回ってこない──なんだか事件から遠ざけられている気分。

　空腹に耐たえられず課長にランチ休きゆう憩けいを申告──二つ返事で許可されビル内の食堂へ。

　鳳はまだ検査のため待機中＝食事に誘さそうこともできず──がらんとした食堂／人員はほぼ全すべて大がかりな捜そう査さのため外出中。

　一人でもくもくと食べ終わって戻る途と中ちゆう、携帯電話に着信音──メッセージ。

　見慣れないアドレス──すぐに思い出す／昨日教えてもらったばかり──吹雪くん。

〝改めて初めまして、吹雪です、ぜひ仲良くしましょう〟という三点に要約されることがらが実に長々と続く文面──メッセージを送れる相手がいることの喜びが伝わってくる。

　接続官コーラスの規定──通信制限／情報汚お染せんの可能性の排はい除じよ／機密保持のための様々な規則──窮きゆう屈くつな人間関係を我慢せざるを得ない少年の喜び──なんだかこちらも嬉うれしくなる。

〝こちらこそよろしく〟という一点に要約されることがらをなるべく長く書いて返信──地下へ戻ろうとエレベーターに近寄ったところでまた着信──なんとも迅じん速そく。

〝返信ありがとう、ところでぜひお話ししたいことがあります〟という趣しゆ旨しのメッセージ──さらには〝決して要約できない非常に個人的なことについて話したいので可能なら今すぐビルの外で電話できないか〟という実に具体的かつどう受け取っていいかわからない提案が到とう来らい。

　明らかに傍ぼう受じゆを警けい戒かい──ＭＳＳビル内の通話はいかなるものであれ自動的に記録される／このメッセージもすでに傍受済み／記録されているはず。

　なんだろう？　プライベートなこと？　あるいは少しばかり機密に関わること？

　ＭＳＳの解析官とＭＰＢの接続官コーラス──考えてみればちょっとした情報交こう換かんさえ問題になりかねない微び妙みような立場の二人。

　しばし考え込む／駆かけ引きが苦手な素直な性格が顔を出す──返信＝〝今から出るよ〟

　ランチ休憩中の外出を連絡用サーバーで課長に報告──エレベーターへ／ロビーへ。

　ビルの外へ──狙そ撃げきされた地点にまだ封ふう鎖さテープ／自分が撃うたれるはずもないのについ物もの陰かげへ／ぐるりとビルを回って駅前のキオスクへ向かう──飲み物を購こう入にゆう＝外出の言い訳。

〝今、ビルの外です〟というメッセージを送信──電話がかかってくるのを待つ。

　すぐさま着信──電話ではない／メッセージ／ファイル──〈ローデシア〉の捜査資料。

　ぎょっとなる──ＭＰＢ側の情報がいきなり送られてくるとは思わず。

　周囲を見回す──知った顔と出くわすのではと怖おじ気づく／あからさまに挙動が不ふ審しんに。

　またもや着信──短いメッセージ＝〝ハンス・Ｗ・クラインは都市内で特甲児童が初めて出撃したときの事件の首謀者です〟

　驚きのあまり大口を開けてメッセージに見入った──先日の電子戦の演習でバロウ神父が口にした言葉＝〝水無月は、あの初出撃で鳳を生還させた優秀な接続官コーラスだ〟

　会議で誰だれもそんなこと言ってなかった──みんなが知っていることだから結果的に誰も言わなかった？　それともあえてその点について誰も発言しないようにしていた？

　ふいに閃ひらめく理解＝入念な鳳の検査／昨日に続いて／会議に鳳がいなかった理由──いや、鳳を会議に出席させなかった理由。

　初出撃──生還した鳳／生還できなかった二人の仲間──出撃時のデータは全て消失。

　疑問／推測──同じ事態が起こることをヘルガ長官は警戒している？　だから鳳を現場から遠ざけている？　さらに推測／直感──自分がニナと鳳の間で伝達役をやらされているのもそのせい？　今すぐ捜査に参加したがっている鳳を大人しくさせるため？

　大人たちの意図を看破するも素そ朴ぼくな疑問が結論を妨さまたげる──でもなんで僕なんだろう？　別に僕だったら鳳さんを止められるというわけでもないのに。

　首を傾かしげているうちに着信──今度こそ本当に電話がかかってきた。

　慌あわてて出る。「あ……もしもし？」

《えっと……あの、冬真くん……ですよね》やたら間延び／警戒というより遠えん慮りよがちな調子。

「あ、うん。僕だよ」

《あの……こんにちは。吹雪です。昨日お会いした……》

「うん、こんにちは。メッセージありがとう」

《こちらこそ、ありがとうございます。すぐにお返事がもらえると思ってなくて、つい……あの、ごめんなさい、急にお話しできないかなんて……》

「大だい丈じよう夫ぶ、ちょうど休憩中だったし。あ、今、ビルの外にいるよ」

《ごめんなさい、誰にも傍受されないように工夫はしてるんだけど、念のためにと思って》

「工夫？」おうむ返し──ＭＳＳの設備に対たい抗こうするような工夫？　携帯電話で？　まさかマスターサーバーに接続して通話してるとか？

《うん。僕、ちょっと自分の携帯電話を工夫してるんです》平然──こともなげ。

「そ……そうなんだ」詳くわしく聞きたくなる──だがそれこそＭＰＢにとっては通信解かい析せき上の機密なんじゃないかと勝手に想像して聞けなくなる。「あの……それで、このファイルは？」

《いきなり送ってしまってごめんなさい。そうした方が伝わりやすいと思って》

「これって本当なの？　あ、ファイルの内容じゃなくて……鳳さんや涼月さんの初出撃の相手って……」

《ハンス・Ｗ・クライン》厳おごそかですらある断定口調。《調べたけど間違いなかった。一応、ＢＶＴの機密になっているけど、関係者はみんな知ってることだし。あ……僕は当時、まだ接続官コーラスじゃなかったんです。だから僕もファイルにある内容しか知らなくて。ファイルにその機密書類も入れておいたから、よかったら読んでみて下さい。でも詳しよう細さいは全然なくて……期待しない方がいいと思う。きっとがっかりさせちゃうから》

「そ……そうなんだ」ついていけず──ＢＶＴの機密？　まさか勝手に手に入れた？　どうやって？　そんなものをあっさりＭＳＳの自分に転送した？

　これはものすごくまずい──今さら危機感／いったい全体どうしてこの人はこんな危ないことをするのか／もしこんなことが課長や長官にばれたらいったいどうなるのか。

《それでね、特甲トツコー児童に対する情報汚染が行われたのは、多分、初出撃のときで、それが今もずっと影えい響きようしているんだと思う》

「え……？」

《だから僕、ずっと特甲のレベル４について調べてて》

「レベル４？」完全に理解が遅おくれる──この人はいったい何を話そうとしているのか？

《うん》冬真なら何もかもわかってくれるはずだという確信に満ちた返答。《それで、今日、バロウ神父様とお会いしてお話しして、やっと気づいたんだ。初出撃のときのデータは全て消えたけど、必ず何かが残ってる場所が一つだけあるってことに。全ての状じよう況きようを間接的に把は握あくしていて、電子戦における拮きつ抗こう措そ置ちも万ばん全ぜんだったはずの場所が》

「場所……？」意味がわからない──だが何かが脳のう裏りをよぎる──〝鳳を生還させた〟

《そう。ＭＰＢにはそのときまだ、接続官コーラスがいなかったから。涼月ちゃんたちは接続官コーラスなしで現場に出ていた。でもＭＳＳには当時、特甲児童の転送を仲ちゆう介かいしていた人物がいるはずで、調べたら、その人は今もまだ接続官コーラスとして働いているってことがわかって》

「う……うん。そうだよ。ずっと鳳さんたちを守ってる」

《その人と連絡が取れないかなと思って……その、絶対、冬真くんには迷めい惑わくをかけない》

　水無月＝その気になれば今すぐ呼び出せる相手──だがあまりに不ふ穏おん──〝調べたら？〟

　ＭＳＳの兵科の中でも重要機密である接続官コーラスのことを調べた？　どうやって？　もしかしてＢＶＴやＭＳＳにも勝手に侵しん入にゆうして情報を集めまくっている？

　これは本当にまずい／彼は危険だ──警けい戒かい心しんが沸ふつ騰とう──腰こしが引ける。「あの……どうして、こんな風に連絡を取りたいの？　ＭＰＢから申しん請せいしてくれればいいと思うんだけど……」

《涼月ちゃんを守りたくて》必死の声──まるでいつもそのことばかり考えているというように。《なぜ初出撃で異常な事態が起こったか、調べれば調べるほど、辻つじ褄つまが合わなくて。でも、ゆいいつ辻褄が合う仮説があって。つまり初出撃のときの異常は、全て人じん為い的なものだったっていう仮説。誰かがわざと特甲児童をおかしくさせようとした。特甲児童のすぐ近くにいた誰かが、フロー現象を引き起こす何かを仕し掛かけた。それが何なのかはっきりすれば、特甲児童を襲おそう、おかしなフロー現象も防げるかもしれない。だからお願い、冬真くん。お願いします》

　先走りすぎていて意味がわからない──だが引き寄せられる／警戒心を共感が上回る。

〝守りたくて〟──それがこの少年の真実だと確信できる。

　記き憶おく──〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉で情報漏ろう洩えいの嫌けん疑ぎをかけられて水無月と一いつ緒しよに犯人捜さがしをしたときの気持ち──危なくてもやるしかない／他ほかに方法がない／同じ思いを吹雪の口調に感じた。

「ごめん、吹雪くん。質問を変えさせて。もちろん、ＭＳＳの接続官コーラスとは連絡が取れるし、吹雪くんに紹しよう介かいすることもできる。でもそうしたとして、吹雪くんはどうするつもり？」

《僕には何もできない》倍増する必死さ──あるいは悔くやしさ。《彼にお願いするしかないんです。だって僕は初出撃に参加していないから》

「お願い……？」聞き返す──〝あの初出撃〟──半ば答えを予期しながら。

《手がかりが存在する、ゆいいつの場所にアクセスして、コピーしてもらうんです。つまり、彼の脳内チップに。彼自身の特甲で、彼自身に接続して、彼の脳と脳内チップの情報を可能な限りデータ化してもらうんです。自分を鏡に映すように。そうすれば、二年前の初出撃のとき、彼とマスターサーバーとの間で行われた情報のやり取りが再現できるかもしれないんです》




　　　　†




　獰どう猛もうなエンジン音を響ひびかせる大型ハーレー──そのリアシート。

　初めてのバイク体験──ハンドルを握にぎる日向の大きな背／渡わたされたヘルメットを着用／細かい道を走るのに不向きなタイプの二輪車をこともなげに操あやつる男の腕うで前まえを楽しむ。

　わくわくとも浮うき浮きとも違ちがう昂こう揚よう感──くわえたロリポップの甘味が増す気分。

「ねー、日向、オレにも運転させてよ」エンジン音に負けじと叫さけぶ。

「免めん許きよを取ったらな」無愛想な返事──だが断られてはいない／日向にとって愛用のサックスと同じくらい愛着があるらしいバイク／それに乗せてくれたことがやけに嬉しい。

　日向に同行＝ニナの指示──狙撃犯を追う／ヤマモトの死の理由を探さぐる／〈ローデシア〉とのつながりを見つける。

　会議ののち──再検証＝ヤマモトの検けん屍しデータ／狙撃の解析データ──新たな発見なし。

　ヤマモトの所持品──カタナ／財さい布ふ／免めん許きよ証しよう／市民登録証／立派なキモノ──異常なし。

　検屍が終わったヤマモトの遺体──昼前に二人の日本人が引き取りに現れる／ＭＳＳの捜査官が二人を聴ちよう取しゆ／その様子を日向と一緒にマジックミラー越ごしにちら見した。

　すらっとした若い男と女──二人ともキモノ姿ではない／喪も服ふくを思わせる黒いスーツ姿／激しい悲しみの中でも礼れい儀ぎを保つ佇たたずまい。

　てっきり日向も二人を聴取するかと思いきや外出──〝彼らには後で話を聞く〟

　軍用機体でもＭＳＳ公用車でもなく個人のバイク──機動力を優先。

　第レオポル二トシユ区タツト──囚しゆう人じんたちが籠ろう城じようしたファーストフード店＝ＭＰＢが封鎖中。

　許可を得て見て回る日向＋乙──『ＨＥＬＴＥＲ　ＳＫＥＬＴＥＲ』＝馬ば鹿かげた落書き／盛せい大だいな銃じゆう弾だんの跡あと／血しぶき／ＭＰＢの特甲児童の小隊長さんが突つき進んだ跡。

　犯人が逃にげた地下道への入り口──床ゆかに穿うがたれた大きな穴＝犯罪者たちの突とつ貫かん工事。

　日向が何を見ているのか知りたかったが邪じや魔まをしたら悪いので黙だまって付き添そう──自分も何か発見できないか期待してあちこち目を向ける──さっぱりわかんない。

　地下には入らず──ＭＰＢの現場指揮官の居場所を尋たずねる日向＝狙撃手がいたビル屋上へ。

　現場から数百メートル──同じく封鎖中のビジネスビル／ＭＰＢの鑑かん識しき班はんが作業中。

　駐ちゆう車しやしたバイクにメットをかけて歩む二人──許可を得てビルに入る。

　ロビー──四つあるエレベーターの一つへ。

　ドアが閉じる寸前、隣となりのエレベーターから降りた人物をかいま見た──長くて紅あかい髪。

　ファーストフード店の包囲で情報汚染に襲われながら頑がん張ばっていたおねーさん──自分より二つか三つは年上に見えるが実は一つしか違わないなどとはいささかも思わず。

　声をかけようとしたがその前にドアが閉じる──察する日向。「ＭＰＢの特甲児童か」

「うん。無事でよかった。二人に狙ねらわれてたけど助けられなくて。オレ、地下に行ったんだ」

「お前の判断は間違ってない。狙撃の目的は足止めだ。お前が地下へ向かったことで敵は撤てつ退たいを早めたはずだ」

　慰なぐさめではない／男の声に込こめられた確信──にっこり微笑ほほえみ返す。「うん」

　日向がをちらりとこちらを見る──乙の中にいつの間にかやどった静けさに気づいている。

　それが好ましい変化であるという日向の判断が自然と伝わってくる──まるで日向が鏡になって自分の心の正しさをはかってくれている気分──男の存在が何より頼たのもしい。

　最上階＝さらに階段で屋上へ──ＭＳＳの制服姿の日向＋お菓か子しをくわえた少女──ＭＰＢの鑑かん識しきや機動捜そう査さ課の人たちが訝いぶかしげに振ふり返る。

　屋上＝ＭＰＢ中隊のエンブレムつき制服を着た人たち──犯人の狙そ撃げきを再現中。

　その傍かたわら──逞たくましい男／厳しい顔／携けい帯たい電話で話しながら別のビルを鋭するどく見つめている。

　ＭＰＢ中隊長＝見覚え──〈アンタレス事件〉で日本人女性がハラキリしようとした現場にいた人／バスジャック現場で爆ばく弾だんを背負わされた子供の足を撃うって助けた人。

　中隊長が携帯電話をしまう──日向と乙を振り返る。「アナベル伍ご長ちようとシュナイダー特甲隊員。人工衛星が降ったとき以来だな。あのときはＭＳＳの迅じん速そくな対応にずいぶん助けられた」

「こちらこそＭＰＢには敵戦力の多くを削そいでいただきました、カリウス軍ぐん曹そう」

　握あく手しゆ──いかにも組織を超こえて信しん頼らいし合う男たちといった感じ。

　ぼんやり見ていたらこちらにも手を差し伸のべられる──嬉うれしくなって握る。「こんグーテンにちは・ターク」

「ああ、是ぜ非ひとも良グーテいン・日タークにしたいものだ。何しろこっちは鉤かぎ十字好きの連中にしてやられるという失態を犯おかしたばかりだからな。うちの副長から聞いたが、そちらも悪あく辣らつな狙撃手を追っているとか？」

「縄なわ張ばりで訪問客が撃たれるという失態を犯しました。こちらの現場にいた二人とは違う相手ですが、連れん携けいしていたとみて捜査しています」

「根こん拠きよは？」

「タイミング、移動経路、そしてここと同じ、レーザー照準器を囮おとりとした撹かく乱らん」

「それだけあれば十分だな。そう、本当の狙撃位置はあっちだ」先ほど電話をしながら見ていたビルを指さす。「ここは囮で、高価な照準器を使い捨てにし、ついでに犬のマーキングのように腹立たしいものを残していった」

「マーキング？」

「こっちだ」歩いていって指し示す──『中』＝紅い塗と料りようによる落書き／照準器があったらしい場所／いかにも挑ちよう戦せん的な何かの印。

「資料を拝見しました。命トレツ中フエンを意味する漢キヤラ字クターだとか」

「いい気になった若造どもが、そういう風に解かい釈しやくして流用したのさ」

「あなたと元同どう僚りようたちが部隊のシンボルにしていたとか」日向＝淡たん々たんと切り込む。

「そうなの？」乙＝山のようにある捜査用資料などろくに見ちゃいないのでびっくり。

「ああ、その通りだ」にやりと笑み＝ほろ苦く激しい闘とう志しといったものをたたえた顔──犯罪を犯した兄弟を追っているとでもいうよう。「俺は、そいつらの仕し業わざだと見ている」

　日向＝ＰＤＡを開く──二人の男の顔写真＝両方とも黒くろ髪かみ／経歴／軍隊時代の評価報告書。

「この二人ですね？　コータロー・佐サ脇ワキ・クロイツェル。アリ・ジアッド・ムハウィシュ」

「そうだ。〈赤のロートジャ・バオックアー〉のメンバーだ。今も同じ顔をしているとは限らないがな」

「はい。〈戦犯法ほう廷てい事件〉で、このうちの一人は白人に変装していた」

　画面操作──一方の男の隣に別の男の画像＝〈戦犯法廷事件〉で将軍のそばについていたところを撮さつ影えいされた実行犯ホイテロートの顔。

　乙＝息を吞のむ──アリ・ジアッド・ムハウィシュ／ホイテロート──顔の骨格スキャンが完全に一いつ致ち。

　思わずＭＰＢの中隊長さんを見る──ホイテロートがこの人の仲間だった？

「国連ビルの方にいたとはな」だが仲間を見る目ではない──標的を見み据すえる眼まな差ざし。「同じ日に起こった〈空港占せん拠きよ事件〉でも〈赤のロートジャ・バオックアー〉の一人、シャロン・女郎花オミナエ・ベイカーが大おお騒さわぎを起こしてくれた。うちの特甲隊員が永遠に静かにさせてやってくれたがな」

「彼女はルージュトロワと自じ称しようしていたとか。〝赤ルージのユト三ロワ〟に〝夕べにホイテ赤ら顔ロート〟、彼らは赤という色にこだわっている。きっとこの〝命トレツ中フエン〟のシンボルを今でもトレードマークにしているからでしょう。さらに過去、同じく赤の名を持つ狙撃手がこの都市でテログループを指揮していた」

「〝赤ローいトヴ鹿イルト〟だな。〈アンタレス事件〉で、うちの特甲隊員がスコープ越しにそいつの顔をとらえたところ、アジア系だったそうだ。確証はないが、その男はコータローだったに違いないと俺は思っている」

　日向＝うなずく──ＰＤＡをたたむ。「彼らの特とく徴ちようは、優すぐれた狙撃手であり、対立し合うグループを指揮する手しゆ腕わんの持ち主であるということです。他に心に留めておくべきことはありますか？」

「ああ。こいつらの武器はライフルだけじゃない。コータローは格かく闘とうを得意とし、ムハウィシュは爆弾作りに長たけている」

「ムハウィシュ、つまりホイテロートがＡＰ爆弾の組み立てに関かかわったと思いますか？」

「ありそうな話だ。ついでに、やつが遠えん隔かく操作で爆弾を点火したかもしれんな」

「〈赤のロートジャ・バオックアー〉はあなたを入れて、本当に四人だけですか？」

「──なに？」

「狙撃手は二人いた。どちらもきわめて優れた射手だった。地下には赤いアームスーツがいて、我々の特甲トツコー隊員の腕を折って逃とう走そうした。非常に優れた操縦者であり、体術の使い手だ。また、ＭＳＳ本部ビルの目前で狙撃を行ってのち、機械化義ぎ肢しで逃走した者がいる。ロートヴィルトとホイテロートが現場にいたとして、彼らはどこにいたと思いますか？」

「数が合わないというわけだ。さて。俺たちは四人で一つのチームだったし、『中』のマークは四つで一セットだ。麻マー雀ジヤンというアジアのゲームは知っているか？」

「いえ。つまり四人だけだと？」

「新しく誰だれかを雇やとったとしても驚おどろかんよ。あいつらが今いるのは傭よう兵へいの世界で、どこでどんな悪党と手を組むかわからん。ただ一つ、このマークを残したのはムハウィシュだと思う。コータローは痕こん跡せきを残すことを嫌きらうし、わざわざ俺にこんなメッセージを見せるなんてことをせず、必要があるなら黙って俺の眉み間けんに弾丸をぶち込む男だ。それ以外のことは現時点では判断できない。二人のうちどちらかが、あのたわけた着るロボットの中にいてもおかしくはない」

「これはメッセージだと思いますか？」足あし下もとの『中』を再び見やる。

「ああ。俺たち全員、悪運に囚とらわれろと言っている。今はまさに俺もそんな気分だが、最終的にはあいつらの方がそうなるということを教えてやるつもりだ」

「はい」うなずく──手を差し出す＝聞き込み終しゆう了りようを態度で示す。「ありがとうございました」

「いや。あまり役に立てなくてすまんな」再び握手。

　手を離はなす男たち──目礼して去ろうとする日向。

　その傍らでじっと中隊長さんを見つめる──ぽつんと口にする。「ルフトハンザ３１９便」

「うん？」中隊長さんが振り返る／表情でわかる──ああ、この人は知らないんだ。

「アリス」日向が呼ぶ──この中隊長さんは敵じゃないと制止するように。

「オレの悪運。ホイテロートがオレに言ったんだ。オレは食い残しだって」

「その言い回しだけで、ムハウィシュだと確信できる。やつがその飛行機に何かしたのか」

「オレやパパやママが乗ってた。でもハイジャックされて落ちたんだ」

　目を逸そらさない中隊長さん──右と左で色が違う目を不思議がりもせず／乙が伝えたいことを受け取ってくれていた。

「あのハイジャック事件か。ムハウィシュが関かん与よしていたとはな。俺はその頃ころ、問題を抱かかえた役立たずで、仲間が何をしているかもわからない状態だった」

「ナマクラだった？」咄とつ嗟さに言葉が転がり出る。

「アリス──」

「その通りだ」経験を積んだ男の淡々と乾かわいた返答──渋しぶい笑み。「日本語に詳くわしいんだな。実際、ひどいナマクラだった。若者向けの教育にぴったりの、身を持ち崩くずしたらこうなるというお手本にして欲しいくらいのな。だが今は、こう言える。やつらこそ俺の食い残しだと」

「オレもあいつにそう言ってやるつもり」にっこり微笑み返す。「先に見つけても、死なせないようにできる？　どうしてあの飛行機を落としたのか訊ききたいから」

「可能な限りそうするつもりだ。俺も訊きたいことがあるが、最初の質問は任せる」

「ありがとう」言いたいことはそれで全部だと態度で示す──日向の真ま似ね／手を差し出す。

「こちらこそ教えてくれて感謝する」

　しっかり握り返してくれた──傍らで日向がちょっと安心したように小さく息をついた。

　ビルを出る──再びバイクで移動＝第二ライヒ十五エンシユ区マオスに入ったところで軽食を摂とった。

　日向＝がっしりした腕うで時計を見る／電話をかける──ヤマモトの遺体の引き取り先。

　訪問を事前に知らせる──席を立つ。「行こう」

　様々な人種のコミュニティが隣りん接せつする場所──通称〝一いつ触しよく即そく発はつ通り〟──その東とう端たん。

　都市拡張で農地や湿しつ地ち帯を住宅用に開発／丈たけの低いフェンスで仕切られた住宅街／大量生産された小さな赤い屋根の家が並ぶ／あちこちに空き地──のどかというより侘わびしい感じ。

　民家の一つ──通りにバイクを停とめて歩み寄る／呼び鈴りんを押す前に玄げん関かんのドアが開く。

　顔を出す日本人男性──ＭＳＳ本部でマジックミラー越ごしに見た二人のうちの一人／日向と同じくらいの身長／半分くらいの細い体／穏おだやかだが影かげのある微笑み／眼鏡の奥の細い眼。

　日向＝身分証を提示。「先ほど電話をしたＭＳＳのアナベルです」

「こんにちは、アナベヘル・ルさんアナベル」日向の身分証を一いち瞥べつ──乙の方を見る。「あなたが、真士郎が会いに行った方ですね」

「こんにちは」ぽつっと挨あい拶さつ──死なせてしまってごめんなさいと言いかける／相手がどんな反応をするかわからず黙る。

「こんにちは。有あり沢さわ賢けん治じです。日本人青年会〈希望の会〉の会長を務めています」

「アリサワ、サン？」乙──発音を確かめながら呼んだ。

「はい」よくできましたというような微笑み。「ケンジと呼んで下さい。どうぞ、中へ」

　家の中＝映画で見るような〝日本的な内装〟はほぼなし──藺い草ぐさでできた床ゆかとか、紙を張った戸とか、木でできた天てん井じようとか想像していたが普ふ通つうの家と変わらず。

　廊ろう下か／奥のキッチン──黒いジャケットを着た日本人の若者たちが料理を運んだり電話をしたりしている。

「通夜の準備中でして。騒さわがしくて申し訳ありません」

「こちらこそ手間を取らせて申し訳ない」日向＝言いつつ家の様子を鋭く観察。

　リビング──右手の壁かべ際ぎわに木製の棺ひつぎ／中に花／遺体はなし／代わりに布で覆おおわれたものが入っている──ヤマモトが入るであろう棺の中にあのカタナ──ちょっと驚いた。

　棺の脇わき──台座に載せられた遺い影えい／灰が入った小さな壺つぼ／細長い線せん香こうの束。

　階段を下りる音──二階から女性が現れる。「ＭＳＳの方？」

「アナベルです」律りち儀ぎに身分証を見せる。

　うなずく女性──ＭＳＳ本部で見たもう一人／びっくりするくらい艶つややかな長い黒髪／白人顔負けの肌はだの白さ／ほっそりとしたいかにも和風美人という感じの女性──床を滑すべるような歩み方＝体がほとんど上下に動かず／乙や日向の直進能力とはまた違ちがったバランス感覚。

「葛かつら城ぎ茉ま莉りです」丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎ──驚くほど綺き麗れいな所作。「マリと呼んで下さい。そちらがシュナイダーさんですね。叔父おじがお世話になりました」

「え？」

「杜もり麟りん太た郎ろうは私の叔父です」哀あい切せつな眼まな差ざし──きっと大好きな叔父さんだった。

「そうなんだ」素す直なおに驚く──弔ちよう意いを告げる。「モリサンがいなくなって、すごく悲しい。悲しくなるもんかって思っても……やっぱり悲しいんだ。守れなくてごめんなさい」

「いえ」ちょっと驚いた顔──打ち解けた微笑み。「ありがとう。今、お茶を淹いれます」

「お構いなく」日向＝身分証をしまいつつ女性を観察する目。

「そうおっしゃらずに。おかけ下さい」ケンジ──ソファへ手を向ける。

　日向＋乙＝ソファに座る／ケンジと向かい合う──日向＝お悔くやみ／自分たちの目の前でヤマモトが死んだことを淡々と告げる。

「録音させてもらうがいいか？」日向＝ＰＤＡをテーブルに置く。

「構いません」うなずくケンジ──マリ＝緑茶の入った取っ手のないコップを持ってきてテーブルに並べてケンジの隣となりに座った。

　乙＝お茶をすする／目を丸くする／日本風ハーブティーの渋みにびっくり──ちらりと日向のＰＤＡを見る／なんであれで録音するんだろう？　制服の襟えりの通信機で録音できるのに──不思議に思いながら黙だまって見守った。

「姓せいは一いつ緒しよにしない主義か？」日向＝二人の左手にそれぞれ目を向ける──二人の薬指に同じ型の結けつ婚こん指輪。

「月末に式を挙げる予定なんです」ケンジ──侘びしそうな笑み。「真士郎が式の司会をしてくれるはずでした。ひょうきんで明るいやつでしたから。きっと式を盛り上げてくれた」

「ヤマモトの遺体は？」

「近所の葬そう儀ぎ屋です。顔を綺麗に整えてもらっています。葬儀で弔ちよう問もん客に見せられるように。いつもそうしているんです」

　損そん壊かいした遺体の修復──自然と深い悲しみが伝わってくる。

〈アンタレス事件〉でもひどい姿の死者が沢たく山さん出た──その弔とむらいもこの若い男が仕切ったのだろうということが察せられた／死者の弔いが今も彼の日常だということが。

「ヤマモトを撃うった相手に心当たりは？」

「わかりません……〈アンタレス事件〉以来、日本人移民はみなテロリスト扱あつかいです。この都市の市民が、勝手な義ぎ憤ふんに駆かられて彼を犯罪者とみなして撃ったのでは？　いかにも日本人という出いで立ちでしたから」

「いや」日向＝しげしげと相手を見る。「その可能性は低い。明らかにヤマモトに狙ねらいを絞しぼって監かん視しし、計画的に射殺した」

　受け入れがたいというように小さく顔を左右に振ふる。「文化遺産を勝手に譲じよう渡としようとしたということ以外、心当たりはありません」

「勝手に？」

「あのカタナはマリが所有していましたから」

「真士郎の願いで彼に委い託たくしました」マリ＝後こう悔かいをたたえた顔。「文化遺産として市に登録されないようにすると言われて。あと、特甲児童の方が所有すれば破損しても元に戻もどるようにしてもらえると言っていました。本当なんですか？」

「転送兵器として登録すればな。つまり……ＭＳＳにカタナを持ってきたから殺されたと？」

「我々から見れば、そういうことになります」ケンジ＝彼自身が答えを欲しがっている／知りたくないとも思っている──乙にはどちらともつかないように見える。

「あのカタナは調べたんですか？」マリ＝棺の中のカタナへ目を向ける。

「ああ。異常はなかった。ヤマモトが何か加工した痕跡もない」

「そうですか」マリ＝目を伏ふせる──カタナを預けたことを後悔している／吹ふっ切ろうとしている。「私たちには何もわからないんです」

「そもそも、彼はなぜ、〈アンタレス事件〉で爆ばく弾だんを背負わされた？」

「彼の父親があのテロに協力することを拒こばんだからです」ケンジ＝自分も殺されかけたという口調。「結果、真士郎以外、家族全員があの事件の最中に殺されました。同どう胞ほうであるはずの日本人に……報復として」

「賢けんさん」若い男──遠えん慮りよがちに声をかける。「真しんが帰ってきました」

「失礼します」ケンジ＝立ち上がる──若い男と一緒に玄関へ。

　日向＋乙＝窓を見る──外に縦長の車／葬儀屋のロゴ／業者が布にくるまれた遺体を担たん架かに乗せて運んでいる。

　綺麗に整えられたヤマモトの遺体＝修復された顔面──ＭＳＳ本部に来たときのキモノ姿／ケンジと日本人の若者たちが運んだ／棺に納められた──マリが腐ふ敗はい防止のドライアイスと白い綺麗な花を敷しき詰つめた。

「さっき市から連れん絡らくがあって、火か葬そうの許可がおりました」先ほどの若い男──ケンジのキモノの襟を整えてやりながら。「無事に荼だ毘びに付せます」

「そうか」ケンジ＝うなずく──マリと一緒にソファに戻る／若者たちが持ち場に戻る。

「遺体を焼くのか？」日向＝彼らの弔いをずっと観察。

「ええ。棺ごと。日本ではそれが普通なんです。一つの墓に係けい累るいが入ります。みなバラバラの墓に入るのは可か哀わい想そうだと思ってしまうんですよ」いつまで経たっても直らない癖くせについて話すような小さな笑えみ──顔も口調もたたずまいも何もかもが悲しげな色に染まっている。

「カタナも焼くのか？」日向＝単純な疑問を口にする。「そう簡単に焼けるとは思えない」

「焼け残るでしょう。でもそうすることであのカタナの価値はなくなります。我々があれを使ってテロの資金を得る気はないという表明になりますから」

「彼に託たくした品です」マリ＝しいて吹っ切ろうとする様子。「最後まで託すべきかと」

　日向＝二人にうなずいてみせる──だが彼ら独特の考え方が理解できずにいる。

　乙＝何かが引っかかる──〝価値はなくなる〟──唐とう突とつに妙みような疑問が湧わいた。

　──もし、あのカタナを受け取っていたら、ヤマモトは死ななかっただろうか？

　そうは思えない──だが少なくともカタナが焼かれることはなかった／託した品／何のためか／なぜ自分だったのか／モリサンが命を落とした事件で彼と一緒にいたというだけならＭＳＳの誰だれもが当てはまるのに──自分がモリサンの最さい期ごを看み取とったなんて知らないはずなのに。

　考えてみればなんで自分なのか説明できない──何か理由があった／ヤマモトが選んだ／この自分──特甲トツコー児童を。

　急に飛ひ躍やく──転送兵器についてヤマモトはどこまで知っていたのか？

〝特甲児童の方が所有すれば破損しても元に戻るようにしてもらえる〟＝一いつ般ぱん的な転送兵器の理解──兵器のパーツをデータ化しメリアー体に反映させることで消しよう耗もうしても復元可能に。

　パーツをデータ化──もし自分が受け取っていたら多分そうしてもらっていた／壊こわれても大だい丈じよう夫ぶなように／オリジナルは保管しておいて／消耗可能な状態にしていた。

　パーツ──勝手に目が室内を見み渡わたす／想像と違う内装／草も紙も木もなし──その中でひどく日本的なもの＝遺体のキモノ／火葬用のシンプルな木製の棺／そしてカタナ。

　刀の構造＝木と鋼はがね──ぴったり組み合わさって一体のものとしか思えない品／鑑かん識しきですら取り外そうとせず／芸術品として扱ったため切断するという発想もなかったはず。

　立ち上がる──ドライアイスと花に囲まれてヤマモトが眠ねむる場所へ歩み寄る。

「アリス？」日向が腰こしを上げる。「どうした？」

　咄嗟に答えられず──棺の中を見つめる／背後でケンジとマリも立ち上がる気配／三人の視線──背を向けたまま言った。「ねえ。このカタナ、まだオレがもらってもいいの？」

　背後で驚おどろく気配──日向／ケンジ／マリ。

「ええ……」マリが言いかける──騒そう々ぞうしい物音が遮さえぎる。

「何をするんだ！」玄関──若者たちの騒ぎ声。

　振り返る──日向／乙／ケンジ／マリ──若者たちを押しやり、どかどか盛せい大だいな足音を立てて入ってくる男たち＝軍服姿／赤いベレー帽ぼう／いかにも特とく殊しゆ部隊という出いで立ち。

「ケンジ・アリサワだな」男たちの一人──恫どう喝かつ口調。「連行する。大人しく従え」

「なんだって？」呆あつ気けに取られるケンジ──憤ふん然ぜん。「理由を言って下さい」

「さっさと来い」顎あごをしゃくる──男たちがケンジに近寄る。

「待って下さい！」悲鳴のような声＝マリ。「この人は何もしていません！」

　日向＝ケンジと男たちの間に入る──身分証を再三提示。「ＭＳＳだ。二人を聴ちよう取しゆしている。そちらの所属は？　〈特憲コブラ〉の隊員か？」

　男たちの足が止まる──じろじろ日向を見る／背後を振り返る。「隊長、ＭＳＳがいます」

　やたら金属的な足音──かッかッかッ──鉄てつ鋲びようをつけたブーツでも履はいているらしい。

　いかにも横おう柄へいな姿勢──胸を反らし両手を腰の後ろで組んで入室。

　長身／ブロンド／冷血を絵に描かいた上に広告に出したような無表情／珍めずらしいことに右目にアイパッチ──機械化しないか、していることを隠かくしているのか、左だけの独眼で全員を睥へい睨げい。

「〈第二作戦部隊〉隊長のギリアン・ダイクだ。内務大臣の命令でＡＰ爆弾に関かん与よしたグループの捜そう査さをしている。貴様はどこのどいつで、ここで何をしている」

「ＭＳＳ戦術班、ロルフ・日向・アナベル。こちらも捜査中だ」

「邪じや魔まだ」

「聴取中だ」

「ＢＶＴから何も聞いていないのか」

「狙そ撃げき事件については聞いていない。こちらの捜査が優先されるはずだ」

「このケンジ・アリサワは、〈アンタレス事件〉で日本人テロリストどもを指揮したヨーコ・イマムラの甥おいだ。最優先容疑者としてただちに確保せねばならん」

「先日の爆破に彼が関与した証しよう拠こはない」

　一いつ触しよく即そく発はつといった睨にらみ合い──軍人たちの装備＝特甲児童を封ふうじるようなものはなし。

　乙＝日向に任せる／あっさり男たちから目を離はなす──棺の中を見つめる。

　布に覆われたカタナ／怖こわくて受け取れなかった──ふとカタナに何かが灯ともる──紅あかい光点。

（克こく服ふくあれ）

　また聞こえた──どこからともなく／穏おだやかさが満ちる／静けさが広がる。

　これはモリサンの声だろうか──託された品──受け取れと言ってくれている気がした。

　手を伸のばした──握にぎった／ヤマモトの傍かたわらから引き抜ぬいた／布にくっついていた花がこぼれ落ちる／布をほどく／ヤマモトに見せてもらった通りに──白しら鞘さやのカタナが現れる。

　布を外して棺にかけた──左手で柄つかの鍔つば元を握って水平に持った／右手で柄を握った。

　すっとカタナを抜いた──刃はに映る自分の目／ワニの目──どちらも自分を見つめ返す。

　チクタク・チクタク＝鼓こ動どうの音──とくん・とくん＝何かが脈打つ音。

　するすると鞘から抜いてゆく──思った以上に長い刃やいば／やがて切っ先が現れた。

　この先の持ち方は教わっていない──頭上へ切っ先を向ける／垂直にして眺ながめる／これ、どうやってしまうんだろう？

　いつの間にか部屋に沈ちん黙もくが降りている──物も言わずいきなり抜ばつ刀とうした少女にみな度ど肝ぎもを抜かれている。

　刃を覗のぞき込む──ワニの声は聞こえない／静せい穏おんさの中で輝かがやく刃。

　なんとなくこうだろうかと思って振ってみた──びゅん──機械仕じ掛かけの腕わん力りよく＝ヘリコプターのローターが空を切るような剣けん風ぷうに軍人たちが後ずさった。

　眠れるヤマモトを見た──ごめんなさい泣いたりして／受け取れずに返したりして──死者に詫わびた／誓ちかった──もう逃にげたりしないから／ちゃんと受け取るから／絶対に犯人を捕つかまえるから──迷わずにあなたの天国へ行って、そこでモリサンと一緒にオレを見ていて。

　くるりと振り返る──さらに軍人たちが下がる。

「本当にオレがもらっていいの？」最後の確かく認にん──マリを真っ直すぐ見つめる。

「はい」マリの微笑ほほえみ──安心／寂さびしさ／吹っ切れた様子。「真士郎の遺志ですから」

「使い方を教えてくれる？」

「道場があります。師し範はんが喜んで教えるでしょう」

「ありがとう」にっこり──アイパッチ男を振り返る。「ヤマモトを撃ったやつも、爆弾を爆発させたやつも、みんなオレが捕まえるから。邪魔しないでよ。間ま違ちがえて斬きっちゃうかも」

「なんだと？」アイパッチ男＝怒おこるというより完全に呆気に取られている。

「抗こう議ぎならＭＳＳを通せ」日向＝アイパッチ男に向き直って睨みつける。「共同捜査には反対しない。そちらも現場で特甲児童の戦せん闘とうの巻き添ぞえを食いたくないだろう」

　軍人たちが息を吞のむ──やっと少女の正体に気づく／顔を見合わせる／腰が引ける。

「ＢＶＴに報告しておく。後悔するぞ」アイパッチ男＝捨て台詞ぜりふ──きびすを返す。「撤てつ収しゆうだ」

　ぞろぞろ軍人たちが出ていく──連行を免まぬかれたケンジ＝ソファに座り込む／両手で顔を覆おおう。「何かあれば容疑者だ。いつまでこんなことが続くんだ……」

「いつか終わるわ。きっと終わらせられる」マリ＝いたわるように──それから乙に歩み寄って手を差し出す／カタナと鞘を渡わたした／戻し方のお手本──鞘口と左手にカタナの峰みねを添そえるようにして滑すべらせる──切っ先を鞘口に合わせ、するりと静かに納刀。

　両りよう刃ばが多い西洋の剣とは微び妙みように違う流りゆう麗れいな所作──練習しようっと＝素直な気持ち。

　マリ＝布を拾ってカタナを覆う──乙に渡す。「あなたのものです」

　手にしたものの重みが増す──しっかり握る。「うん」

「ヤマモトの家族は協力を拒んで殺されたと言ったな」日向＝聴取の続き──テーブルのＰＤＡを拾い上げる。「日本人以外で、ヤマモトと交流があった者を教えてくれ。トルコ人、クルド人、イタリア人、中国人の中に誰かいないか？」

「トルコ人の青年会とは頻ひん繁ぱんに交流があります」ケンジ＝ようやく気を取り直す。「もともと日本とトルコの関係は友好でしたし」

「特に親しかった者はいるか？」

「特に誰とは……国際友ゆう誼ぎ会のメンバーでしたら人種を問わずよく交流していました」

「今日はこれで失礼する」日向＝ＰＤＡを懐ふところに──代わりに名めい刺しを出してケンジに渡す。「何かあったら連絡をくれ」

「ありがとうございます」名刺を受け取る──だが頼たよろうとは思っていない顔／誰かを頼ったところでどうしようもないと思っている様子。

　退去──カタナを持ってバイクのリアシートへ／日向が右手でハンドルを握る。

　しばらく走る──ドナウ河付近のカフェで停とまる／屋外テーブル──小休止。

　日向＝ＰＤＡを取り出して閲えつ覧らん──乙＝甘味たっぷりの炭酸飲料をストローで飲みつつ覗き込む。「なに見てんの？」

「先ほどのアリサワの家にあった全すべての端たん末まつや通信機器のデータを解かい析せき課に読んでもらった」

　わざわざＰＤＡを出した理由──ＭＳＳの権限＝法的に許可された侵しん入にゆう──日向のＰＤＡを経由して近くにある全ての端末の中身をコピーした。

　さらに位置情報──日向の名刺＝中に極ごく薄うすマイクロチップ──アリサワが持ち歩けば位置が把は握あくできる。

「やっぱりあの日本人たちのこと疑ってんの？」

「彼ら自身も知らないうちに利用されている可能性がある」

「何かわかった？」

「ヤマモトが過去半年間で最も多く連絡を取っている者がいる。シディカ・シェン。トルコ人の女性で、かなり親密だ。おそらくアリサワも知らないんだろう」

「親密って……恋こい人びととか？」なんとなく上うわ目め遣づかいに──死んだ人のプライバシーをそんな風に知っていいのかな／変に気き後おくれ。

「そうだろう。トルコ人も日本人も、若者の恋れん愛あいには厳格で、周囲に隠す傾けい向こうがある。彼女の姓せいが気になって市民登録を照会した。お前たちの初めての公式出しゆつ撃げきとも関係している」

「オレたち？」

「この都市で犠脳体兵器を使ったシェネル・シェン──その娘むすめだ」

　思い出す──冬真のいる教会で事件が起こった／宗教会議がどうとか／曖あい昧まいな記き憶おく。

「パパがテロリストだからって娘もそうとは限らないっしょ？」

「そう思わない連中もいる。シェンの一派は壊かい滅めつしたが末まつ端たんメンバーは生き残っている」

「そいつらが、その子を利用してるかもってこと？」

「そうだ」ブラックコーヒーをすする──乙を見る。「なぜカタナを受け取る気になった？」

「焼かせちゃいけないって思ったから。ちゃんと調べてもらうんだ」

　日向＝乙が抱だいたカタナを見る──自分たちの見落としを悟さとった顔。「いったん、本部に戻もどろう」

　川沿いの高速道路をぶっ飛ばす──本部へ帰き還かん＝真っ直ぐ二階の科学捜査班のデスクへ。

　捜査チーフが手配──地下三階のラボへ／待っていた科学捜査官がカタナを受け取る。

　入念なデータ検けん索さく──カタナの構造／外し方／組み立て方──日本文化を紹しよう介かいする動画サイトでカタナの組み立て映像を眺める日向／乙／捜査官──他の鑑識の面々も集まってくる。

　芸術品の解体は滅めつ多たにない経験──わいわい賑にぎわう。「中の金属部分に穴が空いている。柄を固定するための部品があるぞ」「柄に繊せん維いを巻き付けるのは耐たい久きゆう力を増すためか。ただの飾かざりだと思っていた」「おそろしく機能的だ。どう計算してこの構造に辿たどり着いたんだ？」

　ディーゼル課長も呼んでもらう──大男がやって来てカタナをしげしげ眺める。「これを転送兵器として登録するのかい？」

「うん。できる？」

「もちろん。これほどシンプルな構造なら何の問題もない」請うけ合う──解体を見学。

　みんなで実じつ践せん──メクギ／ツカマキ／ツカ／ツバ／セッパ／シトドメ／カシラ──銃じゆうのグリップ並みに複雑な構造を一つずつ解体──柄に隠れた金属部分が露ろ出しゆつ──絵と漢字。

　暗号かと思ってみなで期待しながら検索──解読＝データベースにヒット。

　絵＝〝金こん剛ごう索さく〟と呼ばれる縄なわの絵／ミョーオーサマが悪の道から人を連れ戻すための道具／仏像にも彫ほられるポピュラーな品。

　絵＝〝素剣〟と呼ばれるインド由来の剣の絵／ミョーオーサマの武器。

　漢字＝『二〇〇一年三月五日　杜晃三　イ四〇貫耐　ロ三八裁断』

　捜査官＝解読。「二〇〇一年三月五日に杜もり晃こう三ぞうという人が作ったらしい。衝しよう撃げき耐久テストでは〝イ型〟という試験器で四〇値の耐久度があり、切断テストでは〝ロ型〟という切断対象を三十八個同時に切断したようだ。我々が使う数値に換かん算さんすると、なんと野球の金属バットを真っ二つに切断できて、しかもカタナは折れないことになる。工業機械並みの数値だ。カタナ・マニアに売った場合の金額も相当だな。杜晃三は人名で、杜麟太郎の従弟いとこだ。この国に移住する前に亡なくなっているが、検索で移民管理局の登録申しん請せい書しよの記録にヒットした」

　捜査の役には立たず──みんながっかり。

　他のパーツを調べる──柄を構成する木＝内側に刻まれた記号／黒い油状の染しみ。

　捜査官＝撮さつ影えい──モニターで拡大。「これは比ひ較かく的てき新しく刻み込まれたものだ。刻んだ跡あとが変質していない」

　記号＝『２７０６９／４／１２Ａ』──意味不明。

　黒い染み──うっかりこぼした？／わざと塗ぬりつけた？──鑑かん識しきの一人が成分分ぶん析せきへ。

　捜査官＝他のパーツをひっくり返していく。「ここにも何かあるな」

　柄に巻き付けられていた硬い繊維の内側──黒い油性インクの染み。

　カタナと似た太さの棒に表裏逆に巻き付ける──隠かくされていた文字が再現される。

『助ＨＩけＬＦてＥ！！』

　みな黙だまり込んだ──これ以上ないほど明白なメッセージ。

　乙＝予期していた以上の衝撃──自分の不ふ甲斐がいなさに目がくらむ。

　あのときちゃんとカタナを受け取っていれば──ヤマモトを安心させられた／もしかすると守ってあげられた／詳くわしい話が聞けていた。

　だが直感＝ヤマモトは自分が死ぬ覚かく悟ごで届けた──何かの理由でそうするしかなかった。

　成分分析を行っていた鑑識が慌あわてて戻ってくる──結果がプリントされた紙を振ふり回す。

「黒い成分は無む煙えん石せき炭たんでした。油状成分は過塩素酸アンモニウム──ＡＰ燃料です！」

　血をもって運ばれたメッセージ──そのときその場にいる全員が暗あん黙もくのうちに奪うばわれた命に報むくいることを誓った。







　　　　†




　潜せん入にゆう準備──解析課＋捜そう査さ課＝共同作業──やる気満々の御影／ぼんやり傍ぼう観かん気味の雛。

　身元作り──公安が管理するアパートの一室／そこに住む御影と雛の兄きよう妹だい／父母は死去。

　職業設定──囮おとり捜査に使うバー／ウェイターの兄──不登校かつ不良娘の妹。

　雛の反論──〝ボク、男の子だよ？〟

　御影たちの判断──その方が潜入しやすい／身元が特定されにくい。

　妹から弟へ設定変へん更こう──衣服を用意／着古した感じに加工／アドバイザーを召しよう喚かん。

　呼び出される水無月──しみじみと。「君はまたなんでこんなことになってるんだ？」

　水無月のパンク衣い裳しよう──着つけの参考に／雛の体格に合わせて何着も仕立てる／録音マイクや位置発見器を仕込む──マイク類を隠すため盛せい大だいに装そう飾しよく／ラメ／金属衣裳。

　水無月＝整せい髪はつを指南──お手本を見せる。「世の中くそったれだと髪かみ型がたで訴うつたえるんだ」

　完成＝装備確認用の三面鏡で新たな自分と対面──立派なパンク少年と化した雛──辛からくも装着を許されたヘッドホンだけが本来の自分を思い出させてくれる。

　御影＝バー稼か業ぎように慣れた女たらしの遊び人という出いで立ち──いつもとさして変わらず。

　偽ぎ名めい──御影＝ゲイル・ヴィーデマン／二十九歳──雛＝カミル・ヴィーデマン／十五歳。

　偽にせの市民登録証／発信器付きの財さい布ふを渡される──御影や捜査官たちと覆ふく面めん車両で移動。

　第十デープ九区リング──ハイリゲンシュタット駅から徒歩圏けん内ない／ドナウ河沿い／労働者向け市営住宅。

　二十世紀初頭──社会党政権が貧びん乏ぼうな人たちの生活向上を政策に掲かかげて躍やく進しん。

　四百を超こえる建築事務所が〝人民の宮殿ホーフ〟と称しようする集合住宅を建設──第十デープ九区リング＝カール・マルクス・ホーフ──第十オツタ六区クリング＝サントライテン・ホーフ──第マル五ガレ区ーテン＝メッツラインスターラー・ホーフ──等々──いずれも千世帯以上を収容／スーパーマーケット・洗せん濯たく所・幼よう稚ち園えんなど総合施し設せつを完備／それ自体が観光地化──まさに労働者たちの宮殿ホーフに。

　二十一世紀初頭──国際化路線の成功でウィーン＝ミリオポリスに／国内外から移住者が急増──土地の高こう騰とう／極きよく端たんな住宅難──裕ゆう福ふくな者は都市の中心に／労働者は都市の外がい縁えんへ。

　一世紀ぶりに市民の生活向上が政策に掲げられ、超ちよう低コストによる市営の集合住宅を急ピッチで建設──現代版〝人民の宮殿ホーフ〟の誕生。

　その一つ──第十デープ九区リングに集中する白人の労働者向け集合住宅＝ヌースドルフ・ホーフ。

　ベートーベンの家などの観光地を避さけて河岸に建てられた灰色の建物──最低限の設備／最小限の空間／飾りのない外観／換かん気きと日照を最大限に保つための四角い吹ふき抜ぬけ構造。

　もはや〝刑けい務む所しよの中庭ホーフ〟そっくり──二十世紀風〝宮殿ホーフ〟の洗練ぶりなど見る影かげもなし。

　手抜き工事と経年劣れつ化かとさらに手抜きの修復と住民が勝手に増築した違い法ほう建築──もはやスラム化寸前の劣れつ悪あくな環かん境きようと化した灰色の蜂はちの巣すのごとき巨きよ大だいな建物を車の窓越ごしに眺ながめる雛の脳のう裏りで水無月の問いがリフレイン。

〝君はまたなんでこんなことになってるんだ？〟──まったくもって雛にはわからなかった。

　まるで長い迷めい路ろをさまよいスタート地点に戻った気分──〝あのう、もしもし、神様？〟と天へ激しく不満を表明したい気持ちでいっぱい──〝いったい何してくれてんの？〟

「ここでいい」御影＝運転手の肩かたを叩たたく／こちらは神の意図をわきまえている上に楽しむ気でいっぱい／隠しマイクに声を吹き込む。「監かん視しチームへ。潜入開始だ。これから連中の門を叩く。──行こう、雛くん」

　住宅地の外れ──御影＋雛＝〝ヴィーデマン兄弟〟が降車──歩いて住宅地へ戻る。

　人生の迷路から灰色の汚きたならしい迷宮へ──爽さわやかなはずの川の風すらドブ臭くさい／自分がその臭においに慣れているという事実が鞭むちのように襲おそいかかってきて心を苛さいなむ。

　かつての居場所──母が消えて父と二人で住まざるを得なかった危険なはきだめ／社会への不満と怒いかりを燃やす貧乏白人の巣そう窟くつ──決して戻りたくない世界のどん底──四年ぶり。

〈ローデシア〉の隠しサイトにあった住所──Ｃ棟五〇八号室──ゴキブリやネズミの糞ふんが落ちている廊ろう下かを進む──ドアに辿り着く。

　インターホンは使わず──御影がノック＝コン・コン・コン・コン──コン・コン──四回と二回を繰り返す／ヒトラーの誕生日が四月二十日であることにちなんだサイン。

　がちゃがちゃと幾いくつも鍵かぎが開く音──くたびれたスーツ姿の瘦やせた男が顔を出す。

「シュローム」男＝ぼそりと──『あなたはローデシア団員か？』を意味する合い言葉。

「イビローム」御影＝にこやか──『私はローデシア団員だ』を意味する合い言葉。

　御影と男が握あく手しゆ──小指を内側に折る／二度うなずく──御影＋雛＝靴くつ紐ひもは左の上から二番目の穴を二重巻きに──全て団員であることを示すサイン＝秘密結社のたわけた真ま似ね事ごと。

「入りな」男──二人を招き入れる／がちゃがちゃ施せ錠じよう──三重のシリンダー錠＋チェーン／自分の父も同じようにしていたことをはっきり思い出す──脳内から追い出す。

　狭せま苦くるしい廊下──リビング＝形も色もバラバラの安物のソファ──三人の男たち。

　二人はスキンヘッド──一人はボディビルダー体形／一人は瘦せぎすで左手に機械化義手。

　一人は若い金髪の青年──緊きん張ちようした様子＝自分より若い雛が来たことで安心した顔。

「シュローム」御影が朗ほがらかに手を上げる──三人が嬉うれしげに手を上げる。「イビローム」

「座ってくれ」男＝携けい帯たい電話を取り出す──御影＋雛の着席──電話の画面で志願者リストを確認しながら五人を見比べる。「俺はボーマン。〈炎ほのおの竜りゆう騎き士し〉だ」

　三人の男たちがおもむろに拍はく手しゆ／御影＋雛が追つい随ずい／ぱちぱちぱち＝なんだかアルコール中毒者の救済集会みたいな親密さ──満足げにうなずくボーマン──拍手終しゆう了りよう。

「この棟の管理人の一人でな。住む場所がないやつは格安で住めるようにしてやるぞ。ひと部屋につき六人。団員同士で結束するには最高の環境だ」

「もう住んでます」機械化義手の男──感謝をたたえた笑えみ。「最高の環境です」

「ああ、こないだムショから出たんだったな」ボーマンがうんうんうなずく。「あれは大した銃撃戦だった」

「脱だつ獄ごくおめでとう」「おめでとう」スキンヘッドと青年が拍手／御影＋雛が追随／ぱちぱちぱち──隠しマイクが会話を拾う＝監視班が本部へ通信。《先日の脱走囚しゆう人じんの一人を確かく認にん》

「警察と撃うち合うのは慣れてますから」義手の男＝照れつつやたら自じ慢まんげ──問われもせず自己紹介。「俺はオットー。階級は〈蟻ワー人・ア間ント〉です」

「俺はスベン。〈蛾人ワー・間モス〉だ」ボディビルダー体形の男＝対たい抗こう心を刺し激げきされた深い鼻息。

「二人とも刑務所で一人前になって〝化身ワー〟の称しよう号ごうを与あたえられたってわけだ」ボーマン──よくやったと生徒を誉ほめる教師のよう。「シャバの空気は美味うまいだろう。刑務所みたいにタダ飯が食えるってわけにはいかないがな」

「はい。洗車場の仕事をもらいました」オットー＝脱獄したくせに社会復帰したような顔。

「そりゃ良かった。あそこは俺のダチがやってるんだ。じゃあ残り三人も自己紹介してくれ」

「フリッツです。〈石の騎士〉です」青年＝恥はずかしげに膝ひざをもじもじさせる。「まだ立派な称号がなくて。ここで頑がん張ばれればと思ってます」

「〈騎士〉は公務員に与えられる称号だ。いずれ必ず団の役に立つ」ボーマンの解説──御影には大助かり／すでに知っているが思い出すのを心が拒こばんでいる雛。

　みなの視線を受けて自己紹介＝御影──偽の身分／団の隠しサイトに侵しん入にゆうして勝手に登録した称号。「俺はゲイル。〈黒くろ猫ねこ〉だ。それこそ大した称号はない」雛を見やる──視線と意識を遠くに飛ばす雛の代わりに続ける。「こいつはカミル。俺の弟で〈ハチ鳥〉だ」

「動物系の称号は飲食店勤務者だ。俺の前任で、戦いに命を捧ささげた〈炎の巨きよ人じん〉も、〈マングース〉からスタートした。頑張って高位の称号を得れば、金持ちの団員から就職を斡あつ旋せんしてもらったり、店を出す軍資金を融ゆう通ずうしてもらえる。中でも〈炎〉の称号は団の中でも本当の勇気と自己犠ぎ牲せいの精神の持ち主にしか手に入らない。みんなから尊敬されるんだ。さて、世間話はこれくらいにして、テストを始めよう。みなこっちへ来てくれ」

　キッチンへ──さながら実験室＝棚たなに様々な薬品名が記された空の瓶びん／ワイヤー／工具／アルコール・ランプ──テーブルに紙と鉛えん筆ぴつ──学校の理科のテストみたい。

「そのキッチンにあるもので作れる爆ばく薬やくを五つ、紙に書いて俺に渡わたせ。爆薬と火薬の厳密な違ちがいはどうでもいい。信管のことも忘れろ。高速で爆発現象を起こす物質であれば何でもいい。制限時間は一時間。よく考えてやるんだぞ」

　にやりとなる御影──顔を見合わせるオットー／スベン／フリッツ──棚を眺める雛。

　ボーマン＝携帯電話をストップウォッチ・モードに──号令。「はじめ」

　狭苦しいキッチンで何とか動き回る男たち──瓶を手に取る／考え込む／団員三人ともこっそり携帯電話で検けん索さく──カンニング。

　瓶を見る御影──ボーマンへ。「アンモニアはないのか？」

　肩をすくめるボーマン──何も答えず。

「なかなかの難問だ」御影＝薬品名をぶつぶつ呟つぶやく──隠しマイクで拾わせる／監視班に爆薬の成分表を調べさせる──カンニング。

　雛＝目を移す──流しの周り──石せつ鹼けん／アルミホイル／ワイン／油の瓶／小麦粉の袋ふくろ。

　抽斗ひきだしを一つずつ開く──食器／キッチンペーパー／パック用のビニール袋。

　空気窓──曇くもりガラスの前に置かれた小さな植うえ木き鉢ばち＝白い菊きくの花が一輪。

　台の下──洗せん剤ざい／溶剤／鍋なべ／野菜を洗うための金属の網あみ／ゴミ袋。

　ほとんど料理に使った形けい跡せきはなし──テストのために並べられた品々。

　紙と鉛筆を取る御影──カンニングの成果＝さくさく記入／ボーマンへ渡す。

　ボーマン＝答えを眺める。「座って待っててくれ」

　オットー／スベン／フリッツ──カンニングの成果＝答えを書いた紙を渡す。

「坊ぼう主ず、こっちの時間を無む駄だにさせるなよ」ボーマン──軍の教官みたいに携帯電話のストップウォッチを見ながら。「テストを受ける機会はまたある。勉強して出直してこい」

　雛＝そっとヘッドホンを外す──男たちの耳みみ障ざわりな息の音／嫌いやな思い出を刺激される部屋／空気に満ちるドブ臭さ──それら全すべて永遠に塵ちりに還かえすものを作りたいという純じゆん粋すいな欲よつ求きゆうが毒どく蛇へびのように心のどこかで首をもたげる。

　手を伸のばす──石鹼／アルミホイル／洗剤／植木鉢──持っていってテーブルに並べる。

　薬瓶はなし──御影が眉まゆをひそめる／ボーマンが表情を消す／他の三人がくすくす笑う。

「それで何を作る気だ？」ボーマン＝怪け訝げんそうに──教師が怒おこり出す前の口調のよう／だが自然と伝わってくるもの──この教官ぶった男の驚おどろきと喜び──自分の同類がいたという思い。

　雛＝鉛筆を手に取る──何もかも吹っ飛んでしまえばいいのにという気持ちを込こめて。

　丸っこい字＝化学記号／分子式──爆弾魔まにしか理解できない本物の秘密の暗号／まるで頭のおかしい人間が世の恨うらみつらみを目茶苦茶に訴えているようにびっしり書き込んだ。

　異様な空気──目を見開いているボーマン──男たちの沈ちん黙もく。

「もういい」ボーマン──雛が取ろうとした二枚目の紙を手で押さえる。「時間切れだ」

　雛──合格しようがしまいがまったくどうでもいい気分で鉛筆を置いた。

「四人は移動だ。ここを出て五〇二号室に行き、次のテストを受けろ。坊主は受けても意味がない。ここでもう一つ別のテストを受けて行け」

　男たちがぞろぞろ移動──御影＝ぽんと雛の肩を叩く──〝後は任せろ〟というウィンク。

　四人を送り出してきちんと施錠するボーマン──雛へ手招き。「こっちだ」

　リビングの横の別室──ドアにダイアル式の鍵＝まるで巨大な金庫。

　ドアを解かい錠じよう──狭せまいがすっきりした室内──古びたオフィス用デスク／端たん末まつとモニター／鍵のついた戸と棚だな／テーブルに綺き麗れいに並べられた工具／油紙で包まれた何か。

　ふと注意を引かれる──デスクにデジタル写真立て／数秒ごとに違う画像を自動表示。

　なんとなく見覚えのある白人の顔が映った気がした──すぐに別の画像にスライド──ペットらしい犬がこっちを見ている。

「植木鉢の化学肥料によく気づいたな。あれを大量に買えば必要な物質はほとんど手に入る。石鹼と洗剤から界面活性剤を抽ちゆう出しゆつする方法や、アルミ粉の製粉法まで知ってるわけだ。含水爆薬の素材の分子構造なんてものをどこで学んだ？」

「図書館」雛＝ぼんやり返答──ヘッドホンを外したままの耳がすーすーする／デジタル写真立ての画像が変わる──軍服姿のボーマン＝背景に国連の旗／国外派兵／どうやら元軍人。

「本を借りたのか？」

　首を横に振ふる──父の目を恐おそれて家には何も持ち帰らなかった。

「賢かしこいやり方だ。本を借りれば足がつくが、その場で読むだけなら追つい跡せきされることはない。ネットで爆弾の作り方を調べるのはアホのすることだ。たいてい追跡される。爆弾作りで重要なのは安全性だ。知識を仕入れるのも安全にやらなくちゃいかん。さっきテストを受けたやつらのうち三人も携帯電話で調べていたが、あれは最悪だ。下手すれば位置まで追跡されちまう」

　足がつくどころか存在すら確認できない爆弾製造ホームページで学んだとは言わず──茫ぼう々ぼうとした視界の隅すみで次々にスライドする写真立ての画像を把は握あく──〈ローデシア〉団員らしい男たちが乾かん杯ぱいしている／地下道で撃たれて死んだ〈炎の巨人〉と肩を組むボーマン。

「あの四人に限らず、ほとんどの志願者がダイナマイトや油剤爆薬を作りたがる。だが実際に使う団員の多くは素人しろうとだ。保管や使用時の安全を考こう慮りよしてやらんと、運んでる最中に爆発させかねん。その点、不起爆性の爆薬は、余計な事故を防いでくれる」

　雛──聞き流す／写真立ての画像が一周するのを待つ──首に刺青いれずみを入れた女性団員の画像／自信作らしい爆弾の画像／ボーマンの誕生日のケーキ＝団員たちとの記念写真。

「四人に行かせたテストは、〈炎の使徒〉になるか〈剣けんの使徒〉になるかの振り分けだ。〈剣〉は実働チームで、強ごう盗とうが主な仕事だ。〈炎〉になれるのは、ごく僅わずかな人材だけだ」

　喋しやべりながら端末を起動するボーマン──指の動きでパスワードが見て取れた。

『Ｃ６Ｈ６Ｎ１２Ｏ１２』──世界最強の合成爆薬ヘキサニトロ・ヘキサアザイソ・ウルチタンの分子式＝二十一世紀はじめにスーパーコンピュータが算出した苛か烈れつきわまる分子構造。

　とことん爆薬好きのボーマン──安全第一の主張とは裏腹に本人が一番危険な感じ／デスクに前まえ屈かがみになっているせいで写真立てが隠かくれる──さりげなく移動して覗のぞき込んだ。

「こっちに座って、テストを受けろ」

　椅い子すに座ってモニターと向き合う──軍の資格試験から拝借してきたらしい四択たく式問題集。

　写真立てがすぐそばに／横目で把握しつつマウスを手に取る──カチカチ解答。

　最適な配線構造──化学薬品の性質──炎の燃焼プロセス──爆燃現象──次々に正解。

　ふと手が止まる──写真立てに見知った顔が現れる。

　軍服姿の男たち──中心に大おお柄がらな黒人男性＝ヘルガの兄たるエドワルト州知事。

　思わずそちらへ顔を向けてしまった──ボーマンに気づかれる。

「俺のデスクに黒人野や郎ろうの画像があるのが不思議か？」

　雛＝本能的にあえて黙だまったまま──お喋り好きの男が勝手に口にするに任せる。

「そのクソ野郎のせいで俺は軍をクビになった。キプロス紛ふん争そうのときにな。隊のモルヒネをちょっとばかり金に換かえたってだけでだ。そんなことで普ふ通つうはクビにならない。俺が爆弾でどれだけの敵をやっつけたかを考えれば、タダみたいな金額だった。なのにこいつの部下どもは俺が副次的被ひ害がいを出しすぎると報告しやがったんだ。相手が車爆弾で攻こう撃げきしてきてるのに、こっちが上品にやってどうする？　おっかない連中を永遠に黙らせて何が悪い？」

　何よりも戦せん闘とうを拡大させないことが重要だった紛争──戦いの恐きよう怖ふにかられたボーマンが爆弾を使いまくって副次的被害すなわち大勢の一般人の犠牲を出したことが容易に想像できた。

〈ローデシア〉にとって州知事は最大の標的──だが先ほど注意を引かれたのは彼の画像ではなかった／確かに白人だった──さらに変わる画像をちらちら見つつテスト終しゆう了りよう＝全問正解。

「たまげたな。〈炎の使徒〉は軍隊経験者が多いが、ここまで正確な知識を持つやつは初めてだ。お前はもう〈蜜みつ蜂ばち〉じゃない。今日から〈火のエルフ〉だ。いいか、〈エルフ〉は未成年に与えられる称号の中で一番の高ランクなんだぞ。ええ？　さぞ嬉しかろうな？」

　我がことのように喜んでいる様子──だが実際は自分の方が偉えらいし、知識があるからといって子供に生意気な口をきかせるものかという刺とげ々とげしい気分が伝わってくる。

　そんなボーマンの器うつわの小ささなどまったくもってどうでもいい雛──写真立ての画像が一周する前にテストを終わらせてしまった失敗を悔くやんでいるところへ──衝撃。

　すわった目をした白人の男が腕うで組ぐみしている画像──見覚えがあるどころか忘れ得ぬ顔。

　手が勝手に写真立てへ伸びた──モニター部に指が触ふれたせいでスライド停止。

「その男を知ってるのか？　オリバーを？」

「知らない」写真立てを置く──見間違いでしたという態度／だが画像から目が離はなせず。

「団のメモリアル・サイトで見たんじゃないか？　彼は初代の〈剣の巨人〉で、この住宅ホーフの住人だった。俺がまだランクが低かった頃ころ、よく彼の部屋でビールを飲ませてもらったもんだ。職業は配管工だったが、軍人顔負けの技術と度胸の持ち主でな。見事な改造拳けん銃じゆうやパイプ銃を作って強きよう襲しゆう部隊を率い、異人種がのさばる店や銀行を襲撃して団の資金作りに貢こう献けんした。しかしやはり爆弾については素人だったんだな。自作のパイプ爆弾の暴発で命を落としてしまった。惜おしい人材をなくしたもんだ。俺ならもっと安全なものを作ってやれたのに」

　先ほどのヘキサニトロ・ヘキサアザイソ・ウルチタンの分子式を連想──ＴＮＴ火薬を上回る破は壊かい力を持つしろものを盛せい大だいに炸さく裂れつさせてこの部屋どころか集合住宅地の全てを灰かい燼じんに帰してしまいたい思いに駆かられた。

　彼の部屋でビールを飲ませてもらった──鬱うつ屈くつする父とその仲間たち──危険な男たち。

　配管工──商売でくすねてきたパイプを使って自作銃や拳銃につける消サプ音レツ器サーを製作。

　男の名──オリバー・アデナウアー──雛の父親＝なんと忌いまわしい遺影。

〝だがあのパイプ爆弾は俺が作ったんじゃないぞ〟──画像の中の父がだみ声で吠ほえている気がした──〝あれはまだ九歳だった娘むすめが勝手に作ったんだ。大事なパイプ銃の部品を全て使ってな。危険を感じるというだけの理由で大勢を吹ふっ飛ばしやがった。この俺ごと〟

　日ひ頃ごろは心の奥底の黄よ泉みの入り口に差し掛かかるほど深い場所に押し込こめていた思いが暗黒の中で吠える怪かい物ぶつのように声を上げていた──お前は親を殺したんだ。

　今度こそ人生のスタート地点に蹴けり戻もどされた気分──ああ、今いるここはまさに自分が生まれ育った場所であり、日常的な恐怖から逃のがれるためのあらゆるすべを身につけた場所なのだ。

　ふいにノック──ココココン・ココン──四回と二回というサインを面めん倒どうくさがってぞんざいにこなしているという感じの音──ドドドドン・ドンドンと急せかすような乱暴な音に。

「ちょっとここで待ってろ」ボーマンが退室──玄げん関かんでがちゃがちゃ解錠の音。「何やってたんだ。一時間以上も遅ち刻こくだぞ。こっちは入団試験で忙いそがしいんだ」

「まだ一時間？　ちょっと急ぎすぎたな」陽気な声──何人もの笑い声。

「さっさと入れ。くそっ、そんな目立つ格好で来るんじゃない」

　どかどか足音──ぼんやり椅子に座ったままの雛──いきなり異様な集団が出現。

　八人の男たち──みな真っ白いタキシード／顔の鼻から上を隠すベネチアのマスク／これから華か麗れいに仮面舞ぶ踏とう会に繰くり出そうというような異様きわまる出いで立ち。

「俺たちは〈アルレッキーノ〉だ」仮面男の一人が颯さつ爽そうと腰こしに手を当てて胸を反らす。

　雛＝ぽかん──おかしな形をした雲を眺ながめるような遠い眼まな差ざし。

　ボーマン──テーブルの上の油紙で包まれた品を手に取る／先頭の男に押しつけるように渡す。「さあ、持っていけ。扱あつかいにしくじるなよ。強力なしろものだからな」

「もっチエ・と大ウナ・きなミズーラサイ・ピユ・ズはグランデ？」仮面男の一人＝イタリア語／にやりと口の端はしを釣つり上げる／イタリア訛なまりのドイツ語に切り替かえる。「俺の足のサイズには合わないな」

　どうやら渡された品を靴くつに見立てたジョークらしい──ボーマンにも雛にも通じず──げらげら笑う仮面集団。

「訳のわからんことを言ってないで、さっさと行ってくれ」

「チャオ」「ボナセーラ」「アオフヴィーダーゼーエン」「コニチハ」「バイ」「チュース」「アロハ」「ナマステ」雛に挨あい拶さつする男たち──どかどか退室／がちゃちゃ施せ錠じよう。

「いかれたイタリア人どもだ」肩かたを落として疲つかれたようにかぶりを振る。

「爆ばく弾だんを渡わたしたのぉ？」物もの怖おじせず質問。

「ああ、そうだ。〈大魔ま術じゆつ師し〉の命令でな。本当はあの州知事気取りの黒人野郎を吹っ飛ばしたかったが、タイミングが悪いっていうんで別の相手に使うことになった」

「タイミング？」当然のように質問を重ねる。

「忌いま々いましいことに、今あの野郎を吹っ飛ばすと、かえってやつを死せる英えい雄ゆうにしてしまうんだ。妙みような話に聞こえるだろうが、そういうもんなんだよ。俺たちも偉い大だいな団員が死んだら称たたえるだろう？　それと同じだ。もしやつが州知事のまま死んだりしたら殉じゆん教きよう者とかそういうものとして扱われ、やつに共鳴するクソどもを調子づかせちまう。団と関かかわりの深い政治家がやつを失職させようと頑がん張ばってるが、しぶとくクビにならずにいるんだ。やつの妹は公安のトップにいるんだが、そっちも同じ理由で殺せない。だから代わりに、やつとその妹に協力する人間を吹っ飛ばして脅おどしつけてやるってわけだ。それで兄きよう妹だいともびびって辞職すりゃ、こっちのもんだ」

「協力する人間？」

「教会の神父だ」顔をしかめる──世も末だといいたげ。「第二リーズ十三区イングで一番でかい教会のな。白人の神父だが、黒人の州知事にすっかり支配されてるんだ。エドワルトの妹がいるＭＳＳに出入りして、自分以外の白人を犯罪者に仕立て上げてるって話さ。まさに神も恐れぬ所行だ。それで、この俺が神に代わって、白人を裏切った罪深い神父を地じ獄ごく送りにする硫い黄おうの火を用意してやったってわけだ」




　　　　†




　第二リーズ十三区イング──宗教施し設せつが密集／一つの通りに十八の異なる宗教の建物が混在。

　その一角＝アウグスティヌス派参事会──瀟しよう洒しやな十九世紀ネオバロック風の教会。

　典礼係が三人──しずしずとミサを準備中／己おのれの信しん仰こう心を確認しながら祭服や祭器を用意／マイクやスピーカーなど音おん響きよう設備を確かく認にん／オルガンを念入りに調律。

　不備があると神父様も聴ちよう衆しゆうも集中できず──信者や教会関係者からは〝本当にこの教会は洗礼や結けつ婚こん式や葬そう儀ぎを行うにふさわしい場所か？〟という厳しい目にさらされることに。

　冬真＝学童姿──祭さい壇だんの掛け布が変にめくれたりしないようマイク・スタンドを設置／充じゆう電でんの状態と電波の干かん渉しようをチェック／ハウリングが起きないことを何度も確認。

　脳裏で繰り返しよみがえる声──〝彼にお願いするしかないんです〟

　初出撃の謎なぞ──だが水無月を吹雪に紹しよう介かいするとして、どこから何を説明したものか？

　吹雪の主張──〝今はまだ決して接続官コーラスの彼以外には喋らないで。とても危険だから。ＢＶＴもそうだし、ＭＰＢやＭＳＳでも情報管理部署で犯罪が起こってるし……言いにくいけど、ＭＳＳの情報解かい析せき課の前課長が、内部情報を敵に流していたでしょう？　この件はとにかく用心深くやらないと、みんなが危険な目に遭あいかねないんだ〟

　いちいちもっともだが果たして自分たちだけで手に負えるのだろうか？　そもそも水無月が特甲トツコーを転送した時点でばれるのではないだろうか？　もしかするとその点についても吹雪くんは何か工夫をしでかす気なのかも──その方がよっぽど危険な気もする。

　教会の大事な仕事をしているからには典礼に赴おもむく心を整えねばならないのにちっとも集中できず──その上さらに、すぐそばで集中を妨さまたげる声が延々と続いていた。

「おかしな命令だと思いますでしょう？　あたくしだけ何の捜そう査さにも参加できないだなんて」

　鳳──検査のための自由待機──ほとんど有給休きゆう暇か／あまりにやることがなくボランティアとしてミサの準備をお手伝い／サイド・テーブルにワインを注ぐ聖せい杯はいや水の受け皿などを並べつつ小声でくどくど冬真に不満を訴うつたえる。

　合わせたかのように冬真にも午後から待機命令──吹雪との電話を終えて戻るなり教会の方を優先していいという課長の気き遣づかいを告げられる／あるいはヘルガやニナの隠れた意図か──しかし自分を鳳につけたところでどうなるというのだろう？

　なんであれ冬真にとっては確かにバロウ神父のお手伝いができるのでありがたい限り──だが鳳にとっては不満を持てあますだけの苦痛に満ちた時間──脳を奪うばわれた少女／地獄の記き憶おく／狂くるった大人たち──今すぐにも報むくいをもたらさねばならないという悲ひ憤ふんが心を苛さいなむ。

「検査の結果では何の問題もなかったのです。なのにまた別の検査だなんて。まさか、あたくしに新しい特甲でも与あたえるつもりですかしら。そうでも考えないと辻つじ褄つまが合いませんわ」

「うん、そうだね」つい生返事。

「まるであたくしに何か問題がないといけないかのようですの」身を乗り出す──少年の意識を強ごう引いんに自分に向けさせる。「冬真さんはどう思いますの？」

「ええと……」さすがに想像だけでヘルガたちの意図を語れず。「きっと何か理由があるんじゃないかな」

「冬真さんのお力でどうにかできませんか？」

「僕？」ぽかんとなる──解析官補ほ佐さに過ぎない自分には荷が重すぎる頼たのみ事。「課長に訊きいてみることはできるけど……。僕が長官やニナさんに訊けるわけじゃないし……」

「あたくしには、冬真さんにお願いするしかないのですわ」鳳＝深々と溜ため息いき──さすがに無茶なことを言っているという自覚が芽生える。「確かに難しいお願い事ですけれど」

　だがそうするしかないのだとビジョンが告げている──心というより体が訴えている／目の前の水の入った瓶びんを見れば見るほど喉のどが渇かわく──飲んでも飲んでも渇き続ける。

　視界の隅すみで蠢うごめく黒い影かげ──かさかさ・かさかさ──祭壇の陰かげ／ベンチの下／キリスト像──そこかしこで黒々とした虫が這はい回っている／ますますはっきり感知出来る。

　頻ひん繁ぱんに現れるようになった数字──冬真がいじるマイクの型番／ステンドグラスに書かれた聖なる文字／典礼用の書簡の表紙──いたるところに出現＝『３７２９２３１７１３１１７』

　確実に進行しているという実感──きっとこのままでは何もかも狂い出してしまう。

　右手にブレスレット──ポシェットに九ミリ拳銃とロザリオ──なぜか手放せない／大切なお守りという以上に／身につけていないと落ち着かない──失われるのが怖い。

「なんとかしてあげたいけど……でも休むのも大事なんじゃないかな」困り顔の冬真──典礼聖歌が記されたカードの束を手に取る。

「そうですけれど……」同じくカードの束を持つ──冬真と一いつ緒しよにベンチの背もたれのポケット部に入れていく／歌を忘れた信者たちのため──忘れてしまった言葉を思い出すため。

　手にしたカード──『冬真に助けを求めろ』──どのカードにも同じ言葉。

　途と方ほうに暮れる──自分が今本当に考えていることと本来であれば考えているはずのないことの区別がどんどんなくなっていく──どうにかして助けてもらわねばならないのに。

　だが、どうやって？　いったい、どうすれば脳の中の小人が狂い出すのを止められるのか？

　思考がごっちゃに──奇き妙みような休暇を命じられた不満と冬真の存在が重なり合っておかしな結論を導き出す──手を叩たたく。「そうですわ。別のＩＤさえあれば」

「え？」

「〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉のときに冬真さんと水無月さんのお二人の働きで、機械化ウィルスの死し滅めつコードが解明されたではありませんか。あたくしも、あのときの冬真さんと同じように、ＭＳＳビルの立ち入りコードを作っていただけましたら、独自に捜査ができますわ」

　冬真＝絶句──鳳を見つめた／信じられなかった／もしかして本当に彼女の心に問題が生じていて、だからヘルガは彼女を現場から遠ざけているのではないかという考えに襲おそわれた。

「あの……冬真さん、どうかなさいました？」

「鳳さんがそんなことを言うとは思わなくて……」

「おかしいですか？」

「だって、あのとき僕は自分の無実を証明するためとはいえＭＳＳのシステムに干渉したんだ。普ふ通つうなら、とんでもないペナルティを科されていたはずだよ。結局はヘルガ長官に全部マークされてたし、シャーリーンさんが自白してくれたから結果的に助かったけど、僕だって犯罪者になる可能性はあったんだ。それに、もし独走なんてしたら誰だれも鳳さんを助けられなくなるよ。そんなこと僕にはできない」

　まくしたてる──鳳の正気を呼び覚ますように／彼女に何の問題もないのだと信じたくて。

「そうですわね……」鳳＝冬真にというより自分の発言に呆あつ気けに取られたように。「あたくしったら何を……。でも、名案だと思いましたの。おかしいですわね」

「いや……」やや安心──だが鳳におかしなところはないか探してしまう。「きっとそれだけ事件に心を痛めてるんだよ。少し休んだ方が──」

　ふいに足音＝どかどかと教会に入ってくる男たち──鳳＋冬真＋典礼係たち＝ぽかん。

　タキシード姿の八人の男──みな凝こった飾かざりのベネチアンマスクを着用＝動物を模した形状──羊／兎うさぎ／猿さる／蛇へび／鶏にわとり／熊くま／豚ぶた／孔く雀じやく──ベンチの列にいる冬真と鳳へ歩み寄る。

「俺たちは〈アルレッキーノ〉だ」先頭の男＝羊のマスク──腰に手を当て斜ななめに身構える。

「はあ……」

「ミサの準備中か。てことは神父は司祭室にいて告解室にはいなそうだ」

「ええ、まあ」

「よしベーネよしベーネ。少しばかり祈いのらせてくれ。すぐに出ていく」

「ええ、どうぞ」

　八人がぞろぞろ祭壇へ／キリスト像とロウソクが並ぶ一角──横一列に立つ／右から順に膝ひざを折ってしゃがむ／両手を握にぎる／こうべを垂れる──さも熱心に祈っている感じ。

　かと思うと左から順に一人ずつ立ち上がる──何かのショーでも見ている気分。

　全員が一いつ斉せいにきびすを返す──通りがかりに鳳と冬真に手を振ふる。「アーメン」「アーメン」「アーメン」「ケセラセラ」「アーメン」「アーメン」「アーメン」「ハレルヤ」

　そのまま教会を出て行く男たち──戻もどってきて寸劇の代金をちょうだいしたがる路上芸人かと警けい戒かいして出口に目を向けたままの冬真と典礼係たち──だが戻っては来ず。

「なんだったんだろう……」冬真＝苦く笑しよう。「どこかでパーティでもあったのかな」

　コール音＝冬真のＰＤＡ──祭壇に置きっぱなし／慌あわてて取りに戻る。「す、すいません」

「しーっ」「しーっ」「しーっ」典礼係たち──静せい寂じやくを乱すものの持ち込みに顔をしかめる。

　ふいに無線通信＝ニナ。《鳳、バロウ神父の教会にいるな？》

《ええ、そうですわ。どうかしましたか？》

《潜せん入にゆう班から警告だ。バロウ神父が爆ばく弾だんテロのターゲットにされた。実行犯は八名。白いタキシード、ベネチアンマスク、〈アルレッキーノ〉を名乗る集団に注意しろ》

　返事もせず走り出していた──顔をしかめる典礼係たち──鳳に背を向けている冬真が電話に出る。「はい、冬真です。課長？　え……爆弾？」

　冬真の傍かたわらを全力で通過──祭壇／ロウソクの列／男たちが並んで祈った場所──左さ端たん。

　床ゆかと似た灰色の箱──ロウソクの灯あかりと影で見えづらい位置に押し込まれている。

《該がい当とうする集団が教会に現れ、不ふ審しん物を置いて去りました》ニナへ報告──振り返って叫さけぶ。「逃にげて！　爆弾です！」

　凍こおりつく冬真と典礼係たち──司祭室から出てきたバロウ神父＝鳳の表情を一いち瞥べつ／うろたえず指示。「みな今すぐ外へ出なさい」

　全員が走り出す──鳳＝しんがり──ニナの通信。《潜入班から新たに警告。爆弾は時限式から遠えん隔かく操作式に切り替かえ可能。建物から退たい避ひするところを見られた瞬しゆん間かん、起爆される》

「転送を開かい封ふう！」輝かがやき＝羽を翻ひるがえす──走る人々の頭上から飛びかかる。

　冬真／典礼係三名／バロウ神父──つかみ上げる／抱だき上げる／肩に担かつぐ／長大な機き銃じゆうを現して銃身を典礼係の衣服につき込んで持ち上げる。

　機械仕じ掛かけの腕わん力りよく／アゲハチョウの揚よう力りよく──フルに発揮。

　驚おどろきの声を上げる五人もろとも上じよう昇しよう──ステンドグラスを蹴けり破って外へ／爆弾を仕掛けた集団が車の中などから教会の出入り口に注目していて、空は見ていないことを祈った。

　一秒が永遠に感じられる──五人が少女にしがみつく／近くのビルの屋上を目指す。

　目指すビルの何階とも知れぬガラス張りのロビー──ずらりと並ぶ男たち。

　飛ひ翔しようする鳳に気づいた八名──七名＝親指を下に向けて〝落ちろ〟サイン──右う端たんの孔雀のマスクをつけた男が携けい帯たい電話のボタンを押した＝起爆スイッチ。

　勃ぼつ発ぱつする爆風──背を突つき飛ばされる／かろうじてビル屋上へ軟着陸──五人がてんでばらばらに転てん倒とう／鳳も転倒／一人も落とさずに辿たどり着けたことが信じられない思い──空気を震ふるわせる轟ごう音おんで互たがいの声すら聞こえず。

　急いで通信。《今あたくしのいるビル内に実行犯がいます！》

　ニナの即そく応おう。《位置を確認。戦術班が急行。バロウ神父を守れ》

　長くこだまする爆音──鳳＝屋上出入り口へ機銃を構える──誰も現れず。

　バロウ神父が打ちつけた肩かたをさすりながら立ち上がる／冬真が呻うめきつつ身を起こす／典礼係たちが屋上の端はしへ這い寄る──みな愕がく然ぜんと見下ろす。

　砕くだけ散った教会──周囲に残ざん骸がいをまき散らして盛せい大だいに燃えていた。
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「死者三名」ヘルガ＝いつもの笑顔はなし／常ならぬ怒いかり──長官室のデスクに腰こし掛かけて壁かべのモニターで『教会爆破』のニュースを身じろぎもせず視し聴ちよう。「通行中の家族連れと学生が巻き込まれたわ。負傷者はまだ多数としか言えないわね」

《バロウ神父をふくむ五人を守ることで精せい一いつ杯ぱいでした》デスクの電話＝ニナ──ヘルガが怒りをあらわにする分だけ冷静であろうと努める口調。《戦術班が八人分の服とマスクをビル内で発見。あえて目立つ格好をし、服装を変えて逃げる手口でしょう。ビルの監かん視しカメラの映像を解析中ですが、顔に特とく殊しゆ効果用の人工皮ひ膚ふを貼はりつけて骨格をごまかしているそうです》

「人生を犠ぎ牲せいにして攻こう撃げきしてくるたぐいの、いわゆる過激派ではないわ。政治的な意図のもと金で雇やとわれた営利犯罪者たち。目的は私と兄を脅きよう迫はくして停てい滞たいか撤てつ退たいを促うながすこと。これは私のミスであり、そのせいで人的被ひ害がいが出たのよ」痛つう恨こんの念──目を閉じる。「兄を追い詰つめるために私を狙ねらうと思っていたわ」

《今後の被害を防ぐよう全力を尽つくします》ヘルガの心痛を宥なだめようとする口調。《今のところ潜入作戦は成功。御影はどうやら強盗グループに編入されそうですが、雛は爆弾テログループへ参加しました。一日でかなりの人物を特定し、敵のネットワークや爆薬の流通ルートも把は握あくできる見込みです。いずれ〈サイクロプス〉の正体も判明するでしょう》

「期待以上の成果ね」ゆっくりと目を開く──動どう揺ようさせて自信を奪うことが敵の狙いなら決して思い通りにさせてはいけないという苛か烈れつな意志で己おのれを支える。「バロウ神父様と冬真くんをケアするスタッフをつけてちょうだい。しばらく二人を保護する必要があるわ。本部ビルがお望みでないなら、都市外の施し設せつに移動していただいて」

《了りよう解かい。鳳は捜査から外したままですか？》

「今回の件でますますやる気になっているのでしょうね」脳のう裏りをよぎるメッセージ──〝聖地の暗くら闇やみ〟──彼女に行かせてその後を追う方が情報をつかめるのではないかという誘ゆう惑わくが芽生える／まだ見み極きわめろと自分に言い聞かせる。「引き続き入念な検査を。特甲だけでなく、脳内チップや心理状態も確かく認にんして。その上で敵の強力な電子戦に備えてちょうだい。重大な被害を出したあの初出撃のような事態を、決して繰くり返さないために」
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　検査につぐ検査──鳳＝ガウン姿／検査台で仰ぎよう臥が／深々と溜息──脳波を測定するピッピッという機械の音──さざなみのごとき睡すい眠みん導入効果／いつしか浅い眠ねむりに引き込まれる。

　ピッピッピッピッ──連想＝地下道でとらえたかすかな信号──声＝〝助けて〟

　脳を奪うばわれた少女──左上じよう腕わんの皮膚下に埋うめ込まれたマイクロチップを検査医が発見／摘てき出しゆつ／ＩＤらしいデータを検出／誰かがＧＰＳで彼女を追つい跡せき──解かい析せき課にも逆探知できず。

　まどろむ／ふと違い和わ感かん──何かがおかしいという感覚──マイクロチップ／ＧＰＳ／電子の縄なわでつながれた少女──答え＝彼女はなぜマイクロチップを自分で摘出しなかったのか？

　激痛を伴ともなうわけではない──必死に逃げるなら追跡を防ごうとするはず／なのになぜ？

　そんなものが埋め込まれていると知らなかった？　脳を奪われた後でそんな風に思考できなくなっていた？　──では、そもそも、どうやって逃げることができたのか？

　飛ひ躍やく──彼女は一人で逃げたのではない──彼女を逃がした別の誰かがいた。

　そこでまた別のことに気づいた──まったくあの音がしない。

　機械音ではなく虫の這い回る音──意識が低下するほど聞こえやすくなるのに。

　気づけば渇かわきがおさまっている──いつの間にかフロー状態が抑よく制せいされている。

（脳の中の小人は半身ずつ異なる場所を司つかさどっている）──声／記き憶おく／自分を生存へ導いてくれた博士の微笑ほほえみ──（一次体性感覚野と一次運動野だ）

　人の大脳表皮に住まう小人の右半身と左半身──相そう互ごに作用し合う感覚と運動。

　そう──あの人に触れたからだ──教会で／無む我が夢中で／他の四人はさておき──あの人を抱きしめて飛んだからだ。

　上書きされたフロー状態──別の感覚によって伝でん染せんしたフロー状態がいっとき抑制された。

　二十九の感覚野によって──二十三の運動野の混乱するフィードバックを抑えつけた。

　目を閉じた──まどろみに逆らわず／あとしばらく検査は続くのだから／少し眠っても問題ないはず／その方がビジョンが到とう来らいしやすくなるのだから。

　暗闇に明めい滅めつする言葉──『冬真に助けを求めろ』──狂くるえる小人の応急処置。

　眠りの淵ふちで思い出す──冬真に渡わたしそびれていた品。

　訪おとずれる答え──どのようにして助けを求めればいいか／個体同士の接近や接触による情報経路の切り替え──車の群を一つの巨きよ大だいユニットと化しめて最適な運動状態を導くガラテア・コンプレックス──思わず安心に包まれた／深い吐と息いきをこぼし今度こそ浅い眠りに身を委ゆだねた。
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　ＭＳＳ本部ビル四階＝男性の隊員寮りようの一角──緊きん急きゆう保護が必要とされる者を匿かくまう部屋。

　教会で使っていた部屋とさして変わらぬ狭せまさ──冬真＋バロウ神父──ともに保護。

　ロビーで帰き還かんした乙＋日向に出くわす──乙の同情＝〝冬真、家なくなっちゃったんだ〟

　全すべて焼かれた──幸い身につけていたもの以外の何もかも──教会の自室に置いてあった個人の端たん末まつ／お気に入りの音楽データ／衣類／両親の写真／まさか失うと思っていなかったもの──理り不ふ尽じんきわまりない火に奪われた。

　鳳がいなければ命まで失っていたかもしれない──決して慣れないショック／部屋と食事とカウンセリングを施ほどこされてのちベッドに横たわる──恐きよう怖ふが到来＝歯が鳴る／手が震える／汗あせが浮うかぶ──隣となりの部屋のバロウ神父を心配させたくなくて一人でじっと耐たえる。

　コール──びくつく／恐怖で動どう悸き──ＰＤＡ＝吹雪くん。

「もしもし──」

《冬真くん大だい丈じよう夫ぶ!?》ものすごく心配してくれていることがこの上なく伝わる──カウンセリングの百倍も心に沁しみた／心を日常に戻してくれた。

「うん……」情動不安定のせいで涙なみだがこぼれる──拭ぬぐう。「鳳さんのお陰かげで助かったんだ」

《爆破されたのが冬真くんの教会だって気づいて、びっくりしちゃって。無事で良かった》

　水無月の件を言われるかと思いきやひとしきり喜ばれる──気づけば長話に。

　たわいないことから大事な話に──吹雪が特甲トツコーの開発顧こ問もんたちのレポートを集めていること／鳳が事件から遠ざけられていること／鳳が偽にせのＩＤを作ってもらいたがったこと／冬真の仕事がなぜか減ったこと──吹雪の結論。《もしかして全部、つながってるのかも》

「つながってる？」

《ハンス・Ｗ・クラインは知ってたんだ。軍の調査部にいて、今の内務調査官であるグスタフ氏の前任だった。グスタフ調査官と同じで特甲児童の詳しよう細さいなデータを手に入れられた。どんな事件を起こせば特甲児童が出撃するか知ってた。もちろんクラインは開発顧問にも会ってる。もしかすると開発顧問の死にも関係しているのかも》

「そうなんだ……」驚き＝途と方ほうもない重要人物──鳳に教えるべきか／だがヘルガは全て伏ふせている／おそらく鳳を守るために。

《だから、別のＩＤを設定するのは良い工夫かも知れない》

「え？」ぎくっとなる──吹雪くんの危険な面を警戒。「な、なんで？」

《データ上で別人になりすませば、敵も情報汚お染せんを仕掛けにくくなるでしょう？》

「でもそんなこと、勝手にやったら問題になるよ」

《工夫すれば大丈夫》悪意など微み塵じんもないゆえにかえって危険きわまりない言葉──だが予想外にまっとうな提案。《解析課のトップを通して、ＭＳＳ長官に秘密作戦を提案したら良いんじゃないかな。鳳さんが偽のＩＤで捜そう査さしていることを、少ない人数だけの秘密にするの。冬真くんと、解析課のトップ、ＭＳＳ長官、そして接続官コーラスだけとか》

「へえ」感心──具体的にどうなるかちっとも想像できないが急に希望が湧わく／だが不安も抱く。「でも、もしそれで正確に攻撃されたら……」

《ＭＳＳに重大な情報漏もれが発生している証しよう拠こになる。解析課の誰だれかが偽のＩＤを見破って敵に漏らすならまだいい。最悪なのは接続官コーラスから情報が漏れているとわかったときだよ》

「そんなことあるの？」

《もしそうなら敵は接続官コーラスの脳内チップに侵しん入にゆうしていることになるんだ。それだけじゃなく、現場の特甲児童をおかしくさせていたのは接続官コーラスだったってことにもなりかねない》

　きっと吹雪や水無月にとって一番の恐怖──仲間を助けるつもりが危険に陥おとしいれていた。

「そんなこと……」

《ないとは限らない。かえって鳳さんを危険な目に遭あわせてしまうかもしれない。でもこっちだって工夫することもできる。敵の計算を狂わせるんだ。敵が絶対に想定していない方法で》

「どんな方法？」思わず食いつく──危険に踏ふみ込む気分。

《ちゃんとシミュレートしてからお話しするね。結局、無理だとわかってがっかりさせたくないし。それに、ＭＳＳの接続官コーラスの人と、ちゃんと三人でお話しした方がいいと思うから》

「うん。わかった」水無月が反対する理由などまったく思い当たらず。「なるべく早く紹しよう介かいするから。約束する」

　お休みの挨あい拶さつ／一いつ緒しよに事件を乗り切ろう／頑がん張ばろう──通話を切った。

　夜の十時過ぎ──眠ねむ気けに襲おそわれる／朝型人間のリズム／体がいつもの状態に／ショックから立ち直ってきている証拠。

　ＰＤＡを充じゆう電でんしようとしたとき簡易メッセージが到来──吹雪かと思って気楽に開く。

〝今からお会いできませんか？〟──読みきる前に差出人を凝ぎよう視ししてしまった──鳳＝〝お渡ししたい物があります〟

　驚おどろくほど速すみやかに立ち退のく睡すい魔ま──今初めて気づく事実──鳳と自分が同じ建物の中で寝ね泊とまりしているのだということになぜか息が詰まるような気持ちを味わった。

　やけに慌あわてる──〝いいよ。どこで？〟──返信しつつ思い当たる／事件の連続で忘れていた／渡したい物──おそらく自分への誕生日プレゼント。

　やや落ち着く──鳳の律りち儀ぎさ／他意のなさ／真面目まじめな交友──だが驚きよう愕がくの返信＝〝あたくしの部屋に来て下さいますか？〟

　来年になれば父の遺品である車に乗って大学に通えるようになるというバロウ神父の言葉を思い出す──大学生ともなればそういうことがあったりするのだろうかという漠ばく然ぜんとした空想が何段階ものハードルを跳とび越こえていきなり現実化した気分──舞まい上がる／我に返る。

　生来の純じゆん朴ぼくさが現実を認識──鳳に限ってそういうつもりはさらさらないだろうとあっさり思い直しながら返信＝〝僕が入っていいなら〟

〝入室許可を頂いておきますわ〟──やっぱりという感じの返事／第三者の立ち会いとまではいかないだろうが他の隊員もいるフロアで堂々と会うことに。

　部屋を出てエレベーターへ──同じフロアの東側にある女子寮／セキュリティ＝電子ロックのかかった自動ドア──パネルに鳳から送られてきた部屋の番号を入力──入館。

　鳳の指示＝〝なるべく素す早ばやくいらして下さい〟──人に見られるのを避さけているようなあまり堂々としていない感じ──入り組んだ通路を早足で進む──ドアの一つが開く。

　顔を出す鳳──性急な手招き／声を低めて。「ここですわ」

　つられて無言でうなずく／そそくさと近づく──入室。

　冬真が教会で使う部屋よりはやや広いという程度のこぢんまりした部屋──小さなはめ殺しの窓／壁かべ際ぎわにパステルカラーのシーツのベッド／他方の壁際に小さな机と椅い子す／小学生が使いそうな木の棚たな／備え付けのクローゼット。

　壁へき面めん──ピンで留められた品々＝思い入れがありそうなビーズ飾かざり／シスター・アーレから授さずかったというロザリオ／子供の頃ころの写真／記念日のカード／機械化児童の施設にいた頃の写真──びっしり＝子供があれもこれも壁に貼はって作り出すいびつなタペストリーのよう。

　棚の上に幼い頃のものらしい靴くつ──ハンガー掛かけに同様の小さな服──なぜか標本を連想。

　これは本当に鳳の部屋だろうか──ひどく異様なものを見る気分／何もかもが小さい／どことなく幼い──幼よう稚ちなのではない──まるである時点で時間が止まっている感じ。

　妙みような連想──たとえば死んでしまった子供の部屋を両親がそのままにしているような。

　あるいは──かつて彼女が何もかも失ったときに時間が止まってしまったというような。

「狭いですけれど、どうぞおかけになって」鳳──机と同じ木目の椅子を差し出す。

「ありがとう」座る──見回す／異様な部屋だとは口が裂さけても言えず。「素敵な部屋だね」

「普ふ段だんは、けっこう散らかっていますの」ちらちらクローゼットに目が行く──どうやら他の普段使いのものは全て大急ぎで押し込んでしまったらしい。

　ほっとなる──今見えているものだけがこの部屋の全てではないのだと知ってなぜか安心。

　ベッドに座る鳳＝白いワイシャツにジーンズ／飾り気のない姿を初めて見た気分──かえって見とれる。

「あの……本当でしたら、もっと前にお渡ししているはずの物がありますの」決して忘れていたわけではないのだと言い繕つくろう様子。「落ち着いてからと思っていたら遅おそくなってしまって」

「えっと……何だろう」とっくに察しているがあえて口にはせず。

「これですわ」にっこり──背後に隠かくしていた小さな包み──素早く手に取る／両手で突つき出す／白いリボン付き。「お誕生日おめでとうございます。冬真さん」

「ありがとう」自然と笑みがこぼれる──どの程度驚いた顔をすればいいか迷ったが結局は嬉うれしさに任せて微笑んでいた／それこそ家族が消えて以来ずっと止まっていた心の一部分が再び息を吹ふき返す気分。「本当にありがとう、鳳さん。とても嬉しい。開いて中を見てもいい？」

「ええ。そんなに大したものではありませんけれど」

「なんだろう」リボンをほどく──開かい封ふう＝大人もののカッコイイ黒革かわのパスケース／詳くわしくは知らないがブランドものっぽい／高価そうな品に驚く。「これ……もらっていいの？」

「ええ。ＩＤをお入れになってはいかがかしらと思って」不安げな顔。「お気に召めしませんでしたかしら」

「ううん。すごく嬉しい。でも……高価たかくなかった？」

「それほどではありませんわ」にっこり──冬真よりずっと高い給金を得ているという事実をそこはかとなく告げる微笑み。「とってもお似合いですわ。冬真さんも、今では立派な解かい析せき課の一員なのですし」

　冬真の就労に大反対していた鳳──改めて迎むかえ入れるという意思／頼たよりにしているという気持ち／同じ仲間だという証あかしの品──そういう気持ちがこめられているのだと理解がついた。

「ありがとう、鳳さん。さっそく使わせてもらうよ」嬉しさとともに揺ゆらぐ気持ち──戦いの中にいる彼女／出て行ける自分──来年から大学へ／本当にそうすべきだろうかという迷い。

「それと、実は……お願い事がありますの」

　冬真＝長居しては申し訳ないと思って浮かしかけた腰こしを下ろす──例の偽ぎ造ぞうＩＤのことだろうかと先読み。「僕に？」

「ええ……」やたら間延び──どう説明すればいいか迷うというより、どう実行すればいいか算段をつけている感じ。「きっと、冬真さんであることに意味があるのです。あたくしにもよくわかっていないのですが、感覚を上書きをすることが、今はまだ効果的のようですから」

「上書き？」一いつ瞬しゆんでついていけなくなる。「あの……何のこと？」

「どうすればいいのですかしら」質問ではなく自問──口に手を当てて考え込む／まるでそこに何か書いてあるというように小さな机を見つめる──合点がいったように小さくうなずく／顔を上げる／じっと冬真の顔を見つめる。「目を閉じて下さいますか？」

「え……うん」この上なく素直に従う。「こう？」

「ええ、ありがとうございます。そのまま、あたくしがいいというまで閉じていて下さい」

「うん。わかった」なんだろうと思いながらも言われた通りにする。

「あの……本当に開かないで下さいますか？」

「うん」

「あ、やっぱりこうさせて下さい」立ち上がる気配──クローゼットを開いた音／何かを引っ張り出す／しゅるしゅるという絹が滑すべるような音。

　顔に何かを巻かれる──目め隠かくし／なんとも入念／感かん触しよくでいつも鳳が制服姿のときに着けているネクタイだろうかと想像──長さとだいたいの形からして間ま違ちがいなさそう。

　ぎゅっと頭の後ろで縛しばられる──いきなり真っ暗くら闇やみに包まれる／何が進行しているのかさっぱりわからず／もしかしてバースデーケーキでも運ばれてくる？　あるいはこれから鳳に銃じゆう殺さつされる？　突とつ拍ぴよう子しもない不安──だがもう少しで恐怖に襲われかけた。

「鳳さん……何をする気なの？」ちょっと怯おびえた声。

「ごめんなさい。すぐ終わりますわ。少しだけお静かになさってて下さい」こうするしかないことに鳳自身が困こん惑わくしているというような調子。

　冬真＝口をつぐむ／とことん従順──耳だけで相手の様子を知ろうとする──すぐそばで何かを外す音／布を引っ張る音／なんだろう／ボタンを外している？　何のボタン？

　左手をつかまれる──引っ張られる／手を開かされる。

　右手にはもらったばかりのプレゼント──左の手のひらに何かが押し当てられた。

　温かなもの──びっくりして思わず両手に力を込こめていた。

　左手の感触──ひどく柔やわらか／肌はだに吸い付く感じ／温ぬくもり／弾だん力りよく／重み──大きな膨ふくらみ。

　上から鳳が手を重ねる／冬真の手をさらに押しつける──何か決まった動きがあってそれを再現しているというように──汗あせばむ肌の感触が伝わる──二人ともなぜか息を殺す。

　銃じゆう撃げきに等しい衝しよう撃げき──これはいったい何が起こっているのか？　純朴さに抑よく制せいされがちな心ですら今触ふれているものを想像する／尋じん常じようではない状じよう況きようが理解を超こえる──驚愕で思考停止。

　衝撃が激しすぎて永遠に思えた──だがおもむろに終しゆう了りよう／左手が引き離はなされる／元の位置へ──手に残る感触──大急ぎでボタンを閉じる音。

　鳳が背後へ回る気配──するりとネクタイがほどける／目を開く／まぶしさに平手打ちを食くらう──両りよう肩かたをつかまれ立つように促うながされた。「終わりましたわ」

「あの……」惑わく乱らん──ぐいぐい背中を押される／よろめく／ドアへ。「何が……」

「夜分にごめんなさい。すぐにお戻もどりになって」ドアが開く──外へ押しやられる。

「鳳さん……、ちょっと……」廊ろう下かに出てかろうじて振ふり返る──顔を真っ赤にした鳳／冬真に負けず劣おとらず混乱し慌てた様子／途方もない何かを頑張ってやり遂とげたもののその後はどうしていいかわからないという顔──おかしなことになってしまったが〝どうかご理解下さい〟と目で訴うつたえているが何をわかればいいのか冬真にはさっぱり見当もつかず。

「お休みなさい、冬真さん」ぱたんとドアが閉じられた。

　完全に放ほうり出された冬真＝啞あ然ぜん──急に焦あせりに襲われる／いるべきでない場所にいる気分。

　誰かに見み咎とがめられないうちにそそくさと退散──エレベーターへ／心臓が激しく鼓こ動どうを打っていることにやっと気づく──抑制しようのない熱に浮うかされながら部屋に戻った。

　手に残る感触──それこそ時間が止まって永遠に消えずに残りそうだった。
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　深夜の第二十ドナウシ二区ユタツト──ドナウ河の岸／ローバオの森──対岸に第十ジンメ一区リングの高速道路の灯あかり。

　広々とした空き地に停とめられた複数の車両──どれも沈ちん黙もく／灯り一つなし。

　暗がりで距きよ離りを取りつつ集つどう者たち──空気がささくれ立つような刺とげ々とげしい緊きん張ちよう感かん。

　大おお柄がらな男──高価なスーツ／眼鏡／オールバックの金きん髪ぱつ／週末は欠かさずスポーツに励はげむどこかの大だい企き業ぎようの重役といった姿──ハンス・Ｗ・クライン＝馬ば蹄てい形のつけヒゲ／骨格偽ぎ装そうの頰ほおの人工皮ひ膚ふ／偽にせの髪かみの生え際──全すべてを取り去った理知的な素顔──静かな調子でその場にいる者たちへ語りかける。「これまでここにいる全員と何度も連れん絡らくを取り合ってきたが、こうして顔を合わせるのは初めてだな。記念すべき日だといえるだろう。さて、私が〈ローデシア〉の〈大魔ま術じゆつ師し〉、ハンス・Ｗ・クラインだ。後ろにいる彼らが〈光の巨きよ人じん〉と〈光の女王〉で、私も彼らも、変装はしていない。よく見ておくといい」

「ちぃーす」車にもたれた女＝元ＭＳＳのシャーリーン──小こ綺ぎ麗れいなパンツルック／アップの髪／コンタクトレンズ──ぱりっとした装よそおい／だらけきった姿勢。「〈光の女王〉でーす」

　傍かたわらの男──ビジネススーツ／閉じた両目／額に電子義眼──元ＣＩＡサードアイ＝無言。

「時計回りに自己紹介しよう」ハンス・Ｗ・クライン＝人々を見み渡わたす。「話はそれからだ」

「〈アルレッキーノ〉の〝羊ペコーラ〟だ」羊のマスクをつけた男──腰に手を当てポーズ。「見ての通りの臆病者ペコーラだからマスクを外すわけにはいかねえぜ。特にそっちの中国野や郎ろうの前じゃな」

　黒い中国服──完かん璧ぺきな無表情。「第三一機械化工兵営団〈蟲チオン〉の排パイ頭トウ──蟻骨イーグーだ。こちらが我らを束ねる営イン頭トウ──蛭ツー雪シユエ」

　艶つややかに微笑ほほえむ娘むすめ──大型ジープのボンネットの上に敷しいた金きん縁ぶち模様の座ざ布ぶ団とんの上であぐらをかいて座っている──闇に浮かび上がる真っ白い髪／紅あかい瞳ひとみ／紅白のチャイナドレス──キチキチとカッターの刃はを出し入れするような音＝両りよう腕うで・両りよう脚あし＝蛇じや腹ばら式の真っ赤な機械化義ぎ肢し。

　間が空く──やや離れた場所にいる小柄なサラリーマン風の男＝咳せき払ばらい。

「〈青いサソリ〉部隊のムスタファだ」神経質そうに左右に目をやる／落ち着きなく肩かたを揺する／体幹がぐらぐらしている感じ／ごく普通の一いつ般ぱん人といった姿だがいつ懐ふところから武器を取り出してそばにいる人間を殺傷してもおかしくないといった妙に病的な挙動。「クルド人民戦線のヨーロッパ方面隊の管理を任されている。部隊では〝旗フラグ艦シツプ〟と呼ばれている」

「海もないのにか」嘲あざけるような声──精せい悍かんな顔つきの五十くらいの男／アメリカの年配バイカーのような黒革のジャケット姿──地面に唾つばを吐はく＝悪あく罵ばの代わりというより自分がいる場所だけでも清せい浄じようにしようというよう。「〈キプロス＝トルコ自由戦士団〉、ソネルだ。言っておくが、ＡＰ爆ばく弾だんが盗ぬすまれたのは俺たちのせいじゃねえ。こっちは貴重な部品を渡したんだからな」

　ハンス・Ｗ・クライン＝穏おだやかに。「確かにその件は大事だが、最後まで紹しよう介かいが終わってから話そう。そちらにいるのが、アダー・ガウス神父だ」

「よろしく」手短な挨あい拶さつ──褐かつ色しよくの肌／ずんぐりむっくりした体形／色いろ褪あせた法服／まるで神父の格好をした人間大のヒキガエルといった容よう貌ぼう──ロザリオの珠たまをたぐりつつ微笑む。「集いし者たちに神の祝福があらんことを」

　羊のマスク＝あからさまに訝いぶかししむ。「なんで黒人がいるんだ？　あんたらは黒人が大だい嫌きらいで、黒人の州知事とその支持者を脅おどしつけて退たい陣じんさせるんじゃなかったのか？」

　肩をすくめるハンス・Ｗ・クライン＝白人優ゆう越えつ主義者を組織しておきながら肌の違いなどいささかも問題にしていない態度。「彼とは旧知の間柄でね。黒人街の青年会〈マンシャフト〉の相談役で、連中側の情報を我々に与あたえてくれる。アメリカの犯罪者チャールズ・マンソンによれば世界は最終戦争ののち、まず黒人の手で支配されるわけだから、彼がその筆頭ということになりそうだな」

「最終アルマ戦争ゲドンになればだがね。そのための天使が一人ばかり行方しれずになってしまったわけだが」ふてぶてしさを絵に描かいたような黒人神父──ハンス・Ｗ・クラインが制したばかりの話題を焚たきつける。

　黒い中国服＝淡たん々たん。「脳なしの娘を逃にがしたイギリスの兵士は、我らが仕留めた。〈インフィニティ〉のしくじりの後始末で。我らがあのＡＰ爆弾を奪うばって何の得がある？」

　羊のマスク＝陽気に。「俺たちの仕事は、金をもらって誰だれかをびびらせることだ。ついでに、くたばったウィリー・ココシュカやムージルの縄張りシマが今後ともちゃんと運営されるよう管理しなけりゃならん。後あと釜がまになりたがっているカルロ・コッローディは、ぺーぺーの坊ぼつちゃんだ。忙いそがしいったらありゃしねえんだよ。ロケット爆弾を盗んだり、女の子の脳みそをえぐり出して地下に放ほうり出すなんていう暇ひまはない。言い訳を聞いている暇はもっとない」

　黒革のジャケットの男＝また唾を吐く。「犠ぎ脳のう体たいの娘が逃げてＭＳＳが手に入れるなんてのは何もかもおかしな話だ。あのいかれたカルト教団のボスを吊つるし上げるべきだな」

　ハンス・Ｗ・クライン＝穏やかに微笑んで。「〈時の王〉は大だい丈じよう夫ぶだ。我々が監かん視ししているし、大それたことを考えられる人物ではない」

　サラリーマン風の男＝苛いら々いらしたように体を揺らす／面めん倒どうだからこの場の全員を殺せばいいと考えていることが窺うかがえる目つき。「我々が苦労してあの石炭に紛まぎれ込ませたＡＰ燃料のサンプルを持ち出したやつがいる。そいつが九つしかないＡＰ爆弾の一つを盗んだんだろう。あれが石炭の中に隠されていたことを知るのはここにいる者たちだけのはずだ」

　沈黙──猜さい疑ぎ心しんに満ちた空気／シャーリーンとサードアイの傍ぼう観かん／神父がロザリオの珠をくる音が響ひびく。

　ハンス・Ｗ・クライン＝どこまでも穏やかに──あるいは心の底からその場にいる全員を侮ぶ蔑べつしながらも有意義な観察の対象とみなしている傲ごう慢まんで理知的な笑み。「心配はいらない。間もなく盗人ぬすつとは囚とらわれの身となるだろう。ここにいる〈光の巨人〉が追つい跡せきしているのだから。それより、問題は、今そのＡＰ爆弾がどこにあるかということだ」

　黒革のジャケットの男＝じろり。「あのプリンチップ社のエージェントが今どこにいるかってことも問題だな」

　羊のマスク＝陽気な仕草──だが常にマスクの奥でまったく笑っていない目。「ここに来るはずの男がいないというのは実に重大で心配になる事実だな」

「急な商談が入ったそうだ」ハンス・Ｗ・クライン＝金ピカの腕時計を見る。「間もなく、ここにいる誰よりも貴とうとい命が天に召めされる高らかなライフルの音が聞こえるだろう」

　サラリーマン風の男＝サソリのように体を揺らす。「もったいぶった言い回しは嫌いだ。イギリスの王子みたいに、ここで今、誰かを〈キャラバン〉に撃うたせる気か？」

「落ち着きたまえ。ここにいる誰も撃たれない。そもそもあの王子を殺したのは彼らではない。あるいは誰でもないのかもしれないな」ハンス・Ｗ・クライン＝いつ爆発するかわからない不発弾じみた人間の扱あつかいにはすっかり慣れているんだよという調子。「トラクルが商談のために〈キャラバン〉を配置した。彼は今、商談相手と一いつ緒しよにこの近くの河の上にいる。うまくいけば、誰が爆弾を盗んだかわかる──」

　閃せん光こう──河の下流で凄すさまじいまでの輝かがやきとともに爆ばく轟ごうが勃ぼつ発ぱつ──朝日のように暗がりに立つ者たちを照らし出し、全員がその脅きよう威いと美しさが入り交じる光景を凝ぎよう視しした。

　ドナウ河そのものが燃え上がって輝き、さながら愛を捨てて呪のろいを選ぶ者だけが手にすることが出来るというラインの黄金がうっかり時と場所を間違えて出現したかのよう──たちまち風に乗って臭しゆう気きがやって来る。

　すーっと鼻を鳴らす蛭ツー雪シユエ＝臭においを嗅かぐ──呆あきれたような笑みで小さくかぶりを振る／喉のど元もとでチチチと電子音＝無線通信。

　黒い中国服＝厳おごそかに主人を代弁。「間違いなくＡＰ燃料による爆発の臭においだ。誰が盗んだのであれ、爆弾がどこにあったかは、これでわかった。色々と訊ききたいことがあるが、まずあそこで塵ちりになったらしい商談相手とやらの名を教えろ──そう我らが営イン頭トウはおっしゃっている」
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　マーリオ・ロッシーニ枢すう機き卿きよう──五十七歳／ヴァチカンのピエトロ銀行の帳ちよう簿ぼ監かん査さ役。

　真夜中の事件──爆発物の炸さく裂れつ／都市部ではなく河岸／破は壊かいされたのは遊覧船一隻せきと桟さん橋ばし。

　下流の河岸で焚たき火を囲んでいた若者たちが流れ着いた無む惨ざんな死体を発見──三人がその場で気絶／かろうじて意識を保った二人が通報──ぶっ倒たおれた仲間と一緒に病院へ。

　現場に到とう着ちやくした警察と憲兵隊＝封ふう鎖さ／鑑かん識しき──爆発から一時間──ＡＰ爆弾と判明。

　回収された遺体が握にぎりしめた金属プレート──ヴァチカンでの職務／姓せい名めい／位階。

　問い合わせ＝ヴァチカン側にデータを要求──爆発から四時間──ＤＮＡ検査が一いつ致ち。

　入念な司法解かい剖ぼう／枢機卿の頭ず蓋がい骨こつに銃撃痕あと──枢機卿が狙そ撃げきされた事実が判明。

　イギリスの王子の狙撃事件を連想する事態──検証のため弾だん丸がんが必要＝おそらく川の底。

　夜明け──〈アンタレス事件〉と同規模の緊きん急きゆう招しよう集しゆう──モニター会議。

　ヘルガ──デスクの周囲に運び込まれたありったけの数のモニターを眺ながめる。

　政府首脳／内務省／外務省／国防省／州議会──合同会議＝あらゆる制服とバッジの群。

　国防省──上級軍人たち／幕ばく僚りよう級の面々。

　内務省──被ひ害がい者しやは自分だとでもいうように憔しよう悴すいしたＢＶＴ局長エゴン──沈黙しながら絶大な存在感を発揮するＭＰＢ大隊長──吊つり目の銀ぎん狐ぎつねという風ふう体ていのラバグルト内務大臣。

　首相官かん邸てい──唇くちびるを引き結んだ首相──戸と惑まどい顔のヘルムート・オイラー大統領。

　州議会──厳しい顔のエドワルト──州議会議員たち。

　勢せい揃ぞろい──誰もがこの予想だにせぬ事態に困こん惑わくしきり。

　四つの疑問──なぜ枢機卿がこの都市に？　なぜ狙撃？　なぜＡＰ爆弾？　なぜ遊覧船？

　対処を巡めぐり空から振ぶりする議論──巻き込まれぬよう短い応答に努める軍人・治安関係者──この国が危険ではないと国民と諸外国へアピールする策に終始する政治家たち。

　無む駄だな時間が過ぎてゆく──ヘルガ＝モニターに映る顔ぶれを観察／新たな情報を待つ。

　デスクの電話が鳴る──モニター会議を邪じや魔ましないよう保留に／備え付けのイヤホンを引っ張って耳につける──通話ボタンを押す。

　ニナの声。《私です、長官。新情報を入手。枢機卿の遺体の右手に指輪を発見。特とく徴ちよう的な刻印がありました。『ÜW』。数年前に解散した都市内のグループであるライフル友愛会が用いたもので〝克ユーヴ服アーヴせインよデン〟を意味するとのこと。枢機卿とこの都市の関連を示すゆいいつの品ですが、ＢＶＴはこの情報を非公開にしようとしています》

　モニター会議用のマイクをオフに──口元を手で隠かくしつつ電話に向かって応答。「了りよう解かいよ、ニナ。こちらはまだ何の結論も出ていないし、出そうにもないわ。一つ言えることは、国外の捜そう査さ官や諜ちよう報ほう機関が入国中で、誰にも止められないということ。国内のみならず国外の治安組織による盗とう聴ちようや盗撮、データの漏ろう洩えいや捜査への干かん渉しようを警けい戒かいしてちょうだい。ＢＶＴが何を隠したがろうとも、国外からの圧力で全て暴あばかれるか、どこかの機関が盗み出すわ」

《了解。引き続き情報収集に当たります》

　通話オフ──イヤホンを元に戻もどす／ヘルガの行こう為いに気づいたような表情を見せたのは二人だけ──ラバグルト内務大臣／ヘルムート・オイラー大統領。

　ラバグルト内務大臣──やり手の未来党員／前内務大臣の死去に伴ともない入閣／エドワルトの失しつ墜ついをはかる陰かげの急きゆう先せん鋒ぽう──〈サイクロプス〉との関連不明／事件への関かん与よ不明──少なくとも枢機卿の死には心から驚きよう愕がくしていることが窺えた。

　ヘルムート・オイラー大統領──政府のお飾かざり／誰からも判断を仰あおがれないので暇つぶしにあちこち見ている／途と方ほうに暮れたような表情／誰でもいいから話し相手になってくれる人を探しているという感じ。

　踊おどる会議＝されど進まず──やがて首相が治安関係者のいないところで話し合わねばならないことが沢たく山さんあることに気づいたように再招集を示し唆さしてモニター会議の終了を宣言。

　最後にＢＶＴ局長エゴンより一言──神経疲ひ労ろうで砕くだけ散りそうな声こわ音ね。「枢機卿を狙撃し、遊覧船を爆破した犯人が、この国の人間であるとは思えません。治安関係者には空想的捜査を禁じ、事件の早期解決に邁まい進しんすることを誓ちかいます」

　見ていて哀あわれを催もよおす──なぜあんなになってまでエゴンは辞職しないのだろうと本気で同情しかける／だが未来党の政党政治に自分からはまっていった先せん輩ぱい──同情が霧む散さんする。

　次々にオフになるモニター──事務官に片付けさせようとしたところへまた電話が鳴った。

　スピーカーモード＝日向の声。《遊覧船の船体番号が、カタナの記号に一致しました》

　この男らしい端たん的てきさ──意味を取り損そこねかけた。「それは、例の、乙さんに委い託たくされた文化遺産であるカタナの……裏側だか内側だかに隠されていた記号のことかしら？」

《はい。２７０６９／４／１２Ａ。大型の機械製品と見て調べていましたが、船体番号と判明。国内にあるシュタイア・グループのシュタイア・ヴェルター社が製造。グラーツ市内の卸おろし業者であるハウプト社が販はん売ばい。ミリオポリス市が株の五十一％を有するライヒスブリュッケ観光株式会社が購こう入にゆう。市内の第二ライヒ十五エンシユ区マオスにあるフォルクマール整備会社が整備を行っています》

　この男の嗅きゆう覚かくに感謝するのは何度目だろう──即そく座ざに指示。「整備会社を中心に当たってちょうだい。船はＭＰＢが管理する予定だから、捜査班を通して鑑識データの共有を申しん請せい。観光業者からは操船記録と、過去に乗船した人間のリストを手に入れて」

《了解》頼たよれる獰どう猛もうな追跡手の応答──乙という特甲トツコー児童が一緒に行動していることがさらに頼たのもしさを増す──戦術班を中心とした素す晴ばらしい捜査・要撃・バックアップ態勢。

　午前七時を回る──ビル内の食堂から食事を運ばせようとしたとき──コール音。

　デスクの電話ではない／ＰＤＡではない／少数の者しか知らない携けい帯たい電話──兄のエドワルトか？　だが見覚えのない番号＝市内のプリベイド携帯電話のもの──何者か？

　電話に出る。「もしもし？」

　落ち着き払はらった声。《初めまして、ヘルガ・不知火・クローネンブルク長官。私はイギリス対テロ諜報機関のデーヴィッド・デューク・ブラックストーンです》

「初めまして、ヘル・ブラックストーン……いえ、ミスター・ブラックストーン」あえて言い直すことで間を作る──意表を突つかれながらも冷静さを保つ。「どうしてこの番号を？」

《たまたま電話帳に載のっていたもので》なんたるふてぶてしさ──諜報機関が作る各国の電話帳＝彼らの盗聴作戦をいつでもどの国ででも実行できるようにするための名めい簿ぼ。《失礼かとも思ったが、非常に重大な事態が発生しているため、こうしてご挨拶させていただいた》

「何もお気になさる必要はありませんわ。それで、どのようなご用件かしら？」

《カルト教団〈インフィニティ〉は〈ローデシア〉によってコントロールされており、貴国の政党の一つである未来党の重要な資金源となっている》

　途方もない爆ばく弾だん発言を朝の挨拶のように述べられた──驚おどろきを通り越こして呆れ返る。

「素晴らしい情報に感謝しますわ」しれっと返す。「私が知る限り証しよう拠こがないにもかかわらず、どうしてそのように断言できるのか、お教えいただけます？」

《いいですとも。ただ、その代わりといってはなんですが、貴国にお邪魔しているらしい、我が国の軍人を捜さがしていただけるとありがたいのです》

「トム・バード隊員ですわね。ＳＡＳだとか。こちらにいらしているのは彼一人かしら？」

《ええ。これから大勢増えるかもしれませんがね。今は彼だけが貴国にいるのでしょう。彼の識別コードは以前と同じだと、プロフェッサー・アルフォンスに伝えていただけますか？》

　誰だれのことか理解するのに間が空く──朝食を摂とって早く脳を活性化させなければ。

「ディーゼル課長のことですわね。ええ。お伝えしておきますわ」

《それともう一つ。かつて〈インフィニティ〉の一員として教団の経理を司つかさどっていたらしい、今は亡なきアウスト氏の、ご長女であられる、鳳・エウリディーチェ・アウストさんはお元気ですか？　なんでもそちらで働いておられるとか》

　特甲児童の情報＝その係けい累るいと事件との関係にまでさっそく目をつけている──お前たちの都合でおかしなことにさせてなるものかという棘とげが瞬しゆん時じに大発生。「ええ、とても元気ですわ。私にとっては家族にも等しい存在ですのよ。その彼女に何かご用がおありになって？」

《単に息災かなと思いましてね。何しろ当時の教団でゆいいつの生き残りですし、前ぜん途と有望な若者ですから。お元気ならけっこう。いや、良かったですな。ああ、それと、〈インフィニティ〉は、過去も今も、各国の違い法ほうな医い療りよう品流通にも関かかわっています。かのコソボでも活動をしていたのですよ。我が国の王子が無惨にも聴ちよう衆しゆうの面前で凶きよう行こうに倒れたときもね》

　こちらこそなりふり構っていられない状じよう況きようなのだぞ、と暗に言っている──知ったことではない／適切な情報交こう換かんがない限り付き合う必要もない。

「そうでしたわね。心からお悔くやみを申し上げます。トム・バード隊員の件も善処いたしますわ。彼はいったいどの辺りにいらっしゃるのかしら？」

《さて、気まぐれな男でね。ファーストフード店の近くかもしれませんな。地下で火が生じるたぐいの。だいたいにして、ああいう店には、驚くほど様々な人間が集つどいますからね》

「ええ、本当に」

《それでは朝から失礼をいたしました。いずれ改めてご挨あい拶さつさせていただきます》

「ええ、さようなら」

　通話オフ──なんとも腹立たしい気分が残る／情報部隊同士の競争心を刺し激げきされる。

　デスクの電話で朝食を頼んだ直後にコール音──先ほどの携帯電話＝また別のプリペイド携帯電話の番号が表示されている。

「もしもし、ヘルガ・不知火・クローネンブルクです」淡たん々たんと応答。

《おはボン・ようジヨルノ、クローネンブルク長官。あたしはイザベラ・カンパネッロ。国際イン刑事ター警察ポー機構ルの者だ》女性の声──携帯電話を耳から遠ざけても問題なく聞こえてくる声量／完かん璧ぺきなドイツ語のイントネーション。《イタリア警察とヴァチカン警察の橋はし渡わたしをやっていてね。きっと朝食を頼んだばかりだろうから単刀直入に訊かせてもらうよ。なぜかそちらで悲しくも天に召めされたロッシーニ枢機卿は、そちらの国のライフル使いたちが信しん奉ぽうしていた言葉が刻まれた指輪を持っていたかい？》

　いったいなぜそんなことを知っているのか──この部屋が盗聴されていて今しがた朝食を頼んだことまで知られている気分──ただの揺ゆさぶりだと自分を落ち着かせる。

「そうかもしれないし、そうでないかもしれないわ。遺体が残存しているだけでも奇き跡せき的といっていい爆発だったのですから。ところで、どうしてそのような考えをお持ちになったの？」

《教えてもらったのさ》何の返答にもなっていない。《ある人にね。で、あたしはその人にちょっとばかり約束をしたんだ。誓いといっていいね。ところで、そのライフル使いたちは全員が不幸になったってことは知っているかい？》

　記き憶おくを探さぐる──何年も前の事件／思い出す／そうか／あの事件──さも心得ているというように口にする。「信しん仰こうに厚く、ライフルを同好する裕ゆう福ふくな人々が、中絶を巡る過激な議論が理由で、複数の医師を狙撃したとされるも証拠不十分とされた事件ね」

《そして大勢が死んだ。ライフル友愛会も医師たちも。その事件の生き残りである女の子が、そちらの都市の憲兵になり、父親と同じくライフル使いになったことは知っているかい？》

　なんですって──女の子＝特甲児童──記憶をたぐり寄せる／思い出せず／ＭＰＢの特甲児童のプロフィール──かつて鳳・螢・皇の編入時に目を通して以来ほぼ見ていない。

「驚きの因果関係ですわね」率そつ直ちよくに告げる──相手の率直さについ合わせる。「重要な情報に感謝しますわ。その情報提供者は国外にいるのですか？」

《悪いが教えられないんだよ。この件が決着するまで、その人はあたしも知らない場所で保護されることになってるんだ。何しろ黒手組の一組織である〈アルレッキーノ〉が動き出していて、あんたも知っての通り、その国でずいぶん悪さをしているようだからね》

　黒手組──プリンチップ社にも関連があるとされる謎なぞの結社／咄とつ嗟さに二の句が継つげず。

　いったい何が起こっているのか？　カール・クラウスのメッセージがよみがえる＝〝外げ典てんの落とす影が炎ほのおとともに生まれる〟──この国でそれが起こるという示唆。

《連中は〈リスト〉に関わっているらしい。この国でもそれで騒そう動どうがあっただろう？》

「ええ。〈リスト〉が何であるかご存じなの？」

《つかめているのは片へん鱗りんだけさ。だが連中はあんたがその正体を暴くと思っているらしい。すごいことだね。どうかあの悪あく辣らつな道どう化けどもの脅おどしに屈くつしたりしないで欲しい。やつらはあんたの周囲の人間を対象とした殺しの指令を出し続ける。警戒を怠おこたっちゃいけない。戦う心を失っちゃいけない。あの畜ちく生しようどもに降参したが最後、全すべて奪うばわれちまうんだ。命までもね》

　宿敵について語る調子──だが言わずもがなの忠告。「報いられざること一つとしてなからん。そうお返事させていただくわ」

　無意識にカール・クラウスのメッセージを引用したことを遅おくれて悟さとる──顔をしかめる。

《頼もしいよ、クローネンブルク長官。じゃあ、またね。あんたの声が聞けてよかったよ》

　ラテン系らしい態度──まるで仲の良い親しん戚せきに電話を掛かけたとでもいうよう＝通話オフ。

　部屋に運ばれる朝食──来客用テーブルに並べてもらう／事務官に礼を言ってソファに座った／すっかり食欲減退──しいて食べようとしたところへコール音＝デスクの上の携帯電話。

　立ち上がって見やる──着信表示＝ウィーン空港の公衆電話から──歩み寄って手に取る。

「もしもし？」つい名乗る気が失うせた。

《おはボンジようユール、マドモアゼル・ヘルガ》やたらのんびりしたフランス語──訛なまりの強いドイツ語に。《──うん？　もしかして、かけ間ま違ちがえたか？》

「いいえ、間違ってないわ」溜ため息いき混じりに応答。「それで、どちらさま？」

《ピエール・バスティーユ。フランス情報局だ。すまないな。会議が長引いただろうから、きっと今まさに朝飯でも食おうとしていたところだろう》

　またぞろ盗聴器を警戒してしまう──単に当てずっぽうで言っているだけだと自分に言い聞かせる。「お気になさらず、ムッシュウ・バスティーユ。オーストリアには観光で？」

《野や暮ぼ用でね。もう何年も前から続いている野暮用さ》心底くたびれたという調子──ずびーっと盛せい大だいに洟はなをかむ音が聞こえる。《ルフトハンザ３１９便》

「なんですって？」思わず聞き返してしまった。

《あの苛か烈れつな事件にも生存者がいるってのは救いになる。そちらの隊員として大いに活かつ躍やくしているってことも。まあ生き残った方はたまらんってこともよくわかってるがな。ちなみに俺もあの飛行機に乗る予定だったが、たまさか軍人クラブのサッカー試合で足を骨折してな。それで妻と六歳の娘だけでバカンスに行くことになった。ルフトハンザ３１９便に乗って》さらりとした調子で己おのれの執しゆう念ねんの源を話す──シュコーッと吸入器を使う音／えへんと咳せき払ばらい。《さておき、あのハイジャック事件に関かん与よしたと目される〈キャラバン〉の人員がこの国にいるらしい。だがＢＶＴはいまだに犯罪を見み逃のがすのが大好きだ。そんなわけであんたに電話をした》

「ご家族のこと、お悔やみ申し上げますわ。しかしなぜ、私に？」

《気が合うと思ってな。俺はこの国で捜そう査さをしていたとき、どうやら地元の警察らしいやつに撃うたれたことがある。あんたはどうやらハンス・クラインとかいう元軍人かその仲間に、爆弾を仕し掛かけられたことがある。あんたも一いつ緒しよに吹ふっ飛ぶはずだった爆弾を。婚こん約やく者の車に》

　電話を握にぎる手に力がこもる──朝食時に電話をかけるのが好みのこの連中はよほどこちらを揺さぶりたいらしかった。「確かに気が合いそうね。今から一緒にお茶でもいかがかしら？」

《またの機会に。ちょっと忙いそがしいからな》一方的な言い草──一方的な質問。《それで、〈キャラバン〉の赤い色が好きな連中は、枢すう機き卿きようを撃ったと思うか？》

「まだ捜査中よ。大勢の人間が川底をさらって弾丸を探しているわ」

《そうか。じゃあ俺はこの都市に運び込まれたダイヤモンドを探そう》

「ダイヤモンド……？」

《近ちか頃ごろの傭よう兵へいへの報ほう酬しゆうはたいてい血まみれのダイヤモンドと決まっている。ではオ・ヴまたオワー》

　一方的に通話オフ──携帯電話をデスクに置く／デスクに腰こし掛かける。

　イギリス／イタリア／フランス──次はどこの国の人間からかかってくる？

　腕うで組ぐみして待つ──鳴らない電話／頭の中で情報を整理──これまでのあらゆる事件が何か一つのものに端たんを発はつしているという感覚──それはいったい何なのか？

　七時半きっかりにコール音＝国際携帯電話の番号──時計を見ながらかけてきたらしい。

「ヘルガ・不知火・クローネンブルクよ」名乗る方の応答に戻もどった。

《久しぶりね》低い女性の声──穏おだやかというより何かを凍とう結けつしようとして冷気を吹きかけてくるような寒々とした声こわ音ね。《覚えてるかしら？　グレーテル・ドラゴスティノフよ。一時期、そちらに留学して、国法研に参加していたわ》

　驚き──黒くろ髪かみの美び貌ぼうの女が思い出される。「もちろんよ、グレーテル。お元気？」

《健康よ。義眼と義手にもすっかり慣れたわ》電話が凍結して耳にはりつきそうな笑い声＝くすくすくすくす。《お互たがい白人なのに、白人至上主義者に爆弾を仕掛けられるなんてね》

　絶対零れい度どの憤ふん怒ぬとでもいうべきものが伝わる──流す。「ドイツで働いているのよね？」

《ドイツ国境Ｇ警備Ｓ隊第Ｇ九群９よ。今日から正式にミリオポリスで捜査に参加することになったわ。フランツに呼ばれてね》

「利根先せん輩ぱいに？」

《ええ、フランツに》対たい抗こうするように言い直す──〝私のフランツをおかしな呼び方で呼ばないで〟と言いたげ。《ハンス・Ｗ・クラインを追うわ。だから、あなたにも連れん絡らくしておこうと思ったの。あの男は私の獲物でもあるから。ぜひ協力し合いたいわ》

　冷気のこもった声音──〝私にやらせろ〟という思いが怨おん念ねんのように伝わってくる。

〈ローデシア〉に雛を潜せん入にゆうさせていることは伏ふせる──教えたら何をされるか予想がつかない。「ええ、ぜひ協力し合いましょう」

《お願いするわ。そういえば、あなたの部隊に、〈ローデシア〉の一員だった人物の親族がいるでしょう？　娘だったかしら。ぜひ情報交換がしたいわ》

　あっさり雛について言げん及きゆうされる──しらばっくれる。「ええ。何かわかったら、お互いに連絡を取り合いましょう」

《ええ、ぜひ。邪じや魔ましたわね。どうぞ朝食に取りかかって》

「そうさせていただくわ」想像──イギリス人／イタリア人／フランス人／ドイツ人──全員が空港で顔を合わせて順番に電話をかけている──今ごろはそれぞれの思おも惑わくのもと解散。

　通話オフ──ヘルガ＝今の会話で部屋の温度が下がったというように肩かたをすくめる。

　これで四カ国の捜査官から連絡──その誰もがそれぞれ異なる特甲児童に言及。

　朝食が並ぶテーブルを見る──ソファに座る／すっかり冷えたスクランブルエッグとパン。

　いったい何が核かく心しんであるか──見み極きわめるべき最優先項こう目もくは何か。

　イタリア人捜査官の言葉──〈リスト〉──その言葉が頭上で明めい滅めつしている気分。

　立ち上がる──デスクの電話＝こちらからコール──事務官。《はい、長官》

「ライフル友愛会と、彼らが起こしたとされる医師狙そ撃げき事件、そしてＭＰＢの特甲児童のうちライフル友愛会と関係のある者の資料を、全て私の端たん末まつに転送して。ペーパーがあるなら、それも一枚残らず持ってきてちょうだい。大至急よ」
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　第十ジンメ一区リング──ドナウ河沿岸＝〝遊覧船爆破〟現場──あらゆる治安関係者が出動＝首相と州知事の要よう請せい──国民と諸外国に〝ものすごく真剣にやっています〟とアピール。

　現実問題として大量の人員が必要なのは事実──狙撃に用いられた弾だん丸がん探し＝広い川底のどこかにあるはずのそれを何百人もの人間が懸けん命めいに探している。

　対岸──第二ライヒ十五エンシユ区マオス側に憲兵／警察／特とく殊しゆ部隊の印のテント──かき集められた船の破は片へんのフリーマーケット──ＭＰＢのロゴ付き装そう甲こう車両が遠くに見えた。

　鳳──黒髪の突とつ撃げき小隊長がいないか探す／森の木が青々と茂しげっていて探しづらい。

「どうやら一連の事件で、我々は貧びん乏ぼうくじを引き続けているらしいぞ、おフロ嬢イラ様イン」

　制服姿の御影＝〈ローデシア〉に潜もぐり込むも強ごう盗とうグループに編入──空から振ぶりに等しい結果。

　爆ばく弾だんグループに潜り込めた雛に置いていかれる──潜入を再検討／強盗どもの会合をすっぽかして爆破現場へ──だがデモンストレーション以外に仕事なし。

「同感ですわ」鳳＝深々と溜息──乙＝日向とともに有用な手がかりを得て捜査中／雛＝着々と犯罪者集団の一員として活動──自分だけ何もすることがない現場へ。

　調子は万ばん全ぜんどころかここ一番というほど充じゆう実じつしているのに──このところぼうっとしがちだった頭も冴えていて心身ともにしっかりリフレッシュした気分。

　一方で冬真の様子がおかしいのが気き掛がかりだった──今朝＝食堂で雛＋乙＋冬真＋バロウ神父様が同席しての朝食──冬真＝やたら目を逸そらす／赤くなる／うつむく／強こわばる／窺うかがうようにこちらを見る──臆おく病びような猫ねこみたいでそれはそれで可愛い感じではあったがさすがに心配になった──お世話になっていた教会も自分の部屋も私物も全て失ったショックだろうと察する。

　それでも誕生日プレゼントをちゃんと使ってくれていた──慌あわてて渡わたしたことを悔くやむも冬真の笑え顔がおで帳消しに──ただ、プレゼントを渡した後の記憶がぼやけて曖あい昧まいで、自室に呼んだはずの冬真がいつの間にかいなくなっていたことが不安だったが、決して口論になって出ていったというようなことではないとわかり、大いにほっとなったものだった。

　その程度の記憶が消えるのは仕方のないことだ──心のどこかがささやいてさらに安心させてくれた──フロー現象が進行していたせいで多少の心の身代わりが必要だったが、決して冬真の存在そのものを忘れるほど深刻なものではないのだから。

「あそこのドブさらいに参加しても、彼らは入念に計画的にやっているので邪魔だと言われて追い払はらわれるのがオチだろう。仕方ない。あちらの備品でカフェでも淹いれよう、おフロ嬢イラ様イン」

「怠なまけていると思われませんかしら。あたくしたち全員、ここでとても忙しいふりしているべきなのでしょう？」指さす──上空のマスコミのヘリ／一帯に集つどうプレス陣じん。

「地図を広げてそれを眺ながめながら、事件の地理的つながりを検討するというのはどうだ？　ふりではなく懸命に考える。突破口を見み出いだす。二人とも真剣な顔をしていれば、カップを持っているくらいで公務員のくせに贅ぜい沢たくが過ぎるとは思われないだろう」

「それでしたら大いに賛成ですわ」にっこり──ＭＳＳが用意したテントを振ふり返ろうとしたとき、にわかにそれが見えた。

　辺りに広がる青さ──透とう明めいな美しさ──何かがつながろうとしている感覚／か細い呼び声。

《助けて……》

　全身が電気を帯びたようにぴりぴりした──コンクリートの堤つつみの向こう／引き寄せられる。

「おフロ嬢イラ様イン？　どこへ行く？」

　歩み寄る──遮しや水すい壁へきの斜しや面めん／柵さくに手をかける／さっと飛び越こえて斜面を滑すべり降りた。

　コンクリートの平らな地面──目の前に河かわ面も＝途と方ほうもない天国ヒンメルの青・ブラオが辺りを包み込む。

　振り返った──広がる青さ──ぽっかり空いた暗くら闇やみ＝地下水道──大きなトンネル。

　暗闇の中からふらふらと歩み出る小こ柄がらな影かげ＝虚うつろな表情の少女──思わず走り寄った。

　少女が日差しの下もとへ現れる──夢遊病者のような歩み／足を止める／水色の患かん者じや服／泥どろだらけの裸足はだし──鳳が近づいても無反応──頭部から消えたものの痕こん跡せきを隠かくそうともしていない。

　少女＝額から後ろがぽっかり消失──脳をえぐり取られてのち人工皮ひ膚ふで覆おおわれている。

　鳳＝その肩に触ふれる／抱だき寄せる──逆らわない少女──その瘦やせた体を抱きしめた。

　御影＝追いかけてきて鳳のそばに──押し殺した低い声。「……なんということだ」

　鳳＝瞠どう目もく──まばたきもせず見た──トンネルの暗闇──さらなる声。《助けて》

　新たに現れた／一人ではなく二人──脳を失った少女たち──最初の一人のそばで立ち止まる／虚ろな姿・目・顔・たたずまい──三人とも青い空へ目を向けている。

　御影＝ＰＤＡを取り出す／早口に報告。「犠ぎ脳のう者が出た。爆破現場だ。一人じゃない。三名。先にファーストフード店で発見した少女とほぼ同年齢、同様の服装……なに？　対岸でも？」

　振り返る鳳＋御影──河の向こう側で大勢の人々が一いつ箇か所しよに集まって騒さわいでいた。

　御影＝戦せん慄りつ。「あちらで四名？　こっちの三名、先の一名で、八名？　なんたる数だ」

　鳳──再びトンネルを見た／青さが消えてゆく／少女たちが来た場所へ続く虚ろな空くう洞どう。

　少女たちを通して届く透明な声。《助けて……お姉ちゃん》

　聖地の暗闇にこだまするもの──火に焼かれて死んだ弟妹の声──何もかも失った少女たちの一人を抱きしめながら怒いかりに満ちた涙なみだが溢あふれた。
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「あたくしが、あの少女たちの一人だったかもしれないのです！」

「落ち着け、おフロ嬢イラ様イン。だからといって君をあの地下迷めい路ろに行かせていいという許可は──」

「あの少女たちの誰かが、あたくしだったかもしれないのです！」

　怒ど鳴なりながら涙が止まらず──周囲の治安関係者たちや救急隊員たちが振り返る。

　第二十ドナウシ二区ユタツト＝救急病びよう棟とう──大部屋に並べられたベッドで横たわる脳のない少女たち／現場から最も近い病院へ慌てて運ばれる──警察の管理＝手に負えず──諸機関に要請＝協力し合って保護・調査・聴ちよう取しゆ。

「焦あせりは禁物だぜ、おフロ嬢イラ様イン」「下水を封ふう鎖さ中の捜査班の邪魔になっちまう」急行した戦術班員二名──御影とともに少女たちが現れた地下水道へ行きたがる鳳を制止＝ニナの命令。

「もうけっこうです」鳳＝涙を拭ぬぐう──きびすを返す＝エレベーター／警察の集団が降りるのと入れ違ちがいに乗り込む。

「どこへ行く」御影＝途方に暮れた顔。

「電話をかけるだけです」閉じるボタンを連打──泣き腫はらした目でにらむ。「病院の中で通話してはご迷めい惑わくになりますから」

　困り顔の大人たちを残してロビーから外へ──ＰＤＡでコール＝冬真──ごく自然に呼び出した後で彼にあまり甘えるなと自分に言い聞かせる始末──だが助けを求めることも、抑おさえられぬ気持ちを訴うつたえることも、彼が相手ならしごく当然のことのように思えてしまう。

　だが応答なし──いつもすぐに出てくれるのに／犠脳者の大量出現のせいで忙しいのだろうか／何ともいえず心細くてやりきれない気分──またぞろ涙がにじみかけたところへ声。

「おフロ嬢イラ様イン、本部へ戻ろう」御影＝駆かけ足──戦術班員二名が追ってくる。

「本部へ？」嫌いやな予感──また検査漬づけにされるのではないかという警けい戒かい。

「ニナの命令だ。長官が君を呼んでいる」

「嫌ですわ」子供じみた返答。「大人しくしていろと言われるのには飽あき飽きしました」

「そうとは限らない。つまらない命令違い反はんをするな。余計に動かせてもらえなくなるぞ」御影＝鷹おう揚ようで有う無むを言わせぬ説得──みな揃そろってＭＳＳ公用車へ乗り込む。

　本部ビル──鳳だけ長官室へ／事務官がすんなり通す──入室。「失礼します」

　びっくりして立ち止まる──てっきりヘルガ一人かと思っていたところへ五人の視線。

　着席したヘルガ／ニナ／アル課長──なんと冬真＋水無月──全員が鳳に注目。

　みな何も言わずに鳳を見つめる──鳳＝深刻な事態が起こったと解かい釈しやくして顔が強こわばる。

「何かあったのですか？」

「提案があったのよ。冬真さんから」ヘルガ＝にっこり──鳳からすればうかつに安心できない微笑ほほえみ──冬真を振り返る。「例のパスお渡しして、説明してあげてちょうだい」

「はい」冬真が立ち上がって歩み寄る＝手に何かのカード──鳳へ差し出す。

「これは？」受け取る──身分証／ＭＳＳのＩＤ／特別捜そう査さ官エリカ・Ｍ／隊員コードＮＮ８／女性／三十歳／顔写真の添てん付ぷを免めん除じよされた印／秘密捜査に従事している証しよう拠こ──さっぱり意味がわからなかった。「これは、どなたですの？」

「お前だ、鳳」ニナ＝小さな笑み──ぽかんとなる鳳を面おも白しろがるように。「新しいお前だ」

「エリカ・ムスターマン。解かい析せき課で作成するダミーデータの一つだ」水無月＝つまらない冗じよう談だんを説明するように肩をすくめる。「要は、どこにも存在しない女性捜査官の名さ」

　理解──警察などで使う身元不明の女性／遺体の隠いん語ご＝〝要調エリカ・査のムスタエリカーマン〟──男性の場合は〝要調マツ査のクス・マッムスクスターマン〟──もはや標本ムスターになってしまった人間をどこか皮肉った言い方。

「ＮＮという隊員コードも存在しない」アル課長＝補足。「ラテン語の〝名無ノーメしのン・ネ人スキオ〟からつけられたダミーだよ。とはいえ偽にせの経歴が用意されていて、警察学校には彼女の成績表まである。住所はＭＳＳが囮おとり捜査で使う家だ。ちょっと調べただけでは幽霊ダミーとはわからない」

　だんだんと状じよう況きようが見えてくる──冬真の提案＝自分の無茶な頼たのみ事。

　偽のＩＤを作って自由に動けるようにしてくれという馬ば鹿かげた願い──信じがたいことに長官の許可を求めた／この上なく正しい形で実現してくれた。

　駆け寄って抱きしめた上に押し倒たおして──その上でどうするかは想像もつかないが、ともかく感謝の念を叩たたきつけたい気持ちをどうにか抑よく制せい＝出来る限りきりっとした顔つきでみなを見回す──どうしても冬真に目が行く／込み上げる感謝の念で頰ほおが火ほ照てる／おかしな熱に浮うかされた気分。「ありがとうございます……みなさん」

「これは秘密作戦だ」ニナ＝いつもの凛りん然ぜんとした調子。「事実を知る者はここにいる六名のみ。第一に、万全なバックアップのもとでお前を捜査に参加させる。第二に、敵の攻こう撃げきを誘ゆう発はつさせることにもなりうる。安全か危険かも不明だ。承しよう諾だくするか？」

「はい、ニナさん。ヘルガ長官。アル課長。水無月さん。冬真さん。よろしくお願いします」

「決まりね」ヘルガ＝にこやか──内心では安全策を用意＝〝有意義に思えて無む駄だな捜査〟を鳳に与あたえてひたすら危険から遠ざける予定──だがそれでも脳のう裏りをよぎる＝〝夢見る蝶ちようは聖地の暗闇に招かれるだろう〟

　いずれこの自分がその通りにさせるという予感──追うべき影に触れるために／夢見る蝶を囮にして暗闇に解き放つ／犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごのもと──誘惑に等しいその考えをきっぱり退けた──まだこのときは。
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　第十デープ九区リング＝ヌースドルフ・ホーフ──ドブ臭くさい集合住宅の一室。

〈炎ほのおの竜りゆう騎き士し〉ことボーマンが〝炎の洞窟ＤＥＮ〟と呼ぶワンルーム──狭せま苦くるしい爆弾製造工場。

　テストに合格した者に与えられる部屋／一人一室／独どく占せん状態──組み立て時にしくじって自爆しても被ひ害がいが他に及およばないための生産体制。

　雛＝団員がかき集めてきた中古の携けい帯たい電話を単一回線に改造──追つい跡せき不能／阻そ止し不能──爆弾の起爆装置に改造。

　恐おそるべき早はや業わざ──内職に慣れた主婦の家内制手工業も真っ青／無む我がの心／工作教室に没ぼつ頭とうする子供の集中力──ヘッドホン＝『アイネ・クライネ・ナハトムジーク』──すごく楽しい。

　玄げん関かん＝ノック──四回・二回・四回・二回──ヘッドホンによる音楽の防ぼう壁へきでまったく聞こえず＝音を拾った潜せん入にゆう班が無線通信で教えてくれる。《カミルへ、ノックだ。ボーマンが来た》

　カミルって誰？　手が止まる──自分のことだと気づく──席を立って玄関へ。

　出くわす──勝手に鍵かぎを開けて入ってきたボーマン＝呆あきれ顔／自分の耳を指さす。「片耳だけでも外しておけ。警察に踏ふみ込まれても吞のん気きに音楽を聴きいてることになるぞ」

　そうなったときは作戦が失敗して大手を振ってこの任務から解放されるときだと知っている雛──いっそのこと今すぐ自分が通信不能になるか状況不明の状態に陥おちいるかして潜入班が突撃班と化して飛び込んできて潜入作戦自体を無に帰して欲しい気分。

「黄色くないよ」ぼそぼそ応答──茫ぼう々ぼうとした眼まな差ざし。「ぶんぶん鳴ってないし」

「それは最近の流行語か？」若い者にはついていけないという顔。「まあ俺が入ってきたことには気づいたわけだ。どれ、お前の仕事ぶりを見せてみろ」

　部屋へ──テーブル＝箱の中に積まれた携帯電話の山──大口を開けて見入るボーマン。「こりゃ驚おどろいた。ほとんど終わらせちまったのか」

「こんなの簡単だもん」素す直なおな言葉──誉ほめられても嬉うれしさは湧わかず。

「〈大魔ま術じゆつ師し〉がお前のテストの結果に興味をお持ちでな。能力があり、用心深い者に限り、別の上位部隊の任務が下される。〈炎〉の上の〈光〉の任務だ。興味はあるか？」

　こくんとうなずく──なんでもいいからヘルガが素敵だと思う情報を手に入れてこのドブ臭い一帯から逃にげ出したかった。

「〈光〉ってのは電子戦のことだ。今どきよっぽど凄すご腕うででなけりゃ、あっという間に追跡されておだぶつの任務だ。とはいえ俺たちまでマスターサーバー相手に戦えっていうわけじゃない。〈光の巨きよ人じん〉と〈光の女王〉がこの国に持ち込んだものを操作するものが幾いくつも必要でな」

　脳裏をよぎるもの──電子戦に携たずさわる巨人と女王──遠えん隔かく操作可能な何かを使う男女。

　同感らしい監かん視し班──本部と通信。《情報汚お染せんに関わる者のコードネームが判明。〈光の巨人〉と〈光の女王〉だ。男と女だと思われる。サードアイとシャーリーンのことかもしれん》

「他ほかに八人いる〈炎の使徒〉の誰も、〈大魔術師〉のおめがねに適かなわなかった。やらせてみていいと言われたのはお前だけだ。成功したら〈大魔術師〉に謁えつ見けんできるかもな。まあ、できるとは思えないが。試ためしにやってみるのもいいだろう」

　雛が組織のトップの目にとまったことへの嫉しつ妬とを抱いだいているのが伝わってくる──心からどうでもいい／ぽつんと質問。「何を作るのぉ？」

　興奮でぎらぎらした顔。「機械化ウィルスを操作する端末だ。国連ビルで内務大臣が死んだ事件があったろ？　あれで使われたそうだ。普ふ段だんは無害だが、遠隔操作で悪性に変化するっていうウィルスだぞ。そいつをまき散らした後、皆みな殺ごろしのスイッチを入れるための携帯電話が幾つか必要なんだそうだ。言ってみりゃ火も音も出ない爆ばく弾だんの点火装置だな」

　雛＝ぽかん──〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉でニナや鳳が感染した機械化キメラ・ウィルス──サードアイがこの国に持ち込んだとされるもの／シャーリーンがそもそも開発に携わったもの。

　監視班の声＝ボーマンに負けず劣おとらず興奮気味。《殺人ウィルス〝４フイアーＪ・ヨツトＯ・オー〟だ。背後にサードアイがいる可能性大》

「やってみるか？　うっかり感染したら〈大魔術師〉にしか助けられんらしいがな」

　記き憶おく＝電子戦の演習──確保した衛星電話を通してつかんだ会話の断だん片ぺん──〝〈光の巨人〉に死の呪のろいをかけられた……〈大魔術師〉の魔法の品があれば解ける〟

　ウィルスの死滅コード──〈大魔術師〉ことハンス・Ｗ・クラインが持つ何かで発信するのか／あるいは解読するのか／いずれにせよＡＰ爆弾に匹ひつ敵てきする情報──ちゃんと判明させればこのお仕事も終わるに違いないという希望が湧いた。

「うん」こくんとうなずく。「やる」

「じゃあ、まずその仕事を終わらせろ。俺も手伝ってやる」お前より早くできるぞと言わんばかりに雛の向かいの席に座る。

　雛──自分も着席／テーブルの上に並べられた形も色も違う携帯電話の一つを手に取る──その携帯電話をボーマンの手が押さえる。

「〈光〉の任務をこなせたら、〈大魔術師〉はお前を〈炎の竜人〉にして下さるとさ。ＡＰ爆弾の組み立てに参加できるぞ。浄じよう化か作戦〈ヘルター・スケルター〉の要かなめだ。嬉しかろうな？」

　お仕事が長引くのでまったく嬉しくない雛＝無表情──監視班員たちがＡＰ爆弾に辿たどり着けると知ってそろってガッツポーズになっているのが目に浮かぶ。

「感激のあまり言葉もないって顔だな。俺がお前のことを電話で〈大魔術師〉に話してやったお陰かげだぞ。この俺に感謝しろよ」手を離はなす──じっと雛を見る／値ね踏ぶみする目／何かを確信したようにぼそりと呟つぶやく。「お前、やったことがあるな？」

「うぇ？」この男の思考回路にまったく興味が湧かず──何を言っているか理解できない。

「爆弾で誰かを吹ふっ飛ばしたことがあるってことだ。何かじゃなくて」

　大いにそうしてきた雛──それが何か？　という気分がボーマンにも伝わる。

　今度こそ本当に感心するボーマン──うんうんと訳知り顔に何度もうなずく。

「作った爆弾を、どこかに仕し掛かけるやつは多いが、誰かに仕掛けるやつは滅めつ多たにいない。戦争の最中でもなけりゃ、そんな勇気は奮い起こせないもんだ。泣きわめいているやつの顔を見ながら撃うち殺すのと同じくらい、どえらい覚悟が必要だからな。やっちまった後は、ひどい悪夢に襲おそわれる。お前もそうだったんだろう？」

　はて、そうだっただろうかと自問──そもそも自分ごと吹っ飛んだのでよくわからず。

「要するに、お前は〈ローデシア〉に来るしかなかったんだ。あの吞気な兄貴と違って。お前はここに来る前から俺たち〈炎の使徒〉と同じだった。爆弾犯は、他の犯罪者とは裁かれ方が違う。どんな司法取引もできない。時効もない。未成年でも関係ない。捕つかまれば、成人した途と端たんに裁判にかけられて自動的に終身刑だ」

　雛＝椅い子すに座ったままいきなり暗い場所へ突つき落とされた気分──ほとんど無意識にヘッドホンをとる／読どく唇しん術じゆつで読み取り損そこなったというように／音楽の防壁のせいで受け取り損なったというように──目の前にいる罪深き同類たる男を見つめた。

　ボーマン＝雛が〝その通りです〟と答えたかのような笑み。「図星だな？　俺にはわかる。お前が今さら何をしようと、もう遅いんだ。この国の平和な街で人を爆弾で殺したら、それは殺人じゃない。時効なしのテロ犯罪だ。そんなお前を救えるのは〈ローデシア〉だけだ。俺たちならお前が捕まっても脱だつ走そうさせられる。だからお前はここに来た。囚しゆう人じんだった団員たちの脱走をニュースで見て。だろう？　どうだ俺の眼力は？　俺もなかなか大したものだ」

　茫ぼう洋ようと微び動どうだにせぬ雛──ボーマンが大した男かどうか考えもせず／途中から話を聞いてもおらず／ただ事実を認にん識しき──ヘルガもニナも鳳も誰もそんなこと言わなかった。

　知っていて当然なのに──みんな黙だまっていた／雛に教えずにいた。

　司法取引も時効もなし──特甲トツコー児童として働くことが免めん罪ざい符ふになるわけがない／むしろ大人に等しい扱あつかい／役に立たなくなればきっと刑務所行き／成人になったらなったで囚人に。

　誰もそんなこと言わなかった──自分もなぜか調べようとしなかった──だが心の底の黄よ泉みに近い場所にこれまでずっと閉じこめていた声が暗くら闇やみで獣けもののように声を上げていた。

　お前は親を殺したんだ──それ以外の大勢の人間も──危険だというだけで。

　猛たけり狂くるう父／子供をさらおうと考えていたスクールバスの運転手／地元のギャングとつながっていた他の子供たち──だが彼らはまだそのとき雛に何もしていなかった。

　いつかするだろうという危機感──それだけで彼らを木こっ端ぱ微み塵じんにした。

　もしあのときアクシデントがなく爆弾が暴発したりしなければ自分はその後も好き勝手に人間を吹き飛ばしていただろうか？　父と同じくらい勝手な理り屈くつで／水無月の母親と同じ精神回路で／シャーリーンのような身勝手さで／悪いとも思わずに──そうしていたと断言できた。

　仲間とともに戦ってもいつか終身刑になる十分な理由──ＭＳＳの大人たちがどう考えているかも関係ない──この国が雛を裁くのだ／天性の爆弾魔を／自己中心的な社パブリ会ツク・のエネ敵ミーを。

〝君はなんでまたこんなことになってるんだ？〟＝水無月の問い──呪いの言葉に思える。

　どこまでも報むくわれない人生──逃げても逃げても悪くなるだけ──いや、そうではない。

　この地に蹴けり戻もどされた意味──神様の底意地の悪い救済の意思──突とつ然ぜんはっきりと悟さとった。

　今こそこの人生から逃げろ──まごうことなき高らかな神の声──本当の自由と安全を手に入れろ／たとえ仲間を捨てることになっても／決して振ふり返らず──やり遂とげろ。

　その鍵＝４ＪＯウィルスと携帯電話──どうにかしてシャーリーンとつながれ。

　己おのれを守るために──ＭＳＳを裏切れ。
















　　　　１




　第二ライヒ十五エンシユ区マオスの東──市街地の外れ／家屋を改築した板いた敷じきの広い施し設せつ──剣けん道どう場。

　看板＝『カガミ・ドージョー』──柔じゆう道どうや空手といったヨーロッパでも有名な日系スポーツ施設は市内に幾つもあるが、本物のカタナを扱う許可を市から得ているのはここだけ。

　カタナを通してサムライの作法やゼンの精神が学べるというふれこみ──意外なほど繁はん盛じよう。

　入り口に様々なパンフレット──〈親子で学ぶゼン教室〉〈君もサムライだ。スポーツ・チャンバラ・クラブ〉〈剣道ダイエット〉〈もうドラッグなんていらない。日本式瞑めい想そうの教え〉

　幅はば広ひろい客層／様々な人種──スポーツを通した国際交流の場としてしばしばメディアに取り上げられる／市内のフィットネス・ジムともしっかり提てい携けい／アルコールや麻ま薬やく中毒の救済施設とも協力／道場を訪おとずれた有名人や政治家の写真があちこちに飾かざられている。

　乙の感想＝なんだか宗教施設っぽい──神かみ棚だな＝エキゾチックな城のミニチュアに見える──神しん道とうで大切な品とされる鏡＝ファンタジックな映画に出てきそう──神道的な飾り付け＝木の葉と幾き何か学がく的な形に切られた紙。

　マリの紹しよう介かい──モリサンとも親しかった師シ範ハンの一人がカタナの扱いを教えてくれることに。

　道場通い──週に三日／午前中のレッスン──日向が捜そう査さの合間に送り迎むかえ＝〝日本人と親しくなって情報を手に入れろ〟

　各務かがみ達たつ彦ひこセンセイ＝矍かく鑠しやくとした七十代／大おお柄がら／白ヒゲ／白しら髪が／柔にゆう和わな笑えみ──なんだかバロウ神父様みたい／と思ったらバロウ神父様の知り合いと判明──神道の関係者として宗教会議にも出席しているとのこと。

　カガミ・センセイと乙の他ほかにも大勢がトレーニング中──数名のセンセイ／大勢の生徒たち／人種も年ねん齢れいもばらばらの人たち──みんな日本のキモノの変形であるハカマ姿。

　乙＝子供用ハカマ姿──作法を教わる／きちんと正座／お辞じ儀ぎ／お返事。「ハイ、センセイ」

　センセイのお手本＝モリサンのカタナを感かん慨がい深げに握にぎる──持ち方／運び方／すれ違ちがい方／カタナの置き方／カタナを持ったまま挨あい拶さつするやり方／置いて挨拶するやり方──いついかなるときも迅じん速そくに抜ばつ刀とうできるようにするためのおそろしく合理的な位置と角度。

　カタナを学ぶといっても様々な技術があることを教えられる──剣けん法ぽう／剣術／剣道／居合／抜刀術／銃じゆう剣けん術じゆつ／ゼンの精神的鍛たん錬れん──様々な形式・格式・流派・歴史。

「センセイ。オレ、モリサンみたいになりたい」乙＝明快に選せん択たく。「オレの仕事で役に立つようなカタナの使い方を教わりたい」

「こんな機会に巡めぐり合うとはなあ」センセイ＝しみじみ。「カタナの市街戦術なんて、世界中のどんな警察でも軍隊でも無用の技術だと割り切ってたよ」

　だがその技術を大まじめに工夫し続けてきたセンセイ──モリサンや他の仲間たちと検証しながら整理したという、いろんな型を教えてもらうことに。

　実戦的というより〝現代的〟なカタナによる白兵戦術──洋服姿での携けい帯たいが大前提。

　都市内のあらゆる状じよう況きようを想定＝ドアや窓を突破する／狭せまい廊ろう下かを進む／階段を上り下りする／梯子はしごを上り下りする／ロープで上り下りする／電車や車や飛行機や船に乗っている／群衆の中にいる／仲間と連れん携けいする／遮しや蔽へい物を活用する──まさにカタナによる近接格闘ＣＱＣ。

　乙＝さっそく幾いくつかの型を水でも飲むようにするする習得──天性のバランス感覚／空間認識力／機械仕掛けの腕わん力りよく・脚きやく力りよく──根っからの切り裂さき魔ま。

　センセイの感かん嘆たん＝目が本気に。「こりゃ、マジでものになっちまうぞ」

　特に難しいとされる〝四方抜ぬき〟＝四方に紙とついたてを置いた狭い空間で素す早ばやくカタナを抜いて振るう方法──主にエレベーターの中を想定。

　何度か失敗──すぐに習得＝小柄なお陰でセンセイより狭い場所でも抜けるように。

「やばいぜ」センセイ＝ますます前のめり。「カタナが人を斬きる道具だってことを俺が教えられちまってる気分だ。こりゃあ、大おお真面目まじめに斬り方を教えにゃ済まなくなっちまった」

　庭で斬ざん撃げきを実じつ践せん──人が身につけたり隠かくれたりする可能性があるもの全すべてを想定──防ぼう弾だん服／ヘルメット／プロテクター／様々な壁かべ／ガラス／プラスチック／ゴム製品。

　竹に藁わらを巻いたものからスタート──センセイのお手本通りにバサバサ斬りまくった。

　カタナに傷がついてもお構いなし──転送設定してのちメリアー体で再現した品／本物に限りなく近いレプリカ／本物のモリサンのカタナは乙の部屋にきちんと保管。

「こいつはどうだ？」センセイ＝斬撃困難なものにいきなりトライさせる──縦に固定された使い古しの車のタイヤ。

　師範がつきっきりの少女──休きゆう憩けい時間になった他のセンセイたちや生徒たちが見物しに集まってくる／見学者らしいよれよれのスーツ姿の男が無造作に縁えん側がわにつったって見ている。

　古タイヤと向き合う乙──見物人の視線を完全シャットアウト＝天性の集中力。

　刃やいばの衝しよう撃げきを吸収して弾はじき返すゴム製品──構える／距きよ離りを測る／呼吸を整える──振るう。

　ばつん──タイヤの上側を刃が通過／下側に食い込む──真っ二つにはできず／だが大いに興奮するカガミ・センセイ＝歓かん声せい。「斬っちまった！」

　みんなが拍はく手しゆ──朝からいっぱい誉ほめられてすごく良い気分＝振り返ってにっこりお辞儀。

　顔を上げた途端、縁側に立つ男と目が合った──いかにもくたびれた感じ／三十代から六十代のどの年齢でも納なつ得とくしそうな無ぶ精しよう髭ひげだらけの顔／いつも丸めて枕まくら代わりにしているという感じのしわくちゃのジャケット／白に近い短い金きん髪ぱつ──いきなりウィンク。

　ちょっとびっくり──カガミ・センセイが男に気づく＝驚おどろいたような笑顔。「ピエール」

「お久しぶりです」男が小さくお辞儀。

　そこへバイクのエンジン音＝庭のフェンスの向こう──日向のお迎え。

　日向＝制服／ヘルメット／サングラス──バイクを降りる／センセイに小さく会え釈しやく。

「センセイ、オレ、行かなきゃ」名残なごり惜おしい気分。

「明日あすも来てくれよ。どんどん教えてやるからな」生徒以上に熱心な様子のセンセイ。

　他の面々が稽けい古こに戻る──くたびれた男はいつの間にかいなくなっている。

　本日の稽古終しゆう了りよう──道場の隅すみで正座／センセイと並んで神棚へお辞儀／センセイと向かい合って改めてお辞儀。「ありがとうございました」

　更こう衣い室──自分のロッカーにハカマを放ほうり込む／カタナにベルトを巻いてリュックサックみたいに肩かたにかける／いつものスカート姿になって退室──靴くつが置いてある玄げん関かんへ。

　玄関脇わきの事務所──受付の窓の向こう＝さっきのくたびれた男がカガミ・センセイと一いつ緒しよに日本茶を飲みながら親しそうに話している／靴を履はいた乙に気づいて二人とも振り返る。

「センセイ、さようなら」乙＝きちんとご挨拶。

「またな。待ってるぞ」センセイ＝気さくに手を振る──男＝何やら眩まぶしげに乙を見ている。

　外へ──再びバイクに乗った日向／リアシートに乗り込む／ヘルメットを渡わたされる／頭に乗せつつ、これって斬れるかなと思案──男の背に腕うでを回す。

　行くぞとも言わずに発進する日向──近くのカフェへ──昼食＝午後の仕事の説明。

　日向＝分厚いステーキを食いつつ──驚くべき新事実をぼそりと告げた。「死んだ枢すう機き卿きようの指輪の内側に、例の船体番号と完全に同じ記号が刻まれているのが発見された」

　乙＝甘ったるいハニー・カツレツ──さすがにぽかんとなった。「それって、ヤマモトが枢機卿とお知り合いだったってこと？」

「道場へ行く途と中ちゆう、ケンジとマリにそう訊きいたが、考えられないそうだ」珍めずらしく答えがわからず混乱した様子。「本当に枢機卿の指輪かわからん。この都市で作られたもので、ライフルを愛好する金持ちたちの記念品だ」

「枢機卿もライフルが好きだったの？」

「わからん。そっちはニナと捜査班が調べている」

「船を調べたら、なんかわかんじゃない？」

「調査に時間がかかる。粉々だからな。整備記録は手に入れたが、しばらく前から整備会社の社長が行方不明だ。元軍人で、エドワルト州知事の部下だった人だそうだ」

「なんか、すっごく事件に巻き込まれたっぽい感じ。その人、捜さがすの？」

「別の班がな。俺たちの仕事は、ヤマモトが撃うたれた理由を判明させることだ」

「うん」大いに望むところ──託たくされたカタナ＝握るたび『助けて！』の文字を思い出す。

　移動──第二ライヒ十五エンシユ区マオス＝トルコ人街──ごみごみした商店街のそばの古びた縦長の家。

　ヤマモトの通信記録──シディカ・シェンを訪ねる。

　インターホン＝カメラ越ごしに日向が身分証を提示──ドアが開いて二十歳くらいの綺き麗れいなトルコ系の女性が現れる。

「シディカ・シェン？」日向＝身分証を見せたまま。

「いいえ」女性＝びっくりした顔──日向と乙を訝いぶかしげに見比べる。「私はアイラ・シェンです。あの……何か用ですか？」

「シディカ・シェンと話がしたい」

「祖母とですか？」

「え？」乙＝思わず声を上げる──日向＝珍しいことに眼をぱちくり。「祖母？」

　半ば強ごう引いんに家の中へ──二階の小さなベッドルーム＝健康保持のためのいろいろなお薬を飲んでお昼ひる寝ねモードのおばあちゃん──びっくりするような巨きよ体たい／ベッドが子供用に見える。

　血色の良い顔──だが眠ねむくなる薬も飲んだらしい／ぼんやりを通り越こしてどんより曇くもった目──もごもご・むぐむぐ呟つぶやいている──何を訊いても要領を得ず。

「お昼寝の時間なんです」アイラ＝申し訳なさそうというより迷めい惑わくそうな顔。「また今度、いらしていただけませんか」

「では、そちらに質問させてくれ。先日亡なくなったヤマモトという日本人について」

　はっと息を吞のむアイラ──悲痛の影かげ──日向＋乙＝ともにはっきり見て取る。

　さらに強引に聴ちよう取しゆ＝居間にお邪じや魔まする──ＰＤＡを取り出す日向＝録音に合意させる。

「シディカ・シェンは、シェネル・シェンの娘むすめではなかったのか？」

「娘は私です」ひどく困った顔。「私の親しん戚せきは、大勢がシディカの名で登録されています。その……祖母の世代は、市民登録に苦労しましたから」

「申しん請せいの水増しか」日向＝ようやく合点──乙にもわかるように言い直す。「実際より多めに移住を申請し、架か空くうの名義で登録しておいたんだな？」

「沢たく山さんの人が移住の許可を待っていたんです。キプロス紛争のときは特に。一族の中で申請を通せる者は少数でした。市や国連の人たちも、非常措そ置ちとして黙もく認にんしてくれました」

「君は、ヤマモトと親しかった？」

「はい……」うつむく──悲しみに押しつぶされそうな姿／涙なみだを流すこともできない辛つらさ／罪悪感が泣くことを許してくれないという感じ。「彼は、きっと……私のせいで……」

「話してくれ」

「私はイギリスに留学していました。兄が三人いますが、みなアメリカにいます。父がそうさせたんです。おそらく、父や叔母おばのファトマの計画と、無関係でいさせるために。祖母だけはこの家にいることを望みました。これ以上、どこかに移住したくないと。ここで故郷に帰る日を待っていたんです。でも三ヶ月ほど前、ミリオポリス市から、祖母が心臓発ほつ作さで入院したという連れん絡らくがありました。連絡を受けたのはアメリカにいる一番上の兄です。兄たちはここに戻もどることを嫌いやがりました。父が犯罪に荷か担たんしたせいで、みんな犯罪者扱あつかいされて、とても苦労しているからです。それで私だけここに戻り、祖母の生活保護を申請しました。ところが承認してもらえなかったんです。最初は、犯罪者の親族だから拒こばまれているのだと思いました。でもそうではありませんでした。祖母の名義の店や住居が市内に幾つもあって、かなりのお金が動いていたせいで、生活保護が認められなかったんです」

「誰だれかが、彼女の名義を使っている？」

「はい。私はそう市に説明しました。ですが名義が使われている限り、どうしようもないと。警察にも行きましたが相手にしてもらえず……それで、シンに……ヤマモトに相談しました」

「そちらとヤマモトとの関係は？」

「イギリスで知り合いました。彼も留学生で、お互たがい似たような境きよう遇ぐうでしたし、面識がある親族も多かったんです。シンは先に卒業して、この国に戻りました。人工衛星が落ちた事件の少し前に。シンの家族が事件に巻き込まれたことを後で知りました」

「その事件と、今回の件に、何かつながりがあると思うか？」

「シンはあると言っていました。今は、とても危険な状況だと。彼の家族のように、私も殺されるのではないかと心配していたんです。実際、警察に行った後、脅きよう迫はくめいた電話がありました。余計なことはするな、シェネルの娘なら父の遺志を継つげ、と……」

「いつだ？」

「最初にあったのは、国連都市で大きな事件が起きる前ですから……二ヶ月ほど前のことです。その後も、祖母の身の回りの手続きをするたびに電話がかかってきました。録音して警察に届けようと思ったのですが、シンに止められました。私の命が危なくなるからと」

「いつも同じ声だったか？」

「はい。ソネルと名乗る男です。〈自由戦士団〉の生き残りで、父の教え子だと言っていました。父の教え子なら私も会ったことがある人が大半ですが、聞いたことがない声でした」

「ヤマモトはその脅迫者のことを知っていたのか？」

「顔を見たことはないと……。ただ、ソネルは何かよからぬ計画に参加していて、そのためにトルコ人や日本人を兵士にしようとしていると言っていました。アフリカで子どもをさらって兵士にするように。家族を人ひと質じちにしたりして。無理やり従わせるんです」

　ふいにピピッと電子音＝日向のＰＤＡ──手に取る／画面を見る／ポケットにしまう。

　遅おくれて無線通信＝乙の脳内チップ／日向のイヤホン──解かい析せき課。《その家の電話回線に寄生した携けい帯たい電話の回線を検出。通信あり。その家にＭＳＳが現れたと報告する内容。通話元および通話先の位置を特定》

　日向＝すぐにも立ち上がりそうな気配──だがなおも質問。

「ヤマモトは、何を根こん拠きよに、危険な状況だと言っていた？」

「よからぬ計画のために用意された爆ばく弾だんが誰かに盗まれたそうです。それでソネルやその仲間たちは怒いかりで凶きよう暴ぼうになっていると。下手に動いて疑いをかけられたら恐おそろしい目に遭あうから、決して何もしてはいけない。都市を離はなれたり、警察に行ったりしただけで疑われる。自分がどうにかする、必ず私を守る……そう私に言ったんです。そしてその二日後、彼は撃たれました」

　乙＝無意識に脇わきに抱かかえたカタナの柄つかを握にぎる──『助けて！』──握りしめた言葉が熱を帯びる気分／守れなかった悔くやしさがソネルとかいう男への熾し烈れつな怒りに変わってゆく。

　立ち上がる日向。「そちらを保護監かん視し対象にする。祖母も君も。今から我々が守る」

「私が卒業したら一緒に暮らす約束でした。ここではない、どこか平和な街で」アイラ＝相手がまだ座って話を聞いているというようにうつむいたまま──静かな訴うつたえ。「彼はもうどこにも行けません。せめて彼がいるこの都市を、彼が望んだ平和な場所にして下さい」

「最善を尽つくす」日向＝うかつな約束はせず──だがはっきりと心に誓ちかうのが乙に自然と伝わってくる。

　そのまま退去＝ＰＤＡでアイラ・シェンとシディカ・シェンの保護監視を要よう請せい──早足でバイクにまたがる。

　追いかける乙──アイラを慰なぐさめたいけれどろくに言葉もかけられぬまま日向の後ろへ／急いでヘルメットをかぶる。「どこ行くの？」

　先ほどの解析結果──通話元か通話先か。

「ソネルがいる可能性の高い方だ」

　通話先へ驀ばく進しん──第二ラオヒ十五エンシユ区マオスの西側＝第二十ドナウシ二区ユタツトとの間にある通り──製粉所の倉庫。

　捜そう査さ班が先行──四名が出入り口を監視／中の様子を窺うかがう──遅れて日向＋乙が合流。

　解析課の報告。《倉庫内の監視カメラに侵しん入にゆう。現在、人ひと影かげなし。三十分ほど前の映像では、四名の男性が銃じゆう器きを手に、カメラの範はん囲い外へ向かって走っている》

　戦術班二名が軍用機体で付近に到とう着ちやく──倉庫からは見えない位置で待機。

　ニナ＝果断に。《ただちに制圧。内部の映像から、武装が確認されている。容よう赦しやするな》

　日向＝右手に拳けん銃じゆう／左手のＰＤＡで号令。「ダニエル、エドガー、行け」

　軍用機体が街路へ飛び出す──倉庫のシャッターをぶち破って突とつ入にゆう＝機体を盾たてにしながら日向＋乙＋捜査班が倉庫内へ飛び込む。

　反はん撃げきなし──高い鉄てつ枠わくの棚たなに積まれた段ボール／やたら綺麗な模様がついた板の山──物もの陰かげに誰もおらず。

「ＭＳＳだ！」叫さけぶ捜査班の面々──応こたえる者なし。

　日向＋乙──倉庫内のカメラの位置を確認／銃を持つ者たちの移動を把は握あく──事務所へ。

　開きっぱなしのドア＝人影──日向が飛び込んで銃を構える。「動くな！」

　乙の眼前──日向の体がふわっと浮うかんだように見えたかと思うと床に叩きつけられた。

　びっくり──乙＝さっそくの実戦テストとばかりにカタナの柄を握るも抜ぬけずに呆ぼう然ぜん。

　いかにもくたびれた感じの男がそこにいた──無ぶ精しよう髭ひげだらけの顔／しわくちゃのスーツ／道場にいたひょろひょろした男──圧あつ倒とう的に体格で上回るはずの日向を無造作にぶん投げた。

　慌あわてて身を起こす日向──信じがたいという表情／投げられたことに驚おどろいているのではない／自分の右手から消えたもの──男が握る日向の銃＝まさに一いつ瞬しゆんの早はや業わざで奪うばい取った。

「こりゃトウ参ったシエ。すまんな、兄さん。騒さわがしいんで連中の仲間かと思っちまった」男＝申し訳なさそうに頭をかく──床に銃を置く／乙を見てウィンク。「また会ったな、お嬢じようさん」

　乙＝何と返したものかわからず──走り込んできて一いつ斉せいに男へ銃を向ける捜査班。「動くな！」「銃を捨てろ！」「ひざまずけ！」

「何も持っちゃいない」男＝両手を上げる──顎あごをしゃくる。「そっちの連中もな」

　ブースの向こう──苦痛の呻うめき＝五人の男たち／関節が外れて変な角度に曲がった手足。

「そいつらのボスはソネルという名の男らしい。残念ながら、ここにはいなかったがな」

　乙＝既き視し感かん──モリサンのアイキ／素す手でで銃を持った者たちを制圧／誰一人殺さずに。

　日向＝銃を拾う──驚きと警けい戒かいと怒りで毛を逆立てる虎とらのよう。「何者だ」

「ピエール・バスティーユ。フランス情報局。そちらの長官には挨あい拶さつしたんだが聞いてないか？」上げたままの手──右手の人差し指で自分の胸を指さす。「身分証がジャケットの内ポケットにある。取って眺ながめてみてくれ」

「出せ」日向＝歩み寄って取らず──近づけば何をされるかわからないと考えている。

　肩かたをすくめる男──ゆっくりジャケットに手をかけ左右に開く／武器がないことをみなに見せる／内ポケットから身分証を取り出す──だが本物かどうか誰も判別できず。

　コール音＝日向がＰＤＡを開く──ニナの通信。《確認した。フランス情報局員だ。捜査班は倒たおれている者たちを連行しろ。日向は、彼がなぜそこにいるか聞け》

「我々の通信を傍ぼう受じゆしたのか？」日向＝ＰＤＡをたたむ──銃をしまう。

「いや。宝探しをしていたらここに辿たどり着いただけだ」男＝捜査班が運び出す負傷者たちを見やる。「あいつらが受け取って保管していたらしいが、最近またどこかへ運ばれたらしい」

「宝探し？」

「ダイヤモンドだよ。血まみれのな。倉庫に解体した棺かん桶おけがあったろ？」

「棺桶……」日向＝訝しげ／ややあって理解──倉庫にあった飾かざりのついた板。「なぜあれが棺桶だとわかった？　あの男たちを尋じん問もんしたのか？」

「空港で調べて追いかけたのさ。知ってるか？　飛行機が乗せるのは生きた人間だけじゃない。外国で死んだ人間を棺桶に入れて連れて帰ることもあるんだ。ただし、ときにはどこの誰が入っているかわからんどころか、まったく別のしろものが入っていたりするがな」

　乙＝じっと男を見る──男が何を言っているのかさっぱりわからない／だが自分にとって無視できない言葉たち──ダイヤモンド／飛行機──その二つがつながるなんて考えたこともなかった。

「〈空港占せん拠きよ事件〉か」日向＝ようやく合点。「あの事件で、ＭＰＢが棺桶に入ったダイヤモンドの原石の山を発見した。紛争地域で違い法ほうに売買されたダイヤモンドの密輸ルートだった」

「そのほんの一部さ」よくできましたというようにうなずく──ハンカチを取り出してずびーっと洟はなをかむ。「一年間に空輸される遺体は、ヨーロッパに運ばれるものだけでも一万以上。うち一割が身元不明だ。いい手だったが、そちらがいう事件で広く知られることになって、使えなくなったそうだ。ここの連中が言うには、今回の棺桶で最後になるかもしれんらしい」

「ルフトハンザ３１９便」乙＝ぽつんと言葉を差し挟はさむ。

　男の目が乙を向く──ひどく疲つかれた顔／なのに優やさしげ／とても悲しげ「昔、お嬢さんが乗ってた飛行機もそうだった。荷物リストに棺桶が三つ。ただしどの棺桶の中身も、名前はあるが、どこの誰かはわからない。棺桶の中身が人間だったかどうかも疑わしい。なぜなら墜つい落らく現場で確認された遺体のうち、棺桶の中身に該がい当とうする者は発見されていないからだ。そしてその代わりに、焼け焦こげたダイヤモンドの原石が、そこら中に散らばっていた。あのとき、お嬢さんの周りでも。ここにいる愚おろか者が送り出してしまったせいで二度と会えなくなった、妻と娘むすめのそばでも。血まみれのダイヤモンドが、きらきら光ってたのさ」




　　　　†




　第レオポル二トシユ区タツト＝ウィーン北駅からすぐのオープンカフェ──遠くで大観覧車がゆったり回転。

「そりゃ行くべきだな」水無月＝気取った様子でシナモンティーの香かおりを楽しむパンク少年。

「そうかな……」冬真＝トッピングたっぷりのモカを見つめる純じゆん朴ぼくな学童姿──私服がほとんど焼失／通つう販はんで頼たのんだ服を待ち侘わびる／ＭＳＳの制服以外に着き替がえもなし。

　周囲の大人たち──いかにもなパンク少年といかにもな神学校の生徒といった少年二人の組み合わせを面おも白しろがる／とはいえ観光地ゆえにさして目立たず／派手な芸人がそこら中から集まってくる地区──危ない内ない緒しよ話ばなしにはもってこいの場所。

「しがないノイズ掃そう除じ係のまま鳳たちを助けられるか？　せめてうちのボスくらいの技能と経験と立場を手に入れないとな。ウィーン大学はそのスタート地点としては世界最高とまではいかないにしても世界で十位以内には入ってる」

「でも現場にいたまま資格を取ることもできるし……。それに僕がアル課長と同じ立場になれるのは、頑がん張ばっても十年は先だし」

「たった十年でやってのける気か、呆あきれたな。まあ高校を丸ごと飛び級した君ならやりかねないが。学費が安く済んで何よりだ。ところで僕とボスからのプレゼントは気に入ったかい？」

「部屋まで台車で運んじゃった」

「せっかくのダンベルセットを、罰ばち当あたりめ。ボスみたいになるのに何十年もかかるぞ」

「アル課長みたいな体格になりたいわけじゃないよ」

「意外にもてるんだぞ。うっかり僕もひとセット買ってしまった」ふと顔を上げる──冬真の背後を見やる。「君はどう思う？　通信解析員には、激務に耐たえる強きよう靱じんな肉体が必要だというのがうちの課長の持論でね」

　振ふり返る冬真──ひっそりと佇たたずむ＝トレーに載のせたアイスココアとミネラルウォーター／目深にかぶった帽ぼう子し／ブルーライト遮しや断だんサングラス／口元を覆おおうマスク──いかにもな不ふ審しん人物といった様相を呈ていした少年。「正しく設定したＡＩがあれば超ちよう過か勤務は不要だと思います」

　水無月＝にやり。「同感だが、女の子にもてるかどうかという点では議論の余地があるな。座って一緒に話そうじゃないか」

「お邪じや魔まします」行ぎよう儀ぎよく空いた席に着席＝冬真と水無月の間──サングラスとマスクを取って冬真へ微笑ほほえむ＝寝ね不ぶ足そくが丸わかりの顔。「こんにちは、冬真くん」

「こんにちは、吹雪くん。彼が、ＭＳＳの接続官コーラスだよ」

「水無月・アドルフ・ルックナーだ」手を差し出す。

「吹雪・ペーター・シュライヒャーです」遠えん慮りよがちに握あく手しゆ。

「ずいぶん疲れた顔だな。ＭＰＢの激務のほどが見て取れる。それともＡＩ不足なのか？」

「仕事はＡＩにさせて、特甲トツコーのレベル４の調査とマスターサーバーの解析をしてたんです」

　口をつぐむ冬真＋水無月──いったい何を言われたのか理解するための間が空く。

　水無月＝相手を本格的に不審人物とみなす表情。「……レベル４は開発顧こ問もんが死んでブラックボックスどころか企き画かく倒だおれになったはずだぞ」

「はい。それを調査することで開発顧問の死の背景もわかるんじゃないかと思って。あと、レベル３におけるフロー現象の発生や伝でん染せんについて解明できるかもしれないから」

「あの……マスターサーバーの解析って、どういうこと？」冬真＝危険な話題の予感に弱よわ腰ごし。

「この前、冬真くんにお話ししたことに関係しているんだ」吹雪＝ココアを飲む／ごくごく水を飲む──急いで来たせいでやたら喉が渇いているという様子。「敵が想定していない電子戦術を用意することで、現場の特甲児童を守るんです」

「ほほう」水無月＝身を乗り出す。「電子戦は想定されたことが全すべてだ。どれだけの手札をあらかじめ用意できるかで勝敗は決まる。相手の手札にないものを用意できれば、ほとんど自動的にこちらの勝ちだ。とはいえ、今どき想定外の電子戦術なんてあると思うか？　世界中の研究成果があっという間に共有される世の中なんだぞ」

「先日の、マスターユニット車両〈トリアイナ〉におけるＭＳＳの電子戦演習の報告書を見る限り、やれると思います」

「……ＢＶＴに提出された機密書類を、どうやって見た？」水無月＝眉み間けんに皺しわ。

「ちょっと工夫すればコピーできますよ」吹雪＝人気アプリの使い方でも教えるような調子。

「あの……何をやるつもりなの？」冬真＝空そら恐おそろしい気持ちになりつつ先を促うながす。

「現場の特甲児童と接続官コーラスで、協同的なブレークアウトを実行してユニット化するんです。水無月さんは僕が思っていた以上に優ゆう秀しゆうです。決して、死んだりしないと思います」

「うん。演習で見事に成功したよ」冬真＝途と端たんにほっとなる。「レベル３だって抑よく制せい──」

「違ちがうぞ、冬真」水無月＝笑みの消えた顔。「こいつはそういうレベルで話してない」

「え……？」

「協同的なブレークアウトを実行だと？　みんなまとめてつながろうっていうのか？」

「はい」吹雪＝嬉うれしげな笑み──自分を理解してくれる者の存在にとても喜んでいる。「僕はやれると思っています。水無月さんがいて、冬真くんがいるなら」

「やれるって……」冬真＝二人を交こう互ごに見る──唐とう突とつに悟さとる。「それって、接続官コーラスも!?」

「そう」こんなに話が早いなんて、という感じに輝かがやく瞳ひとみ──寝不足による目の下の黒々としたクマのせいで異様な迫はく力りよくを醸かもし出す。「ＭＰＢとＭＳＳ、六人の特甲児童、二人の接続官コーラス、最大で八人によるブレークアウトです」

　冬真＝あんぐり──ついていけず。「それって、マスターサーバーに攻こう撃げきされるんじゃ……」

「そうさせないために、あの巨きよ大だい人工頭脳を解かい析せきしたんだろ？　頑がん迷めい固こ陋ろうかつ完かん璧ぺきな〝冷戦構造〟による自律がマスターサーバーのコンセプトだ。決して他と同期はしない。あらゆる接続を侵入とみなして拒きよ絶ぜつするどころか徹てつ底てい的に攻撃する。それでも、やれそうか？」

「マスターサーバー同士をブレークアウトさせれば」

　冬真＋水無月＝絶句──冷戦時代においてアメリカとソ連がお互たがい国境を放棄すれば世界は平和になると断言するに等しい提案──確かに理想的ではあるが結果的にどのような収しゆう拾しゆうのつかない大混乱が発生するか見当もつかず。

「できるはずなんです。純じゆん粋すいにマスターサーバー同士が交こう渉しようを開始するような状じよう況きようさえ設定すれば。脅きよう威いを消しよう滅めつさせる理想的なモデルとして、最終的に協同的ブレークアウトが選せん択たくされるはずなんです」

　穏おだやかな口調にかえって狂きよう信しん的なものすら感じる──おののく冬真＝はっきり悟った／自分は外側にいる／この二人のようにはなれない。

　鳳たちがいる場所に自分は立てないのと同じように──この二人のいる場所にも立てない／運命をともにできない／最大限バックアップするだけ──あとは見守るだけ。

「うふっ」水無月＝いきなり噴ふき出す──げらげら笑い出す／たまらなく独創的な冗じよう談だんを連発されたというように。「確かに、絶対に想定できない戦術だ。ＭＳＳの戦術とマスターサーバーの頑固ぶりを知り尽つくしているあの女には想像も出来ない痛つう烈れつなしっぺ返しになる」

　吹雪＝にこやか。「元ＣＩＡのサードアイにも出来ないと思う。マスターサーバーのコンセプトはアメリカで生まれたから。彼の電子戦術も、敵対的な冷戦構造ベースのはずなんだ」

「そのブレークアウトを君が監かん視しするのか？　問題が発生したときには、僕ごと敵を攻撃することも考えてるんだろう？　いや、どちらかのマスターサーバーがそうするのかな」

「そんな……。ちょっと待って……」

「大だい丈じよう夫ぶ。想定されてさえいれば、工夫できるはずだから。万一のときは僕が全員の盾たてになります。重要なのは電子戦で勝つことだけど、この提案には、もう一つ別の目的があるから」

　水無月＝冬真が見たこともないほどの果か敢かんな笑み。「僕の脳内チップを、僕自身に読ませることで、あの初出撃の記き憶おくを再現しようってんだろう？」

「はい。やっていただけますか？」

「冬真からその話を聞いたとき、ふと思ったんだ。どこかで聞いたことがあるぞってね。どこで聞いたかは思い出せない。でも誰から聞いたかは、なんとなくわかる。螢・ヘレン・トローベル。僕以上の電子戦の名手だった。それで気づいたんだ。なんであの初出撃で僕が無事だったのか。きっと螢のお陰かげだってね。僕がやるべきだったことを、螢がやってくれたんだ。現場で戦っていた特甲児童が、接続官コーラスの盾になったのさ。僕のためじゃない。現場にいた仲間のために。今の要撃小隊長であるあの子を守るために。螢が情報汚お染せんを引き受けたんだ」

　共感するように深くうなずく吹雪──やっぱりそうだよなという笑みを浮うかべる水無月。

「あの、水無月くん……吹雪くん……」冬真──呼び掛かけることしかできず／二人を止められず／そのまま二人とも帰ることのできない場所へ行ってしまうのではないかというひどい予感に怯おびえきっていた。「もっと、ゆっくり、ちゃんと考えよう……」

「すごく考えたんだ」吹雪＝もうずっとこのことしか考えていませんという調子。「考えて考えて考えて……本当に、もうこれしかないんだ」

「でも……待って……」

「おいおい冬真、なんて顔だ」水無月＝ぽんと冬真の肩かたを叩たたく──ついでに目を覚ませという感じでほっぺをぴしゃぴしゃやる。「言っておくが、このとんでもないＭＰＢの天才くんも、ＭＳＳの最強の盾イージスを自負する僕も、電子の激戦の果てに脳死するなんて気は、さらさらないからな。まあ、そうなったとしてもマスターサーバーの補助ＡＩ代わりとして献けん体たいされるから、そのまま永遠の眠ねむりで安らぐってわけでもない。もとはといえば、あの女の本ほん性しように気づかず、あの子を危険な目に遭あわせた僕が悪いんだ。いや、最初の出撃のときに特甲児童たちのフロー現象を許したことがそもそもの問題なのさ。今やっと、そのときの借りを返せるんだ。螢がやったのと同じことを、僕とここにいる天才くんが、二人がかりでやってやるのさ」
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「言いたかないが、こいつは無む駄だな仕事だぜ、おフロ嬢イラ様イン」戦術班員の一人＝サロモン──しみじみ忠告。「はっきり言って、何か手に入るとはまったく思えんよ」

　第レオポル二トシユ区タツト──四番街のビル＝激しい戦せん闘とうが行われたファーストフード店──奥の部屋。

　すっかり鑑かん識しきが済んでのちも封ふう鎖さ中──犯罪者たちが掘ほった穴。

「長官じきじきの命令なのです」鳳＝地下道へ続く穴をじっと見つめる。「全ての現場を厳密に調べねばなりませんわ。この地下道全体がいわば犯行現場なのですから」

「全ての現場ね」サロモン＝うろんそうに。「ちょっとばかり広すぎる感じがするがね。市が行き当たりばったりの計画を立てた後、犯罪者どもが勝手な違い法ほう工事を繰くり返して作った迷路だ。蟻ありの巣の地図を描かいてどうするんだ？　グーグルマップに提供するのか？」

「人様のお役に立つのでしたらそうしますわ」にっこり──脳のう裏りに男の姿＝〈戦犯法ほう廷てい事件〉でとことん犯人を追った捜そう査さ官／信念に満ちた歩み／眼まな差ざし。「ここから逃にげた者たちは、第一にこの複雑な地下道を盾にし、第二に爆ばく弾だんを炸さく裂れつさせたことで、追つい跡せきを不可能にしたと思い込んでいるはず。少女たちをあのような姿にした者たちもまた、自分たちに捜査の手は及およばないと高をくくっていることでしょう。いいえ、決してそうではないとその者たちに思い知らせるべきではありませんか。そのために奪うばわれた因果関係を取り戻もどし、なぜ少女たちがあのような姿になったのかを判明させるのです。純粋に科学的な方法で」

「ＦＢＩの真ま似ね事ごとか？」さして感かん銘めいを受けた様子もなし。「それとも科学捜査官の……なんて言ったっけ。ＣＳＩか？　どっちにしてもアメリカ流にやるってわけだ」

「信しん頼らいできる方法ですわ」アメリカかぶれと思われても平気な顔／国連ビルでともに歩んだＦＢＩ捜査官の影えい響きよう──なぜかクローゼットにしまい込まれていた法医学や科学捜査の本で日々独学／アメリカでは多くの捜査官が独学で試験に挑いどんで資格を取るのだと知って大いに勇気づけられたものだった。

「鑑識とか専門家に任せりゃいいんじゃないか。下手に動き回って、現場の保存を台無しにしたとかなんとかって後で責められるのは嫌いやだしな」

「鑑識班はここでの調査は終えたと判断していますし、保存すべき現場を踏ふみ荒あらしはしませんわ」涼すずやかに流す──中へ手を差し伸のべる。「転送を開かい封ふう」

　輝き──武器はなし／羽に意識を集中するため／電子探査用〈フエ羽デーＢル・〉べーが六割＋飛行用〈フエ羽デーＡル・〉アーが四割＝両エレメントが均きん衡こう──飛行偵てい察さつに特化。

　はばたき＝ふわりと浮かぶ──歩き回って現場の保存を妨さまたげることもなし。

「それでは行って参ります」にっこり会え釈しやく──どこにもいない捜査官エリカ・ムスターマンの初出動＝地に穿うがたれた大穴へ舞まい降りてゆく。

「あんまり遠くに行くなよ。お前さんになんかあって、ニナに俺の大事なケツを蹴けり飛ばされるのはたまらんからな」空むなしい呼び掛け──どこへ続くとも知れぬ空くう洞どうに反はん響きよう。

　飛行──宙を漂ただようように／根こん拠きよをもとにルート選択／鑑識班でさえ調べていないはずのものを探査──自分がそれをとことん調べ尽くすために。

　根拠──最初にこの地下道で発見された犠ぎ脳のう者の少女──位置測定ＧＰＳチップのインプラント。

　爆破現場に突とつ如じよとして出現した七人の犠脳者の少女ら──誰もインプラントはなし。

　そもそもＧＰＳでの追跡はあの教団のやり方ではない──必要ないのだ／閉じこめるのだから／心に鎖くさりをかけて／どこにも行かぬよう心を操作する──振ふり返らせる＝自分のように。

　最初の少女はそうではなかった／行くべき所があった──迎えに来た者がいた／その人物がおそらく他ほかの七人も解放した──最初の少女を連れて逃げるついでに。

　ゆるやかなはばたき──やがて羽の精密な電子探査にそれが浮かんだ。

　天井＝鋭するどい金属の跡あと──〈蟲チオン〉が機械の手足で猛もう然ぜんと這はい進んだ痕こん跡せき。

　あの〈蟲〉がどこから来たかという疑問に答えるための別の問い──どうやって来たか。

　刃はのような手足を天井の僅わずかな凹おう凸とつに引っかけて／本物の虫のように重力に逆らって／逃とう走そう者へ頭上から襲おそいかかるため／脱だつ走そうした囚しゆう人じんを追う治安関係者にも容易に追跡されないように──普ふ通つうは鑑識班も調べない場所を猛然と這い進んだ。

　彼らはこの自分を待ち伏ぶせしたのではない──あれはあくまで遭そう遇ぐう戦せんだった。

　彼らは地下道で何をしていたのか──下品で暴力的な特甲トツコー猟りよう兵へいの言葉＝〝余計な仕事〟

　あの犠脳少女を追っていた／特甲猟兵もその仕事を手伝わされた──〝逃げた脳なし〟

　だが実際に追ったのは少女ではない──少女は単独で逃げられる状態ではなかった／彼女を逃がした人物を追った／おそらくその人物は少女と別れて別の道を進んだ──少女をこの国の治安組織に確保させるために／守りきれないと悟って／自ら囮おとりになって少女を逃がした。

　熟練した戦闘員の判断──そうするだけの価値があるとみなされた少女。

　今度は自分が〈蟲〉たちを追う番だった／囚人たちの逃走ルートを外れて探査／複数のルートで這い進んだ跡──爆弾の炸裂までの時間を逆算──数名が大急ぎで捜さがしたのではない。

　最低でも十数名が散開して一いつ斉せいに少女を捜した──自分が遭そう遇ぐうしたのはその一部──では、そもそも、彼らはどこからスタートした？

　やがて到とう達たつ──第二十ドナウシ二区ユタツト／第十ジンメ一区リング──河の両岸へ通じるひときわ大きな空洞。

　もとは古い地下鉄の工事予定地──それまで何も見つからなかった床ゆかに様々な痕跡を発見。

　大型のタイヤの跡──探査結果＝データベースにヒット──大型の特とく殊しゆ車両。

　特甲猟兵の言葉──〝手術台を見っけたァ〟

　捜査記録＝〈アンタレス事件〉──犠脳手術のための動く手術台──トレーラー。

　ファーストフード店や爆破現場からずいぶん離はなれた場所──誰も調べていない／辺り一面おかしな破は片へんだらけ／壁かべが傷だらけ／激しい戦闘の跡──ここで戦闘が行われた。

　羽の探査＝壁に穿たれた小さくて浅い穴／コンクリートを穿つ弾痕──九ミリ口径。

　銃じゆうを持った人間の牽けん制せい射撃──射手はすぐさま地下道の暗がりへ逃走──天井＝〈蟲〉が一斉に這い進んで追いかけた跡──今度は逃走者の位置を推測しながら探査し直した。

　地下道を飛び回る鳳──逃走者のルートを特定＝敵を撹かく乱らんしながら逃げる／少女を安全な場所へ逃がす／だが途と中ちゆうで別のルートから来た〈蟲〉と出くわす／あの蛇じや腹ばらの腕うでを薙なぎ払はらわれた。

　水路のそばの狭せまい通路──探査＝黒々とした染しみ／弧こを描く飛沫しぶき／羽による簡易な光学的検査を実行──確証＝人の血液／激しい出血の跡がまざまざと浮かび上がった。

　致ち命めい傷しようになりかねない負傷／絶体絶命の窮きゆう地ち──他の通路へ続く血痕はなし。

　移動できず──ここで死んだ？　あるいはなおも逃走した？　どうやって？

　水路＝濁だく流りゆう──探査を阻そ害がい／だが流れる方向はわかる／水流の速度も計算可能／水深と幅はばから体積を算出──どんな物体がどのように流されるか算出。

　濁流を追う──ほどなくして到達＝河への出口。

　第二十ドナウシ二区ユタツト側──ずっと遠くの下流に遊覧船爆破の現場。

　穏おだやかな流れ──すぐ近くに人工の砂場＝河岸に造られた海のない国のビーチ。

　死んだ枢すう機き卿きよう──爆破現場の下流で同じような砂場に打ち上げられた。

　河の探査情報──流れを探さぐる／浅あさ瀬せ／流れが淀よどむ場所──目当てをつけて飛び込んだ。

　頭からダイブ──飾り耳オーアによる抗磁圧のヘルメットが水中眼鏡の代わりに＝息を止める／力を抜ぬく／流される／湾わん曲きよくした川／浅瀬にぶつかる──砂と砂利じやりだらけの河岸に這い上がる。

　抗磁圧のヘルメットを解除して何度も呼吸──ぜえぜえ喉のどが鳴る／酸欠でくらくらする。

　ずぶ濡ぬれになって立ち上がる──羽を還送＝すぐに再転送──乾かわいた羽で探査。

　異様な凹凸の物体を発見──歩み寄る／半ば砂に埋うもれたもの／そっとつまみあげた。

　切断された人間の右手首──握にぎりしめたもの＝シュタイア社の製品。

　銃の世界ではシュステタイアアーと発音されることが多い品──ステアーＧＢ＝黒いオートマチック拳けん銃じゆう──特殊部隊が好む九ミリ口径の銃。

　残りの部分は不明──さらに下流へ流されるほどバラバラに切り刻まれたか／連れ去られたか／それとも失われた手首と武器を捜しはせず最後の力を振り絞しぼって歩き去ったか。

　通信──ニナへ。《ニナさん。鳳です。ＳＡＳから、トム・バード隊員の指し紋もんデータは提供されていますか？》

　すぐに応答。《いや。それらしい遺体で発見された場合、改めて照会することになっている。そもそも彼ら側から提供されている情報はほとんどない》

《では、今すぐ照会して下さい》長年の訓練の跡が見て取れるタコだらけの指──この手が救ったであろう少女の面おも影かげ。《それとヘルガ長官から、ＳＡＳもしくは今件で主導的な立場にあるイギリスの捜査機関に、こう問い合わせていただけないでしょうか。都市内で発見された最初の犠脳者の少女は、あなた方が送り込み、追跡していた、未成年の潜入捜査官ですか、と》
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　掘り返され蓋ふたを開かれた棺ひつぎ──覆いをアポとられカリたものプス──まさに黙もく示し録ろく的な光景。

　棺に覆い被かぶさる少女＝長い鮮あざやかな紅あかい髪かみ──死者を覆い直そうとする屍し衣いのよう。

　じっと見つめるヘルガ──暴あばかれた墓と遺体と少女──取り囲むＭＰＢの隊員たち／警察官／埋まい葬そう地の管理者／ニナ──その輪には加わらず／離れた場所に立つ／考え続ける。

　かき集めさせたデータ──棺に眠る男の娘むすめ／父親のライフルの暴発で身体からだの自由を失ってのち機械化された少女──ＭＰＢの特甲トツコー児童の一人＝陽炎カゲロウ・サビーネ・クルツリンガー。

　きびすを返すニナ＝人だかりから外れる──ヘルガのそばへ来て報告。「棺の中に、十一個目の指輪がありました。これでライフル友愛会が作った指輪は全すべて確かく認にん。枢機卿がつけていたものは製造元不明の十二個目です」

　ふいに声。「指輪の内側は見たかい？」

　振り返る──逞たくましい体格の女性／声でわかった／長官室に電話をかけてきた外国の捜査官。

「船の番号ね」ヘルガ＝にこやかに。

「ＢＶＴは情報を隠かくしているけど、あんたはしっかり手に入れているわけだ」にやりと不敵な笑えみ──四十代／長身／広い肩かた／せり出した胸／豊かな腰こしつき／ひっつめにした赤髪──ラテン系の豊満さ／陽気さ／獰どう猛もうさ／情熱的な眼差し──大きな手の平を差し出す。「イザベラ・カンパネッロだ。電話で朝食を邪じや魔まして悪かったね」

「お気になさらず。他にご存じのことはおありかしら？」

「十二個目の指輪を作ったのは、ライフル友愛会に所属していた男で、名はベルナルド・ジュリーニ。優ゆう秀しゆうな会計士で、〈医師狙そ撃げき事件〉が起こった時期に事故で死んでいる」

「な……」ニナ＝外国の捜査官が自分たちより先行していることに瞠どう目もく──詰きつ問もん口調。「どこでそんな情報を？」

　ヘルガ＝手て振ぶりでニナを抑おさえる──にこやかさを絶やさず／かき集めさせたデータを頭の中で引っ張り出す。「イタリアへ向かう高速バスの事故ね」

　イザベラ＝ますます不敵な笑み。「死者二十七名。あたしは殺されたと思っているよ」

「あなたがいつどこから捜査を始めたか、お聞きしてよろしいかしら、カンパネッロ捜査官？」

「イザベラと呼んでおくれ。ちょっと前にロッシーニ枢機卿が姿を消した。あたしはイタリア警察とヴァチカンの橋はし渡わたし役なもんで、両方から捜そう索さくを依い頼らいされた。そしてロッシーニ枢機卿の足取りを追って、そもそもの指輪の持ち主に行き当たった」

「死んだ会計士ではなく？」

「ああ。その人物の安全のため詳しよう細さいは言えない。あたしはロッシーニ枢機卿を追ってこの都市へ来て、ここで闇やみ社会の人事異動が行われていることを知った」

「人事異動？」

「ムージルもウィリー・ココシュカも死んだ。空いた席に誰だれかを座らせなきゃならない。仕切っているのは黒手組さ」

「プリンチップ社と関かかわりが深いとされている結社ね」

「暗黒社会の公務員どもだよ。どれだけ逮たい捕ほしても代わりが現れてネットワークを維い持じする。その黒手組の実行部隊である〈アルレッキーノ〉に脅きよう迫はくの指令が出た。脅おどすのは、あんたと、あんたの兄のウィーン州知事だ」

「最初は〈ローデシア〉だったわ。〈アルレッキーノ〉が参加した理由をご存じ？」

「探ってる最中だ。ロッシーニ枢機卿がこの都市で殺された理由と関係があるだろうからね。もしかすると〈アルレッキーノ〉が主犯かもしれない。今のあたしの目的は、ロッシーニ枢機卿の死の理由を残らず暴き出すことさ」

「あの船に何があったか、他に誰が乗っていたか、心当たりは？」

「こっちが聞きたいね。鑑かん識しきの結果はまだ出ないのかい？」

「ＭＰＢと所しよ轄かつの人員が全力を尽つくしているわ」

「心配だね。〈アルレッキーノ〉が片っ端ぱしから脅して事件を封ふうじ込んじまうかもだ。ところでＢＶＴ局長は、いつもあんな風なのかい？　まるで誰かに脅され続けて神経が参ってしまったというようじゃないか」

「どうかしら」エゴンへの憐あわれみが胸をよぎる。「あの方は政党政治を解決の手段として選んだ。その代だい償しようでしょうね」

「未来党かい？」呆あきれたような笑み──自じ業ごう自得なのだから憐れむ必要はないと言いたげ。「〈ローデシア〉や〈インフィニティ〉とも接点があるっていう立派な政党だ。そう長いこと自由にさせておくつもりはないんだろう？」

「もちろんよ」即そく答とう──胸に抱いだいた火の熱さ／雷らい火かの騎き士しというカール・クラウスのフレーズがよみがえる。

　イザベラ＝うなずく──顔を墓地の方へ。「この都市で何かが起こっている。それが何であるにせよ、あの子は戦う気だ」

　ヘルガ＋ニナ＝視線を追う──父の骸むくろの額に口づけする少女／触ふれがたいほどの痛ましさ。

　コール音＝ニナ──携けい帯たい電話を耳に当てる。「私だ」

　ぼそりとした声。「あんたも鏡合わせさ、クローネンブルク長官」

　思わず息を吞のむ。「今、なんと？」

「話せてよかったよ」聞こえなかったというようにウィンク──背を向ける／歩み去る。「じゃ、またね、クローネンブルク長官。あんただけは脅しに屈くつしないでくれると信じてるよ」

　見送るヘルガ──ニナ＝携帯電話をたたむ／小声で報告。「ＭＳＳ本部に来客が。イギリス対テロ諜ちよう報ほう機関の人員が、長官に会いたいと言っています」
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　ＭＳＳ本部ビル＝地下三階／科学捜そう査さ班のラボ──発見された手首の検査結果＝一いつ致ち。

「こりゃ、恐おそれ入った」サロモン＝プリントアウトされたデータをひらひらさせる──イギリス側から捜索を要よう請せいされたトム・バード隊員の手首と断定。

　鳳──捜査官が電話で話している様子を見守る／イギリス側へＧＰＳ用のマイクロチップについて質問／潜入捜査官の体にインプラントするのかどうか／そのコードの問い合わせ。

　全てはぐらかされる──肩をすくめて鳳を見やる捜査官＝〝てことはイエスらしいぞ〟

　そこへ無線通信＝ニナ。《エリカ捜査官、聞こえているか》

　偽にせのＩＤコード──律りち儀ぎにルールを守る副官。《はい、ニナさん》

《長官の部屋へ来い。お前に来客だ》

《了りよう解かい》相手の予想はついたが何も言わず──サロモンと別れてビル最上階へ。

　事務官に従い入室──応接テーブルの周囲に立つヘルガ＋ニナ＋男性。

　男性＝長身／五十代／綺き麗れいに整えた口くち髭ひげ・もみあげ・髪／イギリス紳しん士しを絵に描かいたようなスーツ姿／ステッキと帽ぼう子しが衣い裳しよう掛かけに置いてあるのではないかとつい見てしまう。

　ニナ＝きびきび紹しよう介かい。「こちらはイギリス対テロ諜報機関のデューク・ブラックストーン氏だ。今回の事件の捜査官でもある。お前に礼を言いたいそうだ」

「我が国の兵士の一部を発見して下さったとか」英国訛なまりのドイツ語──落ち着き／礼れい儀ぎ正しさ／堅かた苦くるしさ──相手が子供でも行ぎよう儀ぎよく手を差し出す。「心より感謝します、アウスト隊員」

「鳳とお呼び下さい」握あく手しゆ──真っ直すぐ見返す／怒いかりを秘ひめた笑み。「遺体は発見できませんでした。もし彼がご存命でないのでしたら、今すぐ戻もどってお捜しします」

「本当にありがとう。だが後は我々の仕事だ」そつなく手を離す。「何か、彼が生きているという根こん拠きよが？」

「戦せん闘とうの様子を再現する限り、ご本人は生き延びることができたように思われます」笑みを保つ──口調が鋭するどくなる。「それと、ファーストフード店の地下であたくしが発見した少女は、あなた方の潜入捜査官ではありませんか？」

「ふむふむ」興味深そう──だが肯こう定ていも否定もなし／内心を毛ほども見せず。「ずいぶんと飛ひ躍やくした考えのように思われるが？」

「新たに発見された七人の少女たちの体にＧＰＳチップは埋め込まれていませんでした。あなた方はあの地下道にトレーラーがあることをご存じだったか、あるいはあなた方がトレーラーをあそこへ移動させたのでは？」

「トレーラー？」右眉まゆを上げる──〝初耳ですが？〟という態度に慣れきった仕草。

「犠ぎ脳のう手術のための移動施し設せつです」笑みが消える──相手のそらっとぼけに怒りが倍増／ニナが目配せ／だが我が慢まんできず。「あなた方は未成年の少女をスパイにしたのでは？　彼女が危険に陥おちいり、トム・バード隊員が救助に向かった。でも間に合わなかった。隊員の情報を提供したのは、彼女を確保したあたくしたちに対し、先手を打つためでは？」

　何も言わないヘルガ＋ニナ──ヘルガ＝ちらりとブラックストーンを見やる。

「君は彼女よりも若い、ミズ・アゲハ」目を逸そらさず／何か重大なことを話し始めそう──と思わせておいてあっさりヘルガを振ふり返る。「クローネンブルク長官、私は今、戦せん慄りつしている。感動もしている。あなたは実に勇ゆう敢かんで優秀な人材を育て上げている」

　見事にはぐらかすブラックストーン──ヘルガ＝小さく会え釈しやく／受け流す。「光栄ですわ」

「お答え下さい」鳳＝苛いら々いら──一歩前へ。

「希け有うな才能の持ち主だ」すっと下がる＝さもヘルガに訴うつたえたいことがあるというよう──鳳の手の届かぬ場所に立つ／そのくせ鳳に目を戻す／鳳を遮さえぎる。「なのに、いったいなぜ、彼女に教育を与あたえないのかね？」

　別の質問を持ち出して間を空けさせる──舌を巻くほど巧たくみな話術／テンポ／落ち着き。

「教育……？」鳳＝思わず聞き返してしまう。

「本人が望む以上の厳しい訓練をこなしていますわ」肩をすくめるヘルガ。

「戦闘訓練かね？　それも確かに彼女の才能の一つだろう。だがそれとは根本的に違ちがうものを彼女は備えている」もったいぶった調子でヘルガに言いつのる──かと思えばいきなり鳳に別の質問を放つ。「０足す０が８になる。それが捜査の真理だ。わかるかね？」

　またもや別の質問──どんどん話をはぐらかされる。「０に０を足せば０では？」

「０は先入観のない二つの目のことだ。二つの０が犯人を拘こう束そくする二つの輪になる。８、すなわち手錠カフスに。正しい眼まな差ざしによる発見と追つい跡せきが、犯人の逮捕を実現するのだ」

　呆れて眉をひそめる。「イギリスのクイズですか？」

「世のあらゆる謎なぞ解ときの鍵かぎだよ」これこそ本題だというような調子。「君は多数の捜査官が見み逃のがしたものに正しく目を向けた。それがおかしなことだと思わず追い続けた。私は元憲兵でね。人や物が消える現場を嫌いやというほど見てきた。重要なのは先入観をなくすことだった。いつでもそうだった。イギリスで活動していた、違い法ほうな医い療りよう行こう為いを売り物にするカルト教団を解体するときなどは、特に必要だった」

　長々といい加減な話をされているかと思いきや本来の話題に──だがペースはすっかり相手のものに／大口を叩たたくことでそれこそ目をくらまされている気分。

　ニナ＝鋭く差し挟はさむ。「〈インフィニティ〉はイギリスでも活動を？」

「〈ヒーラーズ〉と名乗っていた。シンボルは〝イン[image: ∞]フイニ〟テイの記号だ。無限のヒーラ力を持ーズ・つ治癒インフ者たちイニテイというわけだな。違法な医療を提供するため、信教の自由を盾たてにし、あらゆる者の目をくらまして逮捕を逃のがれる。ちょうど８を横にすると〝イン[image: ∞]フイニ〟テイになるというように」

　いちいち話を行ったり来たりさせる──ヘルガ＝にこやかに話を戻す。「〈ヒーラーズ〉の解体が目的で、〈インフィニティ〉内部にも情報提供者を作ったということかしら？」

「世界中でね」今度はやたらと話を広げる。「発はつ祥しようは六十年代のアフリカだ。正規のルートでは難民に医薬品が届かない地域で、現地のキリスト教団体が保管や配給を行った。そしてまたたく間に悪用された。聖書を読んだこともない自じ称しよう神父が、武器や薬品の密売人として活かつ躍やくした。その仕組みが莫ばく大だいな利益を上げるようになって半世紀が経たち、いつしかヨーロッパに逆輸入された。先進諸国の人間たちの手で、さらに複雑な仕組みが作り上げられた」

「その解明のためにあの少女を利用したのですか？」鳳＝話術で引きずり回されている気分。

「そうだよ、ミズ・アゲハ」いきなり肯定──鳳を面食くらわせる。「あの犠脳者の少女たちは、みな里子に出され、書類を通して教団ゆかりの子供にされた。我々は彼女以外とも接せつ触しよくした。大勢の大人たちとも。もちろん大人を潜せん入にゆうさせたこともある。だが意志が強く、信用でき、教団の中ちゆう枢すうに入り込めたのは、彼女だけだった。名はアンネ・バルト。十七歳。両親が育児放ほう棄きで市から訴えられ、里子に出されてのち、書類一枚で教団に支配された。我々は〈インフィニティ〉が今回の事件に深く関わっていると確信している。どうか、君の優すぐれた目を我々にも貸してもらえないだろうか」

　何といっていいかわからず──少女を利用したこの男への怒りをそらされる／教団への怒りに置き換かえられる──はたと気づく／長々と説得されていた／誘導されていた。

　ヘルガ＝鳳をじっと観察──隠かくされた本題を告げる。「ブラックストーン氏から合同捜査の申し入れがあったわ。あなたに対してね」

「あたくし？」

　ニナ＝後を続ける。「お前を彼らの捜査本部に出向させるというものだ。いわばＭＳＳ側の外交大使として、情報の共有に努めてもらう。引き受けるかどうかはお前の自由だ」

　鳳＝呆あつ気けに取られる──こんな風に話が進むとは思っておらず／ヘルガとニナを交こう互ごに見る／二人とも何も言わず／断れとも受けろとも言わず／本当に自分の意思でそんなことを決めてしまえというのだろうか？

「正直に言おう、ミズ・アゲハ。我々は人手が足らないのだ」ブラックストーン──正直という言葉を可能な限り重々しく口にする／とことん信用できない感じがする。「君も知っているだろう。我が国は現在、コソボで恐ろしい事態に直面している。王子が殺された事件の解決に、全すべての機関が注力している。その事件と、この都市の事件とのつながりを証明するために、捜査官と特とく殊しゆ部隊員を一ダースほど呼び寄せるということは不可能なのだ」

　やたら見え透すいた言い分──とっくに一ダースどころではない人員を潜せん伏ぷくさせていそう／ヘルガとニナもそう思っていることが察せられる／だがその戦力ですら足らないとブラックストーンは考えている──特甲トツコー児童の戦力を欲しがっている。

　雛が〈ローデシア〉への潜入に抜ばつ擢てきされた理由──マスターサーバーで追跡できる／現場の危険に耐たえうる／迅じん速そくに本部と連れん絡らくできる。

　ゆいいつ確かだと思えること＝ブラックストーンの戦いの意志──相手が〈インフィニティ〉なら望むところ。

「お引き受けしますわ」手を差し出す──被ひ害がい者しやの少女を操あやつって危機に陥らせたのであればこの男も許さないという意思を込こめて。

「ありがとう、ミズ・アゲハ」丁てい寧ねいに握にぎり返す──そつなく離はなす／だが一歩前へ／ぐっと距きよ離りを縮めてくる。「君の実績なら世界のどの機関も、教育支し援えんを惜おしまないだろう。事件解決後は、ぜひ留学をお勧すすめする。我が国にも来てみて欲しい。それともＦＢＩがお好みかな？　クローネンブルク長官も私も、きっと君にふさわしい教育の場を用意することができる」

「光栄ですわ」鳳＝思わず心惹ひかれる／変わらぬ強きよう烈れつな願い／訓練学校での志願──〝警察への道〟＝振り返ってもらえなかった全ての子供たちに手を差し伸のべるために。「でもまずは、今事件の解決に全力を尽くしたいと思います」

「その後はミスター・ブラックストーンのおっしゃる通りにすべきかもしれないわね」ヘルガ＝にっこり──鳳の顔を自分へ向かせる／観察する／意志ある者だからこその危あやうさ。「ＭＳＳの留学規定に目を通しておくといいわ。御影さんやディーゼル課長にも訊きいて御ご覧らんなさい。みな国外留学の経験者よ」

「はい、長官」力強い笑えみ──この男のそそのかしを真に受けるつもりはないと暗に告げる。

　ヘルガ＝安心せず／予断を持たず──それこそ先入観を捨てて男と少女を見つめる。

　ブラックストーンはどこまでこの国に潜もぐり込み、事件の全ぜん貌ぼうをつかんでいるのか？

　ＢＶＴとはまた違う厄やつ介かいさ──あらゆる物証・証人・データを持ち去りかねない。

　メッセージがよぎる──〝夢見る蝶ちようは聖地の暗くら闇やみに招かれるだろう〟──イギリスの諜報機関が〈インフィニティ〉をマークしていた／まんまと少女を過去の暗闇へ招いた。

　過去の事件の被害者──鳳＝教団の過去を知る生存者──ブラックストーンの本当の魂こん胆たん。

　暗闇へはばたかせる──夢見る蝶──覆いをアポとられカリたものプスが現れる予感とともに。
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　逮たい捕ほ者たち＝ピエールが叩きのめした五人──地区の留置所で七十二時間の拘こう束そく。

　尋じん問もん──ＭＳＳ捜査官／日向／地区の警察官／ＭＰＢ隊員──たっぷりどやしつける。

　拘置期限後に即そく立件──逃にげる可能性があるので仮釈しやく放ほうなし／裁判待ち／レオーベンの刑けい務む収しゆう監かん施し設せつの留置所に送り込まれる。

　尋問で得た情報をもとにさらに逮捕＝片っ端ぱし──トルコ系の運び屋／その関係者。

　迅速な出動／各国の機関が参加──だが長期戦に／アイラ・シェンやヤマモト・シンジローを脅おどしたというソネルの姿はなし──複数の似顔絵／目もく撃げき情報なし。

　敵の声明／行動／ＡＰ爆ばく弾だんによる攻こう撃げき──何もなし──奇き妙みような空白。

　現れては消えるピエール＝神出鬼き没ぼつのフランス人──どこで何をしているかさっぱりわからず／日向ですらついていけず──〝ああいう男は失う物がなく、何をするかわからない〟

　だが嬉うれしい乙──あの事件を追ってくれている人がいた／飛行機が落とされたことに怒りを抱いだき続けてくれていた／事件が解決できると信じて行動してくれていた──ずっと、何年も。

　乙＝道場通い／日向に同行──鳳や雛とは夕食どきに一いつ緒しよになる程度──常に三人一緒だった生活が続いていたので新しん鮮せん──未知の世界を楽しむ／本部に戻れば仲間がいる安心感。

　道場──カタナの使い方以外にも沢たく山さん教えてもらう──アイキの基き礎そ＝魔ま法ほうなどではなく数学的ですらある技術／てこの原理の応用／相手の力を利用／日に日にワニが鎮しずまる。

　ゼンもやらせてもらった──座ざ禅ぜん／カツを入れる／ショギョームジョーを瞑めい想そうする──どんな悲劇にも立ち向かえる静せい穏おんさを目指す──ドキドキ楽しいのとはまた違う安らかさ。

　カタナの訓練ののち道場の縁えん側がわでゼンにトライするのが習慣に──その日、ふと気づけばピエールが隣となりにいて同じように目を閉じて座禅を組んでいた。

「ピエールのおっちゃん」親しげに呼び掛かける──優やさしい叔父おじさんが遊びに来た気分。

「やあ、お嬢じようさん」片目だけ開いて微笑ほほえむ──色々なものに傷つけられ、くたびれきっているという顔／姿／服装──なのにこの人なら最後までやり遂とげると思わされる。

「おっちゃん、お仕事は？」

「ちょっと行き詰づまってな。考えを整理するために来たら、君がいた」

　ゼンの最中なのにこっそりお話──右目は閉じたまま／左目で相手を見る。「この道場のこと、おっちゃん知ってたの？」

「この都市でハイジャック事件を捜そう査さしていたときに、大おお怪け我がしたことがあった。胸を撃うたれたんだ。そのとき、たまたま逃げ込んだ先が、日本人の家だった。で、モリサンやここのセンセイに助けてもらった」

　意外な縁えん──フランス人捜査官と日本人の元テロ容疑者の交友──アイキを教わる／フランス語を教える／フランス留学を求める日本人に住み処かを紹しよう介かいしてやる。

　モリサンについてお話しできる人がいるなんて思わなかった──やっと誰だれかと一緒に偲しのぶことができた／悼いたむことができた／相手が日本人だとどうしても遠えん慮りよしてしまう／自分は輪の外にいるのだと思ってしまう。

　何となく質問。「ねー、娘むすめさんのお名前、訊いていい？」

　悲しみが日常のものになった男の笑み。「エリーズ。妻のリゼットと半年かけて決めたよ」

「オレの代わりにエリーズが生きてたらよかったのに」ぽつんとこぼれる言葉──穏おだやかに／静かに。「オレが生き残って、ごめんなさい」

　ピエール＝両目を開く──驚おどろいたように／これは捨て置けないというように／ゆっくりと言い含ふくめるように。「そんなことは二度と言うな」

「だって──」ついこちらも両目を開いた──ワニの声は聞こえず。

「君が生きていただけでも希望なんだ。娘の代わりに誰かがなんて……考えたくもない」

「うん。ごめんなさい」

「いや……。いいんだ」庭へ目を向ける──困ったように頭をかく／ハンカチを取り出して洟はなをかむ。「俺もゼンの境地には遠い」

「本当に、オレ以外、誰も生き残らなかったの？」

「ああ。他ほかには発見されていない。遺体が見つからなかった人もいるが、生きていたら助けを求めるか、名乗り出るかしているはずだ」

「なんか理由があって、そうしなかったとか」

「そう考えたこともあったよ。可能性はあるからな。だが少なくとも事件を起こした人間は全員確かく認にんされた。他に身を隠す理由のある人間は考えつかない」

　もう何年も事件について考えている男──あらゆる可能性を探さぐったことが窺うかがえた。

「変なこと訊いてごめんなさい」

「いや。俺だって間ま違ちがってるのかもしれん。なあ……俺も訊いていいか」

「なに？」

「乗客の中で、ハイジャック犯が、特に興味を持った人物はいなかったか？」

　ワニの腹におさめられた記き憶おく──自分のせいで撃たれたママ／狂きよう乱らん／炎ほのお──かぶりを振ふった。「わかんない。いなかったと思う」

「そうか。すまないな……辛つらいことを思い出させて」

「ううん。ねえ。あの飛行機のことが、今の何かと関係あるの？」

「あるはずなんだ」確信に満ちているというより寂さびしげな調子──大勢から否定され続けてきたことをそれでも信じている自分に疲つかれているという顔。「なくちゃおかしいんだ。だがそれが何なのかわからない。教えてやれなくてごめんよ、お嬢さん」

「きっと見つかるよ」微笑み──男が天国の妻子に詫わび続けてきた姿が目に浮うかぶ。「ホイテロートが教えてくれるよ。生かして捕つかまえれば」

「そうだな。いろいろ訊いてやりたいな」

「オレに最初に質問させてくれる？　できないときは、最初にオレの質問を訊いてくれる？」

「ああ。なんて訊くんだ？」

「どこにいたのか。きっと空にはいなかっただろうけどさ。もしかして飛行機に乗ってたかもしんないっしょ。パラシュートとかで逃げたり。映画みたいに」

「なるほどな」ピエール──うなずく／子供扱あつかいせず真面目まじめな顔。「どうしてそれが最初なんだ？　なぜ、とか、誰に言われてやったんだ、ってことは訊かないのか？」

「そういうのは、おっちゃんたちが訊くと思うし」穏やかさの向こう側からワニがこちらを見る／笑い声が脳のう裏りにこだまする──楽しい楽しい楽しいなァ。「なんか、気になるんだ」

「わかった。約束する」意外なほど真しん剣けん──被害者の言葉を信じるというより生存者との約束を果たすことに意味があるという感じ。「ホイテロート以外の容疑者にも同じようにする」

「うん。ありがとう」

「こっちこそだ。さて、あまりお嬢さんの修しゆ行ぎようを邪じや魔ましちゃいかんな」ピエール＝よっこらせと立ち上がる──痺しびれた足を引きずり室内へ。「じゃ、またな」

「じゃーねー」

　乙＝その後もしばらく真面目に瞑想──ワニの声を静穏さの檻おりに閉じこめる／だが消えてはくれず／ワニの腹の中にある自分の心臓を想像／鼓こ動どうを止めてもワニは生き続ける気がして怖こわくなった──我が慢まんして怖さと向き合った／静穏さのたまもの／だが何も見つからない／ワニがなんなのかなんてわかるとも思えない。

　バイクの音＝日向のお迎むかえ──怖さが遠のく／ほっとなって立ち上がる。

　稽けい古こ終しゆう了りよう＝センセイにご挨あい拶さつして退去──すっかり習慣になったランチタイム＝日増しに難しい顔になる日向。「おかしい」

「何が？」

「逮捕者の中で、枢すう機き卿きよう殺しを自じ慢まんするやつが一人もいない。誰も達成感を抱いていない」

「みんな物を運んでただけっしょ？　自分でやってないからじゃん？」

「運び屋は、自分たちが運んでやったと考えるものだ。失敗すれば実行部隊のせい、成功したら運んでやった自分たちのお陰かげだと。実際、ファーストフード店に関しては、自分たちが爆破を成功させたと言うやつが大半だった」

「自分たちは戦ってないのに？」

「運び屋は一年中働き続ける。武器や食料を届け、身分証や住み処を用意し、盗とう品ひんを売るための店を経営する。兵へい站たん部隊だ。実行部隊は訓練を重ねるが、働くのは決行時だけだと運び屋たちは考える。自分たちが彼らを戦えるようにしてやっているのだと」

「じゃあ、枢機卿を殺すって聞いてなかったのかも」

「あるいは最初から計画になかったかだ」小さな溜ため息いき──険しい顔。「先日、拷ごう問もんでずたずたにされた遺体が街灯に吊つるされているのが発見された」

「誰？」眉まゆをひそめる。

「フォルクマール整備会社の社長である、マルティン・フォルクマール氏だと断定された。〈ローデシア〉の仕し業わざとみて捜査中だ。遺体を吊すのはＫＫＫの模も倣ほうだからな」

「行方ゆくえ不明だった人っしょ？」乙＝ショックというより嫌いやな気分。「なんでそんなひどい殺し方すんの？　船でなんか見ちゃったとか？」

「整備中に何か見てしまったせいだとすると、遊覧船爆破から今まで生きていたのは不自然だ。爆破の前後で死体になっている」

「じゃ、ずっと逃げてたのかな？」

「なら州知事に助けを求めたはずだ。彼は州知事の政治基き盤ばんを担になっていた一人で、州知事はヘルガ長官に彼の捜そう索さくと保護を要よう請せいしていた」

「じゃ、敵に捕まってた？」

「その場合、拷問で何かを吐はかせるのに、これだけの期間が費ついやされたことになる」

「何かって？」

　質問のたび日向が答えてくれるのが嬉しい／日向も乙の問いを歓かん迎げい──乙の純じゆん粋すいで素そ朴ぼくな疑問という鏡／映し出されることで日向自身が発見してゆく答え／意外なコンビネーション。

「おそらく、爆弾だ。逮捕した連中は〝爆弾が盗まれた〟というアイラ・シェンの言葉を肯こう定ていしている。フォルクマールが〈ローデシア〉から爆弾を盗み、そして報復されたと考えれば辻つじ褄つまが合う」

「なんで盗んだの？」

「彼か、彼に関係する何かが、〈ローデシア〉の標的にされる恐おそれがあったからだ」

「何かって？」

「おそらく……州知事だ。彼は軍でも州知事の部下だった。〈ローデシア〉は州知事を攻撃対象とみなしている。彼は州知事を守るために爆弾を盗んだのかもしれん。遺体を吊したのも、州知事への脅きよう迫はくだと考えればしっくりくる」

「盗まれたっていう爆弾はどうなったの？」

「敵が取り戻もどしたかもしれん。フォルクマールを殺したのは生かす必要がなくなったからだ」

「じゃ、またどこかで爆発が起こんの？」

「そうだ。今まさに爆ばく弾だんが運ばれているか、さもなければすでに設置された後だ」

「でも、運び屋をいっぱい捕まえたじゃん」

「本隊じゃなかったということだ。ソネルという人物は見つかっていない。アイラ・シェンの家で傍ぼう受じゆした通信自体、罠わなだった可能性がある。見当違いの場所へ俺たちを運ぶためにわざと傍受させたとしたら、敵は、アイラ・シェンの家を監かん視しし、俺たちを見ていたことになる」

「そーだとしたら、本当の運び屋はどこさ？」

「俺たちが進むのとは逆の場所だ。つまり……トルコ系組織じゃない。ソネルは人を脅して兵士にするらしい。トルコ系とは限らない」

「じゃ、誰が爆弾を運んでんのさ？」

　コール音＝日向──ＰＤＡの着信表示を見る。「ケンジ・アリサワの家からだ」

　乙＝ひやりと冷たい手で背筋を撫なでられたような気分──日向が電話に出るのを見守る。

「ＭＳＳのアナベルだ」

　通話──乙には聞こえない──日向が渡わたした名めい刺しに記された番号／捜査用回線の一つ。

「わかった。すぐに行く」通話オフ──立ち上がる。「マリ・カツラギからだ。日本人数名が第二作戦部隊に拘こう束そくされ、ケンジも捕まった。助けて欲しいそうだ」

「捕まったって？」急いで後を追う。「なんで？」

「爆弾を運んだらしい」




　　　　†




　カタナを握にぎる──『助けて！』──そうしたいのに／自分じゃ手が届かない気分。

　日向のバイクで移動──第二十ドナウシ二区ユタツトの警察の施し設せつ──遠くに国連都市UNO-CITYが見える一八一八署。

　到とう着ちやくして驚く──装そう甲こう車／軍用機体／仮設テント──がっちゃ・がっちゃ・がっちゃ──威い圧あつするように歩き回る迷めい彩さい柄がらのアームスーツ×三体。

〈戦犯法ほう廷てい事件〉で見たタイプ──サテュロス式／鋼鉄の山羊やぎの脚あし／速度重視のサテュリスキー型アームスーツ──驚きの兵科。

　ＭＳＳ公用車が来る──運転席から降りるニナ。「この警察署は、第二作戦部隊の駐ちゆう屯とん所と化した。内務大臣の指令書付きでな」

「なんでニナも？」乙＝なんとなく気き後おくれ──日向と二人でいるときにニナが来るとなぜかちょっとぎこちない感じになる。

「こちらの部隊がつかんだ情報を聞き出す」ニナ＝いささかも気後れせず──びしばし仕事モード／別の対たい抗こう心。「アームスーツを導入するとはな。シュタイア社め。ＭＳＳと特とく殊しゆ部隊の両方に売り込んでいたのか」

「ビジネスは後だ」日向＝珍めずらしくニナに指示。「軍の収監施し設せつに移される前に会いたい」

「話は通してある。行くぞ」

　ニナを先頭に署内へ──至る所に軍服の男女／物々しい熱気／萎い縮しゆくする署の警官たち──引っ張られてきた軽犯罪者たちの青い顔＝〝テロ犯罪者〟にされるのではと怯おびえている。

　特殊部隊に施設を乗っ取られた署長──呆ぼう然ぜん自失／ニナの言うことをろくに聞かず／諦あきらめきった調子。「どうにでも好きにしてくれ」

　留置所──様々な人種の者たちが放ほうり込まれている／一角にヤマモトの通夜の準備をしていた青年たちのうち三名──みんなだんまり／呼び掛かけても答えず／反応せず。

　ケンジに初めて会ったときはあまり気にしなかったが三人とも肚はらの据すわった顔──〈アンタレス事件〉で同どう胞ほうが殺し合った悲劇を受け入れざるを得なかった者たちの顔。

　聴ちよう取しゆ室──疲れた様子のケンジ＋張り詰つめた様子のマリ──日向＋ニナ＋乙の入室。

「マリも捕まったの？」乙＝驚おどろき──特殊部隊への怒いかりが湧わく。「なんで？」

「違うの。私は弁護士資格を持っているから」ちらりとニナ＋日向を見る──二人ともマリの職業はとっくに知っている顔。「弁護側に立ちます。わかって下さい。自分たちを守らなければいけないんです」

「当然のことだ」日向＝すんなり受け入れる──自分たちは味方だと体で示すようにケンジに向かって聴取室のテーブルに身を乗り出す。「脅おどされてやったのか？」

「三人とも、そう言っています」何も隠かくす気はないという調子。「自分たちが付き合っていたトルコ人がテロリストだとは思っていなかったと。俺も思いませんでした。まるでギャングのやり口だ。親しくなって、金を貸し、仕事を斡あつ旋せんし……いつの間にか家族の情報や弱みをつかんで、逃にげられなくする」

「この人は何もしていません。何も知りません」マリ＝完全に守る側──痛々しい。

「なら、なぜ拘束された？」日向＝マリへ目を向ける。

「代表だからです。彼が指示したと思われているんです」

「訴そ追つい手続きが進んでいる。それだけではないはずだ」ニナ＝十分に共感を込こめて──二人を説得。「第二作戦部隊から他に何を問われた？　連中が君たちを拘束する根こん拠きよが知りたい。君たちを助けるためだ」

　うなずくマリ──ケンジ＝眼鏡を外す／じっと日向を見つめる。「マルティン・フォルクマールから電話がきました」

　乙＝びっくり──ニナ＝鋭するどい目──日向＝静かに。「いつ？」

「三日前の夜八時頃ごろに」いかにも弁護士に相談した感じの正確な日時。「彼とは日本人会でお付き合いがありました。工場で仕事をもらったりして。俺たち、機械整備は得意ですから」

「フォルクマールは助けを求めていたのか？」日向が質問──乙＋ニナは聞く側に。

「いいえ。自分は大だい丈じよう夫ぶだと言っていました。どこにいるのかと訊きいても答えてくれず、しばらく動けないから、〈マンシャフト〉を落ち着かせてくれと頼たのまれたんです」

「〈マンシャフト〉……黒人街の青年会だな。落ち着かせるとは？」

「彼らは地区の教会主導で平和デモの準備をしています。ただ……〈マンシャフト〉は更こう生せい組織でもあって、元ギャングが大勢いるんです。彼らが〈ローデシア〉の挑ちよう発はつに乗らないよう抑おさえてくれと。同じ事を教会の神父からも頼まれていました」

「他ほかに何を頼まれた？」日向＝断定口調。

　マリ＝ケンジに目配せ／うなずく──ケンジ＝正確に伝えようとする慎しん重ちような口調。「〈マンシャフト〉のモルノーという俺の友人に、こう伝えるよう言われました。『船のコネクターを運んでおけ』と。仕事のことだろうと思って、重要なこととは考えませんでした。なぜフォルクマールさんがモルノーに直接伝えないか不思議でしたが、教えてもらえませんでした」

「モルノーは今どこに？」

「わかりません。病院の治ち療りよう室にいましたが、俺が伝言をした後すぐ抜ぬけ出して……連れん絡らくがつかなくなりました」

「モルノーは病気だったのか？」

「詳くわしく聞いてませんが、きっと地下道に入ったんでしょう」

「地下道で病気になったというのか？」

「そういう地下道があるんですよ。企き業ぎようが垂れ流したゴミや廃はい液えきが溜たまる場所が。警察も来ないからギャングの取り引きの場所にもなってました」

「モルノーはギャングなのか？」

「昔は。もう足を洗っています。他のメンバーの足を洗わせようと頑がん張ばっていた。特に弟のエリクを。エリクはモルノーの真ま似ねをして銃じゆう器きの密売に手を出そうとしていましたから。そのエリクとも連絡がつかなくなりました。その後、ニュースでフォルクマールさんがあんなことになったのを知って……。俺が伝言したせいで殺されたのかも」

「もしそうだとしても、罪に問われることは何もない」日向＝怪け訝げんそうに。「第二作戦部隊はフォルクマールについて君に何を問い質ただそうとしている？」

「わかりません。なぜか、俺がフォルクマールさんの居場所を知っていて、誰かに話したんだろうと言われました」

「どういうことだ？」

「彼は本当に何も知りません」マリ＝必死の顔──ケンジまで拷問されて殺されるのではないかと心配している。「荷を運ばされた三人も、フォルクマールさんの件は何も知らないんです」

「わかった」ニナ＝差し挟はさむ──これ以上は何もないと判断。「ケンジを釈しやく放ほうするよう働きかける。三人についてはＭＳＳや他の機関と合同で聴取する。安心しろ。本当に何も知らないのであれば重罪には問われないし、誰かに濡ぬれ衣ぎぬを着せて解決できる事件ではない」

「ありがとうございます」マリ＝丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎ──ケンジも倣ならう──いっそ椅い子すを蹴けり倒たおして喚わめき散らしてくれていた方が、こちらの気が楽になるほど悲しみのこもった態度。

　退室──署長とニナの話し合い／手続き／特殊部隊と公安の狭はざ間まで汲きゆう々きゆうとする署長。

　かっかっかっと金属的な足音──荒あら々あらしく署長室のドアが開く。

　隊長の腕わん章しよう＝アイパッチの男──横おう柄へいに部屋の面々を見回す＝端たん的てきに命令。「出ていけ」

「合同調査を要求する」ニナ＝平然。「ＢＶＴからもそう指示を受けているはずだ」

「内務大臣からは受けていない」ふんと鼻を鳴らして嘲ちよう笑しよう──顎あごをしゃくる。「消えろ」

　前へ出る日向──アイパッチ男と向き合う／じっと見つめる／ほぼ同じ背せ丈たけ／同じ体格。

「フォルクマールの居場所を知っていたな？」日向＝ぼそり。

「目め障ざわりだ」表情を変えないアイパッチ男──日向の眼光にいささかもたじろがず。「とっとと出ていけ。我々の兵科の巻き添ぞえになりたくはなかろう」

　そこへまた別の足音＝別の男／軍服姿──ドアを閉じる。「私が話す、ギリアン少しよう佐さ」

　アイパッチ男＝ギリアン──鮮あざやかな回れ右／ずけずけと。「お言葉ですが、グスタフ調査官。重要機密です」

「もはや機密の意味がなくなった」別の男＝グスタフ──署長以外へ手招き。「来い。私が使っている部屋で話そう」

　署長＝自分は空気ですという顔──全員がぞろぞろ出ていくのを見送る／安あん堵どの溜ため息いき／さも余計なことには関かかわりたくないという風にかぶりを振ふる。

　移動──資料室の隣となりの事務室──机に書類の山／壁かべ一面に貼はられた書類／署の内部資料。

「掛けてくれ」グスタフ──デスクに腰こし掛ける。

　誰も座らず──椅子が足らず／無造作につったったままの乙＋日向＋ニナ＋ギリアン。

　グスタフ＝ふーっと思案するような吐と息いき──全員を見み渡わたす。「フォルクマールは軍の内部調査の対象だった」

「彼はもう軍人ではないはず」ニナ＝鋭くグスタフを観察──軍と警察の内務調査を行う男を逆に調査してやろうとする眼差し。

「キプロス紛争で派兵されていた時期のことだ。当時、部隊を指揮していたエドワルト元少佐の指揮に重大な軍規違い反はんがあるとの告発があり、内々に調査されていた」

「政党政治への荷か担たんに聞こえます」ニナ＝無表情／声こわ音ねに不快感をこめて。「エドワルト州知事の不信任案の後押しになるような資料を揃そろえろと命じられましたか？」

「黙だまれ」ギリアン＝直立不動──隻せき眼がんが放つ横柄な眼光。「我々への侮ぶ辱じよくは許さんぞ」

「フォルクマールを調査のため拘束したと？」日向＝構わず質問。

「拘束したのは第二作戦部隊だ」グスタフ──ギリアンへ手を振る。「話してやれ」

「保護拘束だ。栄えい誉よある我が部隊が、よりにもよって内部告発の調査対象となった、黒い肌はだの軍ぐん曹そうなどを保護せねばならなくなったのだ」不快さを顔中ににじませる──〈ローデシア〉に負けず劣おとらずの黒人差別を平然と口にする。

「理由は？」日向＝じっとギリアンを観察──ニナ＝グスタフの表情から目を離はなさず。

「遊覧船爆破への関かん与よだ。やつは、老ろう朽きゆう化した船の部品の交こう換かんを市の観光会社から依い頼らいされた。そして、爆ばく弾だんを仕掛けた」

「なんだと？」

「本人は爆弾だと思わなかったと主張していた」グスタフ＝注ちゆう釈しやく。「市の職員から依頼されたと言っていた。確かに、発注書はあるものの、誰が発注したか判然としない」

「フォルクマールが騙だまされて爆弾を設置した？」日向＝困こん惑わくがかすかににじむ声。「ＡＰ爆弾だとわからずに？　不自然だ」

「確かに不自然だ」ギリアン＝初めて日向に同意。「フォルクマールは軍で爆薬を扱あつかっていた。燃料の知識もある。自分が組み立てているものが起爆装置だと気づかないわけがない」

「発注書も、フォルクマール自身のでっち上げでは？」ニナ＝じっとグスタフを観察。

「だとしても爆弾を手に入れた経けい緯いは不明だ」グスタフ＝鉄てつ壁ぺきの無表情。「フォルクマールもその点に関しては何も説明できなかった。まさか州知事の元部下の黒人が〈ローデシア〉と手を組んだとも思えんし、内部に潜もぐり込んで盗ぬすみ出せたとも思えない」

「だが爆弾は盗まれた」日向＝何が事実かどうにかして確かめようとする様子。「運び屋たちが口を揃えてそう言っている。そのせいでグループ内でも疑ぎ心しん暗あん鬼きが生じていたと」

　グスタフ＝うなずく。「手段はどうあれ、爆弾は盗まれた。そして、その爆弾を用いてフォルクマールが遊覧船ごと枢すう機き卿きようを吹ふき飛ばした。なお、ロッシーニ枢機卿は、かつてキプロス紛争でギリシア側の調停に参加した人物だ。カトリック教会の安全についての交こう渉しようでな。その際、教会の保護をふくむ平和維い持じの任務遂すい行こうに当たったのが、エドワルトの部隊だ」

　ニナを見やる日向──うなずくニナ。「その情報はこちらもつかんでいる。つまり、州知事への告発とロッシーニ枢機卿殺害には、つながりがあると？」

「告発内容の一つは、当時、教会に便べん宜ぎを図はかるようエドワルトが強要したというものだ。教会からの金銭の受け渡わたし、軍人として不適切な施し設せつの利用などだな」グスタフ＝私情などないというような淡たん々たんとした声音。「いずれも根拠は薄うすかったが調査しないわけにはいかん。そして枢機卿が死亡したことで、調査の内容が変へん貌ぼうした。エドワルト州知事が当時の証しよう拠こを隠いん滅めつするため、ロッシーニ枢機卿をこの都市に呼び、フォルクマールに爆殺させた可能性がある」

　嘲あざけるようにふんと鼻を鳴らすギリアン──とことん州知事を嫌きらっている顔。

「馬ば鹿かげている」ニナ＝怒りの顔。「他に暗殺する手段は幾いくらでもあるのに、わざわざＡＰ爆弾で船ごと焼くだと？　証拠を隠滅する行動ではない」

「〈ローデシア〉に罪を着せるつもりだったとしたら？」グスタフ＝あっさり返す。「たまたまＡＰ爆弾が手に入り、今の事件を利用したとしたら？」

　日向＋乙＝無言──フォルクマールは州知事を守ろうとした──導いた結論／思わぬかたちで合がつ致ち／だがとても信じられず。

「何の証拠もない」ニナ＝一いつ蹴しゆう。「そもそも、保護拘こう束そく中のフォルクマールがなぜ拉ら致ちされ、殺害された？　その件についての調査は？」

「迅じん速そくにやっている。調査課の半数を割さいてな。フォルクマールが連絡を取った人物のうち最も疑わしい者を、ああして拘束した。なお、ケンジ・アリサワの叔母おばヨーコ・イマムラは日本人密輸グループを組織したことが判明している。そのルートは今も生きていて、ＡＰ爆弾と思われるものを運うん搬ぱんしていた。第二作戦部隊がそれにいち早く気づき、彼らを拘束したが、爆弾は運び去られた後だった。爆弾を盗んだのがあの日本人たちでも不思議には思わない」

「運搬は脅おどされてやっただけだ。中身も知らなかった」ニナ＝日本人たちを代弁。

「たまたま中身を知ったとすれば？」ギリアン＝小馬鹿にする／決めつける。「脅されていたからこそ反はん撃げきした。今回の事件から逃のがれるすべを求め、フォルクマールや州知事と手を組んだ。事件の主犯グループである〈ローデシア〉への打撃を試みるために。そうして爆弾を盗み出したものの、結局、州知事は自分を守るためにそれを使った。〈ローデシア〉に罪を着せるとはいえカトリックの枢機卿まで殺した。それで日本人たちは怖おじ気づいた。そしてフォルクマールを生け贄にえにし、州知事と手を切って、テロ犯罪に荷担する方を選んだ」

「出来すぎだ」ニナ＝苛いら立だつ──そう言う以外に反論の筋道がないことに気づく。

「ＭＳＳは州知事と結びつきが強すぎる。公平な捜そう査さができるとは思えない。この件については我々が調べる」グスタフ＝完全に断定口調。「それとは別に、第二作戦部隊から、そこにいるＭＳＳの特甲トツコー児童に脅されたという苦情が来ている」

「……オレ？」ぼんやり大人たちのやり取りを聞いていた乙＝暇ひまつぶしに脳内チップで情報検けん索さくしていたので反応が遅おくれる──ちらりとギリアンを見る。「なんかしたっけ？」

「我々の目の前でカタナを抜きました」ギリアン＝先生に言いつける優良な生徒の調子。「また、そちらの隊員からは、巻き添えになりたくないだろうなどと強圧的発言がありました」

「何を言っているんだ」ニナ＝それこそ馬鹿馬鹿しげにかぶりを振る。「さっき貴様から同じ言葉を聞いたぞ」

　グスタフ＝大まじめ。「遥はるかに強力な兵科を持つ組織として不適切な行こう為いがあったということだ。今後、そちらの隊員に監かん視しをつけることになるだろう。必要とあれば私がそちらの捜査に同行する。不適切な行為があると判断されれば、特甲転送に制限を設けることになるだろう」

「我々の捜査を止める気か」ニナ＝爆発寸前。

「一いつ緒しよに来んの？」乙＝けろりと。「じゃ、急いで行こーよ」

　グスタフ＝初めて見せる怪訝な顔。「急ぐ？」

「なんか見つかったって言ってるし」肩かたをすくめる──脳内チップを持つ者の余よ裕ゆう。

　コール音＝日向＋ニナ──二人が素す早ばやく電話に出る。「私だ」「俺だ」

「わかった」ニナ＝電話をしまう──グスタフへ。「トルコ系組織のソネルという人物を特定。網あみにかかった。監視の必要があると本気で思うなら速すみやかに同行を」

　デスクから腰こしを上げるグスタフ──うなずく。「適切な態度だ。では行こう。ギリアン少佐は引き続き日本人密輸グループのルート解明を。ＭＳＳの捜査が不適切であると判断された場合、彼らの仕事は全面的に君たちに任せることになる。人員を補ほ充じゆうしておきたまえ」







　　　　†




　第十デープ九区リング＝ヌースドルフ・ホーフ──最初にテストを受けた部屋＝テーブルに船の設計図。

　雛──ボーマンの命令＝遊覧船を吹き飛ばした爆弾の起爆装置の解明を手伝わされる。

　てっきり〈ローデシア〉がやらかしたと思っていた事件──どうやら違ちがうらしい。

「爆弾を盗んだくそったれの黒人が始末されたぞ」ボーマン＝とても嬉うれしそう。「州知事の元部下だ。州知事が枢機卿を吹っ飛ばしやがったんだ。なんでかって？　政治の世界にいる団員たちが、州知事の悪事の証拠を手に入れたからさ。それで州知事が証拠隠滅を命令した。あのクソ野や郎ろうが、証拠について知っている枢機卿まで殺したんだ」

「なんで船の爆弾を調べるのぉ？」警察の真似事をする犯罪者たちの滑こつ稽けいさに首を傾かしげる。

「解明して警察内部にいる団員に渡す。州知事を犯罪者にするためにな。そうすりゃ心おきなくやつを消せる」ボーマン＝州知事が自分たちと同じどん底まで落ちた上で殺されるところを想像している──本当に楽しそう。

　だが簡単にはいかず──ボーマンがどこからか手に入れてきた警察の捜査資料／脳内チップを通してＭＳＳの資料と照らし合わせる──恐おそろしく高度な〝道連れ爆弾〟と判明。

　特定の荷重で起爆装置が作動を開始──衝しよう撃げきでは作動せず／圧力でも作動せず／関係ないタイミングでは決して爆発せず──ある体重の持ち主がその場にいることを感知してはじめて炸さく裂れつ──複数の人間が乗り合わせてたまたま同じ体重になった場合なども作動しない。

　変なの──こんなの遠えん隔かく操作か時限爆弾でいいのに／なんでわざわざこんなことするのか全然わかんない──しかも発見されていない船の部品もあるのでますます難解なパズルに。

　それでも興味を惹ひかれて解明に励はげむ──気晴らし／やきもきする気分を紛まぎれさせるため。

　すでに終わらせている仕事──〈光〉の称しよう号ごうを持つ団員たちのもとへ送られた携帯電話。

　機械化キメラ・ウィルスの操作端たん末まつになるはずの携帯電話の全すべてに同じ起動コードを設定してやった──ＭＳＳにいた頃ころのシャーリーンの呼び出し用ＩＤナンバー。

　シャーリーンなら気づくはず──〈炎ほのおの竜人〉の称号を与あたえられた団員がＭＳＳにいた頃のシャーリーンの情報を知っていてひそかにコンタクトを取りたがっているのを察するはず。

　だが返事はなし／こちらを探さぐっている／調べている／ＭＳＳの罠わなじゃないか疑っている──最悪の場合とっくに潜せん入にゆうがばれていて偽にせの情報で撹かく乱らんされている／意味もなく壊こわれた船のパズルをやらされているのかもしれず。

　疑念に揺ゆれる心＝放ほうり出して耐たえる──爆弾魔まの特質＝入念な準備ののちじっと待つ。

　船のパズルに集中──遊覧船なので大勢のお客さんが乗る／万一にも人の乗り過ぎで事故が起きないよう設計／船体と水面の位置から船にかけられた荷重の総重量を量る装置がついていることをやっと読み取る──こんな大事なこと資料の一行目に書いておけばいいのに。

　ようやく、ぴんと来た──船の構造が最初にあってそれを利用して爆弾を設置した／最初から妙みように高度なものを作ろうとはしていなかった／船そのものを爆弾にしようとした。

　調べているうちに奇き妙みようなことに気づく──船のコネクターが発見されていない。

　河を遡さかのぼったり下ったりする遊覧船──バッテリーを使うのは河を遡るときだけ／下るときは省エネモードに／その切きり替かえコネクターが見つからないなんておかしい。

　空白が輪りん郭かくを浮うかび上がらせる──ＡＰ爆弾なんて大きなものを設置するために部品を外す必要があった／コネクターを外して爆弾を入れた／爆弾そのものをコネクター代わりにした。

　爆弾のスイッチ＝バッテリーのモード切替──これも船の構造を利用した。

　爆弾を作動させたいときは河を下ればいい──船を操縦することで起爆できる／爆弾のスイッチなんて持たずに済む／怪あやしまれずに済む──そう考えて壁にぶつかった。

　疑問──誰がそんな風に作動させたがったのか？

　枢機卿以外に誰か乗っていた？　だから怪しまれないようにした？　誰が誰に？

　ＭＳＳの資料──枢機卿は爆弾で死んでいない──狙そ撃げきで殺された。

　枢機卿以外に誰かいたとして、その人は船に爆弾があることについて枢機卿から怪しまれないようにする必要がない──爆弾で殺す気はなかった／狙撃銃で殺したのだから。

　荷重計測装置を利用した爆弾──船を破は壊かいするためじゃない／あくまで人を殺すため。

　だったら──この爆弾は枢機卿の他ほかに乗っていた誰かを吹き飛ばすためのものでは？

　だったら──怪しまれないようにする必要があったのは枢機卿の方では？

　だったら──枢機卿は自分を殺すとわかっている相手もろとも自爆したかったのでは？

　そんなことをボーマンに言ったら激げき怒どするに決まっている──せっかく州知事が枢機卿を殺したことにしたがっているのに／それでは枢機卿の方がキリスト教徒らしからぬ振ふる舞まいをしたことになる／命を神に委ゆだねるのではなく自分から銃じゆう撃げきと爆炎に委ねたことになる。

　そもそも自分の推理も眉まゆ唾つば物もの──なんで枢機卿の自爆を州知事の元部下が手伝うのか？

　混こん迷めいを深めるばかりのパズル──コネクターはなぜ抜ぬき取られたのか／他のものでもよかったはずなのに／辻つじ褄つまの合わないことだらけ──つい〈戦犯法ほう廷てい事件〉を思い出す／エレベーターが吹っ飛んで中にいた証人は死んだと思われた／あのときと同じような違和感。

　もやもや考えているうちふとボーマンと目が合う──何か言っている。「お前に仕事だ」

　電話をしていたらしいボーマン──ヘッドホンを外せと手振りで示す。

　必要ないのに──逆らうと面めん倒どうなので片耳だけ外す。「なに？」

「〈光〉の部隊からだ。例の携帯電話の一つの調子が悪いから取りに来て直せとさ」じろりとにらみつけるボーマン──住所を書いたメモをよこす。「呼ばれたのはお前だ。失態だぞ。俺の顔に泥どろを塗ぬるような真ま似ねをするな。さっさと行って謝ってこい」

　来た──シャーリーンからの応答──こくんとうなずく／メモを取る／回れ右して退室。

　会話を聞いている監視班にも雛の意図はわからず──電車に乗ってクロースターノイブルク方面へ／途と中ちゆうで隠かくしマイクが圏けん外がいに／田舎町で降車──駅のトイレで隠しマイクを外した／洗面台の下の化け粧しよう板いたを外す／中にマイクを放ほうり込んだ──位置を知らせる発信器だけ所持。

　都市の外れ──ウィーンの森に近い第二ライン十八区プレヒト──丘おかのふもとの屋や敷しき＝裏にワイン畑。

　屋敷のドアをノック──鍵かぎがかかっておらず──叩たたいた拍ひよう子しに、ぎいっと内側に開く。

　入る──暗くら闇やみ──積もった埃ほこり／板で塞ふさがれた窓／割れた電球──ようやく廃はい墟きよだと理解。

　埃に沢たく山さんの足あし跡あと──どれも同じ方へ／特定の部屋しか使っていない／足跡に従って歩く。

　あちこちに弾だん痕こん──血痕＝激しい銃撃戦の痕こん跡せき──腐くさった血の酸っぱい臭においが鼻をつく。

　そこら中にロウソクの形をした充じゆう電でん式の小さなＬＥＤライト──炎を模したオレンジの灯あかり／ゆらゆら揺れる──安っぽい遊園地のお化け屋敷さながら。

　壁かべの穴や窓を塞ぐ板の隙すき間まから入ってくる光がレーザーライトのように暗い屋内を横切っている──光の一つが壁の額がく縁ぶちを照らしている。

　額縁の写真＝いかつい男たち──『ムージル一家』の文字──ニュースで見た記き憶おく／ＭＰＢの作戦で壊かい滅めつしたハイテク・マフィア／どうやらその本ほん拠きよ地ち──ボスのムージルの屋敷。

　足跡を追って広々とした空間に到とう着ちやく──元は何の部屋かわからず／ちぐはぐな感じで置かれたソファ・テーブル・椅い子す・置物・壁時計──まだ使える家具を適当に集めた。

　暗がりに大きな長方形らしい箱がぼんやり見える──板でぴったり覆おおわれている窓＝壁と区別がつかず──テーブルの上でロウソクの形のライトが三つ／一つは充電切れ。

　ゆらゆら揺れる灯り──そのそば＝ぽつんと置かれた携帯電話。

　物音がしないかとヘッドホンを外す──耳を澄すませる／誰かがいる気配はなし。

　歩み寄って手を伸のばす──ポケットに入れる／きびすを返す──視線に出くわす。

　入り口脇わきの壁──気配もなく立っている少年──誰もいないと思っていたのに。

　雛＝息を吞のむ／悲鳴を吞み込む／恐きよう怖ふが足先から頭のてっぺんまで駆かけ抜ける──涙なみだ目め。

　少年＝腰まで伸びた黒くろ髪かみ／間から覗のぞく緑の瞳ひとみ／汚きたならしいシャツとズボン──微び動どうだにせず／意思も知性もないカカシのよう／目だけぎょろりと動く──雛を見つめる。

『不気味』とかそういうタイトルのホラー小説の表紙を飾かざって人気を博しそうな少年──いきなり無線通信＝ノイズまみれ。《偶像崇すう拝はいに翻ひるがえった都市をことごとく燃やしなさい》

　意味不明──雛＝答えず／動けず／どうしていいかわからず──ひたすら聞こえないふり。

　少年──半開きの口／糸を引いて垂れ落ちる涎よだれ／本人に気づいた様子なし。

　その目──ぎょろりと右を見る／左を見る──雛の背後を見る。《起こしちゃった？》

　雛の背後──ぎいっと何かが軋きしむ／開く／ばたんと放り出される──何かが身を起こす。

　恐ろしすぎて絶対に振り返りたくなかったが今すぐ危険を把は握あくすべきだという生存本能が無理やり振り返らせる──強こわばった首を回す／奥の暗闇を視界に収める。

　先ほど見た長方形の箱──棺かん桶おけ──開いた蓋ふた＝その中から歩み出る少年──見覚え。

　恐怖でおしっこをちょっと漏もらしたが恥はずかしいとも思わなかった──彼らが笑って見み逃のがしてくれるなら盛せい大だいに失禁しても一向に構わないと心の底から思った。

　棺桶の中にいた少年＝銀がかったブロンド／淡あわい灯りを映す青い瞳／暗くて冷たい場所で保管されていた陶とう磁じ器きのように滑なめらかで白い肌はだ──桃もも色いろの唇くちびるが浮かべる夢見るような微び笑しよう。

　少年の右手にバイオリンと弓──びいん、と緩ゆるみきった弦げんの異様な響ひびき。

　黒い染しみだらけのジャケット／ズボン／サスペンダーに青い馬のバッジ──事件が始まる前に水無月になぜ自分が青い馬について質問したのかやっとわかった。

　バイオリンの少年──〈戦犯法廷事件〉で遭そう遇ぐうした悪夢──特甲猟兵。

「僕は白シラ露ツユ」静かな声──暗闇で吸きゆう血けつ鬼きが浮かべる凍いてつく笑えみ。「君は誰？」

「うぇ……」涙声──這はいつくばって命いのち乞ごいする五秒前といった哀あわれさ。

《名前はカミル・ヴィーデマン。シャーリーンに言われて携帯電話を取りに来た〈ローデシア〉の子》カカシ少年──目をぎょろぎょろさせながら解説。

「携帯電話？」

《シャーリーンがここに置けって言った。君を起こしちゃ可か哀わい想そうだって言ったけど》

「構わないよ。食事の時間だし」じっと雛を見つめたまま──お前がその食事だというよう。

　雛＝返事もできず──恐こわくてがちがち歯を鳴らしそうになるのをやっとのことでこらえる。

《陸リク王オウが来たよ》

　部屋の外でどかどか乱暴な足音──そこらのものを蹴けり飛ばしながら接近／到とう来らい。

　ぎざぎざの髪型の少年＝剣けん吞のんそのものの暴力的雰ふん囲い気き。「あ～？　このちっこいのがシャーリーンがゆーとった、ＭＳＳの接続官コーラスかもしれんゆ～やつかァ？」

　ぞっとなる──シャーリーンにそう解かい釈しやくされた／パンク姿の少年／思考停止しかける／どうにかして正気を保つ──なんとか小さくかぶりを振る。

「違うんかァ？　じゃァ～なんでシャーリーンのこと知っとんのじゃ」噴ふき出す殺気──いきなりトーンの違う声。「やっぱ罠じゃないかァ、兄ちゃん？」さらに別の声。「気をつけェよ兄ちゃんら～、そこらに公安のやつらがおってもおかしゅーないどォ」

　次々に別の方を向いて三人分の会話をするぎざぎざ髪の少年──狂きよう気き度抜ばつ群ぐんの様相。

　この場にいる誰ともどう意思疎そ通つうしていいかわからず／話を聞いてもらえそうな者は一人もおらず──絶望のあまりすすり泣きそうになる／泣けば許してもらえるとも思えず。

「落ち着けェ、秋水、剣～。そこらに誰かおるかァ、光ミツ葉バよォ？」

《誰もいないよ。この子だけ。通信もしてない》

　きっと隠しマイクを捨てていなかったら問答無用で殺されていた──へたへたと座り込みそうになる／死力を尽つくして耐える／思考をフル回転──いつの間にか真っ黄色に染まる空間で生き延びるすべを探す。

「おゥ、おどれの話じゃコラぁ。黙だまりくさっとらんで、なんかゆーたらどーじゃァ」

　雛＝震ふるえる手でズボンのポッケをまさぐる──財さい布ふを差し出す。

「あァ？」ひったくる──中を見る／電車のパス／学生証／カミル・ヴィーデマンの偽ぎ装そう。「これがどォしたんじゃ。シャーリーンのことォ説明せんかいや」

　バイオリン少年が微笑ほほえみながら近づく──微動だにしなかったカカシ少年が一歩前へ出る。

　とっくに導火線に火がついている三人の少年たちに囲まれる──かつてない恐怖。

《今、信号が出た》カカシ少年がぎょろりと財布に目を向ける。《位置を知らせるトランスポンダーの信号。財布に追跡装置》

　ぎざぎざ髪の少年が財布を探さぐる──カード型の発信器を抜き取る／ぎらぎらした目。「こんなァ、やっぱＭＳＳのスパイかァ？」

　雛＝恐怖で意識が遠のきそうになる──目で必死に哀あい願がん／こぼれ出す噓うそ。「イギリス」

　ぎざぎざ髪の少年が眉まゆをひそめる──バイオリン少年が面おも白しろそうに雛を見つめる。

《イギリスの諜ちよう報ほう機関が〈インフィニティ〉の子をスパイにしてた》カカシ少年──雛がＭＳＳで聞いたばかりの情報を代わりに告げてくれる。《手術台ごと犠ぎ脳のう者を奪うばおうとした》

「おォ～、あの脳なしを逃にがした連中かァ」がりがり頭をかく──別の声。「あんならァ、アフリカにもぎょうさんおったのォ。どこにでも出よる虫みたいな連中じゃァ」また別の声。「ＭＳＳの内部情報も知っとって不思議はないちゅーことかァ。イギリスのスパイどもが、このちっこいのんにシャーリーンのこと教えたーゆーんかァ？」

　雛＝否定も肯こう定ていもせず──涙を浮かべながら本心から哀あい訴そ。「逃げたいのぉ」

　沈ちん黙もく──おどろおどろしい空気──頭から押し潰つぶされてぺしゃんこになりそう。

　異様に喉が渇く──足もとをさっきまでいなかった黒い虫がかさかさ音を立てて走る。

　燃えるがごとき黄色さ──ぶんぶん鳴りっぱなし──本能がしきりに警告している。

　彼らに近づくな／間ま違ちがっても触れるな──彼らの内部で増ぞう殖しよくする何かに感かん染せんするな。

　カカシ少年の口からまた涎が垂れる──脳力の限界を超こえた接続のせいで喋しやべるという脳機能が麻ま痺ひした／口から全身へ〝痛覚のオフ〟が広がった──カカシのように無感覚に。

　バイオリンの少年──白い滑なめらかな肌に何かが浮かぶ／血のような赤あか錆さび／フロー状態による外的解かい離り性ビジョン──体がブリキで出来ていてどんどん錆びていくという幻覚。

　雛＝茫ぼう々ぼうたる心の防ぼう壁へきで必死に己おのれを守る──ふと気づく──三人とも無線通信で相談中／おそらくシャーリーンやサードアイと──雛を死刑にするかどうか話し合っている。

「特甲トツコー児童なら殺せェーゆー話じゃったけどのォ」陸王＝残念そう──財布に発信器を入れ直す／突つき返す。「ま～ええ。ＭＳＳもＭＰＢもワシらを知っとるけェ、おどれが特甲児童なら、とっくに特甲を転送しとるはずじゃァ。後はその携けい帯たい電話で連れん絡らく取れ～ゆーとるわァ。イギリスの連中から、どーすりゃァ逃げられるか訊きいてみぃー」

　雛＝おずおず受け取る──強ばった足で進む──地じ雷らい原を歩むように慎しん重ちように出口へ向かう。

　喉のどの渇かわきが消える／虫の気配が遠のく──代わりに鼻をつく腐った血の臭い。

　廊ろう下かへ出る──おどおど振り返る──暗い部屋から見返す三人／うち二人の服に黒い染み／今さらそれが血の染みだと理解──彼らにはその色も腐ふ臭しゆうも認にん識しきできていない。

　雛の顔も忘れてしまった──日に日に何かが欠落してゆく者たち。

　今にも後ろから襲おそわれるのではないかと怯おびえながら屋敷を出た──とぼとぼ歩いた。

　駅のトイレ──隠しマイクを再び装着／恐怖のぶり返しでぽろぽろ涙がこぼれる。

　電車に乗る──精神疲ひ労ろうで眠ねむりかけた／受け取った携帯電話＝表示なし・データなし・携帯電話の形をした爆ばく弾だんでもない──真っ白な画面を見ながら考えた。

　相手は特甲児童であるというだけで殺す気でいる──どうやって敵意がないと示そう？

　特甲児童として彼らの側についた場合どうなるか──あの三人のようにはなりたくない。

　シャーリーンの今の生活はどんな感じなんだろう──男と逃とう走そう／平然と都市にカムバック／攻こう撃げきの意思を抱いだいて──やり甲斐がいがなければシャーリーンはそういうことはしない／ということはけっこう幸せなのかも。

　でも自分はテロに加わるとかそういう気は全然ない──ただ逃げたい。

　特甲児童としてシャーリーンを頼たよれば働かされる／〈ローデシア〉でそうさせられているように──カミル・ヴィーデマンでよかった／イギリスの諜報機関がスパイ作りとかしてくれてて本当によかった──ちょっと爆弾作りが得意なだけの少年で通す──最後まで。

　電車が到着──ホームに降りる／着信音──メッセージ＝『槍やりを取れ』＝リンク付き。

　なんだろう──リンクからアクセス──〈ローデシア〉の隠しサイトの一つ＝何かの作戦。

　ホームのベンチに座る──作戦の内容を読んで立ち上がれなくなった。

　暗殺計画＝〈フンディングの槍〉作戦──槍＝フォークの他ほかに暗殺も意味する団の隠いん語ご。

　そのターゲットとなった少女の画像──ふてぶてしい笑み／ＭＰＢのロゴ入り衣い裳しようを着てキャンペーン中の姿／はっきり思い出す──〈戦犯法ほう廷てい事件〉でともに戦った小隊長さん。

　ＭＰＢの特甲児童──涼月・ディートリッヒ・シュルツ＝〈ローデシア〉を捜そう査さ中。

　待ち構えて殺せ──そのための爆弾を作れ／作戦に志願しろ──そうすればお前の願いを聞いてやるというメッセージ。

　ぼんやり宙を見つめて自分に訊いた──頭は真っ白／心も疲労で麻痺／だがどこか遠い宇宙の彼方かなたで神様に近い場所にいるらしい見知らぬ自分が厳おごそかに返答を寄よ越こした──やれ。




　　　　†




　第二ラオヒ十五エンシユ区マオスの東──スロバキアとの国境付近。

　閉へい鎖さされた冷戦時代の基地──今は民間企き業ぎようのものに／再利用のため工事中／企業の株主の一人──シディカ・シェン＝トルコ系組織の隠れ蓑みのとしてそこら中で使用されている名前。

　ぼろっちいフェンスで囲まれた場所──木や草が生おい茂しげっている──老ろう朽きゆう化したコンクリートの建物／周囲に沢山の大型タイヤの跡あと／おんぼろ乗用車二台が半はん端ぱな角度で停とめてある。

　裏手＝施せ錠じようされたシャッター──データでは貯蔵庫／地下通路／戦せん闘とうのための坑こう道どう。

　包囲──戦術班の軍用機体〝カブトケーフムシエル〟×三──日向＝運ばれたアームスーツ＝初実戦。

　ニナ／捜査班＝迅じん速そくに接近──乙＝ＭＳＳの車で待機──グスタフ＝車の横で捜査を観察。

　突とつ入にゆう──表／裏／側面の窓──反応／反撃＝なし。

　捜そう索さく──地下通路／貯蔵庫──空から振ぶりの報告＝車内の通信機。《貯蔵庫は無人。同形の大きな何かが置かれていた跡が七つ。ＡＰ爆弾かもしれん》《地下通路は無人。坑道は塞ふさがれている。別の地下道に続いていないか調べる》《表の車に乗ってたやつはどこに行った？》

「空振りのようだ」グスタフ＝採点する教師のような態度。「ＭＳＳの捜査には重大な見落としがある。信しん頼らいできる捜査ではない」

　乙──真っ白い歯でロリポップをガリガリ掘くつ削さく／開けっ放しの車のドアから身を乗り出す／暇ひまつぶしにグスタフに話しかける。「ねー、なんでオレの邪じや魔ますんの？」

「邪魔？」怪け訝げんそうに振り返る。

「オレの働くとこ見たいんでしょ。なんでオレだけ座ってんの？」

「脅きよう威いが確認されるまで転送兵器は前衛に出すべきではない」子供相手にこんな説明をしてもどうせ通じないという調子。「未成年がこのような現場にいること自体、間違っている」

　きょとんとなる。「間違ってるなら、なんでオレここにいんの？」

　やれやれという感じで体ごとこちらを向く。「〝包ほう括かつ的国土防衛〟政策は知っているか？」

　それくらい知ってるぞというように胸を反らす。「みんなで国の守り方を考えて、首相が決めるってやつっしょ」

「国防省、内務省、通商産業省、教育文化省のそれぞれの防衛対策部門が立案し、首相官かん房ぼうが統とう括かつする」答えたのにいちいち言い直す。「中でも通商産業省が、機械化児童と転送兵器の戦術的利用を提案した。純じゆん粋すいに経済効率のみを根こん拠きよにしてな」

「ケーザイコーリツ？」

「安く済ませるということだ。機械化は年ねん齢れいが上がれば上がるほど費用が倍増する。転送兵器と組み合わせると、さらに費用が跳はね上がる。訓練のための費用をふくめると、十代と三十代で十二倍もの差が出る。三十代の転送兵を一人育てる費用で、十代の転送兵が十二人育つ」

「オレたちって安いんだ」

「馬ば鹿かげた理り屈くつだ。今より脳の研究が進めば差はなくなる」

「脳？」

「問題は、機械を肉体として認識する接続能力だ。転送兵は、銃じゆう器きを手足として認識することで、かつてない戦術的存在となる。だが成長した脳は本来の肉体をなかなか忘れない。だから未熟な脳を使う。そんな馬鹿な理屈は、いずれ脳機能の解明とともに消え失うせるだろう」

「ふーん」男が何にこだわっているのかわからず──脳みその謎なぞがすっかりわかったところでやっぱり子供の方が安くつくんじゃないかと思ってしまう。「ねえ、子供が嫌きらいなの？」

　グスタフ＝ややぽかんとなる──鉄てつ壁ぺきの無表情が微び妙みように揺ゆらぐ。「そういう意味で言っているんじゃない。国際的に少年少女兵が禁止される傾けい向こうにある今このとき、労働児童を戦地に送り込むなど許されるべきではないということだ」

「でも、そーしてるんでしょ？」ますますわからず──機械化されなくても十六歳で兵士になれてお給料をもらえる国じゃん。

「嘆なげかわしいことに、そうだ。守るべき子供に銃を持たせ、自分たちを守らせる。そんなことをいつまでも許してはおけん」

「ふーん」男の淡たん々たんとした口調のせいで本気かどうかわからず──それともこの人、本気で思ってることしか口にしないのかも。「じゃ、子供が好きなの？」

「そういう問題でもない」やれやれという調子──無表情さがさらに揺らぐ／苦く笑しように似たものが口くちの端はしに浮うかぶ。「今はローマ時代じゃない。成人した全すべての者は、等しく未成年の保護を心がけるべきだ。それが現代の正しいあり方だ」

　とことん堅かた苦くるしい──だが悪い人じゃないということがなんとなくわかってきた。「じゃ、オレが危なくなったら守ってくれんの？」

「君だけじゃない」

「なんか頼りなさそう」悪い人じゃないと判断した途と端たん、ずけずけモードで言い放つ。

「君の上官に、ひけをとるつもりはない」むきになるかと思いきや苦笑が微び笑しように。「だがそれ以上に、私なら君を前線から安全な場所に移せる。適切な教育と将来を考える時間を与あたえられる。そうした決定に関する権限を私は持っている」

「ふーん」ぴんと来ず──男の言うことはきっと正しいのだろうとも思う／でもやっぱり今の生活や現実とかけ離はなれすぎていて共感が湧わかない。「オレ、このお仕事、嫌いやじゃないよ」

「素質があることは報告書を読めばわかる。だが君はもっと多くの選択肢を持つべきだ──」

　ガリガリ何かをひっかくような凄すさまじいノイズ音が遮さえぎる──ついで電子の絶ぜつ叫きよう＝車の通信機。《アアアアアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイイイ──!!》

　息を吞のむグスタフ＝車内に屈かがみ込んで通信機に手を伸のばす──空むなしく機器をいじる。

　乙＝ノイズに構わず──脳内チップ／顎がつ骨こつに移植された通信機／いずれもノイズなし＝万ばん全ぜんの電子防護──周囲に素す早ばやく目を走らせる──天性の対応力／ドージョー通いのたまもの。

　視界の隅すみで閃せん光こう──目の前にあるグスタフの胴どうを右みぎ腕うでですくい上げた／左手のカタナをしっかり脇わきで挟はさむ／グスタフが何かわめくのをよそに肩かたに抱かかえて走る──跳とぶ。

　着地＝建物の陰かげ──開いた窓へグスタフを荷物みたいに放ほうり込む＝ぐえっという声。

　激しい掃そう射しや＝停とめられていたおんぼろ乗用車×二台から──閃光とともに車体が変へん貌ぼう。

〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉のときに現れた転送兵器──車輪つき脚きやく部ぶ×六／兜かぶとみたいな形状のボディ／一眼式探査装置／ボディから突き出た円えん筒とう──歩いて走るトーチカ〈ギガントマキア〉×二台。

　円筒に幾いくつも銃眼＝激げき烈れつな火線──ＭＳＳの車両数台がまたたく間に残ざん骸がいに。

　裏手のシャッターから飛び出す戦術班の軍用機体──被ひ弾だん／反撃──ノイズでザーザー濁にごる通信＝ニナ。《転送兵器が出現！　待ち伏ぶせだ、周囲に気をつけろ！》

　乙＝低い姿勢で目を走らせる──木々の間／突撃銃や携けい帯たいミサイルを抱えた男たち／横一列に接近／さっと数えた──七人／きっと建物の反対側にも同じくらいいる──完全包囲。

　身を起こして窓から覗のぞき込む──ちょうど膝ひざ立だちのグスタフが銃を抜ぬいたところ＝目が合う。「待ち伏せだってさ。危ないからそこにいてよ」

「待て──」何か言いかけるグスタフ／銃撃音が遮る／建物への一いつ斉せい射撃──銃弾が開いた窓から飛び込んでくる。

　乙＝とっくに身を低めて疾しつ走そう──建物の壁かべ沿い／ほとんど直角に転進／茂みに飛び込む。

　木々の間へ──跳ぶ／木の幹を蹴ける／宙で身を翻ひるがえす／ひらめくスカート。

　狙ねらい通りの放物線──突撃銃を構えた男の一人＝目を上げる／ぎょっとなる／視界に水色の縞しま柄がらパンツ／直後にエナメル靴ぐつのかかとが顔面を直撃──物も言わず真後ろへ吹ふっ飛び昏こん倒とう。

　着地＝片膝立ち／くわえたままのロリポップ──自分たちのど真ん中に舞まい降りた少女に仰ぎよう天てんして振り返る男たちへ──体勢を整える間を与えず迅速に迫はく撃げき。

　目前の敵とすれ違う／二人目とすれ違う／最も遠い三人目の顔面へ左手でカタナの柄つか頭がしらを突き込む──強烈な柄当て＝吹っ飛び昏倒──カガミ流カタナの近接戦闘＝〝違たがえ〟の型。

　銃を構える人間の特性──前方へ集中／重心固定／銃の反動に備えて体幹と腕を固定／左右の射撃範はん囲いは腰こしから上をひねる範囲内──真横を通り抜けるものへは瞬しゆん時じに対応できず。

　銃で武装した集団の特性──直線上に標的と味方が重なるとほぼ発はつ砲ぽう不能に。

　すれ違ちがった二人が慌あわてて振り向く／乙の方が遥はるかに迅速に二人を振り向く──乙と二人が直線上に＝他の者たちは乙を撃てず。

　目前の男へ切迫＝突撃銃の重心を支える手の指を柄でぶっ叩たたいて跳ね上げた──指が何本か折れる／銃口が宙を泳ぐ／狙いを定めるすべを失う──懐ふところへ潜もぐって右みぎ肘ひじを胸に叩き込んだ＝昏倒──〝銃つつ払ばらい〟一の型。

　くずおれる男を肩で突つき飛ばす──最初にすれ違った男がもろにぶつかる／体勢が崩くずれる。

　半端に突き出た銃身──右手でつかむ／引っ張る／前のめりになる男──がら空きの顎あご。

　左手でカタナの柄を突き上げる──柄当て＝下から男の顎へ柄の先せん端たん＝カシラを叩き込む。

　カタナのアッパーカット＝昏倒──〝銃つつ払ばらい〟二の型。

　残り三人──前方の二人が携帯ミサイルを所持／撃てば仲間や自分ごと吹き飛ばしてしまうので慌てて地面に下ろす──ストラップで肩からかけたサブマシンガンを構えようとする。

　反撃のための動作が多いその二人と次々にすれ違う──後方の一人が乙を撃つため右へ。

　銃の狙いをつける余よ裕ゆうを与えず切迫──突撃銃を鞘さやで払はらった／男が銃身を戻もどす／銃の重さのせいで銃口が弧こを描えがく／銃身の下へ身を低めて素早く潜り込む──〝笠かさ子ご〟の型。

　下から男の肘とショルダーホルスターの間に柄を差し込む／右手で柄を握にぎる──バルブを回すように右へカタナを百八十度以上も回転──容よう赦しやないテコの原理＝男の銃を持つ方の肘が上がって脇が丸見えに／銃身が上下逆さまに／肩かた関節がごきんと外れる／本当なら刃はを抜いて大事な血管とか切るけどそのまま横よこ倒だおしに──〝十じゆう文もん字じ〟の型。

　柄から右手を離す──引き金を引くこともできず痛くて絶叫する男を放ほうり出す／サブマシンガンを構える男たちへするする直進──前方にいた男とすれ違う。

　後方にいた男＝味方を撃たないよう右へ移動＝反射的──グリップを握る手がある方へ動く──銃を固定し衝しよう撃げきに備えるという射撃体勢にある者に特とく徴ちよう的な重心移動──体たい捌さばきという観点からすれば次にどう動くか丸わかり／どこをどうすれば倒れるか見るも明らか。

　左手＝逆手に握る鞘で銃身を払う──銃口が向く方へ重心が崩れる／重心を元に戻そうとする／その動きに合わせてカタナを突き込む──鞘の先端＝コジリが男の肩の付け根を打つ。

　しっかり銃を構えようとする限り両手を縛しばられているも同然の体勢──バランスを取れず棒みたいに後ろへぶっ倒れた。

　さっと振り向く──遅おくれて振り向いた男が銃の狙いをつける前に型を反復──銃身を払う／重心が崩れる／元に戻そうとするところをひょいと突く──面おも白しろいようにひっくり返る。

　本当はここで倒れた順に二人を次々に殺す──〝蝶ちよう番つがい〟の型。

　でもそんな必要ない＝鞘に収めたまま大上段に振りかぶった──ばしん・ばしん──前・後ろ──機械仕じ掛かけの腕わん力りよくでぶっ叩かれて二人とも電撃を食くらったように白目を剝むいて昏倒。

　制圧完了──最初の男を蹴り飛ばしてから三十秒とかからず──センセイに教えてもらった技術がしっかり身についていることが証明できて大満足──木々の間から建物の方を見る。

　撃ちまくる敵の転送兵器×二──だが過去の戦闘経験のたまもの＝〝カブトケーフムシエル〟×三が連れん携けい／撹かく乱らん／迎げい撃げき──隙すきを突いて日向のアームスーツが突進＝ヒット・アンド・ウェイ。

　アームスーツの攻こう撃げき／銃撃／至近距きよ離り──敵の探査装置や脚部を確実に潰つぶす／距離を取る／鈍どん重じゆうそうな外見の水牛型アームスーツが舞い踊おどるように身軽に動き回る──惚ほれ惚れした。

《どこだ、〈青ザーいフイ火ア〉！》ノイズ混じりのニナの怒ど声せい。《なぜ迎撃しない──！》

《してるっしょ》呆あきれる──自じ慢まんげに。《森で七人やっつけたし》

《報告しろ》呆れられる──ノイズが収まってゆく＝解かい析せき課の働き。《なぜ特甲トツコーを転送しない。情報汚お染せんで転送不能なのか？》

《必要なさそうだったし。殺すことないっしょ？》囓かじり終えたロリポップの棒をぷっと吹き捨てる──片手でポッケから新しいものを取り出す／カラフルな包装紙を剝く＝手慣れた所作。

《七人とも生存してるのか？》意外そうな声。

《うん》当然のように返す──甘味の塊かたまりをくわえてガリガリ囓りながら建物へ疾走。《逮たい捕ほしよーよ。その方が爆ばく弾だんの場所もわかるし。そっちも敵が来てんじゃないの？》

《西側から襲しゆう撃げき者が八名。二名射殺、六名が接近中だ。お前はあの兵器を制圧しろ》

《日向たちなら楽勝っしょ？》窓からグスタフが外の様子を窺うかがっている／目が合う／にっこり笑って手を振る／グスタフの呆あつ気けに取られた顔──走り去る。《こっちの建物の中にグスタフさんがいるから守ってあげてよ。オレがそっちやるから》

《グスタフ調査官に遠えん慮りよする必要はない。明らかな脅威の出現だ。特甲を転送しろ》

《いーじゃん。たまには特甲なしでもさ》

《なんだと？》珍めずらしくぎょっとした調子。《いったい何を言ってるんだ、お前は》

《ワニが静かなんだ》建物の反対側──銃声／木々の間へ／いつものドキドキとは全然違う別の楽しさが込み上げてくる。《ねー、やらせて。オレの中のワニをどうにかできるかも》

《非常事態だぞ》叱しかるべきかやらせるべきか迷う声。《せめて〈飾り耳オーア〉や装甲を身につけろ。万一にも流れ弾だまでお前を失うようなことがあっては長官に申し訳が立たん》

《了解ヤー》元気に返答＝許可が出たと判断──跳んだ。「転送を開かい封ふう」

　部分転送──頭部を守る〈飾り耳オーア〉だけ／抗磁圧のヘルメットを最小限に設定／空気を感じたかった──敵の気配／木々や地面の存在／機械の手足や甲だけでなく──自分の周りにある全てのものと接続できる気がした。

　木の幹を蹴る・蹴る・蹴る──前進して建物を取り囲んでニナたちの退路を塞ふさごうとしている六人の頭上を跳び越こえる──とっくに乙が叩きのめした七人と連携しようとしている集団。

　しんがりでライフルを構えて進む男──背後に着地＝大声で喚わめいた。「わあああああーっ！」

　驚おどろいて飛び上がる六人──しんがりのライフルが向けられる／さっとカタナの鞘で銃身をすり上げる／拍ひよう子しに男が遥はるか頭上へ発砲／射撃の反動で体勢が大おお崩くずれ／尻しり餅もちをつく前に鞘を薙なぎ払った──がつん＝側頭部＝一発で昏倒。

　走らず歩みゆく＝ジグザグ──〝捲まくり〟の型──前面に五人の敵勢──正面の男が銃じゆうの狙いをつける前に鞘のコジリを胸に突き込んで吹っ飛ばす＝昏倒──くるりと方向転てん換かん＝左側の男の顔面へ柄打ち＝昏倒──くるりと方向転換＝右側の男の胴を鞘で払う＝昏倒。

　三人がばたばた倒れる──誰だれも撃てず／乙の動きを追えず／掃射すると味方を撃ちかねず。

　くるりと方向転換＝奥の左側の男の首筋へ鞘を打ち下ろす＝昏倒──くるりと方向転換＝奥の右側の男の突とつ撃げき銃を鞘ですり上げる──型の起点に回帰──男が発砲／体勢を崩す／しんがりの男にそうしたように鞘でぶっ叩いて昏倒させようとした。

　空振り──男＝発砲の反動に合わせて後方へ身を投げ出す／突撃銃を放り出す／ごろごろ転がる／距離を取る／素早く膝立ちに──見事に体勢を整え直す──たったそれだけの動作でとてつもなく体力を費ついやしたような荒あらい息／激しい憎ぞう悪おのこもった目。

「ちくしょう、ＭＳＳの魔女カデイが」男──精せい悍かん／五十代／アメリカのバイカーみたいな黒革かわのジャケット／腰の両側にホルスター＝どちらも大口径のリボルバー──目の前の地面に盛せい大だいに唾つばを吐はく＝相手を蔑さげすむというより少女が近づかないための魔ま除よけのよう。「訳がわかんねえぞ、なんだってこんな所にいやがる。てめえの特甲はどうした」

　自然と伝わってくるもの──男の悔くやしさ／意表を突かれてプライドが傷ついている／入念な計画を崩されて怒おこっている──ぴんと来た。「そっか。オレが特甲で飛ぶの待ってたんだ」

　記き憶おく──人工衛星が落ちた森──〈アンタレス事件〉＝鳳が狙そ撃げきされた／待ち伏せされた。

「ねえ、どっちがいるの？」無意識に声が冷たくなる──心の奥でワニが笑む／凶きよう悪あくな笑い声が響ひびき出す。「ロートヴィルト？　ホイテロート？　どっちがオレを撃つはずだったの？」

「食い残しにこだわってる方だ」にやり＝黄色い歯を剝き出しに──ゆっくり立ち上がる。

「ふーん」チクタク・チクタク＝機械仕掛けの鼓こ動どうが響く──カタナの鞘に巻き付けていたベルトをほどく。「おじさんの名前はなんていうの？」

「ソネルだ」撫なでるような動作でさり気なく両側のホルスターのフックを外す／両手の力を抜いてだらりと垂らす。「〈キプロス＝トルコ自由戦士団〉の戦士たちに日々の糧かてと武器を運ぶ男だ。俺は何でも運ぶ。お前たちクズどもをここに運んだのも、この俺だ」

「ヤマモトを脅おどした人？」ベルトを腰に巻く／固定する──柄に右手を添そえる。

「親切に警告してやったんだ」また大きな音を立てて唾を吐いた。「あのガキは自分で自分をあの世に運んだ。あのガキが撃ち殺されたお陰かげで、他の日本人のガキどもは従順になったがな。やつらが、ここにあったＡＰ爆弾を運んだんだ」

「ふーん」右手で柄を握った──『助けて！』の文字が柄の内側で熱を帯びるようだった／鞘の内側で刃が灼しやく熱ねつの炎ほのおをやどすようだった。「ねえ、もっと話を聞かせてよ」

「お前の墓に向かって喋しやべってやる、子供の姿をした魔女カデイが。俺が本当に得意なのは、お前のように冒ぼう瀆とく者の命をこの世から運び出し、地じ獄ごくの番人に手て渡わたしてやることだ」

「やってみたら？」

　今にもワニの笑い声が響き出すのだと思った──だが代わりに訪おとずれるかつてない静せい穏おん。

（──克服せよ）

　カタナを通して誰かが呼び掛かけてくれている／モリサンが微笑ほほえんでくれている／見守ってくれている──今ここでこうすることが、ワニを静かにさせる以上に、ワニがなんであるか知るすべにつながっているのだという強い気持ちに満たされる。

　囓り終える前のロリポップをぷっと吹き捨てる／重心調整／低い姿勢──抜ばつ刀とう体勢。

　建物の方で起こる戦せん闘とうの音が遠のく──静けさに包まれる／なのに周囲の何もかもが伝わってくる／目の前の男の呼吸ばかりか鼓動さえも感じ取れる／自分に殺意を抱く存在の何もかもが手に取るようにわかる。

　ソネル＝極度の精神集中──目が虚うつろに／唇くちびるが半開きに／全身の筋肉がただ一つのことに向けて整えられる──訪れるべくして訪れる刹せつ那なのときを迎むかえるために。

　ソネルの右手が消えたようだった──滑なめらか・正確・迅じん速そく・苛か烈れつな一撃──馬鹿でかい銃を握る手が魔法のように出現して引き金を引いた。

　乙＝一個の刃になった感覚──手にした刃と接続される感覚／まるで生まれたときから身に備えていたもののように──あるいは自分以上の存在に完全に接続される感覚＝いかなる悪行をも永遠に断たち切ってしまうミョーオーサマの手に委ゆだねられたワザモノに変へん貌ぼうする自分。

　火線の閃ひらめき／銃声の轟とどろき──どちらも乙の足のずっと下方で発生。

　機械仕掛けの跳ちよう躍やく＝ほぼ垂直──高く宙を舞いながら抜刀していた──工業製品なみの鋭するどさと強度を誇ほこる熾し烈れつな刃──頭上へ振ふるった。

　かっと火花──ぎん、と何かを断つ音──男の銃撃に合わせて頭上から飛びかかってきた鋼鉄の四し肢しを持つ存在──そちらも見ずに斬きり払った。

　コンマ数秒＝ソネルの目が上を向く／消えた乙を正確に追う／銃口をそれよりやや下の角度で正確に固定──降下する乙へ必殺の一撃を叩き込むため柔やわらかに引き金を絞しぼろうとする右手の手首から先が、本当に消えた。

　乙──一いつ閃せん＝頭上へ──一閃＝左手を柄つかに添えて下方へ──〝氷柱つらら斬り〟＝本来はカタナで敵の銃を跳はね上げ、すかさず敵の足を斬って戦闘不能に。

　ふわりと着地──くるりと転進／するする進む／振り返る／抜ぬき放った白はく刃じんをぴたりと構える──敵が他ほかにもいる想定＝油断なき〝残ざん心しん〟の構え──返り血など一いつ滴てきも浴びぬ足の運び。

　ソネル＝言葉にならぬ絶ぜつ叫きよう──斬ぎり落とされた手首をもう一方の手で握る──ひざまずく。

　頭上の敵＝灰色の中国服が着地──ぐねぐね動く四肢＝蛇じや腹ばらの刃──右みぎ腕うでが半ばから消失。

　カタナに切断された男の右腕──くるくる宙を舞まってようやく乙の背後の茂しげみに落下。

　脳内チップでデータ照会＝蛇腹の四肢＝〈蟲チオン〉──ずっと木の幹にへばりついていた。

　仲間がいっぱい降ってくる気配はなし──自然と伝わってくる──連れん絡らく役・監かん視し役・万一の際の援えん護ご役の機械化工兵──全体を指揮するホイテロートの指示で急きゆう襲しゆう／ソネルの救助に。

　確信──その指示を出した時点でホイテロートはさっさと撤退＝もうこの辺りにはいない。

　中国服＝蛇腹の両りよう脚あしがばねのような螺ら旋せん状に──跳躍の体勢──逃げる気だ。

　乙＝追撃せんと踏ふみ出す──その足が自然と止まる。

　中国服＝はっと振り返る──跳とぼうとした手足をたたむ＝防ぼう御ぎよ態勢──どかん。

　大口径の銃撃を受けて吹ふっ飛ぶ／手足に亀き裂れつ／木の幹に激突──ぐにゃりと意識喪そう失しつ。

　がしゃん・がしゃん・がしゃん──日向のアームスーツ＝対空砲ほう火かも可能な化け物機関砲／転送兵器を二つとも仕留めて支援──乙に歩み寄る＝音声スピーカー。《大だい丈じよう夫ぶか、アリス》

「うん」静かに白刃を鞘さやに収める──にっこり。「いっぱい逮捕できるよ」

　アームスーツの装甲がオープン──日向が顔を出す＝周囲を見る／乙を見る／うなずきかける。「よくやった」

　ふふん、と胸を反らす──視界の隅すみ＝ひざまずいたソネルが傷口から左手を離はなす／腰こしのホルスター／もう一つの拳けん銃じゆう──振り返らずとも何もかも把は握あくできた。

　すぱん──大おお股またで歩むニナの素す晴ばらしく長い脚あし＝ミドルキック──ソネルの顔面を直撃。

　ぶっ倒れるソネル──その左腕を踏みつけるニナ＝手に銃。「無む駄だな抵てい抗こうはするな。ＡＰ爆弾の運うん搬ぱん先。貴様らの爆弾が盗ぬすまれたという経けい緯い。遊覧船爆破の真意。全すべて喋ってもらうぞ」

　くぐもった笑い＝ソネル──出血／脂あぶら汗あせ／真っ青な顔。「もう遅おそい。俺は仕事を果たした」

「話したいことがあるなら今すぐ話せ」ニナ＝足をどける──銃を突つきつけたまま。

　にやりとするだけで喋るのをやめるソネル──捜そう査さ官たちが来て確保／止血／レスキューを手配──他の逮捕者たちとともに連行。

「罠わなへ誘ゆう導どうされた」日向＝アームスーツをまとったまま。「どの回線を傍ぼう受じゆした？」

「やつらが寄生したシディカ・シェン名義の回線の一つだ。同名義で四十本以上も開通し、その全てに寄生している」

「あのおばあちゃん、そんなに沢たく山さんの電話を持ってるの？」乙＝日向を見やる。

「本人がサインしただけで所有しているのは他のトルコ人たちだ」日向＝律りち儀ぎに答える──乙が他に何か疑問を抱いていないか窺っている。

「なんであのおばあちゃんじゃなきゃいけないの？」当然のように質問──ニナがちらりと乙を見る／日向を見る／二人の間で日常化したやり取りを見守る。

「移民申しん請せい時の名残なごりだ。多重登録でとりあえず生活を保障していた」

「なんでそのままにしてたんだろう。おばあちゃん、嫌いやじゃなかったのかな」

「本人が理解していたかどうかも……」言葉を吞のみ込む──ニナへ。「シディカ・シェンの医い療りよう記録は？」

「心臓発ほつ作さを起こすまでは健康体だった。あの状態が続いていたわけではない」

「初期の首しゆ謀ぼう者しやであるシェネル・シェンの親族として協力していた形けい跡せきは？」

「彼女の名義で多数の不動産や店てん舗ぽが登録されている。協力というより存在そのものを利用されていた」

「彼女が死ねば支障をきたす。なのになぜ名義を変へん更こうせず彼女のままにした？」

「逮捕した連中は、移民差別にテロ容疑が加わって変更させられなかったと言っている」ニナ＝言いつつ表情を変える／疑念を抱いた顔──銃をしまって携けい帯たい電話を取り出す＝コール。「私だ。シディカ・シェンが保有するもののうち名義変更が申請されたものがないか調べろ」

「あのさ」乙＝ニナが電話し始めたので質問再開。「あのおばあちゃん、元気だったんなら、あんな風に喋れない感じじゃなかったってこと？」

　日向＝自分が見落としていたものに気づいた顔──またニナへ／同じ問い。「医療記録だ」

　うなずくニナ＝電話へ。「それと、シディカ・シェンの医療記録を洗い直せ。意識が混こん濁だくするような医薬品が処方されたかどうか確かめろ。結果はメッセージで送れ」

「シディカ・シェンとアイラ・シェンの様子は？」

「今、確かく認にんする」ニナ＝言われずともコール。「私だ。シェンの家に異常はないか。うむ……来客？　ピエール・バスティーユ捜査官がシディカ・シェンの家に？」

　乙＋日向──ニナを見つめる。

　そこへ遅おくれてやって来るグスタフ──緊きん迫ぱくした三人の様子をじっと観察。

　ニナ＝電話を通話オフ／すぐにまた別の番号をコール──ちらりとグスタフを見る／乙＋日向へ。「十分ほど前にピエール捜査官がシディカ・シェンの家を訪おとずれたのを保護監視用カメラで確認。何の捜査か彼本人に訊きく」

　ニナの電話＝スピーカーモード──ピエールの声。《俺だ。この番号はシュニービッテン捜査官か？　ちょうど電話しようと思ってたんだ。彼女たちはどこに行った？》

「どこ……？　二人を聴ちよう取しゆ中では？」

《留守らしい。鍵かぎが開いてたんで勝手に入った。ここを監視してたんじゃないのか？》

「二人が外出したという報告はありません」

《ははあ》電話越しにごそごそ音がする──何か動かしている。《てことは、あんたらも知らない部屋か出入り口があるか、この都市らしくロケットで飛んでっちまったかだな》

　ニナの電話に着信＝メッセージ──一いち瞥べつ／険しい顔に。「名義変更が申請されたものはない。処方された医薬品に意識混濁を引き起こすものもなしだ」

「偽ぎ装そうされた」日向＝建物を振り返る──レスキュー／移動可能な車両＝いずれもまだ到とう着ちやくせず。「尋じん問もんをかわすため処方外の薬を飲んだ。移住初期から関かん与よしていたのなら、シディカ・シェンが、グループを維い持じしていた運び屋のボスかもしれん。名義変更ができなかったのではなく、させなかったのなら、大勢の生活を支配していたことになる」

「なんでアイラも脅したの？」乙＝不思議そうに。

「心臓発作のせいでアイラが呼ばれたのはシディカ・シェンにとって想定外だったんだろう。もしかするとヤマモトを殺したのもアイラを事件から遠ざけるためか──」

　がたん、どたん、と激しい音＝ニナの電話──ピエールの声。《やれやれ地獄の蓋ふたを開いちまった》──バン＝銃声──大声で呼び掛けるニナ。「捜査官!?」

《大丈夫だ。もし手が空いてたらちょっと助けてくれるとありがたいな。悪いが切るぞ》

　通話オフ──ニナ＝本部へコール。「緊急事態発生。シディカ・シェン担当の監視班はただちに出動。捜査班、戦術班も送れ。我々を運ぶ車も急がせろ」

「オレ、行くよ」乙＝ニナ＋日向に──シディカ・シェンの家は今いる場所から川向こうのほとんど都市の逆サイドに。「すぐ着くっしょ」

　ニナ＝うなずく──乙に対するかつてない信しん頼らい。「可能な限り殺すな。生かして逮たい捕ほしろ」

「うん」くるりと振り返る──グスタフへ。「ありがとう」

「なに？」面食くらうグスタフ──鉄てつ壁ぺきの無表情が大いに揺ゆらぐ。

「飛んでたら撃うたれてた。止めてくれたっしょ」にっと笑む──日向へ。「じゃ、行くよ」

「俺もすぐに行く」日向＝アームスーツで都市縦断マラソンに出発する気まんまん。

「転送を開かい封ふう」輝かがやき＝機き甲こう化──一秒余──カタナも一いつ緒しよに鋼鉄の腕に／背に広がる羽／一いつ瞬しゆんで上空へ──流星のように飛び去った。

　グスタフ──輝きを見送る／呆あつ気けに取られた様子／地上の面々へ目を戻もどす。「本当に特甲トツコーなしで制圧したのか？」

「御ご覧らんの通りです。好きに報告すればいいでしょう」ニナ＝にべもなく──日向＋捜査官たちへ。「戦術班はシディカ・シェンの家へ先行。車が届き次し第だい、我々も移動する」

「了りよう解かい」日向＝アームスーツの装甲を閉じる／青い水牛がきびすを返す──がしゃ・がしゃ・がしゃ──ごつい見てくれとは裏腹に軽快な駆かけ足。

　みな建物へ戻る──グスタフ＝再び目を空へ／飛び去った輝きを探す／困こん惑わくしたように頭を振る。「優すぐれた資質だとしか報告しようがない」

　視線の遥はるか彼方かなた──要よう撃げき小隊ナンバーワンの高速飛行＝本領発揮──青い火。

　たちまち市の中心部の上空を通過──ドナウ運河・ドナウ河を斜ななめに越こえて第二ライヒ十五エンシユ区マオスへ。

　脳内チップで地図を参照──目当ての建物＝見覚え──迫はく撃げき砲ほうの砲ほう弾だんじみた到とう来らい。

　輝き＝特甲の還送──玄げん関かん前＝ひらりと着地／勢いを殺さず走る／開いたドアへ飛び込む。

　左手のカタナを腰に引き寄せ小走り──到着していた監視班・捜査班＝銃を構えてそろそろと進む彼らの間をするりと通り抜ける──ぎょっとされる。

　硝しよう煙えんの臭におい＝ダイニング──入るなりぽかんとなった。

　綺き麗れいなペルシャ絨じゆう毯たんがすっかりまくられている──床ゆか板いたが開いている／暗くら闇やみが覗のぞいている。

　地下──木で出来た階段＝迷わず下りる──階段・低い天てん井じよう・左右に柱──障害物だらけの場所でもカタナを抜き放てる姿勢を維持して足を運ぶ──〝詰つまり〟の型。

　けっこう広い地下室──大人の背せ丈たけくらいの高さの天井／かび臭くさい／青白い蛍けい光こう灯とうの灯あかり／剝むき出しの建材・防火綿・柱──中央にテーブル＝都市の地図──壁かべ際ぎわにテーブル＝端たん末まつ／無線機／警察用の無線／トルコ語で書かれた本や書類の山。

　壁かべに弾だん痕こん／銃弾に貫つらぬかれたモニターから煙けむり──奥で呻うめき声──近づく／覗き込む。

　トルコ人らしい男×二人──一人は気絶／一人は変な角度に曲がった腕を抱かかえてもがく。

　気にせず通り過ぎる／またぎ越える──奥の壁に鉄のドア＝開いたまま──二つ目の暗闇。

　覗き込む──今度は細長く続くコンクリートの階段／むっとくる湿しつ気け／かすかな水の音。

　家の地下をぶちぬいて地下道へ続く抜け穴あなを造った──感心するばかりの違い法ほう建築。

　ためらいなく下りる──地下道＝ファーストフード店の地下を連想。

「転送を開封」輝き＝背の羽だけ──探査用七割＋飛行用三割──羽を広げて歩む。

　探査──蟻ありの巣なみに複雑な通路／数百メートル先に大きな下水用トンネルへの入り口。

　動き──何の形かすぐにわからず／二人の人間／一人がもう一人を両腕で抱いている。

「ピエールのおっちゃん」ぱっと笑え顔がおに──足を止める／帯刀姿勢は崩くずさず。

「やあ、お嬢じようさん。綺麗な羽だな。お陰かげで迷わずに済んだ」ふうふう言いつつ暗闇から現れる──腕に女性＝アイラ・シェン／外傷なし／だがぴくりとも動かず──乙の表情を見てかぶりを振ふる。「息はしている。あの巨きよ大だいなばあさんが飲んでた薬を飲まされたんだろう。ばあさんと、彼女を運んでた二人は逃げてった」

　心底ほっとなった──アイラの亡なき骸がらだったらどうしようと思った。「おばあさんは？」

「俺をぶん投げて逃げやがった」世も末だというようにかぶりを振る。

「本当？」目をぱちくり。

「モリサンからスモーも学んどくんだった。ところで、さっさとずらからないか？」

「どうしたの？」

「シディカ・シェン名義の建物や回線が片っ端ぱしから使われた。長年温存していたものを短期間で使い切ったんだ。しかも本ほん拠きよ地ちらしい家まで捨てた。あのファーストフード店の店長が自分の店を使い捨てにしたのと同じものを感じないか？」

「爆ばく弾だんを使うとか？」きょとんとなる──素そ朴ぼくな疑問。「なんでここを？」

「何か理由があるんだろうが、今はとにかくやばい気がするとしか言えん。もともとファーストフード店の地下や船を吹っ飛ばしたこと自体、奇き天て烈れつな話だしな」

　ふと何かが通路の彼方で動いた気がした──探査に反応はなし／だが確かに感じた。

「わかった」ふわりと宙へ。「見てくる。おっちゃんは戻ってて」

「おいおい、逃げた方がいいぞ」

「ちょっと調べたら、そーするよ。じゃーね」飛ひ翔しよう──輝き＝再び特甲をフル装備／先ほど感じた何かへ切せつ迫ぱく──だが何もなし。

　暗くて狭せまい地下道で滞たい空くう──探査ではない感覚が広がっていく／何かが黄色い感じがする／危険の中で安全を示す天国のヒンメル青さ・ブラオが見える気がする──闇雲な感情を消してくれる静穏さがそれらの不思議な感覚をはっきり認識させてくれる。

　どこまでも正しく世界と接続されていく気分──暗闇で自然と向かうべき方を向いた／飛んだ／自分が何を追っているのかわからないまま──引き寄せられた。

　ざあざあ濁だく流りゆうの音──途と方ほうもなく黄色い輝き──驚おどろくほど狭いトンネル＝それがあった。

　水路脇わきの狭い通路──まるで誰だれかがそこを信しん仰こうの地と定めておかしな祭さい壇だんを設けたよう。

　羽の輝きを跳はね返す銀色の巨大な物体──ロケットの燃料タンクというよりビルの屋上に設置する給水塔とうに複雑な計器やバルブや電子パネルやタイマーをくっつけたみたい。

　脳内チップで照会＝ただちにヒット──ＡＰ爆弾──すぐさまデータをＭＳＳ本部へ送信。

　電子タイマー＝音もなくカウントダウン──『００：００：３０』──『００：００：２９』──『００：００：２８』──『００：００：２７』──いつから時を数えていたにせよピエールの言葉を裏付けるカウント状態。

　両腕の灼刃ヒート機能ブレイド──斬きるべきか／逃にげるべきか／まばたきもせず見つめた──雛がいればいいのに／自分がこれに出くわすなんて／何をすればいいかわからず──動けず。

《逃げろ！》ニナの怒ど号ごう。《聞こえるか、〈青ザーいフイ火ア〉！　その時間で解体は不可能だ！　撤てつ退たいして身を守れ！》

《わかった》逃げるなら五秒あれば十分／黄色い感じ／青い輝き／両方を感じながら周囲に目を走らせた──もうすぐ火の海になる場所＝敵の意図を示す何かがないか探した。

　なぜここに？　ここに何かある？　意味がないわけがない──大勢の人間を犠ぎ牲せいにして／ここじゃなきゃいけない何かがあるはず／だが何もない／自分の目では見つけられない。

　悔くやしさ＝なんで自分なのか──ここにいるのが鳳ならよかったのに／きっと何か見つけられたのに──だがそこでふと天井を見上げた。

　天井のひっかき傷から〈蟲チオン〉の進路を判明させた鳳──いつも飛んでいるせいで特甲転送中はつい死角にしてしまいがちの場所。

　白いペンキか何かで塗ぬりつけた大きな『×』の印──ついでに書き付けたらしい文字。

『ＨＥＬＴＥＲ　ＳＫＥＬＴＥＲ！！！！』

　あらかじめ印をつけた場所に爆弾を設置した──ここじゃなきゃいけないというように。

　何を意味するか考える前に急いで身を翻ひるがえした──タイマー＝『００：００：０５』

　背後に危機／前方にあるに違ちがいない安全地帯──燃えるような黄色さから青さへ全力飛翔。

　だが──ぞっとなるような違い和わ感かん／なぜそこが青いのかわからない／地上へ出るべきなのに／せめて飛び込める濁流を求めるべきなのに──さらに地下へ／水のない空間。

　違和感を振り切る／自分の感覚を信じる──猛もう然ぜんと迫せまる黄色さ──背後で勃ぼつ発ぱつする炸さく裂れつ──青さへ飛び込む／着地／羽を再転送＝鎧よろいのための〈サナギプツペ〉モードへ。

　硬こう化かする羽に覆おおわれて大きな青い塊かたまりになろうとしたとき──輝きに気づいた。

　青さではない──黄色い輝きに近い／だが違う／複数の光の群──黄金の輝き。

　刹せつ那な、火か炎えんが雪な崩だれ込んできた──ロケット燃料がもたらす三千度の炎／地下道に吹ふき荒あれる炎ほのおの濁流／空気が消える／何もかも塵ちりに還かえす／なのに──ぽっかり空いた空間＝ふわふわ漂ただよう光の群が熱を遮しや断だん。

　目の前に影かげ＝よく見えず──空気が猛もう烈れつに揺らめいて視界が歪ゆがむ──眩まぶしすぎる。

　ばちばち・じゅうじゅう・すさまじい火の音──どこからか陽気な声。「見ろよ、螢ホタル。こいつ、おかしなノード開放してるぜ。フロー現象の変種か？」

「接続能力の応用だ、皇スメラギ」別の淡たん々たんとした声。「身しん体たい感覚ではなく身体情報を拡張している。お前の存在を自分の体の延長として認にん識しきし、追いかけてきたんだ」

　誰かが喋しやべっている──よく聞こえない／よく見えない／影がゆらめいているだけ／火の音が人の声に聞こえるだけかも──だが確かに感じる／自分を助けてくれると判断した青さの源。

「新種の脳内チップ使いってわけだ。案外、フロー状態の解決になったりして」

「特定の局面だけだな。根本的な解決にはならない。それより地上へ出よう。破は壊かいされた地点から爆破の狙ねらいを解かい析せきする」

「爆弾じゃなくてトラクルを追いかけようぜ」

「爆弾の近くにやつがいる。都市に寄生しようとしているんだ。行くぞ、後こう輩はいを甘やかすな」

「はいはい」

　乙＝ゆらめく影が迫る──ぽんと優やさしく頭を叩たたかれる感覚／誰もいないのに／まさか幽霊？

「先輩からのサービスはここまでだぜ。さっさと身を守りな」

　激しい火の音のせいでよく聞こえず──周囲で一つまた一つと光が消えていく／炎の熱が迫る／青さが薄うすらぐ──代わりに迫る黄色い警告の色──慌あわてて羽に包まれサナギへ。

　どっと流れ込む炎えん熱ねつ──だが最初の爆熱に比べ容易に防ぼう御ぎよできた／炎の轟とどろきに耐たえられた。

《乙！》ニナの声──炎と一緒に通信まで遮断されていた。《応答しろ！　乙！》

《大だい丈じよう夫ぶ》応答──ニナの安あん堵どの吐と息いきが聞こえる。《ごめんなさい。止められなかった》

《お前の責任ではない。安全を確保して帰き還かんしろ。お前が見た爆弾について聞かせてもらう》

《了解》

　目を閉じて黄色さが消えるのを待った──やがて青さが訪おとずれる／羽を広げる／立ち上がる。

　羽を再転送──飛行型へ＝素す早ばやく飛んだ。

　火のかけらの揺らめき──猛もう毒どくのガスが充じゆう満まんしているが抗磁圧のヘルメットのお陰で普ふ通つうに呼吸できる──トンネルの出口＝市のマーク／水道局のマーク＝シディカ・シェンの家から半キロほどの地点。

　温暖化の影えい響きようで増水したドナウ河の支流──拡張された運河の一つ＝トンネルを出て空へ。

　地上──引き裂さかれた道路／濛もう々もうと立ち上る黒いキノコ雲／古いビルが倒とう壊かい／シディカ・シェンの家が松明たいまつのように燃えている。

　あちこちで騒さわぎ声──ワニが笑う声──楽しい楽しい楽しいなァ──静穏さで耐えた。

　特甲トツコーの一部と化したカタナ──『助けて！』──引き起こされた業ごう火かを見つめた／また別の熱が双そう腕わんにやどるのを感じた／この破壊に何の意味があるのかじっと考えた。

《第三のＡＰ爆弾が使用された》ニナ＝全体通信──怒いかりをたたえて。《シディカ・シェン名義の回線で〝ジークルーネが舞い降りた〟というメッセージを確認。敵が沈ちん黙もくしていたのは爆弾が盗ぬすまれるというアクシデントのせいだ。敵は態勢を整えた。なんとしても狙いを読み、これ以上の被ひ害がいを防げ》




　　　　２




　第インネ一レシユ区タツト──城じよう壁へきの跡あと地ちに作られた環かん状じよう道路そば／市庁舎のおおむね反対に位置する未来党本部ビル──十階建ての最上階＝幹部用会議室。

　ソファに座る三人の男たち──それぞれ胸に未来党員バッジ／閣かく僚りようバッジ／階級章。

　壁際ぎわに立つ男──右目にアイパッチ／第二作戦部隊の隊長ギリアン・ダイク／休めの姿勢。

　壁のモニターに映る男──ＢＶＴ局長室のデスクに座るエゴン・ポリ＝神経疲ひ労ろうもあらわな顔。「市内で三つ目のＡＰ爆弾が爆発。直前にＭＳＳが発見するも爆発の阻そ止しには至らず。ただし事前に近きん隣りん住民の退たい避ひが行われたため、人的被害はほぼありません」

「ＭＳＳはとことん止まらんようだな」閣僚バッジ＝面おも白しろがるような薄ら笑い──ヴォルフガング・ラバグルト内務大臣＝銀ぎん髪ぱつ／尖とがり鼻／吊つり目／愛あい嬌きようと狡こう知ちを備えた銀狐の相そう貌ぼう。

「申し訳ありません、内務大臣」エゴン＝さも慚ざん愧きの念に堪たえないというよう。「ですが、グスタフ調査官の報告次し第だいで、活動を制限することが可能です」

「制限などではなくＭＳＳ長官を更こう迭てつしたまえ」未来党員バッジ＝苛いら々いらした口調──金髪／ぎょろりとした目／気に入らないものにはなんであれ食ってかかる狼おおかみじみた顔つき。「何しろグスタフ調査官が良い仕事をしてくれたのだからな。州知事を弾だん劾がいする材料がようやく手に入った。州知事を逮たい捕ほし、ＭＳＳの女め狐ぎつねにも嫌けん疑ぎをかけろ」

「は……ビクスラー党首。枢すう機き卿きよう爆殺について州議会が州知事の関かん与よの可能性を認めれば、州議会の開会期間中であっても不信任案の決議を待たず、ＢＶＴが逮捕いたします」

「連行は第二作戦部隊にやらせろ」階級章＝威い圧あつ的な命令口調──たるんだ頰ほお／ソファから半ばはみ出す体格／傲ごう然ぜんとした態度に慣れきった灰色熊ぐまといった姿。「メディアに露ろ出しゆつさせる手間が省ける。ＭＳＳを解体し、第二作戦部隊に全すべての任務を受け継つがせるのが今回の目標だ。ＭＳＳの女狐を長官室から追い出し、そこにいるギリアン少しよう佐さに与あたえてやらねばならん」

　アイパッチ男ことギリアン──姿勢を崩さず無表情に宙を見み据すえたまま。

「了りよう解かいいたしました、ベルツ将軍」エゴン＝慇いん懃ぎん──自分が州知事逮捕に出向いてＭＳＳと熾し烈れつな衝しよう突とつをせずに済んでほっとした顔。

「そもそもＭＳＳの独断専行は咎とがめられてしかるべきものだ」未来党員バッジ。「この機を逃のがさず、クローネンブルク長官をはじめ、徹てつ底ていしてＭＳＳ人員を治安組織から追放したまえ。以上だ。頼たのんだぞ、エゴン局長」

「はい。失礼します」エゴン＝疲つかれた顔を引き締しめる／充じゆう血けつした目／かえって神経崩ほう壊かいが間近だというような形相に──通話オフ＝モニター暗転。

　かと思いきや、すぐさまモニターの映像が切り替かわる──別の男が出現。

　モニターの男──禿とく頭とう／特とく徴ちよう的な鷲わし鼻ばな／らんらんと光る緑の目／漆しつ黒こくのスーツ姿──特徴のない白い壁かべの前で革かわ張りの椅い子すに座り、さも愉ゆ快かいそうな笑えみを浮うかべてくつろいでいる。

「御ご覧らんの通りだ、リヒャルト・トラクル諮し問もん委員」ラバグルト内務大臣──モニターの男に向かってやや身を乗り出す。「ＭＳＳについてはじきに解決する。国際金きん融ゆう機関の誘ゆう致ちまでには片付くだろう。この都市にシステムを移植する上で、障害は発生させない」

「リヒヘルャル・リヒトさんヤルトとお呼び下さい、内務大臣殿どの」にこやかに手を組む──ビジネスで相手を値ね踏ぶみするような眼差し。「さてさて、私を一ヶ月以上も拘こう束そくしたＭＳＳと州知事が、まさしく私と同じように拘こう留りゆうされるというのは痛快ではある。とはいえそれ自体は、今回のビジネスそのものとは無関係だ。むしろ無関係でなくてはならない。あなたがたが迎むかえ入れようとしているのは巨大で、デリケートで、後あと戻もどりが不可能な代わり、二度と過去に戻りたくないと思えるほど莫ばく大だいな利益を生むシステムだ。たとえ都市機能が一時的に麻ま痺ひしたとしても、それ以上の利益が約束される。だからこそ、万ばん全ぜんでなければならないし、そうでなかった場合は、あなた方全員がそのつけを払わねばならなくなる」

「もちろんわかっている、ヘル・リヒャルト」未来党員バッジ＝自信満々──美味うまそうな餌えさを前にしてお預けを食くらっているように、せわしなく膝ひざを揺ゆすっている。「メッサーシュミット州知事さえ片付ければ何の問題もない。この私が、やつを仕留める。銃じゆうや爆ばく弾だんではなく、書類と議会における強きよう烈れつな弾劾、そしてマスコミによる批判の嵐あらしでな」

「頼もしい限りですな、ビクスラー党首閣下。ところで、この都市で亡命を企くわだてた例の戦せん闘とう機についてお尋たずねしたい。今回の〈九姉妹〉ユニットのテストの後、すぐに廃棄されたはずだが、どうやら肝かん心じんのパーツがまだ生存しているようだ」

「転送兵器への応用データの回収が完かん了りようせんからだと聞いている」階級章＝横おう柄へいに返答。「転送兵器が未成年の兵士にしか使えんという馬ば鹿かげた現状を変えるためだ。データ回収が終われば、すぐに廃棄する」

「くれぐれもご注意を。先ほども申し上げたが、デリケートなシステムだ。構築するためのユニット同士が、おかしな干かん渉しようを起こすような事態は避さけねばならない」

「問題があれば修復する」階級章＝さも面めん倒どうくさそう。

「心配ご無用だよ、ヘル・リヒャルト」ラバグルト内務大臣＝するりとフォロー。「転送兵器をいつまでも子供の玩具おもちやにしてはいけないという気持ちは理解してもらえるはずだ」

「さてさて、むしろ私はその方が面白いと思っているのだが。それはさておき、プリンチップ社が、あなた方の願いを叶かなえるだろう。ただし一度に多くは願わないことだ。昔話にもあるように、願い事は一つずつ慎しん重ちように考えねば、手痛いしっぺ返しを食らうことになる」

「ここにいる全員が、よく承知しているよ、ヘル・リヒャルト」内務大臣＝したたかな笑み。

「何よりです、内務大臣閣下。さて、私もこの辺りで失礼を。では、またアオフ会う・ヴイ日ーダーまでゼーエン」

　モニターが暗転──今度こそ本当に沈黙。

「たかが犠ぎ脳のうユニットの一つや二つで、面倒な男だ」階級章＝むすっと脚あしを投げ出す／まるで子供がふてくされるような姿。

「我々の切り札となりうる品だ。あの信用ならん男を相手にする限り、捨てるに捨てられんではないか」未来党員バッジ＝苛々と。

「いよいよ正念場だということさ。我々も、あの男も。そして州知事も」内務大臣＝にやりと──壁かべ際ぎわのギリアンを振ふり返る。「我々の商談を初めて見た感想はどうかね、少佐？」

「気に入りませんな」ギリアン＝宙を見たまま、ずけずけ返答。「国家の利益と引き替えに、都市の被害を黙もく認にんせよとは。あのリヒャルト・トラクルとかいう男は、到とう底ていまともではない。ＥＵ交易開発諮問機関員ですと？　頭のおかしな密売人ではないですか。もしこの場にいたら、挨あい拶さつ代わりに銃じゆう弾だんを五、六発ほど撃うち込んでいるところです」

「率そつ直ちよくだな」内務大臣＝苦く笑しようするような顔。「てっきり君は、ベルツ将軍のご推すい薦せんで、ここにいると思ったが？」

「将軍も、あの男と友ゆう誼ぎを持ちたいとはお思いにならないでしょう。それどころか背を向けることすらためらうはずです」

「確かにその通りだ」階級章＝分厚い手をぴしゃりと叩いて。「できれば叩き潰つぶしたいところだが、真の国防のためだ。ああいった悪あく辣らつな男も、使えるうちは使わねばならん」

「悪辣と言えば、私にいちいち指示を送ってくる〈サイクロプス〉とやらは、いったい何者なのですか？」ギリアン＝初めて隻せき眼がんを階級章の男に向ける──露ろ骨こつな不満顔。「どうやら〈ローデシア〉の一員のようですが」

「〈ローデシア〉からの指示が不満だと？」未来党員バッジ＝ぎょろりと睨にらむ。「君は白人の優ゆう越えつを信しん奉ぽうしてはいないのか？」

「異い邦ほう人じんを国から叩き出すことには大いに賛同いたします。黒人の州知事など言語道断であるということにも。しかしそれ以前に〈ローデシア〉の大半は、白人の恥はじさらしたる嘆なげかわしいクズの犯罪者どもです」ギリアン＝平然と断言。「立派な団員もおられるとのことですが、誰だれがどの名で呼ばれているか、さっぱりわかりません」

「それがあのグループの鉄則なのだ。古くからの」階級章＝言いふくめるように。「いずれ貴様にも参加して欲しいと思っている。今は〈サイクロプス〉の指示に従え。今の州知事を犯罪者にした上で、始末するためだ。貴様も州知事には煮にえ湯を飲まされたくちだろう？」

「ええ、大いに。キプロスでも、やつに指揮権があり、私にはなかった。やつさえいなければ称たたえられていたのは私の部隊だった。しかもやつは軍功を利用して政治家になった。ふざけた男です。やつが非ひ業ごうの死を遂とげるところを想像するだけで胸が高鳴りますが、そのあかつきには是ぜ非ひとも〈サイクロプス〉の心臓にも銃弾を撃ち込みたい気分です。ここにおられる方々の中に〈サイクロプス〉はいないとお見受けして申し上げております。間ま違ちがいありませんか？」

「そうだ。ここにはいない」ラバグルト内務大臣──しげしげとギリアンを見やって。「そこまで彼を嫌きらうとは、どういう理由かね？」

「私はグスタフ調査官に言われてフォルクマールを拘束しましたが、〈サイクロプス〉が拘束場所を変えろと言ってきたのです。そして従った結果、フォルクマールは拉ら致ちされ殺された。エドワルトを失しつ墜ついさせるためとはいえ黒人を守ることすら屈くつ辱じよくであったのに、その上むざむざ殺されたのです。全て私の落ち度ということになる。私の経歴が汚よごされた」

「そのことなら心配いらん」階級章＝馬鹿でかい手をぶらんぶらん振る──煙けむりを払う仕草というより無力な相手を平手打ちしているよう。「貴様の経歴に傷はつかん。記録も残さんから安心しろ。貴様がＭＳＳに代わる組織のトップになったときは、〈サイクロプス〉のことも教えてやる。そのときには殺す気も失うせているだろうがな」

「将軍。そもそも殺すために、フォルクマールを私に保護させたのですか？」

「まさか。わざわざ、そんな面倒なことはせん」

「ではなぜ、州知事を追つい及きゆうするための重要証人を〈ローデシア〉などに殺させたのですか？」

「〈ローデシア〉ではない」未来党員バッジが苛々して答える──内務大臣の目配せ＝〝言わない方がいい〟──だが構わず唸うなるように言い放つ。「殺したのはリヒャルト・トラクルとハンス・Ｗ・クライン、そして狂くるった特甲トツコー児童どもと、中国の機械化兵だ」

「なんですと？」ギリアン＝隻眼を見開く──怒りの顔。「いったいなぜです？」

「生け贄にえだよ」内務大臣＝やれやれとかぶりを振る──こうなったら共犯者を増やすしかないという顔でギリアンを見つめる。「ＡＰ爆弾を盗んだ犯人をリヒャルト・トラクルが欲しがり、ハンス・Ｗ・クラインが引き渡わたした」

「馬鹿な。フォルクマールは州知事のために枢すう機き卿きようを爆殺したのですぞ。悪党ども同士、爆弾の一つや二つ盗ぬすんだところで、どうってことないではないですか」

「爆弾の使い道が問題だったのだ」階級章＝ばしん、と大きな音を立ててソファの肘ひじ掛かけを叩たたく──答えてやるから、もう黙だまれ、というように。「あのとき枢機卿と一いつ緒しよに、リヒャルト・トラクルが船に乗っていたのだ。フォルクマールはリヒャルト・トラクルも吹ふき飛ばしかけた。我々もそうだとは知らなかった。そもそも、どっちのトラクルだかもわからん。先ほどまでモニターに映っていたのとは別に、同じ顔の男がもう一人いるのだからな」

「さっぱり訳がわかりませんので、もう一つだけ質問してから黙ります。お答え下さらなくとも結構です。枢機卿は、エドワルト州知事に呼ばれて来たのではなかったのですか？」

「その点は事実だよ、ギリアン少佐」内務大臣＝安心させるように。「だがなぜリヒャルト・トラクルがあの船にいたのかはわからない。枢機卿と何らかの取引をしたかったらしいとハンス・Ｗ・クラインは言っているが、彼も我々も関知しないことに決めた」

「ありがとうございます」ギリアン──うなずく／だが黙らず／しみじみと言い添そえる。「リヒャルト・トラクルも、ハンス・Ｗ・クラインも、実にたわけた道どう化け師どもですな。どちらも取引以前に、まともな思考が可能な程度には、正気であることを祈いのるばかりです」




　　　　†




　三つ目のＡＰ爆弾が炸さく裂れつして数時間以内に次々に死亡──ＭＳＳで保護した少女／遊覧船の爆破現場で発見されてのち病院に搬はん送そうされた少女たち二人。

　三人の犠脳少女たちがみるみる衰すい弱じやく──気づけば治ち癒ゆ不能の状態に。

　毒殺の疑い──だが最終的に判明した驚おどろきの事実──少女たちの体内に特とく殊しゆなウィルス。

　４フイアーＪ・ヨツトＯ・オー──〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉で使用された機械化キメラ・ウィルス＝遠えん隔かく操作による死。

　どうすることもできなかった──少女たちが脳を奪うばわれたことも／遠くから電子機器のスイッチを切るように命を絶たれたことも／脳だけが今も生きていて何かの機械の一部にされたに違いないことも。

　鳳──ウィルスの存在が確認されたことで慌あわただしく搬送される遺体に付き添う／せめて今できることとして／空白のままだった書類──少女の名前を書き込んだ。

　アンネ・バルト／十七歳──バルトは〈インフィニティ〉が里親になった際に子供につける姓せいの一つと判明／親に捨てられ何者でもなくなってしまった少女──きっと暗くら闇やみから抜ぬけ出すすべを欲ほつしてイギリスの捜そう査さに協力した／必死に／もがくように。

　ＭＳＳ本部ビルの地下＝搬はん出しゆつ入口──厳重に袋ふくろ詰づめにされた少女の遺体を運び出す大人たち＝保健所／防ぼう疫えき研究所──防疫機能を持つ特殊な車両に乗せられて少女は去った。

　地下のシャッターが閉まるのを見ながら自分はこれから泣くのだと思った──大声で／自分の無力さを呪のろって／狂った大人たちへの怒いかりを込こめてありったけの悪あく罵ばを空むなしく叫さけぶのだと。

　だが代わりに虚きよ無むが忍しのび寄った──何もかもが遠のいてゆく／心の温度が急激に失われて何も感じなくなる／どれだけ無む惨ざんなことが起ころうとも無関心になる。

　何が起ころうと平気になるのだと頭のどこかでささやきが聞こえたとき──いきなり声。

「鳳さん」呼び掛かけ──現実へ引き戻す冬真の声。

　目をみはった──たちまち両目から涙なみだが溢あふれて頰ほおを滑すべり落ちていった──本当になぜこの人は、こんなタイミングで、こちらの状態も知らずに、心にふれてくるのだろう。

　慌てて頰を拭ぬぐった──一いつ瞬しゆん前に心をひたしかけていた無関心が綺き麗れいに消えている／頰に血がのぼって顔が赤くなるのがわかる──冬真は何も言わずにこちらが落ち着くのを待ってくれている／たいていの場合そうしてくれるように。

「いきなり声をかけないで下さい」何度か涙を拭ってから思い出したようにハンカチを取り出して鼻から下を覆おおう──ハンカチの縁ふちから目だけ覗のぞかせる。「どうして、ここに？」

「あの女の子が搬送されるって聞いて……なんとなく鳳さんがここにいる気がして」

「ご名答ですわ。大した推理ですのね」ハンカチの裏側でつんとなって強気に返す──照れ隠かくし／見み透すかされる恥はずかしさ／冬真が自分を気にかけてくれているという心強さ／彼ならわかってくれるという安心感──全すべてない混ぜになって我ながらおかしなほど反発的な態度に。

「ごめん」頭をかく。「気を悪くさせるつもりはなかったんだ」

　ええ、そうでしょうとも──内心の声を吞のみ込む／さすがに攻こう撃げき的になりすぎないよう自制／この少年をどうすれば自分が満足するのかさっぱりわからず。

「あの子のことをもっと調べるべきだったんだ」冬真──詫わびるように。「例のウィルスの信号を解かい析せき課で検出したんだけど、コードがわからなくて……間に合わなかった。最初からウィルスの存在に気づいていれば、助けられたかもしれないのに」

「あたくしの方こそ気づくべきだったのです」ようやく穏おだやかな気分に──冬真が抱いだいてくれている悔くやしさが心を和やわらげてくれた／ハンカチをたたんだ／まだ赤い顔のまま冬真と並んで少女が運び出された搬出入口のシャッターを見やった。「彼女の一部はまだ生きています。心ない人々の手で、何かの一部として生かされているのです。あたくしたちが、その何かを見つけ出さない限り、彼女に安息が訪おとずれることはありません」

「うん。見つけなきゃ。解析課では、従来の兵器とは違うものに彼女の脳が使われているだろうって予想されてる。鳳さんは、これから……例の捜査に？」

「はい。エリカ・ムスターマンの捜査に」声を潜ひそめて告げる／冬真への感謝を込めて力強く笑えみを浮うかべる／少年とのやり取りが悲しみを正しい決意へ変えてくれるのを感じながら。

　どちらからともなくきびすを返してビルの地下ゲートへ──冬真がパスケースを出してＩＤをスキャナに通す。「気をつけて。いつでもフォローしてるから」

「はい。ありがとうございます、冬真さん」やっと素す直なおに感謝の言葉が出る──自分もゲートをくぐりながら冬真のパスケースに目が行く／黒革かわの洒落しやれた品／高価そう／大人っぽい──ちょっとからかってやりたくなった。「立派な品をお使いになってらっしゃいますのね」

「え？」冬真──きょとんとなる／鳳の視線に気づく／パスケースを掲かかげてみせる。「あ……うん。とても気に入ってる。大事に使わせてもらっているよ」

「何かの記念の品ですかしら？」にっこり──内心ではそういう品を贈る手もあったかと思ってちょっと悔しい気もした。「それとも、解析官として働くという決意の証あかしとか」

「これは……」冬真の微笑ほほえみが急に強こわばる──窺うかがうような眼まな差ざし／困こん惑わくの面おも持もち／恐おそる恐るといった感じ。「うん……僕は、これを……鳳さんと一緒に、ここで働くことを、認めてもらった証しだと思ってる」

「あら。あたくしの推理もなかなかのものというわけですのね」冬真に与あたえてもらった安心と心強さのせいで明るい気分に──つい本音が出る。「でしたら、あたくしがお贈りしたかったですわ。いつも尽じん力りよくして下さっている御お礼れいに」

「そんな……」冬真──ますます顔が強ばる／それでも何とかこの場を乗り切ろうとするように笑みを保つ／だがどうしても眉まゆが下がってちょっと泣き出しそうな顔になりながら鳳の右手に目を向けた──少女の手首を飾かざる品。「ねえ……鳳さん。それ、最近いつもしてるよね……」

　鳳＝目をぱちくり──自分の右手を見る／今そのことに気づいたように／手首を飾るもの／チャラチャラ鳴らしてみせる──ブレスレット＝〈チャンチエンピオンピオン〉の文字──いかにも男物のシルバーアクセサリー／自分らしくないのになぜか持っていた品。

「あら……そういえば、そうですわね……。こんなものをいつ買ったか覚えていなくて……。でも、なんとなく、これをつけていると落ち着くんですの」変に思われるだろうかとやや不安に──しいて明るい表情を保つ。「あの……おかしな話に聞こえますかしら」

「いや……そんなことないよ」冬真──にこやかに肯こう定ていしてくれる。「とっても……似合ってるよ」

「ふふ」うっかり笑い声がこぼれる──冬真にそう言われてなぜか嬉うれしかった／自分がこの品を大事に思っていることをようやく自覚していた。「ありがとうございます、冬真さん」

　冬真＝何も言わず微笑む──並んでエレベーターへ歩み寄る／冬真はさらに地下の解析フロアへ／鳳は地上へ出て捜査へ。

「それでは行って参りますわ」先にエレベーターに乗り込む──元気に手を振ふる／ブレスレットが軽快な音を立てる。

「うん。気をつけて」笑顔──エレベーターのドアが閉じて少年の姿を隠した。




　冬真＝笑みが消える──鳳の乗ったエレベーターが地上へ出るのを壁かべの表示で追いながら歯を食いしばっていたことに気づく──顔の力をゆるめた途と端たん、ぞっとするような気分が襲おそってきた／ショックを受けていることをやっと心が認めた。

　地下階へ行くためのエレベーター──いつまで経たっても来ないと思ったらボタンを押すのを忘れていた／手を伸のばすが押す気になれず／よろよろ壁へ──背を預ける。

　そのままうずくまってしまいたかった──間違ってるのは自分の方だろうかとも思った。

　そんなはずない──確かにあれは自分が手て渡わたしたブレスレットだった／確かにこれは鳳から贈られたパスケースだった。

　からかわれているのだろうか──だが演技とは思えない／あまりに迫はく真しん／端たん的てきな事実／信じがたい現実──彼女は忘れたのだ。

　二つの品の意味を──ブレスレットを手にした経緯いきさつ／プレゼントを贈ってくれたこと。

　とても信じられない／だがこうなっては否定もできない──彼女の記憶が消えたのだ。

　おそらく脳内チップの機能で──心を守るため／記憶の一部を〝身代わり〟にした。

　知識として知っていた──だがまさかこんな風に実感するなんて思ってもいなかった。

　原因は？　敵の情報汚お染せん？　特甲の負ふ荷か？　脳内チップの異常？　犠ぎ脳のう者の少女の死？　どれも可能性はある──でもなぜ？　よりにもよって、なぜ自分に関する記憶が？　あんな大切な記憶が彼女の中から消えてしまうなんてことが本当にあるの？

　ふいに強きよう烈れつな理解が訪おとずれて泣きたくなった──吹雪が必死になる理由／水無月がときおり見せる悲しい笑み／やっとわかった／失われたものへの思い──取り戻したいという気持ち。

　そしてまたぞっとなった──エリカ・ムスターマン捜査官──自分は恐ろしい扉とびらを開いてしまったのではないか／鳳にさらに負荷をかける事態を招いたのではないか／ヘルガが鳳を守ろうとしたのは、こうした事態を防ぐためだったのでは──

　鳳を止めたい──それが解決になるならば／だが鳳は止まらない／秘密捜査官はあくまで鳳が独走しないためのフォローの手段だった──鳳が本気で独走しようと思わないように。

　ショックで震ふるえる手でＰＤＡを取り出す──〝エリカ・ムスターマンの捜査〟に関する共有フォルダに短い報告書を放ほうり込む／そうすることで自分が落ち着くことを願いながら／ヘルガに今の鳳の状態を知ってもらえば事態の悪化が防げるのではないかという希望にすがった。

　手早く入力を終える──気休めではあっても僅わずかながら効果はあった。

　失われた二つの品の記憶──どれも自分に関連している／それ以外にもきっとすでに彼女が忘れてしまったことがある──自分と彼女の間にあった出来事が〝身代わり〟の優先候補となっているのだという予感に恐きよう怖ふすら感じた。

　壁から背を離はなした──どうすればいいかわからない／だがどうにかしたい／どうにかしなければいけない──彼女からより多くのものが失われてしまう前に。

　鳳の部屋の光景がよぎった──まるで死んだ子供の部屋のような場所。

　こうして彼女の中から時間が消えていくのだ──あの部屋の時を止めてゆくのだ。

　部屋にある物一つ一つの意味が消える──記憶がなくなるたび大切な品の意味が失われる。

　それでも捨ててはいけないという思いだけ残って積み重なってゆく──理由も忘れて。

　何もかも凍こおりつくように──そんな場所に彼女はいるべきじゃない／いちゃいけない。

　エレベーターへ歩み寄ってボタンを押した──彼女を元に戻せ／記憶を呼び戻せ／そのために今できること──彼女を理解しろ。

　脳内チップの秘密を／失われた特甲トツコーの開発経緯を／闇やみに包まれた初出撃を──解き明かせ。

　何が彼女から記憶を奪っているか突つき止めろ──彼女の中から自分が消えてしまう前に。
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「主の御み使いよ、彼の霊れい魂こんを運びて、いと高きにまします主の御前に献ささげたまえ」

　祈いのり──ずんぐりとした背格好の神父／黒人街の顔役／控ひかえめに言っても醜みにくい容よう貌ぼう──だが地区での人望は群を抜いている存在──アダー・ガウス神父。

　墓穴に小型の滑かつ車しやが棺ひつぎを下ろしていく──墓標＝マルティン・フォルクマール。

　墓地に集つどう人々──大多数は黒人／大勢の元ギャングたち／だが白人も何人かいる／アジア人も──フォルクマールの人望／彼の会社で世話になったであろう人々。

　日本人が数名──ケンジ・アリサワ／マリ・カツラギ／青年会の面々──捜査ファイルで顔写真を見たことがあるのでそれとわかった。

　墓標のそばに別格の存在──エドワルト・メッサーシュミット州知事とその護衛。

「主よ、彼に永と遠わの安息を与え、絶えざる光もて照らしたまえ。主よ、憐あわれみたまえ。キリストよ、憐れみたまえ。主よ、憐れみたまえ──」

　祈りののち主立った人々が墓前で語らう──故人の記憶／生前の姿を思い起こす／そうした記憶をも埋うめるというように。

　最後に語り部として選ばれたエドワルト──弔ちよう問もん者へ語りかける／フォルクマールとともに戦ったキプロス紛ふん争そう／その平和維い持じの勲くん功こう──最後に誓ちかいの言葉を告げた。「彼は戦死したのだ。この都市における戦いで。彼はこの都市の未来のために戦った。私をふくむ、ここにいるみなの未来のために。私は彼の戦いを忘れない。必ず彼の命を奪うばった者を突き止め、裁きを受けさせる。だが、疑わしいというだけで誰だれかを攻撃してはならない。得体の知れない噂うわさ話ばなしに惑まどわされてはいけない。彼の戦いは正しく報むくわれるべきだ。私は必ず、彼の戦いを受け継つぎ、この地区、この都市の、真の平和を勝ち取ってみせる」

　拍はく手しゆが起こる──巧たくみな演説＝長年の戦友が無惨に殺されたショックと怒いかりを隠して。

　じっとその様子を見ている神父──まるで選挙アドバイザーのような眼まな差ざし。

　埋まい葬そう後の集会には参加せず──エドワルトとともに市庁舎の車の後部座席に乗り込んだ。

「アダー神父はＭＰＢが逮たい捕ほしたと聞いたわ」ヘルガ──遠ざかる墓地を眺ながめながら。

「私が釈しやく放ほうさせた」エドワルト──当然のように。「彼を疑うのは見当違ちがいだ。彼がフォルクマールを殺すはずがない。市内の爆ばく破はや、枢すう機き卿きようの殺害を願ったわけでもない」

「ＭＰＢが逮捕しなければ、私が拘こう束そくを命じていたかもしれないわ」言いつつゆっくりと兄の表情を見た──むっつりとふさぎ込んで怒りを溜ためている兄／両親が死んだとき以来の表情。

「彼を捕とらえるのは間違っている」

「では、未来党が州議会で目もく論ろんでいる弾だん劾がいについては？　あなたが、あなたの元右みぎ腕うでであり、政治基き盤ばんの一つでもある、あの整備会社の社長を巻き込んだの？」

「彼は、私の意志と政治理念を理解し、ともに戦ってくれた。それを巻き込んだと表現するのであれば、そうだ。私が彼を死へ追いやった。苦痛と屈くつ辱じよくに満ちた、無む惨ざんきわまりない死へ」

「そんな答弁をした時点で、あなたの政治生命は深手を負うことになるのよ、お兄様」

「お前だから答えたまでだ」頑かたくなな口調──かと思えば深々と息を吐はく／体内に渦うず巻まく怒りの熱に喘あえぐように。「あらかじめ言っておけば、私はあの船のことも爆ばく弾だんのことも知らない。ましてやロッシーニ枢機卿へ殺意を抱いたことなど一度もないし、その理由もない」

「彼らは書類を手に入れているのよ。市がフォルクマールに船の整備を依い頼らいした書類を。あなたのサイン入りの」兄に対して珍めずらしく言い含ふくめるような調子に──信しん頼らいに満ちた二人がまるで急に他人になったかのよう。「ＢＶＴの内務調査課が、警察と軍の記録を総ざらいにしてあなたを追つい及きゆうしようとしているわ。お兄様と私を狙ねらう敵にとっては、お兄様が嫌けん疑ぎをかけられて信用を失うだけで十分なのよ。その時点で、脅きよう迫はくの対象から、暗殺の対象になるわ」

「その点については、心配はいらないとだけ言っておこう」

「書類が存在しているのに？　あれが偽ぎ造ぞうであると証明するすべでもあると？」

「その必要はない、とだけ言っておく」

「アダー・ガウス神父から何か吹ふき込まれているの？」知らず知らずのうちに刺とげが放出──兄がそうしたように深々と息を吐く／膨ふくれあがる怒りを宙へ押し流す。「たとえそうだとしても、心配ないと仰おつしやるのでしょうね」

「まさにその通りだが、それ以外のこともお前には言っておかねばならないと思っている」

「何かしら？」

「国民党のイグナツ・エアラッハ議員とのパイプを今すぐ活用しろ。ＢＶＴの妨ぼう害がいに対し手を打ち、組織の独立性を維持しろ」

「自分の身は守れないから、せめて私は身を守れと？　心配ないというのは噓うそかしら？」

「何も心配いらない。私はお前が心配なだけだ」今度はエドワルトが言い含めるような調子に──つくづく似た者同士の兄きよう妹だい。「ずっと気き掛がかりだったのだ。クローネンブルクが殺害された時から。〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉のときにも改めて同じ懸け念ねんを抱いだいた。かつて国法研のメンバーだった二十代の女子学生が書いた論文……通つう称しよう、〈シラヌイ文書〉。それがお前の身に危険を招いているのではないかと」

「そこまでお兄様に買いかぶって頂けるのは嬉しい限りよ」

「お前はとっくの昔に、この世の影なす者たちをつかむすべを見み出いだしていたのかもしれない。覆わアポれたクリものフアを明らかにするすべを」

　軽口を返そうとして息を吞のむ──兄が口にするとは想像さえしていなかったフレーズ／想起されるメッセージ／一いつ瞬しゆんで悟さとった。「まさか……お兄様のところにもメッセージが？」

「メッセージ……」初めて自分の言い回しに気づいたような様子──無意識にメッセージのフレーズを口にしていた者の態度。「ということは、お前のもとにも届いたわけか。かのクーデター事件の主犯格と目されながらも何一つとして明らかにならない男からのメッセージが」

「カール・クラウス」信じがたい思い──だが予期してしかるべき／不特定多数に放たれるメッセージ・ゲーム／なのに予期できず──あのメッセージは自分にしか届かないと思わせられていた。「いったい何と書いてあったの？」

「今はまだ教えるべきではないだろう。無用な心配を与あたえたくないし、そもそも私やお前が、重要視すべきものではないはずだからな」

　カール・クラウスのゲームには乗らないというエドワルトの意志を感じる──兄妹にそれぞれ宛あてられたメッセージ／符ふ合ごうさせてみたいという欲よつ求きゆう／ゲームへの誘ゆう惑わく──しいて抑おさえた。

「そうね。お兄様の言う通り、今は見るべきではないのでしょうね」

　力強くうなずくエドワルト。「私の心配は無用だと証明できたときに教えよう。逆に私がお前の心配をせずに済すむ状態になったら、お前が受け取ったメッセージを見せてくれ」

　兄妹の約束──危難を乗り越こえるという誓い。「ええ。楽しみにしているわ」

　第二ライヒ十五エンシユ区マオスから第三十ジーク五区ムントへ──エドワルトを第インネ一レシユ区タツトの市庁舎へ帰す前にＭＳＳ本部ビルに寄ってもらう／車を降りる──長官室へ。

　外出していた間に送られた報告メールを端たん末まつで確かく認にん──ざっと目を通す。

　複雑怪かい奇きな爆弾の運うん搬ぱんルート＝複数のグループが入れ替かわり立ち替わり参加──〈アンタレス事件〉での〝爆弾リレー〟よりさらに高度に──追つい跡せき困難。

　辛しん抱ぼう強く追跡し続ける捜そう査さ班＋戦術班＋乙──着実にルートを解明。

　ＡＰ爆弾の狙ねらい──地下道／遊覧船／いまだに不明──逆にそれが敵の目的ではないかという捜査官たちの所感＝〝ロケット燃料による炎ほのおは三千度にも達し、あらゆる証しよう拠こ品を消しよう滅めつさせ、現場全体を文字通り蒸発させる。これが何らかの隠いん蔽ぺいであった場合、広大な面積の中にあった何かを探すことは不可能である〟

　過去にＡＰ爆弾が用いられた現場の例──旧〈インフィニティ〉の信徒自爆＝あらゆる証拠が無に帰したため教団関係者の把は握あくが不可能に／そのため当時の未来党とのつながりを証明できず／捜査は全すべて打ち切らざるを得ず。

　現在の状じよう況きよう──爆炎の範はん囲いが広すぎるため何を破は壊かいするための爆弾だったかすら不明。

　遊覧船の分析──潜せん入にゆう中の雛が爆弾の構造を解明＝エンジン切り替え用のコネクター装置を取り除いてＡＰ爆弾を設置し、船そのものを爆弾に──あるいは船という証拠品を丸ごと消すために吹き飛ばしたのではないかという推測。

　全てに共通──炎によって隠された目的──覆わアポれたクリものフア＝まさに外げ典てん的な行い。

　ふと別の報告に気づく──〝エリカ・ムスターマン捜査官〟──鳳の記憶の欠落。

　冬真の報告──すでにニナ＋バロウ神父＋ディーゼル課長＋水無月が情報を共有済み。

　水無月──冬真の報告を肯こう定てい／鳳の記憶が欠け続けていることを指し摘てき。

　敵の情報汚染の影えい響きようの可能性──暗闇へ招かれる蝶──返信＝対策を命じる／鳳の検査項こう目もくを増やす／このまま羽ばたかせることへの不安がよぎる。

　あの少女の優ゆう秀しゆうさが仇あだとなる──止められない／止めたところで単独で進みかねない。

　ひとまずの捜査続行──いつでもイギリスの捜査から引き剝はがせるよう用意を整える。

　壁かべのモニターに都市地図を呼び出す──解かい析せき課が作成した事件のマップ／爆破地点／判明した運搬ルート／敵グループの拠きよ点てん──この事件は早期に解決しなければならないという予感。

　解決が遅おくれれば遅れるほど何かが手遅れになる──地図を見つめているとアラーム音。

　ＰＤＡ──咄とつ嗟さに何のアラームか思い出せず／ややあって自分で設定したことを思い出す。

　閲えつ覧らん者のチェック──〈シラヌイ文書〉──昔の自分が書いたレポート／〈山猫事件〉後に仕し掛かけた／エドワルトの勧すすめで──誰も引っかからなかったので記き憶おくが薄うすれていた。

　各治安組織が共有するデータベースに存在する文書データ──誰も目を向けなかったそれを他の様々なデータと一いつ緒しよに引っ張り出した者がいる／その誰かさんのＩＤが自動的にヘルガのＰＤＡに送信された／あちらからは追跡できない回線──場所＝ＭＰＢの資料室。

　半ば予期／だがやはり驚おどろいた──ＩＤ＝ＭＰＢ遊ゆう撃げき小隊〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス／陽炎・サビーネ・クルツリンガー──父親の遺い骸がいにすがりつく姿を思い出す。

「〝仮定されうる多国間の密約形態とその実効性〟……笑わずに読んで下さるかしら？」

　思わずＰＤＡに向かってささやく──その向こうにいる少女の存在が急激に近しくなる。

　少女が他ほかにどんな文書を引っ張り出したか確認──感心した。

　ヨハン・レオナルト・クローネンブルクによる『拡大的混乱の演出』についての文書──クーデター事件以前にプリンチップ社の存在と国内テロへの関かん与よを警告／その手法／一人を始末する必要があるとき、隠れ蓑みのに不特定多数を犠ぎ牲せいにし、混乱を演出する。

「まさにクーデター事件がそうであったと……あなたならそう思うのかしら、ヨハン？」

　またもや思わずささやく──殺された婚こん約やく者へ／天に召めされたその霊魂へ／実に何年かぶりに声をかけていた。

　少女の驚くべき追跡力──フランス情報局ピエール・バスティーユによる『万ばん華げ鏡きよう的手法』についての文書──〈ルフトハンザ３１９便ハイジャック事件〉を解明せんとする執しゆう念ねん／事件の核かく心しんに迫せまるであろう犯罪の手口／一人を殺害するために複数の鏡合わせの犠牲者を出す。

〝あんたも鏡合わせさ〟＝イタリア人捜査官のささやき──鏡合わせの生者──カール・クラウスからのメッセージが示し唆さするもの。

　この少女がそうであるという確信を抱かされる──そしてまた別の確信／この少女を導いているもの／けしかけている何か──エドワルトとの会話がなければ思いもしなかったこと。

　おそらくこの少女もメッセージを受け取っている──まさに鏡合わせ／この自分と。

　少女の捜査の核心＝〈医師狙そ撃げき事件〉──当時と今をつなぐ火薬の出所──火を追う少女。

　かつて自分も追った＝ヨハンを殺した爆弾──その爆薬の出所──ハンス・Ｗ・クラインやプリンチップ社やクーデター事件の解明につながるはずの線──だが見つけられなかった。

　その鏡合わせとしての〈ハイジャック事件〉──飛行機の墜つい落らく／おびただしい死者。

　要撃小隊の乙／フランス人捜査官──ホイテロートおよびロートヴィルトの関与。

　違い法ほうダイヤの存在──棺に隠された密輸品／運び屋はＡＰ燃料の運搬者と同じ。

　さらなる鏡合わせ──〈インフィニティ〉／〈ローデシア〉──鳳が追う／雛と御影が潜入。

　ハンス・Ｗ・クラインの関与／八人の犠ぎ脳のう少女たち／惨ざん殺さつされたフォルクマール／九つあるであろうＡＰ爆弾──いずれもＭＰＢの少女の追つい跡せき項目に入っていない。

　そのことを教えるべきだろうか？　自分が監かん視ししていることを少女に伝えた上で？　他の要素にも目を向けろと忠告する？　そして、あなたもメッセージを受け取ったのかと訊きく？

　今はまだ教えるべきではないだろう、というエドワルトの言葉が思い出される。

　しばらくは少女も自分の文書に注目しないだろう──だがいずれ辿たどり着く／自分が見てきたのとは異なる意味合いで／もしかすると鏡合わせの虚きよ像ぞうを見破るすべを手に入れて。

　ＰＤＡを閉じようとして思いとどまった──今は訊けなくとも、少女が辿り着く先に問いかけを用意しておくことはできる。

　しばし考えた──何を用意するかではなく、これがゲームの一部かどうか／カール・クラウスはどこまで人を操作したがっているのか──そもそも何のために？

　それも今はまだ追及すべきときではない──すでに投とう獄ごくされた男の動機を解明するのは事件が終わった後でいい。

　やがて、操あやつられているからそうするのではなく、このゲームを自分のものにするためであるという思いが、疑念に勝った──ＰＤＡをデスクに置く／赤外線モード／投映式キーボードがデスクの表面に映し出される──手早く打った／迷いなく／自然と浮うかぶままに／少女が視野に入れていないことがらをさりげなく加えながら追うべきものを示した。





死者の名を辿る猟りよう犬けんに克こく服ふくあれ

審さばきのときを待ちこがれる者に、鏡合わせの生者が訪おとずれる

聖地の暗闇に隠された報むくいもまた鏡像の一つ

プロメテウスは火を盗ぬすんだ罪で引き裂さかれた

予言された火は九つ、そして火は奪うばうとともに隠蔽する

ともに追うべき火は一つ







ヘルガ・不知火・クローネンブルク









　　　　†




「……私の脳を抜ぬき取って機械の一部にすると言いました。父も自ら望んでそうしたように……あなたがたＭＳＳに報復するために、私を火に捧げるのだと」

　アイラ・シェン──蒼そう白はくの顔／虚うつろな表情／手足の震ふるえ──服用させられた薬の影響／あるいは一生残りかねないショックと恐きよう怖ふの記憶のせいで。

　ＭＳＳ本部ビルの聴ちよう取しゆ室──日向＋乙。

　同席者──弁護人としてのマリ・カツラギ＝悲しみと懸けん命めいさ。「彼女は何も知りません。ただ単に、祖母の看病が必要だと信じて実家に戻もどっただけです」

　その言葉を否定する気もない乙──日向も追つい及きゆうせず／だが裏をかかれたことで疑心は容易に解けず／日向がアイラへもマリへも警けい戒かい心しんを抱いていることが自然と伝わってくる。

「誰だれがどこで脳の摘てき出しゆつを行うと言っていた？」日向＝二人の女性を均等に視野に置きながら。

「わかりません……病気のせいで変なことを言っているのだと思っていました」

「彼女は爆ばく弾だんの設置に立ち会ったのか？」

「わかりません……あの家に爆弾なんてありませんでした。地下室があったことは知っていましたが、ほとんど見ていません。父を思い出すから……。まさか地下道へ続いてるなんて知りませんでした」

「同一名義の回線や物件が幾いくつも存在していたのは、大勢がシディカ・シェンを利用していたんじゃない。彼女が、ソネルをふくむ大勢を支配していた。そうだな？」

「そうだと思います……男の人達はみな祖母の命令に従っていました」

　アイラの呆ぼう然ぜんとした目に涙なみだが浮かぶ──乙＝気の毒で仕方ないけれど日向を止められず／日向もしなければいけないことを手短に終わらせようとしている。

　それでも小一時間ほど聴取──日向＝小さくうなずいて終わりを告げる。「いろいろと訊いてすまなかった」

　アイラ＝何も応こたえず──伏ふせていた目を上げる／涙が頰ほおをつたわる／肉親が自分を殺しに来るかもしれないという悲痛と怯おびえに震える声。「祖母は狂きよう人じんです。絶対に捕つかまえて下さい。お願いします」

「全力を尽つくす」簡単には約束しない──相手をただの老ろう婆ばではなく、何十年も戦い続けてきた老練で手て強ごわいテロリストとみなしている。

　アイラとマリの退出──捜査が一段落するまで国内にいなければいけないアイラ／空港の近くのホテルに滞たい在ざい／ＭＰＢやＭＳＳが不ふ審しんな出入国者を見張っているホテルの一つ──続行される監視保護／だがアイラを安心させてやれるとは思えず。

　お見送り──大勢が行き交かうロビー──マリが振ふり返って乙に微笑ほほえみかける。「師し範はんが言っていました。乙さんのように上達が早い人は見たことがないと。シンは刀を託たくした相手を間ま違ちがえなかったとも」

「センセイの教え方が上手だからだよ」嬉うれしくなって珍めずらしく謙けん遜そん──真しん摯しに手にしたカタナを胸に抱だいてみせる。「もっと使えるようになりたいんだ。マリも、モリサンから教わったんでしょ？　カガミ・センセイが言ってた」

「多少は……。最近は稽けい古こもしていませんし」困ったような笑み。

「今度、一緒にケイコをしてよ」

「ええ」ますます困った様子。

　アイラ──乙の背せ丈たけに合わせて屈かがみ込む／涙で潤うるんだ目／乙とカタナを交こう互ごに見つめる。「シンジローのカタナなのですね？」

「うん」正確にはモリサンのだが言わずにいた。「オレにくれたんだ」

「触さわらせてもらってもいいですか？」

「うん」ついセンセイに教わった通りに渡わたす──相手にカタナの鞘さやを握にぎらせる／敵意ありと察知するや相手に鞘を握らせた状態で素す早ばやく刃はを抜く／瞬しゆん時じに突つき殺す＝〝東雲シノノメ〟の型。

　マリ＝ひやりとした表情──当然ながら型を知っている。

　だがまさか乙にアイラを刺し殺さつする理由などなし──柄つかも渡す／カタナを抱だきしめるアイラ。

　まるでシンジローの温ぬくもりがそれにやどっているというように──小さな呟つぶやき／トルコ語らしい／なんて言っているかわからない／でも祈いのりの言葉であることはわかる。

「ありがとう……」か細い声──カタナを乙へ返す。

「必ず捕まえる」しっかり相手の目を見て言った。「あのおばあちゃんも悪い仲間たちも」

　初めて小さな笑みを浮かべるアイラ──身を寄せて乙の額にそっとキスした／悪いものから少女を守るおまじない。「どうかあなたに神のご加護がありますように」

　ビルを去る二人──日向がじろりと乙を見る。「うかつな約束はしない方がいい」

「だって捕まえるんでしょ？」むっとなる──ロリポップを取り出して囓かじる。「日向ってば自信ねーの？」

「アイラ・シェンの言葉を信じるなら、都市内に犠脳体兵器が存在する。アイラはバスティーユ捜そう査さ官が救出してくれた。代わりに今ごろ、誰かが脳を抜き取られているかもしれん」

　口に広がる甘みが一瞬で薄らぐ。「誰かって……？」

「シディカ・シェンが支配する誰かだ。もし彼女が俺たちへの報復にこだわるなら、彼女自身かもしれん」

「あのおばあちゃんが？　ボスなのに？」

「彼女の病状で潜せん伏ぷく活動は厳しいはずだ。肉体が衰おとろえれば、それを捨てようと思うだろう。なんであれ生かしたまま逮たい捕ほするのは、難しい相手だ」

　とことん相手を手強い戦士とみなす言い方──乙にも気を引き締めろと言っていた。

「でもやっぱ、殺すより逮捕した方がいいっしょ」甘味の塊かたまりをくわえたまま、にっと白い歯を見せる。「脳みそ取り出す前に、オレと日向で、捕まえよーよ」

「できればな」憮ぶ然ぜんとした調子──きびすを返す。「行くぞ」

「どこへ？」

「最後の爆破現場だ──」

　後をついて行こうとしたところで呼び声。「ああ、ちょっと、おい」

　振り返る乙＋日向──検査ゲートの列に並ばず歩み寄る男＝目立つのを嫌きらうような地味な茶色いスーツ姿／右手にアタッシェケース／左手に何かの書類／落ち着きなく肩かたを揺ゆする／ぐらぐらした体幹／いつどう動くのか予想できないおかしな挙動。

「列に並べ」日向＝有う無むを言わせぬ命令口調。「不審者とみなし拘こう束そくするぞ」

「あん？　ああ、そうしたいなら構わんが」まったく意に介かいさず──日向に書類を突き出す／テロを警けい戒かいする治安組織の玄げん関かん口では決して許されない行動／日向と乙の二人がかりで取り押さえるべきところを男の質問が阻はばむ。「ソネルと手下どもは、どこにいるんだ？」

「なんだと？」日向＝取り押さえるタイミングを計る──男のおかしな挙動のせいで計れず。

「人の話を聞けよ」ずけずけというより他人との適切な距きよ離りを保つための能力がすっぽり欠落した態度。「で、どこだ？　言えよ。ほら、これ」

　乙＝ぽかん──男＝早く受け取れと言うように書類を日向の顔の前で振る──日向＝さっと書類を取る／男の望み通りにしたのではない／視界を遮さえぎられないようにするため。

　男の動きを視界の隅すみでとらえながら書類を一いち瞥べつする日向──珍しいほどの警戒／男に対し鳥とり肌はだが立ちそうなほどの嫌けん悪お感かんを抱いている／ちょっとした衝しよう撃げきで爆発する不安定な爆弾に等しい存在とみなしている。

「保ほ釈しやく申しん請せいだと？」日向＝じろりと男をにらむ。「保釈が可能だと思っているのか？」

「質問してるのはこっちだろうが」男＝信じがたいというように目を剝むいている──会話をしているようでひたすら自分の要求しか口にせず。「ソネルの居場所だ。ほら、そこに書け」

　男の左手がいつの間にかボールペンを握っている──いつどこから出したかわからないほど滑なめらか／俊しゆん敏びん／挙動不審──せかせか・そわそわ・ぐらぐらした挙動のせいで本当に次の動きが読めないどころか咄とつ嗟さに何をしたのかがわからない。

　ソネルが披ひ露ろうした早はや撃うちとは根本的に異なる動き──この男自身、自分がどう動くのかまったく考えていないのではないかと思わされる。

　乙──無意識にすっと一歩下がる／距離を保つ／髪かみが逆立つような感覚／日向と同じく男を警戒──ひと目で危ない男だと感じていたが、今の一瞬で、警戒レベルを格段に上げるべき相手だと認にん識しきした。

「移送先は教えられない」日向も一歩下がっている──男が近づけば問答無用で叩たたきのめす気でいる。「そのペンでここにお前の名前と住所を書け」

　ふっと日向の手から書類が消えた──男が取り返した／あまりに滑らかな動き／警戒していたはずの日向が虚きよを突かれる／乙ですら残像のようにしか男の手を認識できず。

「なんだ、あの不用心な出入り口。あそこに並んでる間に自爆されたらどうするんだ？」男＝独白口調──日向にも乙にも興味を失ったよう。

「お前の名前は？」日向＝玄関にいる警備員に手て振ぶりで出口を塞ふさがせる──各ゲート担当の警備員がとっくに男をマークしている。

「なんでトルコ人なんかの面めん倒どうを見なけりゃならないんだ」また独白口調──とことん人の言葉に耳を貸さず／かと思えば何語かわからない言葉でぶつぶつ呟く。

　途と端たんに日向の目が細くなる──殺気すらにじませる眼光／低い声で何か口にする／イントネーションからして男が呟いたのと同じ言語。

「ムスタファ・ドゥピスク」男＝やっと返答──日向を見る。「お前の名は知ってるよ」

　日向が何か言う前にきびすを返す──警備員たちが立ち塞がる。

「なんだこのうすら馬ば鹿かども」男──せかせか直進／警備員たちを避よけようともせず。「俺を捕まえる気か？　俺が何した？　アホじゃないのか。すぐ釈放だぞ」

　日向＝手振りで警備員に再び合図──〝行かせろ〟──警備員たちが左右にどく。

　誰もいなかったように通り過ぎる男──せかせか・ぐらぐら──さほど早足には見えないのに、あっという間に玄関口から姿を消していた。

　ＰＤＡを手にしている日向＝解かい析せき課へ。「今の男を追つい跡せきだ。要監かん視し対象リストに名があったらファイルを俺に送ってくれ」

　とことん会話にならない危険な男──泳がせて調べ上げることを選せん択たく。

「ねえ、さっきの何語？　なんて言ったの？」

「クルド語だ」ぼそりと。

「じゃ、日向と同じクルド人？」

「あんなのと同じにするな」何とも不ふ機き嫌げんな唸うなり声。「やつは〝トルコ人はみんな縛しばり上げて石打ち刑けいにしろ。片っ端ぱしから石を投げて殺してやる〟と言った。俺は〝名を名乗ることもできない臆おく病びよう者らしい殺し方だ〟と言った。それでやつは、ムスタファ・ドゥピスクと名乗った。どうせ偽ぎ名めいだろう。ドゥピスクはクルド語で、サソスコルピリオーンのことだ」

「ふーん」男のせわしなさ──サソリの尾おの動きに喩たとえるのが確かにぴったりくる。「石打ちって、キリストが止めたやつっしょ？　投げるんなら罪ある人から投げなさいってやつ」

　ゲートの方へ向かいながらうなずく。「聖書にもあるしイスラシヤリム法ーアにもある刑けい罰ばつだ。特に政府が崩ほう壊かいした内戦状態の国では、裁判所がない代わり、イスラシヤリム法ーアで人を裁くことがある」

「じゃ、あいつも日向と同じイスラムの人なんだ」

「同じにするな」また言った──それだけあの男のことが嫌いらしかった／どんな人間であれ好きとか嫌いとかいった感情を見せない日向には珍しい態度。

　地下に降りて日向のバイクで出発──第二ライヒ十五エンシユ区マオス＝第三のＡＰ爆弾の炸さく裂れつ現場へ。

　地じ盤ばん沈ちん下かでもあったような光景──炸裂地点を中心に周囲の建物が幾つも傾かたむいている。

　地元警察が張り巡めぐらせた封ふう鎖さテープをくぐる──周囲＝マスコミ／野次馬／消防署の職員がいつ終わるとも知れぬ調査を続けている──焼け落ちたシディカ・シェンの家＝瓦が礫れきから掘ほり起こされた地下への出入り口──その階段を見下ろす日向＝いつもの追跡手の眼まな差ざし。

「なんか隠かくすために焼いたのかもって、捜査課の人達が言ってる」脳内チップで捜査班の所見を閲えつ覧らん──最新の報告。「ねー、州知事って、この敵に狙ねらわれてんの？」

「〈ローデシア〉にとって高い地位にいる者は白人以外、全すべて敵だ」屈んで階段の暗くら闇やみを見み据すえたまま返答。「他のグループも、国際犯罪の流入を阻む州知事を敵視している」

「でもバロウ神父の教会に、爆弾を仕し掛かけたじゃん」

「あれはヘルガ長官と俺たちＭＳＳへの攻こう撃げきだ。間接的に州知事への攻撃になる」

「あのアイパッチ男が言ってたことは？　州知事が爆弾を盗ぬすませて枢すう機き卿きようを殺させたって。やっぱ噓うそっしょ？」

「第二作戦部隊の隊長は、自分の言い分が正しいと信じていた。真相は……わからん」右手を焼やけ焦こげた床ゆか板いたにつける／苛いら立だって地面をひっかく虎とらのよう──不機嫌な唸り声。「これほどわけのわからん攻撃は初めて見た。ここで爆ばく発はつさせたことで敵に何の利益がある？　ただ都市の一部を破は壊かいすればよかったのか？　隠いん蔽ぺいしたとして何を隠した？」

　かつてなく苛立った険しい横顔──自然と伝わってくるもの──ただ単にわからないのではない／日向は何かをためらっている／迷っている／進まねばならないはずの道を迂う回かいしなければいけないといった焦しよう燥そう感かんに苛々しつつも何とか我が慢まんしようとしている。

　乙＝ロリポップを口の中で転がし見守る──なんかこの男らしくない／日向のそんな顔は見てられない──おもむろに近寄ってカタナの鞘で屈んだ日向の尻しりをぱしんと叩いてやった。

　日向＝怒おこるというより完全に呆あつ気けに取られる──立ち上がってこちらを見る。

　叩かれた尻に右手を当てている姿が妙みように子供っぽくて笑ってしまった──まるでこの大人の男が自分と同じ場所に立っているような気分。

「こんなとこで焦あせってても、なんもなんないっしょ。本当はどこに行かないといけないの？」

　発破をかける──ＭＳＳきっての追跡手と迫はく撃げき手──答えと問いかけのコンビネーション。

　驚おどろいた顔で見つめられた──やおら日向がうなずく／やっと叩かれた尻から手を離はなす。

　ＰＤＡを取り出す──コール＝ニナへ──乙にも脳内チップを通して話が聞ける回線。

《私だ。どうした》

「お前と長官の許可が欲しい。聴ちよう取しゆ、監視、追跡、できれば盗とう聴ちよう、護衛も必要かもしれん」

《盗聴と護衛だと？　対象は誰だれだ》

「エドワルト州知事だ。ＡＰ爆弾の運搬と使用に関与した疑いで、今すぐ彼を聴取したい」

《な……なんだと？　お前、本気か？》

「これから市庁舎に向かう。それまでにヘルガ長官の許可をもらっておいてくれ」

《待て。州知事がテロに荷か担たんしていると言うのか？》

「わからん。そうではないなら、そのことをはっきりさせたい」

《未来党が主張しているように、本当に州知事が爆ばく弾だんを盗ませたと思うのか？》

「あるいは州知事の周囲にいる者だ。この事件の流れは何かおかしい。おそらく何者かがテログループ内にいて、事件を撹かく乱らんしている。そいつが爆弾を盗み、グループ同士を疑心暗あん鬼きにさせ、連続爆破テロの計画を乱した。そのせいでこちらも全体像がつかめなくなっている」

《州知事が、敵の内部に誰かを潜せん入にゆうさせているというのか？》

「わからん。もしかすると、そいつの方から州知事にコンタクトしたのかもしれん。そいつが州知事をどうするつもりか知る必要がある。そのために州知事と話がしたい」

《今すぐ聴取できるかわからん。州知事はこれから諮し問もん委員会に出席予定のはずだ。そこで州議会から疑いを持たれれば、〈ローデシア〉の暗殺対象になる可能性が高い》

「そのときは俺とアリスで守る。戦術班も寄よ越こしてくれ」

《待て。ヘルガ長官と話す》

「先に移動している」これまでためらっていた分だけ機き敏びんに行動──封鎖テープの外へ／ＰＤＡをたたむ／バイクにまたがる──乙を振ふり向きもしない／無言で乗るのを待っている。

　乙＝しっかりカタナを抱かかえて後ろのシートに乗った──日向のがっしりした体に片手を回すのとぴったりのタイミングでバイクのエンジンが唸りを上げた。

　追跡／迫撃──いつしか二人一組となった男と少女の追撃──向かうべき場所へまっしぐらに驀ばく進しんした。




　　　　†




　犯罪者のファンタジックな名めい簿ぼ表──〈ローデシア〉のコードネーム表。

〈猫ねこ〉〈犬〉〈鳥〉など動物名のコードネーム──飲食店勤務＝集会場所を提供／団員への割引サービスが義務づけられている。

〈ユニコーン〉〈コカトリス〉など空想の動物名──服ふく飾しよく店勤務＝団員の服である白装しよう束ぞくやローデシア迷めい彩さいの戦せん闘とう服をネット販はん売ばい／かなりの収入源。

〈食屍鬼グール〉──運送業／タクシー／バス／仕事で車を使う人達。

〈ゴブリン〉──雑貨店／スーパー勤務／サービス業。

〈蟻ワー人間アント〉〈蛾人間ワーモス〉〈狼ワー人間ウルフ〉など〈半人ワー〉系──囚しゆう人じん＝刑けい務む所しよ内で入団した者たち。

〈騎き士し〉──公務員＝役所勤め／消防署／警察／軍人。

〈司祭〉──弁護士／医者／精神科医／職業紹しよう介かい所の職員。

〈竜人〉──高度技術者＝機械／プログラミング／銃じゆう器き／爆弾などの専門家。

〈竜騎士〉──技術指導者／騎士や竜人の上位者。

〈巨きよ人じん〉──各地区や専門グループのリーダー。

　立場や所属ごとにさらに細分化──〈石〉＝入団一年目の新人──〈木〉＝連れん絡らく役──〈炎ほのお〉＝危険物取り扱あつかい──〈光〉＝コンピューター系──〈剣けん〉＝強ごう盗とうや暴力仕事──〈盾たて〉＝計画立案者／政界の人々──〈槍やり〉＝殺し屋──〈大〉＝リーダー。

　団の幹部はさらに特とく殊しゆな名前に──本人の希望が通ったりもするらしい。

　ＭＳＳが正体と所在をつかもうとしている者たち。

〈ティターン〉──〈盾の巨人〉＝政界にいて州知事を攻撃しているらしい。

〈ワイバーン〉──〈剣の竜騎士〉＝上級警官で警察の情報を漏ろう洩えいしているらしい。

〈ワタリガラス〉──スパイの黒い鳥／どうやら黒人街の情報提供者らしい。

〈サイクロプス〉──どうやら今事件におけるＭＳＳと州知事への攻撃の責任者らしい。

〈光の王〉──ほぼ間ま違ちがいなくチェイス＝ザ・サードアイ。

〈光の女王〉──ほぼ間違いなくシャーリーン。

〈死の呪のろい〉──ほぼ間違いなく４ＪＯウィルスのこと。

〈時の王〉──宗教関係者／犠ぎ脳のう少女に関係／どうやら〈インフィニティ〉関係者らしい。

〈大魔ま術じゆつ師し〉──全グループの指導者＝ハンス・Ｗ・クライン。

〈偉い大だいな龍りゆう王おう〉──〈ローデシア〉にこれまでで最も多額の活動資金を提供した人らしい。

　さらなるキーワードの群──人ではなく彼らの計画に関する何か。

〈ヘルター・スケルター〉──計画全体の名前／終末戦争。

〈九姉妹〉──九つのＡＰ爆弾／〈時の王〉の〝娘むすめたち〟という呼ばれ方もすることから爆弾の保管場所として〈インフィニティ〉の施し設せつが使われているのかも？

〈九姉妹作戦〉──ＡＰ爆弾による連続爆破テロ。

〈ジークフリート〉──彼らが手に入れた特殊なユニットのことらしい。

〈オーディン〉──彼らが手に入れた特殊なユニットのことらしい。

　大人たちがこの上なく真面目まじめに繰くり広げるファンタジックで危険なロール・プレイング・ゲーム──現実感を失わせて自分たちが犯罪に荷担しているという意識を薄うすらがせるとともに強力な仲間意識を抱いだかせるための装置──自分もあんな肩かた書がきが欲しいと思わせる／団に資金提供をしたり貢こう献けんしたりして肩書きを手に入れたいと思わせる。

　雛──その全ぜん貌ぼう解明を急がされる──爆弾のことだけ調べていればよかったはずなのに／あちこちのグループに顔出しせねばならず／団内のあらゆるお使いに志願させられる。

「見上げた心がけだな」便利な小間使いができて嬉うれしいボーマン──自分が担当する〈炎〉の仕事だけでなく他のグループの仕事も雛に押しつけて自分の得点稼かせぎに利用する。「お前のことは指導者によく言っておくからな。俺に感謝しろよ」

　爆弾の組み立てミスとかで吹ふっ飛んじゃえばいいのに──ボーマンごと集合住宅地が炎に包まれるさまを夢想／本当に爆弾を仕掛けるべきではないかと何度も思う──夢見る爆弾魔。

　頻ひん繁ぱんなお使い＝運び屋──闇やみで買った爆薬／製造番号を削けずった銃／寄生回線の携けい帯たい電話／違い法ほうな品ばかり運ばされる──子供なので捕つかまっても大だい丈じよう夫ぶと思われている。

〈食屍鬼グール〉たちが運ぶ品──タクシーやバスの運転手の副業／密売された銃を運ぶバスの運転手のおじさんと何度か会ううち、お小こ遣づかいや菓か子しをくれるようになった。

　届け先はほぼ〈剣〉のグループ──どうやら本格的な襲しゆう撃げき計画を立てているらしい。

〈剣〉に所属しているはずの御影──「〈骸骨スケル剣士トン〉とやらにされてしまった。実行グループだ。実行開始の直前まで何もわからん。どいつもこいつも自じ慢まんげにべらべら喋しやべるから、何も教えないようにしているんだろう。情報収集には最悪だ。どうにかして出直さねばならん」

　すっかり撤てつ退たい気味の御影──雛への期待が上乗せされる。

　この上なく馬ば鹿か馬鹿しい気分で爆弾や拳けん銃じゆうや携帯電話が沢たく山さん入ったリュックを背負ってわざわざ第十デープ九区リングから第二ライヒ十五エンシユ区マオスまで電車とバスで移動──渡わたすべき相手がいるカフェへ。

　団員が経営する店──奥の広い席に座って孤こ独どくにレモンソーダをちびちび飲んでいると三人の男たちがやって来た。「シュローム」

　顔を上げてぽかんとなる──見覚えのある大男──ゴリラじみた顔つき／屈くつ強きような体格。

　ペーア・ガブリエル──〈戦犯法ほう廷てい事件〉のときに一いつ緒しよに戦った〈特憲コブラ〉の大男。

　向こうも怪け訝げんそうにこちらを見ている──やがてこの少年の格好をした少女が何者か悟さとって僅わずかに目を見開く／だが驚いた様子を隠している／知らないふりをしようとしている。

　この人そうだったんだ──〈ローデシア〉の人だったんだと危あやうく納なつ得とくしかける／そんなわけない／もし本当にそうだったらＭＳＳの特甲トツコー児童だと悟った途と端たんに叫さけんだり逃にげたり仲間を呼んだりしているはずで、少なくとも驚いた顔を隠そうとはしないはず。

「シュローム」ガブリエルが手の平を上げてもう一度サインを繰り返す。

「イビローム」ぼんやり応答──三人がそれぞれ安心した顔になって向かいの席に座る。

　もう一人も見覚え──入団するとき一緒に試験を受けた青年／こちらも雛を覚えている／純じゆん朴ぼくそうな顔に親しげな笑えみを浮うかべる。「やあ。フリッツだよ。覚えてる？」

　小さくうなずく──脳内チップで検けん索さくするまでもなく〈石の騎士〉の青年だと思い出す。

「俺は〈剣〉に入ってね。今は〈剣の騎士〉の一人だよ。君、試験に合格したんだって？」

　またうなずく──その割にお使いばかりの雛に同情しているのがわかる／やっぱりあんな試験は受からなくて良かったんだという慰なぐさめを得られて満足している。

「この子はカミル・ヴィーデマン。〈炎〉の試験にパスしたんだ。こっちはヘルマン」もう一人の青年に手を向ける。「俺と同じ、二五二五署の警官だ。所属クランも同じ〈剣の騎士〉さ」

「よろしく」ヘルマンがにっこり笑って手を上げる──律りち儀ぎに団員のサインをしてみせる。

「俺はペーア・ガブリエルだ」自分から自己紹介──これからこの馬鹿げた経けい緯いを話すぞと目で告げている。「実は元特殊部隊員だったが、ある事件の責任を背負わされてクビになった。運良くＭＰＢに拾ってもらって今は装そう甲こう車の運転手をしている。もちろん前の仕事に比べれば物足りない。それで、活かつ躍やくの場が欲しいと思っていたところへ、〈ローデシア〉からお誘さそいが来たんだ。きっとつまらない仕事ばかりで腐っていると思われたんだろうな。お陰かげで俺もこの二人と同じく、立派な〈剣の騎士〉だ」

　つまりＭＰＢ側の潜せん入にゆう捜そう査さらしい──おかしなところで遭そう遇ぐう／妙に縁えんのあるゴリラ男。

　小一時間ほどお喋り／ガブリエルとさり気なく情報交こう換かん／どうやら〈剣〉のメンバーでは州知事襲撃のための選せん抜ばつをしているらしい──〈盾〉のメンバーが州議会で弾だん劾がいし、首しゆ尾び良く州知事が犯罪者扱いされたときには、〈剣〉のメンバーが州知事を襲おそうという計画。

　御影よりずっと情報を手に入れているガブリエル──〈騎士〉は警官や軍人なので、犯罪者ばかりのグループにいる御影より上位組織から信用されているらしい。

　なんだか仲の良さそうな三人──性格の悪いボーマンと一緒にいる自分がみじめに思える／ひそかに仲間を裏切って逃げ出そうとしていることを咎とがめられている気がする。

「お互たがい頑がん張ばろう」ガブリエルがでかい手を差し出す──握あく手しゆ／何があったか知らないが初めて会ったときより格段に明るい雰ふん囲い気き／ますます雛の暗い気分を助長する。

　リュックの中身を渡してお別れ──次のお使いの場所へ。

　気づけば黒人街に──フォルクマールが殺されて殺気立っている地区／もし〈ローデシア〉だとばれたら何をされるかわからない／そんな場所へ平然と子供を一人でお使いに行かせるボーマンのことがますます嫌きらいになった。

　汚きたない道路／街並み／存在すら知らなかったこぢんまりした教会に入る──誰もいない聖堂。

　指定されたベンチに着席／中身が少なくなったリュックを傍かたわらに置く／はりつけにされたキリスト様をぼんやり眺ながめる──世界中の人間の罪を贖あがなうために神に捧ささげられた神の子──みんなの罪を誰かに背負わせるというのはきっと二千年前の素す晴ばらしい発明なんだろうと思った。

　視界の隅すみに神父らしい小こ柄がらな黒人の男が現れる──祭さい壇だんのロウソクを取り替かえる／足音を立てずゆっくり聖堂を見て回る／そのまま奥へ引っ込むかと思いきやさりげなく雛に近寄る。

　雛＝ちらりと振り返る──黒人の男が微笑ほほえみながらじっと見ていた。

　年齢不ふ詳しようの老人──びっくりするような面相／潰つぶれたような鼻／裂さけたような口／ずんぐりした体／手に古びたロザリオ──まるで信心深いヒキガエルが笑いかけたよう。

「シュローム」その口が紛まぎれもなく合い言葉をささやく。

　雛──まさか黒人から言われると思わず／生まれて初めて自分の読どく唇しん術じゆつを疑う／だが男は明らかに返答を待っている／ヘッドホンをそっと外して相手を見つめ返した。「イビローム」

　にっこりする黒人神父。「私はアダー・ガウスだ」

　驚おどろき醒さめやらぬ雛──相手が何を望んでいるか咄とつ嗟さにわからず／相手が首を傾かしげる／ようやくお使いを思い出す──リュックから寄生回線を設定済みの携帯電話を取り出して渡した。

「ありがとう」するりと服のどこかに携帯電話を隠かくす＝慣れきった所作。「驚いたよ。イギリスの子が、この団の中にもいるとはね」

　シャーリーンから話を聞いている──かなり上位の団員／黒人なのに／ふと合点──〈ワタリガラス〉──スパイの黒い鳥／黒人街の情報提供者／間違いないと思った。

　監かん視し班に聞かれてはまずい話題──隠しマイクの存在を告げるべきか迷う／一いつ瞬しゆんの判断／じゃらじゃらつけられた金属装そう飾しよくを幾いくつか外す──相手に差し出す。

　アダー神父＝すんなり理解する──受け取って祭壇の方へ／キリスト像の前に隠しマイクと録音機を置く／空になったロウソクの器うつわの一つをひっくり返してマイクにかぶせる。

　集音機能を妨ぼう害がい──監視班にはごもごもした声しか聞こえないはず／隠しカメラを持たせられなくて本当によかったとほっとした。

　また戻もどってくるアダー神父──お仕事を一つ片付けるために質問。「カラスの人ぉ？」

　口にしてから差別用語だと気づく──だが、くっくっと冗じよう談だんでも聞いたように笑うアダー神父。「カラスは二羽いる。私は〈フギン〉だ。もう一人の〈ムニン〉は私も知らない」

　すんなり教えてくれる──これでお仕事終しゆう了りよう／と思いきやベンチの脇わきからどかないアダー神父／まるで雛をすんなり立ち去らせないというよう。

「いつからイギリス情報局と接せつ触しよくがあったのかな？　あの老人殺しと呼ばれた〈ヴィエナ・タワー〉が粉々に壊こわされたときからかね？」

　ひやりと冷たいものに心臓をつかまれる気分──きっとシャーリーンはまだＭＳＳだと疑っている／特甲児童じゃないかと探さぐっている。

「最近」ぽつっと返答──ヘッドホンをうっかり外してしまったことが悔くやまれる／何でもいいから心の防ぼう壁へきが欲しくなる。

「いつだね？」

「爆ばく弾だんのテストを受けてから」素直に答える──自分が脱だつ走そうを決意した経緯と重ねる。「爆弾で人を殺すとぉ、子供でも終身刑けいになるって教えられたのぉ」

「ふむふむ。なるほど」どうやら納なつ得とくしてくれそう──だがさらに質問。「逃げたいというのは本当かね？」

　こくんとうなずく──そうしつつ何か違い和わ感かん／それが何かわからず。

「逃げて別人になり、自由になりたい？」

　またうなずく──違和感が強まる／なぜか現実感が薄れていることに気づく──全すべて一人で決めた／誰だれかとちゃんと話したこともない／そのせいだ／逃げるということが、実は自分の考えではないかのようなおかしな気分になっている。

　じっと雛を見つめるアダー神父。「噓うそではないのかね？」

「違ちがうよぉ」噓じゃないのに──なぜか本当に、噓を咎められたよう。「噓じゃないもん」

「そう思ってるだけかもしれない」微笑むアダー神父。「シャーリーン・巫・フロイトのように、ＭＳＳを裏切りたいというのかね？」

　きわめてさり気ないタイミングで切り込まれる──危あやうく、そうだと言いかけた／ＭＳＳではなくイギリスの諜ちよう報ほう機関から逃げるという設定なのだと自分に言い聞かせた。

「違うよぉ？」抗こう弁べんしかける──まずいと思いとどまる／この神父はこちらの口数を多くすることで喋らせようとしている／何でもいいから反論させて内心を探りにかかっている。

　うんうんとうなずくアダー神父──何に納得したのかわからず。

　こちらを不安にさせようとしている仕草だと察した──爆弾魔まの直感／犯罪者的な本能／警察に尋じん問もんされる容疑者の気分──本当に自分は悪い人間なのだと思えてきて嫌いやになる。

「実は私も、〈光〉の団員たちをあまり信用していないんだ」話がつながっているようで全然違うことを言い出す──雛の本心を推測して炙あぶり出そうとしている。「彼らには話さない。キリストの前で、少しばかり本心を口にしてみなさい」雛が自己疑念に苦しんでいる前提で安心と吐と露ろを促うながす──心に入ってくる。「一人で考えているだけでは、何が正しいか、わからなくなるかもしれない」雛が心の底で抱いている不安に手を伸のばす。

「違うもん」この人すごく怖い──涙なみだ目め／今すぐこの醜みにくい神父を粉々に吹き飛ばすべきだという防衛的な攻こう撃げき意欲に駆かられる──ほとんど本能的に右手をリュックの中に入れ、油紙で包んだ手しゆ榴りゆう弾の一つをつかんでいた。「噓じゃないもん」

　神父の目がちらりとリュックを見る──少女のミツバチに等しい自殺的な防衛本能を察知。

「少し疑いすぎてしまったようだ」アダー神父の撤退──逃げ道を作ってやる／のそのそと後ろに下がる／動きが鈍にぶいところを見せて雛を安心させようとしている。「悪かったね」

　雛──リュックの中に手を入れたまま警けい戒かいを解かず。

「だが気をつけることだ。人は自分自身に噓をつく。ちょっとしたきっかけで、心に噓が刻印され、逃げられなくなる」さらに後ろに下がる──ゆっくりときびすを返す。「偽いつわりの姿をまとうときは、心を白紙に保ちなさい。ヴィッテルスが君に預けたコインのように」

　そのまま奥へ引っ込む──キリスト像と雛を残して姿を消した。

　また戻ってくるのではないかという不安で動けず──銃も爆弾も持っていない相手なのに／神父の言葉一つ一つが怖かった／立ち上がった途端に声をかけられるのが怖かった。

　だが気配はなし──リュックに片手を突つっ込んだままもう一方の手で抱かかえてそろそろと立ち上がる／そのまま帰りかける／慌あわてて隠しマイクを回収──小走りに教会を出た。

　三人の特甲トツコー猟りよう兵へいに囲まれたときに似た緊きん張ちよう──だがそれ以上の脅きよう威いは訪おとずれず。

　とぼとぼ駅まで歩いて電車に乗った──そしてそれから改めてショックを覚えた。

　君に預けたコインのように──なんであの神父がそんなこと知ってるのか全然わからない。

　シャーリーンだって知らないはず／ＭＳＳ内部にも敵のスパイがいるとしか思えない──そんなことを報告したらどんな騒さわぎになるかわからない／何も聞かなかったことにしたい／でもそうするとＭＳＳ内部の敵のスパイにいろいろ自分のことをばらされるのではないかと怯おびえ続けることになる──敵とＭＳＳの両方にばらされるのではないかと。

〝君はまたなんでこんなことになってるんだ？〟＝水無月の言葉が何かの呪のろいのようにリフレイン──這はい出ようとすればするほどはまり込んでいく蟻あり地じ獄ごく──それが自分の人生なのだという深い諦てい念ねんに襲われてぐったりした。




　　　　†




　第二ラツフ十六ルズシ区テイ＝文化委い託たくされたアジアの名物が並ぶ川辺＝マーライオン／アンコールワットの一部／金閣寺──それらを見下ろすチャイナタウン＝ひしめく観光客向けデパート。

　伊イ勢セ丹タンの裏手──中ちゆう華か料理店が並ぶ一角をぶらつく／物色／毎日違う飲茶ヤムチヤを味わう。

　鳳──イギリスの諜報機関に招かれたからには毎日が緊張の連続たる過か酷こくな捜そう査さが始まるかと思いきや、チャイナタウンを散歩しながらブラックストーンと話すだけ。

　延々と小出しにされる情報──どれも重要なので付き合わないわけにもいかず。

「遊覧船が爆破された六時間後に、第二フロリ十一ズド区ルフの地下道で、かなりの破は壊かいがあったことは知っているかね？」ブラックストーン──盛せい大だいにドナウ河に水を噴ふき出すマーライオンを眺めることができるカフェで砂糖入りウーロン茶を飲みながら。

「いえ、何か事件と関連が？」鳳──唐とう辛がら子しとラー油を入れたウーロン茶を飲みつつ反省／自分が彼に関連を聞いてどうするのか／脳内チップで検索──確かに地下道の一角が爆破されたような状態になっており広こう範はん囲いで水道管や地中電線などのライフラインに損害が出ていた。「何を用いての破壊でしょうか。爆弾が使用された形けい跡せきは発見されていないようですが」

「ＢＶＴが現場を管理しているからだな。それで情報が封ふうじ込まれているのだ」

「情報？」

「抗磁圧を破壊に利用した際に見られる、物質の磁化が確かく認にんされている」

　目をみはった──物体の運動に干かん渉しようする抗磁圧──特甲の〈飾り耳オーア〉が形成する目に見えないヘルメット／その攻こう撃げき的応用／中でも特大級の破壊をもたらすもの。

〈戦犯法ほう廷てい事件〉で戦った特甲猟兵──〝鳥殺し〟の少年＝白シラ露ツユ・ルドルフ・ハース。

　その恐おそるべき甲かつ冑ちゆう・武器・盾たて──三十二枚もの〈羽〉で体を覆おおい、抗磁圧を加速・増ぞう幅ふくさせることで絶大な攻防能力を発揮──嵐あらしを呼ぶ〈空気エアの精リエル〉。

「ちなみに、同様の破壊の痕こん跡せきは、先の〈戦犯法廷事件〉での被ひ害がいに散見される」まさに鳳が脳のう裏りによみがえらせた通りのことを口にする──さらに小出しに披ひ露ろうされる情報。「なお、〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉において山猫部隊が殺害された銀行の地下でも、同様の痕跡が認められている。さらには、国際的な大物ブローカーであるウィリー・ココシュカが乗る飛行機が墜つい落らくしたときも、飛行機の残ざん骸がいから同じものが検出されている」

「どれも白露・ルドルフ・ハースの仕し業わざであるというのですか？」

「それ以外に心当たりはあるかね？」聞き返される──もちろん、ない、という前提で話を続けるイギリス人らしい話の進め方。「かの特甲猟兵が、フリーの傭よう兵へいとなり、暗黒社会の不特定多数のグループに雇やとわれるようになり、そしてたまたま、この都市に戻ってきて得体の知れない仕事を請うけ負った……というのでない限り、これは〈戦犯法廷事件〉の延長だ。というより、かの戦犯法廷があったせいで、今までこの連続爆破事件が先延ばしにされたのだろう」

「では……特甲猟兵は、今の事件を起こすために都市に戻ってきた、というのですか？」ついまた聞き返してしまう──そういう話のされ方をしているのだと理解する／いちいちオウム返しにさせられることで話をリードして聞き出すことができず。

「そうだ。地下道をわざわざ特甲猟兵に破壊させた。先日の三つ目の爆弾をそこへ仕し掛かけるのではなく。まるで、船を爆破することに爆弾が使われてしまい、手持ちの爆弾がなかったせいで特甲猟兵を使うしかなかったかのようだ。そう思わないかね？」

　かのようだ、と言いつつ、そうに違いないというニュアンス──まさにそう思う、とこちらに言わせることで、こちらがそう判断したかのように錯さつ覚かくさせたいのだろうか。

「敵の狙ねらいはあくまで地下道にある何か、ということですのね」あえて合わせず──相手のリードをひっくり返したくて直接的に質問。「ところで、その特甲猟兵の居場所に心当たりはおありですの？」

「しばらく前まで〈インフィニティ〉の施し設せつにいた」あっさり話す──鳳の虚きよを突いて話のリードを奪うばわせない。

「〈インフィニティ〉……？」またもや相手の言葉を繰くり返してしまった。「あの少女が……アンネ・バルトが見たのですね？」

「そうだ。なお、二種類の特とく殊しゆなトレーラーを〈インフィニティ〉が購こう入にゆうした。どちらも〈アンタレス事件〉と同じく、タフタが組み立てて調節し、売り払はらった。一つは君たちＭＳＳが購入したのと同様の、電子戦のためのトレーラーだ。そしてもう一つが、動く手術台だよ。健康な人間を犠ぎ脳のう者にしてしまうためのね」

「どうして二種類とわかるのです？」

「ああいうトレーラーには特殊な燃料電池とコネクターが付きものでね。闇やみで買うにしても希少品だ。それを、私達が売った。正確には、敵の仲ちゆう介かい業者に、私達が使っているダミー企き業ぎようがコンタクトし、燃料電池を卸おろしたのだがね」

「あなたたちが売ったというのですか？」とことん相手の言葉を繰り返させられる。「阻そ止しするのではなく？」

「阻止は不可能だ。彼らは別のルートから手に入れるだけだからな。燃料電池の売買を通して彼らの動きを知る方が効果的だ。そうではないかね？」

　相手の聞き返しには付き合わず──ふと聞き返しによって伏ふせようとしている別の情報があるのではないかという閃ひらめき／咄とつ嗟さに切り返す。「つまり、その仲介業者の中にもスパイを紛れ込ませているということですか？」

　ブラックストーン──やや目を見開く／微笑ほほえむ／否定も肯こう定ていもせず。「そこは、もう少し引いて間を持たせた方がいい。裏を読むだけでなく、先を読んで、相手が喋しやべりそうなタイミングを探さぐってから口にすべきだ」

「何のレッスンですの？」呆あきれてしまう──答えをごまかしているとしか思えず。「０と０を足して８というお話ですか？　まず、あなたを逮たい捕ほすべきだという気がしてきますわ」

「その言い回しは良い。冗談に見えて本心かもしれないと思わせるのは重要なことだ」涼すずしげに透とう明めいなガラスのポットからウーロン茶の残りをカップに入れる──イギリス人が紅茶にそうするように砂糖とミルクを放ほうり込む。「話術は諜報の基き礎そだ。何かと役に立つ。犯罪者を尋問できるチャンスは意外なほど少ないし、そもそも連中がどこにいるかもわからないのが大半だ。ゆえに我々は、彼らが必要とするものを追う。彼らの弱ウイーク点ポイントとなるものを。眠ねむるための場所、移動するための手段、生存を維い持じするための金の流れ。これら三点が基礎ベーシ項目ツクだ。さらに、身を守るための武器やボディガード、慰なぐさめを得るための男や女、現実を忘れるための酒や麻ま薬やくや娯ご楽らく。これら三点が、追加サプリ項目メントになる。どんな人間も、この六点を全て捨てることはできない。この幾いくつかを押さえられただけで抵てい抗こうのすべを失う。さて、こうした項目にも勝まさる、全ての人間にとって避さけがたいものを、諜報では大いに活用する。何だと思うかね？」

「なんですの？」さっさと望み通りに相手の言葉を繰り返してやる──心のどこかでこの人は本当に諜報のイロハを教えようとしているのではと思わされる。

「言葉だ。人間は会話をしなければ生きていけない。会話は手段であり目的だ。会話をコントロールするには、相手にメッセージを送り、相手のメッセージを読み解くという基本を繰り返し続けねばならない。狡こう猾かつで用心深い犯罪者ほど、喋らず、人と交わらず、沈ちん黙もくを保つことの重要さを知っている。だが言葉は水のようなものだ。塞ふさいだからといって包み込めるわけではない。必ずこぼれ落ちる。それを利用し、敵に近づき、敵から奪い去る」

　それこそ立て板に水──ずっと喋り続けそうなブラックストーン。

　鳳＝自分のカップにウーロン茶を注ぐ／どばどばラー油を入れる──タイミングを見計らって言葉を放つ。「つまり、仲介業者にスパイがいるのではなく、仲介業者が自分たちの情報提供者になるよう働きかけたということですか？」

　ゆったりとした調子でウーロン茶を飲むブラックストーン──にっこり微笑む。「つまり、という言葉は、相手にとどめを刺さすことを喜ぶとき以外は、使わない方がいいだろう。攻撃的すぎるし、それ以上の結論を持っていないと思わせてしまう」

「では、これからは独り言のように呟つぶやくようにしますわ」つんとなって言い返す──変なレッスンに付き合わされて嫌いやになっていることを態度で示してやる。

「将来、君の夫になる男性は、ほとほと苦労することだろう」くすくす笑うブラックストーン──これは失礼、というように軽く会え釈しやくする。「もちろん、それ以上に、君という素す晴ばらしいパートナーを金輪際、手放せなくなるだろうね」

「相手の自由意志にお任せしますわ。それと、将来の自分に」強気な態度──こちらが苦手そうな話題を出して逃にげようとしているのだと思った／こちらの弱点を探りながら。

　ふと冬真の顔がよぎる──夫という言葉でつい連想する／ちょっと顔が赤くなる。

　と同時に、この捜査官が冬真のことまで調べ上げることを想像して怒いかりが湧わく──まるで彼が自分の弱点になりうると指し摘てきをされた気分／自然と不快感が込み上げてくる。

「もうこんな時間か」ブラックストーン──イギリス人らしく懐かい中ちゆう時計でも出すのかと思ったら携けい帯たい端たん末まつで時間を確かめる／ちらりと鳳を見やる／何ごともなかったかのように立ち上がる。「ランチタイムだ。この先に美味うまい店がある。一いつ緒しよに行くかね？」

　付き合わないわけにはいかない──やれやれと肩かたをすくめた。「ええ、喜んで」

　車も通れないような狭せまい繁はん華か街がい──中ちゆう華か風ふうの装そう飾しよくが満まん載さいのビルの一階。

　看板＝〈マイＭＥＩスターＳＴＥＲ・シャオＸＩＡＯ〉──第十ヴエー八区リングの西せい端たんにある有名中華料理店の姉妹店。

　シャマイスオ親ター・方シヤオのお店──簫シヤオ＝人名／竹でできた中国の笛──かすかな知識がよぎる／入った記き憶おくがない店／だがなぜかよく知っている気がする。

　満席──ずいぶん繁はん盛じよう／ブラックストーンが店員に二名であることを告げる／しばらく待つよう言われる──鳳にはなぜこの店でなければならないのかわからず。

「そこの方々」窓際ぎわの席に座っていた男が立ち上がって二人に手を振ふる──金きん髪ぱつ／白人／逞たくましい鼻筋と顎あご／野太さとハンサムの中間といった感じの気のよさそうな顔立ち／野球帽ぼうにカラフルなＴシャツとジーンズ姿でバックパックを背負って二人に微笑みかける。「僕はもう出るから、ここに座るといいよ」

　どこの訛なまりとも知れぬドイツ語／いかにも一人旅の観光客といった身軽な様子──軽く目礼して礼を述べるブラックストーン。「ありがとう。助かります」

「ごゆっくりどうぞ」白い歯を見せて笑う──鳳にウィンクして出ていく。

　ブラックストーン＝男性が座っていた席に着く──鳳＝向かいの席──女性店員が手早くテーブルを片付けて注文を取った。

　ランチセット＝ラム肉と野菜炒いため／ミニ麻婆マーボー豆どう腐ふ／ミニ炒チヤー飯ハン／茹ゆで海え老び／揚あげたライチのデザート──テーブルの一いつ端たんに鳳好みの香こう辛しん料りようの瓶びんが並んでいる／その瓶の間に小さな紙切れがたたんで挟はさんである。

　ブラックストーンがさり気なく紙切れを取る／開く／一いち瞥べつ──二秒とかからず──くしゃくしゃに丸めて手の平で包み、手を開いたときにはどこかへ消えていた。

「何ですの？」眉まゆをひそめる。

「何のことかね？」同じく眉をひそめられる。

「きっとお仲間の置き手紙ですのね」質問をやめて推定口調に──むっと相手を見つめる。「わざわざ混雑する時間を選んで、先ほどの男性と席を交こう換かんしたというわけですか？」

「そうかもしれない」微笑みを浮うかべるブラックストーン。「そうでないかもしれない。こういうときは黙だまって相手の出方を見るべきだ。何しろ君に見せたのだから。内容はどうでもいい。問題は場所だ。ここである理由を考えなければいけない」

「何を考えるというのですか？」見当もつかず──困こん惑わくと苛いら立だちを抱いだかせられる。

「食事をしながら考えるといい」至って涼しげな様子。

　その通りにした──食事の合間にブラックストーンは自分が言ったことを忘れたかのように全然違ちがう話をした。「世界には様々な結社があるが、成り立ちはどこも似たようなものだ。過酷な労働や貧ひん困こんが団結心を生み、よそ者を嫌きらう排はい他た性を育はぐくむ。政府に利用価値を認めさせ、裏稼か業ぎようを担になう。そうして国家の影が生まれる。複数の結社がビジネスを行うことで細さい胞ぼう分ぶん裂れつのように成長し、歴史が政府を変へん貌ぼうさせるとともに滅ほろび、生まれ変わる。今は世界中が生まれ変わりの時代に入っている。国際社会の潮流によって、国家が変わるとき、国家が生み出す影もまた変化を免まぬかれることはできない」

「その変化が、この、あたくしたちの都市で起こる事件の意味だということですかしら？」

「そうだ。そして戦犯法ほう廷ていに証人たちが赴おもむいた理由でもある。国家の影が、いったん定着すれば、それを消すことは容易ではない。不可能といっていい。だが変化のときを逃のがさず消し去れば、逆に影が復活することは困難となる」

「影というのは具体的に何のことですの？」

「最も簡単な説明は、汚れた金のことだ。新たな時代が訪おとずれるまで、それが汚れているとみなされない金もある。かつて奴ど隷れい貿易や、アヘンの売買や、傭よう兵へい稼か業ぎようや、賭と博ばく産業による利益がそうであったように。国家が成長するに伴ともない、それらの影も濃こくなる。影を消し去ることを怠おこたった国は、影とともに成長するほかない」

　話が大きすぎて焦しよう点てんを見失いそうになる──だが世の中について取り留めもなく話したいわけではないはず。「具体的に、どのような影を消したいと思ってらっしゃるのです？」

「さしあたって言えば、お喋トーり屋カーたちズだ。多くの諜ちよう報ほう員が殺された」さらりと告げる──執しゆう念ねんや怒りといったものを全く感じさせない口調／だがかえって強固な意志を感じさせる。「国家の影が結びついて出来上がった、国際社会の影だ。幾ら潰つぶしても復活する。そして変貌する。君たちのいるこの都市に現れたのは、いわばその最新バージョンだ」

「バージョン？」

　ナプキンを手に取るブラックストーン──懐ふところからペンを取り出してさらさら書き込んだ。

『Ａ　ＴＡＬＫＥＲＳ　ＮＥＴ』＝お喋ア・り屋トーカたちのーズ・ネットネツト──何かのサイトの名前のよう。

「ソ連崩ほう壊かい後、ヨーロッパの兵器をアフリカに密輸した連中の合い言葉が、これだった。もともとＴＡＬＫＥＲＳは、戦場での暗号通信の隠いん語ごだ。諜報機関のことでもある。戦争こそ世界で最も過か酷こくな労働であり、そしてソ連崩壊後、多くの兵士が兵器密売の結社に参加した。彼らは巨きよ大だいな販はん売ばい網もうを作り上げ、その中から半世紀以上も成長を続けるネットワークが生まれた。先進国が封ふうじ込めようとしたが、できなかった。やがて中でも強力な密売組織が幾つも台頭し、結けつ託たくし合って、ビジネスを守るようになった。それが、これだ」

『Ａ　ＴＥＮ　ＴＡＬＫＥＲＳ』＝十人のア・テお喋りン・ト屋たちーカーズ──ちょっとした綴つづり換かえ／何かの劇団の名前のよう。

「十人が代表しているということですか？」

「複数形の名詞に、不ふ定てい冠かん詞しのＡはつかない。文法を無視しているのでなければ、ネットも十人も、さらなる綴り換えのヒントに過ぎない」

「答えはなんですの？」結論を急せかす──綴り換えの謎なぞ々なぞにまったく興味が湧かず。

「Ａ、Ｎ、Ｔ、Ｅだ。前アンテの、という言葉だよ。では、お喋りの前にあるものは？」

「前……」先に進みたくて適当に答える──意図せず的を射る。「ＴＡＬＫＥＲＳが暗号通信のことであるというなら、暗号化される前の情報、ということですか？」

「その通り」微笑み──優すぐれた生徒を称たたえる教師のよう。「すなわち真実のことだ。喋り出す前にあるもの。沈黙のことでもある。計画的に仕し掛かけられた混乱によって、目的が隠いん蔽ぺいされた状態。真実という財宝を、沈黙をもって守る番人。それが暗黒社会のお喋トーり屋カーたちズの役割だ。彼らは誰だれでもあり、誰でもない。いわばネットワークの維持を願う者たちの集合体だ。とはいえ、中でも特に、ネットワークのセキュリティ担当者たちがいる。真のお喋トーり屋カーたちズだ。その一人を、私は長年、追い続けてきた」

「そのお喋トーり屋カーたちズを追って、この都市に来たというのですか？」

「ほぼ世界中に行ったよ。そして、ある兵器密売屋の男であると確信した。だが、したたかなやつでね。世界中の諜報機関が追ったにもかかわらず、捕つかまらなかった。その名が、これだ」

　またさらさら書き込む──『ＲＩＣＨＡＲＤ　ＴＡＬＫＥＲ』

「お喋りリチヤリチャード・ードトーカー？」

「そう呼ばれていた。見覚えはないかね？　よく見て御ご覧らん」そう言いながらペンでこつこつ音を立てる──ＴＡＬＫＥＲの周囲に幾つかペン先で点をつけてみせる。

「リチャード……」はっと息を吞のんだ。「リヒャルト・トラクル？」

「そうだ」別のナプキンを取って書く──綴り換え＝『ＲＩＣＨＡＲＤ　ＴＲＡＫＬＥ』

「ずっと……リヒャルト・トラクルを追っていたのですか？」

「そのはずだった。妙なことが起こるまでは。この都市に来たのは、いったい何が起こっているのかを確かめるためでもある」

「妙なこと？」

「まず何年も前、兵器密売ネットワークに混乱が起こった。〝ガララトルガラスネヘビイク〟と名乗る武器商人の男が現れ、ビジネスのあり方を変えてしまった。同時期、テロ支し援えんの幽霊ダミー企き業ぎようなるものが現れた。君もよく知る、プリンチップ社だ。そのおかしな企業が、兵器密売に強ごう引いんな変化をもたらした。いわば暗黒社会の革命児が出現したのだ」

「その〝ガララトルガラスネヘビイク〟は、お喋トーり屋カーたちズと対立しなかったのですか？」

「したはずだ。しかし結果的に、何らかの協定が結ばれたとみて間違いない。ヘビ男の勝ちというわけだ。そして、そのヘビ男がプリンチップ社という隠かくれ蓑みのとともに、この都市に現れ、混乱を起こした」

「つまり、そのヘビの名を持つ人物は、お喋りリチヤリチャード・ードトーカーと同一人物であると？」

「そう思っていた。だが、一人が二人になるのを私は見た。君も見ただろう。もう一人の男が現れるのを」

「はい」熾し烈れつな感情がよみがえる──逮たい捕ほしたはずの男／同じ顔をもつ別の男／二人のリヒャルト・トラクル。

「ところで〝ガララトルガラスネヘビイク〟の綴りを知っているかね？」

「さあ……Ｒ、Ａ、Ｔ、Ｔ、Ｌ、Ｅ、Ｓ、Ｎ、Ａ、Ｋ、Ｅ……ですかしら」

「その通り」さらさらと書き込む──『ＲＩＣＨＡＲＤ　ＴＲＡＫＬＥ』の下。

　どこか印象が似ている言葉──『ＲＡＴＴＬＥＳＮＡＫＥ』──思わずじっと見た。

「気づいたかな？」

「これは……まさか、そうなのですか？」

「確かく認にんしてみるかね？」言いつつさらに下に一文字ずつ書き込む──字と字を線でつなげる。

　驚おどろきの綴り換え──『ＲＡＴＴＬＥＳＮＡＫＥ』──『ＡＮＴＥ　ＴＡＬＫＥＲＳ』。

　一文字として異ならない完全なアナグラム。

「これは……どういう意味ですの？」

「さて。お喋トーり屋カーたちズは沈ちん黙もくの担にない手だ。政府に直接、ビジネスを持ちかける真ま似ねはしなかった。だがガララトルガラスネヘビイクは、大おお騒さわぎを起こして政府に近づくことでビジネスのあり方をひっくり返した。まさに、かしましい音を鳴らすヘビのように。彼が何者で、なぜお喋りリチヤリチャード・ードトーカーと同じ顔を持っているのか、ぜひ知りたいと思っている。どちらが生まれたときの顔のままなのか。それとも二人とも、意図して同じ顔になったのか」

「そもそも、なぜ、その顔でなければいけないか」

「そのエグザク通りトリイ」にやりとなる──落ち着いた紳しん士しの顔の裏に秘ひめた獰どう猛もうで執念深い猟りよう犬けんの顔がかいま見える／ナプキンを二つとも握にぎり込む／ペンと一いつ緒しよに懐へ。「さて。この辺りで君の考えを聞こう。食事の前に話したことだ」

「ここである理由は、今まさに、あなた方の情報提供者がいるからですわ」得意げというより、つんとして言った──最初から言えばいいのにと不満を顔に出す。「そしてその情報提供者は、〈インフィニティ〉に燃料電池を売った仲ちゆう介かい業者であるということ」

　親指を立てるブラックストーン──本場の〝よくグツやったジヨブ〟サイン──親指をそのまま店の奥へ向ける／立ち上がる。「先ほど私が捨てた紙には『ＹＥＳ』と書いてあった。君を会わせることに同意したということでね。『ＮＯ』とあれば楽しくお喋りをして帰っていた」

「お喋りの前に、真実あり、というわけですのね」席を立って後に続く──ともに店の奥へ。

「この場合は逆らえない命令だがね」肩かたをすくめる──店員に話しかける／店員がうなずく／奥の厨ちゆう房ぼうへ通される──厨房からさらに奥の部屋へ入るよう促うながされる。

　広々とした部屋──中ちゆう華か料理店によくある回転式の円形テーブルに三人の老人が座って、小さな茶ちや碗わんでお茶を飲んでいた。

　部屋に入ってすぐの席に二人分の食器──老人の一人がゆったり手て振ぶりで着席を促す。

　恭うやうやしく会え釈しやくするブラックストーン──すっと椅い子すの背もたれを引く／レディファースト／鳳を先に座らせる。

「ありがとうございます」素す直なおに受け入れる──老人たちの視線を受けつつ着席。

「約束通り、彼女を連れて参りました」ブラックストーン──老人たちへ微笑ほほえみかけながら鳳の隣となりに着席。「これで信用して頂けましたかな？」

　思わず席を立ってどういうことかと怒ど鳴なりそうになった──何とか我が慢まんする／まじまじとブラックストーンの横顔を見つめる／たっぷりと怒いかりを込こめて。

　鳳の視線をやんわり受け止めるブラックストーン──手振りで彼らを見ろと促す。

「この大老たちに見覚えはないかね？　〈九クー龍ロン会〉の幹部で、長年、〈インフィニティ〉と商売をしている」

「見覚え……」意表を突つかれる──老人たちに顔を向ける／老人たちがじっと見ている。

「私は黄ホアンだ」真ん中にいる老人が言った。「何年も前、君に会ったことがある。君のお父上と一緒にいた君に」

　瞠どう目もく──記き憶おくがない／咄とつ嗟さに噓うそだと返しかけた／だが噓をつく理由がない。

　ふと、老人が穏おだやかな調子で何かを唱え始めた。





昔シー者ツオ荘ツオワン周ツオウ夢モン為ウエイ胡フー蝶テイエ。栩シユー栩シユー然ラン胡フー蝶テイエ也イエ。

自ツー喩ユー適シー志ツー与ユー。不プー知ツー周ツオウ也イエ。俄オー然ラン覚チユエ、則ツオー蘧チユー蘧チユー然ラン周ツオウ也イエ。

不プー知ツー、周ツオウ之ツー夢モン為ウエイ胡フー蝶テイエ与ユー、胡フー蝶テイエ之ツー夢モン為ウエイ周ツオウ与ユー。

周ツオウ与ユー胡フー蝶テイエ、則ツオー必ピー有ユウ分フエン矣イー。此ツー之ツー謂ウエイ物ウー化ホワ。






　聞き入った──聞き覚えがあった／よく知っていた／自分のデスク／端たん末まつのスクリーンセーバーにしている漢キヤラクタ詩ー・ポエト。

『胡ドリー蝶ム・オのブ・バタ夢フライ』──老人が唱え終わる／ごく自然に自分が唱え直す／自分が知る言語で。

「昔、荘周は夢で蝶ちようになった。ひらひらとして蝶そのものだった。自然と楽しく気持ちがのびのびした。自分が荘周であることはわからなかった。にわかに目覚めると、なんと自分は荘周だった。荘周が夢で蝶になったのか、蝶が夢で荘周になったのかはわからない。しかし荘周と蝶とには間ま違ちがいなく区別があるはず。こういうのを〝物化〟という──」

　三人の老人たちが微笑む──穏やかな拍はく手しゆ／ブラックストーンも追つい随ずい／まるで誕生日の子供が何かの習い事の成果を披ひ露ろうして大人たちから誉ほめられているよう。

　訳がわからなかった──だが自然と伝わってくるもの──老人は事実を述べている／鳳を歓かん迎げいしている／親しみすら込こめて迎むかえ入れようとしている──何かの目的のために。

「旧〈インフィニティ〉へ入信することを君のお父上であるアウスト氏に勧すすめたのは、今の未来党のクレメンス・ビクスラー党首だ」ブラックストーン──この上なく適切なタイミング／十二分に効果を計って告げる／鳳に対する誘導を完結しにかかる。「アウスト氏は未来党の優ゆう秀しゆうな会計係だった。そして、生まれながらに病を持つ、君という娘むすめがいることをビクスラーに知られ、〈インフィニティ〉なら癒いやせるかもしれないとそそのかされた。アウスト氏は〈インフィニティ〉に入信し、その会計係となった。ここにいる〈九龍会〉をはじめ、多くのルートから様々な物品を購こう入にゆうした。彼は買い入れ担当でもあった。その多くは医薬品であり、医い療りようのための品であり、医師たちへの非合法の報ほう酬しゆうだった。中には違い法ほうな品、違法な手術もあった。非合法に手に入れた脳内チップや、犠ぎ脳のう手術のための道具も買った。自分の子供を救うためだと信じて。そして、教団の自じ爆ばくに巻き込まれた。君を除く、他の家族とともに」

　自分は涙を流すのだと思った──そのような過去をいきなり教えられて取り乱すに違いないと／こんな回りくどいことをされて怒りを抱いだきブラックストーンを厳しく問い質ただすのだと。

　だが代わりに虚無が忍び寄ってきた──冬真はいない／機械のように冷静に彼らを見た／どんな感情も湧わかず／悲しみも怒りも遠ざかる──ただ目的意識だけがあった。

「この取引の条件と目的は、いったい何ですか？」

　冷え冷えとした調子──ブラックストーンがやや意外そうな顔になる／本能的という感じの動作で僅わずかに身を引く／少女に危険を感じたように。

　ブラックストーンの代わりに黄と名乗った老人が何かをテーブルに置いた──円えん卓たくをゆっくり回す／置かれたものが鳳の前へ──またもやナプキンに書かれた文字──漢キヤラ字クター＝『九』

「九ノイン……」呟つぶやく──老人を見る。「〈九姉妹〉と呼ばれるＡＰ爆ばく弾だんのことですか？」

「是シイ」老人がうなずく──さらに告げる。「そして炎が生み出す犠牲だ。君の家族のように」

　ますます虚無に心がひたされる──まばたきもせず無感情に老人を見た。

「九人目がいるということだ」ブラックストーン──まるで鳳がこの場で老人たちを殺さつ戮りくするのではないかと警けい戒かいするような低い声。「犠脳者として選ばれた者は九人。その最後の一人を彼らは知っている。まだ脳を奪われてはいないそうだ。彼らは爆弾とその存在についての情報を渡わたすことを約束してくれた。その全すべてに〈インフィニティ〉が関かん与よしているという証しよう拠ことともにね。ただしその条件は、君をここに連れてくることだった」

「なぜ、あたくしが必要なのですか？」

「脅きよう威いを取り除いてもらいたいそうだ。彼らは君の力を必要としている」

「脅威？」

「〈蟲チオン〉だ」老人が言った──微笑みを保ちながら冷れい酷こくな目つき。「やつらを滅ほろぼしたい」

「あなた方の仲間ではないのですか？」

「少し前までは我々の配下だった。やつらがリヒャルト・トラクルと手を結ぶまでは。今では我々に成り代わろうとしている。我々がお膳ぜん立だてをする。やつらを駆除して欲しい」

　チャイナタウンの結社の内ない紛ふん──その一方に味方する／一方を殲せん滅めつする／そうすることで情報を得る／命が代だい償しようの情報提供──皆みな殺ごろしにすることが治安組織の仕事であるはずがない。

　むろんできるだろうと思った──虚無の塊かたまりとなって、あの機械化兵たちを殺戮すればいい。

「彼らを一いち網もう打だ尽じんにする作戦だ」ブラックストーンの注ちゆう釈しやく。「死傷者が出るだろう。だが殺害が目的ではない。彼らからリーダーとメンテナンス拠きよ点てんを奪い、逮捕すればいい」

　いずれにせよ同じ事だと言ってやりたかった──無力化すればその後でこの老人たちが彼らを始末するだろう／一人残らず／そういう人種であることはわかっていた──父とは違って。

　父は彼らを信じた／未来党を信じた／〈インフィニティ〉を信じた──教団が自爆するまで。

　確信──当時、教団にＡＰ爆弾を売ったのもきっとこの老人たちなのだ。

　感情のない理性だけが回転する──ミキサーの刃はのように。

『九』と書かれた紙を手に取った──服の胸ポケットに入れて立った。「いつです？」

　老人たちが明るい雰ふん囲い気きに──特甲トツコー児童が味方してくれることへの安あん堵ど。

　自然と伝わってくるもの──敵を始末しなければいずれ彼らが始末される。

「近日中に」ブラックストーン──鳳に合わせて立つ／いつ鳳に攻こう撃げきされるか警戒するような物もの腰ごし。「リヒャルト・トラクルに察知される前にやる。迅じん速そくに、隠おん密みつに。ＭＳＳ全体が動けば、きっと悟さとられる。我々と君だけでやるのが最善手だ」

「わかりましたわ」ＭＳＳが動かないわけがない──老人たちを安心させるためにブラックストーンはそう言っているだけ／ひとまず相手に合わせておく／老人たちを見やる／ほとんど無意識に質問。「今の教団の教祖は誰だれなのですか？」

「前の教祖の甥おいだ、エウリディーチェ」老人が言った。「前の教祖を殺し、爆弾を点火させた。前の教祖に死ぬ気はなかった。爆弾を盾たてにして警察を脅おどすつもりだった。前の教祖も、今の教祖も、未来党の党首であるビクスラーに操あやつられている」

　言葉だけで証拠はなし──老人たちが証人となり教団を裁くことに協力することはない。

　教団を裁く材料はない──今はまだ。

　うなずいて部屋を出た──ブラックストーンが後からついてきた／通りに出てタクシーを拾って本部ビルまで乗せてくれた／その間もいろいろと話した／軽い世間話──記憶に残すべきことは何もなかった。

　本部の手前で降りる／軽く礼を言って立ち去る──ビルの裏口へ。

　秘密捜そう査さという面目／地下駐ちゆう車しや場からビル内へ──ゲートをくぐる／自動ドアを通過。

　誰もいないエレベーター・ホールでじっと佇たたずむ──このまま何もかも平気になるのだろうと思った／殺戮へ赴おもむくための心の準備／特甲児童に与あたえられた初期の人格改変化プログラム。

　何かが自分を暗くら闇やみへ導く──感情が消えゆく空白に起こる異変──仕組まれたノイズ。

　そしてそれとは別のもの──『３７２９２３１７１３１１７』──エレベーターの階数表示がおかしな数字の列になっている。

　表示の点灯が移動していることに気づく──右から左さ端たんへ──誰かが降りてくる。

　すっと後ろに下がった──エレベーターが開いて冬真が現れた。「お帰りなさい、鳳さん」

　目をみはった──暗闇から光のある場所に急に出たような衝しよう撃げき。

　閉とざされていた心がいきなり開く／感情が急激に戻もどってくる／冷え冷えとしていた心のせいか、体まで凍こごえているような感覚に襲おそわれる──寒くて寒くて仕方ない。

「なぜ、ここに……？」震ふるえる声──息が詰つまる。

「捜査中は、ずっとフォローしてるから」微笑み──この上なく安心させてくれるもの。「ずっと同じ場所で動かなかったから、少し心配になって──」

　心を守るものが欲しくて近寄った──寒さを消したくて／現実に引き戻して欲しくて。

　脳のう裏りによぎる言葉＝『冬真に助けを求めろ』──両手で冬真の顔を引き寄せた。

　有う無むを言わせず──何をすればいいかもわからず──気づけば思い切りキスしていた。

　完全に硬こう直ちよくして動かなくなる冬真──重なり合った唇くちびる──ぴったり身を寄せたまま。

　心の防ぼう壁へき──じきに忘れるだろう温もり──失いたくなくて必死に抱だきしめた。
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　本日の潜せん入にゆう終しゆう了りよう──監かん視し部屋で着き替がえて帰き還かん／パンク姿の反動でいつにも増してゴスっ気たっぷりの装よそおいにチェンジ／監視班の車でＭＳＳ本部ビルの地下駐車場へ──自分だけ降りてゲートをくぐりエレベーター・ホールへ。

　雛──ぴたりと止まる／反射的に右へ移動／自動ドアが開かないよう身を隠かくす／覗のぞき込む。

　ホール＝鳳＋冬真──雛に気づかず／ぴったり抱き合う二人／というより鳳が一方的に押しつけている感じ／その身を／唇を。

　一秒が恐おそろしく長く感じられる──ぱっと鳳が身を離はなす／エレベーターの一つが開いて捜査官数名が降りてきた／何かを口早に冬真に告げる鳳──読み取れない／乱れる読どく唇しん術じゆつ／視界が激しい鼓こ動どうでぶれる／目の焦しよう点てんが合わない／自動ドアが開く／捜査官が駐車場へ。

　誰も雛に気づかず／捜査官と入れ違いでエレベーターに乗って去る鳳──上階に。

　残された冬真──呆ぼう然ぜん／魂たましいが抜ぬけたようなふらふらした様子／エレベーターのボタンを押す／壁かべに手をつけてもたれる──やがてエレベーターに乗って下階に。

　誰もいなくなったホール──そろそろ入る雛＝すっかり癖くせになった逃にげ足／忍び足。

　エレベーターに乗って女子隊員寮りようがあるフロアへ──自分の部屋へ。

　カラフルなシーツのベッドに腰こし掛かける──姿見に映る自分／ヘッドホンの防壁ではとても防げない心のノイズ──ややあって涙がこぼれた──ぽろぽろ・はらはら──止まらない。

　泣きながら携けい帯たい電話を取り出して画面を見る──特甲トツコー猟りよう兵へいから渡されたもの／本部ビルでダウンロードすると感知される恐れがあるので事前に読み込んだものを眺ながめる。

〈フンディングの槍やり作戦〉──雛＝必要とされる爆弾を何個も完かん璧ぺきに造ってお届け済み。

　作戦概がい要ようと決行日が暗号文で発表されている──標的はＭＰＢの装甲輸送車＝地下道の捜査──特甲児童とその運転手を殺す／運転手は〈ローデシア〉団員／だが純じゆん粋すいアーリア人ではないのに噓をついていた／ＭＰＢのスパイに違いないので殺せという指令。

　運転手＝ペーア・ガブリエル──青年たちと仲良さそうにしていた男。

　襲しゆう撃げき＝〈剣〉の団員──クルド系グループも参加／アームスーツまで出動。

　全体指揮官＝ホイテロートの名──雛や他の〈炎〉の団員が造った爆弾を狩かり場と定めた地下道に仕し掛かけ終えた／地下道が必殺の罠わなと化した。

　今すぐ報告しなければいけない情報の数々──その代わり涙を拭ぬぐって荷造りを始めた。

　必要最小限の荷物──このビル／今の生活／将来の投とう獄ごく──全てから逃げ出すための。

　誰が死のうと関係ない／主犯が仲間の宿敵でも教えない──傍ぼう観かんこそ最善のすべだから。

（噓ではないのかね？）

　突とつ如じよとしてあの神父の面相が去来──びくっとなった／ぶんぶん蜂はちの羽音がする／自分の中でその音が満ちていく／この部屋に広がっていく──黄色い自分。

（心を白紙に保ちなさい）

　白紙のコイン──他のアクセサリーと一いつ緒しよに宝石箱の中に／取り出そうとしてやめた。

　棚たなの上にある整せい髪はつ用スプレー──ひったくる／たっぷり可燃ガスが充じゆう満まん／自分の頭に吹ふきつける──〝世の中くそったれだと髪かみ型がたで訴うつたえるんだ〟＝水無月の指導通りトゲトゲに整えた。

　そうすることでやっと落ち着いた──ヘッドホンに次ぐ防衛／あるいは武装。

「噓じゃないもん」ぽつねんと呟く──荷造りを続行。

　振ふり返るな／後あと戻もどりするな／どうせ逃げられない蟻あり地じ獄ごくなら底の底まで落ちていけ。

　見殺しにして／裏切って／逃げ出して──シャーリーンから別人になるすべを手に入れろ。

　そもそも世の中から見捨てられたのは自分の方だ──何を捨てても構いはしない。

　最悪の場合──あの特甲猟兵たちみたいになって何もわからず狂くるっていく。

　それでも平気な顔をして、この世界を眺めてやればいい──何もかも吹き飛ばした後で。
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「州知事の勝ちだ」日向──驚おどろき／衝撃／握にぎりしめた拳こぶし。「信じられん」

　州議会議事場──乙＝傍ぼう聴ちよう席でカタナを抱いて腕うで組み／脚あし組み──州知事に向かってみんなでよってたかって見えない石を投げつけて政治生命を絶とうとしていたはずの場。

　提出された証拠──市の発注書＝フォルクマールに船の整備を依い頼らい。

　そのサインの一つ──エド・シュミット──エドワルト・メッサーシュミットの略名。

「これは私が市の書類にサインするときの書き方だ。何しろ数が多いので略りやく称しようにさせてもらっている。エド・シュミット。これは偽ぎ名めいでもなんでもない。私の仕事を知る者なら、これが私のサインであることを誰でも知っている」

　エドワルト＝堂々と回答──未来党の州議員の追つい及きゆうに自分から道筋を作ってやる。

　様子見ばかりでエドワルトをちっとも援えん護ごしない社会党／もっと何もしない国民党──勢いづく責め手側の未来党──次々に回答を要求。

　その全てに淡たん々たんと答えるエドワルト──やがて発注書が船に爆弾を仕掛けるためであったのではないかという質問が放たれる／騒そう然ぜんとなる議場／議長が静せい粛しゆくを促うながす。

「発注書のどこにも爆発物は記き載さいされていない」困こん惑わくしたような顔のエドワルト──乙の心に自然と伝わってくるもの──獲え物ものが罠にかかったことを確信した狩しゆ猟りよう者の態度。「ところで、この書類に記載されている部品について、誰も詳くわしく調べなかったのかね？」

「……部品とおっしゃると？」追及側の未来党議員──ちらりと後ろにいる男を振り返る。

　男──エドワルトがサンドバッグになる光景を期待するクレメンス・ビクスラー未来党党首＝意表を突つかれた顔／苛いら立だたしげで凶きよう暴ぼうな眼光。

「この発注書に記されている部品だが」エドワルト＝たっぷり間を空ける──効果的に言葉を放つ。「全て船の規格に合わない。取り付けたくても、取り付けられないのだ」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく──そして騒然／議員たちが顔を見合わせる──凍こおりつくビクスラー党首。

「発注時に別の船のデータを引き出した。単純なミスで、すぐに修正された。そのような基本的な事実をなぜ確かく認にんしなかったのか、きわめて疑問だが……」エドワルト＝演えん壇だんで書類をめくる──一つを掲かかげてみせる。「さて、これが修正された書類だ。正しい規格に従い、観光用の遊覧船を整備するための。これとは別にシュタイア社から提出された船の設計図もある。フォルクマール社はこの発注書と設計図をもとに船を整備する予定だった。だがその前に社長が拉ら致ち監禁され、無む惨ざんにも殺害された。彼が修正前の発注書に従い、船に爆ばく弾だんを仕掛けたというのはおかしな話だ。そんな時間はなかったのだから。証拠に、爆破された船の部品を照合したところ、全て古いものだった。爆破された船は整備されておらず、どの部品も交換されていない」

「一部の部品はまだ発見されていないはずですが」慌あわてて反論しようとする未来党議員。

「ならば何も判断できないはずだ」涼すずしげな顔のエドワルト。

　止めようもないざわつき──目を剝むくビクスラー党首／手て振ぶりで質問手の議員に合図。

「では、殺された枢すう機き卿きようが、あなたに会いに来たことは認めるのですね？」

「認める」エドワルト──騒さわがしくなる一方の議場──慌てふためく人々をよそに悠ゆう然ぜんと己おのれの道を疾しつ駆くするサラブレッドの風ふ情ぜい。「実は枢機卿は、本来、かの戦犯法廷で証人になるはずだった。だが彼の立場もあり、断念せざるを得なかった。その代わりに証人となったのが、銀行家のマイトガング・ヴィッテルス氏だ。彼は世界中の銀行の立て直しに生しよう涯がいを捧ささげた人物で、もちろん、ヴァチカンに存在するピエトロ銀行の帳ちよう簿ぼ役であったロッシーニ枢機卿と大変親しかった。だがヴィッテルス氏はご存じの通り、襲撃犯によって殺害された。枢機卿はそのことを大変に悔くやんでいた。そして戦犯法廷があった施し設せつに、祈いのりを捧げに来たのだ。誰にも言わずに。彼が証人になっていたかもしれないことはヴァチカンでもトップシークレットだから、今まで公表することはできなかった」

「し……証しよう拠こはあるのですか」未来党議員──エドワルトにではなく後ろで憤ふん怒ぬの形相になっているビクスラー党首に怯おびえている。

「ロッシーニ枢機卿と私の間のやり取りが知りたいのであれば、知事室の通話記録を参照して欲しい。ご存じの通り、あの電話は特別な理由がない限り録音データが残される。そのデータが存在することを示すため、一部をここで流させて頂こう」

　おもむろに懐ふところからペン型レコーダーを取り出すエドワルト──スイッチを入れる／マイクに近づける／小さなハウリング／そして流れ出す音声。

《──ありがとう、エドワルト大たい佐さ。いや、ウィーン州知事殿どの。そもそも、あなたがキプロスで私達の教会を正しく守って下さったからこそ、あの戦犯法廷が実現できたのです。私はあなたの勇ゆう敢かんで誠実な働きに報むくいたい──》

　スイッチを切る。「会話の全ぜん貌ぼうについては、知事室に問い合わせて欲しい」

　大喝かつ采さい＝それまで呆然としていた社会党の人々──州知事の大逆転を悟さとって手の平を返す／州知事を信じていたとか何とか都合の良いことを叫さけび出す。

　呆あつ気けに取られる国民党の人々──一人だけ、〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉で顔を見たイグナツ・フォン・エアラッハ議員がエドワルトを称たたえるように立ち上がって拍はく手しゆをしていた。

　未来党の人々──混乱／怒いかり／地じ団だん駄だ──前まえ屈かがみになってエドワルトを睨にらみつけているビクスラー党首＝飛びかかる寸前のオオカミのよう。

　日向＝立ち上がる──傍聴席から出る。「……全て罠だった」

　乙＝並んで歩きながら。「罠って？」

「州知事が未来党に仕掛けた罠だったんだ。あの書類も、枢機卿との関係も、あえて未来党やＢＶＴに食いつかせた。第二作戦部隊やグスタフ調査官ですら、州知事に一杯食わされた」

「州知事がみんなを騙だましたの？　もともと悪いことしてないんでしょ？」

「本当にそうかどうかわからん。これで余計にわからなくなった」

　日向＝いつにも増して気むずかしい顔──ＭＳＳの特権で州知事の部屋へ直行。

　他の議員や秘書たちに健けん闘とうを称えられている州知事──重じゆう厚こうな笑えみで振り返る／日向＋乙へ歩み寄る。「私の聴ちよう取しゆと護衛のために来たそうだな」

「はい」日向＝ぶっきらぼうに。「許可は頂いています」

「心強い限りだ、アナベル伍ご長ちよう。質問には何でも答えよう。代わりに、私を殺しに来る者たちを残らず捕とらえてくれ。何しろ、私が犯罪者扱あつかいされることを心待ちにしていた者たちがいて、今や彼らは大いに怒り狂っているだろうからな。ただ怒おこるだけでなく、退路を失い、彼らの方こそ身を守る必要があるかもしれない。なんであれ今こそこの私を見境なく攻こう撃げきしてくるだろう。命を奪うばうことが可能なありったけの品で。その品の全すべてにプリンチップ社の刻印があるとしても私は一向に驚かない。ついでに未来党の刻印が加えられていたとしてもな」
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　州議会の議事録──〝心配ない〟というエドワルトの顔を思い出す──逆に心配になる。

　きわめて巧こう妙みようで攻撃的な罠──未来党との対決への道／いったい誰だれがエドワルトにこのような抜き差しならない戦いを示し唆さしたのか／エドワルトの一存とは思えない。

　ちらつく顔＝アダー・ガウス神父──闇やみの選挙アドバイザー／〈ローデシア〉のスパイであるカラスだという報告／なのになぜエドワルトの側につくのか。

　推測──二重スパイ／エドワルトと〈ローデシア〉の間で狡こう猾かつに羽ばたくコウモリ。

　溜ため息いきがこぼれる──このまま兄はどんどん遠い場所へ行くだろうという予感。

　もし戦いに敗れたときのために──妹にその咎とがが及およばぬよう距きよ離りを取りつつある。

　あるいは勝利したときのために──悪あく辣らつな手で勝ち取った権力の沼ぬま地ちから妹を遠ざける。

〝私の心配は無用だと証明できたときに教えよう〟──そのときが来て欲しいのかどうか自分の心がわからなかった。

　デスクの電話が鳴る──ニナ＝定時連れん絡らく。《長官。捜そう査さ項こう目もくの件でご連絡しました》

　ヘルガ＝果断。「全て〝青グリ信ユー号ン〟よ」

　ニナ＝慎しん重ちようを期す。《エリカ・Ｍ捜査官と州知事についての新規捜査項目もですか？》

「そうよ、ニナ」ヘルガ＝こともなげ。「まず、イギリス側の目標は、私達と同じ。リヒャルト・トラクルを追うこと。そのために〈インフィニティ〉や〈ローデシア〉が少女たちを犠ぎ脳のう者にしたことを証明し、摘てき出しゆつした脳を何に使用したかを判明させたい。それには犠脳手術のための施設そのものたるトレーラーの確保が現時点での最善手。ただし、そのための協力者として、なぜエリカ捜査官が──鳳さんが選ばれたのか、探さぐる必要があるわ」

《了りよう解かい。解かい析せき課によるエリカ捜査官の追つい跡せきを万ばん全ぜんにし、捜査班に〈九クー龍ロン会〉を調査させます》

「州知事の件については、遠慮はいらないと伝えてちょうだい。聴取以外にも、盗とう聴ちよう、監かん視し、追跡、保護拘こう束そく、全て合法的に行えるよう手続きするわ」

　ニナ＝気き遣づかう調子。《……よろしいのですか？》

「ＢＶＴがやろうとしていたことを、私達がやるだけのこと。たとえ、エドワルト・メッサーシュミット州知事が相手であっても、必要と判断されることは全て行いなさい」

あたかも兄きよう妹だいが敵対したかのごとき様相を呈ていする捜査──ニナ＝ヘルガの兄に対する絶大な信しん頼らいのあらわれと了解。《わかりました、長官》

「おそらく、狼煙のろしを上げるのは〈ローデシア〉よ。潜せん入にゆう捜査官がもたらす情報から、あらゆるポイントで彼らを要撃。ハンス・Ｗ・クラインの居場所の特定を急いでちょうだい──」

　アラーム──耳にした瞬しゆん間かん、心待ちにしていたことを自覚。

　デスクに置いていたＰＤＡの画面──あの少女が辿たどり着いた／ヘルガが用意しておいたメッセージを見た／何も知らない者からすれば異様なメッセージにもかかわらず──その返答。

『いずれの日時、いずれの場所でも』

　ＭＰＢの特甲トツコー児童からの返信──会おうという意志を汲くみ取ってくれた。

「それと、一点追加よ、ニナ」通話維い持じ──片手でＰＤＡを操作＝日時と場所を送る。

《捜査項目を増やしますか？》

「ええ。私の捜査項目を」

《長官自ら……？》

　返信＝数分とかからず──『了解』──端たん的てき＝まさに猟りよう犬けんのいらえ／鏡合わせの生者の声。

　事件とメッセージを共有する者同士──何年もの時を経ての邂かい逅こう。

「非公式の聴取をセッティングしてちょうだい。相手は重要証人であり、この都市で、私達が事件を追う前から、ずっと戦い続けてきた同どう胞ほうよ」
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　ヘルガの号令──ブラックストーンが提案する秘密作戦に参戦＝単独派は遣けん。

　鳳──なぜかみなぎる気力／夜もぐっすり熟じゆく睡すい／まるで心強い何かに守られているよう。

　なぜか気づくと自分の唇くちびるに触ふれている──指先でなぞったりしている／なぜだろう／だがそうすることで喜びと幸福の念が悲劇に対たい抗こうする力となって溢あふれてくる気がする。

　ニナが運転する車に乗って出発──本部ビルの地下駐ちゆう車しや場で冬真が見送ってくれた。

「それでは、行って参ります」助手席──開いた車の窓からにっこり笑って挨あい拶さつ。

「行ってらっしゃい」冬真──ぎこちなく手を振ふる／切なげな笑み／なぜだろう／あんな風に影かげがある人だったろうか──心配でたまらないという声。「本当に……気をつけて、鳳さん」

「頼たのんだぞ、冬真」ニナ＝運転席から。「終日、水無月と警けい戒かい待機だ。ディーゼル課長とともにエリカ捜査官の追跡を途と切ぎらせるな」

「はい、ニナさん」うなずく──真しん剣けんな面おも持もちで鳳を見つめる。「決して見失いません」

「ありがとう、冬真さん」鳳＝照れ笑いが浮うかぶ──少年の強こわばった顔／自分を心配してくれているせいだと察して不ふ謹きん慎しんなほど嬉うれしさが湧わく──はしゃぐ気持ちを抑おさえて敬礼。「では」

「うん」冬真＝敬礼はせず／少年の習慣にはない──微笑ほほえんで手を振る。

　車の窓を閉じた／二人をスモークガラスが遮さえぎる──車が駐車場からゲートへ。

　見送る少年を置いて街路へ──ドナウ河下流の西岸／高速道路付近のホテルへ向かう。

「冬真と何かあったか？」ニナ＝ちらりと鳳を見る──気さくにからかうようでいて少女に異常はないか鋭するどく読み取ろうとする視線。

「何か？」鳳＝きょとん──恥はずかしさでごまかそうという、いつもの態度もなし。

「ずいぶん嬉しそうだ」さらに窺うかがう。

「嬉しそう……？」鳳＝首を傾かしげる／確かに気持ちが浮うわついている／そっと唇をなぞる／なぜだろうと自問──自答。「大事な作戦ですから、気持ちが昂こう揚ようしているのですわ」

　記憶がない──ニナ＝鳳をフォロー──とっくに地下駐車場の監視カメラの映像を閲えつ覧らん。

　少年に抱だきつく鳳──依い存そん心を高めている／異性として意識している／心の支えにしている──にもかかわらず冬真に関する言動を忘れている。

「全力でバックアップする」ニナ＝言いつつ胸騒ぎを感じる／少女の上官としての不安／本当にこのまま送り出すべきだろうかという迷い──しいて振り払う。「連絡を怠おこたるな」

　切り札たる特甲児童／素質に満ちた転送兵──ためらいはかえって少女の危機を招く。

「はい、ニナさん」生き真面目まじめで力強いいらえ──ほどなくして到とう着ちやく。「では行って参ります」

　うなずいて見送るニナ──観光客用のホテル／ロビーへ入る鳳──姿が見えなくなる。

　平和な光景──明るい午後の日差し／観光日和びよりの晴天／にこやかな従業員／和なごやかな客たち──かえって過か酷こくな最前線に少女を送り込んだのだという重い気分を抱かせられながら来た道を引き返した。
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　ホテル内──エレベーターで最上階へ／指定されたルームナンバーを探して廊ろう下かを進む。

　上品な身なりの男性とすれ違ちがう──茶色い目／黒くろ髪かみ／細身／四十代──互たがいに目礼。

　はたと足を止める鳳＝振り返る──エレベーター・ホールへ向かう男性＝ふと立ち止まる。

　鳳＝まじまじ見返す──呆気に取られる。「ブラックストーン捜査官？」

「素晴インクレらしいデイブル」男性＝賛さん嘆たんの表情で顎あごを撫なでる──教え子のテスト合格を喜ぶような顔／確かにブラックストーン／だが顔も声も何もかも違う。「どこでわかったかね？」

「目とか……なんとなく」まごつく──呆あきれる。「なぜ変装など？」

「素顔を見せておこうと思ってね」微び笑しよう──肩かたをすくめる。「後で、あれが私だったと教えるつもりだった」

「それが素す顔がお？」改めて見つめる──本当かわからず／疑わしげ。「変装では？」

「君は実に良い目を持っている。成人したら我が局に来る気はないかね？」

「考えておきますわ」呆れて返す。「どこへ行くんですの？　作戦に参加しないのですか？」

「後方サポートだ。部屋で隊長が待っている。良い成果が得られることを祈いのっているよ」

　軽く会え釈しやくして立ち去るブラックストーン──呆気に取られつつ指定された部屋へ。

　ドアベルを鳴らす──ドアが開く／大おお柄がらな若い男──滑なめらかな肌はだの黒人／シャツ／スラックス／太い腕うでに金の腕時計／しなやかな体たい軀く／陽気な笑み／手振りで歓かん迎げい。「どうぞ」

「お邪じや魔ましますわ」入る──広々としたスウィート。

　テーブルを囲む面々──新たに三人の男たち。

「やハあイ、ご婦人レイデイ。またナイス・会えトウー・て嬉シー・ユしいー・アよゲイン」明らかなイギリス発音──見覚えのある顔／野太さとハンサムを足して二で割ったような顔がん貌ぼう／がっしりした体格──中ちゆう華か料理店で席を譲ゆずってくれた男性が立ち上がって手を差し出す／どこの訛なまりとも知れぬドイツ語に。「隊長のハリー・ウェールズだ。よろしく。ハリーと呼んでくれ」

　握あく手しゆ──真っ直すぐ見上げる／相手の顔立ちにふと別の印象を感じる／中華料理店で会ったという以上にどこかで見たという感覚。「鳳・エウリディーチェ・アウストです。とっくにご存じと思いますが」

「プロファイルはたっぷり読ませてもらった」ウィンク──残りの面々に手を振る。「来てくれ。こちらが、Ｇチームのメンバーだ」

「レイだ。よろしく」先ほどドアを開いてくれた黒人／歌うような調子──柔やわらかに握手。

「デイヴィッド・イェリーだ。ＤＹと呼ばれてる」坊ぼう主ず刈がりの巨きよ漢かん／白人／悪相といっていいほど厳いかつい顔／やたら人なつこそうな笑み──分厚い手で握手。

「フロストだ」最も若くハンサムな男／日焼けした白人／冷れい淡たんな調子／氷のように無表情──右手を差し出す＝本来の肌と馴な染じみきっていない人造皮ひ膚ふ／真新しい機械化義手。

「ご生存を嬉しく思いますわ」握手をしつつ相手の手が生身と変わらず正確に動いていることに驚きよう嘆たん──機械化してひと月も経たっていないはずなのに。「ミスター・トム・バード隊員」

　手を離はなしながら無表情さがやや揺ゆらぐ──意表を突つかれて驚おどろいた顔。「あれはダミーのデータだ。フロストと呼んでくれ」

「あの少女たちを助けて下さったことを感謝します」

「作戦にしくじった」むっとした顔になる──自然と伝わってくる思い──少女たちを無事に救出できなかったことを心から悔くやんでいる。「罵ののしってくれた方が気が楽だ」

「それ以上、余計なことは言うなよ、フロスト坊やボーイ」歌うようなからかい声──レイ。「Ｇチームとしては、そこはしらを切るべきところなんだぜ」

「ミスター・ハリーが彼女をメンバーに加えた」フロスト＝抗こう弁べん。「信頼すべきじゃないのか」

「そのご婦人に余計な重荷を背負わせることになりかねない」太い声＝ＤＹ──とてつもない人相の悪さなのに恐おそろしく紳しん士し的な口調。「それに彼女はかまをかけただけだ。ミスター・ブラックストーンがよくやるように」

「そのブラックストーンだが、ここにはいない」ハリー＝宥なだめるようにフロストの肩を叩たたく──みなをテーブルへ手招く。「この国の外務省関係者との会食に出かけている」

「先ほどお会いしましたわ」鳳＝素直にテーブルに歩み寄る。

　レイ＝感心したような口笛──着席。「てことは、あの旦だん那なの七面相を見破ったわけだ」

　ＤＹ＝フットボールのプロテクターをつけているのではないかと思ってしまうほど分厚い肩をすくめつつ着席。「先週はどの顔だった？　一週間ごとに名前も顔も変わるからな」

　フロスト＝淡々と着席。「本人だって覚えちゃいないさ」

　鳳＝四人の男たちとテーブルを囲む──見み渡わたす／まさかたった四人とは思わず。「ここにいる方々で作戦を？」

「全員ＳＡＳの、四人編制チーム。最高のメンバーだ」ハリー＝鳳の正面の席──ラップトップを開いて起動する。「一ダースか二ダースの大部隊だと思われたかな？」

「てっきりそうだと思っていましたわ」鳳＝素直に吐と露ろ。

「それじゃ大戦争になっちまう」笑うレイ。「それも悪くないがね」

　ＤＹ＝黙だまって分厚い肩をすくめつつティー・セットで紅茶を淹いれる──淡々とカップを各人に回すフロスト。

　これから軍事的な行こう為いがなされるとは思えないほど何もないテーブル／ラップトップ以外に四人の所持品が見当たらない／装備もない──何もかも鳳の想像の埒らち外がい。

「ここにいる全員が、メカニックであり、兵へい站たんのプロであり、戦術的に高度かつ熟練の域に達した精ザ・フ鋭ラワーだ。君が百人力の戦士であるようにね、ミズ・アゲハ」ハリー＝ラップトップをくるりと回してみなに見せる──複雑に色づけされた第二ラツフ十六ルズシ区テイの地下地図。「さて、最終ブリーフィングを始めよう。我々は提供された情報をもとに、敵勢力を排はい除じよし、対象エリアを制圧し、目標物を獲かく得とくする。なお、この作戦は外交的に黙もく認にんされ、両国の首相間の取引材料となる。我々が作戦を遂すい行こうする代わり、我々のカードをこの都市の治安機構に開示する。そこにいるミズ・アゲハに我々の働きを見せることも、開示にふくまれる。我々がしくじり、何かしらの被ひ害がいをもたらせば、より多くのカードをこの国に提供せざるを得なくなる」

　三人とも黙ってハリーの言葉を聞いている──鳳も倣ならいつつブラックストーンが何をしに行ったか合点＝首相官かん房ぼうか外務省へ／この四人の行動が黙認されるよう働きかけている。

「この地図はケーブルのメンテナンス坑こう道どうだ。どの都市にもある真の迷めい宮きゆうで、電力を供給し、通信を維持するため、都市が発展する限り、際限なく増え続ける蟻ありの巣だ。どれも直径五メートルから十二メートルのトンネル構造をなし、鉄製の天板と床ゆか板いたが敷しかれ、メンテナンスのための通路となっている。〈蟲チオン〉と呼ばれる機械化部隊は、この地区のメンテナンス坑道を自分たちの巣に作り替かえている。情報によれば二百人規模の部隊を居住させ、彼ら自身のメンテナンスを可能とする施し設せつだ。この都市の電力と通信ケーブルに寄生する闇やみ社会の隠かくれた王国、地下の九龍クーロン城というわけだ。我々はこの施設に打だ撃げきを与あたえるとともに、彼らが守るトレーラーを奪だつ取しゆする。ただしトレーラーはすでに別の物に変へん貌ぼうしている」

　ラップトップの画面の横からキーボードを操作するハリー──大型バンの画像が現れる。

「我々がトレーラーの奪取を試みたことから、連中はその機材を分割し、見分けのつきにくい複数の車両に移し替えた。そのうち犠ぎ脳のう手術を行う車両が、〈九龍会〉から提供された情報によって特定された。この車に人間を乗せ、犠脳手術が行われる。同型の三つの車が、手術のための補助機器を搭とう載さいしている。このうち手術用の車両を奪うばうことで、犠脳者を生み出すことを防げるだけでなく、犠脳者の脳を何に使用したかが判明する。また、障害となる〈蟲〉の軍勢の掃そう討とう、そしてそのリーダーの永久的な排除が望まれる。そのために、〈九龍会〉の大老たちがお膳ぜん立だてをし、我々が連中を叩く」

　中華料理店で鳳を待ち構えていた老人たち──イギリス側に取り込まれた闇社会の大老。

　作戦概がい要ようとともに告げられる標的のコードネーム／指令──全すべてイギリス風。

〝オールド・ニック〟＝悪あく魔まの異名／魂たましいを汚よごす者／犠脳手術のための車両──「奪いキヤプ取れチヤー」

〝ウィッチ〟＝魔女／〈蟲〉のリーダーである女性／蛭ツー雪シユエ──「見つけシユート次第射・オン・殺せよサイト」

〝フィーンド〟＝呪のろわれた者たち／〈蟲〉の機械化兵たち──「残スイらープず・掃アン討ド・せクリよーン」

〝ハイブ〟＝虫の巣／〈蟲〉の拠点──「制圧コントロしール・ア破壊ンド・デせよストロイ」

　奪取／射殺／掃討／破壊──いずれも治安機構の対応から逸いつ脱だつ──完全な軍事行動。

「質問は？」ハリー＝ラップトップを操作──データの完全消去プログラムを実行／すでにデータは別の場所に移されている──イギリス流／感心するばかりの隠おん密みつぶり。

　誰だれも質問せず──鳳＝ちょっと間をおいて質問。「本当に、このチームの他ほかに人員はいないのですか？」

　面おも白しろそうに笑うレイ──にやりとなるＤＹ──淡々と宙を見やるフロスト。

「この四人で全てだ」微笑むハリー。「そもそもチーム自体、この世にいないことになっている。Ｇチームとは幽霊ゴーストチームのことだ。公式には存在しない。兵器密売による汚れた金のネットワークと、それを利用して国際社会に悪あく辣らつな罠わなを仕し掛かける悪あく霊りようどもを追い払うため、我々自身が幽霊となった」

　あまりに明快な目的──明快すぎて疑念が湧く／物もの怖おじせず問う。「つまり、ご専門は暗殺ということですか？」

「殺し屋ウエツト部隊・チームではないよ」ハリー＝笑みを消して／危険な領域に踏ふみ込む少女を穏おだやかな調子を崩くずさず受け入れる。「我が国に都合の悪い人物を、善人も悪人も問わず抹まつ殺さつしていく部隊とは違う。これは約束された戦いなんだ。高貴なノブレスる者の・オブリ義務ージユを果たすための」

　イギリス流の発音──同じ言葉を口にした皇族の末まつ裔えいを思い出させられる。

「戦犯法ほう廷ていで亡なくなったミッターマイヤー氏が関係しているのですか？」

　ハリー＝微笑ほほえみつつ答えず──レイが陽気に遮さえぎる。「質疑応答はその辺にして、パーティを始めないか、ミスター・ハリー？　ミズ・アゲハ？　パーティが終われば、もっとお互いに親しん睦ぼくを深め合う機会も持てるかも知れない」

　作戦の成否によって開示される情報──戦うために異国の地に来た男たちに従う。「その通りですわね」

「オーケー、レイ」ハリー＝紅茶をひとすすり──ラップトップが完全に空っぽになったのを確認／おもむろに立ち上がる。「これより作戦を開始する。パーティドレスを取りに行こう」

　全員が部屋を出る──装備品も何もなし。

　エレベーターでハリーが携けい帯たい電話を取り出す──鳳に渡わたす。「この電話を持っていてくれ。暗号設定や周波数をそちらのマスターサーバーで追つい跡せきすれば、こちらとの通信を確保できる」

　名めい刺し代わりの携帯電話──彼らとつながるゆいいつの品＝恭うやうやしく受け取る／なぜかハリー相手だとそういう仕草になる。「了りよう解かいしましたわ、ミスター・ハリー」

　地下駐ちゆう車しや場──一角に引っ越こし業者用のトラック＝四人が真っ直ぐ歩み寄る／幽霊部隊と言いながら監かん視しカメラに映るのも気にせず──サポート＝おそらくブラックストーンが彼らの影かげを消して回る。

　ＤＹ＝トラックの荷台を開く──中身を見て呆あつ気けに取られる鳳。「アームスーツ？」

　着るロボット×四体──左右に二体ずつ座った姿勢で固定。

　速度に優すぐれたサテュリスキー型／全て純白の装よそおい／銀色の山羊やぎの角に似た頭部センサー──高度なロボット技術による現代の甲かつ冑ちゆう／戦いを待つ物言わぬ騎き士したちと遭そう遇ぐうしたよう。

　ハリー＝揚よう々よう。「作戦用に取り寄せた。隠密性に優れた特注品、〈カプリコーン〉だ。駆く動どう音の99％をシールドし、電気自動車よりも静かに移動できる上、使用可能な火力は君にも負けない。これで、四人で十分だということに納なつ得とくしてもらえたかな？」

　むしろ十二分な戦力──外交レベルでの黙認があるとはいえＭＳＳの監視すらかいくぐってこの国に持ち込んだ／幽霊部隊の面目躍やく如じよ──つくづく呆あきれる／驚く。「納得しましたわ」

　荷台に乗り込むハリー＋ＤＹ＋フロスト──鳳＝レイに招かれ運転ブースの助手席へ。

　発進＝穏やかな速度──四人の幽霊戦士と妖よう精せいを乗せたトラックがホテルを出て第二ラツフ十六ルズシ区テイの戦場へ悠ゆう々ゆうと進んでいった。
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　第二ライヒ十五エンシユ区マオス──汚きたならしい地下下水道／企き業ぎようが垂れ流す廃はい液えき溜だまり／都市の幸せな生活を支えるために生まれた毒の沼ぬま地ち──下水の名にふさわしい汚お濁だくに満ちた空間。

　雛──どん底の人生のさらに下に、想像を絶する地じ獄ごくのどん底があることが予感される暗い下水管理用の通路を茫ぼう々ぼうとした顔つきですたすた進む。

　潜せん入にゆう用パンクルック──両手にゴム手て袋ぶくろ／顔に防ぼう疫えきマスク／ゴーグル／ケミカルライト──〈フンディングの槍やり作戦〉に参加する者に支給された気休めの品。

　本来なら爆ばく弾だんを作って提供しただけで雛の役目は終わりのはず──なのに呼ばれた／もしかしてＭＳＳだとばれた／でも行かないわけにはいかず──指定された通りの区画へ。

　錆さび果てたドア──開けっ放し／錆びすぎて動かず／室内にほのかな灯あかり──中に入る。

　しばらく前まで浮ふ浪ろう者しやが住み着いていたことを示すカビだらけの毛布／酒さか瓶びん／雑誌／なんだかわからないガラクタ──ドアと同じくらい赤あか錆さびだらけの古い浄じよう水すい器き／配管／天てん井じようの金かな網あみ。

　意外に広いそこに十数名の男たち──みな武装／ゴム手袋／マスク／ゴーグル／ケミカルライトの灯り──やって来た雛を振ふり返る。

　雛＝大勢すぎて読どく唇しん術じゆつでは読み取りきれない／ヘッドホンを外して首にかける／ぼんやり挨あい拶さつ──半ば習慣化。「シュローム」

　十数名が一いつ斉せいに挨拶。「イビローム」

　一人だけ挨拶をしない──浅黒い肌はだの長身の男／ゴーグルしか着用せず／まるでこの程度の汚濁に満ちた空気はいつでも嗅かいでいるというよう。

「イギリスの子供だな」断定口調＝歩み寄る男──携帯電話を雛に差し出す。

　ぼうっとうなずきながら受け取る──なんとなく見覚えのある男／あまりじっと見ないよう目の焦しよう点てんを曖あい昧まいに／怯おびえたふりをするまでもなく怯えた態度。

「その電話に爆弾の位置を示す地図が入っている。住所録にあるナンバーが起爆装置だ。〈竜りゆう騎き士し〉の階級ならわかるな？　お前が予備のトリガーだ。俺の作戦指揮に不測の事態が起こった場合、お前が爆弾を点火させてターゲットを滅ほろぼせ。食い残しは許されない」

　最後の言葉で思わず相手の顔を見てしまった──アジア的でもありヨーロッパ的でもある顔立ち／ロマの相そう貌ぼう／ＭＳＳのデータを思い出す──乙の証言＝〝食い残しが嫌いなテロリスト〟

　戦犯法廷事件で悪夢のような仕掛け爆弾と狙そ撃げきによる証人暗殺を行った人物──この男がホイテロートだという確信と驚おどろきが僅わずかでも表情に出ないよう必死に抑え込んだ。

　雛＝すぐに目を逸そらす──携帯電話の中身を調べるふり／ボーマンに言われて自分が設定した電話の一つ／男の視線がじっと自分に注がれているのを感じる──今の雛の挙動の意味を探さぐられている。

「作戦終了後、その携帯電話に、シャーリーンとサードアイから連れん絡らくが来る」

　咄とつ嗟さに返事をしそうになる──引っかけをかわす。「……サードアイって、誰ぇ？」

　じっと見つめる男──答えず／きわめて自然な動作で移動／男たちを振り返りながら太いパイプの陰かげに立てかけてあったショットガンを手にする。「じきにＭＰＢの装そう甲こう車が来る。配置につく前に不安要素は全て片付けろ」

　くるりと振り返る男──引き金を引けば撃うてる状態になっていたそれを雛へ連射。

　そのときにはすでに猛もう然ぜんときびすを返して逃にげ出していた雛──放たれた散弾が床ゆかと壁かべで盛せい大だいな火花を散らす／錆び果てたドアを撃ち砕くだく／雛の左足首に当たって靴くつと靴下と人造皮ひ膚ふが引き裂さかれる。

　携帯電話を握にぎりしめつつ来た道を全力疾しつ走そう──なんでばれたのかわからない／だが自然と察する／あの男が見ていたもの──雛の腕うでや脚あし。

　機械化義ぎ肢しだと見み抜ぬいた──あんな暗がりで／一部しか見えていないのに／あるいは単に撃って確認しようとしただけ──念のために撃ってみた／人間の手足を吹ふき飛ばすことなど日常茶さ飯はん事じだといわんばかりに。

　背後で激しい足音──二名＝ホイテロートに命じられて雛を追撃。

　ケミカルライトを捨てた──直後に銃じゆう撃げき＝ライトが宙で粉々に／優れた射撃／さすが暗殺作戦の志願者／恐きよう怖ふと絶望で涙なみだ目めに──〝君はまたなんでこんなことになってるんだ？〟＝水無月の言葉が呪のろいのようにとことんリフレイン。

　真っ暗くら闇やみ＝記き憶おくを頼たよりに走る──この後どうすればいいのかわからない／どん底のさらにどん底に落ちていくだけという予感──そして実感。

　はたと立ち止まる──前方＝汚お水すいをじゃぶじゃぶ跳はね散らかして何かがやって来る／馬ば鹿かでかいサーチライトの灯あかり／水や壁に反射する光──浮うかび上がる鋼鉄の黒山羊やぎの姿。

　真っ黒いアームスーツ──お前が選んだ人生にはこんな住人ばかりがいっぱいいて、これからお前が付き合うことができるのはこういう連中だけなんだと告げるよう。

　アームスーツの探査に完全に捕とらえられたことを悟さとる──対空砲ほう火かも可能な化け物じみた大口径の機銃が構えられる。

　手を宙に差し伸のべた──他にどうすることもできず──迫せまり来る悪夢へ、やあ、会えて嬉うれしいよ、と手を振って挨拶している自分を想像した。「転送を開かい封ふう」

　輝かがやき──銃撃──この世のどん底で盛大な火が勃ぼつ発ぱつした。
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　ＭＳＳ本部ビル地下四階＝情報解かい析せき課フロア──水無月の待機室。

　電子機器だらけの部屋／『スター・ウォーズ』のフィギュアだらけのデスク／こぢんまりとしたソファ／テーブル／冷蔵庫──デスク一つしかない冬真には羨うらやましい限りの設備。

「特甲トツコーの開発資料自体がどのサーバーからも消されているなんて……」冬真＝悔くやしげ──意地になったように水無月のデスクの端たん末まつを操作／次々にプリントアウトされる資料。

「だから言っただろう？　無む駄だだって」水無月＝ソファでゲーム中／自分のデスクを取られてそわそわ落ち着かなげ──自分の部屋に他人がいることに慣れておらず。「以前は閲えつ覧らんできたものも、今は完全に消されてる。特甲猟りよう兵へいが都市に現れたのと同時期にな。まあ、そもそも閲覧できたとしても意味不明なものばかりだ。顧こ問もんだったバロウ神父も言ってるだろう？　三人の顧問が死んで、当時の研究の大半がブラックボックスになってしまったって」

「でも何かわかるかも」振り返る──肩かたを落とす。「手伝ってくれると思ったのに」

「僕がすでに試みたことを君が繰くり返しているのを見てるんだ」抗こう弁べん──集中できずゲームオーバー／やれやれとコントローラーを放ほうり出す。「だいたいなぜ僕の待機室でやるんだ」

「僕のデスクじゃ小さすぎるし、君と終日待機なんだから仕方ないじゃない」冬真＝いつになく強気──プリントアウトしたものを壁に貼はる／運び込んだホワイトボードに書き付ける。

　全すべて鳳と特甲児童に関するもの──過去の事件／鳳の記憶の状態／プロファイル。

「このざまをあの子が見たらどうする。この優ゆう雅がな待機室が、まるでストーカーの部屋だ」

「いいじゃない。いつものことだし」遠えん慮りよ会え釈しやくもなし。

「君がそのように他人の領土を平気で侵しん食しよくする性格の持ち主とは知らなかったな」さすがにむっとなった様子。

「鳳さんのことが心配じゃないの？」

「僕が何もしなかったと思うのか？　今君がしているようなことを何一つしなかったと？」

「だって──」

「君は今、誰かの中から、自分の記憶が消えたという事実にうろたえているだけだ。言っておくが相手が特甲児童である限り、それは覚かく悟ごすべきことなんだ。僕たち自身、心を守るために自分の心の一部が消える可能性について、嫌というほど説明され、受け入れさせられてきたんだぞ。今さら君が慌あわてふためいたところで何が変わるっていうんだ？」

「だって……」言葉に詰つまる／涙がにじむ──自分には立ち入ることができない領域があるということが悲しくて腹立たしくて仕方なかった。「そんなの、ひどいじゃないか……」

「まさに、ああレ・ミ無情ゼラブルだ。幸せな気分で特甲児童になったやつなんていない」肩をすくめる──憐あわれむような溜ため息いき。「どうやら君も迷路にはまり込んだな。死んだ博士たちの研究は謎なぞだらけだ。みな、天才は何とやらと紙一ひと重えという領域にいる人物たちで、どいつもこいつも、何がしたかったのか理解することすら難しい。そんな死者の謎かけより確実なのは、いみじくもあのＭＰＢの不ふ審しん人物少年が言ったように、生き証人の頭の中だ。そうだろう、ワトソンくん？」

「解析課の設備でやってみたけど、君の脳内チップのデータからは、初出しゆつ撃げきの情報は見つからなかったじゃない」

「あんな低容量のしろもので何がわかる。やはり特甲を使い、フル稼か働どう中のマスターサーバーに読み取らせるんじゃないとダメだ」

「どうやって？」

「その方法を考えろと言ってるんだ」

「君も考えてよ。何でもするから」

「こっちが言いたい。何でもする必要があるのは僕なんだから」

「僕たちだけじゃダメなのかな……」冬真＝今度はいつになく弱気に──深々溜息。「バロウ神父やディーゼル課長に相談した方が……」

「彼らはすでに僕らを何とかしようとしている。だがマスターサーバーと接続するのは僕でありＭＰＢの吹雪少年だ。バッティングコーチが幾いくらウルトラＣを考えついても、打席に立つ僕たちが実現できなきゃ意味がない。ついでに言えば、吹雪少年はバッティングコーチが毒を盛った可能性を警けい戒かいしてる。初出撃で異常が発生したのは内部の犯行だったんじゃないかとね」

「神父様も課長も信じられないの？」

「彼らが誰だれを信じているかわからないということだろう。吹雪少年は、僕たち以外の第三者が関係した時点で協力を拒こばむ気まんまんだ。無理もない。解析課の前課長の裏切りもあったし、バロウ神父もうちのボスも、いつだって内部の犯行を警戒して──」

　ふいにビーッという音──ドアの上の青いランプが点灯／冬真のＰＤＡにも出動サイン／とっくに脳内チップで受け取っている水無月。

「鳳さんがもう出撃態勢に？」冬真＝ＰＤＡを開きつつ慌ただしく立ち上がる。

「エリカ・Ｍお嬢じよう様さまはまだ移動中だ」水無月＝仕事モードの顔つき──慌てることなくドアへ向かう。「爆弾少女が特甲を転送した。ＡＩが転送を管理中だ。せっかく変装に協力してやったというのに、潜入がばれたのかもしれない。謎なぞ解ときは後だ、ワトソンくん。敵が電子戦を仕し掛かけてきたら全て外部記録を採れよ。いつまでも全部消えてしまいましたじゃ芸がないからな」
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　第二十ドナウシ二区ユタツトで国連関係者と会談──金きん融ゆうがどうこう／銀行がどうこう──難しそうなお話。

　ほとんど別室で待機＝日向＋乙──屋外＝戦術班の機体×三台と運うん搬ぱん車両が警戒待機中。

　会談終しゆう了りよう＝ぞろぞろ出てくる側近たち──エドワルトを取り囲みつつ廊ろう下かへ。

　ついて歩く日向＋乙──安全性を高めるため柱や死角を少なくした駐ちゆう車しや場でリムジンに乗り込む／小刻みな聴ちよう取しゆの時間──向かい合って座るエドワルト／日向＋乙。

「さて、どこまで話したかな？」エドワルト──車内の冷蔵庫を開く／酒類は一いつ切さいなし／野菜ジュース／果物／ミネラルウォーター──冷蔵庫の蓋ふたに『健康』と書いて貼ってありそう。

　ミネラルウォーターを取り出すエドワルト──三人分を小テーブルに並べる。

　日向＝じっと州知事に目を向けたまま。「最低でも一週間は予定をキャンセルし、襲しゆう撃げきを警戒すべきです」

「うん？　聴取ではなく護衛の話題かね？　その件についてはもう結論を出している。今このとき、私の政治活動を止める気はない。大切な戦友が戦死したからといって砦とりでに閉じこもっては、彼の死に報むくいることも、戦せん況きようを掌しよう握あくすることもできない」

「フォルクマール氏がＡＰ爆ばく弾だんを組み立て、船に設置したのではないのですか？」日向＝聴取に切り替かえ──ひたすら州知事を観察。

「その件についても、すでに答えた通り、私にはわからない。マルティンにその技術があったからといって、彼がやったと決めつけることはできない」

「あなた自身、爆弾の存在すら知らなかったと言うんですか？」

「そうだ」

「フォルクマール氏が第二作戦部隊に拘こう束そくされていた期間、彼からの連絡は一切なかった？」

「なかった」

　鉄てつ壁ぺきというより完全に潔白という態度のエドワルト──手が出せないほど大きな獲え物ものの周囲を巡まわりながら執しゆう念ねん深く捕らえようとする日向。「〈ローデシア〉内部には、あなたに情報を流している者がいるはずだ。でなければ州議会であんな罠わなは張れない」

「あれは彼らがどうにかして私を陥おとしいれようとして、自じ滅めつしただけのことだ」

「あなたは枢すう機き卿きようがあの船に乗ることを知っていたのでは？」

「わたしが知るのは、ロッシーニ枢機卿が祈いのりを捧ささげに来たということだけだ」

　日向＝完全に州知事に集中──乙＝ロリポップを口の中で転がす／日向の代わりにカタナを抱だきながら周囲を警戒。

　左手＝カイザーヴァッサー湖こ畔はんを通過──右手＝ドナウシティの瀟しよう洒しやなビル群。

　前後に二台ずつ護衛車両／戦術班の機体×三台＋運搬車両／万ばん全ぜんの態勢──だが違い和わ感かん。

　ライヒス橋でドナウ河を渡わたり都心に向かう大通り──ふいに車列がスピードダウン。

　乙＝身を起こす──エドワルトと日向の二人も気づく──運転席からスピーカー越ごしに報告。《前方で事故が発生。ルートを変へん更こうします》

　一いつ般ぱん道へ降りる車両の列──窓越しにそれが見えた／おんぼろトラックが中央分ぶん離り帯たいに突つっ込こんでいる／開いたコンテナ／まき散らされた廃はい材ざい／鉄骨／何だかわからないガラクタ。

　旧ドナウ河の河岸で右折──フロリズドルファー水上ヴアツサ公園ーパークのある方へ／別の橋へ。

《後方でも事故発生》無線通信＝しんがりを守る戦術班の機体──日向のイヤホン／乙の脳内チップに届く。《インターチェンジでトラックが路ろ肩かたにぶつかり荷をばらまきました》

　乙＝既デジ視ヤ感ヴユ──〈アンタレス事件〉──人工衛星が落ちた森／敵のトラックが荷をばらまいて戦術班の軍用機体の進行を妨さまたげた。

　日向＝肩の通信マイクへ。「全機、敵てき襲しゆうを警戒」

　エドワルト＝日向の言葉にも動じず──ふてぶてしいのではない／重い覚悟と不退転の決意を抱いている／戦いの意志を秘ひめた顔──じっと見つめる乙＝ロリポップを手に取る／ぽつりと訊きいた。「州知事は、大切な人を殺した犯人とかその仲間とか逮たい捕ほしたいんですか？」

　少女の眼まな差ざしを真っ直すぐ見つめ返すエドワルト＝はっきりとうなずく。「一人残らずな」

「ふーん」しげしげ──なんとなく合点。「そのために、自分を攻こう撃げきさせてるってこと？」

　答えないエドワルト──別のことを口にする。「私は戦友たちの墓標に誓ちかった。この都市を守り、報われざること一つとしてなからんと」

「アリス？」日向の呼び掛かけ＝乙が何かしでかすのではないかと思っている。

「その呼び方、やだってば」州知事の前で呼ばれてちょっと恥はずかしかった──カタナをひょいと持ち上げる／柄つかのカシラでルーフ開放ボタンを押す。「オレ、州知事を守るよ。だってきっと、正しいことしてると思うしさ。日向だって、そー思ってるっしょ？」

　車の屋根の一部が三人の頭上でするする開いてゆく／風が吹ふき込んでくる──日向＝憮ぶ然ぜんとした表情／目が屋根と乙の顔を往復／ぼそりと。「ああ」

　乙＝にっこり──ロリポップをくわえなおす／屋根の縁ふちに手をかける／ひらりと外に出る。

　突とつ風ぷう──走行中の屋根の上で片かた膝ひざ立ち／カタナのベルトをほどいて腰こしに固定／激しくはためくツインテール・シャツ・スカート──水玉模様の下着が丸見えになるのも構わず周囲に目を走らせる。

　前後に二台ずつ護衛車両／左右と後方に軍用機体／後ろの方に戦術班の運搬車両／気味が悪いほど他に車両はなし──自然と伝わってくる危機──さっと右前方を見た。

　到とう来らい──別車線からぼろっちいトラックが横よこ殴なぐりに侵しん入にゆう／コンテナを開放／傾かたむく荷台──馬ば鹿かでかい槍やりのような鉄骨や釘くぎだらけの廃材がばらまかれる／道路で跳はねる／飛び込んでくる。

　前方の護衛車両がもろに食くらってスピン／左右の軍用機体が速度を上げて盾たてに／蛇だ行こうする州知事の車──停止せず／突破を選せん択たく／州知事が前進を命令──そしてさらなる襲撃。

　右手の公園＝ドナウパーク──四輪駆く動どうの車両×十二台──わらわら出現。

　ガードレールをぶち破って躍おどり込む──助手席・後部座席・開いたルーフから身を乗り出す男たち＝目に防風ゴーグル／手に手に銃じゆう／一いつ斉せいに乱射──火線の驟しゆう雨う＝横殴り。

　防弾仕様のリムジンに火花──火線が乙のすぐそばを飛び抜ぬけていった。

　すぐさま後方の護衛車両と軍用機体が割り込む──火線を防ぐ盾に／火花まみれに。

　さらに凄すさまじい銃撃音＝さながら砲ほう撃げき──軍用機体のアームが直撃を食らって砕くだけた。

　乙＝烈れつ風ぷうの中ではっきり認にん識しき──四輪駆動車の一つ＝ルーフに上半身を出しているスキンヘッドの男──左手の機械化義手／握にぎりしめた馬鹿でかい武器／大砲じみた怪かい物ぶつ的な拳けん銃じゆう。

　凄まじいまでの閃せん光こう──特大の炸さく裂れつ弾が軍用機体にヒット＝盛せい大だいな炎ほのお／機体が傾く／失速。

「あっは！」乙＝ついこぼれる笑い声／鋭するどい笑み／ワニを遠ざける静せい穏おんさが訪おとずれる／じっとタイミングを待つ──車内で日向が対応を指示──進めと叫さけぶ州知事。

　全ての敵車両が道路に飛び込んできた瞬しゆん間かん──ひらりと跳んだ。

　特甲トツコーを転送せず／脇わきにカタナを構えたまま──撃うたれた戦術班の機体を蹴った／護衛車両の屋根を蹴った／敵車両のボンネットを蹴った──猛もうスピードで動く車を跳び渡った。

　動く車の群を己の体の一部のように感じる──どう動くのか見当がつく／そちらを見なくても位置がわかる／新たに発揮される接続脳力──吹き荒すさぶ烈風すら自分自身に思える。

　二つ目の敵車両のフロントガラスを蹴けった──ガラスに亀き裂れつ／走る車で八艘そう飛びをやらかす少女に度ど肝ぎもを抜かれる運転手たち／銃を持った男たち／怪物拳銃を掲かかげたスキンヘッド男。

　三つ目の敵車両の屋根に跳び乗る──助手席から身を乗り出して自動小銃を乱射しまくっていた男＝目の前に水玉模様の下着──ぽかんとなる男の顔面を蹴り飛ばしてさらに跳ちよう躍やく。

　四つ目の敵車両のフロントを蹴る──五つ目の敵車両へ飛んだ──その屋根で怪物拳銃を握る男＝飛来する乙へ銃口を突き出し意味不明の絶ぜつ叫きよう。「俺の一撃は世界史だって変えるんだ！」

　その男の動作が手に取るようにわかった──視線／銃の角度／引き金を引く機械の指。

　全身に風を受けながら宙で白はく刃じんを抜いた──銃撃──乙の左側を通過／弾丸による衝撃波がちょうどいい感じに体を押しやってくれる──目標車両の進路と正確に交わる軌き道どう。

　迫はく撃げき的な斬撃──きん、という澄すんだ音──振ふり下ろされたカタナの向こうですっぱり切断された機械化義手が、握ったままの怪物拳銃と一いつ緒しよに、道路に転げ落ちて見えなくなった。
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　第二ラツフ十六ルズシ区テイ＝地下道──ひゅんひゅんと空を切るような音。

　巨きよ大だいなロボット型スーツ×四体＝全すべて重武装──疾しつ走そうしているとは思えない静かさ。

　鳳＝特甲姿／手に機銃／飛びながら追つい随ずい──とても走って追いかけられる速度ではない。

《六時プロシ方向へード・前進トウ・しろシツクス。探知セツト・機をア・デイセットテクター》ハリー＝完全に英語でのやり取り──もともとドイツ語に近い言語／きちんとついていく鳳。

　しんがりでフロストのアームスーツが円えん盤ばん形の空中機動機械を放つ──ＭＳＳで使う偵てい察さつ機械〝ハエフリーゲ〟に似た道具＝空飛ぶ円盤が地下道の闇やみへ幾つも消えていく。

《この先の階段で地下レベル三階・スリーに下り、プラン通りに散開、カムフラージュ・オン》ハリー＝間断ない指示／機き敏びんに応じるチーム。《撃つときは気をつけろ。一般市民の可能性もある》

《ラジャー。ここまでデータ通りの地形です》レイ＝先頭を疾しつ駆く。

　あっという間に階段へ＝アームスーツが踊おどり場から踊り場へ飛ぶ──ひゅっ、ひゅっ、ひゅっという音しかせず──数百キロの物体が影かげのように飛んで走る。

　目的の階に達するや本当に影と化す──アームスーツの表面の色が変へん貌ぼう／周囲の色を映し出す／見事なカメレオン機能──瞬時に散開＝あっという間に四体とも闇に消える。

　鳳＝自分に割り当てられたルートを飛びつつ感かん嘆たん──あのようなチームが敵ではなくて良かったという思いに襲おそわれる。

《〝ハイブ〟の一部を発見。誰もいない》ＤＹ＝一分と経たたず報告。《Ｃ４爆弾設置完かん了りよう。移動を続ける》

《通路へ出た。〝オールド・ニック〟はいない。繰くり返す。〝オールド・ニック〟はいない》レイの報告＝すでに鳳の探査圏けん外がいに。

《データ外の地形を確認した。大老が指定した区画に侵入したが誰だれもいない》フロスト＝淡たん々たんと応答──と思いきや意外に口数が多い。《どうも気に入らない。連中はどこだ？》

《黙だまって探せ、フロスト》ハリー＝きびきび叱しつ責せき。《こちらも〝ハイブ〟の一部を発見。〝ウィッチ〟はいない》

　鳳──負けじと迅じん速そくに飛ひ翔しよう＝地下鉄と地下水道の狭はざ間まに存在するケーブルのメンテナンス坑こう道どうへ。

　地下を走る電気の網あみ──壁かべ中に巨大なケーブル／天てん井じようと床ゆかに格こう子し状の鉄の板／金属とゴムとコンクリートでできた都市のはらわたを飛び抜ける。

　がらんとした空くう洞どうに出る──十メートルほど頭上に沢たく山さんの空間／狭せま苦くるしい小部屋の群。

　梯子はしごも階段もない高所に設けられた沢山の房セル──〈蟲〉たちの住み処か／まるで人間大の虫の巣／あるいは古代の東洋の宗教施し設せつ──ドア代わりの布／そこら中にケミカルライト／あちこちに通気口──壁じゅうに塗ぬりつけられた複雑な紋もん様よう＝彼らが信しん仰こうする道タ教オの祈りの言葉。

《居住区……〝ハイブ〟に出ました。誰もいません》報告──小部屋の群をざっと見て回る／軍隊の幕舎に似た様子／僅わずかな私物／眠ねむるだけの場所──洗せん濯たくや食事や機械化義ぎ肢しのメンテナンスは別の場所で行っている。

《移動しますわ》ケーブル坑道を移動──あちこちにデータにない地下道／勝手に増設／感心するばかりの違い法ほうな工事／ケーブルのメンテナンス会社と組んで勝手に電気を盗ぬすんでいる。

　さらに地下へ──都市計画が更こう新しんされるたび廃はい棄きされたり増設されたりする地下道。

　直径三メートルほどの狭せまいトンネルを通過──いきなり体育館のような広々とした場所に／そこらにケーブル／ダクト／パイプ／錆さびついた地下鉄の車両──地下鉄の古い車両置き場。

　天井＝皓こう々こうと辺りを照らす蛍けい光こう灯とう＝一角に真新しい何か──銃器工場と美術家のアトリエをごた混ぜにしたような空間──幾いくつも並ぶ蛇じや腹ばらの腕うで／機械化義肢の部品／調整用の端たん末まつ。

《別の〝ハイブ〟を発見。機械化義肢のメンテナンス・ラボと思われます》舞まい降りる──照明が届かぬ暗がりに機銃を向けつつ端末のモニターを見み渡わたす。

　ブラックアウト──と思いきや突とつ如じよとして全てのモニターが点灯＝起動。

《モニターが急に起動しました──》通信をいきなり遮さえぎられる──とてつもない電子の騒そう音おん。《アアアアアアアアイイイイイイイイイイイイイイイイイイ──！》

　ぞっとなる＝凄まじいまでの情報汚お染せん──チームとの通信に瞬時に割り込まれた。

《くそっシツト、スーツに動作不良が発生》レイ＝罵ののしりつつ報告／電子の絶叫が割り込む。《アアアアアイイイイイ──！》《電子的な侵入──》《アアイイイイイ──！》《待ち伏せだ──》

《各自、機体を防護モードで再起動せよ》ハリー＝さらに冷静な声。《繰り返す。機体を防護モードで再起動せよ。敵性の電子的干かん渉しよう──》《アアイイイイイ──！》《通信チャンネル変更。大老側の情報が敵に漏もれた──》《アアイイイイイ──！》《作戦を続行。〝オールド・ニック〟を確保せよ──》

　果か敢かんな続行の意志──鳳＝素す早ばやく情報汚染に対処／羽による電子防護／マスターサーバーおよび接続官コーラスの支し援えんを要よう請せい──がちんという音──右手に握る長大な重機関銃がロックされた。

　恐きよう怖ふが体内を駆かけ巡めぐる──そして出現＝床に敷しき詰つめられたアクリル製の床ゆか板いたを跳ね上げて次々に現れる者たち──蛇腹の機械化義肢を持つ兵士＝〈蟲チオン〉の軍勢。

　待ち伏せ──瞬時に殺さつ到とうする刃はの四し肢し＝うねる・突き込まれる・薙なぎ払はらわれる・つかみかかる──咄とつ嗟さに宙へ舞い上がって動作不能となった機銃を盾に──壮そう絶ぜつな火花が舞い散る。

　武器への電子的な侵入を排はい除じよしつつ機銃を野球のバットのように振った──飛びかかってきた灰色の中国服の男の脇わき腹ばらにヒット／殴なぐり飛ばす／宙を旋せん回かいして退たい避ひ。

　乱れる探査──頭上で灯あかりが揺ゆれる／はっとなる／羽をはばたかせて旋回＝かろうじてかわす──天井からも突き込まれる蛇腹の手足＝眼下に十二名／天井に十二名──刃の嵐あらし。

　ジグザグ飛行──必死にかわす／羽を狙ねらわれる／こちらの飛翔能力を奪うばいにかかっている。

　眼前に飛び込んでくる灰色の中国服──反射的に機銃を投とう擲てきした。

　掃そう射しや機能を失った鋼鉄の槍──中国服の胸に銃口が激突／そのまま真っ直ぐ暗がりへ。

　武器の再転送を試みる──《アアアアアイイイイイイイ！》──地下に張り巡らされた電子の罠わなが遮る／それでも強ごう引いんに再転送を要請──エメラルドの輝かがやき＝右手。

　その輝きに殺到する〈蟲〉の軍勢──蛇腹の腕が四方から跳とぶ／巻きつく／絡からみつく。

　両りよう脚あしにも重み──刃は物ものでできたような手が幾つもつかむ。

「あ──ッ！」叫び＝無む我が夢中──ふいに右手が何かを握る／指先に引き金の感かん触しよく／全力でバックアップするというニナの言葉を信じて引き金を引いた──勃発ダダダ！するダダダ！掃射ダダダ！の火ダダダ！。

　巻きついていた蛇腹が吹き飛ぶ／引き裂さかれる／穿うがたれる──鳳にしがみついて宙に浮うかんでいた者たちが弾はじき飛ばされて落下。

　続けて掃射──両脚をつかんでいた手＝蛇腹の腕が吹っ飛ぶ──スカートの裾すそにまで迫せまっていた機械化兵士の顔面に容よう赦しやない膝ひざ蹴げり＝顔中血まみれになりながらのけぞって落下。

　粉ふん砕さいした刃の手足をぶら下げながら宙を舞う──機銃を構える。

　接続官コーラスが転送を復活してくれた──そう信じた／その矢先。

《──ふんふんふふーん♪》

　いきなり別の声が通信に介かい入にゆう──なんとも浮き浮きとした歌声。
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　ＭＳＳ本部ビル地下四階──解かい析せきフロア。

　中央の接続カプセル＝水無月──いつもの両膝をついた姿勢／閉じた目／上半身裸はだか／背にキリギリスの羽＝緑の輝き。

　冬真＝デスクについてヘッドセットを装着──その耳を打つ水無月の声＝聞いたこともないほどの周しゆう章しよう狼ろう狽ばいぶり。《あ……青馬モレンツ!?》

　冬真の背後──同じくヘッドセットを装着したディーゼル課長が仁に王おう立ち＝ぶっとい手でタブレットを操作しながら本人は小声だと信じているらしい太い声で独白。「スクランブル・ルーティングを実行しながら現場の捜そう査さ官との通信に介入。エリカ・ＭのＩＤからアクセスしたようだ。マスターサーバーの警告を無視して何かを構築している。追つい跡せきしているかね？」

「はい、課長」冬真＝振り返る余よ裕ゆうもなくキーを叩たたく──水無月の尽じん力りよく＝鳳の通信／転送／特甲機能／全て恒こう常じよう的な維い持じへ──だがそれ以上の何かが勃ぼつ発ぱつ。「な……何者かが、鳳さ……いえ、エリカ捜査官に対し、自己開放的ブレークアウトを試行中。止まる気配がありません」

「相手は電子防護をまったく放ほう棄きしてマスターサーバーに自分自身を委ゆだねている。ブレークアウトのみを優先し、マスターサーバーに自分の脳を同期させているせいで、かえって電子的に捕ほ捉そくできなくなっているんだ」ディーゼル課長＝夜間のランニング中に空飛ぶ円盤と遭そう遇ぐうしたというような〝信じられない〟という声こわ音ね。「経路はマスターサーバー〈刕レイ〉だ。ＭＰＢが独どく占せん使用するマスターサーバーだよ。もしこれがＭＰＢの接続官コーラスによるものだとすれば、ＭＰＢは我々とは次元の異なる電子戦術を開発したことになる」

　ヘッドセットに声＝鳳──驚きよう愕がく。《い……いったいどなたが送って下さったのです!?　あなたは何者ですか!?》

　冬真のモニターにデータが出現──水無月のフォロー＝鳳に送信されたデータを転写。

　息を吞のむ冬真＋ディーゼル課長──エリカ・Ｍの通信装備へ一方的に送られたもの＝地下道の精密な地図／敵の大まかな位置／情報汚染の仮想経路／〈蟲〉と〈九クー龍ロン会〉の捜査情報／華か僑きようにおける勢力抗こう争そうについての添てん付ぷファイル──ＭＰＢ側からいきなりの情報開示。

　そして応じる声──代理人格をやどすＡＩのものと思われる歌声。《ふーふふふー♪》

《な……》鳳の驚おどろき──戦せん闘とうを継けい続ぞくしつつ応答。《なぜあたくしの回線に？　あたくしが誰か分かっているのですか？　わざわざ作っていただいたダミーＩＤですのに──》

　冬真＝経路を確かく認にん──イギリス側が鳳に渡わたした携けい帯たい電話／その通信設定／周波数／いずれも瞬時に読み取られた──紛まぎれもなく別の組織に属するマスターサーバーと接続官コーラスの仕し業わざ。

　疑問＝これは吹雪くんがやっているんだろうか？　だがこんな無む鉄てつ砲ぽうな接続は聞いたことがない──電子防護ゼロの状態で飛び込んできた／セキュリティがなさすぎて逆に捕捉できない／全公開されたＩＤを信じていいかわからない／銃撃戦のど真ん中を素っ裸で走り抜ぬけるような行こう為い──意味が分からず／突とつ拍ぴよう子しもなさ過ぎて罠かどうか判断がつかず／鳳に情報汚染を仕し掛かけている存在も度肝を抜かれて対処しきれずにいる。

　とにかく鳳の転送維持に尽力する冬真＋水無月──そうするうちに解析官たちが一人また一人と立ち上がる／こちらを見やる／集まってくる──涼すずしい顔のディーゼル課長。「どうしたのかね、諸君。まだディナーの時間には早いぞ」

　呆あきれ顔の解析官たち。「ずるいですよ課長」「俺たちに黙って面おも白しろそうなことをしてるみたいじゃないですか」「マスターサーバーを通して現場の特甲トツコー児童に協同的ブレークアウトを提案するユニットなんて、いったいどこの組織のものですか？」

　冬真＝青い顔──これでは秘密捜査がもろばれに──考えたくないがＭＳＳ内にスパイがいた場合は最悪のシチュエーション。

「席に戻もどりたまえ、諸君」ディーゼル課長＝別の餌えさを放ほうる──のうのうと言ってのける。「どうやらＭＰＢがかつてない電子戦術を実行したようだ。総員、ただちに追跡。遠えん慮りよは無用だ。こちらの接続官コーラスを防護し、情報汚染を監かん視しした上で、ＭＰＢのマスターサーバーと接続官コーラスが何をしているか解析したまえ。電子戦術の新たな夜明けが始まろうとしているのかもしれないぞ」

　解析官たち＝すぐさま自分のデスクへ戻る──次々にフォローを開始／口笛／感嘆／呆れ返る声。「ＩＤ確認、ＭＰＢの特甲児童です」「なんなんだこれは、意味が分からん」「おかしなメソッドを構築中、敵性ブレークアウトに対して何かを試みています」

　冬真＝ひたすら水無月と鳳をフォロー──フロア中の解析官が参加したせいで鳳に余計なノイズが流れ込まないよう保護／通信をあくまで水無月に帰属させる／そこへ何かが割り込む。

　情報汚染ではない──明らかなフォロー＝ＭＰＢの吹雪くん。

　協同的ブレークアウトを提案することで味方であることを示してきた──開示されるＩＤ。

《ま……まさかＭＰＢの接続官コーラス!?》鳳の声＝冬真＋ディーゼル課長＋水無月だけが傍ぼう受じゆ──電子戦の態勢に入った特甲児童／ＭＰＢにいる鳳の同どう胞ほう／接続官コーラスではない誰か。

《いったいなんだ、このでたらめな電子戦は》水無月＝冬真＋ディーゼル課長にのみ通信──呆れ声。《モレンツといい、あの不ふ審しん人物の少年といい、ＭＰＢは電子戦での自じ爆ばく戦術を奨しよう励れいしているのか？　あの子以外の転送も維持しないといけないときに……冬真、しばらく閉じるぞ》

「閉じる？」咄嗟に受け取り損そこねる。「それって……」

《ノイズの除去は任せる。ただし全て記録しろ。ノイズもだ。いいな。消えないようにやれ》

「了りよう解かい」攻こう撃げき的デリートを警告──ヒドラ設定を実行／自己増ぞう殖しよくする転送経路／ＰＤＡとＡＩに転送／デリートの炎ほのおが発生した際はＡＩを盾たてにしてＰＤＡを防護──全すべて水無月と相談して構築したもの。

　輝き──接続カプセル内＝水無月の背で羽がひるがえる／広がる／水無月の体をすっぽり包み込む──緑にきらめく巨きよ大だいな電子のサナギと化す。

《よし、協同的ブレークアウトを引き受けた。もしかすると、これが切り札かも知れないぞ、ワトソンくん》

　それを最後に水無月の声が途と絶だえる──仲間の転送維持／電子防護／情報汚染の追跡に尽力──フォローと記録に徹てつする冬真。

　内心に込み上げてくるもの──確かにこれがそうかもしれないという思い／バッターボックスに立つ者たちのウルトラＣ／バロウ神父やディーゼル課長にも思いつかない解決策。

　すぐさま水無月が協同的ブレークアウトを受容──鳳＋水無月＋吹雪くん＋ＭＰＢの誰だれか。

　四人の特甲児童が電子的につながった──思わず手が止まる冬真／息を吞むディーゼル課長／解析フロアのそこかしこで驚きよう嘆たん／歓かん声せい／口笛／拍はく手しゆ。

　冬真＝全身に鳥とり肌はだ／鳳を守る三人の電子防護／ＭＳＳとＭＰＢそれぞれのマスターサーバーの接せつ触しよく──やはりこれが答えなのだという直感──脳内チップにアクセスして丸ごと転写しうる離はなれ業わざ。

　だが今はとにかく鳳の安全確保に努めねばならず──謎なぞ解ときの鍵かぎ探しは後回し／ふいにモニターの一角に何かが現れる／ノイズ／見知った数字──しかし違ちがう。

『４１３７２９２３１７１３１１７』──検出された未知のノイズ──十五桁の数字。
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《〝オールド・ニック〟を発見。繰くり返す、〝オールド・ニック〟を発見》ノイズまみれのフロストの声──情報汚お染せんが後退／通信が復活／アームスーツの再起動が完かん了りよう。

「ご奉ダダダ！仕いダダダ！たしダダダ！ますダダダ！わダダ──ダ！っ!!ダダダ！」殺到する刃の四肢を真っ向から迎むかえ撃うった──無む慈じ悲ひなまでの苛か烈れつな掃射──四肢をもがれて撃ち倒たおされる機械化兵たち／十人ほどが左右から素早く背後へ回り込もうとする／させじと掃射／敵の包囲を迅じん速そくにかわすＳ字飛行。

　多数の死傷者──心のどこかで虚きよ無むが首をもたげて忍しのび寄る／フォローしてくれている少年の存在が防ぼう壁へきに／代わりに悲しみが満ちる。

《こちらも〝オールド・ニック〟を発見》通信＝レイの声──にわかに切せつ迫ぱく。《〝ウィッチ〟が出た！　〝ウィッチ〟と戦闘中！　データと装備が違う──》

　ガリガリとノイズ──レイのアームスーツが打撃を受けた／素早く身を翻ひるがえす鳳──レイの位置を確認──背後に敵の残党を置いてトンネルの一つを飛ひ翔しよう。

　ノイズが増加／情報汚染／だが持続されるブレークアウト──ＭＰＢの特甲児童のＩＤが一方的に開示される──夕霧・クニグンデ・モレンツ──あなたを守るという意思表示。

「あ……ありがとうございます」思わず地声がこぼれる──接続官コーラスが相手に届けてくれる。

　ＭＰＢの捜査／電子戦──自分と同じように／何もかも奪われた少女たちのために／彼女たちの報むくいを願ってくれていた。

　電子防護／水無月以外に二人もの電子的な支援──途と方ほうもない頼たのもしさ──電子の鎧よろいどころか城じよう塞さいに守られている気分。

「必ず見つけ出してみせます。あの子たちから魂を奪い去った車を──」口にしつつこちらの捜査情報を一部開示＝追うべきトレーラーの内部機能／犠ぎ脳のう手術のための機材。

　さらに地下へ──咄とつ嗟さに何階かわからぬほど複雑な層をなす地下施し設せつ──もはや地下都市。

　大きな空間へ──壁かべと天てん井じように無数のケーブル／横手のトンネルから現れるアームスーツ。

　レイが乗る純白の山羊やぎ──左ひだり腕うでを切断された姿／傷口に火花／片かた膝ひざをつく／全身に亀き裂れつ＝カムフラージュ機能を喪そう失しつ──右手の重火器＝ねじ曲がったそれを放ほうり捨てる。

　アームスーツの右腕に溶よう断だん機能つきの長大な刃はが現れる──果か敢かんな迎げい撃げき態勢。

　滞たい空くうする鳳──トンネルへ機銃を構える／レイをフォローする要撃態勢。

　暗がりから飛び出す影かげ──レイのアームスーツが跳はね起きて刃を振ふるう／鳳の掃そう射しや。

　いずれも手て応ごたえなし──何かが舞まう／うねるような動き／目で捕とらえきれず──探査＝六つの四肢という矛む盾じゆんした情報に混乱しかける。

　一いつ瞬しゆんで背後に降り立つ影──紅あかと白のチャイナドレス／蜘く蛛もの糸のように白く艶つやめく髪かみが腰こしまで伸のびている／ぞっとするような美び貌ぼう／赤みがかって見える双そう眸ぼう／紅い唇くちびるを吊つり上げて微び笑しよう──その両りよう肩かたから二本ずつ伸びる朱しゆ色いろに塗ぬられた蛇じや腹ばらの腕。

　四本の腕を自在に動かすという驚くべき姿──鳳＝戦せん慄りつ／驚嘆／なんたる接続能力──まるで東洋の悪あく魔またる阿あ修しゆ羅らの異形。

　魔女ウイツチのコードネーム──〈蟲チオン〉の首しゆ魁かいたる娘むすめ＝蛭ツー雪シユエ──ぬらつくような艶えん笑しよう。

《気をつけろ──》レイの通信──ガリガリ何かをひっかくようなノイズ／激しい空電雑音／機器の損傷／情報汚染。《転送兵器だ──》

　鳳＝意味を受け取り損そこねる──娘の右手の一つが宙へ差し伸べられるのを見て息を吞む。

《[image: ちー]チー封フオン轉ツオワン送ソン》

　中国語＝娘の無線通信──転送を開封──東洋の魔女の微笑＝これ見よがし。

　白熱の輝かがやきが勃ぼつ発ぱつ──娘の手足／体／頭部／背を包み込む──機き甲こう化＝一秒余。

　鳳＝瞠どう目もく／絶句／まさか──特甲をまとった娘が真っ赤な羽をひるがえして舞い上がった。
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　暗くら闇やみを引き裂さくおびただしい火線──黄色に輝くスズメバチの羽＝格好の標ま的と。

　戦意なし──ひたすら羽の空中機動能力を駆く使しして暗い迷めい路ろを逃にげ回る／逃げ切れず／そこかしこの通路が塞ふさがれた／咄嗟に見つけられないようコンクリートを塗った板で覆おおわれた／来た道すら見つからない──ＭＰＢを逃のがさず仕留めるための罠わな。

　ぶんぶん鳴りまくる空間──どこもかしこも不ふ吉きつで恐おそろしい黄色に輝いている。

　飛び回りながら必死に迷路を把は握あく＝ＭＳＳのデータを引っ張り出す──同時にホイテロートから渡された携帯電話の解かい析せきをＭＳＳに頼む──裏切る気だった組織の力にすがりつく。

　ようやく安全な脱だつ出しゆつ路を発見──素早く飛び込んだトンネルで探査にヒット＝黒山羊やぎの背。

　機械仕掛けの黒山羊が雛の接近に気づいて振り返る──馬ば鹿かでかい機き銃じゆうがこちらを向く。

「いじめないでぇ──ッ！」左腕に内蔵された連結式チエーン爆雷・マイン──一挙投とう擲てき。

　炸さく裂れつ──黒山羊が爆ばく圧あつで真っ直ぐ後方へ吹ふっ飛ぶ／爆風が雛を後方へ押しやる／炸裂点でなぜか発生する高熱──行使した火力を上回る爆炎が生じてトンネル内が焦しよう熱ねつ地じ獄ごくに。

　飛び込んだトンネルから猛もう烈れつな勢いで叩き出されて転がり倒れる──汚きたならしいトンネルが溶よう鉱こう炉ろじみた輝きに／壁や床ゆかや天井にしみついた何かが発火している──燃える汚お水すい＝垂れ流された沢たく山さんの毒物や有機溶よう剤ざいや界面活性剤が燃焼促そく進しん剤ざいと化している──都市の奈な落らくの火薬庫。

　ホイテロートがこの地下道を罠に選んだ理由──ここは地獄のかまどの焚きつけ場だ。

　猛もう炎えんに包まれて倒れる黒山羊に背を向け飛翔──ホイテロートが仕掛けた爆ばく弾だんを確かく認にん。

　爆弾の位置から逆算──地上へ出るための道──コンクリートを塗った板で隠かくされたそれをようやく見つけた／おぞましい汚水の溜たまり場──ちょっとした池ほどもあるその一角。

　池に汚水を流し込むトンネルの一つ──大きな板で覆って隠している／床ゆか板いたを貼はるための接着剤でコンクリートに貼りつけている──板を剝はがそうとする者を粉ふん砕さいする爆弾が設置済み。

　作戦のため雛が作って提供した爆弾──さくさく解除／外そうとする／はたと手が止まる。

　ゆっくり毒の池を振り返る──抗磁圧のヘルメットなしでは十分ほどで窒ちつ息そく死しする毒の霧きり。

　脳内チップで爆弾の位置を再確認／携帯電話のトリガーを解析──呆ぼう然ぜんとなった。

　記き憶おく＝〈戦犯法ほう廷てい事件〉──わざと解除させることで起動する爆弾／解除する技術を持った者を殺すために／その場にいる人間を一人残らず確実に滅ほろぼし尽つくすための仕掛け。

　解除してはいけない──汚水のあちこちに仕掛けられた爆弾＝全てが連れん鎖さ的に起爆する。

　爆弾の目的は一帯の毒の空気を燃え上がらせることだ──地下を灼しやく熱ねつ地獄に変えることだ。

　涙なみだ目め＝解除した爆弾を再セット／絶対に外れないよう固定──作業中に背後で水音。

　振り返る──新たな黒山羊が機銃を掲かかげて水を跳はね散らかして走ってくる／機械なので表情なんかないはずなのに／中に乗っている人間の殺意が忠実に機械の外見にも反映されるよう。

「うぇ……」動けぬ雛──いっそ何もかも燃えて消し飛んでしまうことを選せん択たくすべきなのではないかと宇宙の彼方かなたでこのざまを傍ぼう観かんしているもう一人の自分が厳おごそかに提案しかけたとき。

　黒山羊が相手をしているのが自分ではないことを悟さとった──池に飛び込んでくる輝き。

　辺りを照らすヘッドライト──ド派手な装そう甲こう車＝ＭＰＢのロゴ──どろどろに汚よごれた防弾ガラスを綺き麗れいにしようと空むなしく動いているワイパーの向こう──防毒装備に身を包んだ大男／装甲車と同じくらい派手な装よそおいをしている別の男。

　黒山羊の待ち伏ぶせ＝機銃掃そう射しや──果敢に直進する装甲車＝被ひ弾だん・被弾・被弾──亀裂だらけになりながら速度を上げて黒山羊と正面激突──どかん！

　黒山羊が吹っ飛んで宙を舞う＝背から汚水溜だまりに落下──装甲車が汚水を跳ね散らしながらカーブ／壁に衝しよう突とつすることを防ぐ／鮮あざやかなＵターン。

　機能停止には陥おちいっていない黒山羊──汚水の中から立ち上がる／衝突でねじ曲がった機銃をポイ捨て／機銃の熱でじゅうじゅう汚水が蒸発／その両腕から溶断機能つきの刃がホラーじみた音を立てて出現──装甲車に向かって走り始めたところで雛の作業が完了した。

　雛＝いったい自分は何をしているのだろうというそこはかとない疑問ごと爆雷の束を投擲。

　黒山羊の両りよう脚あしに絡からまる／古代の石と紐ひもでできた武器のよう／勢いよく前のめりに倒れる黒山羊──一瞬遅おくれて炸裂──黒山羊の両脚が粉々に砕くだけ散る／爆熱で灰色の蒸気が立ち上る。

　黒山羊の上半身が盛せい大だいに宙を舞まって壁に激突し、両手を広げたバンザイの格好で汚水溜まり脇わきの通路に顔面ダイブ──搭とう乗じよう者が気絶したのか微び動どうだにせず。

　当初の予定と真逆の対応──ぽつねんと立ちつくす雛をヘッドライトが照らす。

《奇き遇ぐうだなスカート隊員》装甲車のスピーカーが聞き覚えのある声を放つ──〈ローデシア〉に潜せん入にゆうするも雛と同じくばれて命を狙ねらわれている大男＝ペーア・ガブリエル。《お陰かげで助かった。そちらは仲間がいないようだが、単独戦せん闘とう中か？》

　どう答えて良いかさっぱりわからず／ヘッドホンが首にかかったまま機甲化されたせいで耳を塞ぐこともできず──あなたたちが吹っ飛ばされるのを尻しり目めにこの世のしがらみから逃げようとしていましたとは言えず。

《こんな場所で単独とは勇ゆう敢かんなことだ》雛の茫ぼう洋ようとした態度をそう解かい釈しやく。《探査情報では貴官がいるその背後にトンネルがある。見たところ何かで塞がれているようだ。少しばかり横にどいてくれれば、この車両で突破してみよう》

　助手席の派手な姿をした男が何かを構えている──ビデオカメラ／自分を撮さつ影えいしている／もしかするとリアルタイムでＭＰＢに送られている──ここで彼らを見殺しにしたらＭＰＢとＭＳＳの両方にばれる。

　心のささやき──別にいい──ここに爆弾があるなんて気づかなかったふりをすればいい。

　今しがたの戦闘でたっぷり蒸発した汚水／漂ただよう毒の霧／ここで爆弾を炸裂させたら──この車が点火装置となって毒の池を火炎地獄に。

　それでも生き残れるルートは存在するという確信──自分一人だけ生き残ることができる。

　さあ、そこをどいてやれ──この男たちが地獄の業火に飛び込むのを傍観して自分は逃げ出せ。

　そのとき突とつ如じよとして脳のう裏りによみがえる声──あの醜みにくい神父の言葉。

（噓ではないのかね？）

　そして何だかわからぬまま、宇宙の彼方のその先によもや存在するとも思っていなかった別の自分が何万光年という距きよ離りを隔へだてて悲しい泣き声を上げるのを聞いた──そんなの嫌だ。

　どん底に落ちたいなら自分一人そうすればいい──家族も友人も周囲にいる者たち全すべて道連れにする父親みたいにはなりたくない──ママを殺した父親みたいには。

　はたと疑問──ボク今、なんて思ったの？

　ママに離り婚こんされて鬱うつ屈くつする父親──そのはず／ママは逃げたはず／なのに／なんだろう──心の奥底に封ふう印いんしたはずの何かが一方的によみがえろうとしている。

　ぶんぶん鳴っている──黄色くって騒さわがしい羽音がしてレモンみたいに酸っぱいママの姿。

　自然と伝わってくる──どこかで誰かがつながり合ったせいだ／その影えい響きようが遠い場所にいる自分にもたらされているのだ／脳内チップを通して行われる試み──完全なる記憶の復号。

　よろめく／おどおど／意味もなく左右を見回す──両手で頭に触ふれる──こんなのいらない／忘れたものなんて思い出したくない／どっかに消えてなくなって欲しい。

　よみがえりかけたものを必死に遠ざける──かと思えば代わりに唐とう突とつに膨ふくれあがる何か──自分が死ぬのは怖くない／仲間が死ぬほうが怖い／仲間が覚えていてくれる自分が消えてしまうのが怖い──鳳や乙や冬真や水無月や色んな人たちが死んだら彼らが知っているボクは消えちゃってボク独りになって何が好きとか嬉しいとかもわからなくなる。

　いつかどこかで口にした思い＝〈アンタレス事件〉＝鳳が狙そ撃げきで倒れた後──頭をわしゃわしゃしてくれた乙の手＝機械仕じ掛かけなのに温かいと思った。

　なんで急にこんなこと思い出してるんだろう──自分は何を考えているんだろう。

《スカート隊員？》ガブリエル＝不ふ審しんそう。《どうした？　気分が悪いなら車内に入って休むこともできるぞ。そこを突破するのはこの車でも十分可能だ》

　逃げたい──逃げたくて仕方ない──でもそのために自分のことを知っている誰かを犠ぎ牲せいにしたらそれこそ死ぬまで逃げられない何かに囚とらわれ続けることになるという恐きよう怖ふが到とう来らい。

《ダメなのぉ》思わず相手の車の通信機器を通して応答──得体の知れない怖さで、ぽろぽろ涙がこぼれた。《みんな死んじゃうからぁ、あちこちに爆弾があるからぁ、一個でも止めると、ぜーんぶに火がつくのぉ。だからぁ、ダメなのぉ》

《……つまり、この一帯に散見される地じ雷らいや仕掛け爆弾が、今、貴官の背後にもあるのか？》

　こくんとうなずく──脳内チップを通してデータ送信／爆弾の位置／何個か地雷を踏ふむし武装した連中がいるけどその代わり無事に脱出できるルート／何でか知らないけどＭＰＢの回線なのにスムーズに送れた／こちらを支し援えんする接続官コーラスがそうしてくれた──ついでにホイテロートが離り脱だつするための道筋も教えた。

《すごいぞ、スカート隊員。ここまで調べ上げるとは。俺はあっさり潜入がばれたがな。よし。ともにこの下水から脱出し、改めて封ふう鎖さして調べ上げよう。まずは一いつ緒しよに来た隊員を救出したい。先ほどから位置がまったく変わらんのだ。地雷を作動させてしまったのかもしれん。ちょっと待ってくれ。今、通信して確かめる》

　またぞろ気が遠くなる思い──そんなの放っておいて逃げたくなる／だがガブリエルの言葉でそうすることができなくなる。

《思った通りだ。我が隊の特甲トツコー児童である涼月隊員が地雷を踏んで往生している。そこで提案だ。我々がこの車で敵を引きつけ、貴官が教えてくれたルートを突破する。その隙すきに、どうか貴官の優すぐれた技術で、涼月隊員を救出してくれ》

　心の底から嫌だと叫さけびたい──だが拒こばめず／助手席で撮影し続ける男が片方の腕を興奮気味に振り回している──読どく唇しん術じゆつ＝組織を超こえた熱い絆きずながどうとかふざけたことを叫んでいる。

　こくんとうなずく──カメラにも映るように／そうせざるを得ない／とことん情けない。

《頼たのんだぞ、スカート隊員》すっかりそれが雛の名であると刷り込まれたゴリラ男──地雷を踏んだお馬鹿さんの位置を送信／装甲車を発進＝雛が教えたルートへ果敢に飛び込む。

　雛＝飛ひ翔しよう──どうしてこんなことになっているんだろうという重たい気分とともに救出へ／どうせ特甲児童だし／手足が吹っ飛んでもいいんだからそのまま起爆させればいい／特甲児童なら生きて逃げ出せる。

　宙で首元だけ再転送──ヘッドホンを装着／やっと音楽の防ぼう壁へきが復活／もう誰だれの言葉も聞きたくないという思いでいっぱいになりながら心の大部分を見えない殻からの中に押し込めた。

　ほどなくして到達──汚らしい沼ぬま地ちで仰あお向むけに横たわった黒くろ髪かみの特甲児童＝〈空港占せん拠きよ事件〉のときに見た果敢な笑み／今も変わらず不敵に笑えんでこちらを見ている。

　舞い降りる──地雷がある場所＝少女の腕／背／腰／脚あしの下にはない──頭の下。

　この人馬ば鹿かじゃないの──よりにもよって最も吹っ飛ばされてはいけない部位。

「よう……」黒髪の少女＝涼月隊員──いかにも間ま抜ぬけな姿をごまかすような笑み／傷だらけになりながら敵へ突撃する姿が思い出された──その切れ長の綺麗な目が希望を込こめて自分を見つめた／雛が助けてくれると信じている＝言葉より雄ゆう弁べんに雛の心に突つき刺ささる。

「逃げたいのぉ」涙が溢あふれてぽろぽろこぼれ落ちた──少女のふてぶてしい笑み／なぜか逆に助けて欲しい気持ちを刺し激げきされて／いきなり本音が溢れ出す。「ねえボク一人で逃げていい？」

　この少女なら、いいんだよと言ってくれる気がして──だが少女の顔にまざまざと浮うかぶ呆あつ気けに取られた表情／失望の眼まな差ざし／あんぐり開いた口──そりゃないよという無言の訴うつたえ。

「逃げたいのぉ」まるで命いのち乞ごい──命の危機にある少女へ哀あい訴そ。「ダメぇ……？」

「あ……、あー……」迷子の少女にすがりつかれて困り切っているような顔──逃げたいのは自分の方なのだけれどと目で訴えている。「その前に、ちょっと、この……あたしの頭の下にあるこいつを解除してくれないか？　どーも、爆弾っぽいんだけど」

　解除したら何もかも吹き飛ぶとは言えず──この少女が助かる道筋がまったく見えず。

　なのにじっとこちらを見つめられているせいで置き去りにして逃げることもできず──しくしく泣きながら少女の頭の近くに両りよう膝ひざをついて、どうにもしがたい爆弾に手を伸のばした。

　もしかするとどうにかできるかもしれないという一いつ片ぺんの希望が脆もろくも崩くずれ去る──シンプルにして完かん璧ぺきな構造＝解除すればこの周囲にある全ての爆弾が炸裂する／この爆弾だけを炸裂させるのがゆいいつのすべ──絶望に襲おそわれてしゃくり上げた。

「逃げたいの。ボク逃げないといけないの……」もはや誰に訴えるともなく涕てい泣きゆう──それでもなぜか解除作業を試みるうち、いきなり側頭部に衝しよう撃げき──がつん。

　抗磁圧のヘルメット越ごし──横よこ倒だおれ／何？／視界の隅すみに握にぎり拳こぶし──少女に殴なぐられた？

　むっくり起き上がる──いったい何が起きたんだろうと少女の顔を覗のぞき込む。

　少女の指がくるくる動く──少女と雛の耳を示す──ややあって意味が分かる／ヘッドホンを外せ／なぜか逆らえずおどおど言う通りにした。

「逃げろ」

　少女が言った──はっきり耳を打つ声／だがあまりに突然で理解できず／ぱちくり。

「うぇ……？」

「なんかあったのか、お前？」

「う……」新たな涙が浮かぶ──単刀直入の質問──いきなり心を覗かれた気分／あの醜い神父の鋭するどい質問を思い出す／だが怖さはなし／ますますこの命の危機に陥った少女にすがりつきたくなる。「ボク逃げないといけないの」

「じゃあ逃げていいぜ」なんとも涼すずしげに言ってのける。「要するに、どうにもなんねー爆弾だってことだろ？　だったら一二の三で飛び起きて、目一杯逃げるさ。お前が巻き添ぞえ食うことねーよ。ほら、行っちまいな。お前が行ったらあたしも行く」

　信じがたい言葉の数々──誰からも言ってもらえるはずがない／これは夢だろうか／自分の願望がおかしな幻まぼろしを見せているんだろうか。

　少女がにやりと笑う──間抜けな姿勢なのに／びっくりするくらいの凛り々りしさ。

「お前のところのあたくし様と約束したんだ。そのうちみんなで、スシバーに行こうって」

　スシバー──電子戦の演習の後で冬真と鳳がデートしたらしい場所／そこにこの少女もいたのだという素そ朴ぼくな驚おどろき──鳳がそんな約束するなんて／よっぽど楽しかったのだろう。

　何となくうなずく──本音が出る。「ボク、生魚嫌きらい」

「じゃ、シャブシャブにしとけ。豚ぶた肉にくを薄うす切ぎりにしてゆでて食う料理だ。それとも豚肉は、お前の神様が禁止した食い物だったりするのか？」

　かぶりを振ふる──神様が禁止した／ひどくしっくりくる言葉／なぜこうまで逃げられないか全て説明するよう──ふと少女の別の言葉を思い出す──一二の三で飛び起きて、目一杯逃げるさ。

　はたと気づく──それこそがゆいいつの突破口であるという事実＝少女を見つめた／この人もしかしてすごい？　それともやっぱりただのお馬ば鹿かさん？

「さっき、逃げろって言ったのぉ？」ぽつんと確かく認にん。

「ああ」間断ない返答──自信満々／かえってよくわかった／やっぱり爆ばく弾だんのことなんて何もわかってないっぽい──なのに単独で生き残る道を選んだという事実になぜか感かん銘めいを受けた。

　この人はまったくの予備知識なしに最も生き残る可能性の高い手段を本能的にためらいなく選んで実行してのけるのだ──だからこそ生き残ってこられたのだ。

　天然の爆弾魔またる雛にも通ずる才覚／だがそれ以上の何かを感じる／どこかで誰かがつながり合ったという感覚──その影響がもたらされているという先ほどの感覚がよみがえる。

　怖さはない──この少女の存在に安心している／この少女だけは生きねばならないという不思議な気分──たとえ雛が死んだとしても／この少女が鍵になる／みんなの鍵に。

　またおかしな気分に──なんでボクこんなこと考えてるんだろう──だが気づけば少女にとうとうと説明していた／なぜ解除してはいけないか／解除したら全てが炸さく裂れつする／熱で汚お水すいから巨きよ大だいな毒の雲が発生する／その毒の雲が燃え上がってＡＰ爆弾なみの炎ほのおと化す。

　その炎から逃のがれるすべ──毒の雲が発生している間に突っ走って安全圏けんに到達すること。

　説明しつつ地下下水道の地図を検けん索さく──どこの誰が更こう新しんしてくれたのかわからないが正確な道筋がわかる／ＰＤＡで少女にも見せてやる──生存圏たる浄水場のある場所。

　一キロ半ほどの道のり──通路を走る／階段を下りる／コンクリートの壁かべを壊こわす。

　だがその間、毒の雲が発生して抗磁圧のヘルメットが空気を遮しや断だん──息ができなくなる。

「お前は飛んで逃げりゃいい」少女＝逃げ道がわかるや気楽な調子──無呼吸マラソンなんて楽勝だと言わんばかり。「でなきゃ爆弾こいつの解除の仕方を教えてくれ。あたしが自分でやるさ」

「きっと無理」断言＝この人に任せたら解除どころか殴ってどうにかしそう。

「逃げたいんじゃなかったのか？　なのにあたしに付き合う気か？」呆あきれ顔。

「逃げろって言ってくれたから」虚きよ脱だつに襲われる／初めて誰かに逃げたい気持ちをぶつけた反動／先ほど去来した何か途と方ほうもなく嫌な記き憶おくがまたぞろよみがえりかける──（ぶんぶん鳴っている）──茫ぼう洋ようたる心で己おのれを守る。「ボクが最初の火を止めるから、走るの。いーい？」

「いいぜ」完全に雛の判断に従うという顔。

「いっぱい息を吸うの。いっぱい」二人して深呼吸──年上でしかも隊長の少女が自分の言う通りにしてくれることがちょっとだけ嬉しかった。「一二の三ね。三は言わない。ボクが叩たたくから。たーくさん息を吸うの。それからぁ、走り出すの」うなずく少女──繰くり返し深呼吸。「いーちー」少女の頭の下の爆弾に触れる──解除用意。「にーいー」いっぱいに息を吸う。

　解除と同時に少女の肩かたを叩いた──何かの飛び道具のように跳はね起きる少女＝疾しつ走そう。

　そこら中の地雷が炸裂──雛＝息を止めつつ爆ばく雷らいを投とう擲てき／右手で火か炎えん放射──爆風で爆風を退ける／数秒の猶ゆう予よを作る──飛翔＝少女の目の前で道を示す。

　背後で地じ獄ごくのかまどが形成される──殺人的な化学反応／毒に満ちた積乱雲が猛たけり立つ／白い霧きりが立ちこめる──そして最初の曲がり角を通過した直後、雲に火がついた。

　何もかもを溶よう解かいさせる恐おそるべき悪魔の炎が誕生──産うぶ声ごえ＝地下道全体が震しん動どうするほどの轟とどろき──たちまち周囲の空間の温度が急きゆう上じよう昇しよう／汚水が煮にえ立つ／毒の霧が吹ふき荒あれる。

　空気なしで疾走する少女＝いささかもスピードが落ちない──飛んでいる自分の方が辛つらくなる／目がちかちかする／心臓が悲鳴を上げる／喉のどが空気を求めてひくつく。

　斜しや面めんで少女が初めてバランスを崩す──データに比べ僅わずかに斜面の角度が異なっていた／倒たおれかける少女／咄とつ嗟さに手を伸ばす／互たがいの手をつかむ──必死に立て直す少女＝なおも疾走。

　背後の爆炎に負けず劣おとらず体内で燃える苦痛の火──突破すべき壁が近づく／心の底から到達を求める／ほとんど無意識に爆雷を再転送──投擲。

　壁に亀き裂れつ／崩れず／息ができないせいで手元が狂くるった──雛の下で少女が速度を上げた。

　信じがたい突とつ撃げき力──少女の拳が壁を粉ふん砕さい／突破／二人して暗くら闇やみに飛び込む──水の中。

　息ができない／空気がない／綺き麗れいな水──なのに最後の最後で呼吸すべき空気を奪われる。

　体が目茶苦茶にもがく／意識が遠のく──少女が自分の手をつかんだ感覚。

　ごうごうという水の音が遠のく／きーんと耳鳴り／限界に達する意識──そのとき天てん啓けいにも似た何かの閃ひらめきが訪おとずれるのを感じた。

　爆弾の炸裂＝隠いん蔽ぺいのための炎──そこに何があったかもわからなくさせる火。

　死んだことにすればいいという単純明快な答え──そうすれば誰も自分を追ってはこない。

　だが次の瞬しゆん間かん、雛の意識は完全に消え去り、死の静せい寂じやくに包まれた。
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